
こ
の
特
集
号
の
テ
ー
マ
は
、
「
近
代
・
ポ
ス
ト
近
代
と
 ゐ
 示
教
的
多
元
性
」
と
な
っ
て
い
る
。
宗
教
が
社
会
の
近
 
低
化
に
は
た
し
た
 後
 

 
 
 
 
 
 

割
は
、
ヵ
 ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
評
価
と
 
エ
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
 や
マ
 ツ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
 の
 ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
評
価
 

田
 

 
 

を
 始
め
と
し
て
、
古
典
的
社
会
学
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
 
あ
っ
た
。
宗
教
は
、
古
典
的
社
会
学
に
お
い
て
、
社
会
 
的
 カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
 

は 、 っムシ ののョ時 「 ウ オて い 

    
キ グ流間 ン間 l 肇論 

ヰム @. ャ 

l 口 れでを と う 埋立 
7 l で 展近空 l す要 

じ 

め 近 V V ード 旨 バリゼ ある。 聞 する 化の 帰 間の分 ステイ る 。 
1C 

近シォ互と l ウ 相給 離ン 十の世論 低山 

代ョ と シ l ラ 作し「と界は 用て睨もシ、 
ポ に l の と 埋え ス グ 

ス トけ おスフらめ ティ え込、 万 テロ ム l   
l 続 ン 唱の ズナ の ョ 
バ的ズ し 兄ム ミ 拡 ン 

リな ゼ役 はて万の " " " 秀ム ズ散と に宗   
ョ 明 を l て お 親 と 関 

ン示グバ複よ " 竹ロ り 数 びシ 族し係 " に 

世に l ゼの知ス グつ   
つのと ム論、 してい ション 宗教 と 間 、複 性 」 席 域 共同 ゼーシ     
相 要事国安おけ 近 代 お 互 作 素と 視す 家、 な喪 び よ 宗 る 

用 し る お泰宗教 よ 

  て ロ ょ を教の ぴ 阿 ブ ポス イ レ / 、ズ ｜ ・ び諸 識別 的 世 役割 近代 ト しカニぶ 、 トソン 国家か グ し、 界 観に をほと 却叩 ロ 、 
ロ の ら ロ と ん と 

バ 壬 な l つ どの 美 

関連に トソ シス１ 張、 0 る バリゼ てかわ 血税す 哉 
ン 三 テ l る る お 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
宗
教
 



の
 現
象
と
考
え
る
の
か
が
、
手
が
か
り
と
な
る
。
 

古
典
的
社
会
学
の
根
底
は
、
一
八
世
紀
、
一
九
世
紀
 

ぉ
 ょ
び
二
 0
 世
紀
初
頭
の
西
欧
で
発
生
し
た
社
会
変
化
の
 

説
明
で
あ
っ
た
。
 西
 

秋
社
会
に
お
け
る
諸
事
象
の
変
化
が
、
近
代
化
と
呼
ば
 

れ
る
現
象
で
あ
り
、
古
典
的
社
会
学
は
、
こ
れ
を
 

ゲ
マ
 イ
ン
シ
ャ
フ
ト
か
ら
 
ゲ
 

ゼ
 ル
シ
ャ
フ
ト
へ
の
、
封
建
主
義
か
ら
資
本
主
義
へ
の
 

、
農
業
生
産
か
ら
工
業
生
産
へ
の
、
帝
国
か
ら
国
民
国
 

家
へ
の
、
 エ
 ス
テ
ー
ト
 

か
ら
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
へ
の
移
行
と
し
て
説
明
し
た
。
 

こ
 う
し
た
変
化
全
体
を
世
界
シ
ス
テ
ム
と
い
う
枠
組
み
で
 

と
ら
え
た
の
が
、
 
イ
マ
 

ニ
ュ
 ェ
ル
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
で
あ
っ
て
、
同
氏
 

の
 立
論
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
の
出
発
点
に
 

な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
 

ぅ
 。
た
だ
し
、
宗
教
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
四
半
 

世
紀
に
は
社
会
科
学
の
重
要
な
テ
ー
マ
で
は
な
く
な
っ
 

て
お
り
、
世
界
シ
ス
テ
 

ム
 論
に
お
い
て
も
、
宗
教
は
中
心
的
な
位
置
に
置
か
れ
 
て
い
な
い
。
ま
た
戦
後
の
宗
教
社
会
学
に
お
い
て
も
 

、
そ
の
主
た
る
テ
ー
マ
 

は
 、
宗
教
の
社
会
的
役
割
と
い
う
よ
り
は
、
世
俗
化
に
 

置
か
れ
て
い
た
。
 

し
か
し
、
最
近
の
四
半
世
紀
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
 
な
 視
点
 で
の
宗
教
問
題
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
た
。
こ
の
 
関
心
は
、
イ
ス
ラ
ー
 

ム
 、
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
 

ズ
ム
、
石
油
を
め
ぐ
る
国
際
政
治
、
ア
メ
リ
カ
の
保
守
 

政
治
家
た
ち
の
宗
教
 
画
 

帰
的
 戦
略
、
イ
ス
ラ
エ
ル
国
家
の
敵
対
的
な
イ
ス
ラ
ー
 

ム
 諸
国
の
中
で
の
生
き
残
り
努
力
な
ど
の
突
出
と
結
び
 

つ
い
て
い
る
。
古
典
社
 

構
築
さ
れ
た
。
宗
教
は
、
社
会
を
基
礎
に
置
く
現
象
 

お
 よ
び
 カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
、
古
典
的
社
会
学
が
形
成
さ
 

れ
る
中
で
発
明
さ
れ
、
 

意
味
の
問
題
に
 い
く
っ
 か
の
回
答
を
提
示
し
た
。
い
ま
 
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
宗
教
の
関
係
を
近
代
お
よ
 

び
 ポ
ス
ト
近
代
と
の
 
関
 

連
 に
お
い
て
整
理
し
よ
う
と
す
る
と
、
近
代
以
前
と
近
 

代
 と
が
質
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
と
ら
え
る
の
か
、
 

あ
る
い
は
変
異
が
起
こ
 

っ
 た
と
と
ら
え
る
の
か
、
ま
た
近
代
と
ポ
ス
ト
近
代
が
 

質
的
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
 

変
異
が
起
こ
っ
て
い
る
 

と
 考
え
る
の
か
、
い
い
か
え
れ
 
ば
 、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
 
シ
ョ
ン
を
近
代
な
い
し
ポ
ス
ト
近
代
の
現
象
と
考
え
る
 

の
か
、
あ
る
い
は
独
立
   



グローバリゼーション と 宗教 

 
 

 
 

低
化
を
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
心
的
テ
ー
マ
と
と
ら
え
て
 
い
る
。
 

3
 

一
 
T
 一
 

コ
ム
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
の
プ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
 

ヒ
も
 、
宗
教
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
に
特
 化
し
た
労
作
で
あ
る
。
 

ア
ン
ソ
ニ
ー
・
キ
ン
グ
編
の
「
文
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
 」
に
は
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
・
ホ
ー
ル
、
 イ
 マ
ニ
ュ
エ
ル
 
・
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
 

ン
 、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
、
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
 
ウ
ル
フ
な
ど
が
寄
稿
し
て
お
り
、
主
要
な
論
客
の
主
要
 な
 論
点
を
一
覧
す
る
の
 

 
 
 
 
 
 

-
@
@
u
-
 

に
 便
利
で
あ
る
。
わ
が
国
で
は
、
井
上
順
孝
が
、
宗
教
 
の
 グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
着
目
し
、
情
報
化
を
グ
ロ
ー
バ
ル
 
化
の
主
た
る
要
因
と
し
 

乏
 

-
G
 
一
 

コ
 ン
の
も
と
で
の
宗
教
の
多
様
化
が
明
ら
か
で
あ
る
。
 
ピ
ー
タ
ー
・
バ
イ
ヤ
ー
の
 
ヨ
 示
教
 と
 グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
 シ
ョ
ン
」
お
よ
び
マ
ル
 

-
5
5
5
 

一
 

メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
世
俗
化
：
再
考
」
か
ら
な
る
（
宗
教
 と
 政
治
秩
序
や
シ
リ
ー
ズ
三
巻
の
収
録
諸
論
文
か
ら
も
 
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
 

-
3
U
-
 

九
八
六
年
の
「
予
言
的
諸
宗
教
と
政
治
 ヒ
、
 

一
 
4
-
 

一
九
八
八
年
の
「
 め
 示
教
の
政
治
参
加
と
社
会
変
革
」
 

お
 よ
び
一
九
八
九
年
の
「
フ
ァ
ン
 ダ
 

と
と
い
う
テ
ー
マ
に
か
な
り
大
き
な
関
心
が
は
ら
わ
れ
 
て
い
る
。
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
ハ
ッ
デ
 シ
と
 ア
ン
ソ
ン
・
 
シ
 ス
ー
プ
が
編
纂
し
た
 一
 

-
2
-
 

ラ
ッ
シ
ュ
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
編
著
「
 グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 近
代
諸
社
 ム
 至
で
は
、
世
界
化
す
る
と
 
と
も
に
地
方
化
す
る
こ
 

全
 学
の
説
明
が
、
西
欧
に
お
け
る
近
代
化
の
荒
々
し
 
い
 変
化
を
解
明
し
た
よ
う
に
 

を
 基
盤
と
し
て
考
察
し
、
世
界
レ
ベ
ル
の
 脱
 近
代
化
の
 変
化
を
理
論
的
に
解
明
し
 

宗
教
に
関
心
の
あ
る
現
代
の
研
究
者
た
ち
は
、
最
近
の
 
社
会
的
政
治
的
諸
運
動
 

う
と
す
る
。
彼
ら
の
視
座
に
お
い
て
は
、
宗
教
的
社
会
 
的
 諸
運
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
 

だ
け
で
は
十
分
で
な
い
。
彼
ら
は
、
世
俗
化
、
そ
の
 
反
 転
 、
そ
の
他
グ
ロ
ー
バ
ル
 

ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
に
焦
 占
 を
あ
お
せ
る
。
ロ
ー
ラ
ン
 

-
1
-
 

が
 一
九
九
一
年
に
編
纂
し
た
「
宗
教
と
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 秩
序
」
は
、
そ
の
代
表
で
 、

幾
 っ
か
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
は
、
地
球
 

よ
う
と
し
て
い
る
。
 

を
、
国
民
国
家
を
超
え
る
枠
組
の
中
に
位
置
付
け
よ
 

ク
ス
 は
、
単
純
に
国
民
国
家
の
レ
ベ
ル
で
記
述
し
た
 

な
 カ
テ
ゴ
リ
ー
の
諸
々
の
現
象
を
構
造
化
し
て
、
 グ
 

ド
 ，
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
 
と
 ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ギ
ヤ
レ
ッ
ト
 

あ
る
。
マ
イ
ク
，
フ
ェ
ザ
ス
ト
ー
ン
、
ス
コ
ッ
ト
・
 

  



グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
の
根
底
に
お
い
て
は
、
 
世
 界
 が
一
つ
の
場
だ
と
い
う
概
念
が
成
立
し
て
い
る
。
 
ジ
 コ
 ン
・
シ
ン
プ
ソ
ン
 

は
 、
世
界
の
単
一
性
の
概
念
に
つ
い
て
、
「
伝
統
的
な
 触
 @
 
字
社
会
に
お
い
て
さ
え
、
世
界
は
 
、
 継
ぎ
目
の
な
 ぃ
 同
時
発
生
的
な
全
体
 

の
中
に
領
域
、
慣
習
、
宇
宙
観
が
織
り
込
ま
れ
て
い
る
 

一
つ
の
場
だ
と
見
る
概
念
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
 し
 、
歴
史
的
、
文
明
的
 

意
識
の
流
れ
の
中
で
は
、
つ
ね
に
神
話
的
な
世
界
の
統
 
一
 性
と
 、
 ・
・
・
…
今
日
わ
れ
わ
れ
が
文
化
と
呼
ぶ
も
の
に
 

よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
い
 

る
 絶
対
的
な
境
界
を
持
っ
経
験
的
な
現
実
と
の
区
別
が
 存
在
し
た
。
世
界
の
概
念
的
、
理
念
的
単
一
性
は
 
、
ぃ
 わ
ゆ
る
（
世
界
宗
教
）
 

資
本
主
義
に
よ
る
世
界
の
単
一
仕
 

 
 

グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 視
座
を
持
つ
理
論
家
た
ち
や
研
究
者
た
 ち
の
論
議
に
は
、
強
調
点
と
理
論
的
戦
略
に
大
き
な
 違
 い
が
あ
る
。
た
と
え
 

ば
 、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
を
 資
本
主
義
の
拡
散
に
よ
る
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
 
コ
 ン
論
の
宗
教
の
役
割
の
  

 

を
ほ
と
ん
ど
無
視
す
る
三
振
 と
 、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
 政
 治
 、
国
家
、
文
化
の
諸
相
に
お
け
る
世
界
の
単
一
性
の
 
相
互
作
用
を
理
論
化
し
 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
宗
教
の
関
係
を
重
視
す
る
 
主
張
と
は
、
対
照
的
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
 ン
は
 つ
い
て
の
さ
ま
ざ
 

ま
な
見
方
を
、
小
論
は
 、
 三
つ
の
流
れ
に
ま
と
め
る
こ
 と
に
し
た
い
。
第
一
は
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
 
と
そ
 の
 追
随
者
た
ち
の
世
界
 

シ
ス
テ
ム
論
の
流
れ
で
あ
る
 

こ
，
 

。
第
二
は
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
 
・
 ギ
 デ
ン
ス
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
近
代
の
帰
 結
 と
し
て
と
ら
え
る
 再
 

偏
性
近
代
論
の
流
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
三
は
 
、
複
 数
の
自
我
、
人
間
、
複
数
の
国
民
国
家
、
そ
し
て
複
数
 
の
国
家
か
ら
な
る
世
界
 

-
 
は
 -
 

シ
ス
テ
ム
の
 四
 要
素
の
間
で
展
開
す
る
相
互
作
用
の
 
フ
 イ
 ー
ル
ド
を
提
唱
し
て
い
る
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ロ
バ
ー
ト
 ソ
ン
 の
主
張
で
あ
る
。
 

小
論
は
、
主
要
な
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
の
特
徴
 的
な
テ
ー
マ
と
ア
プ
ロ
ー
チ
を
 傭
 敬
す
る
こ
と
に
よ
っ
 て
 、
近
代
化
と
 脱
 近
代
 

化
の
状
況
の
も
と
で
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
 
と
ゐ
不
 
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
整
理
す
る
。
 



グロー く リゼーシ 3 々  と 宗教 

納 て 他 れ 割 業 ス き れ 昇 一 存 同 学 

る れ 

っ 至 組 緒     
に シ が に と 的 実 な   

の つ 戊 申 前 か 二 と ン 代 か な 差 す 転 
縫 い立国の り つ 蛍め論利 かす 異 る と   座 展 で く よ 姶 

の と グ き 緩 り ま   申 と ロ る臼 不日 せ る 

核 」 で も l 」 す 界   科学 @ よ、 証 に バリ と述 る。 の経 

9 挺 ゼ ベ グ 験 は 

ォに l 裏 シい l て ロ約、 l 単パ 
ラ 付 ョ る バ ー プ 

l け ン 。 り 性 ア 

界 
ス ら の 妻 ゼ を ・ 

テ れ 基 す l 措 ニ 
べ た 盤 る シ 定 ュ 

ン 実 と に ョ し @ の 感 な 、 ・ シ ギ 
  

シ る 界 的 の そ の 

c 
ス 、 の む 探 う 炭 

で 複 テ と 単 神 永 す 素 

原子が 論がいうの一性の ん 話 世界 社 は、 ること 

突 で 意 の 会 に ピ 

て 。 世 性 情 て バ 
  界 と 築 複 l   

す 
る 

案文 教化れのの さ数グ 
  そ に 的 た 人 炭 

  
% 強 

理 な 人 種 素   払 
め 径 間 の 原 

口軽 ロ 込 験 の 間 子 
円 豊干㌔ 菅託 % 安 を ま せ 単 に と 

  

す
べ
て
の
物
語
の
枠
組
み
に
明
ら
か
に
埋
め
込
ま
れ
て
 
い
る
。
し
か
し
あ
る
面
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
 シ
ョ
ン
の
物
語
は
 、
科
 



前
者
の
よ
う
な
巨
大
な
官
僚
機
構
を
支
え
る
必
要
が
な
 

ぃ
 だ
け
、
余
剰
が
シ
ス
テ
ム
の
成
長
に
資
す
る
こ
と
 
に
な
る
。
こ
こ
に
、
「
 
近
 

代
 世
界
シ
ス
テ
ム
」
す
な
む
ち
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
 

済
 」
の
発
展
能
力
の
秘
密
が
隠
さ
れ
て
い
る
。
 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
済
」
は
、
資
本
主
義
的
「
世
界
 

経
済
」
で
あ
る
。
生
産
の
資
本
主
義
モ
ー
ド
と
そ
の
他
 
の
 モ
ー
ド
は
、
基
本
 

的
に
違
う
。
資
本
主
義
の
生
産
は
、
生
産
者
も
し
く
は
 

そ
の
血
族
に
よ
る
使
用
の
た
め
で
あ
る
よ
り
は
交
換
の
 

た
め
で
あ
り
、
も
っ
ぱ
 

5
 市
場
で
利
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
を
 

基
準
と
し
て
生
産
が
決
定
さ
れ
る
。
資
本
主
義
は
 
、
 「
 国
民
経
済
」
の
枠
内
で
 

発
達
し
て
や
が
て
世
界
化
す
る
の
で
は
な
く
、
一
五
・
 

六
世
紀
に
お
け
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
済
」
の
成
立
 

と
と
も
に
、
は
じ
め
か
 

ら
 「
世
界
経
済
」
の
形
を
と
っ
て
誕
生
し
た
。
ウ
ォ
ー
 

ラ
ー
ス
テ
イ
ン
は
、
資
本
主
義
的
な
「
世
界
経
済
」
の
 

基
本
性
格
を
、
「
最
大
 

利
潤
の
実
現
を
め
ざ
す
市
場
向
け
生
産
の
た
め
に
成
立
 

し
た
、
世
界
的
分
業
体
制
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
規
定
 

に
よ
 れ
 ば
 、
農
産
物
の
 

市
場
向
け
生
産
を
基
礎
と
し
て
い
た
産
業
革
命
以
前
の
 
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
済
」
も
資
本
主
義
的
で
あ
っ
た
 

し
 、
社
会
主
義
経
済
 
諸
 

国
の
経
済
も
資
本
主
義
的
な
「
世
界
経
済
」
の
一
部
で
 

し
か
な
い
。
 

ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
は
、
資
本
主
義
的
な
「
世
界
経
 

済
 」
に
は
、
三
つ
の
構
成
要
素
が
あ
る
と
い
う
。
中
核
 

と
半
 辺
境
お
よ
び
 辺
 

境
 で
あ
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
差
別
的
に
構
造
化
さ
れ
た
 

シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、
あ
る
下
部
単
位
は
、
世
界
シ
ス
 

テ
ム
 の
「
中
核
」
 か
、
 

「
 
半
 辺
境
」
 か
 、
「
辺
境
」
 
か
、
い
 ず
か
に
位
置
す
る
。
 
余
剰
（
資
本
）
を
抽
出
し
も
し
く
は
集
積
す
る
能
力
 
に
 応
じ
て
、
も
ろ
も
ろ
 

の
 下
部
単
位
の
間
に
は
、
著
し
い
 
違
 い
が
あ
る
。
中
核
 
は
 、
「
相
対
的
に
」
高
い
賃
金
、
進
ん
だ
技
術
、
お
よ
 

び
 多
様
化
し
た
生
産
物
 

に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
他
方
、
辺
境
は
 
、
 低
い
 賃
金
、
原
始
的
な
技
術
、
お
よ
び
単
純
な
生
産
物
に
 
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
 

る
 。
 半
 辺
境
は
、
中
核
と
辺
境
の
混
合
を
特
徴
と
し
、
 

い
ず
れ
も
支
配
的
で
は
な
い
。
交
換
の
プ
ロ
セ
ス
は
 

、
 圧
倒
的
な
量
の
資
本
を
 

中
核
に
集
積
し
、
中
核
は
、
辺
境
と
半
辺
境
を
支
配
す
 

る
 。
中
核
は
、
植
民
地
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
価
格
の
政
 

治
的
 決
定
な
ど
交
換
の
   



グローバリゼーション と 宗教 

 
 

は
 、
世
界
の
単
一
性
を
認
め
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
 、
 中
核
、
半
辺
境
、
辺
境
が
、
そ
れ
ら
の
間
の
大
き
な
 
物
 質
的
不
均
衡
を
、
冬
草
 

ウ 「 ョ 

オ l 

l ロ 
ラ ッ   
ス 世 
テ 界 
イ 経 
、 ノ 済 

@"  」 

  
世 の 
界 地 
が 位 

本 の 
質 向 
的 上 
に を 

単 め 
一 ざ 

  
資 た 

末 運 
主 動 
義 に 
シ は 
ス か 

一 ア え よ 

ム ら 
だ な 
と い 

映   
る 

そ 
    

愚昧 

で 

ウ 
  

    
  
  
ス   
ア 
  
ン 

  

プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
非
市
場
的
バ
イ
ア
ス
の
強
制
と
中
 
心
 商
品
に
表
さ
れ
る
労
働
価
値
の
面
で
均
衡
を
保
つ
た
 
め
に
、
周
辺
の
商
品
 先
 

産
 に
注
入
さ
れ
る
労
働
が
過
大
と
な
る
交
換
を
要
求
し
 、
辺
境
に
お
け
る
労
働
の
低
コ
ス
ト
に
辿
り
着
く
。
 
交
 換
は
 、
余
剰
価
値
が
中
 

核
 に
流
れ
る
結
果
を
も
た
ら
し
、
中
核
は
、
交
換
の
結
 果
 と
し
て
入
っ
て
く
る
余
剰
の
お
蔭
で
、
常
に
辺
境
を
 支
配
し
、
辺
境
は
 、
常
 

に
 中
核
に
依
存
す
る
。
 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
済
」
は
、
人
口
増
加
と
物
価
騰
 亜
 
貝
を
伴
っ
て
、
ほ
ぼ
一
四
五
 0
 年
か
ら
一
五
五
 0
 年
ま
 で
の
間
に
成
立
し
た
。
 

一
六
 0
0
 午
 な
い
し
一
六
五
 0
 年
頃
に
は
じ
ま
り
、
 
一
 セ
五
 0
 年
頃
ま
で
続
く
第
二
期
に
は
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
 世
界
経
済
」
は
収
縮
 局
 

面
を
迎
え
、
中
核
国
家
と
し
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
、
フ
ラ
 
シ
 ス
に
代
わ
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
し
か
生
き
残
れ
な
く
な
 
っ
た
 。
第
三
期
の
産
業
 

資
本
主
義
時
代
に
な
る
と
、
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
経
済
 」
は
地
理
的
拡
大
を
再
開
し
、
ロ
シ
ア
や
ト
ル
コ
な
ど
 
、
こ
の
「
世
界
経
済
」
 

の
 外
部
に
あ
っ
た
世
界
シ
ス
テ
ム
や
ミ
ニ
，
シ
ス
テ
ム
 
も
 組
み
込
ん
で
し
ま
う
。
ロ
シ
ア
は
、
国
家
機
構
が
強
 
く
 、
工
業
が
あ
る
程
度
 

発
達
し
て
い
た
の
で
 半
 辺
境
の
地
位
を
得
た
。
ア
ジ
ア
 や
 ア
フ
リ
カ
は
、
日
本
を
例
外
と
し
て
、
辺
境
と
し
て
 
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
吸
収
 

さ
れ
た
。
第
三
期
の
後
半
に
は
、
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
家
国
と
 
ド
イ
ツ
が
中
核
の
地
位
を
狙
っ
た
。
第
四
期
は
、
ロ
シ
 
ア
 革
命
を
起
点
と
す
る
 

「
産
業
資
本
主
義
的
（
世
界
経
済
）
の
凝
縮
の
時
代
」
 で
あ
り
、
「
革
命
を
伴
 う
 大
混
乱
の
時
代
」
で
あ
る
。
 
ロ
 シ
ア
革
命
は
、
外
貨
 

の
 大
量
流
入
に
よ
っ
て
辺
境
化
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
 
た
 ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
り
、
「
世
界
経
済
」
の
分
業
体
制
 か
ら
一
時
的
に
隠
遁
 す
 

る
と
い
う
政
策
を
奏
効
さ
せ
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
 
の
 ロ
シ
ア
は
中
核
国
家
へ
の
道
を
進
め
た
。
要
す
る
に
 、
社
会
主
義
革
命
は
 、
 



ウ
ォ
 

ト
ソ
ン
 

テ
イ
ン
 

狭
す
ぎ
 

上
位
 シ
 ｜

 ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
が
一
九
 セ
 0
 年
代
お
よ
び
 八
 0
 年
代
 に
 発
表
し
た
こ
う
し
た
「
近
代
世
界
シ
ス
テ
ム
」
の
論
 
者
 を
、
ロ
バ
ー
 

一
 
H
 一
 

は
 、
社
会
学
の
諸
理
論
を
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 方
向
に
誘
導
 し
た
と
肯
定
的
に
評
価
す
る
。
一
方
、
田
中
明
彦
は
 、
 ウ
オ
ー
ラ
ー
ス
 

の
 
「
世
界
帝
国
」
の
定
義
は
 
、
 閉
じ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
 の
こ
と
を
唯
一
の
と
い
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
概
念
 
規
定
と
し
て
は
 

る
と
批
判
し
て
、
こ
れ
を
「
地
球
上
に
存
在
す
る
社
会
 
シ
ス
テ
ム
の
う
ち
、
自
ら
よ
り
上
位
の
社
会
シ
ス
テ
ム
 を
も
た
な
い
 最
 

ス
テ
ム
」
と
定
義
し
直
す
。
そ
し
て
、
国
家
を
「
あ
る
 社
会
シ
ス
テ
ム
に
存
在
す
る
複
合
主
体
の
う
ち
、
自
ら
 
よ
り
上
位
の
複
 

位
の
自
ら
の
地
位
を
守
ろ
う
と
し
、
も
し
く
は
変
え
よ
 
う
と
す
る
葛
藤
と
し
て
、
テ
ー
マ
化
さ
れ
る
。
こ
の
 
シ
 ス
テ
ム
で
は
、
中
核
 国
 

家
が
覇
権
を
維
持
し
ょ
う
と
し
、
辺
境
国
家
が
交
換
 
条
 件
を
改
善
し
ょ
う
と
し
て
保
護
関
税
、
戦
争
な
ど
を
 
仕
掛
け
る
が
、
各
単
位
 

-
 
は
 -
 

は
 、
そ
こ
か
ら
生
じ
る
危
機
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
 大
 き
な
バ
イ
ア
ス
を
伴
っ
た
ミ
ク
ロ
経
済
の
原
則
に
従
う
 
 
 

欧
米
の
歴
史
学
会
で
は
、
巨
視
的
な
観
点
か
ら
二
つ
の
 世
界
大
戦
が
「
何
故
」
 

起
 こ
っ
た
か
を
問
題
に
す
る
 経
 済
 決
定
論
の
マ
ル
ク
 

ス
 主
義
史
学
、
生
態
学
的
，
人
口
学
的
決
定
論
の
ア
ナ
 
｜
 ル
沢
、
計
量
経
済
史
の
三
つ
に
代
表
さ
れ
る
科
学
的
 な
 歴
史
が
圧
倒
的
に
優
 

勢
 で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
に
深
刻
な
反
省
が
 生
じ
て
個
別
現
象
を
対
象
と
す
る
「
叙
述
的
な
歴
史
」
 
へ
の
回
帰
の
傾
向
が
認
 

め
ら
れ
る
。
「
何
故
」
を
問
題
に
す
る
「
科
学
的
歴
史
 」
に
 対
持
 す
る
も
の
が
「
何
か
」
と
「
如
何
に
」
を
 
問
 題
 に
す
る
「
叙
述
的
 歴
 

史
 」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
川
北
 稔
 に
よ
れ
ば
、
ウ
ォ
 ｜
 ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
議
論
を
 
さ
ら
に
推
し
進
め
た
。
 

「
国
民
経
済
」
を
ま
る
で
自
立
的
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
 か
の
よ
う
に
見
て
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス
と
い
っ
た
 特
 定
の
国
民
経
済
の
発
展
 

段
階
と
世
界
シ
ス
テ
ム
の
そ
れ
と
を
混
同
し
て
い
る
 
ロ
 ス
ト
ウ
 や
 従
来
の
多
く
の
マ
ル
ク
ス
主
義
史
学
は
決
定
 的
な
誤
解
だ
と
さ
れ
る
 

の
で
あ
っ
て
、
川
北
は
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
 主
 張
の
核
心
は
、
歴
史
上
リ
ア
ル
に
存
在
し
た
シ
ス
テ
ム
 
は
 
「
世
界
シ
ス
テ
ム
」
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れ
と
見
な
す
。
社
会
科
学
の
古
典
の
見
た
近
代
は
 
、
 諸
刃
の
剣
的
な
特
徴
を
示
す
も
の
で
、
努
力
し
甲
斐
の
 
あ
る
生
活
の
好
機
を
生
み
出
 

一 バリゼーショ 

ま @ 
- ク     

セ ロ 

世 l 
紀 バ   
降 ゼ   
コ シ 

l ヨ 

ロ ン 

ッ を 

パ 近 

@ こ イ犬 

出 の 
現 帰 
し 結 と 
そ し 
め て 
後 輪 
ほ じ 
ほ て 

せ い 
昇 る 

中 の 
に が 

、ア 影響 

が ン 

及 ソ 

ん ニ 

で l   
っ ギ 

/ 社 こ - ア ン 。 

ズで 会生 

活 あ 
や る 
社   
会 ギ 
組 デ 
織 、 ノ 

の ズ 

様 は 式 
で 近 
あ 代 
る と 

(215) 

教
 

さ
ホ
 

 
 

近
代
の
帰
結
と
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
 
㌧
 
イ
弘
冊
 

 
 

互 サ て そ き の 千 世 位 テ ス 合 
主
体
を
持
た
な
い
最
上
位
主
体
」
と
定
義
し
て
、
二
つ
 
の
 定
義
を
組
み
合
わ
せ
る
。
世
界
シ
ス
テ
ム
の
タ
イ
プ
 
を
 分
け
て
、
世
界
 シ
 

テ
ム
 で
あ
っ
て
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
国
家
で
あ
る
も
の
、
 す
 な
 む
 ち
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
 い
う
 世
界
帝
国
を
 
「
主
体
型
世
界
シ
ス
 

ム
 」
と
し
、
第
二
の
そ
れ
自
体
は
国
家
で
は
な
い
世
界
 
シ
ス
テ
ム
を
「
非
主
体
型
世
界
シ
ス
テ
ム
」
と
す
る
。
 
さ
ら
に
そ
れ
を
、
 下
 

主
体
が
一
つ
の
上
位
主
体
に
属
す
る
「
針
葉
樹
林
型
 
世
 界
 シ
ス
テ
ム
」
と
下
位
主
体
が
複
数
の
上
位
主
体
に
属
 
す
る
「
熱
帯
雨
林
型
 

、
こ
の
観
点
に
と
っ
て
重
要
な
点
は
、
世
界
的
指
導
者
 

時
期
で
あ
る
。
・
・
・
…
ア
メ
リ
カ
の
覇
権
の
継
承
者
と
し
 

隆
朝
 は
 、
擬
似
的
な
独
占
の
三
つ
の
集
中
箇
所
で
あ
る
 

界
 シ
ス
テ
ム
」
を
提
唱
す
る
。
田
中
は
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
 

る
 。
こ
の
シ
ナ
リ
オ
に
よ
れ
ば
、
 
二
 0
 五
 0
 年
あ
 

0
 世
界
戦
争
は
米
ソ
間
で
は
な
く
、
主
と
し
て
日
本
と
 

を
 決
め
る
世
界
戦
争
の
代
替
物
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
 

た
り
で
世
界
戦
争
が
ひ
き
お
こ
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
 

て
は
、
日
本
と
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
二
つ
を
候
補
者
と
し
 

ア
メ
リ
カ
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
日
本
に
お
け
る
企
業
 
ど
 

ス
タ
イ
ン
が
、
覇
権
後
の
世
界
に
つ
い
て
、
「
現
在
の
 

西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
間
で
行
わ
れ
る
…
・
・
・
」
と
述
べ
て
 
い
る
こ
と
を
引
用
し
 

あ
り
、
こ
の
よ
う
な
 

ぅ
 し
の
激
烈
な
競
争
 

コ
ン
ド
ラ
チ
ェ
フ
の
 

て
 考
え
る
こ
と
が
で
 

の
で
あ
る
。
そ
し
て
 

-
 
㎎
 一
 

イ
ク
ル
を
止
め
る
こ
と
は
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
 
る
と
指
摘
す
る
。
田
中
が
示
唆
す
る
熱
帯
雨
林
型
世
界
 
シ
ス
テ
ム
な
い
し
 相
 

依
存
の
シ
ス
テ
ム
が
こ
の
難
問
に
対
す
る
回
答
の
可
能
 
性
 を
も
つ
か
ど
う
か
、
容
易
に
決
着
が
つ
く
と
は
思
わ
 
れ
な
い
。
 



す
 一
方
で
、
夏
霞
な
面
を
も
っ
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
 と
 デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
近
代
を
騒
然
と
し
た
時
代
だ
と
見
な
 
し
た
が
、
い
ず
れ
も
 近
 

代
 が
切
り
開
く
将
来
性
は
マ
イ
ナ
ス
面
を
補
っ
て
余
り
 
あ
る
と
確
信
し
て
い
た
。
マ
ル
ク
ス
は
、
階
級
闘
争
を
 
資
本
主
義
体
制
に
お
け
 

る
 分
裂
の
原
因
と
見
な
す
一
方
で
人
間
味
あ
ふ
れ
る
 
社
 全
 シ
ス
テ
ム
の
出
現
を
期
待
し
て
い
た
し
、
デ
ュ
 
ル
ケ
 ム
は
、
産
業
主
義
の
よ
 

り
 一
層
の
拡
大
が
分
業
と
道
徳
的
個
人
主
義
と
の
連
携
 に
よ
っ
て
調
和
の
と
れ
た
社
会
生
活
が
確
立
す
る
と
 確
 倍
 し
て
い
た
。
ウ
ェ
ー
 

バ
ー
は
、
官
僚
制
の
拡
大
が
創
造
性
や
自
主
性
を
押
し
 潰
す
と
見
て
い
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
質
的
な
向
上
 
が
 達
成
で
き
る
と
い
う
 

二
面
性
を
読
み
取
っ
て
い
た
。
 

と
こ
ろ
が
、
 二
 0
 世
紀
末
に
な
る
と
、
ジ
ャ
ン
 "
 ブ
 ラ
 ン
ソ
ワ
・
リ
オ
タ
ー
ル
が
「
壮
大
な
物
語
」
の
消
散
 
と
 し
て
描
写
し
た
よ
う
 

に
 、
進
化
に
対
す
る
人
々
の
確
信
が
喪
失
し
た
。
近
代
 
の
 転
換
が
指
摘
さ
れ
て
、
近
代
以
後
の
社
会
の
あ
り
方
 
は
 、
情
報
社
会
、
消
費
 

社
会
、
ポ
ス
ト
近
代
、
ポ
ス
ト
工
業
社
会
、
ポ
ス
ト
 
資
 本
主
義
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
 ギ
 デ
 シ
ズ
 は
、
今
こ
 そ
 近
代
の
諸
刃
の
剣
的
 

な
 性
格
に
つ
い
て
制
度
的
な
分
析
を
行
 う
 必
要
が
あ
る
 と
 玉
帳
す
る
。
そ
し
て
、
近
代
の
も
た
ら
し
た
帰
結
が
 
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底
 

 
 

化
し
、
普
遍
化
し
て
い
く
こ
と
を
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
 
コ
 ン
 と
 位
置
付
け
る
。
 

ギ
 デ
 シ
ズ
 は
、
近
代
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
は
、
「
時
間
 と
 空
間
の
分
離
」
、
「
 
脱
 埋
め
込
み
」
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
 
発
 達
 、
お
よ
び
知
識
の
 

「
 
再
 偏
性
」
と
い
う
三
つ
の
主
要
な
要
素
が
識
別
で
き
、
 
そ
れ
ら
は
、
互
い
に
関
連
し
、
相
互
作
用
を
し
て
い
 
る
 、
と
考
え
る
。
 脱
埋
 

め
 込
み
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
社
会
関
係
を
特
定
の
現
場
に
位
 置
付
け
ら
れ
て
い
る
状
態
か
ら
引
き
離
す
こ
と
で
時
間
 
・
空
間
の
拡
大
過
程
を
 

ひ
き
お
こ
し
て
い
く
と
い
う
近
代
が
生
み
出
し
た
生
活
 様
式
は
、
伝
統
的
な
社
会
秩
序
類
型
す
べ
て
を
過
去
に
 
類
例
の
な
い
形
で
一
掃
 

し
 、
そ
の
広
が
り
は
、
地
球
全
体
に
及
ぶ
社
会
的
相
互
 連
関
を
確
立
さ
せ
た
。
 ギ
 デ
 シ
ズ
 に
よ
れ
ば
、
近
代
の
 社
会
制
度
と
伝
統
的
な
 

社
会
制
度
は
非
連
続
性
の
も
の
で
あ
っ
て
、
両
者
の
区
 
別
は
 、
変
動
の
早
さ
、
変
動
の
広
が
り
、
そ
し
て
近
代
 
的
 制
度
の
本
質
に
関
係
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当 " 促 均 " っ は 
不リ ム す 一 時 き   

カ ス 

に テ 

対 ム 
し で 
て あ 

ね 付与 、 
  

た 織 
さ 脱 
れ 埋   
る め 
  込 最 

  
さ カ 

れ ニ 関 。 ） 
る ズ 
の ん 

@ @     
貸 す   
幣 べ 

そ て と 在 
れ 「 節近 場所（間の空 世界 日 離し り った。 六 L ，、 ， 。 
自 信 代 

体 頼 
で 」 

あ @ こ 

つ 依 切 さ ） の に 
  

て 拠   り れか出 よ 機憶 す を 取 互 テ き 

本 る 括 引 交 ム 離 城持 離し 何 てい ら切 現は 時 る 「 
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一
 
%
-
 

し
て
い
る
。
 



「
 
再
帰
性
 」
は
、
近
代
の
必
須
の
基
盤
を
な
し
て
い
る
。
 

現
代
人
は
、
世
界
の
何
処
に
住
ん
で
い
て
も
、
自
分
 
た
ち
の
日
々
の
生
活
 

が
は
る
か
遠
方
の
で
き
ご
と
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
、
も
 

し
く
は
決
定
さ
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
わ
れ
 

わ
れ
の
日
常
生
活
は
 
、
 

否
で
も
応
で
も
、
た
と
え
ば
環
境
へ
の
影
響
を
通
し
て
 

、
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 波
及
効
果
を
も
っ
。
さ
り
と
て
、
 
再
 偏
性
 は
 、
近
代
に
固
有
 

の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
近
代
と
い
う
概
念
 

は
 、
本
来
的
に
伝
統
と
の
対
比
を
と
も
な
っ
て
い
る
 
が
 、
 前
 近
代
の
文
明
で
 

は
 、
再
帰
 性
は
 、
伝
統
の
再
解
釈
と
計
画
化
だ
け
に
 
は
 ぽ
 限
定
さ
れ
て
お
り
、
時
間
の
尺
度
に
お
い
て
は
、
 

禾
 来
 よ
り
も
過
去
の
側
に
 

よ
り
多
く
の
比
重
が
置
か
れ
て
い
た
。
対
照
的
に
 

、
近
 代
の
到
来
と
と
も
に
、
再
帰
 
性
は
 、
シ
ス
テ
ム
再
生
産
 0
 基
盤
そ
の
も
の
の
中
 

に
 入
り
込
み
、
思
考
と
行
為
と
は
つ
ね
に
互
い
に
反
照
 

し
る
う
よ
う
に
な
る
。
近
代
の
社
会
生
活
が
持
っ
 

再
帰
 性
は
 、
近
代
社
会
の
実
 

取
引
相
手
で
は
な
い
。
ジ
ョ
ン
・
 M
.
 ケ
イ
ン
ズ
も
 、
 ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
も
、
貨
幣
取
引
に
お
け
る
 
信
 頼
 る
 、
「
通
貨
発
行
政
府
 

に
 対
し
て
人
々
が
い
だ
く
確
信
」
と
結
び
つ
け
る
。
 
信
 頼
 と
は
、
要
す
る
に
「
信
仰
」
の
 
一
 形態
で
あ
り
、
 
生
 じ
る
結
果
に
人
々
が
 寄
 

せ
る
信
頼
は
 、
 単
な
る
認
知
的
理
解
で
は
な
く
、
む
し
 ろ
あ
る
も
の
に
対
す
る
傾
倒
を
示
す
。
専
門
家
シ
ス
テ
 ム
に
 対
す
る
「
信
仰
」
 

も
、
 人
々
に
対
し
て
で
は
な
く
、
そ
の
人
々
の
適
用
す
 る
 専
門
知
識
の
信
 想
性
 に
置
か
れ
て
い
る
。
専
門
家
 シ
 ス
テ
ム
は
、
象
徴
的
 通
 

-
 
㏄
 一
 

票
 と
同
じ
よ
う
に
、
社
会
関
係
を
前
後
の
脈
絡
の
直
接
 性
か
ら
切
り
離
し
て
い
く
 脱
 埋
め
込
み
メ
カ
ニ
ズ
ム
 な
 の
で
あ
る
。
 

「
信
頼
」
は
 、
ギ
 デ
 シ
ズ
 に
 よ
 れ
 ば
 、
リ
ス
ク
と
い
う
 近
代
に
な
っ
て
か
ら
登
場
し
た
舌
口
業
と
関
連
付
け
て
 理 解
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

信
頼
と
い
う
概
念
は
、
予
期
し
な
い
結
果
が
、
自
然
 
現
 象
の
隠
さ
れ
た
意
味
や
口
に
す
る
の
も
畏
れ
多
い
創
造
 
主
の
意
志
の
顕
わ
れ
で
 

は
な
く
、
わ
れ
わ
れ
自
身
の
活
動
や
意
思
決
定
の
帰
結
 
で
あ
る
点
を
認
識
す
る
こ
と
か
ら
生
れ
た
。
リ
ス
ク
 
は
 、
「
運
命
の
女
神
」
の
 

定
め
と
見
な
さ
れ
て
い
た
も
の
に
ほ
 ほ
 取
っ
て
代
わ
り
 、
宗
教
的
宇
宙
観
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
っ
た
。
確
信
 
は
 、
リ
ス
ク
の
認
識
を
 

-
 
㌶
 -
 

前
提
と
は
し
て
れ
な
い
が
、
信
頼
は
、
そ
の
状
況
が
 
り
 ス
ク
 を
伴
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
 

  



 
 

か
る
。
近
代
の
制
度
面
の
発
達
に
と
り
わ
け
重
要
で
 

あ
っ
た
国
民
国
家
と
体
系
的
な
資
本
主
義
生
産
は
 、
ョ
 ｜
 ロ
ッ
パ
史
に
固
有
の
特
質
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新 
た 
@@@ 
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  た 
干 主 日 

幸艮 

c 
よ 

  
て 

つ 
ね 
@ 
吟 

  改 

  
丑 元口 

さ 

れ 

す 
そ 

る 
て つ 社   

展 全的 伏 わ 再帰 て 、 営 
み 

開 つ い 
を 

自 

表 
て と は の 体 

、 は 崩 媒 の 
象 
す 

物 工 壊 介 特 

る 
質 反 し 手 性 
的 射 た 段 を 

も 按 な 。 で 
の   本 

術 の 宗 は 質 
と や で 教 な 念 げ 説 の の ん あ 

や 場 朗 話 前 、 る 
的 

  社 、 や く c 
て 全 逓 伝 な 実 を し 々 提 地 と 変 

  的 代 統 っ 践 提 、 の 築 城 い え 

  



て
、
ギ
 デ
 シ
ズ
 で
は
現
代
社
会
の
特
性
の
解
明
に
関
心
 が
 集
中
し
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
で
は
 ギ
 デ
 シ
ズ
 よ
り
も
抽
象
 度
の
高
い
グ
ラ
ン
ド
・
 

い
う
 ギ
 デ
 シ
ズ
 の
見
方
と
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
世
界
統
合
 の
べ
 ク
ト
ル
を
表
す
た
め
に
そ
れ
を
用
い
る
と
い
う
 問
 題
 関
心
の
違
い
に
よ
っ
 

に
 起
源
を
持
つ
が
、
近
代
化
の
も
た
ら
し
た
根
本
的
な
 
帰
結
の
一
つ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
あ
っ
た
。
グ
ロ
ー
 
バ
ル
化
と
い
う
観
点
か
 

ら
 見
る
と
、
近
代
は
、
西
欧
に
特
有
の
も
の
で
は
な
い
 。
近
代
は
、
近
代
の
持
っ
特
性
で
あ
る
知
識
の
再
 
帰
性
 に
よ
っ
て
、
普
遍
化
し
 

て
い
く
。
ポ
ス
ト
近
代
の
世
界
に
お
い
て
近
代
の
諸
 制
 度
が
 凌
駕
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
れ
ば
、
近
代
の
ダ
イ
ナ
 
ミ
ッ
ク
な
特
質
の
根
底
 

に
あ
る
二
一
組
の
要
因
も
、
根
本
的
に
変
化
す
る
。
 

ュ
｜
 ト
ピ
ア
は
、
近
代
の
持
つ
 再
 偏
性
に
と
っ
て
も
、
時
間
 性
 、
空
間
性
に
と
っ
て
 

も
 、
反
対
命
題
に
な
る
。
ポ
ス
ト
近
代
の
世
界
で
は
、
 
伝
統
が
本
来
備
え
る
特
徴
を
一
部
復
活
さ
せ
て
、
社
会
 
生
活
の
特
定
の
側
面
に
 

対
す
る
執
着
が
再
生
し
、
社
会
的
世
界
が
人
間
の
統
制
 
の
も
と
に
あ
る
と
い
う
認
識
に
よ
っ
て
強
化
さ
れ
て
、
 存
在
論
的
安
心
感
の
基
 

盤
 と
な
る
。
 
ギ
 デ
 シ
ズ
 は
、
ポ
ス
ト
近
代
の
世
界
は
 、
 脱
 中
央
集
権
化
し
た
組
織
へ
と
「
外
に
向
け
て
崩
壊
 
す
る
」
世
界
に
は
な
ら
 

 
 

ず
 、
ロ
ー
カ
ル
な
も
の
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
と
を
 複
 雑
 な
形
で
組
み
合
わ
せ
て
 い
 く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
、
 

と
 予
測
す
る
。
 

こ
の
よ
う
な
 ギ
 デ
 シ
ズ
 の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
 に
 対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
反
応
が
示
さ
れ
て
き
た
。
 
ま
ず
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
 

ン
は
、
ギ
 デ
 シ
ズ
 が
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
近
代
 化
の
結
果
で
あ
る
と
言
う
命
題
を
進
め
る
こ
と
自
体
を
 
厳
し
く
批
判
す
る
。
 

世
 

界
 の
い
わ
ゆ
る
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
諸
地
域
を
発
見
 し
た
決
定
的
な
大
航
海
は
い
 う
 に
及
ば
ず
、
仏
教
、
 
キ
 リ
ス
ト
 教
 、
そ
し
て
 々
 

ス
ラ
ー
ム
の
興
隆
、
あ
る
い
は
 何
 世
紀
も
前
の
地
図
の
 編
纂
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ
 
ゼ
 ｜
 シ
ョ
ン
は
 、
 多
く
の
 

世
紀
に
わ
た
る
た
い
へ
ん
長
い
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
と
 
ぃ
 う
の
が
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
立
場
で
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
 
ン
は
 、
グ
ロ
ー
バ
リ
 ゼ
 

 
 

 
 
シ
ョ
ン
は
近
代
化
に
先
行
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
 ギ
デ
 ン
ズ
 の
命
題
は
ま
っ
た
く
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
、
 と
断
 是
 す
る
。
一
方
、
宮
 

水
国
子
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
は
地
域
社
会
の
破
壊
と
 
舌
口
 
う
 作
用
と
地
域
社
会
の
再
建
と
い
う
反
作
用
と
を
 同
 時
に
含
ん
だ
過
程
だ
と
   



か
 

会
学
の
崩
壊
と
世
界
戦
争
に
 よ
 る
包
括
的
な
破
壊
 と
と
も
に
始
ま
っ
た
が
、
国
際
主
義
は
、
冷
戦
の
両
 
陣
 営
 に
対
応
し
て
、
パ
ー
ソ
 ニ
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
 
@
 

ア
ン
の
す
べ
て
を
包
括
す
る
近
代
化
論
と
マ
ル
 キ
 
ス
ト
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
主
義
に
よ
っ
て
宣
揚
さ
れ
て
い
 た
 国
際
主
義
と
に
分
割
さ
れ
 

 
 

 
 

 
 

れ
て
い
た
。
「
土
着
化
」
の
段
階
は
、
第
三
世
界
の
 
具
体
化
を
中
心
と
し
て
お
り
、
一
九
 
セ
 0
 
年
代
に
発
達
 し
た
第
三
世
界
の
土
着
化
に
 

時
代
を
超
え
る
グ
ロ
ー
バ
 
り
 ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
着
目
は
、
ロ
ー
ラ
ン
ド
 
・
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
に
よ
る
と
、
オ
ー
 ギ
ュ
 ス
ト
・
コ
ン
 ト
 、
ク
ロ
ー
ド
・
 ア
 

ン
リ
・
サ
ン
 @
 シ
モ
ン
、
カ
ー
ル
・
マ
ル
ク
ス
な
ど
一
九
 世
紀
の
社
会
理
論
家
の
中
心
的
な
部
分
に
あ
り
、
 
エ
、
 
ミ
ー
ル
・
デ
ュ
ル
ケ
ム
 、
 

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
Ⅰ
ゲ
オ
ル
ク
・
ジ
ン
メ
ル
 

ら
 の
 著
作
の
中
に
も
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
 
確
 か
な
関
心
が
認
め
ら
れ
 

た
 。
そ
し
て
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
オ
ル
プ
ロ
 
ウ
 の
 提
 言
を
取
り
入
れ
て
、
社
会
学
に
、
普
遍
主
義
、
国
民
国
 家
 、
国
際
主
義
、
土
着
 

化
 、
お
よ
び
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
五
つ
の
 
発
展
段
階
を
認
め
る
。
「
普
遍
主
義
」
の
段
階
の
社
会
 学
は
 、
人
間
性
、
同
胞
 

性
 、
普
遍
性
な
ど
を
強
調
す
る
啓
蒙
主
義
に
根
を
持
っ
 
て
い
て
、
時
間
を
超
え
た
諸
原
理
と
証
明
さ
れ
た
諸
法
 別
 に
基
づ
く
人
間
の
た
 

め
の
科
学
を
樹
立
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
サ
ン
。
 シ
 モ
 ノ
 お
よ
び
コ
ン
ト
な
ら
び
に
マ
ル
ク
ス
に
お
い
て
 頂
 点
 に
達
し
た
。
「
国
民
国
 

家
 」
の
社
会
学
の
段
階
に
お
い
て
は
、
知
的
な
作
品
が
 国
民
文
化
的
な
特
徴
を
帯
び
る
 よ
う
 に
な
っ
た
の
で
あ
 り
 、
た
と
え
ば
 デ
ュ
ル
 

%
 
 ケ
ム
 は
、
ド
イ
ツ
の
観
念
論
と
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
 
論
 と
を
自
ら
の
認
識
論
に
統
合
し
よ
う
と
し
た
が
、
 自
 ら
 公
言
し
て
い
る
よ
う
に
そ
 

 
 

ル
れ
 は
フ
ラ
ン
ス
ム
ロ
理
工
 
義
 に
よ
る
統
合
で
あ
っ
た
 と
さ
れ
る
。
「
国
際
主
義
」
の
段
階
は
、
第
二
次
世
界
 大
戦
後
に
国
民
国
家
的
な
社
 

セ
オ
リ
ー
が
展
開
す
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
 言
 葉
の
用
法
を
別
に
す
れ
ば
、
 

ギ
 デ
 シ
ズ
と
 
ロ
バ
ー
ト
ソ
 
ン
 け
は
、
 
冊
ヒ
払
柵
仙
卸
 

に
は
は
 
畑
 ℡
 

 
 

補
 的
で
あ
る
と
考
え
る
。
 



ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
に
関
す
 る
 最
初
の
仕
事
は
、
 
J
.
P
.
 

ネ
ッ
ト
ル
と
の
共
著
「
 国
際
社
会
と
諸
社
会
 

の
 近
代
化
」
と
し
て
、
一
九
六
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
 
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
た
ち
は
、
冷
戦
の
形
で
の
世
界
の
両
極
 化
と
第
二
次
世
界
大
戦
 

の
 終
結
後
に
独
立
を
成
し
遂
げ
た
諸
国
か
ら
な
る
第
三
 
世
界
の
ム
ロ
頭
を
最
大
の
特
徴
と
す
る
時
代
に
あ
っ
て
 
、
 ア
メ
リ
カ
化
も
し
く
は
 

ソ
連
化
を
指
標
と
す
る
画
一
化
に
向
か
う
近
代
化
論
に
 抗
し
て
、
社
会
の
近
代
化
に
つ
い
て
の
理
論
と
研
究
を
 
、
 個
々
別
々
の
土
着
 社
 

会
の
 イ
メ
ー
ジ
を
決
定
的
な
変
数
と
す
る
方
向
に
転
換
 
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
彼
ら
は
、
国
民
国
家
と
い
う
文
化
 
的
 理
念
の
グ
ロ
ー
バ
ル
 

な
 伝
播
お
よ
び
 二
 0
 世
紀
に
お
け
る
国
民
国
家
の
グ
ロ
 ｜
バ
 ル
な
制
度
化
の
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 伝
播
と
の
関
連
に
 お
い
て
、
国
民
国
家
の
 

 
 

勃
興
に
研
究
の
重
点
を
置
い
た
。
 

近
代
を
主
題
と
す
る
議
論
は
 、
 ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
（
 共
同
社
 ム
 巴
か
ら
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
（
利
益
社
会
へ
 の
 動
き
と
い
う
古
典
 

ぬ
 な
社
会
学
の
分
析
の
文
脈
に
従
っ
て
展
開
し
た
。
 
ロ
 バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
今
日
の
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 状
況
が
 ゲ
マ
 イ
 ン
シ
ャ
フ
ト
 と
ゲ
ゼ
 

ル
シ
ャ
フ
ト
と
の
関
係
に
よ
っ
て
テ
ー
マ
化
さ
れ
る
 限
 り
 、
近
代
西
欧
の
ム
口
頭
と
繋
が
る
プ
ロ
セ
ス
に
な
る
と
 す
る
。
し
か
し
、
グ
ロ
 

バ
 リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
は
西
欧
の
近
代
化
の
も
た
ら
す
状
況
 よ
り
も
構
造
的
に
も
形
式
的
に
も
ず
っ
と
複
雑
だ
と
 
考
 え
る
 ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
 

 
 

は
 、
近
代
を
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
民
族
運
動
、
土
着
 化
 運
動
、
宗
教
的
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
運
動
な
ど
 
の
 展
開
過
程
に
沿
っ
て
 

解
明
し
よ
う
と
す
る
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
社
会
の
近
 
低
化
の
理
論
と
そ
の
後
を
追
っ
た
個
人
の
近
代
化
の
理
 
論
 で
は
、
近
代
化
は
教
 

育
 、
職
業
、
識
字
率
、
所
得
お
よ
び
財
産
な
ど
客
観
的
 
に
 測
定
で
き
る
属
性
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
 主
観
的
な
理
解
に
関
す
 

-
 
㏄
 -
 

 
 

行
 段
階
す
べ
て
の
相
互
作
用
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
「
 
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
の
段
階
に
あ
る
。
 

な
 伝
統
の
強
調
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
現
在
の
局
面
は
 
、
直
接
的
に
ほ
国
民
主
義
と
国
際
主
義
の
相
互
作
用
の
 
結
果
、
間
接
的
に
は
 先
 

 
 

 
 

は
 、
外
部
こ
と
に
西
欧
の
用
語
お
よ
び
方
法
論
に
反
対
 
し
て
マ
ル
ク
ス
主
義
の
モ
デ
ル
に
依
拠
す
る
傾
向
と
意
 
識
 的
な
国
民
的
文
化
的
 

 
 

 
 



 
 

 
 

 
 
 
 

珪
 

課
題
と
の
関
連
に
お
い
て
、
強
い
継
続
性
を
持
っ
 
て
い
る
と
主
張
す
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

グ
 

考
え
る
よ
う
な
傾
向
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
 

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、
放
置
し
て
お
 く
と
世
界
を
同
質
化
し
、
諸
国
や
諸
民
族
の
個
別
性
を
 

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
ま
っ
た
く
同
意
し
な
い
。
そ
う
で
 抹

消
し
て
し
ま
う
過
程
だ
と
 

は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
代
化
に
か
か
わ
っ
た
す
べ
て
の
社
会
が
、
そ
の
他
の
 

社
会
と
の
相
互
作
用
的
な
比
較
の
プ
ロ
セ
ス
に
包
み
込
 

ま
れ
て
い
る
。
そ
し
 

 
 

 
 

 
 

る
 位
相
に
つ
い
て
 

除
け
 ぼ
 、
ほ
と
ん
 

課
題
の
検
討
に
、
 

近
代
化
の
本
質
に
 

い
つ
く
努
力
に
巻
 

選
択
す
る
と
き
に
 

ル
 大
帝
の
ロ
シ
ア
 

イ
メ
ー
ジ
を
指
針
 

び
 と
っ
た
か
に
つ
 は

 、
規
律
あ
る
仕
事
へ
の
姿
勢
や
政
治
へ
の
機
能
的
な
 
参
加
な
ど
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
倫
理
の
機
能
的
意
義
の
文
 
脈
を
 

ど
 掘
り
下
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
 
社
 会
 認
知
的
な
内
容
と
行
為
と
の
関
係
を
特
徴
づ
け
説
明
 
す
る
 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
お
よ
び
権
威
の
諸
関
係
な
ど
に
 関
 す
る
ア
メ
リ
カ
の
比
較
社
会
心
理
学
の
成
果
を
導
入
し
 
て
、
 

は
 再
帰
的
な
性
格
が
あ
る
と
考
え
て
、
近
代
化
と
は
、
 
も
っ
と
も
基
本
的
に
は
、
自
国
を
意
識
的
に
他
の
諸
国
 
に
道
 

き
 込
む
過
程
で
あ
る
と
定
義
す
る
。
そ
し
て
、
諸
社
会
 
の
 エ
リ
ー
ト
た
ち
が
他
の
諸
社
会
を
模
倣
の
モ
デ
ル
 と
 し
て
 

目
標
を
決
定
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
考
察
が
最
大
の
テ
ー
マ
 だ
と
い
う
命
題
を
た
て
て
、
明
治
時
代
の
日
本
と
ピ
 
コ
  
 

の
 エ
リ
ー
ト
た
ち
を
例
と
し
て
、
後
進
国
が
近
代
化
の
 営
み
に
参
入
す
る
と
き
に
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
ど
の
近
代
 
 
 

と
し
て
採
用
し
た
か
、
そ
し
て
国
民
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
 
テ
ィ
の
問
題
に
関
連
し
て
ど
こ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
の
素
材
 を
達
 

い
て
、
自
ら
の
社
会
と
他
の
諸
社
会
を
比
較
し
た
そ
の
  

 



普
遍
性
の
個
別
主
義
的
な
表
出
の
問
題
に
も
取
り
 組
む
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
現
代
世
界
を
、
グ
ロ
ー
バ
 
ル
に
 理
解
す
る
た
め
の
 

考
え
方
の
枠
組
み
と
し
て
、
個
々
の
自
我
、
個
々
の
国
 民
国
家
、
人
間
、
お
よ
び
し
ば
し
ば
国
際
関
係
と
 
よ
ば
 れ
る
諸
国
家
か
ら
な
る
 

シ
ス
テ
ム
と
い
う
四
つ
の
要
素
の
相
互
作
用
と
い
う
 
そ
 デ
ル
 を
提
唱
す
る
。
世
界
は
 、
 一
つ
の
連
帯
的
な
種
と
 し
て
の
 人
 問
と
言
う
 枠
 

組
み
で
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
個
々
人
に
 
ょ
っ
 て
 構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
 
世
 弄
 は
 、
 個
々
の
国
民
国
 

家
か
ら
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
 
世
界
政
治
あ
る
い
は
国
際
関
係
の
枠
組
み
で
動
い
て
 
ぃ
 る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
 

も
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
こ
の
考
え
方
の
枠
組
み
 
に
 沿
い
宗
教
や
文
化
の
要
素
を
強
調
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
 
か
 な
秩
序
に
つ
い
て
の
 

 
 

議
論
を
展
開
す
る
。
 

現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 状
況
は
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
 考
 え
で
は
、
文
化
と
宗
教
を
凝
視
し
な
け
れ
ば
十
分
に
埋
 
解
す
る
こ
と
が
で
き
 

な
い
。
ま
ず
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
古
典
的
理
論
家
た
 ち
の
よ
う
に
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
避
け
難
い
拡
散
 
と
上
 昇
 に
よ
り
 ゲ
 マ
イ
ン
シ
 

サ
ブ
ト
 が
変
化
し
進
化
す
る
と
見
な
す
の
で
は
な
く
、
 ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
と
ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
の
間
に
緊
張
 
関
係
と
弁
証
法
的
関
係
 

を
 配
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
 
ン
の
 プ
ロ
セ
ス
の
中
に
 ゐ
 
ホ
教
を
含
む
伝
統
と
い
の
ち
の
 世
界
を
構
築
す
る
。
 つ
 

ぎ
に
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
状
況
に
つ
い
て
 
の
 理
論
的
ス
ケ
ッ
チ
は
、
制
度
的
分
化
に
複
数
の
プ
ロ
 
セ
ス
 を
認
め
る
。
制
度
 

論
か
ら
い
う
と
、
古
典
的
な
近
代
化
論
が
諸
制
度
セ
ク
 
タ
 ー
の
独
立
を
求
め
る
の
に
対
し
て
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
 
の
 グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
 

ョ
ン
 論
は
諸
制
度
の
組
み
替
え
を
 ぬ
 出
定
す
る
。
宗
教
に
 と
っ
て
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
立
論
は
、
宗
教
が
グ
ロ
ー
 
バ
 リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
 プ
 

独 も 、 ン 

自 ろ ョ 

性 も 、 ノ 

な ろ は 
主 の 、 

張 国 本 
す 良 質 
る 国 的 
宮 家 か 
み が つ 

@ こ "  内 
か 国 花 
か 民 的 
わ 性 に 
つ め 、 
て 供 個 
い 述 別 
る に 王 

こ 関 義 
と す と 

な る 多 
指 グ 様 
摘 ロ 性 
し l を 
  バ グ 

こ ノ ン ロ 

う な l 
し モ バ 

た デ ル 

営 め に 

み の 推 
を 枠 進 
個 組 す 
別 み る 

主 で と 

義 、 い 

の た う 

普 と 見 
通 え 方 
ィヒ は を 
と 日 採   
払 百侍丑 仏 百冊 冊 ロ   
て よ l 
お う ト 

り に ソ 

    ン 

回 そ は 
時 の   

  



グロ 

本
主
義
的
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
人
民
大
衆
を
覆
い
尽
 

く
す
感
覚
よ
り
も
も
っ
と
複
雑
な
も
の
で
あ
り
、
 
単
 一
 起
源
的
な
「
経
済
生
 

 
 

 
 
 
 

卜
魑
操
 凡
で
き
る
も
の
と
し
て
分
析
す
る
。
ウ
ォ
ー
 ラ
 ｜
 ス
テ
イ
ン
の
世
界
の
単
一
性
が
資
本
主
義
的
交
換
 関
 係
の
 ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
 

 
 
 
 
 
 

 
 

の
 拒
否
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
世
界
の
単
一
性
は
 、
ロ
 バ
ー
ト
ソ
ン
に
 ょ
 れ
ば
、
 
資
 

 
 

 
 

ョン 

必
須
の
要
素
と
し
て
位
置
づ
け
て
は
い
な
い
。
ま
ず
、
 
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
は
、
宗
教
と
文
化
を
構
造
的
に
 交
換
の
諸
プ
ロ
セ
ス
に
 

 
 

を
 現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 状
況
を
理
解
す
る
た
め
に
 取
 り
 上
げ
な
け
れ
 ば
 な
ら
な
い
 

 
 

ロ
セ
ス
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
場
に
お
け
る
諸
制
度
の
 
提
携
を
求
め
る
制
度
的
諸
要
素
の
一
つ
と
し
て
、
 
参
 入
す
る
こ
と
を
意
味
す
 

る
 。
こ
の
こ
と
は
、
形
式
的
な
見
方
か
ら
い
っ
て
 、
近
 低
化
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
宗
教
が
一
つ
の
分
化
さ
れ
 
た
 制
度
に
な
る
と
い
う
 

位
置
付
け
の
正
反
対
の
位
置
付
け
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
 
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
相
互
に
作
用
す
る
社
会
の
諸
単
位
 
の
 フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
 

る
 宗
教
の
も
ろ
も
ろ
の
機
能
的
可
能
性
を
強
調
す
る
。
 
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
状
況
を
形
成
す
る
複
数
の
自
我
、
 
人
間
、
複
数
の
国
家
、
 

お
よ
び
諸
国
民
国
家
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
の
相
互
作
用
 の
中
心
的
な
場
に
お
い
て
、
諸
単
位
は
 、
 自
ら
が
自
ら
 の
 ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
 

を
 樹
立
し
、
表
現
す
る
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
近
年
の
 教
会
と
国
家
と
の
世
界
至
る
と
こ
ろ
で
の
緊
張
は
グ
ロ
 
｜
バ
か
 な
戦
場
に
お
け
 

る
 ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
へ
の
応
答
だ
と
解
釈
す
 る
 。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
社
会
の
諸
単
位
が
相
互
に
対
 
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
 

や
行
為
を
比
較
し
、
関
連
付
け
る
よ
う
に
さ
せ
ら
れ
て
 
い
く
戦
場
が
全
地
球
上
に
拡
散
し
て
い
く
と
い
う
形
で
 、
世
界
の
単
一
性
を
認
 

め
る
。
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
 論
 は
 、
政
治
、
経
済
、
文
化
と
宗
教
が
深
く
相
関
す
る
 
現
 代
の
 グ
ロ
ー
バ
ル
 な
現
 

象
を
解
析
す
る
説
得
力
の
あ
る
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
 

宗
教
と
グ
ロ
ー
バ
 
り
 ゼ
ー
シ
ョ
ン
 



義
 」
は
、
拒
否
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
 
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
と
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
、
 
五
 0
 午
 代
 お
よ
び
 六
 0
 年
代
に
 

流
行
し
た
、
第
三
世
界
の
新
し
い
国
民
国
家
に
お
い
て
 
西
欧
 "
 北
ア
メ
リ
カ
の
工
業
化
、
民
主
主
義
、
市
民
社
 
会
 が
発
生
反
復
す
る
と
 

期
待
し
た
ロ
ス
ト
ウ
流
の
開
発
モ
デ
ル
を
拒
否
す
る
 
点
 に
お
い
て
、
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
。
 

他
方
、
 ギ
 デ
 シ
ズ
 は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
経
済
的
文
化
 的
な
世
界
統
合
と
い
う
意
味
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
統
 
合
へ
の
反
作
用
で
あ
 

る
反
 グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
含
み
、
地
域
社
会
の
破
壊
と
地
 域
 社
会
の
再
建
と
い
う
反
作
用
と
を
同
時
に
含
ん
だ
 
過
 程
だ
と
見
な
す
。
こ
の
 

よ
う
な
状
況
を
近
代
の
帰
結
 と
 見
な
す
 ギ
 デ
 シ
ズ
 の
 グ
 ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
を
、
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
は
 、
社
 全
的
お
よ
び
文
化
的
な
 

分
化
が
最
近
の
世
界
史
に
お
け
る
要
に
な
っ
て
い
る
こ
 
と
を
見
落
と
し
て
い
る
と
批
判
し
、
ま
た
そ
の
議
論
 
全
 体
は
 再
帰
性
を
特
徴
と
 

す
る
同
質
的
な
近
代
人
へ
収
叙
す
る
抽
象
論
に
す
ぎ
な
 
い
と
論
難
す
る
。
た
だ
し
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
も
 、
ギ
 デ
 シ
 ズ
の
再
帰
性
 や
脱
埋
め
 

-
 
団
一
 

ぬ
 み
の
概
念
が
機
能
的
分
化
を
も
っ
て
近
代
化
へ
の
 唯
 一
の
要
点
だ
と
す
る
見
方
を
是
正
す
る
意
義
は
 、
 認
め
 て
い
る
。
 

ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
は
 、
ウ
 カ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
や
ギ
デ
 シ
ズ
 よ
り
も
、
現
代
の
 グ
 ロ
ー
バ
ル
 な
 状
況
の
 

中
に
宗
教
の
役
割
を
明
示
的
に
テ
ー
マ
化
し
て
お
り
、
 
宗
教
の
位
置
を
成
熟
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
論
 
に
お
け
る
分
析
要
素
と
 

し
て
、
積
極
的
に
問
う
て
い
る
。
た
だ
し
、
グ
ロ
ー
バ
 
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
宗
教
の
問
題
へ
の
ロ
バ
ー
ト
ソ
ン
の
 
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
現
代
 

の
 状
況
に
お
け
る
宗
教
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て
構
築
さ
れ
 
た
 、
特
殊
化
さ
れ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
は
な
い
。
ロ
バ
ー
 
ト
ソ
ン
は
、
グ
ロ
ー
バ
 

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
諸
著
作
に
お
い
て
大
い
に
 宗
 数
 に
任
目
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
宗
教
そ
の
も
の
ほ
 、
 彼
の
分
析
の
佳
点
で
は
 

な
い
。
む
し
ろ
、
彼
は
、
宗
教
を
、
グ
ロ
ー
バ
ル
 
な
相
 互
 作
用
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
諸
単
位
の
ア
イ
デ
ン
 
テ
ィ
テ
ィ
 と
 諸
単
位
の
 

認
知
の
構
築
に
入
っ
て
く
る
準
拠
 枠
 の
一
つ
の
重
要
な
 資
源
と
し
て
テ
ー
マ
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

ひ
る
が
え
っ
て
、
宗
教
と
近
代
の
関
係
に
つ
い
て
の
 理
 論
 約
説
明
は
、
一
九
六
 0
 年
代
か
ら
一
九
八
 0
 年
代
に
 い
た
る
ま
で
、
世
俗
   



グロ             ゼーシ 

造 は 興
隆
を
背
景
に
、
一
九
六
 0
 年
代
の
半
ば
に
、
宗
教
 社
 全
学
の
分
野
で
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
「
世
俗
 
社
会
に
お
け
る
宗
教
 扶
 

ト
ー
マ
ス
・
ル
ッ
ク
マ
ン
の
「
見
え
な
い
宗
教
ヒ
 
%
 よ
び
 ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ガ
ー
の
「
聖
な
る
天
蓋
 
ヒ
が
相
 次
い
で
刊
行
さ
れ
た
こ
 

と
に
よ
っ
て
、
決
定
的
に
な
っ
た
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
 
で
は
、
確
か
に
リ
ベ
ラ
ル
 な
 キ
リ
ス
ト
教
主
流
諸
派
 の
 影
響
力
は
低
下
し
た
 

が
 、
世
俗
化
論
者
の
予
測
に
反
し
て
、
保
守
主
義
な
い
 
し
 正
統
主
義
の
非
主
流
諸
派
が
影
響
力
を
高
め
た
。
 
ま
 た
 、
一
九
七
九
年
の
 々
 

ラ
ン
革
命
を
は
じ
め
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
圏
に
お
け
る
 宗
教
的
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
ム
ロ
頭
が
 
、
 大
き
な
 江
 目
を
 浴
び
た
。
さ
ら
に
、
 急
 

速
 に
近
代
化
を
進
め
る
第
三
世
界
の
諸
社
会
に
お
い
て
 は
 宗
教
が
公
的
な
場
で
機
能
し
、
イ
ン
ド
で
は
一
九
九
 
八
年
以
降
政
権
に
 ヒ
ン
 

ズ
｜
 政
党
 B
J
P
 が
参
加
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
 お
い
て
も
、
既
成
教
団
は
、
世
俗
化
し
て
い
る
け
れ
ど
 
も
 、
セ
ク
ト
運
動
が
盛
 

ん
に
な
っ
て
い
る
し
、
一
九
九
 
セ
年
 八
月
に
パ
リ
で
 開
 か
れ
た
カ
ト
リ
ッ
ク
青
年
世
界
大
会
に
は
百
万
人
も
 
の
 参
加
者
が
集
ま
る
な
 

ビ
 、
宗
教
へ
の
新
し
い
関
心
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
ム
ロ
 
頑
 し
 て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
・
 へ
 1
 レ
マ
ン
ス
は
、
一
般
的
な
 宗
教
の
再
興
と
り
わ
け
 

正
統
派
お
よ
び
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
諸
教
派
の
隆
 
盛
が
 世
俗
化
論
の
前
提
と
し
た
諸
現
象
と
ム
ロ
致
し
な
 い
こ
と
を
指
摘
し
て
、
 

「
宗
教
的
遺
伝
子
を
有
す
る
近
代
」
と
い
う
立
論
を
試
 み
て
い
る
。
宗
教
の
衰
退
を
前
提
と
し
て
近
代
を
理
解
 
す
る
点
に
お
い
て
、
 ウ
 

隷
 
オ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
お
よ
び
 ギ
 デ
 シ
ズ
 は
、
世
俗
 比
 論
の
論
客
と
時
代
認
識
を
と
も
に
す
る
。
他
方
ロ
バ
 
｜
 ト
ソ
ン
は
、
主
流
宗
教
の
 

 
 

 
 

こ
と
は
し
な
い
の
で
あ
っ
て
、
世
俗
化
論
者
と
は
時
代
 認
識
を
異
に
す
る
。
 

ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
ィ
ン
 、
ギ
デ
 ン
ズ
、
お
よ
び
ロ
バ
ー
 ト
ソ
ン
に
よ
っ
て
用
い
ら
れ
た
分
析
の
諸
モ
ー
ド
を
 単
 純
 に
混
 ム
ロ
 
す
る
こ
と
 

で
き
な
い
。
し
か
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 状
況
を
見
渡
す
 議
論
に
お
い
て
は
、
諸
制
度
と
そ
れ
ら
の
交
換
の
プ
ロ
 
セ
ス
 と
の
関
係
の
構
 

ほ
 つ
い
て
の
発
達
し
た
見
方
、
再
帰
性
の
行
為
を
組
織
 す
る
さ
ま
ざ
ま
な
能
力
に
着
目
し
た
発
想
、
そ
し
て
 
複
 数
の
自
我
、
人
間
、
   

化
 論
が
も
っ
と
も
有
力
で
あ
っ
た
。
世
俗
化
論
は
 
、
ョ
 ｜
 ロ
ッ
パ
に
お
け
る
教
会
の
影
響
力
の
衰
退
と
世
俗
的
 な
 近
代
の
消
費
社
会
の
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A
,
D
.
 

キ
ン
グ
 編
 
一
山
中
 弘
 ・
安
藤
 元
 ・
保
呂
篇
首
 訳
 -
 「
文
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
 
し
 玉
川
大
字
出
版
部
、
一
九
九
九
年
   

複
数
の
国
民
国
家
お
よ
び
諸
国
家
か
ら
な
る
シ
ス
テ
ム
 の
 グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 レ
ベ
ル
で
の
象
徴
的
相
互
作
用
の
 ダ
 イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
に
つ
い
 

 
 2

 
 
 

て
 開
発
さ
れ
た
理
論
は
、
い
ず
れ
も
何
ら
か
の
形
で
活
 
か
さ
れ
得
る
。
世
俗
化
論
が
一
世
を
風
擁
し
た
と
き
、
 堀
 
一
郎
や
井
 門
富
 二
夫
 

 
 
 
 

 
 

ら
が
こ
れ
を
導
入
し
た
が
、
わ
が
国
の
宗
教
社
会
学
者
 や
 宗
教
学
者
た
ち
の
間
で
は
、
世
俗
化
論
は
わ
が
国
宗
 
教
の
特
殊
性
の
故
に
わ
 

 
 

が
 国
の
宗
教
状
況
の
理
解
に
有
効
で
な
い
と
の
考
え
方
 が
強
か
っ
た
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
広
い
と
ら
え
方
で
 
は
 、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
 

シ
ョ
ン
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 レ
ベ
ル
で
の
意
味
の
危
機
 で
あ
り
、
ロ
ー
カ
ル
な
主
張
が
特
殊
性
を
盾
に
グ
ロ
ー
 
ハ
 ル
な
対
話
を
拒
否
す
 

る
こ
と
を
許
さ
な
い
現
象
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
 
シ
ョ
ン
が
現
前
し
て
い
る
今
、
わ
れ
わ
れ
は
、
特
殊
性
 
の
 蛸
壺
に
逃
避
し
て
、
 

グ
ロ
ー
バ
ル
な
基
礎
を
持
っ
現
象
と
し
て
の
宗
教
が
ど
 
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
か
と
い
う
問
い
を
避
け
て
通
る
 
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
 

あ
る
。
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o
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Ⅰ
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コ
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プ
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Ⅰ
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の
仁
づ
 

の
コ
一
 
Ⅰ
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し て 中 
た ね 心 
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救済 「地球 しは 弘 
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抽
象
的
普
遍
性
と
し
て
の
人
類
観
念
 

八
 論
文
要
旨
 V
 
 三
 一
世
紀
に
お
け
る
宗
教
研
究
の
課
題
の
ひ
と
 

つ
は
、
い
ま
や
か
つ
て
な
い
密
度
で
相
互
に
結
び
つ
き
 

ム
ロ
い
始
 
め
 、
こ
の
地
球
を
共
通
 

の
 故
郷
と
す
る
に
い
た
っ
た
地
球
人
類
に
と
つ
て
宗
教
と
は
何
か
 
を
 考
え
る
こ
と
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
近
代
西
洋
思
想
史
に
お
 いて
支
配
的
だ
っ
た
 

の
は
、
個
々
多
様
な
人
間
の
共
通
性
と
し
て
の
普
遍
的
人
間
の
観
 
念
 で
あ
り
、
近
代
的
人
間
諸
科
学
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
も
 ，
 
」
れ
に
も
と
づ
い
て
 

形
成
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
異
質
な
多
様
性
の
総
体
と
し
て
 
の
 地
球
人
類
を
基
礎
に
し
た
新
た
な
人
間
科
学
と
新
た
な
 ヒ
ュ
 ｜
 マ
ニ
ズ
ム
の
構
築
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
 
V
 
 地
球
人
類
、
普
遍
的
人
間
観
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
 

が
 試
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
試
み
の
 一
 とし
て
、
 人
 

ズ
ム
、
文
化
的
適
応
放
散
、
諸
文
化
の
統
合
、
諸
文
明
の
統
合
 

類
 進
化
を
 、
 ①
諸
文
化
の
分
化
に
よ
る
文
化
的
適
応
放
散
、
②
 諸文
化
の
再
統
合
で
 

あ
る
地
域
文
明
の
形
成
、
③
諸
地
域
文
明
の
統
合
で
あ
る
地
球
 
文
 明
の
形
成
、
と
し
て
と
ら
え
て
み
た
。
こ
の
図
式
に
則
す
る
な
 
ら
ば
、
現
代
宗
教
学
 

は
 、
か
っ
て
地
域
文
明
形
成
に
大
き
な
役
割
を
は
た
し
た
世
界
 
宗
 教
 の
 再
 統
合
、
も
し
く
は
地
球
人
類
的
価
値
と
救
済
を
示
し
得
 
る
 地
球
人
類
的
宗
教
 

の
 創
出
運
動
に
、
 
圧
 目
し
て
ゆ
か
な
け
れ
 
ば
 な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
 

地
球
人
類
の
た
め
の
宗
教
学
序
説
 

嶋
田
義
仁
 



し
か
し
世
界
の
宗
教
に
目
を
転
 

教
の
場
合
、
か
な
り
個
人
の
救
済
 

歴
史
哲
学
思
想
が
存
し
て
い
る
。
 

リ
ア
の
思
想
が
あ
る
。
こ
う
し
た
 

思
想
は
逆
に
倫
理
感
覚
の
欠
如
し
 

防
止
や
農
村
開
発
の
た
め
の
 N
G
 

に
め
ぐ
ま
れ
活
動
し
て
い
る
の
に
 

さ
え
み
せ
て
い
な
い
こ
と
に
驚
い
 

ぐ
ら
い
の
そ
ぶ
り
が
必
要
で
あ
ろ
 じ

 て
み
る
と
、
関
心
の
中
心
は
そ
れ
ほ
ど
個
人
の
救
済
 
に
 偏
し
て
い
な
い
。
た
と
え
 ぼ
 、
キ
リ
ス
ト
 

に
 偏
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
の
核
心
に
は
 
「
神
の
国
」
の
到
来
あ
る
い
は
実
現
と
い
う
 

イ
ス
ラ
ー
ム
教
で
も
、
ウ
ン
マ
と
い
う
信
仰
共
同
体
や
 、
信
仰
共
同
体
を
律
す
る
法
で
あ
る
シ
ャ
ー
 

歴
史
哲
学
的
あ
る
い
は
社
会
倫
理
的
思
想
を
有
し
た
 
救
 潜
思
想
か
ら
見
た
場
合
、
個
人
中
心
の
救
済
 

た
ひ
と
り
よ
が
り
の
救
済
思
想
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
 る
 。
実
際
わ
た
し
は
ア
フ
リ
カ
で
の
沙
漠
化
 

0
 活
動
に
も
関
係
し
て
い
る
が
、
欧
米
の
 N
G
O
 が
 キ
 リ
ス
ト
散
関
係
の
支
援
の
も
と
潤
沢
な
資
金
 

反
し
、
日
本
の
仏
教
界
が
、
ほ
ん
の
一
部
例
外
を
除
 
い
 て
 、
 N
G
O
 

活
動
な
ど
に
貢
献
す
る
そ
ぶ
り
 

て
い
る
。
神
道
界
も
宗
教
で
あ
る
以
上
は
膨
大
な
 實
銭
 の
 一
部
を
 

N
G
O
 

や
 N
P
O
 

支
援
に
ま
わ
す
 

う
 。
こ
う
し
た
社
会
倫
理
の
欠
如
を
奇
と
す
る
宗
教
 常
 識
も
存
在
し
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
く
 

り
 学
問
的
基
礎
の
探
求
が
、
本
書
の
課
題
で
あ
る
」
。
 そ
 の
 意
味
も
、
か
な
り
詳
し
く
説
明
し
た
り
も
り
で
い
 
た
が
、
や
は
り
わ
か
り
 

に
く
か
っ
た
ら
し
く
、
拙
著
を
「
宗
教
研
究
 ヒ
の
 書
評
 で
 取
り
上
げ
た
末
木
立
 美
モ
 氏
に
は
、
「
臆
面
も
無
い
 」
「
大
風
呂
敷
」
「
教
祖
 

の
ご
託
宣
」
、
と
評
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
 

末
木
氏
が
拙
著
に
こ
の
よ
う
な
印
象
を
抱
く
に
い
た
っ
 
た
 理
由
は
お
そ
ら
く
二
つ
。
そ
の
一
つ
は
、
宗
教
を
個
 人
の
内
面
の
問
題
と
 

し
て
理
解
す
る
宗
教
理
解
が
か
な
り
強
固
に
存
在
し
、
 
そ
の
傾
向
は
仏
教
思
想
、
特
に
末
木
氏
の
研
究
す
る
 
浄
 上
裁
 系
 仏
教
思
想
に
お
 

い
て
と
り
わ
け
強
く
、
そ
の
関
心
が
お
そ
ろ
し
く
個
人
 の
 救
済
（
往
生
）
に
偏
し
て
い
る
と
い
う
事
実
が
あ
る
 
こ
と
だ
。
こ
の
立
場
か
 

ら
す
れ
 ば
 、
個
人
で
な
く
、
地
球
人
類
を
救
済
の
対
象
 と
す
る
よ
う
な
考
え
方
は
、
「
大
風
呂
敷
」
だ
と
い
う
 こ
と
に
な
る
の
か
も
し
 

れ
な
い
。
 

  



地球人類のための 宗教学序説 

話
 に
お
い
て
は
「
人
類
」
も
 

「
人
類
」
と
訳
さ
れ
る
が
、
語
 

れ
る
目
銭
目
 0
2
 

ヨ
の
 

仏
、
 

る
 。
 

わ
が
国
で
は
、
人
間
学
と
い
 「

人
間
」
も
同
じ
で
あ
る
。
す
な
 
む
 ち
、
通
常
主
 仁
ョ
 
か
ま
せ
（
下
口
 
ヨ
 ㏄
三
戒
 仏
 ）
や
ま
 銭
巴
コ
 宰
が
 

の
 原
義
は
「
人
間
性
」
、
あ
る
い
は
「
人
間
ら
し
さ
」
 で
あ
り
、
し
ば
し
ば
頭
文
字
が
大
文
字
で
記
さ
 

オ
ム
 ）
と
意
味
的
に
は
か
わ
ら
な
い
。
後
者
も
、
「
 人
 間
 と
い
う
も
の
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
 

う
と
哲
学
系
の
学
問
で
、
人
類
学
と
は
異
な
っ
て
い
る
 
よ
う
 に
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
西
洋
語
に
 

べ
き
だ
ろ
う
。
 
た
 

会
 倫
理
生
活
に
お
 

マ
ン
（
 呂
簿
し
 

し
か
し
な
が
ら
 

と
い
う
関
心
か
ら
 

人
類
と
は
な
ん
 

す
る
に
至
っ
て
 い
 

え
る
。
し
か
し
、
 

「
野
生
の
思
考
」
 

ロ
ー
ス
が
 何
 ゆ
え
 

西
洋
思
想
史
に
 

抽
象
名
詞
と
し
て
 表
現
さ
れ
る
と
こ
ろ
に
う
か
が
え
る
。
私
は
こ
こ
で
 

だ
し
そ
の
か
わ
り
、
宗
教
が
個
人
の
内
面
に
お
わ
ら
な
 「

人
類
」
と
言
い
、
「
人
間
」
と
は
書
か
な
か
っ
た
が
、
 

い
 宗
教
は
他
宗
教
と
の
共
存
が
む
ず
か
し
い
。
日
常
的
 

西
洋
 

な
社
 

い
 て
信
仰
の
ち
が
い
が
 露
 わ
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
 

あ
る
い
は
 オ
ム
寅
ョ
ョ
 し
と
し
て
の
人
類
 

、
 私
が
、
「
地
球
的
存
在
と
し
て
の
人
類
」
と
い
う
こ
 と
を
問
題
に
し
た
の
は
、
個
人
の
救
済
か
人
類
の
救
済
 
カ
 

で
は
な
い
。
「
人
類
」
と
い
う
の
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
 る
か
、
と
い
う
問
題
な
の
で
あ
る
。
 

で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
人
類
と
は
、
こ
の
地
球
上
に
お
 
い
て
生
を
営
み
、
こ
の
地
球
上
の
隅
々
に
い
た
る
ま
で
 分
布
 

る
 人
々
の
過
去
現
在
に
わ
た
る
具
体
的
な
総
体
を
人
類
 
と
 考
え
る
。
こ
れ
は
き
わ
め
て
常
識
的
な
理
解
の
よ
 
う
 に
み
 

西
洋
思
想
史
に
お
い
て
、
人
類
と
は
そ
の
よ
う
な
も
の
 
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
、
私
は
普
遍
的
人
間
 
%
 を
 

と
い
う
か
た
ち
で
見
出
し
た
と
す
る
 レ
 ヴ
ィ
ー
ス
ト
ロ
 ｜
ス
 構
造
主
義
人
類
学
の
謎
の
多
い
議
論
と
、
 
レ
 ヴ
ィ
ー
 ス
ト
 

か
く
も
も
て
は
や
さ
れ
た
の
か
を
、
理
解
す
る
試
み
の
 
な
か
で
気
づ
か
さ
れ
た
。
 

お
け
る
人
類
概
念
は
抽
象
的
な
普
遍
的
人
間
性
の
上
に
 
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
な
に
よ
 ヴ
 も
人
類
概
 念
が
   



普
遍
的
人
間
観
に
支
え
ら
れ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
 
人
 間
 主
義
）
の
思
想
 

西
洋
的
「
人
類
」
概
念
は
、
 

峯
 当
日
。
ョ
日
③
 
と
い
 う
 普
遍
的
一
般
的
な
人
間
概
念
と
不
可
分
の
も
の
と
し
 
て
 存
在
し
て
い
た
わ
 

け
で
あ
る
が
、
一
八
世
紀
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
の
 
根
幹
に
あ
っ
た
の
も
こ
の
目
ギ
 阜
す
 日
日
③
 
と
い
 ぅ
 思
想
で
あ
る
。
そ
れ
 

は
 、
普
遍
的
な
自
然
法
則
に
最
大
の
価
値
を
求
め
よ
う
 
と
す
る
当
時
の
科
学
主
義
が
生
み
出
し
た
、
人
間
の
本
 質
 と
し
て
万
人
に
共
通
 

し
て
普
遍
的
に
存
在
す
る
と
想
定
さ
れ
た
人
間
性
の
概
 念
 で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
あ
た
か
も
実
在
す
る
存
在
 
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
 

い
た
。
ド
イ
ツ
の
社
会
学
者
ジ
ン
メ
ル
は
「
社
会
学
の
 根
本
問
題
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

「
一
八
世
紀
は
 
、
一
セ
 世
紀
の
成
果
を
継
承
し
て
、
 
自
 無
法
則
と
い
う
近
代
的
概
念
を
最
高
の
認
識
理
想
と
 

定
め
て
い
た
。
 

そ
れ
ゆ
え
、
当
時
の
関
心
の
中
心
に
あ
っ
た
の
は
 
、
普
遍
的
な
人
間
、
人
間
一
般
で
あ
っ
て
、
歴
史
的
 
に
 与
え
ら
れ
た
 人
 

間
 、
特
色
の
あ
る
人
間
、
専
門
化
し
た
人
間
で
は
な
か
 
っ
た
 。
こ
う
い
う
人
間
は
、
原
理
的
に
は
、
普
遍
的
な
 
人
間
に
還
元
さ
れ
 

-
3
-
 

る
も
の
で
、
各
個
人
の
う
ち
に
は
、
こ
の
普
遍
的
人
間
 が
 本
質
と
し
て
生
き
て
い
る
。
」
 

-
2
-
 

-
-
 

ゴ
 0
 ヨ
ヨ
の
の
科
学
」
で
あ
る
。
 

な
お
し
て
み
る
と
人
間
学
も
人
類
学
も
同
じ
で
あ
る
。
 

た
と
え
ば
、
カ
ン
ト
に
「
人
間
学
」
と
い
う
題
名
に
 

訳
さ
れ
た
著
書
が
あ
る
 

が
 、
原
語
は
も
 き
き
ぺ
 
も
。
 
き
め
 
～
め
で
あ
る
。
他
方
、
フ
ラ
 

シ
 ス
に
お
け
る
社
会
人
類
学
の
最
も
権
威
あ
る
雑
誌
 の
 名
は
 、
ト
 。
 
亜
 。
ま
ま
 
い
 

（
人
間
）
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い
て
同
様
な
地
位
 

に
あ
っ
た
雑
誌
は
つ
 い
 最
近
ま
で
 寒
 a
n
 だ
っ
た
。
 寒
き
は
現
在
で
は
、
 

さ
ぎ
 
ぶ
色
 陳
き
 ㏄
 涛
燵
 艶
 き
組
ま
 
～
晃
も
 お
 き
 べ
 
患
も
ぎ
 
漣
 と
い
う
長
た
ら
し
い
名
前
に
か
わ
っ
て
い
る
が
、
 

そ
 の
 理
由
は
 、
ま
銭
 と
い
 

ぅ
 概
念
の
時
代
錯
誤
に
気
づ
 い
 た
か
ら
で
は
な
い
か
 と
 私
は
推
測
し
て
い
る
。
な
お
ち
な
み
に
、
 
レ
 ヴ
ィ
ー
 

ス
ト
ロ
ー
ス
の
「
人
類
 

学
の
創
始
者
 ル
ッ
 ソ
ー
」
と
い
う
論
文
の
「
人
類
学
 
」
と
い
う
の
は
、
原
文
で
は
「
お
市
 
目
 の
の
四
の
㌔
 

ゴ
 0
 ヨ
 日
 の
 
」
す
な
 ね
 ち
、
「
人
間
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む ン に 換 の 想 人 中 は 
で 々 に 無 こ 

あ の ね 垢 の 
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こ 大 か し て ズ つ 体 そ い た   
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る
 。
 

イ
ギ
リ
ス
社
会
人
類
学
の
代
表
的
教
科
書
「
社
会
人
類
 学
 」
の
著
者
リ
ン
ハ
ー
ト
は
、
そ
の
冒
頭
で
、
社
会
人
 
類
 学
が
対
象
と
す
 

人
間
は
、
「
人
口
、
領
域
、
社
会
接
触
の
範
囲
等
の
点
 で
 規
模
が
小
さ
く
、
進
ん
だ
社
会
と
比
べ
れ
ば
、
技
術
 
も
 単
純
で
、
社
会
 機
 

も
ほ
と
ん
ど
分
化
し
て
い
な
い
」
社
会
に
住
む
人
々
 だ
 と
い
う
エ
ヴ
ァ
ン
ス
・
プ
リ
チ
ヤ
ー
ド
の
定
義
を
紹
介
 
し
た
後
、
何
ゆ
え
 そ
 

よ
う
な
未
開
社
会
を
研
究
す
る
か
、
次
の
よ
う
に
述
べ
 
て
い
る
。
 

「
社
会
人
類
学
者
が
、
そ
の
よ
う
な
未
聞
社
会
の
研
究
 を
 始
め
た
の
は
、
社
会
の
諸
制
度
の
根
本
的
特
長
が
 
、
 そ
う
い
っ
た
 

余
 で
の
方
が
、
近
代
の
大
都
市
社
会
で
見
ら
れ
る
よ
り
 は
、
 ず
つ
と
は
っ
き
り
あ
ら
わ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
、
 
と
 信
じ
た
か
ら
だ
 

一
 
5
 一
 

キ
八
，
 

Ⅰ
 
0
 」
 

ア
メ
リ
カ
文
化
人
類
学
の
代
表
的
教
科
書
「
鏡
の
中
の
 人
間
ヒ
 の
 著
者
ク
ラ
イ
ド
・
ク
ラ
ツ
ク
ホ
ー
ン
も
ほ
 
ほ
 同
様
な
主
張
を
 、
 

リ
 ラ
デ
ィ
カ
ル
に
、
未
開
社
会
の
研
究
を
自
然
科
学
の
 
「
実
験
室
」
に
お
け
る
研
究
に
例
え
て
、
次
の
よ
う
に
 述
べ
て
い
る
。
 

よ つ 社 の 罷 る 

通
 に
存
在
す
る
普
遍
的
人
間
性
、
あ
る
い
は
文
化
・
 

社
 会
の
普
遍
的
性
格
が
あ
き
ら
か
に
な
る
と
考
え
ら
れ
 
て
い
た
か
ら
な
の
で
あ
 

人
類
学
や
社
会
人
類
学
は
、
「
未
開
」
の
社
会
・
文
化
 

を
 研
究
対
象
と
す
る
学
問
と
し
て
考
え
ら
れ
て
き
た
が
 

、
な
ぜ
、
「
未
開
」
の
 
文
 

・
社
会
が
研
究
に
値
す
る
対
象
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
 

た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、
「
未
開
」
の
社
会
・
 

文
 化
は
、
歴
史
的
形
成
切
 

が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
限
り
な
く
自
然
状
態
に
近
い
文
化
 

・
社
会
で
あ
り
、
そ
の
研
究
を
通
じ
て
、
あ
ら
ゆ
る
 

文
 化
 ・
社
会
の
根
幹
に
共
 

己
と
し
て
と
ら
え
る
、
そ
こ
ま
で
の
高
み
の
知
性
に
達
 し
た
人
間
精
神
の
あ
り
 よ
う
 が
「
宗
教
」
な
の
で
あ
る
  
 

 
 3

 

 
 
 
 

文
化
（
 社
ふ
し
 

人
類
学
と
普
遍
的
人
間
観
 

 
 

 
 
 
 

文
化
人
類
学
あ
る
い
は
、
社
会
人
類
学
と
い
う
字
間
 
の
 基
礎
理
念
と
な
っ
て
き
た
の
も
こ
の
よ
う
な
普
遍
的
人
 
間
 観
で
あ
る
。
文
化
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た 性 段   
遂   

の り る 的 た 
ょ 、 。 人 か 

う そ し 間 に 
な れ か の み 
昔 は し 発 え 

遍 、 そ 見 た 
酌 人 の は か らで 人間 間の 普遍 たし 

  
  
も に な め 
  ひ 普 の 

有効 歴史 とし 遍 的 
的 か 人 な 
な っ 間 手 

  

を
こ
え
て
広
く
注
目
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
は
、
こ
う
し
 
た
 啓
蒙
主
義
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
が
期
待
し
て
い
た
 
普
 遠
的
人
間
の
発
見
を
成
 

｜
 マ
ニ
ズ
ム
の
人
間
観
の
う
え
に
築
か
れ
て
い
た
わ
け
 で
あ
る
。
 
レ
 ヴ
ィ
ー
ス
ト
ロ
ー
ス
の
構
造
主
義
人
類
学
 が
 人
類
学
の
専
門
領
域
 

未
開
社
会
は
、
人
間
に
つ
い
て
の
研
究
者
が
望
み
得
る
 
実
験
室
の
条
件
に
最
も
近
 

少
人
数
で
あ
る
か
ら
、
少
数
の
人
が
、
わ
ず
か
な
費
用
 
で
、
密
度
の
高
 い
 研
究
を
す
 

し
て
い
る
の
で
、
社
会
組
織
の
境
界
が
ど
こ
に
あ
る
か
 
0
 間
 題
 も
起
こ
ら
な
い
し
、
 

ん
で
い
て
、
同
じ
自
然
の
力
を
受
け
て
お
り
、
同
じ
よ
 
う
 な
こ
と
を
教
え
ら
れ
て
お
 

達
 に
比
べ
て
は
る
か
に
共
通
性
が
高
い
。
生
活
の
仕
方
 
も
 比
較
的
安
定
し
て
い
る
。
 

も
 、
遺
伝
的
要
素
に
大
差
が
な
い
。
要
す
る
に
、
一
定
 
と
み
な
さ
れ
る
要
因
が
た
く
 

一
 
6
 一
 

数
 を
こ
ま
か
く
研
究
す
れ
ば
相
互
の
関
係
を
 
つ
 き
と
め
 る
こ
と
が
で
き
る
。
」
 

孤
立
し
た
同
質
社
会
を
人
間
性
発
見
の
特
権
的
な
場
と
 考
え
る
近
代
人
類
学
の
人
間
 理
 い

も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
団
は
、
通
常
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
は
、
普
通
孤
立
 

ま
た
、
集
団
の
構
成
員
は
、
狭
い
地
域
に
仕
 

り
、
お
互
い
の
経
験
も
、
複
雑
な
社
会
の
人
 

近
親
結
婚
が
盛
ん
で
、
誰
を
と
っ
て
み
て
 

さ
ん
あ
る
か
ら
、
人
類
学
者
は
、
少
数
の
変
 

含
 も
、
西
洋
一
八
世
紀
の
啓
蒙
主
義
的
ヒ
ュ
 

「
正
し
い
問
い
と
、
そ
れ
に
答
え
る
正
し
い
方
法
は
 、
小
 さ
な
カ
シ
 ヴ
ァ
 ス
 、
す
な
 む
 ち
、
文
明
に
取
り
残
さ
 れ
た
同
質
的
な
 

社
会
を
し
ら
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
っ
と
も
発
見
し
 
や
す
い
の
で
あ
る
。
 



こ
の
場
合
の
歴
史
と
は
い
わ
ゆ
る
歴
史
に
か
ぎ
ら
れ
な
 

 
 

て
が
 
「
歴
史
」
 

る
 。
「
歴
史
」
の
多
様
性
に
注
目
す
る
歴
史
主
義
の
立
 場
 は
し
か
し
な
が
ら
、
人
類
に
つ
い
て
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
 
を
 描
け
な
い
と
い
 

点
が
あ
っ
た
。
 

で
あ
 

5
 弱
 

一
 
T
 一
 

る
 。
」
 

ば む 
、 い 昔 @ 
    通 史 

の で 
亜目 

@ 遍 
的 
人 

も もこ 

  前 昆 

観 
批 
三 ⅡⅡ 

  ソ 立 こ の 
系 
邑簸 
旦日 

の 

の ド と   

に 表 す 
  

  ち な 
で を の で か 

は た 出 あ っ 
な て 来 る た 
い る 事 わ 
の に を た け 
で し 探 と で 
あ て 求 え は 

あ ち 形 
る う 成 

。 る 物 
の で 
で あ 
あ る 
ろ 諸 
う 民 
か 族 
  や 

筆 文 
老 化 
が 、   

「 社 会 が 地球 

白勺 ヌ寸 

存 立 在 
と 拮 
し 抗 
て し 
の 抗 
入 手 
類 し 

」 あ 
の う 

研 現 
完 美 
が 社 
心 金 

要 の 
だ 理 

と 解 
高目 あ 
し る 

た い 

の は 
は そ 
こ の 

0 間 
よ 題 
う 解 
な 決 
"'"" ， @E 三ヲ @ に 

味 は 
に た 
お し 
い て 

て そ支 

で 立 

  



地球人類のための 宗教学序説   
に 社 の と か   
会学なっ あ す 
た が な い ュ 

。 始 め だ ル 
ま ち に ケ 
  "  @ ま @ 
た そ 媒 ム 
と せ T イ ? 汁 @ ま 

言 は 的   

  
  
  
的仕ふ 集合性 ルケ ュ 右の 

丁ズ 

    
聲 " 、 轟唯 
活 性 れ 一 

のしか の原初 会に独 ること 

彫 目 も し 

態 の で 理 
口 存 き 念 
が 在 る 的 
書 性 。 な 

か を 媒 人 
れ み 分 類 
る と 的 の 
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の を よ る 
デ
ュ
 ル
ケ
ー
 ム
 の
 社
ム
ム
学
 

歴
史
主
義
 か
 普
遍
的
人
間
論
 か
 、
こ
の
二
者
択
一
的
な
 論
争
に
、
第
三
の
視
点
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
仲
介
を
 
は
か
っ
た
人
物
が
い
 

。
社
会
学
者
の
 デ
ュ
 ル
ケ
ー
 ム
 で
、
デ
ュ
ル
ケ
ー
 ム
 は
 「
社
会
 種
 」
あ
る
い
は
「
社
会
類
型
」
と
い
う
考
え
方
 を
 提
示
す
る
こ
と
に
 

っ
て
、
普
遍
的
人
類
と
個
別
的
な
歴
史
事
象
と
の
あ
い
 だ
の
仲
介
を
試
み
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ー
 ム
 は
、
普
遍
的
人
 類
を
重
視
す
る
立
場
 

「
哲
学
者
た
ち
の
実
在
論
」
、
個
別
的
な
歴
史
性
を
重
視
 す
る
立
場
を
「
歴
史
家
た
ち
の
唯
名
論
」
と
規
定
し
 
て
 、
そ
の
対
立
を
次
 

よ
う
に
と
ら
え
た
。
 

「
歴
史
家
に
と
っ
て
は
、
諸
社
会
は
、
そ
れ
だ
け
の
数
 の
 相
互
に
比
較
を
こ
え
た
異
質
的
な
個
体
を
な
し
て
い
 
る
 。
各
民
族
は
 

そ
れ
固
有
の
特
性
を
、
特
殊
な
構
造
を
、
そ
の
法
を
 、
 道
徳
を
、
そ
し
て
経
済
的
組
織
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
 
ら
は
当
の
民
族
に
 

の
み
適
合
し
て
い
る
た
め
い
っ
さ
い
の
一
般
化
は
ほ
と
 ん
ど
不
可
能
で
あ
る
、
と
。
反
対
に
、
哲
学
者
に
と
っ
 
て
は
、
部
族
と
か
 

都
市
国
家
と
か
国
民
国
家
と
 よ
 ば
れ
て
い
る
特
殊
集
団
 は
 、
固
有
の
実
体
を
も
た
な
い
偶
然
的
、
一
時
的
な
結
 ム
ロ
 
に
 過
 。
き
な
い
。
 

実
在
的
な
も
の
と
い
え
ば
、
人
類
 

ぎ
仁
ョ
 
が
田
 邑
し
 か
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
進
化
が
流
出
し
て
く
る
の
 
は
 人
間
性
の
普
遍
 

-
@
-
 

的
 諸
属
性
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
と
。
」
 

  



デ
ュ
 ル
ケ
ー
 ム
 の
時
代
は
宗
教
を
核
と
し
た
人
間
精
神
 の
 進
化
論
が
花
盛
り
の
時
代
で
あ
っ
た
。
デ
ュ
 

学
 

科
学
 

科
 

ル
ケ
ー
 ム
 の
節
節
に
あ
た
る
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ー
 ギ
ュ
ス
 ト
 ・
コ
ン
ト
は
、
人
間
精
神
は
「
神
学
的
段
階
」
 

 
 

 
 

ト
 
・
 
ト
 

を
 出
発
点
に
「
形
而
上
学
的
段
階
」
を
経
て
「
実
証
的
 
（
科
学
的
）
段
階
」
に
至
る
と
い
う
精
神
進
化
論
 

教
 

進
化
論
の
 

形
而
上
学
 を
 提
出
し
た
。
そ
の
う
ち
の
「
神
学
的
段
階
」
は
さ
ら
 
に
、
 「
フ
ェ
テ
シ
ズ
ム
」
「
多
神
教
」
「
一
神
教
」
 

と
い
う
段
階
を
経
る
も
の
と
さ
れ
た
。
イ
ギ
リ
ス
の
 
タ
 ィ
 ラ
ー
が
「
原
始
文
化
 L
 で
提
案
し
た
、
「
ア
ニ
 

古
本
 

数
数
 

の
 

 
 

 
 

ミ
ズ
ム
」
「
多
神
教
」
「
一
神
教
」
と
い
う
宗
教
進
化
 め
 
柵
は
 コ
ン
ト
理
論
の
読
み
替
え
で
あ
っ
た
。
つ
い
 

一
一
教
 

ザ
 

 
 

孜
孜
 
宗
 

で
、
 J
.
 フ
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
、
「
呪
術
」
「
宗
教
」
「
 
科
学
」
と
い
う
精
神
進
化
論
が
「
金
枝
篇
 
ヒ
 に
お
 

 
 

神
神
 

 
 

 
 

 
 

多
神
教
」
「
一
神
教
」
と
い
う
ち
が
い
、
「
呪
術
」
「
 
宗
 教
 」
「
科
学
」
と
い
う
ち
 

い
て
提
出
さ
れ
た
。
こ
の
 三
 理
論
の
微
妙
な
ち
が
い
に
 つ
い
て
は
 別
稿
で
 詳
し
く
論
じ
た
が
、
共
通
す
る
 

ズ
ム
 

の
は
、
い
ず
れ
も
人
間
精
神
の
思
考
方
法
の
進
化
発
展
 
論
 だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
図
 
1
 ㍉
言
い
換
え
 

イ
 

 
 

タ
 

@
 

エ
 
ア
 

 
 

 
 

が
い
は
、
人
間
の
思
考
形
態
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
説
明
 
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
は
っ
き
り
言
え
ば
、
 

 
  

 

間
 精
神
の
発
達
 史
 の
諸
段
階
に
対
応
す
る
も
の
と
し
て
 考
え
ら
れ
た
。
 

 
 

 
 

、
 よ
 
@
 吋
吋
 

Ⅱ
 。
 

一
 ◆
 
一
 

 
 

図
 

し
か
し
 デ
ュ
 ル
ケ
ー
 ム
 と
と
も
に
、
宗
教
の
ち
が
い
は
 社
会
的
諸
類
型
の
ち
が
い
に
対
応
す
る
も
の
と
し
 

て
 理
解
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
 

田
辺
元
の
種
の
哲
学
 

と
こ
ろ
で
、
わ
が
国
に
も
、
こ
の
 デ
ュ
 ル
ケ
ー
 ム
 の
 社
 金
種
と
い
う
考
え
方
に
大
き
く
影
響
を
受
け
な
が
ら
 
独
 自
の
宗
教
哲
学
を
展
 

聞
 し
た
人
物
が
い
る
。
「
種
の
弁
証
法
」
を
説
い
た
 田
 辺
九
 で
あ
る
。
「
社
会
存
在
の
論
理
」
二
九
三
里
に
お
 
い
て
、
田
辺
は
先
の
 デ
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そ
し
て
こ
の
「
社
会
存
在
の
哲
学
」
を
「
種
の
弁
証
法
 
」
と
し
て
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。
何
故
「
弁
証
法
」
 
か
と
い
え
ば
、
「
 種
 」
 

た
る
社
会
こ
そ
が
、
個
別
的
な
人
間
と
普
遍
的
な
人
間
 
と
の
二
項
対
立
関
係
を
止
揚
し
て
媒
介
を
果
た
す
役
割
 
を
 有
す
る
と
考
え
ら
れ
 

た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
田
辺
の
種
の
哲
学
は
、
「
 種
 」
 に
す
ぎ
な
か
っ
た
国
家
社
会
を
絶
対
化
す
る
「
絶
対
 
的
 媒
介
的
国
家
主
義
」
 

に
 向
か
う
傾
向
が
あ
っ
た
こ
と
は
不
幸
な
こ
と
で
あ
り
 
、
媒
介
 頃
 と
し
て
の
「
 種
 」
の
哲
学
に
と
っ
て
も
矛
盾
 で
あ
っ
た
。
田
辺
は
後
 

-
 
は
 -
 

こ
れ
に
反
省
を
加
え
た
。
 

し
か
し
な
が
ら
本
稿
の
議
論
に
と
っ
て
重
要
な
こ
と
は
 
、
 種
の
社
会
学
に
せ
よ
、
種
の
哲
学
に
せ
よ
、
人
類
概
 
念
は
あ
い
か
わ
ら
ず
 

普
遍
概
念
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
 
、
「
 種
 」
と
い
う
概
念
そ
の
も
の
が
、
 類
 １
種
１
個
 と
 い
う
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
 

は
 来
の
形
式
論
理
学
に
由
来
す
る
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
 
に
 示
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
論
理
学
に
の
っ
と
る
限
り
、
 
種
か
ら
類
に
は
種
の
意
 

味
 規
定
で
あ
る
「
内
包
」
を
貧
し
く
し
て
ゆ
く
こ
と
に
 
よ
っ
て
し
か
、
つ
ま
り
は
、
抽
象
に
よ
っ
て
し
か
達
せ
 
ら
れ
な
い
。
デ
ュ
 ル
ケ
 

１
ム
の
場
合
も
田
辺
元
の
場
合
も
 、
種
 と
い
う
概
念
は
 、
あ
く
ま
で
も
普
遍
と
し
て
の
類
と
個
別
の
媒
介
で
あ
 
り
、
類
 と
し
て
の
人
類
 

を
目
一
一
体
的
な
実
体
と
し
て
は
捉
え
る
方
向
に
は
い
か
な
 

か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
類
と
し
て
の
人
類
の
探
求
が
人
類
 
学
 研
究
の
理
念
と
し
て
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の
 哲
学
で
な
け
れ
 ば
 な
ら
ぬ
。
哲
学
的
人
間
学
で
な
く
 し
て
、
哲
学
的
社
会
学
が
今
日
の
要
求
で
あ
ろ
う
。
」
 

ユ 

  
す 探 問 ケ 

の 

お 小 い 
い 課 は   

べ 
て 

  0 発見 具体的 学 とは をなし 

え @ し   た に 
り こ と 対 

し、支 得る。 の見地 いふ べ 芸 復興 社会 存 からす きであ 

在 れ ら 以 
の ば ぅ 後 
皆 既 。 の 

近世は 学 こそ に過去 社会の 

今 に 原   
日 展 理 人 



ペ
ル
グ
ソ
ン
 の
動
的
山
本
教
諭
 

「
創
造
的
進
化
」
「
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
」
講
談
社
、
 一
九
六
匹
で
試
み
ら
れ
た
ア
ン
リ
・
ベ
ル
グ
 ソ
ン
 の
 人
 閲
読
 は
 、
人
類
を
は
 

じ
め
て
具
体
的
な
実
体
と
と
ら
え
よ
う
と
し
た
試
み
と
 
し
て
、
注
目
に
値
す
る
。
 

ベ
ル
グ
 ソ
ン
 は
、
「
創
造
的
進
化
」
に
お
い
て
生
命
進
化
 き
 、
エ
ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
と
呼
ぶ
生
命
の
動
的
 
躍
 動
 に
よ
っ
て
説
明
し
 

よ
 う
 と
し
た
。
ベ
ル
グ
 ソ
ン
 に
よ
れ
ば
、
生
命
進
化
は
 、
火
山
の
噴
火
に
お
け
る
マ
グ
マ
の
噴
出
に
た
と
え
 
も
 れ
る
。
マ
グ
マ
の
よ
 う
 

に
 熱
く
流
動
的
な
生
命
の
源
が
噴
火
し
、
そ
の
結
果
 
冷
 え
て
固
ま
っ
て
で
き
た
も
の
が
様
々
な
生
命
 種
 で
あ
る
 。
生
ム
 
叩
種
は
エ
 ラ
ン
・
 

ヴ
ィ
タ
ー
ル
（
生
の
躍
動
）
の
停
止
で
あ
る
。
し
か
し
 
こ
の
よ
う
な
 ェ
 ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
は
何
度
も
起
こ
り
 う
る
し
、
生
の
本
質
は
 

こ
の
よ
う
な
 エ
 ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
に
あ
り
、
人
間
は
 そ
う
し
た
生
命
進
化
を
、
こ
の
 
ェ
 ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
 

 
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
課
題
を
負
っ
 
て
い
る
。
オ
ム
（
 出
 o
 日
 m
 ⑦
と
い
う
の
は
、
エ
ラ
ン
 ・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
 と
 一
体
 

化
し
た
人
間
で
あ
り
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
人
間
を
超
 
え
る
と
い
う
意
味
で
「
超
人
の
目
 臼
 。
目
ヨ
Ⅰ
で
も
あ
 る
 。
 

し
た
が
っ
て
、
ベ
ル
グ
 ソ
ン
 に
と
っ
て
人
類
と
は
、
 個
 々
の
人
間
の
抽
象
化
に
よ
っ
て
達
せ
ら
れ
る
論
理
的
 構
 築
 物
で
は
な
い
。
 そ
 

れ
は
む
し
ろ
、
生
命
進
化
の
源
泉
に
位
置
す
る
実
在
的
 
な
 実
体
で
あ
る
。
冷
え
て
別
々
に
固
ま
っ
た
個
々
の
 
人
 間
 の
み
な
ら
ず
他
の
生
 

命
種
 も
も
う
一
度
溶
け
て
一
体
化
す
る
動
的
な
実
体
で
 
あ
る
。
 

「
道
徳
と
宗
教
の
二
源
泉
し
に
お
い
て
、
ベ
ル
グ
 ソ
ン
 は
 、
そ
う
し
た
生
命
進
化
の
源
泉
に
も
う
一
度
立
ち
戻
 
っ
て
生
き
る
人
間
を
 、
 

動
的
宗
教
と
開
か
れ
た
道
徳
の
体
現
者
と
し
て
理
解
し
 
て
ゆ
く
。
ベ
ル
グ
 ソ
ン
 に
よ
れ
ば
、
宗
教
は
静
的
宗
教
 と
 動
的
宗
教
に
、
道
徳
 

は
 閉
じ
た
道
徳
と
開
か
れ
た
道
徳
と
に
二
分
さ
れ
る
。
 静
的
宗
教
や
閉
じ
た
道
徳
は
、
生
命
進
化
の
停
止
と
し
 
て
の
人
間
種
の
立
場
に
 

  

残
り
っ
づ
け
た
の
で
あ
る
。
 

6
 

3
 



 
 

が
 地
球
上
に
お
い
て
ま
だ
十
分
形
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
 

た
 。
大
航
海
時
代
に
は
じ
ま
 

睡
 
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
世
界
進
出
と
と
も
に
、
地
球
を
 

ひ
と
つ
に
結
び
つ
け
る
「
近
代
シ
ス
テ
ム
」
の
形
成
が
 

は
じ
ま
っ
た
、
と
い
う
の
が
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そ
の
理
由
は
次
の
点
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
 り
 、
現
代
の
よ
う
に
、
地
球
上
に
存
在
す
る
様
々
な
 
民
 旗
国
家
文
明
を
全
体
 

姥
 
成
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
、
と
私
は
考
え
て
い
る
。
 

そ
れ
は
何
故
な
の
か
 
"
 

闘
 

っ
て
、
こ
の
地
球
上
に
か
つ
て
存
し
ま
た
 ム
フ
 
も
 存
 す
る
具
体
的
な
人
間
の
総
体
と
し
て
の
地
球
人
類
概
念
 は
、
 未
だ
か
つ
て
明
確
に
形
 

学
 

 
 

立
っ
た
宗
教
や
道
徳
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
人
間
の
知
性
 

を
 眠
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
に
阪
の
安
心
を
与
 

え
、
 個
々
の
社
会
の
秩
 

序
 維
持
や
安
定
を
は
か
る
保
守
的
で
固
定
的
な
宗
教
や
 

道
徳
で
あ
る
。
他
方
、
動
的
な
宗
教
、
開
か
れ
た
道
徳
 

は
 、
人
間
が
も
う
一
度
 

生
命
進
化
の
も
と
に
立
ち
戻
る
こ
と
に
よ
っ
て
え
ら
れ
 

る
 深
く
動
的
な
歓
喜
と
生
命
と
し
て
の
一
体
感
を
さ
さ
 

え
に
新
た
な
社
会
を
創
 

遣
 し
て
ゆ
く
よ
う
な
宗
教
で
あ
り
、
道
徳
で
あ
る
。
 

キ
 リ
ス
ト
敬
神
秘
家
な
ど
は
、
そ
う
し
た
宗
教
と
道
徳
の
 

体
現
者
と
さ
れ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
べ
 ル
グ
ソ
ン
 の
生
命
進
化
論
と
宗
教
・
 
道
 徳
論
に
お
い
て
、
西
洋
思
想
史
に
お
い
て
こ
れ
ま
で
 

知
 ら
れ
な
か
っ
た
実
体
 

と
し
て
の
人
類
概
念
が
は
じ
め
て
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
 

し
こ
の
よ
う
な
人
類
概
念
に
お
い
て
、
個
別
の
人
間
の
 

具
体
的
な
多
様
性
、
 
あ
 

る
い
は
諸
社
会
、
諸
文
化
の
ち
が
い
は
、
マ
グ
マ
の
 

よ
 う
な
 ェ
 ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
の
な
か
に
溶
け
て
な
く
な
 

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
 

ベ
ル
グ
 ソ
ン
 は
こ
う
い
う
 ェ
 ラ
ン
・
ヴ
ィ
タ
ー
ル
こ
そ
 
が
 実
在
な
の
だ
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
現
実
的
 

な
 人
間
状
況
か
ら
は
や
 

は
り
程
遠
い
実
在
で
あ
る
。
 

歴
史
状
況
に
お
け
る
地
球
人
類
の
未
成
熟
 

こ
の
よ
う
に
、
西
洋
的
人
類
 
額
 は
、
三
目
ア
ム
 
出
 。
 
ョ
 5
 色
と
い
う
普
遍
的
人
間
の
観
念
に
支
配
さ
れ
す
 
ぎ
 、
そ
う
し
た
普
遍
 

酌
 人
間
が
歴
史
の
終
末
に
は
実
現
す
る
と
い
う
進
歩
主
 

義
 ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
と
絡
み
合
っ
て
し
か
存
在
し
 

え
な
か
っ
た
。
し
た
が
 



ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
の
「
近
代
シ
ス
テ
ム
」
の
主
張
 
で
あ
る
が
、
事
態
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
な
か
っ
た
。
 
ョ
 ｜
 ロ
ッ
パ
の
帝
国
主
義
 

的
 植
民
地
活
動
が
最
盛
期
を
む
か
え
た
一
九
世
紀
中
葉
 
に
お
い
て
さ
え
、
黒
人
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
原
住
民
が
 白
人
と
同
一
種
に
属
す
 

る
 人
間
か
ど
う
か
、
キ
リ
ス
ト
教
布
教
の
対
象
と
し
て
 
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
が
 、
 大
ま
じ
め
に
 論
じ
ら
れ
て
い
た
か
ら
 

で
あ
る
。
帝
国
主
義
的
植
民
地
活
動
も
、
列
強
に
 よ
 る
 世
界
分
割
と
な
り
、
最
後
に
は
二
度
に
わ
た
る
世
界
大
 
戦
 へ
と
至
っ
た
。
世
界
 

大
戦
の
終
結
は
世
界
を
二
分
す
る
東
西
冷
戦
構
造
の
開
 
始
 で
あ
っ
た
。
そ
の
東
西
冷
戦
構
造
は
、
地
域
紛
争
 
を
 多
発
さ
せ
、
「
文
明
の
 

衝
突
」
と
い
う
題
名
の
書
が
 べ
 ス
ト
・
セ
ラ
ー
に
な
っ
 て
さ
え
い
る
。
 

つ
ま
り
、
こ
の
一
九
世
紀
、
二
 0
 世
紀
と
い
う
時
代
は
 、
地
球
上
に
存
す
る
諸
文
明
、
諸
国
家
、
諸
帝
国
、
諸
 
文
化
、
諸
民
族
が
 旧
 

速
度
で
出
会
い
接
触
し
、
か
っ
て
な
い
広
域
の
地
域
 
統
 合
を
試
み
た
時
代
で
あ
る
（
た
と
え
 ぼ
セ
っ
 の
海
を
支
 配
し
た
と
い
う
大
英
 帝
 

固
め
よ
う
し
 、
し
か
し
結
局
は
、
世
界
は
分
裂
対
立
 
の
 状
態
に
あ
り
、
個
々
の
文
明
、
民
族
、
国
家
に
属
す
 
る
ひ
と
び
と
の
ア
イ
デ
 

ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
礎
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
社
会
 に
あ
り
、
人
類
全
体
に
は
及
ば
な
か
っ
た
。
 

こ
れ
は
わ
が
国
の
歴
史
を
考
え
て
み
れ
ば
不
思
議
で
は
 な
い
。
一
九
世
紀
中
頃
ま
で
、
日
本
人
の
意
識
は
日
本
 列
島
、
否
各
藩
学
位
 

0
 世
界
の
な
か
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
と
言
っ
て
 
さ
 え
 よ
い
。
「
 国
 」
と
い
う
の
は
日
本
全
体
を
さ
す
の
で
 
は
な
く
、
現
在
の
都
道
 

府
県
よ
り
も
多
く
は
小
さ
な
単
位
の
藩
を
さ
し
て
い
た
 
。
だ
か
ら
、
明
治
の
末
に
な
っ
て
も
、
森
鴎
外
は
 
、
 「
 
石
見
の
国
の
人
、
森
林
 

太
郎
」
と
い
う
墓
碑
銘
の
み
を
許
し
、
川
端
康
成
は
 
、
 軍
ョ
国
ヒ
の
 冒
頭
で
関
東
平
野
と
越
後
の
間
の
長
い
 
ト
 ン
ネ
ル
を
「
国
境
の
長
 

ハ
 ト
ン
ネ
ル
」
と
記
し
た
。
日
本
列
島
各
地
の
地
域
を
 越
え
た
日
本
人
と
い
う
国
民
意
識
は
、
明
治
以
降
の
近
 
代
 史
を
通
じ
て
は
じ
め
 

て
 現
実
的
な
も
の
に
な
っ
た
 、
と
 言
っ
て
も
過
言
で
は
 な
い
。
そ
う
し
た
国
民
意
識
が
ま
だ
固
ま
ら
な
い
時
期
 
に
 五
族
協
和
の
よ
う
な
 

超
民
族
的
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
 
の
は
、
日
本
の
悲
劇
で
あ
っ
た
。
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現
代
的
な
歴
史
状
況
と
し
て
存
在
し
て
い
る
地
球
人
 
類
 

人
類
を
め
ぐ
る
歴
史
状
況
と
人
類
意
識
は
、
し
か
し
な
 が
ら
第
二
次
世
界
大
戦
の
か
つ
て
な
い
惨
禍
を
経
て
 
、
 急
速
に
変
化
し
て
い
 

蹴
 

っ
た
よ
う
に
お
も
う
。
抽
象
的
で
普
遍
的
な
人
間
 性
 と
し
て
の
人
類
で
は
な
く
、
こ
の
地
球
上
に
存
在
す
 
る
 具
体
的
な
諸
民
族
、
諸
 文
 

学
 

%
 
 朗
、
諸
国
家
、
諸
国
民
の
総
体
が
、
人
類
と
し
て
 
考
え
ら
れ
得
る
よ
う
に
な
り
、
ま
た
そ
 う
 考
え
な
け
れ
 ぼ
 な
ら
な
い
よ
う
な
歴
史
 状
 

 
 

拘
 
泥
 が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
諸
国
家
、
諸
民
族
の
 争
い
を
武
力
に
よ
っ
て
で
な
く
話
し
合
い
に
よ
っ
て
 
解
 決
し
よ
う
と
い
う
精
神
で
生
 

 
 

欺
 
ま
れ
た
国
際
連
合
は
な
に
よ
り
も
、
そ
の
象
徴
で
 あ
る
。
 

 
 

N
a
 

（
～
 

0
 吊
 、
直
訳
す
る
と
諸
国
民
（
国
家
）
連
合
で
あ
 
る
 。
現
在
で
も
、
主
権
 
室
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三
一
地
球
人
類
の
誕
生
 

し
か
し
こ
れ
は
日
本
だ
け
の
特
殊
事
情
で
は
な
 

一
八
世
紀
末
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
る
フ
ラ
ン
ス
 

末
の
ビ
ス
マ
ル
ク
に
よ
る
プ
ロ
イ
セ
ン
時
代
で
あ
 

地
 帝
国
形
成
は
フ
ラ
ン
ス
に
お
お
き
く
遅
れ
を
と
 

ド
 、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
、
 北
 ア
イ
 

が
代
表
を
出
す
と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
こ
の
 

て
い
な
い
。
東
西
冷
戦
体
制
崩
壊
後
の
国
際
政
治
 

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
成
立
す
る
の
は
難
し
い
。
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
国
民
国
家
が
は
じ
め
て
は
 
つ
 き
り
と
成
立
し
た
の
は
、
 

で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
が
国
民
国
家
と
し
て
の
統
合
を
成
 し
 遂
げ
た
の
は
、
一
九
世
紀
 

り
 、
明
治
国
家
の
成
立
と
ほ
と
ん
ど
同
時
期
で
あ
っ
た
 。
そ
れ
ゆ
え
ド
イ
ツ
の
植
民
 

っ
た
 。
で
は
イ
ギ
リ
ス
は
ど
う
か
と
い
え
ば
、
イ
ギ
リ
 
ス
は
 今
で
も
、
イ
ン
グ
ラ
ン
 

ル
ラ
ン
ド
に
分
裂
し
、
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ
ー
の
世
界
 大
会
と
い
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
 

よ
う
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
先
進
諸
国
に
お
い
て
さ
え
国
民
 意
識
は
 未
 だ
充
分
確
立
さ
れ
 

は
 、
諸
国
家
の
分
裂
を
促
進
し
さ
え
し
て
い
る
。
そ
の
 
な
か
で
、
地
球
人
類
と
い
う
 



上
権
 ）
（
の
 

o
v
 

の
「
の
 

掻
 三
片
し
は
各
国
家
、
各
国
民
に
あ
る
 。
主
権
（
至
上
権
）
の
問
題
は
、
こ
れ
ま
で
主
権
在
民
 か
そ
れ
と
も
 王
 
（
天
皇
 -
 

に
あ
る
の
か
と
い
う
形
で
論
じ
ら
れ
や
す
か
っ
た
が
、
 国
際
化
時
代
に
お
け
る
現
代
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
 
、
主
権
は
王
で
あ
れ
 国
 

民
 で
あ
れ
、
国
家
に
属
す
と
考
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
 あ
ろ
う
。
し
か
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
最
大
の
政
 
治
 課
題
は
、
欧
米
列
強
 

に
よ
っ
て
植
民
地
化
さ
れ
主
権
を
失
っ
た
ア
ジ
ア
・
 
ア
 フ
リ
カ
諸
国
の
独
立
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
独
立
運
動
 
は
 国
家
主
権
の
原
則
を
 

い
っ
そ
う
推
し
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
仲
介
役
と
 
し
て
多
大
な
役
割
を
果
た
し
た
国
際
連
合
は
、
主
権
 
を
 有
す
る
諸
国
家
国
 

畢
の
連
合
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
最
高
権
力
者
も
 
、
「
事
務
総
長
」
と
い
う
名
前
に
象
徴
さ
れ
る
よ
 う
 に
 各
国
家
の
主
権
を
侵
す
 

よ
う
な
権
限
は
与
え
ら
れ
て
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
 も
か
か
わ
ら
ず
、
主
権
国
家
の
連
合
体
と
し
て
の
国
際
 
連
ム
ロ
 
が
成
立
し
た
こ
と
 

は
 、
王
権
国
家
の
主
権
性
に
事
実
上
な
ん
ら
か
の
制
約
 が
 生
じ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
 

し
か
し
地
球
人
類
と
し
て
の
一
体
感
を
よ
り
増
進
さ
せ
 
る
 上
で
決
定
的
な
役
割
を
は
た
し
た
の
は
、
グ
ロ
ー
バ
 
ル
 化
し
た
経
済
と
こ
 

れ
に
と
も
な
っ
て
地
球
人
類
を
襲
っ
た
二
つ
の
危
機
で
 あ
る
よ
う
に
思
う
。
二
つ
の
危
機
と
は
、
東
西
冷
戦
 
体
 制
 に
と
も
な
う
核
戦
争
 

に
よ
る
人
類
絶
滅
の
危
機
と
、
近
年
急
速
に
深
刻
度
が
 増
し
た
、
地
球
温
暖
化
、
大
気
汚
染
、
海
洋
汚
染
な
ど
 
の
 環
境
汚
染
問
題
で
あ
 

る
 。
こ
の
二
つ
の
危
機
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
経
済
 
と
と
も
に
、
人
類
が
国
家
主
権
の
枠
に
と
ど
ま
っ
て
 
い
 る
か
ぎ
り
何
ら
解
決
の
 

出
来
な
い
問
題
に
直
面
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
 、
人
類
に
教
え
る
大
き
な
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
 

地
球
人
類
を
基
礎
に
し
た
人
文
社
会
話
学
の
基
礎
付
け
 
の
 必
要
 

近
世
は
、
人
間
の
発
見
を
な
し
、
一
九
世
紀
は
社
会
の
 
発
見
を
な
し
た
、
と
い
う
田
辺
元
の
言
葉
を
ひ
き
と
る
 
な
ら
ば
、
 二
 0
 世
紀
 

は
地
球
的
存
在
と
し
て
の
人
類
を
発
見
し
た
、
と
舌
口
 え
 な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
こ
の
地
球
上
に
は
ま
だ
他
の
地
 
域
の
人
々
の
こ
と
に
 無
 

関
心
で
生
き
て
お
り
、
ま
た
無
関
心
で
も
生
き
得
て
い
 
る
 数
多
く
の
人
々
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ
 
る
 。
た
と
え
ば
ア
フ
リ
   



力
 め
 原
野
で
暮
ら
す
遊
牧
民
や
狩
猟
採
集
 民
 、
農
耕
 民
 の
 大
半
は
そ
う
で
あ
る
だ
ろ
う
。
実
を
舌
口
う
と
日
本
人
 の
 大
半
も
そ
う
か
も
し
 

れ
な
い
。
筆
者
の
よ
う
に
、
こ
の
 二
 0
 年
間
、
二
年
に
 
一
度
の
割
で
、
地
球
の
裏
側
の
ア
フ
リ
カ
に
で
か
け
る
 よ
う
な
研
究
生
活
を
送
 

っ
て
来
た
者
に
は
、
世
界
の
様
々
な
出
来
事
が
 ビ
シ
ビ
 シ
と
 身
に
こ
た
え
て
感
じ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
ず
っ
と
 
日
本
に
閉
じ
こ
も
っ
て
 

暮
ら
し
て
き
た
人
々
に
は
、
湾
岸
戦
争
、
ア
フ
リ
カ
の
 民
族
紛
争
と
舌
口
っ
て
も
ど
こ
か
よ
そ
の
星
の
で
き
ご
と
 の
よ
う
に
思
え
る
だ
 る
 

う
 。
地
球
人
類
の
救
済
と
い
う
問
題
意
識
を
日
常
的
感
 覚
 で
違
和
感
な
く
受
け
入
れ
ら
れ
る
人
と
、
「
 大
は
 ら
 」
の
よ
う
に
し
か
感
じ
 

ら
れ
な
い
人
が
 い
 る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、
量
的
に
は
 後
者
の
方
が
圧
倒
的
に
お
お
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
 
し
 前
者
の
数
が
急
速
に
 

増
大
し
、
そ
れ
は
筆
者
の
よ
う
に
特
殊
な
研
究
に
携
わ
 
る
も
の
に
限
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
 
、
ま
た
真
実
な
の
で
あ
 

る
 。
そ
も
そ
も
意
識
す
る
と
し
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
 日
本
人
の
主
要
食
料
の
多
く
は
米
を
除
い
て
海
外
依
存
 
率
 が
九
 0
 拷
 以
上
に
達
 

し
 、
主
要
鉱
物
資
源
の
海
外
依
存
率
も
九
 0
 拷
 以
上
に
 達
し
て
い
る
時
代
な
の
で
あ
る
。
 

地
球
的
存
在
と
し
て
の
人
類
は
す
で
に
現
代
の
歴
史
 
状
 況
 の
な
か
に
存
在
し
て
い
る
。
問
題
は
 、
 （
 
1
 ）
そ
の
こ
 と
が
充
分
意
識
さ
れ
 

て
い
る
ど
う
か
、
さ
ら
に
は
、
（
 2
 ）
こ
の
こ
と
の
意
味
 が
 充
分
把
握
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
（
 3
 ）
こ
の
こ
 と
が
、
人
々
や
企
業
、
 

国
家
、
学
問
に
お
け
る
実
際
の
新
た
な
行
動
指
針
と
な
 
っ
て
い
る
か
で
あ
る
。
「
地
球
的
存
在
と
し
て
の
人
類
 の
 研
究
を
そ
の
救
済
の
 

嫡
 
可
能
性
ま
で
含
め
て
可
能
に
す
る
 
ェ
ピ
ス
テ
 モ
ロ
 ジ
目
 
つ
ま
り
学
問
的
基
礎
の
探
求
」
が
課
題
で
あ
る
 と
し
た
拙
著
「
 異
 次
元
交
換
 

ね
め
 政
治
人
類
 宣
 が
主
に
目
的
と
し
た
の
は
、
 こ
 の
 （
 
2
 ）
の
問
題
を
問
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
 -
1
 
）
の
レ
ベ
ル
に
は
す
で
に
 

 
 

㈹
達
し
て
地
球
的
存
在
と
し
て
の
人
類
観
念
に
す
で
 

に
 驚
か
な
く
な
っ
て
い
る
現
代
に
お
い
て
も
、
そ
の
こ
 
と
の
意
味
が
充
分
認
識
さ
れ
 

ぬ
 
て
い
る
と
は
思
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
現
代
に
お
 
い
て
も
人
文
社
会
系
譜
学
の
基
礎
に
な
っ
て
い
る
の
は
 、
依
然
と
し
て
西
洋
近
世
が
 

埋
 
生
み
出
し
た
普
遍
と
し
て
の
人
間
性
の
観
念
で
あ
 
り
 、
政
治
運
動
と
し
て
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
の
基
 礎
 に
な
っ
て
い
る
の
も
同
じ
   



普
遍
と
し
て
の
人
間
性
の
観
念
で
あ
る
。
地
球
的
存
在
 
と
し
て
の
人
類
を
基
礎
に
お
い
て
人
文
社
会
科
学
を
構
 築
 し
な
お
さ
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
し
、
新
た
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
を
も
 
生
 み
 出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
ら
た
な
企
業
倫
理
も
 
生
み
出
さ
な
く
て
は
な
 

ら
な
い
。
ポ
ス
ト
近
代
の
最
大
の
知
的
課
題
は
こ
こ
に
 あ
る
。
 

普
遍
的
人
間
性
を
基
礎
に
お
く
人
間
と
そ
の
文
化
社
会
 
の
 研
究
と
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
思
想
の
最
大
の
問
題
点
 
は
 

一
言
で
言
え
ば
、
 

同
一
性
・
普
遍
性
に
最
高
価
値
を
お
い
て
こ
れ
し
か
 
求
 め
な
い
た
め
に
、
人
類
文
化
社
会
の
多
様
性
、
独
自
性
 
を
 評
価
し
得
な
い
こ
と
 

で
あ
る
。
特
に
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
思
想
と
し
て
問
題
 
な
の
は
、
こ
の
考
え
は
人
間
と
し
て
の
同
一
性
・
普
遍
 性
 が
な
け
れ
ば
人
類
語
 

文
化
社
会
民
族
の
共
存
は
不
可
能
だ
と
い
う
考
え
方
を
 
前
提
に
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
異
質
な
多
様
性
に
 
ょ
 っ
て
成
り
立
つ
人
類
と
 

い
う
 考
え
方
を
持
ち
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。
普
遍
的
人
 
間
性
を
基
礎
に
お
く
人
文
社
会
系
詩
学
 も
 、
暗
黙
の
う
 ち
に
、
異
質
な
多
様
性
 

を
 排
除
し
た
一
般
理
論
の
構
築
を
目
指
し
て
き
た
よ
 
う
 に
お
も
う
。
そ
う
で
は
な
く
、
異
質
な
多
様
性
を
一
つ
 
の
 統
一
体
と
し
て
理
解
 

す
る
よ
う
な
人
類
理
解
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
 簡
単
な
よ
 う
 で
い
て
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
 

た
だ
し
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
ポ
ス
ト
 近
代
の
課
題
は
や
や
も
す
る
と
普
遍
性
を
否
定
し
た
 
歴
 史
 主
義
の
方
向
だ
と
 

考
え
ら
れ
や
す
い
こ
と
で
あ
る
。
 本
 特
集
の
テ
ー
マ
名
 
「
近
代
・
ポ
ス
ト
近
代
と
宗
教
的
多
元
性
」
の
「
多
元
 性
 」
と
い
う
考
え
方
に
 

も
こ
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
現
代
の
最
大
の
知
 的
 課
題
は
、
そ
の
「
多
元
性
」
を
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
 統
一
体
と
し
て
と
ら
え
 

チ
 
Ⅰ
ゆ
く
 木
げ
に
肛
 

あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
舌
ロ
 い
 換
え
る
 と
 、
人
類
観
念
を
破
壊
す
る
こ
と
で
な
く
、
あ
ら
た
な
 
人
類
観
念
を
構
築
す
る
 

こ
と
な
の
で
あ
る
。
 

こ
の
た
め
の
 一
 ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
地
球
人
類
の
歴
史
 的
 空
間
的
ビ
ジ
ョ
ン
の
試
案
を
最
後
に
、
提
示
し
て
お
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図 2 地球人類の形成虫 
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は
 結
局
爬
虫
類
が
突
然
何
ら
か
の
理
由
で
滅
び
た
後
の
 
場
所
に
栄
え
た
ら
し
い
が
、
そ
の
分
布
の
中
心
は
草
原
 
で
あ
っ
た
。
草
原
の
草
 

本
を
 餌
 と
す
る
草
食
哺
乳
類
が
栄
え
、
さ
ら
に
こ
れ
を
 捕
え
て
生
き
る
肉
食
獣
も
あ
ら
わ
れ
た
。
し
か
し
 
森
と
 い
う
三
次
元
空
間
は
長
 

い
間
 哺
乳
類
 ハ
渓
家
 と
な
ら
な
か
っ
た
が
、
サ
ル
が
 こ
 れ
を
 棲
 家
に
す
る
こ
と
に
成
功
す
る
。
人
間
が
サ
ル
 
か
 ら
 受
け
継
い
だ
い
く
つ
 

か
の
特
徴
、
た
と
え
ば
物
を
立
体
視
す
る
こ
と
を
可
能
 
に
す
る
両
眼
 視
や
 、
親
指
が
他
の
指
と
向
き
合
う
こ
と
 
に
よ
っ
て
物
を
つ
か
む
 

こ
と
を
可
能
に
さ
せ
た
 栂
指
 対
向
な
ど
は
、
サ
ル
の
森
 で
の
生
活
に
よ
っ
て
獲
得
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
 
ナ
つ
 
。
 

生
命
の
新
し
い
進
化
は
こ
の
よ
う
に
、
生
命
が
新
し
い
 
棲
家
 
（
ニ
ッ
チ
 ェ
 ）
を
発
見
し
こ
れ
を
開
発
す
る
こ
 
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
 

る
 。
た
だ
し
そ
れ
は
、
生
命
が
新
た
な
環
境
に
自
己
を
 
適
応
さ
せ
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
。
生
命
 
種
 と
は
こ
う
し
た
意
味
 

で
、
生
命
の
自
己
限
定
で
あ
る
。
し
か
し
地
球
上
の
極
 め
て
多
様
な
環
境
に
自
己
限
定
し
た
生
命
 種
 が
続
々
 と
 誕
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
 

て
 、
生
命
は
地
球
全
体
に
そ
の
隅
々
に
ま
で
広
が
る
こ
 
と
に
な
っ
た
。
 

文
化
的
適
応
放
散
に
よ
る
人
類
進
化
 

こ
う
し
た
生
命
進
化
の
過
程
か
ら
み
る
と
、
人
類
の
進
 化
は
こ
れ
ま
で
の
生
命
進
化
の
規
則
に
外
れ
て
い
る
。
 
何
故
な
ら
、
人
類
は
 

ひ
と
っ
の
生
命
 種
 で
あ
り
な
が
ら
、
地
球
全
体
へ
と
 ひ
 ろ
が
っ
て
い
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
地
球
上
の
特
定
の
環
 
境
 に
適
応
せ
ず
、
地
球
 

全
体
へ
と
そ
の
環
境
の
多
様
性
に
か
か
わ
ら
ず
広
が
っ
 
て
い
っ
た
。
そ
れ
は
人
間
が
文
化
を
も
っ
た
か
ら
で
あ
 
る
 。
文
化
に
よ
っ
て
 人
 

間
は
人
工
的
な
環
境
を
つ
く
り
地
球
全
体
へ
と
ひ
ろ
が
 

っ
て
い
っ
た
。
こ
れ
を
河
合
（
オ
ズ
ボ
ー
ン
）
は
 
文
 化
的
 放
散
と
よ
ん
で
 
ぃ
 

る
 。
し
か
し
こ
の
文
化
的
放
散
は
、
地
球
上
に
実
に
多
 
様
な
文
化
・
社
会
、
部
族
・
民
族
を
つ
く
り
あ
げ
た
。
 
つ
ま
り
人
類
は
、
生
物
 

学
的
 種
の
 レ
ベ
ル
に
お
い
て
は
自
己
限
定
を
し
な
か
っ
 た
が
、
文
化
の
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
は
生
物
種
と
同
じ
 
よ
う
な
多
様
性
を
生
み
 

出
し
た
。
生
物
種
と
し
て
の
人
類
の
地
球
全
体
へ
の
 
放
 散
は
 、
そ
れ
故
、
文
化
的
な
適
応
放
散
に
よ
っ
て
成
し
 
遂
げ
ら
れ
た
、
と
舌
口
 
え
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、 が き五 ロ 口 

ま @ 
ぃ 文 で が 

は 化 あ も か つ む 文 
同 の る う 
一 献 。 一 

な て ど イヒ 

い フ   と 

0 合 国 度 最 つ 広 そ 
信 の 家 再 近 た い   
仰 結 の 統 ま でと 、 立 味 ， 巳 、 環   な 点 は 合 

お 言 
境 

よ 、 ノ 上上 し ど で じ す で の 

う な し 、 に あ ま ろ 堤 昆 

な ら て 西 よ り リ ブ   @ 
文 は ぃ 洋   、 は ロ わ 2  ィ ヒ @@ @@. ひ 

明 、 た 近 て 一 都 セ ね い レ 対 
結 っ 市 ス て で ヴ 応 
び の 国 が い る ェ 関 
つ 邦 家 地 た ろ ル 係 
い 市 と 球 ブ ラ @ が 、   て が い の ロ 。 お あ 
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る
 だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
人
類
の
文
化
的
適
応
放
散
の
 
場
合
、
文
化
と
環
境
の
間
に
は
、
生
命
の
生
物
学
的
な
 
適
応
放
散
に
お
け
る
 種
 



こ
う
し
た
巨
大
文
明
圏
成
立
に
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
 ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
、
交
易
商
業
路
あ
る
い
は
海
上
・
 河
川
運
輸
の
発
達
が
 

不
可
欠
で
あ
っ
た
が
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
 
教
 、
仏
教
、
儒
教
の
よ
う
な
世
界
宗
教
の
成
立
も
不
可
欠
 
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
 

い
 。
と
い
う
の
も
、
上
に
あ
げ
た
四
つ
の
文
明
圏
は
 
、
 こ
の
よ
う
な
世
界
宗
教
の
分
布
と
密
接
に
か
か
わ
り
 
あ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
 

る
 。
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
圏
は
イ
ス
ラ
ー
ム
 
教
と
 、
キ
リ
 ス
ト
散
地
中
海
文
明
圏
は
キ
リ
ス
ト
教
と
、
中
国
文
 
明
 圏
は
大
乗
仏
教
と
 儒
 

教
 、
イ
ン
ド
文
明
圏
は
小
乗
仏
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
 
と
 密
接
に
か
か
わ
り
あ
い
な
が
ら
発
展
し
た
。
 

地
球
文
明
の
成
立
 

し
か
し
一
五
世
紀
末
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ス
ペ
イ
ン
を
 中
 心
と
す
る
大
航
海
時
代
の
幕
開
け
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
 
ト
教
 ヨ
ー
ロ
ッ
パ
 世
 

界
の
大
拡
大
が
は
じ
ま
る
。
そ
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
 
キ
リ
ス
ト
教
地
中
海
世
界
の
辺
境
で
あ
る
大
西
洋
岸
に
 位
置
し
て
い
た
国
々
で
 

あ
る
。
大
西
洋
は
そ
れ
ま
で
の
航
海
技
術
で
は
利
用
不
 可
能
な
海
洋
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ン
プ
ス
に
よ
る
大
西
 
洋
 横
断
の
成
功
と
と
も
 

に
 、
大
西
洋
は
新
た
な
交
流
の
媒
体
と
な
り
、
新
大
陸
 
に
は
 ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
な
だ
れ
を
つ
っ
て
移
住
を
は
じ
 め
 、
こ
れ
ま
で
の
人
類
 

・
ス
ー
ダ
ン
地
帯
で
も
、
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
圏
へ
と
 

く
み
こ
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
自
の
文
明
形
成
を
お
 

 
 

-
 
Ⅱ
 -
 

こ
れ
を
政
治
的
行
政
的
に
統
一
す
る
よ
う
な
政
治
秩
序
 は
か
な
ら
ず
し
も
必
要
な
い
か
ら
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
 
ア
 、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
 ま
 

で
ふ
く
の
た
イ
ン
ド
文
明
圏
全
体
を
覆
 う
 よ
う
な
一
 つ
 の
 帝
国
が
成
立
し
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
 
文
明
圏
を
ひ
と
つ
に
 覆
 

う
 帝
国
も
成
立
し
た
こ
と
が
な
い
。
し
か
し
地
域
的
交
 流
 圏
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
 

こ
う
し
た
文
明
圏
の
周
辺
地
域
は
、
そ
の
文
明
圏
に
少
 な
く
と
も
文
化
レ
ヴ
ェ
ル
で
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に
よ
 
っ
て
、
独
自
の
小
文
 

明
 形
成
も
お
こ
な
っ
た
。
日
本
が
、
中
国
と
の
交
流
に
 
よ
っ
て
仏
教
、
儒
教
、
文
字
文
化
か
ら
都
城
制
度
、
法
 
律
 体
系
を
学
ぶ
こ
と
に
 

よ
り
独
自
の
文
明
形
成
を
お
こ
な
っ
た
の
は
そ
の
好
例
 
で
あ
ろ
う
。
わ
た
し
が
長
ら
く
研
究
し
て
い
る
サ
ハ
 
ラ
 砂
漠
雨
縁
 の
 サ
ー
 へ
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か 済 が 

ら き 地 シ 握 
も わ 球 ス る 
極 め 時 テ か 
め て 代 ム と 

て 荒 の の ぃ 
持 っ 宗 領 う 

殊 は 教 城 間 
な い 学 で 題 

現 ス 織 に 
代 ケ 烈 起 
人 ッ に 因 

類 チ 
が で 

繰 し 

り て 
置 恐 広 い か れで 縮 げら る、 
て あ れ と 

い っ て 見 
る た い る 

歴 史、 が 
る こ と 

状 図 が 

況 2 
が に 

出 

明 示 
来 
る 

確 し 

に た 現 
一 可て よ 在 
さ " っ そ 
れ な の 

う 図 戦 
る 式   
の に 下目 @.@@ @ 
で お 
は い ， It 
な て   報 

シ 

だ 人 ス 

ろ 類 テ 
う 史 ム 

か あ と る グ 
    
@.@@ イネ @   
生   
-@- 

叩史 

  
イヒ 

的 し 

観 た 
占   経 

  

更
 に
な
か
っ
た
新
し
い
文
明
圏
が
形
成
さ
れ
 

パ
は
 地
球
全
体
の
支
配
へ
と
動
い
て
ゆ
く
。
 

打
ち
破
る
、
地
球
規
模
の
交
流
体
系
で
あ
る
 

立
を
内
包
し
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
 

リ
カ
 の
内
陸
地
域
な
ど
に
お
い
て
は
、
す
で
 

で
 成
立
し
て
お
り
、
そ
の
後
遺
症
は
今
も
大
 

し
か
し
な
が
ら
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
の
「
 文
 

大
航
海
時
代
以
来
の
歴
史
の
流
れ
の
方
向
は
 

は
む
か
っ
て
い
た
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
 

部
 全
域
に
ま
た
が
る
大
帝
国
の
建
設
を
試
み
 

｜
ム
 文
明
の
広
大
な
地
域
へ
の
拡
大
も
 、
た
 

よ
 、
一
九
 ｜
二
 0
 世
紀
に
生
じ
た
世
界
大
戦
 る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
得
ら
れ
た
富
を
 
比
目
見
 

示
に
 、
一
九
世
紀
、
ヨ
ー
ロ
ッ
 

こ
う
し
て
成
立
し
た
「
近
代
シ
ス
テ
ム
」
 ほ
 、
こ
れ
ま
 で
の
「
世
界
帝
国
」
の
閉
鎖
性
を
 

こ
と
を
、
ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
は
強
調
す
る
の
で
あ
 
る
が
、
そ
れ
が
実
際
は
新
た
な
 対
 

、
す
で
に
指
摘
し
た
。
ま
た
、
別
項
で
強
調
し
た
 
ょ
，
 
っ
に
 、
「
近
代
シ
ス
テ
ム
」
は
 ア
フ
 

に
 存
在
し
て
い
た
イ
ス
ラ
ー
ム
文
明
圏
の
交
流
体
系
を
 
む
し
ろ
 ず
 た
ず
た
に
切
り
裂
く
 形
 

一
仏
 
-
 

き
い
 の
で
あ
る
。
 

明
の
衝
突
 ヒ
が
 今
な
お
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 状
 況
 が
存
在
し
て
い
る
と
し
て
も
、
 

、
地
域
割
拠
的
で
あ
っ
た
四
大
文
明
圏
の
枠
を
越
え
た
 
地
球
規
模
の
交
流
圏
を
作
る
方
向
 

あ
る
い
は
、
こ
う
し
た
地
球
文
明
形
成
の
動
き
は
、
 
た
 と
え
ば
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
中
央
 

た
 モ
ン
ゴ
ル
時
代
に
す
で
に
芽
生
え
て
い
た
か
も
し
れ
 な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
イ
ス
ラ
 

ん
 な
る
地
域
文
明
を
越
え
た
文
明
形
成
の
萌
芽
で
あ
っ
 
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
 

な
ど
の
大
紛
争
と
大
惨
禍
は
、
こ
う
し
た
地
球
規
模
の
 
交
流
圏
形
成
の
へ
ゲ
モ
ニ
ー
を
 誰
 



あ
る
。
 

安
明
 の
衝
 き
 

的
 価
値
観
が
普
遍
 

ロ
ギ
ー
の
対
立
は
 

と
で
あ
る
。
し
か
 

値
 観
を
す
べ
て
の
 

よ
う
と
い
う
、
 い
 

あ
る
。
そ
れ
は
 地
 

か
も
し
れ
な
い
と
 

の
 議
論
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
社
会
主
義
体
制
 
の
 崩
壊
に
と
も
な
っ
て
、
自
由
主
義
的
で
民
主
的
な
 
西
欧
 

的
な
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
の
だ
か
ら
、
 
そ
れ
が
全
世
界
に
い
よ
い
よ
広
が
る
は
ず
だ
、
も
う
 
ィ
 デ
ォ
 

な
く
な
り
、
「
歴
史
は
終
わ
っ
た
」
と
い
う
勝
ち
誇
っ
 た
 認
識
が
ア
メ
リ
カ
な
ど
を
中
心
に
広
く
広
が
っ
て
 
い
 る
こ
 

し
 ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
態
度
は
他
文
明
の
 抹
殺
論
と
な
り
、
文
明
の
衝
突
を
ひ
き
お
こ
す
、
西
欧
 
的
価
 

 
 

力
は
 強
い
。
し
た
が
っ
て
 、
 様
々
な
文
明
の
立
場
を
尊
 重
し
 

わ
ば
文
明
相
対
主
義
の
立
場
に
た
っ
て
い
る
の
で
あ
る
 が
 、
文
明
の
衝
突
を
め
ぐ
っ
て
は
、
も
う
一
つ
の
可
能
 
性
が
 

球
人
類
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
く
、
諸
文
明
、
諸
既
成
案
 
教
の
基
礎
の
 う
 え
に
、
あ
ら
た
な
地
球
的
宗
教
が
成
立
 
す
る
 

い
 う
 可
能
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
従
来
の
よ
う
な
宗
教
的
 様
相
を
と
ら
な
く
て
も
い
い
。
地
球
時
代
に
ふ
さ
わ
し
 
い
倫
 

こ
の
図
式
か
ら
、
宗
教
学
的
に
み
て
興
味
深
い
い
く
つ
 
か
の
研
究
課
題
が
ひ
き
だ
せ
る
。
 

ま
ず
第
一
に
は
、
一
九
世
紀
的
な
人
間
精
神
発
達
史
観
 
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
古
典
的
宗
教
学
の
い
わ
ゆ
 
る
 未
開
宗
教
と
世
界
 

宗
教
の
ち
が
い
と
い
う
問
題
を
、
こ
の
図
式
に
も
と
づ
 
い
て
 再
 解
釈
で
き
な
い
か
と
い
う
課
題
が
浮
か
び
上
が
 
る
 。
い
わ
ゆ
る
未
開
 宗
 

教
 と
い
う
の
は
、
人
類
進
化
の
文
化
的
適
応
放
散
の
時
 代
の
環
境
適
応
と
文
化
多
様
化
の
プ
ロ
セ
ス
の
時
代
に
 
対
応
し
た
宗
教
で
、
 世
 

界
 宗
教
は
文
明
形
成
 期
 に
対
応
し
た
宗
教
と
し
て
理
解
 し
な
お
す
可
能
性
で
あ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
は
、
 
世
界
宗
教
に
つ
き
ま
と
 

う
 土
着
的
な
未
開
宗
教
と
の
シ
ン
ク
レ
テ
ィ
ズ
ム
の
間
 題
は
 つ
い
て
も
、
よ
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
解
釈
が
可
能
 と
な
る
。
 

第
二
に
、
現
代
の
地
球
文
明
時
代
、
地
域
文
明
 
朗
 に
形
 成
さ
れ
た
世
界
宗
教
観
の
対
話
と
交
流
あ
る
い
は
衝
突
 
が
 現
代
的
な
テ
ー
マ
 

と
し
て
浮
き
上
が
っ
て
く
る
。
文
明
の
衝
突
論
も
そ
の
 
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
文
明
の
衝
突
論
に
は
欠
け
 
て
い
る
重
要
な
視
点
が
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百
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9
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-
0
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（
 
I
 一
 

（
 
2
-
 

末
木
立
美
 士
 、
書
評
「
嶋
田
義
仁
 著
 
「
 異
 次
元
交
換
の
政
治
人
類
 学
巳
 
「
宗
教
研
究
」
 
三
 0
0
 
号
 、
一
九
九
四
年
。
 

G
.
 
レ
 ヴ
ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
 
-
 塙
嘉
 音
訳
 一
 「
人
類
学
の
創
始
者
 ル
 ッ
 ソ
ー
」
山
口
昌
男
 
編
 
「
未
開
と
文
明
」
平
凡
社
、
一
九
六
九
 
年
 。
 

G
.
 
ジ
ン
メ
ル
 
-
 清
水
難
太
郎
訳
）
「
社
会
学
の
根
本
問
題
 

ヒ
岩
 波
 文
庫
、
一
九
七
九
年
、
一
 
0
 六
頁
。
 

同
掲
書
 、
一
 
0
 七
頁
。
 

モ
ー
リ
ス
・
リ
ン
ハ
ー
ト
 

-
 長
島
信
弥
 訳
一
 
「
社
会
人
類
学
」
 

岩
 波
 書
店
、
一
九
六
 セ
年
 、
二
頁
。
 

ク
ラ
イ
ド
・
ク
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ン
 

-
 外
山
 滋
比
 古
調
）
「
文
化
人
類
 学
の
世
界
し
講
談
社
新
書
、
一
九
七
一
年
、
三
 
0
 ｜
 三
一
頁
。
 

E
.
 
マ
イ
ナ
ー
「
歴
史
の
理
論
と
方
法
」
 

E
.
 
マ
イ
ヤ
ー
 &
M
 

ウ
ェ
ー
バ
ー
 
一
 盛
岡
弘
通
訳
）
「
歴
史
は
科
学
か
目
み
す
ず
書
房
 

一
九
六
五
年
。
 

E
.
 
デ
ュ
ル
ケ
ー
ム
一
宮
島
高
調
 - 「
社
会
学
的
方
法
の
基
準
 ヒ
 岩
波
文
庫
、
一
九
七
八
年
、
一
六
七
頁
。
 

 
 

同
 損
害
、
一
六
九
頁
。
 

 
 
 
 

 
 

拙
稿
「
科
学
と
し
て
の
宗
教
、
救
済
と
し
て
の
宗
教
」
長
谷
正
宮
 ・
細
谷
昌
志
 編
 
「
宗
教
の
根
源
性
と
現
代
 口
 第
二
巻
、
 

晃
 洋
書
 ぼ
 、
近
刊
。
 

 
 

田
渇
元
 
「
 田
漫
 元
全
集
」
 

六
 、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
三
年
、
吾
一
 
一
頁
。
 -
 漢
字
は
現
代
表
記
に
変
え
た
。
 
-
 

 
 

拙
著
「
 異
 次
元
交
換
の
政
治
人
類
学
 口
頸
 草
書
房
、
一
九
九
三
年
 、 -
 
八
二
一
 
｜
上
 八
市
日
夏
。
 

第
三
に
は
、
こ
う
し
た
「
地
球
的
宗
教
」
が
、
現
在
テ
ク
 ク
 

通
運
輸
シ
ス
テ
ム
、
金
融
シ
ス
テ
ム
、
軍
事
シ
ス
テ
ム
 
の
グ
 

う
 か
び
あ
が
る
。
 

現
代
の
宗
教
研
究
者
は
、
地
球
的
人
類
の
立
場
に
立
っ
て
 て
 

と
し
て
存
在
す
る
よ
う
に
な
っ
た
地
球
人
類
が
、
試
行
 錯
誤
 

注
意
を
は
も
う
必
要
が
あ
る
。
 

ノ
ロ
ジ
ー
優
先
で
進
め
ら
れ
て
い
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
（
 
電
子
情
報
網
、
 交
 

ロ
ー
バ
ル
化
な
ど
と
、
ど
の
よ
う
な
関
係
を
も
っ
か
 

、
と
い
う
課
題
が
 

の
 過
去
の
宗
教
理
論
と
既
成
宗
教
の
理
論
的
整
理
と
と
 
も
に
、
歴
史
状
況
 

に
ま
み
れ
て
今
生
み
出
そ
う
と
し
て
い
る
あ
た
ら
し
い
 価
値
の
創
造
に
 、
 

理
 観
、
人
生
観
、
他
界
観
の
可
能
性
で
あ
る
。
 



お
 ）
こ
の
図
は
、
日
本
沙
漠
学
会
 二
 0
0
0
 
年
度
秋
季
公
開
 シ
 ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る
講
演
「
沙
漠
か
ら
み
た
文
明
史
」
で
 公
 表
さ
れ
た
が
 
ミ
 乾
燥
地
 

域
の
環
境
変
動
１
人
類
誕
生
か
ら
現
代
ま
で
」
日
本
沙
漠
 
学
ム
 三
一
 0
0
0
 
年
度
秋
季
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
名
古
屋
大
学
実
行
 委員
 含
 、
関
連
す
㏄
 

る
 研
究
に
は
次
が
あ
る
。
「
生
物
的
な
限
界
環
境
下
に
お
け
る
 

人
 間
 生
活
の
危
機
と
そ
の
克
服
方
法
に
関
す
る
学
際
的
比
較
研
究
 

砂
漠
化
と
都
市
 

陶
 

 
 

化
が
生
み
出
す
限
界
環
境
を
中
心
に
」
「
砂
漠
化
へ
の
社
会
的
 
宗
 教
 的
対
応
の
研
究
」
 
申
 静
岡
大
学
学
内
特
別
研
究
報
告
 ヒ
 第
一
号
 
一
九
九
九
年
。
 

「
生
物
的
な
限
界
環
境
下
に
お
け
る
人
間
生
活
の
危
機
と
そ
の
 

克
 服
 方
法
に
関
す
る
学
際
的
比
較
研
究
 ｜
 
砂
漠
化
と
都
市
化
が
生
 み
 出
す
限
界
環
境
 

を
 中
心
に
」
「
乾
燥
地
を
生
き
る
知
恵
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
「
 

静
岡
大
学
学
内
特
別
研
究
報
告
 ヒ
 第
二
号
、
二
 
0
0
0
 
年
 。
「
 文
 明
 と
し
て
の
 
イ
ス
 

ラ
ー
ム
ア
フ
リ
カ
に
お
い
て
「
野
蛮
」
と
「
文
明
」
を
考
え
 

る
 」
阿
部
泰
郎
・
小
川
正
 廣
編
 
「
「
文
明
」
と
は
何
か
「
野
蛮
」
 
と
は
何
か
 ヒ
 名
吉
 

尾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
、
名
古
 
尾
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
 

0
0
 

一
年
。
 

向
 -
 
拙
稿
「
 西
 ア
フ
リ
カ
の
地
域
構
造
と
世
界
」
高
谷
好
一
編
 著
ズ
 地
域
間
研
究
）
の
試
み
世
界
の
中
で
地
域
を
と
ら
 
ぇ
 る
 -
 七
こ
京
都
大
学
出
 

版
 会
、
一
九
九
九
年
、
参
照
。
 

@
@
 
 以
下
の
拙
稿
・
拙
著
参
照
。
「
牧
畜
イ
ス
ラ
ー
ム
国
家
の
 

人
類
学
」
世
界
思
想
 社
 、
一
九
九
五
年
。
「
ト
ラ
ン
ス
・
サ
ハ
 

三
 交
渉
 史
 」
宮
本
正
興
・
 
松
 

日
乗
二
編
著
「
新
書
ア
フ
リ
カ
 史
 」
講
談
社
、
一
九
九
七
年
。
「
 
優
雅
な
ア
フ
リ
カ
日
明
石
書
店
、
一
九
九
八
年
。
「
 
西
 ア
フ
リ
カ
 
の
 地
域
構
造
と
世
 

界
 」
高
谷
好
一
編
著
 ズ
 地
域
間
研
究
）
の
試
み
１
世
界
の
中
 
で
 地
域
を
と
ら
え
る
一
正
こ
京
都
大
学
出
版
会
、
一
九
九
九
年
。
 

-
 的
 
筆
者
は
サ
ハ
ラ
雨
縁
の
民
族
紛
争
の
み
な
ら
ず
沙
漠
化
 
問
 題
の
背
後
に
あ
る
の
は
こ
の
問
題
だ
と
考
え
て
い
る
。
以
下
の
 拙
稿
参
照
。
「
サ
ヘ
ル
の
 

「
内
陸
化
」
と
「
後
進
化
」
」
 門
 村
治
・
勝
俣
 誠
編
 
「
サ
ハ
ラ
の
 ほ
 と
り
」
 T
O
T
O
 

出
版
、
一
九
九
三
年
。
「
人
間
生
活
の
面
か
ら
 

み
た
砂
漠
化
と
 
干
 

ぼ
っ
の
防
止
策
」
「
平
成
一
 
0
 年
度
砂
漠
化
防
止
対
策
推
進
支
援
 調
査
業
務
報
告
書
」
 

-
 
財
 -
 地
球
・
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
一
九
九
 九
年
。
 西
 ア
フ
リ
カ
 

に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
問
題
サ
ハ
ラ
を
め
ぐ
っ
て
国
際
政
治
 

が
 動
く
」
「
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
一
五
五
号
、
都
市
出
版
、
二
 

0
 0
 
一
年
六
月
。
「
 沙
 

漠
 化
と
民
族
紛
争
の
背
後
に
あ
る
も
の
」
和
田
正
平
編
「
現
代
 ア フ
リ
カ
の
民
族
関
係
日
明
石
書
店
、
二
 

0
0
 

一
年
。
 



一
ポ
ス
ト
近
代
論
と
宗
教
 

一
九
八
 0
 
年
代
か
ら
文
化
論
や
社
会
論
に
お
い
て
、
 あ
 る
い
は
思
想
界
で
展
開
さ
れ
た
ポ
ス
ト
近
代
を
め
ぐ
る
 議
論
は
、
宗
教
を
め
 

 
 

ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
語
り
の
な
か
に
も
飛
び
火
 し
、
 

広
が
っ
 
て
い
っ
た
。
 
九
 0
 
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
流
行
概
念
 と
し
て
の
喚
起
 力
 が
後
 

 
 
 
 
 
 
 
 

返
 す
る
と
と
も
に
、
よ
り
冷
静
な
立
場
か
ら
、
社
会
友
 動
 に
関
わ
る
概
念
と
し
て
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
 や
 ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ゼ
ー
シ
 

 
  

 

コ
 
ン
と
の
関
連
で
、
こ
の
数
十
年
の
宗
教
変
容
を
検
討
 す
る
作
業
が
行
わ
れ
る
 よ
 う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
 

そ
こ
で
の
議
論
は
お
よ
 

八
 論
文
要
旨
 V
 
 宗
教
と
ポ
ス
ト
近
代
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
 九
 0
 年
代
に
は
い
っ
て
、
宗
教
と
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
関
係
 を
め
ぐ
る
問
い
に
そ
の
 

重
心
を
移
し
て
き
た
。
し
か
し
そ
こ
で
の
議
論
は
、
容
易
に
収
束
 
を
 見
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
「
ポ
ス
ト
近
代
」
に
関
わ
る
 
諸
 概
念
を
直
接
分
析
 概
 

念
 と
し
て
 m
 い
 て
「
ポ
ス
ト
近
代
的
宗
教
 / 宗
教
性
」
と
は
何
か
 と
い
う
問
い
に
答
え
を
出
す
こ
と
は
し
な
い
。
以
下
の
試
論
の
 目
指
す
と
こ
ろ
は
、
 

し
ば
し
ば
ポ
ス
ト
近
代
的
宗
教
性
を
先
取
り
し
た
と
舌
口
わ
れ
る
 

思
 想
 家
で
あ
る
 G
.
 ジ
ン
メ
ル
、
お
よ
び
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
宗
教
を
 自
ら
 標
傍
 す
る
思
想
 

家
 、
 D
.
 キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
両
者
の
宗
教
構
想
を
取
り
あ
げ
、
両
者
 の
 宗
教
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
も
 し
そ
う
望
む
な
ら
お
 

そ
ら
く
「
ポ
ス
ト
近
代
的
」
と
呼
ば
れ
う
る
宗
教
性
の
、
一
世
紀
 
に
お
よ
ぶ
系
譜
と
変
容
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
あ
る
。
 

ハ
 キ
ー
ワ
ー
ド
 V
 
 ポ
ス
ト
近
代
論
、
ジ
ン
メ
ル
、
キ
ュ
ー
 ピ
ツ
 ト
 、
宗
教
性
、
実
在
論
Ⅰ
非
実
在
論
 

深 

澤 

英 

隆 

「
ポ
ス
ト
近
代
的
宗
教
性
」
の
条
件
 ?
 

ジ
ン
メ
ル
と
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
を
め
ぐ
っ
て
  
 



そ
 一
様
な
も
の
と
は
言
え
な
い
。
そ
も
そ
も
ポ
ス
ト
 近
 代
 を
め
ぐ
る
諸
概
念
一
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
 
ニ
テ
ィ
ー
、
年
山
ス
ト
モ
 

ダ
ニ
ズ
ム
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
等
々
）
の
 
概
 念
 規
定
や
そ
の
概
念
と
し
て
の
有
効
性
そ
の
も
の
に
 
対
 す
る
評
価
が
ま
ち
ま
ち
 

一
 
i
 一
 

で
あ
り
、
ま
た
宗
教
理
解
へ
の
そ
の
適
用
の
是
非
と
い
 
っ
 た
こ
と
も
、
お
よ
そ
意
見
の
一
致
を
見
て
い
な
い
。
 
し
か
し
テ
ィ
ー
 ヴ
 な
 意
 

味
 で
の
時
代
論
的
思
考
が
も
は
や
意
味
を
な
さ
な
い
と
 い
う
こ
と
は
共
通
理
解
と
し
て
あ
る
。
そ
の
う
え
で
、
 
近
代
あ
る
い
は
そ
れ
 以
 

前
の
宗
教
と
現
代
宗
教
と
の
連
続
性
と
断
絶
を
ど
う
と
 
ら
え
る
か
、
ま
た
そ
れ
が
現
代
の
社
会
 
1
 文
化
変
容
と
 ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
 

い
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
て
い
る
。
 

ポ
ス
ト
近
代
が
宗
教
の
再
興
の
時
代
、
し
か
も
多
元
主
 義
 的
な
か
た
ち
で
の
宗
教
の
再
出
現
の
時
代
で
あ
る
と
 
い
っ
た
し
ば
し
ば
 見
 

ら
れ
る
通
念
も
、
こ
こ
か
ら
す
れ
ば
必
ず
し
も
自
明
と
 
は
 舌
口
え
な
い
。
ポ
ス
ト
近
代
は
、
一
方
で
は
近
代
が
排
 
除
し
て
き
た
も
の
、
 近
 

代
 均
分
裂
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
て
き
た
も
の
の
 再
 帰
の
 時
代
で
あ
り
、
ま
た
統
一
的
・
普
遍
的
原
理
の
崩
壊
に
 
よ
る
多
元
性
の
現
出
の
 

時
代
と
も
見
ら
れ
る
。
他
方
で
は
し
か
し
、
近
代
以
前
 
か
ら
近
代
に
も
ち
こ
さ
れ
、
そ
こ
で
新
た
に
基
礎
づ
け
 
を
 得
て
き
た
諸
々
の
 同
 

一
 性
の
決
定
的
流
動
化
と
 脱
 自
明
化
の
時
代
で
も
あ
る
 。
宗
教
家
や
宗
教
学
者
の
一
部
が
、
既
存
の
宗
教
の
名
 
Ⅱ
同
一
性
を
前
提
と
し
 

つ
つ
多
元
的
共
存
や
対
話
と
い
っ
た
こ
と
を
語
り
つ
づ
 け
る
一
方
で
、
宗
教
の
脱
構
築
は
今
や
近
代
以
上
に
進
 
ん
で
い
る
か
も
し
れ
な
 

 
 

「
宗
教
」
概
念
の
同
一
性
自
体
が
決
定
的
に
揺
ら
ぎ
、
 脱
 自
明
化
せ
し
め
ら
れ
 

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
は
や
諸
宗
教
の
実
定
的
欲
 望
も
、
あ
る
い
は
近
代
宗
教
学
の
あ
る
種
の
文
化
批
判
 
的
 待
望
も
、
そ
こ
で
は
 

つ
と
に
凌
駕
さ
れ
、
失
効
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
 で
あ
る
。
 

と
は
い
え
そ
れ
も
ま
た
、
現
代
の
宗
教
状
況
の
ひ
と
つ
 
の
 断
面
に
過
ぎ
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
現
代
の
多
様
 
な
 状
況
の
な
か
で
、
 

ど
う
い
っ
た
宗
教
現
象
の
ど
の
よ
う
な
意
識
 
層
や
モ
チ
 ｜
フ
に
 定
位
し
つ
つ
論
じ
る
か
、
と
い
う
こ
と
が
 
常
 に
 問
題
と
な
る
の
で
あ
 

  



 
 

ぱ
 

そ
れ
が
一
義
的
な
理
解
を
困
難
に
す
る
一
万
で
、
 
あ
る
種
の
予
覚
的
な
き
ら
め
き
を
生
み
出
し
て
も
い
る
 
。
大
き
な
枠
組
み
を
ま
ず
 確
 
53 

  近代的宗教性」 

関
係
は
、
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
 
ジ
 ン
メ
ル
は
あ
る
種
の
「
ポ
ス
ト
近
代
的
宗
教
性
」
の
 体
 現
者
 と
言
え
る
の
で
あ
 

ろ
う
か
。
 

ジ
ン
メ
ル
の
宗
教
論
に
は
、
時
代
に
よ
る
観
点
の
推
移
 
や
 、
ま
た
ジ
ン
メ
ル
の
 常
 と
し
て
の
断
片
性
と
術
語
の
 不
確
定
性
が
あ
り
、
 

 
 

 
 

 
  

 

 
 

0 条 

さ
て
、
そ
の
ジ
ン
メ
ル
は
同
時
に
 、
 少
な
か
ら
ぬ
宗
教
 論
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
ジ
ン
メ
ル
の
宗
教
論
 
と
 ポ
ス
ト
近
代
論
と
の
 

-
2
 
一
 

?
 
 
圏
域
の
自
律
性
の
指
摘
、
さ
ら
に
美
的
な
も
の
へ
 
0
 着
目
な
ど
の
点
に
、
ジ
ン
メ
ル
に
よ
る
ポ
ス
ト
近
代
 
論
の
先
取
り
を
見
る
。
 

 
 

  
ス ョ た か る 

% ポ き T (l)   ン と な 以   
近 を 言 る 下   代 待 わ 0 で 

モ   =  的 徴 れ の は 
ダ @ ま、 テ 」 づ る か 、 
        
テ ポ 化 ポ 
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  三五 ユ 
交 " ロ ら ダ 

  
け よ 居 、 し た     た 、 な ば ス 
い も と ポ ト 

。 し り ス 近 
そ あ ト 代 
ぅ げ 近 的   

へ 子 
宗教 望む 、両 代 的 
な 若 奈 / 

の 音 あ ら の 教 案 

教性 おそ 宗教性を 

ら 竹 光 」 
く ヴ 取 と 

「 ィ り は   ポ ジ し い 



諾
 す
る
な
ら
ば
、
一
八
九
八
年
の
論
考
「
宗
教
の
社
会
 
学
 の
た
め
に
」
以
来
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
を
先
取
り
す
る
か
 
た
ち
で
、
宗
教
や
神
 観
 

念
の
社
会
的
発
生
を
め
ぐ
る
考
察
が
展
開
さ
れ
る
。
他
 
方
 で
哲
学
的
な
分
析
と
し
て
は
、
宗
教
的
ア
プ
リ
オ
リ
 
論
 に
よ
る
宗
教
の
心
理
 

学
 ・
超
越
論
的
発
生
論
が
中
心
と
な
り
、
こ
れ
が
時
代
 
と
も
に
生
の
哲
学
の
色
彩
を
濃
く
し
て
ゆ
く
。
ジ
ン
 
メ
か
 め
小
 
数
 論
の
集
大
成
 

は
 、
一
九
一
二
年
の
著
書
「
宗
教
」
 
弓
 や
 き
 ～
 
蒔
 ～
 
Q
 き
 

 
 

教
観
を
も
っ
ぱ
ら
 ポ
ス
 

ト
 近
代
主
義
的
な
そ
れ
と
解
釈
す
る
立
場
を
紹
介
し
、
 
そ
の
妥
当
性
を
検
討
し
な
が
ら
、
ジ
ン
メ
ル
宗
教
論
 
の
 解
明
を
試
み
て
み
た
 

Ⅰ
。
 

 
 D

.
 ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
と
 M
.
 ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
 
-
 
以
 下
 ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
 
一
は
 、
「
宗
教
か
ら
の
宗
教
性
の
解
放
 
と
 題
さ
れ
た
論
考
 

で
、
「
ロ
ー
テ
ィ
化
さ
れ
た
ジ
ン
メ
ル
」
（
 勾
 0
 笘
ぎ
ぎ
ユ
 N
 色
里
 日
ョ
 芭
を
構
成
す
る
、
と
い
う
か
た
ち
で
、
 

め
 ホ
教
 的
 ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
 

ス
ト
と
し
て
の
ジ
ン
メ
ル
の
姿
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
 と
す
る
。
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
ま
ず
、
 R
.
 
ロ
ー
テ
ィ
 が
 何
ら
か
の
「
終
極
的
 

語
彙
」
 日
 コ
田
 づ
 o
n
 
き
 目
銭
し
の
形
而
上
学
的
な
究
極
 
化
や
実
体
化
に
対
す
る
イ
ロ
ニ
ス
ト
的
な
留
保
の
態
度
 
と
し
て
特
徴
づ
け
る
も
 

の
を
、
ジ
ン
メ
ル
の
「
大
い
な
る
形
式
」
の
概
念
に
見
 
る
 。
ジ
ン
メ
ル
は
宗
教
を
、
科
学
や
芸
術
等
と
な
ら
 
び
 、
世
界
を
把
握
す
る
 

「
大
い
な
る
形
式
」
の
一
つ
と
見
な
す
。
ワ
イ
ン
ス
タ
 イ
ン
は
こ
う
し
た
形
式
と
世
界
と
の
関
係
把
握
に
お
け
 
る
 ジ
ン
メ
ル
の
揺
れ
を
 

確
認
し
な
が
ら
も
、
ジ
ン
メ
ル
の
「
形
式
」
を
、
自
存
 
的
に
構
想
さ
れ
た
「
世
界
」
に
係
留
さ
れ
る
こ
と
の
な
 
い
 意
味
投
企
と
見
る
。
 

逆
に
「
世
界
」
の
概
念
は
 、
 「
い
つ
も
す
で
に
先
行
形
 成
さ
れ
て
い
る
も
の
」
の
た
め
の
空
虚
な
記
号
に
す
ぎ
 

 
 

メ
ル
宗
教
論
の
核
心
を
な
す
「
宗
教
性
」
庚
の
由
江
 o
n
 
ぎ
 巴
の
概
念
に
つ
い
て
も
、
そ
の
両
義
性
を
認
め
な
が
 
ら
 、
「
世
界
」
と
同
様
、
 

シ
 ン
メ
ル
に
と
っ
て
「
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
生
み
出
す
 不
特
定
的
な
指
示
子
と
し
て
機
能
す
る
」
も
の
で
あ
り
 
、
こ
う
し
た
無
規
定
性
 

一
 
6
 一
 

は
 、
宗
教
の
本
質
主
義
的
定
義
か
ら
の
解
放
を
意
味
す
 
る
と
い
う
。
宗
教
的
対
象
を
投
影
と
し
て
拒
否
す
る
 
ジ
 ン
メ
ル
は
、
そ
の
対
象
   



 
 

る
も
の
で
は
な
く
、
歴
史
上
の
宗
教
的
諸
事
実
へ
の
 
社
 全
 学
的
考
察
と
、
さ
ら
に
は
 

 
 

て
い
る
。
そ
の
同
時
代
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
）
の
認
識
 
は
 、
非
常
に
冷
徹
な
も
の
で
 

 
 

価
 
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
一
一
年
に
発
表
さ
れ
た
「
 
宗
教
的
状
況
の
問
題
」
 釜
 （
こ
は
、
同
時
代
の
都
市
中
 間
 層
と
も
言
う
べ
き
階
層
の
 

 
 

ぱ
 
宗
教
状
況
を
解
明
す
べ
く
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
で
 あ
る
が
、
そ
の
冒
頭
で
ジ
ン
メ
ル
は
次
の
よ
う
に
述
べ
 
る
 。
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ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
の
ジ
ン
メ
ル
解
釈
は
、
本
人
た
ち
も
 明
言
す
る
よ
う
に
、
一
九
世
紀
的
伝
統
か
ら
大
胆
に
 
離
 床
 し
よ
う
と
す
る
 ジ
 

ン
メ
ル
の
立
場
を
、
さ
ら
に
ポ
ス
ト
近
代
主
義
的
な
 
も
の
に
ひ
き
つ
け
た
読
解
で
あ
り
、
明
示
的
な
弔
の
㏄
の
 コ
 （
 
@
 
の
ヨ
 に
導
か
れ
て
い
 

 
 

0
 回
収
を
「
宗
教
か
ら
の
宗
教
性
の
解
放
」
と
特
徴
 
づ
 け
 、
そ
し
て
基
礎
づ
け
 

主
義
と
 脱
 基
礎
づ
け
主
義
と
の
あ
い
だ
を
微
妙
に
揺
れ
 
な
が
ら
も
最
終
的
に
ロ
ー
テ
ィ
の
そ
れ
に
も
通
じ
る
 
反
 形
而
上
学
的
な
「
終
極
 

的
ヴ
ォ
 
キ
ャ
フ
ラ
リ
ー
」
批
判
に
立
つ
も
の
と
し
て
、
 ジ
ン
メ
ル
の
宗
教
論
を
位
置
づ
け
る
。
し
か
し
私
見
に
 
よ
れ
ば
、
こ
の
読
み
は
 

過
度
の
単
純
化
を
は
ら
ん
で
い
ろ
。
宗
教
 /
 宗
教
性
の
 歴
史
的
変
容
に
関
心
を
も
っ
本
稿
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
 
、
ジ
ン
メ
ル
の
宗
教
理
 

解
 を
よ
り
子
細
に
見
る
必
要
が
あ
る
。
 

 
 

㈲
ジ
ン
メ
ル
宗
教
論
の
ポ
ス
ト
近
代
性
ま
ず
は
ジ
ン
 

メ
ル
 の
宗
教
論
に
、
そ
れ
を
ポ
ス
ト
近
代
論
に
ひ
き
つ
 け
て
見
る
こ
と
を
 可
 

 
 略

能
 と
す
る
要
素
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ
と
を
、
 わ
 れ
わ
れ
は
確
か
に
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

一
 
7
-
 

教
 」
が
社
会
の
隅
々
ま
で
行
き
渡
っ
て
る
の
が
、
現
代
 
の
 宗
教
状
況
で
あ
る
と
、
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
結
論
づ
 
け
る
。
 

を
 生
へ
と
引
き
下
げ
、
生
そ
の
も
の
 

宗
教
性
の
可
能
性
を
そ
こ
に
見
た
が
 

ン
グ
 と
い
う
ポ
ス
ト
近
代
的
敬
虔
」
 の

 尊
崇
に
宗
教
の
来
る
べ
き
あ
り
方
を
見
る
。
ジ
ン
メ
 
か
 は
同
時
代
の
行
き
場
な
く
さ
ま
よ
え
る
 

ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
に
 よ
 れ
 ば
 今
や
「
生
へ
の
宗
教
性
の
 内
在
」
は
 、
 「
ポ
ジ
テ
ィ
ヴ
・
シ
ン
キ
 

に
お
い
て
実
現
し
て
い
る
。
セ
ラ
ピ
ー
と
娯
楽
と
宗
教
 と
の
不
可
分
性
、
す
な
わ
ち
「
末
人
の
宗
 



す
で
に
あ
る
い
ず
れ
か
の
宗
教
を
内
面
で
信
じ
る
わ
け
 
で
も
な
く
、
か
と
い
っ
て
 う
わ
べ
 
だ
け
の
「
啓
蒙
」
に
 よ
っ
て
諸
宗
教
と
 

い
う
事
実
を
、
人
類
が
次
第
に
そ
こ
か
ら
目
覚
め
つ
つ
 あ
る
 夢
卜
 
に
ほ
か
な
ら
な
い
、
 
と
 舌
ロ
い
き
る
す
し
と
も
し
な
 い
 現
代
人
は
 、
宗
 

教
 と
い
う
事
実
を
前
に
自
分
が
い
わ
く
舌
ロ
い
が
た
い
、
 

不
安
を
掻
き
立
た
て
ら
れ
る
よ
う
な
状
況
に
あ
る
の
を
 
見
ぃ
 だ
す
。
 形
而
 

工
学
的
深
さ
や
情
緒
性
、
倫
理
的
な
完
成
度
や
精
神
的
 意
味
な
ど
の
点
で
、
現
代
人
は
歴
史
的
諸
宗
教
の
現
状
 
の
あ
い
だ
に
、
 
著
 

し
い
違
い
を
見
る
。
し
か
し
…
…
ヴ
ィ
ッ
リ
 ブ
ツ
リ
と
 オ
 ル
ム
ズ
 ド
 、
バ
ー
ル
と
ヴ
ォ
ー
タ
ン
、
さ
ら
に
キ
リ
 
ス
ト
教
の
神
と
 ブ
 

ラ
ー
フ
マ
ン
と
の
間
に
は
、
何
の
差
異
も
な
い
。
実
在
 問
題
が
こ
れ
ら
の
形
象
の
い
ず
れ
か
へ
の
信
仰
告
白
を
 
根
本
的
に
妨
げ
る
 

と
 舌
口
う
な
ら
、
そ
れ
は
 他
 ハ
リ
い
ず
れ
に
に
つ
い
 
ナ
ヒ
 
も
あ
て
 は
ま
る
 
釜
 「
 
コ
 
）
 
0
S
 
。
 

こ
こ
で
は
、
「
現
代
人
」
が
宗
教
に
関
し
て
特
有
の
不
 安
な
、
二
律
背
反
的
状
況
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
が
 
言
 わ
れ
る
。
さ
ら
に
こ
 

ぅ
 し
た
不
安
の
根
本
に
あ
る
事
実
と
し
て
、
宗
教
の
実
 在
 論
的
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
喪
失
と
い
う
こ
と
が
示
唆
さ
 
れ
る
。
上
の
引
用
で
 ジ
 

ン
メ
ル
は
、
こ
の
点
で
キ
リ
ス
ト
教
の
神
と
他
の
諸
 み
ホ
 
教
の
神
と
の
間
に
何
ら
の
差
異
も
設
け
て
い
な
い
。
 
こ
 れ
は
、
同
時
代
の
欧
米
 

の
 宗
教
学
や
宗
教
哲
学
が
な
お
多
か
れ
少
な
か
れ
キ
リ
 
ス
ト
教
の
真
理
性
に
固
執
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
な
 ら
ば
、
目
立
っ
た
特
徴
 

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
を
脱
実
在
論
的
に
と
ら
 
，
 
え
る
こ
と
、
実
在
論
的
真
理
性
を
宗
教
の
重
要
な
要
件
 
と
 考
え
な
い
こ
と
な
ど
 

は
、
 確
か
に
ポ
ス
ト
近
代
論
の
宗
教
観
に
近
接
す
る
も
 
の
と
言
え
る
。
実
際
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
ジ
ン
 メ
か
 は
 、
 例
え
ば
「
 淘
 

汰
 理
論
の
認
識
論
へ
の
関
係
に
つ
い
て
」
二
八
九
五
年
 -
 な
ど
に
端
的
に
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
宗
教
の
み
な
 
ら
ず
、
認
識
一
般
に
関
 

し
 、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
で
進
化
論
的
な
真
理
観
に
立
 
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

ま
た
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
が
指
摘
す
る
「
大
い
な
る
形
式
 
」
 縛
 「
 0
 鯛
の
弓
 

o
r
 

邑
の
概
念
も
 、
 確
か
に
ポ
ス
ト
 近
 代
 論
の
方
向
で
の
 解
 

釈
を
許
す
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
ジ
ン
メ
ル
は
「
宗
教
 
ヒ
の
 冒
頭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
が
「
生
の
全
体
を
表
す
よ
，
 つ
む
 」
「
わ
れ
わ
れ
の
 
存
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宗
教
思
想
家
と
ジ
ン
メ
ル
と
の
大
き
な
違
い
を
見
る
こ
 
と
が
で
き
る
。
 

 
 

ジ
ン
メ
ル
の
ポ
ス
ト
近
代
性
を
示
唆
す
る
か
に
見
え
る
 
諸
点
を
検
討
し
た
。
し
か
し
 

 
 

臣
 
こ
れ
と
は
逆
の
方
向
を
示
す
諸
要
素
も
、
ジ
ン
メ
 
か
め
 宗
教
論
に
は
見
い
だ
さ
れ
る
。
 

 
 

ジ
ン
メ
ル
の
宗
教
論
は
、
す
で
に
初
期
の
「
 ゐ
ホ
 
教
 社
会
学
の
た
め
に
」
以
来
、
集
ム
ロ
性
の
表
現
と
し
て
 の
 宗
教
と
い
う
社
会
学
的
 発
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の
 近
代
的
基
礎
づ
け
や
そ
の
優
越
性
の
正
当
化
を
め
ざ
 

す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
 

在
の
大
い
な
る
諸
形
式
」
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
 
庚
 
の
 
曲
 ・
 
一
 
。
こ
の
「
大
い
な
る
諸
形
式
」
は
、
「
形
式
化
す
 る
 カ
テ
ゴ
リ
ー
」
「
根
本
 

様
式
」
「
諸
世
界
」
「
論
理
」
な
ど
と
も
呼
ば
れ
る
。
 そ
 し
て
ジ
ン
メ
ル
は
、
科
学
、
芸
術
等
々
と
な
ら
ん
で
、
 
宗
教
を
こ
う
し
た
形
式
 

の
ひ
と
つ
に
挙
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
に
対
置
さ
 れ
る
概
念
は
「
内
容
」
「
マ
テ
リ
ア
ル
」
「
素
材
」
な
ど
 で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
 経
 

?
 
 実
在
論
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
を
ジ
ン
メ
ル
は
も
た
 

宗
教
の
決
定
的
相
対
化
と
映
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
 

論
理
に
従
い
秩
序
づ
け
る
。
特
定
の
形
式
が
特
定
の
内
 

験
 世
界
の
諸
事
象
を
表
す
も
の
と
、
と
り
あ
え
ず
考
え
 

教
学
や
人
類
学
に
お
け
る
「
解
釈
枠
組
」
や
「
オ
リ
エ
 

を
も
つ
の
で
な
く
、
他
の
諸
形
式
と
同
じ
経
験
的
内
容
 

ち
ぇ
ぅ
 る
し
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
内
容
も
あ
ら
ゆ
る
 形
 

と
も
か
く
宗
教
が
 他
と
 並
ぶ
一
形
式
に
過
ぎ
な
い
こ
と
 

ジ
ン
メ
ル
は
ま
た
当
時
一
般
的
で
あ
っ
た
宗
教
進
化
論
 

な
い
わ
け
で
あ
り
、
い
わ
ば
ジ
ン
メ
ル
は
 、
 何
ら
の
 大
 

容
 と
結
び
つ
く
の
で
は
な
く
、
ど
の
よ
う
な
形
式
も
ど
 

式
 に
よ
っ
て
秩
序
化
さ
れ
う
る
。
ジ
ン
メ
ル
の
こ
う
し
 

ら
れ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
 ょ
 れ
ば
、
各
々
の
形
式
は
 、
内
 

、
ま
た
例
え
ば
「
啓
示
」
や
「
神
経
験
」
な
ど
と
い
っ
 

を
も
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
な
ど
は
、
当
時
の
神
学
的
立
 

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
枠
組
」
と
し
て
の
宗
教
、
と
い
う
宗
教
 

を
も
強
く
否
定
す
る
。
 

-
g
-
 
も
と
よ
り
実
定
的
キ
リ
ス
ト
教
 

き
な
宗
教
的
物
語
り
に
も
 立
 

容
 を
と
ら
え
、
自
己
の
 

理
解
に
も
通
じ
る
が
、
 

場
 に
は
キ
リ
ス
ト
教
 や
 

た
 発
想
は
、
の
ち
の
 宗
 

た
 特
権
的
な
「
内
容
」
 

の
よ
う
な
内
容
を
も
と
 

や
 何
ら
か
の
宗
教
的
 



想
 と
な
ら
ん
で
、
宗
教
の
生
成
を
、
ミ
ク
ロ
な
主
観
的
 
・
「
心
理
学
的
な
」
ア
プ
リ
オ
リ
と
し
て
 跡
 づ
け
る
、
 と
い
う
モ
チ
ー
フ
を
も
 

 
 

っ
て
い
た
。
し
か
も
、
宗
教
性
を
「
最
初
か
ら
ひ
と
つ
 
の
 初
涼
的
で
、
他
か
ら
導
出
で
き
な
い
性
質
と
し
て
 
認
め
る
ほ
う
が
い
い
」
 

売
卜
 0
0
 
一
 と
い
う
こ
と
ば
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
 
ジ
 ン
メ
ル
は
宗
教
の
「
固
有
性
論
」
に
立
ち
、
有
神
論
 
的
な
そ
れ
と
は
ま
っ
た
 

く
 異
な
る
も
の
の
、
や
は
り
あ
る
種
の
宗
教
の
基
礎
 
づ
 け
の
作
業
を
行
っ
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
 
そ
 し
て
そ
の
際
、
宗
教
の
 

終
局
的
基
礎
に
な
る
の
が
、
生
そ
の
も
の
の
一
部
を
な
 
す
 
「
宗
教
性
」
で
あ
る
。
「
宗
教
が
宗
教
性
を
 づ
 く
 り
 だ
す
の
で
は
な
く
、
 宗
 

教
性
 が
宗
教
を
つ
く
り
だ
す
の
だ
」
と
い
う
の
は
よ
く
 知
ら
れ
た
ジ
ン
メ
ル
の
テ
ー
ゼ
で
あ
る
が
売
り
ど
 

、
 宗
教
性
と
は
あ
ら
ゆ
る
 

実
 定
的
「
宗
教
」
の
彼
岸
、
な
い
し
「
此
岸
」
に
あ
っ
 
て
 、
実
際
の
宗
教
の
生
成
の
根
源
に
あ
る
、
人
間
の
先
 
大
的
な
生
の
「
形
式
」
 

を
 表
す
。
こ
こ
で
言
 う
 
「
形
式
」
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
 「
大
い
な
る
形
式
」
Ⅱ
文
化
形
式
と
し
て
の
宗
教
と
は
 異
な
り
、
そ
れ
を
生
み
 

出
す
も
と
と
な
る
、
カ
ン
ト
的
な
意
味
で
人
間
に
 
ア
プ
 リ
オ
リ
 に
そ
な
わ
る
形
式
と
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
 

基
本
的
な
図
式
は
明
確
で
あ
る
。
す
な
む
ち
先
天
的
な
 
、
し
か
し
そ
れ
自
体
は
形
式
的
で
空
虚
な
宗
教
的
 
ア
 プ
リ
 オ
リ
 Ⅱ
宗
教
性
 

が
、
 何
ら
か
の
経
験
的
マ
テ
リ
ア
と
合
わ
さ
る
こ
と
に
 
よ
り
、
現
実
の
「
 め
 
示
教
」
が
生
み
出
さ
れ
て
行
く
。
 こ
 の
 基
本
図
式
の
ヴ
ァ
リ
 

エ
ー
シ
ョ
ン
を
、
ジ
ン
メ
ル
は
「
宗
教
」
に
お
い
て
 幾
 度
 と
な
く
つ
み
か
さ
ね
て
ゆ
く
。
と
は
い
え
と
き
に
そ
 
の
 図
式
化
は
異
様
な
ま
 

で
に
 煩
隙
 で
あ
り
、
ま
た
重
ね
ら
れ
て
ゆ
く
用
語
の
 ズ
 レ
に
よ
 り
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
概
念
が
導
入
さ
れ
れ
ば
さ
れ
 
る
ほ
ど
、
不
確
定
的
な
 

印
象
が
増
し
て
行
く
。
一
見
し
て
気
が
つ
く
の
は
、
 
宗
 教
 的
形
式
の
側
の
形
容
の
雑
多
さ
で
あ
る
。
な
に
よ
り
 
も
 形
式
や
範
時
と
い
う
 

形
相
性
や
意
味
性
に
つ
ら
な
る
も
の
と
、
生
や
プ
ロ
セ
 
ス
や
 状
態
性
と
い
っ
た
 没
 意
味
な
力
 動
 性
が
並
置
さ
れ
 て
い
る
。
ま
た
こ
の
 ア
 

プ
リ
 オ
リ
 の
内
実
に
つ
い
て
列
挙
さ
れ
る
特
徴
づ
け
を
 見
て
も
、
い
さ
さ
か
 陽
 当
た
り
的
な
印
象
は
免
れ
な
い
 。
も
っ
と
も
こ
う
し
た
 

不
定
性
が
、
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
が
言
 う
よ
う
 に
こ
の
「
 宗
教
性
」
の
概
念
を
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
な
空
虚
な
記
号
 
と
し
て
い
る
と
 @
@
 

ロ
え
る
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い
ず
れ
に
せ
よ
宗
教
性
の
こ
う
し
た
構
造
特
性
の
記
述
 は
、
 ム
コ
日
の
眼
か
ら
見
て
も
、
ま
た
お
そ
ら
く
ジ
ン
メ
 か
め
 思
想
そ
の
も
の
 

に
お
い
て
も
、
二
義
的
な
意
味
を
も
つ
に
す
ぎ
な
い
。
 む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
ジ
ン
メ
ル
の
抱
い
た
、
究
極
 概
 念
 と
し
て
の
「
 生
 」
に
 

関
 わ
る
宗
教
的
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
性
格
で
あ
る
。
 

最
 晩
年
の
論
考
「
現
代
文
化
の
葛
藤
」
二
九
一
八
色
で
 

ジ
ン
メ
ル
は
宗
教
の
行
方
を
次
の
よ
う
に
見
る
。
 

最
も
深
い
発
展
は
そ
れ
が
た
と
え
矛
盾
し
て
お
り
 、
ま
た
そ
の
目
標
が
永
遠
の
彼
方
に
あ
ろ
う
と
 否
と
 

私
に
は
次
の
方
 

向
 に
強
く
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
 、
信
仰
形
象
は
、
そ
れ
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
、
ま
た
 
ム
 
「
も
生
ま
れ
続
け
て
 

い
る
と
こ
ろ
の
宗
教
的
 生
 、
す
な
わ
ち
内
的
な
生
の
 プ
 ロ
セ
ス
の
 純
 機
能
的
な
情
調
と
し
て
の
宗
教
性
に
解
消
 
し
て
ゆ
く
よ
う
に
 

思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
宗
教
的
 

生
は
 ・
・
・
・
・
・
も
は
や
 

信
じ
る
主
体
と
信
じ
ら
れ
る
客
体
と
の
い
か
な
る
対
立
 
に
よ
っ
て
も
然
る
 

べ
く
表
現
さ
れ
え
な
い
と
感
じ
て
い
る
。
こ
の
内
的
な
 転
調
か
ら
展
望
さ
れ
る
終
極
状
態
に
お
い
て
は
、
宗
教
 
は
 
一
種
の
生
の
直
 

接
 的
な
形
成
と
し
て
完
成
さ
れ
よ
 う
 ・
・
・
・
・
・
こ
れ
は
 

い
わ
 ゆ
る
「
此
岸
的
宗
教
」
で
は
な
い
。
・
・
・
…
こ
こ
で
は
 
生
 が
 直
接
宗
教
的
な
 

る
も
の
と
し
て
自
ら
を
表
出
す
る
…
・
・
・
こ
こ
 
ゼ
 ・
ろ
は
、
 あ
 
ら
ゆ
る
特
定
の
、
先
決
定
さ
れ
た
内
容
へ
の
信
仰
を
 
失
う
こ
と
に
よ
 
つ
 

 
 

 
 

条
 

て
 、
信
仰
心
を
保
持
す
る
の
で
あ
る
 
宋
 ヨ
パ
 
ぃ
 
0
0
 
。
 
0
0
&
-
 

 
 

 
 

 
 

概
念
と
し
て
の
「
 生
 」
の
概
念
の
性
質
で
あ
る
。
生
が
 何
ら
か
の
文
化
（
宗
教
）
 

形
 

蝦
 

式
を
生
み
出
す
と
と
も
に
、
ふ
た
た
び
停
滞
し
た
 
そ
の
形
式
を
超
克
し
な
が
ら
あ
ら
た
な
形
式
を
実
現
し
 
て
ゆ
く
、
と
い
う
自
ら
の
 生
 

 
 

旺
の
哲
学
の
図
式
を
も
と
に
ジ
ン
メ
ル
は
、
同
時
代
 の 都
市
中
間
層
の
宗
教
状
況
を
、
宗
教
的
 生
 Ⅱ
欲
求
が
 適
切
な
形
式
を
喪
失
し
、
 

寄
 

 
 

ぱ
る
 辺
な
く
さ
ま
よ
う
状
況
と
捉
え
る
。
ジ
ン
メ
ル
 は
 何
ら
の
留
保
も
な
く
教
会
的
キ
リ
ス
ト
教
の
空
洞
化
 
を
 確
認
し
、
ま
た
諸
々
の
 新
 

59 (265) 

か
 否
か
は
、
即
断
し
え
な
い
。
 



 
 

宗
教
や
宗
教
思
想
の
展
開
を
「
不
信
仰
を
信
仰
で
な
か
 
ば
 覆
い
隠
し
た
媚
態
」
に
過
ぎ
な
い
と
断
じ
る
 

穏
 （
 
Ⅰ
）
 0
 こ
 。
そ
う
し
た
な
 

か
で
 ジ
ン
メ
ル
の
予
覚
す
る
宗
教
的
 生
 と
は
ど
の
 よ
 う
 な
も
の
か
ワ
イ
ン
ス
タ
イ
ン
は
こ
う
し
た
状
況
を
 、
遊
戯
的
性
格
の
濃
い
 

一
 
Ⅱ
 一
 

ニ
ュ
ー
エ
イ
ジ
 的
 自
己
宗
教
の
出
現
に
重
ね
合
わ
せ
る
 
が
 、
こ
れ
は
誤
読
で
あ
る
。
ジ
ン
メ
ル
に
と
っ
て
 
ニ
 ユ
 ー
エ
イ
ジ
は
お
そ
ら
 

く
 、
宗
教
の
形
を
と
っ
た
「
媚
態
」
に
ほ
か
な
ら
な
 い
 。
ま
た
ジ
ン
メ
ル
は
自
ら
の
予
感
す
る
こ
の
転
換
 
を
 、
「
生
そ
の
も
の
の
 
宗
 

教
 的
形
成
と
、
内
的
事
実
性
哲
学
の
こ
と
ば
で
吾
一
 

ロ
 え
ば
、
我
々
の
実
存
の
形
而
上
的
意
味
の
自
己
意
識
 

へ
の
転
換
」
 
弓
 「
 
い
 

）
 
0
 
の
 -
1
0
0
-
 

と
も
舌
ロ
 い
 換
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
問
題
は
 こ
こ
で
言
 う
 生
や
内
的
事
実
性
が
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
 
ム
の
 意
味
で
の
純
粋
に
 

非
実
体
的
な
生
の
自
己
享
受
な
の
か
、
あ
る
い
は
こ
れ
 
ら
の
概
念
は
も
う
ひ
と
つ
の
「
終
極
的
語
彙
」
へ
の
 
転
 落
 な
の
か
、
と
い
う
 問
 

い
 で
あ
る
。
 

-
 
は
 -
 

ジ
ン
メ
ル
は
実
証
主
義
か
ら
出
発
し
、
 最
 晩
年
に
生
の
 形
而
上
学
に
至
っ
た
と
一
般
に
い
わ
れ
る
。
も
し
そ
う
 
で
あ
る
と
す
る
な
ら
 

ば
 、
ま
さ
に
ロ
ー
テ
ィ
が
ポ
ス
ト
近
代
的
な
イ
ロ
ニ
ー
 
の
 立
場
の
反
対
物
と
し
て
い
る
「
形
而
上
学
」
に
ジ
ン
 
メ
め
 が
立
っ
て
い
る
こ
 

と
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
ジ
ン
メ
ル
が
、
真
理
論
に
 関
し
て
、
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
態
度
と
並
ん
で
最
初
 
期
か
ら
客
観
的
真
理
性
 

一
 
M
 一
 

の
 理
念
の
可
能
性
を
保
持
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
 最
晩
 年
に
は
 放
怒
 な
個
人
主
義
的
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
に
 批
 判
 的
だ
っ
た
こ
と
も
、
 

こ
れ
を
裏
付
け
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
は
い
え
 、
ジ
ン
メ
ル
の
語
る
「
超
越
」
は
あ
く
ま
で
「
生
の
自
 
己
 超
越
」
で
あ
り
、
 
し
 

か
も
そ
れ
は
何
ら
か
の
形
而
上
学
的
認
識
や
聖
化
に
至
 
る
と
い
う
よ
り
は
、
生
き
る
こ
と
そ
の
も
の
の
終
わ
 
り
な
き
プ
ロ
セ
ス
で
あ
 

る
 。
ジ
ン
メ
ル
の
生
の
思
想
は
、
い
わ
ば
ポ
ス
ト
影
面
 
工
学
的
な
形
而
上
学
で
あ
っ
て
 、
 生
が
離
脱
し
て
ゆ
く
 べ
き
超
越
的
外
部
は
想
 

定
 さ
れ
て
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
「
 生
 」
の
概
念
の
究
 極
性
 は
、
 強
く
形
而
上
学
的
な
響
き
を
も
っ
て
残
存
す
 
る
 。
こ
の
こ
と
は
事
実
 

で
あ
る
。
 

  



  近代的宗教性 」の条件 ? 

ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
課
題
を
寅
Ⅰ
 匁
 
㏄
 
っ
の
 
）
。
 

こ
こ
で
終
極
的
な
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
「
終
わ
り
な
 き
 対
立
性
と
運
動
性
」
の
語
は
、
ポ
ス
ト
近
代
的
な
 
ヴ
 ィ
 ジ
ョ
ン
を
強
く
 連
 

想
 さ
せ
る
。
そ
こ
で
は
宗
教
は
固
定
的
同
一
性
を
保
持
 
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
生
の
自
己
超
克
の
運
動
性
 
そ
 の
も
の
と
し
て
の
宗
教
 

性
 へ
と
融
解
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
う
し
た
一
方
で
 し
か
し
ジ
ン
メ
ル
は
、
そ
の
宗
教
性
を
ア
プ
リ
オ
リ
論
 
に
 類
し
た
形
で
基
礎
 づ
 

け
 、
超
越
論
的
レ
ベ
ル
で
の
宗
教
の
同
一
性
を
確
保
し
 
よ
う
と
し
て
も
い
る
。
ポ
ス
ト
近
代
論
に
照
ら
し
て
み
 
る
と
、
ジ
ン
メ
ル
に
は
 

こ
う
し
た
画
仙
 性
 が
明
ら
か
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
一
世
紀
後
の
も
う
ひ
と
つ
の
事
 
側
 に
照
ら
し
て
み
る
と
 

き
、
よ
り
以
上
に
明
ら
か
と
な
る
。
 

エ
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
宗
教
 」
 

Ⅲ
思
想
の
前
提
条
件
と
し
て
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
 

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
宗
教
 ノ
 宗
教
性
と
い
う
名
は
他
称
 と
 し
て
用
い
ら
れ
る
の
 

61 (267) 

ジ
ン
メ
ル
は
「
生
の
対
立
と
 ゐ
 
ホ
教
」
二
九
 0
 四
缶
 
に
 お
い
て
、
 つ
 ぎ
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 

現
代
人
は
、
万
象
の
対
立
を
神
に
解
消
さ
せ
る
か
わ
り
 
に
、
 自
ら
の
生
の
諸
対
立
の
融
和
を
宗
教
に
、
つ
ま
り
 
神
と
の
主
観
的
な
 

関
わ
り
に
求
め
る
。
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
和
解
を
も
た
 
ら
す
審
廷
そ
れ
自
体
も
あ
ら
ゆ
る
対
立
性
を
超
え
た
 
不
 可
 侵
の
場
所
で
や
 

す
ら
ぎ
、
硬
直
化
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
絶
え
ず
 
あ
ら
た
に
生
み
出
さ
れ
る
対
立
を
つ
う
じ
て
休
み
な
 
く
な
さ
れ
る
発
展
 

が
 、
つ
い
に
あ
ら
ゆ
る
対
立
の
和
解
を
一
身
に
体
現
す
 

る
も
の
を
つ
か
み
取
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
生
の
 
リ
ズ
ム
は
最
後
の
 

抵
抗
を
克
服
し
、
ま
た
こ
の
う
え
な
く
明
瞭
に
、
未
来
 
へ
の
課
題
を
指
し
示
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ま
で
は
 対
立
性
か
ら
の
 逃
 

是
 に
よ
っ
て
の
み
与
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
て
い
た
救
済
 
と
 和
解
を
、
こ
の
終
わ
り
な
き
対
立
性
と
運
動
性
の
中
 
に
こ
そ
 見
 い
だ
さ
 



が
ほ
と
ん
ど
常
で
あ
る
が
、
現
代
イ
ギ
リ
ス
の
哲
学
者
 

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
 、
 a
 （
す
曲
 
降
貝
は
 降
な
ど
と
も
呼
ば
 ・

神
学
者
、
ド
ン
，
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
 
已
 。
 コ
い
け
哩
コ
 

ね
 、
そ
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ラ
ス
な
名
声
の
一
方
で
、
な
お
 罵

 ㌍
し
は
、
そ
れ
を
 
積
 

研
究
対
象
と
は
な
り
 

極
 的
に
自
称
し
て
い
る
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
 
は
 ケ
ン
ブ
リ
 ッ
ジ
 大
学
の
著
名
な
哲
学
教
官
で
あ
る
と
と
も
に
、
 
「
信
仰
の
海
」
あ
の
 p
 
o
h
 

一
 
Ⅱ
 -
 

Ⅱ
 酊
 （
 
已
 
と
い
う
宗
教
思
想
集
団
の
中
心
的
存
在
で
も
 あ
り
、
 
八
 0
 年
代
に
入
っ
て
以
来
挑
発
的
な
書
物
を
出
 
版
 し
続
け
て
今
日
に
 い
 

た
っ
て
い
る
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
自
身
は
ジ
ン
メ
ル
に
は
 ま
っ
た
く
舌
口
 及
 し
な
い
が
、
両
者
の
宗
教
構
想
に
は
 大
 き
な
類
似
性
が
あ
る
。
 

し
か
し
そ
れ
と
同
時
に
ま
た
、
い
く
つ
か
の
決
定
的
な
 相
違
も
見
 ぃ
 だ
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
 よ
 、
両
者
を
ひ
 と
つ
の
宗
教
思
想
の
系
 

譜
に
 属
す
る
も
の
と
し
て
比
べ
見
る
こ
と
は
、
十
分
に
 可
能
で
あ
り
、
ま
た
 二
 0
 世
紀
の
宗
教
思
想
の
変
容
を
 見
る
上
で
も
有
効
で
あ
 

る
 。
 

-
 
巧
 -
 

に
く
い
存
在
で
あ
る
が
、
 

S
.
R
.
 
ホ
ワ
イ
ト
は
 キ
ュ
 ｜
 ピ
ッ
ト
の
神
学
遍
歴
を
細
か
く
 跡
 づ
け
て
い
る
。
 
そ
 れ
 に
ょ
れ
ば
、
元
来
 正
 

統
派
 神
学
に
属
し
て
い
た
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
、
実
践
的
 
・
非
形
而
上
学
的
な
イ
エ
ス
思
想
解
釈
か
ら
次
第
に
制
 度
 教
会
と
教
会
教
義
 へ
 

の
 批
判
を
強
め
、
否
定
神
学
的
立
場
に
移
行
し
、
こ
れ
 
が
 投
影
論
・
不
可
知
論
の
色
彩
を
濃
く
し
て
、
 反
 実
在
 論
の
立
場
に
移
り
、
 

さ
 

ら
に
 ポ
ス
ト
構
造
主
義
や
言
語
哲
学
の
決
定
的
影
響
を
 
受
け
て
、
 
八
 0
 年
代
以
降
、
自
称
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
 
的
 宗
教
」
「
ポ
ス
ト
キ
リ
 

ス
ト
 教
 」
の
立
場
へ
と
行
き
着
い
た
こ
と
に
な
る
。
 キ
 ユ
 ー
ピ
ッ
ト
の
思
想
が
め
ざ
す
も
の
は
、
ひ
と
こ
と
で
 舌
口
 
え
ぼ
 、
キ
リ
 ウ
 
ハ
ト
 教
 

一
 
%
 一
 

の
 徹
底
し
た
「
自
然
主
義
化
」
「
非
実
在
論
化
」
「
人
間
 主
義
化
」
に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
今
日
的
（
「
ポ
ス
ト
 近
 代
的
ヒ
 
再
生
で
あ
る
。
 

九
七
年
に
発
表
さ
れ
た
「
神
の
あ
と
に
」
 
宮
 ⑥
の
 自
 伝
的
 序
文
は
、
こ
の
点
で
非
常
に
興
味
深
い
証
言
を
含
 
ん
で
い
ろ
。
生
物
学
 

か
ら
学
び
は
じ
め
た
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
 は
 、
 五
 0
 年
代
の
 初
め
に
回
心
を
と
げ
 、
五
セ
 年
に
は
英
国
教
会
牧
師
の
 叙
任
を
受
け
る
。
キ
ュ
 

｜
 ピ
ッ
ト
は
戦
後
の
イ
ギ
リ
ス
の
青
年
層
に
お
い
て
、
 あ
る
種
の
リ
バ
イ
バ
ル
の
形
で
キ
リ
ス
ト
教
的
な
神
や
 
救
済
が
い
か
に
リ
ア
ル
   



ト 近代的宗教性 -   件
畦
 こ
う
し
た
状
況
下
で
宗
教
を
存
続
さ
せ
よ
う
と
す
 

る
 四
つ
の
試
み
（
 
一
 、価
値
と
し
て
、
 

ニ
 、
私
的
な
 い
し
家
庭
内
の
関
心
事
と
し
 

 
 

て
 、
三
、
個
の
主
観
性
に
関
わ
る
で
き
ご
と
と
し
て
、
 
四
 、
対
抗
文
化
と
し
て
）
を
列
挙
し
た
の
ち
キ
ュ
ー
 
ピ
ッ
ト
は
、
こ
れ
ら
が
 

「
生
の
何
ら
か
の
領
域
を
囲
い
こ
み
、
 

シ
エ
 ル
タ
ー
に
 
入
れ
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
の
腐
蝕
作
用
か
ら
 
守
 る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
 

と
の
信
念
」
を
共
有
し
て
い
る
、
と
舌
口
 う 。
し
か
し
 キ
 ユ
 ー
ピ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
 

公
と
 私
、
主
観
と
客
観
、
 

支
配
文
化
と
対
抗
文
化
 

「
な
ど
の
差
異
を
ま
さ
に
消
し
去
る
こ
と
に
よ
り
構
成
 さ
れ
て
き
た
の
が
、
文
化
的
条
件
と
し
て
の
ポ
ス
ト
モ
 。
タ
ニ
テ
ィ
ー
」
 宙
臼
中
一
   

  

「
文
化
的
条
件
と
し
て
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
」
に
 関
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
 

新
た
な
、
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
文
化
は
 、
勝
 れ
て
自
然
主
義
的
な
神
性
を
も
た
ら
し
た
。
世
界
は
 
コ
 ミ
ユ
 ニ
ケ
ー
シ
ョ
 

ン
 ・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
に
な
っ
た
。
す
べ
て
は
 オ
 ｜
フ
 ン
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
で
、
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
り
 、
す
べ
て
は
同
一
 

レ
ベ
ル
に
位
置
し
て
い
る
。
安
全
な
私
磁
性
な
ど
は
、
 自
分
の
こ
こ
ろ
の
な
か
に
も
、
ど
こ
に
も
な
い
。
記
号
 
0
 世
界
は
、
流
動
 

す
る
、
単
一
レ
ベ
ル
の
、
外
部
も
秘
め
ら
れ
た
場
所
も
 
も
た
な
い
連
続
体
で
あ
る
宮
の
し
。
 

に
 受
け
と
め
ら
れ
得
た
か
を
証
言
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
 
が
 、
ほ
ど
な
く
「
第
二
次
大
戦
後
の
人
間
意
識
の
革
命
 
豹
変
化
と
宗
教
的
意
味
 

の
 崩
壊
」
 宮
 G
 こ
 ぎ
が
到
来
す
る
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
 
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
多
人
種
化
と
多
文
化
化
、
 
マ
 ス
メ
デ
ィ
ア
の
発
達
と
 

記
号
消
費
社
会
の
出
現
、
科
学
技
術
を
べ
 ー
 ス
と
す
る
 グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
の
成
立
な
ど
を
そ
の
要
因
と
し
て
あ
 
げ
る
。
こ
う
し
て
、
 西
 

浮
め
 キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
の
み
な
ら
ず
世
界
の
諸
地
域
 
の
 伝
統
的
な
る
も
の
が
「
め
だ
っ
た
抵
抗
も
悔
恨
も
な
 
く
 、
し
か
も
一
世
代
の
 

内
に
息
の
根
を
と
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
人
類
 
史
 全
体
を
通
じ
て
も
っ
と
も
深
刻
で
も
っ
と
も
急
速
 
な
 断
絶
で
あ
る
」
宮
の
 

し
 。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
 
従
 来
の
 キ
リ
ス
ト
教
信
仰
は
西
欧
に
お
い
て
は
ま
っ
た
く
 
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
喪
失
 

し
た
と
見
る
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
い
わ
ゆ
る
「
ポ
ス
ト
 
・
キ
リ
ス
ト
教
」
時
代
宮
下
卑
・
こ
の
到
来
で
あ
る
 
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
 、
 

 
 

  

  



だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
に
と
っ
て
は
 
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
へ
と
向
か
う
思
想
と
社
会
と
 
自
己
と
の
激
し
い
変
容
 

を
感
じ
な
が
ら
、
旧
態
に
固
執
す
る
こ
と
は
、
あ
り
う
 
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
 も
 根
本
的
に
変
容
せ
ね
 

ば
な
ら
な
い
。
以
下
に
、
 九
 0
 年
代
半
ば
以
降
の
近
著
 に
よ
り
つ
つ
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
に
よ
る
「
ポ
ス
ト
・
 
キ
 リ
ス
ト
 教
 」
時
代
の
め
 不
 

教
の
構
想
を
跡
づ
け
て
み
よ
う
。
 

は
 
「
自
然
主
義
的
」
世
界
像
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
哲
学
 
的
 ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
、
な
い
し
宇
宙
 像
 と
も
言
う
べ
き
も
の
 は
 、
お
お
ま
か
に
 =
 
二
口
 

っ
て
ふ
た
つ
の
要
素
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
 現
 代
 哲
学
の
 い
 わ
ゆ
る
「
舌
口
語
論
的
転
回
」
を
受
け
た
 
徹
 底
 的
な
言
語
Ⅱ
記
号
 構
 

成
 論
の
観
点
で
あ
る
。
我
々
の
知
覚
と
認
識
は
、
 
徹
頭
 徹
睾
 ニ
ロ
 

語
 Ⅱ
記
号
性
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
 舌
 口
語
Ⅱ
記
号
の
外
部
に
出
 

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
 @
 語
性
の
外
な
る
実
在
 と
の
照
応
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
真
理
性
の
観
念
は
不
可
 
能
 と
な
り
、
認
識
の
終
 

極
的
 相
対
性
は
避
け
が
た
い
。
こ
う
し
た
一
方
で
 
キ
ュ
 ｜
 ピ
ッ
ト
は
、
あ
る
種
の
一
元
論
的
存
在
論
と
も
い
 
う
べ
き
語
り
を
繰
り
返
 

す
 。
そ
こ
で
は
、
「
自
然
」
「
 
生
 」
「
記
号
」
「
 
ェ
 ネ
ル
ギ
 ｜
 」
な
ど
が
ア
ス
ペ
ク
ト
的
に
は
区
別
さ
れ
な
が
ら
、
 
他
方
で
は
根
底
に
お
 い
 

て
 同
一
の
唯
一
実
在
と
し
て
も
語
ら
れ
て
い
る
。
キ
ュ
 
｜
 ピ
ッ
ト
は
自
ら
の
こ
う
し
た
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
「
エ
ネ
 
ル
ギ
ー
 論
的
 ス
ピ
ノ
ザ
 

主
義
」
（
の
 
コ
 の
お
の
（
 

-
c
 

手
ヨ
 

o
N
 

缶
 こ
と
も
呼
ぶ
。
 

「
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
的
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
」
と
い
う
こ
と
 ば
は
、
世
界
と
我
々
 人
 

間
の
生
に
つ
い
て
の
徹
底
し
た
自
然
主
義
的
ヴ
ィ
ジ
 
ョ
 ン
を
 表
し
て
い
る
。
世
界
は
、
分
散
す
る
、
記
号
 
｜
と
 し
て
 1
 読
ま
れ
る
，
ェ
ネ
 

ル
ギ
ー
の
、
自
己
を
更
新
し
 、
 終
わ
り
な
く
涌
き
出
る
 流
れ
と
し
て
観
ら
れ
る
。
す
べ
て
は
偶
然
的
で
あ
り
、
 
全
体
は
外
部
を
も
た
な
 

ぃ
 」
⑦
 ヴ
じ
 。
一
方
で
客
観
的
・
実
在
論
的
認
識
の
不
 
可
能
性
を
語
り
つ
つ
、
他
方
で
「
自
然
」
に
関
わ
る
 
一
 
日
明
を
こ
の
よ
う
に
な
 

す
こ
と
は
、
矛
盾
的
と
と
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
こ
 れ
は
 キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
真
理
観
に
も
関
わ
る
問
い
で
あ
 
る
 。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
 

ジ
ェ
イ
ム
ズ
理
解
が
こ
こ
で
参
考
に
な
る
。
キ
ュ
ー
 
ピ
 ッ
ト
 に
よ
れ
ば
ジ
ェ
イ
ム
ズ
は
わ
れ
わ
れ
に
「
知
識
と
 
い
う
も
の
が
、
私
た
ち
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キ
リ
ス
ト
教
 史
は
 つ
い
て
は
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
精
粗
 さ
ま
ざ
ま
な
記
述
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
一
貫
し
た
 
主
旨
 は
 、
今
や
人
間
 

が
 実
在
論
的
有
神
論
の
映
像
と
制
度
か
ら
離
脱
す
る
に
 
十
分
な
ほ
ど
覚
醒
 し
 、
 成
 執
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
 る
 。
例
え
ば
「
最
後
の
 

哲
学
」
の
補
講
、
「
 今
 ・
此
処
の
神
学
」
の
ド
ラ
ス
 テ
 ノ
ッ
ク
な
記
述
を
見
て
み
よ
う
。
 

人
々
は
つ
い
に
大
人
に
な
っ
た
の
だ
。
だ
と
す
る
と
、
 
そ
の
宗
教
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
の
神
 
は
 徹
底
し
た
内
在
 

神
と
な
り
、
彼
ら
の
哲
学
は
、
表
現
主
義
的
な
も
の
と
 
な
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
れ
と
し
て
の
 
生
 が
自
ら
の
内
で
 

涌
き
上
が
る
の
を
感
じ
る
だ
ろ
う
・
・
・
・
・
・
葛
藤
と
苦
し
み
 

が
 存
続
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
は
「
神
の
国
」
を
 
も
は
や
到
来
し
た
 

も
の
と
し
て
語
る
。
 /
 神
の
国
が
到
来
し
た
の
だ
と
 言
 う
と
、
お
そ
ら
く
誤
解
が
生
じ
て
し
ま
う
。
人
々
は
 
、
 私
が
何
か
た
わ
ご
 

と
の
よ
う
に
楽
天
的
な
こ
と
を
言
う
か
、
何
か
超
自
然
 
的
な
で
き
ご
と
が
起
き
た
と
主
張
し
て
い
る
か
の
ご
と
 
く
 思
う
だ
ろ
う
。
 

私
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
そ
ん
な
こ
と
で
は
ま
っ
た
く
 
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
私
が
言
い
た
い
の
は
、
 
私
 た
ち
が
神
の
死
後
 

を
 、
形
而
上
学
的
実
在
論
の
終
焉
を
生
き
て
い
る
の
だ
 
と
い
う
こ
と
で
あ
る
…
…
私
た
ち
が
い
る
と
こ
ろ
こ
そ
 
が
 世
界
の
中
心
で
 

あ
り
、
創
造
の
場
所
で
あ
る
。
日
常
性
こ
そ
が
究
極
的
 
で
あ
り
、
そ
の
外
部
は
な
い
。
ま
さ
に
そ
う
な
の
で
 
あ
っ
て
、
「
彼
方
」
 

な
ど
は
存
在
し
な
い
の
だ
 
戸
 ㌧
）
の
 
0
l
 
）
の
）
 

-
 
。
 

現
実
に
お
い
て
実
在
論
的
キ
リ
ス
ト
教
の
生
き
た
リ
ア
 
リ
テ
ィ
ー
は
西
欧
社
会
か
ら
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
 
っ
 た
こ
と
、
哲
学
的
に
 

も
 、
宗
教
的
な
そ
れ
を
ふ
く
の
た
実
在
論
が
著
し
い
 
ア
 ポ
リ
ア
に
ぶ
つ
か
ら
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
も
 
そ
も
実
在
論
的
有
神
論
 

や
そ
れ
に
立
脚
し
た
教
会
制
度
そ
の
も
の
が
「
事
態
を
 
悪
く
し
て
き
た
」
こ
と
、
こ
れ
ら
の
こ
と
（
す
く
な
く
 
と
も
前
二
者
）
を
直
視
 

す
る
こ
と
は
、
上
述
の
非
実
在
論
の
陣
営
の
共
通
の
認
 誠
 で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
か
ら
 い
 か
な
る
結
論
を
出
す
 か
は
、
非
実
在
論
の
立
 

場
 に
お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
、
 
実
 在
 論
へ
の
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
や
実
在
論
の
思
考
上
の
可
 
能
 性
な
ど
れ
だ
け
残
す
 

  



  近代的宗教性 」の条件 ? 

と
 化
す
「
 六
 0
 年
代
の
世
俗
主
義
神
学
と
ほ
こ
と
 な
り
、
そ
の
 再
 解
釈
は
、
宗
教
を
「
美
学
化
」
す
る
。
 
つ
ま
り
宗
教
的
生
を
 ア
 

｜
ト
の
 実
践
や
象
徴
的
表
現
の
見
地
か
ら
見
る
の
で
あ
 
る
 」
 宙
ヴ
 
@
 
由
こ
 
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
、
舌
口
う
ま
で
も
な
く
 ニ
ー
チ
ェ
か
ら
大
き
な
 

影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
ニ
ー
チ
ェ
が
「
宗
教
が
意
識
 
の
領
 野
を
拡
大
し
、
強
化
し
、
浄
化
す
る
こ
と
に
よ
り
 自
己
を
発
展
さ
せ
る
た
 

67 (273) 

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
非
実
在
論
を
支
え
る
も
う
ひ
と
つ
の
 
論
拠
は
、
「
本
来
の
」
キ
リ
ス
ト
教
が
、
そ
も
そ
も
 非
 実
在
論
的
で
あ
っ
た
 、
 

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
言
 う
 ま
で
も
な
く
 大
 き
な
異
論
が
あ
り
え
よ
 う
 。
も
っ
と
も
「
本
来
」
の
 宗
 教
 竹
生
を
非
論
証
的
で
 

「
直
接
的
」
 な
 生
と
す
る
こ
と
で
、
科
学
な
ど
に
よ
る
 ぬ
 
珊
証
 的
な
批
判
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
擁
護
し
よ
う
と
の
上
 ユ
場
は
、
非
実
在
論
的
 

宗
教
論
に
ひ
ろ
く
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
 

㈲
「
自
己
性
の
実
験
」
と
し
て
の
宗
教
キ
ュ
ー
ピ
ッ
 

ト
 に
よ
れ
ば
「
も
し
私
た
ち
が
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
 を
打
ち
負
か
し
え
な
 

い
の
な
ら
、
私
た
ち
は
そ
れ
を
抱
き
込
む
べ
き
で
あ
る
 
。
私
は
、
ひ
と
つ
の
重
大
な
宗
教
の
再
解
釈
を
提
案
 
す
る
」
・
 
宮
 Q
 
 
迫
巳
 。
 キ
 

ユ
 ー
ピ
ッ
ト
が
そ
の
数
多
い
著
書
の
中
で
「
神
々
後
の
 
宗
教
」
「
イ
ノ
セ
ン
ト
な
宗
教
」
「
ポ
ス
ト
キ
リ
ス
ト
教
 」
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
 宗
 

教
 」
「
自
由
キ
リ
ス
ト
教
」
「
生
の
宗
教
」
な
ど
と
さ
ま
 
ざ
ま
に
呼
ん
で
い
る
も
の
の
内
実
が
、
こ
こ
で
問
題
と
 
な
る
。
 

さ
き
に
見
た
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
知
識
論
の
な
か
に
、
 
す
 で
に
そ
の
手
が
か
り
は
あ
る
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
知
識
 親
 は
、
プ
ラ
グ
 マ
テ
 

ノ
ッ
ク
な
 、
 生
の
形
成
に
資
す
る
知
識
Ⅱ
表
現
と
い
う
 も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
条
件
は
、
当
然
宗
教
に
も
 関
 わ
る
は
ず
で
あ
る
。
 

逆
竺
 =
 
ロ
 え
ば
、
旧
来
の
実
在
論
的
妥
当
性
要
求
を
掲
げ
 
る
か
ぎ
り
脱
構
築
は
免
れ
な
い
宗
教
も
、
そ
う
し
た
 
要
求
を
放
棄
す
る
な
ら
 

ば
、
 他
の
生
形
態
と
並
ぶ
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し
て
 
同
 等
の
正
当
性
を
も
っ
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
は
宗
教
は
 
ひ
と
つ
の
表
現
的
行
為
 

-
 
㍑
 -
 

歩
 を
ふ
み
だ
し
た
わ
け
で
あ
る
。
 

か
 、
ま
た
教
会
制
度
を
ど
 う
 理
解
す
る
か
と
い
っ
た
こ
 と
が
相
違
点
と
し
て
出
て
く
る
。
こ
の
点
で
キ
ュ
ー
 
ピ
 ッ
ト
 は
、
決
定
的
な
一
 



め
の
強
力
な
道
具
で
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
た
が
ら
な
か
 
っ
た
 」
こ
と
を
批
判
す
る
。
「
こ
れ
は
コ
ー
チ
ェ
の
 
日
 限
界
で
あ
る
。
な
ぜ
 

な
ら
、
今
や
急
速
に
わ
れ
わ
れ
の
も
と
か
ら
消
失
し
ょ
 
う
と
し
て
い
る
古
き
諸
宗
教
に
は
、
一
連
の
貴
重
で
 
鯉
 @
 
味
深
い
自
己
性
の
実
験
 

す
 Ⅹ
 つ
の
 
（
 
@
 
の
ま
ぎ
の
 往
臼
 0
0
 已
と
 意
識
の
モ
ー
ド
が
 見
 ぃ
 だ
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
保
持
さ
れ
る
べ
き
 

も
の
な
の
で
あ
る
」
 

声
 の
め
 0
 一
 。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
 も
 含
め
、
遅
か
れ
早
か
れ
ド
グ
マ
は
消
滅
を
余
儀
な
く
 
さ
れ
、
「
将
来
私
た
ち
 

は
 自
ら
の
宗
教
を
、
超
自
然
的
教
義
で
は
な
く
、
自
己
 
性
の
実
験
と
み
な
す
だ
ろ
う
」
 宮
 G
 
の
り
 
一
 
。
 

「
自
己
性
の
実
験
」
と
は
し
か
し
何
を
意
味
す
る
の
だ
 ろ
 向
か
。
す
ぐ
に
連
想
さ
れ
る
の
が
、
現
代
の
ニ
ュ
ー
 
・
 エ
 イ
ジ
 的
 宗
教
の
 

「
自
己
宗
教
」
（
の
 
匹
 h
 
。
（
 
臼
性
 。
 已
的
 傾
向
で
あ
る
。
し
か
 し
 キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
 、
 口
を
極
め
て
こ
う
し
た
宗
教
 性
を
批
判
す
る
。
な
ぜ
 

な
ら
そ
れ
は
超
越
す
る
実
体
的
自
己
の
実
在
論
に
立
ち
 
、
ま
た
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
自
己
固
着
を
本
質
と
 

す
る
か
ら
で
あ
る
 
-
n
h
 

下
 の
ま
一
口
㌧
の
～
 -
0
 キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
、
 
臼
目
 
ら
の
 佑
拙
 
く
 自
己
性
の
イ
デ
ア
 か
 な
あ
り
方
を
、
ひ
と
っ
の
形
象
、
 
「
太
陽
」
の
形
象
に
よ
 

っ
て
表
そ
う
と
す
る
。
 

宗
教
が
 脱
 実
在
論
化
す
る
と
き
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
 表
 規
約
エ
シ
ッ
ク
ス
へ
と
近
づ
く
こ
と
は
容
易
に
予
想
さ
 
れ
る
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
 

ト
が
 
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
論
的
ス
ピ
ノ
ザ
主
義
」
お
よ
び
「
 詩
的
神
学
」
と
並
ん
自
己
の
宗
教
的
立
場
の
第
三
の
 
柱
 と
呼
ぶ
の
が
、
「
太
陽
 

一
 
%
-
 

倫
理
」
 
宙
 0
 迂
 「
 痒
ま
 o
m
 
）
な
る
も
の
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
 ピ
ッ
ト
は
、
「
太
陽
」
の
地
楡
 的
 含
意
を
駆
使
し
つ
つ
 、
 自
ら
の
宗
教
 1
 倫
理
的
 

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
 比
 稔
性
 の
 問
題
は
こ
こ
で
は
省
略
し
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
倫
理
的
 
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
の
内
容
の
 

み
を
略
述
し
よ
う
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
わ
れ
 
わ
れ
は
、
長
く
人
間
を
抑
圧
・
拘
束
し
て
き
た
モ
ラ
ル
 
実
在
論
 
ま
 0
q
 
凹
 お
日
 

あ
已
な
い
し
モ
ラ
ル
客
観
主
義
ま
 0
q
 
注
 。
 ヴ
お
 3
 才
 げ
 こ
か
ら
離
脱
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
く
し
て
「
 

太
陽
倫
理
」
は
、
第
一
 

に
 、
実
在
論
的
待
望
の
放
棄
を
主
張
す
る
。
キ
ュ
ー
 
ピ
 ッ
ト
 に
よ
れ
 ば
 、
上
位
な
る
現
実
が
実
在
論
的
に
描
か
 れ
る
こ
と
に
よ
り
、
 

自
   



 
 

 
 

 
 

キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
が
意
図
し
て
い
る
の
は
、
実
在
 論
の
放
棄
と
、
実
在
論
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
真
理
請
求
 
の
 放
棄
に
も
と
づ
く
、
自
由
 

  近代的宗教性」 0 条件 ? 

の
 状
態
を
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
は
、
「
 洸
惚
的
 内
在
」
（
の
の
の
（
 

㏄
 ヱ
 の
ま
 ヨ
ゅ
コ
 
の
 目
 ③
と
呼
ぶ
。
「
 洸
惚
的
 内
在
」
と
は
 、
世
界
か
ら
エ
ネ
 

１
を
受
け
と
る
と
と
も
に
、
世
界
を
 
=
 
ニ
ロ
ま
 

叫
ュ
 
記
号
で
構
 成
 的
に
作
り
出
し
て
ゆ
く
人
間
の
、
世
界
と
の
交
感
 

の
 様
子
を
表
し
て
 

ヨ
洸
惚
的
 内
在
」
と
は
、
か
く
し
て
存
在
の
純
 枠
 な
流
動
に
対
す
る
強
烈
で
、
悦
び
に
満
ち
た
応
答
で
 
あ
る
。
…
…
 私
た
 

世
界
の
も
の
で
あ
り
、
世
界
は
私
た
ち
の
も
の
で
あ
る
 
。
各
々
が
外
へ
と
流
れ
出
し
、
同
時
に
お
互
い
を
つ
く
 
り
 出
し
て
ゆ
く
」
 

ト
の
 
-
 
。
 

ル
ギ
 

い
 る
 

ち
は
 

あ
 庁
 

己
の
否
定
的
抑
圧
、
人
間
に
よ
る
人
間
の
支
配
が
 
、
可
 能
 と
な
っ
て
し
ま
う
。
「
太
陽
倫
理
」
は
第
二
に
 、
内
 部
 性
を
拒
絶
す
る
。
 ナ
 

イ
ー
 ヴ
 な
キ
リ
ス
ト
教
実
在
論
は
、
時
代
と
と
も
に
そ
 
の
 地
歩
を
失
っ
て
い
っ
た
が
、
外
部
へ
の
実
在
論
的
 
投
 彩
 は
、
今
度
は
内
部
に
 

向
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
ポ
ス
ト
構
造
主
義
や
言
語
哲
学
 
に
お
け
る
内
的
現
前
や
内
的
表
象
の
概
念
の
批
判
を
 ぅ
 け
て
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
 

は
こ
う
し
た
主
体
の
内
部
空
間
の
実
体
化
的
表
象
を
強
 
く
 否
定
す
る
。
そ
の
否
定
は
し
か
し
こ
こ
で
も
、
理
論
 
的
で
あ
る
以
上
に
 、
モ
 

ラ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
に
 よ
 れ
ば
、
近
代
以
降
こ
の
世
界
と
 よ
り
 高
き
世
界
の
二
 方
法
 は
 、
外
的
・
物
理
 

的
 世
界
と
内
的
世
界
と
の
二
分
法
に
転
移
す
る
。
こ
 
う
 し
て
内
的
個
体
性
は
、
一
種
の
逃
避
所
に
な
る
と
と
も
 
に
 、
救
済
や
神
と
の
 個
 

的
 結
合
と
い
う
幻
想
の
舞
台
と
も
な
る
。
こ
こ
か
ら
、
 
「
太
陽
倫
理
」
は
第
三
に
 、
 外
へ
、
他
者
へ
、
と
の
 要
 請
を
掲
げ
る
こ
と
に
な
 

る
 。
「
あ
な
た
の
唯
一
本
当
の
世
界
は
、
あ
な
た
の
 コ
，
 
ト
ュ
 ニ
ケ
ー
テ
ィ
ヴ
な
行
為
と
他
の
人
々
と
の
協
同
的
 
世
界
構
築
か
ら
な
る
 生
 

な
の
で
あ
る
。
あ
な
た
の
生
は
、
表
現
へ
表
出
す
る
、
 太
陽
的
自
己
 外
 化
の
プ
ロ
セ
ス
な
の
で
あ
る
」
②
や
㏄
 ㏄
 
｜
 
㏄
 
ひ
 
-
 
。
 

「
外
部
」
な
き
自
然
 1
 人
間
世
界
の
な
か
に
「
 外
 化
」
 し
 て
ゆ
く
と
い
う
こ
と
は
、
伝
統
的
な
言
い
方
で
舌
口
 え
 ぼ
 、
「
内
在
化
」
と
 ぃ
 

う
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
観
点
か
 
ら
す
れ
ば
、
超
越
な
ら
ぬ
こ
の
「
内
在
」
こ
そ
が
強
 
い
 浄
福
を
も
た
ら
す
。
 こ
 



、 ジ 判 で 方 あ 対 な や か 
な
が
ら
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
両
者
の
異
同
で
あ
 
る
 。
 

ジ
ン
メ
ル
と
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
両
者
は
と
も
に
、
近
代
 
化
に
よ
る
伝
統
宗
教
の
空
洞
化
を
冷
徹
に
受
け
と
め
る
 
と
と
も
に
、
新
宗
教
 

復
古
主
義
な
ど
の
対
抗
的
宗
教
形
成
を
も
拒
絶
す
る
。
 
し
か
し
両
者
は
そ
れ
に
よ
っ
て
全
面
的
な
宗
教
批
判
に
 
行
き
着
く
わ
け
で
は
 

 
 

希
求
し
っ
 っ
 、
あ
る
種
の
内
在
的
な
生
に
宗
教
の
拠
点
 
を
見
出
す
。
宗
教
的
 

象
を
投
影
論
的
に
解
体
し
、
実
在
論
的
真
理
請
求
を
断
 
食
 し
た
上
で
、
生
の
美
的
に
し
て
宗
教
的
な
自
己
形
成
 
に
、
 生
そ
の
も
の
の
 

る
 種
の
聖
化
に
、
両
者
は
宗
教
の
、
も
っ
と
も
他
に
も
 
あ
る
生
の
選
択
肢
の
ひ
と
つ
以
上
の
も
の
で
は
な
い
め
ホ
 教
の
 、
可
能
な
あ
り
 

を
見
る
の
で
あ
る
。
 

と
は
い
え
そ
の
生
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
お
い
て
は
、
両
者
 
の
 隔
た
り
も
大
き
い
。
ジ
ン
メ
ル
の
生
は
、
な
お
三
観
 
的
 生
の
色
彩
が
濃
厚
 

あ
り
、
そ
の
生
理
解
は
、
心
理
学
的
，
超
越
論
的
問
題
 
構
 制
を
残
す
。
し
か
も
ジ
ン
メ
ル
は
、
今
日
の
宗
教
学
 
の
 批
判
理
論
派
が
批
 

 
 

の
的
と
し
て
い
る
宗
教
の
固
有
㊧
田
内
の
 コ
 の
 q
@
 
性
の
 理
念
を
、
ま
さ
に
こ
の
語
を
用
い
て
基
礎
づ
け
よ
う
と
 
し
て
も
い
る
。
ま
た
 

ン
メ
ル
の
言
う
生
は
、
な
お
あ
ら
ゆ
る
分
節
に
先
行
・
 超
越
す
る
動
的
根
源
力
め
よ
う
な
限
界
性
を
帯
び
て
 
ぃ
 る
 。
一
方
キ
ュ
ー
 ピ
 

以
上
二
者
各
々
に
つ
い
て
の
記
述
は
ま
っ
た
く
不
完
全
 
な
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
批
判
的
検
討
も
こ
こ
で
は
 
な
し
え
な
い
。
わ
ず
 

に
 選
択
さ
れ
る
べ
き
自
己
形
成
の
 テ
 
ク
ネ
ー
と
し
て
の
 
「
宗
教
」
で
あ
る
。
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
に
は
、
宗
教
史
 や
 
神
学
史
、
あ
る
い
は
神
 

 
  

 

秘
 主
義
夫
 
窟
麓
 邑
の
記
述
も
多
い
が
、
自
ら
の
立
場
 が
そ
う
し
た
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、
と
き
に
 
先
 取
り
さ
れ
つ
っ
準
備
さ
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

れ
て
き
た
と
い
う
の
が
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
論
理
で
も
 
あ
る
。
 

団
結
語
 



「ポスト近代的宗教性」の 条件 ? 

極 壊 な 部 教 は る と 

を ヴ も あ り っ こ 

め て とと「 流は ポ表ィち ろはのの よう 勤仕多様 いえ スト す も ジョ ろん っ , 。 その 系譜 

， 性 が ジ 近 の ン 両 先 と に 

に 、 ン 代 で は 者 駆   ジ 

富 現 メ 的 は 、 は 形 同 ン 

ん 代 ル 宗 あ 単   態 時 メ 

で の が 教 っ 独 そ と に ル 

穣て者れ い そ と 

が る め 敦也）不一 ものぞ つ め キ 
。 壮 絶 」 、 う れ た 時 ュ 

言 7 代 l の時 況に伝統目も 前こ １ なる 宗教 ディ い 的 ピ 
の 、 透 も 状 力 代 万 変 ッ 

復 さ 見 の 況 か め が 容 ト 

興 ま し を 全 な 文 ビ の を 
こ あ 比 

                  キるを 、 語体 居 想状 、 牝 か と べ 

ら む ュ こ 代 に 況 で を 見 
れ か l と 表 山 金 な 雁 る 
る た ピ は す ま 般 さ 認 と 

か ち ッ 、 る る の れ す き 

と で ト お も と 鋭 " っ る " 

居 、 見 が そ の の 敏 る こ 我 
と と 々 、っ ご｜ 今日らくられえ では 見方 力 す が は 

、 る ラ ン あ も 特 
仁王 Ⅰ 

る で 両 
な き 者 

ホ 教と 」 デト べリえきな りで異 ら る の 
の は カ ツ な る 反 @ ま 。 こ 

自 確 ル ク い 。 省 > つ 
己 か に 以 。 確 者 ぉ ず し 
同 で 定 上 そ か で そ れ た 
一 あ 式 の も に あ ら に 異 
，性 る 化 意 そ そ つ く せ 同 
の 。 し 味 も の て こ よ に 

流 そ た を 現 居 、 、 ""  ""  士 示 " 

動 も よ 持 在 想 そ で 教 同 
化 そ う ち と は の こ 的 じ 
が も な え い 、 時 そ ポ 居、 
多 今 、 な う 宗 代 な ス 想 
面 目 宗 ぃ "L 教 診 さ ト 課 
的 の 教 だ ポ 状 断 れ モ 題 
に 宗 の ろ ッ 況 に る ダ ヘ 
進 教 伺 う ク の も ベ ニ の 

き ズ 対     
て は の 配 的 く の 、 の 
、 '  、 u 朋 約 一 古本 で あ ひ 

  

くえッこッ 、 るトかト ラ は 感 に 
イ ま 苛 じ と 

フ た 熱 ら っ 

・ キ な れ て 
ス ュ 批 る は   

  は ルとし 言語 に ット 加える 上学的 

， 性 に 

      
  
ベ ッ に ル 

き ト も の 
も な 、 生 
の 印 キ に 
で 象 ュ な 
は な @ % 
な 与 ピ ど   



@
 
王
 

-
1
-
 代
表
的
論
者
を
二
例
ば
か
り
あ
げ
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
 D 

ラ
イ
ア
ン
は
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
で
行
わ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
 
集
会
を
象
徴
的
に
取
り
 

上
げ
つ
つ
、
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
イ
ェ
ス
」
を
ポ
ス
ト
近
代
 
に
お
け
る
宗
教
の
「
メ
タ
フ
ァ
ー
」
と
し
て
用
い
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
 ニ
テ
ィ
ー
下
で
の
 

宗
教
の
消
費
主
義
的
変
容
の
明
暗
を
語
る
す
中
つ
 笘
ぎ
 Ⅰ
 せ
 。
 且
 ）
 け
り
ご
 

め
ぎ
 む
汁
お
 
軽
 き
 s
Q
.
 

わ
斗
憶
ぎ
ぉ
ぎ
よ
紅
ま
 
。
熟
ま
 お
ま
 ㏄
 ，
 
の
曲
 
ヨ
 ヴ
ヱ
 
年
幅
の
 
@
 ㌧
 0
 コ
 片
せ
 

下
 （
の
の
の
・
 

き
 0
0
-
 

。
一
方
 J
.
 ベ
ッ
ク
 フ
 オ
ー
ド
は
、
そ
も
そ
も
 ポ
 ス
ト
近
代
の
諸
概
念
そ
の
も
の
の
有
効
性
に
つ
い
て
懐
疑
的
で
 あ
る
。
ベ
ッ
ク
 フ
オ
 

｜
ド
は
 「
セ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
シ
フ
ト
」
と
し
て
の
、
ミ
ニ
マ
 
ル
な
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
テ
ィ
ー
の
規
定
を
行
い
つ
つ
、
そ
れ
が
 
英
 国
 で
は
ま
っ
た
く
 周
 

縁
 的
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
む
し
ろ
超
越
正
義
 的
 ・
実
在
 ヨ
 
冊
的
 有
神
論
の
集
団
の
勃
興
が
目
立
つ
こ
と
を
強
調
す
る
 
-
 
ざ
ヨ
 の
 
㏄
Ⅰ
 
肝
 ・
 
ロ
 の
 
り
オ
 
h
o
 
（
 
口
 -
 

二
 
%
m
-
@
%
0
 

コ
 ・
 ア
 ミ
 
0
 隼
の
目
 

@
@
@
@
 

セ
簿
コ
 
往
吐
 

@
 し
 
0
 か
井
 

@
 
守
ミ
 
0
 宙
 ①
㍉
 
コ
 @
 
ヰ
ピ
、
 

Ⅰ
 ぎ
 一
片
 
W
 
Ⅰ
 
リ
ト
り
 

コ
ミ
 目
 。
 ダ
 0
&
.
.
 

再
隠
鎚
ぎ
き
 
@
0
 。
 
さ
ぎ
 
ま
も
ら
 
き
さ
ト
薫
 ⑬
 -
 Ⅰ
 0
 コ
宙
 
。
 コ
 一
口
の
 
コ
 の
 
も
 ㌧
 廷
す
 
・
。
 

）
の
の
 

2
 。
 
づ
戸
目
占
ど
 。
な
お
、
ポ
ス
ト
近
代
論
と
宗
教
に
つ
い
て
は
 、
 特
に
以
下
の
論
集
を
参
照
。
捧
の
「
㏄
 

コ
ヨ
り
コ
ド
 

㎏
 ド
コ
ド
邑
勺
の
 

（
 
の
 「
 c
.
 

Ⅰ
口
ロ
 

ロ
 -
 
の
年
の
・
）
・
 

力
 ら
め
～
 

き
 ら
 
き
ま
 ～
 
き
 め
 Q
c
 
～
 
ら
 ～
 
う
 
ぬ
）
 
黛
荘
 市
隠
 暉
 ぎ
さ
 戸
 0
 コ
隼
 
0
 コ
 -
 目
お
 ョ
ヨ
 り
コ
 
-
 
Ⅰ
の
の
㊥
一
中
り
三
宝
の
の
嵌
の
 

-
0
&
-
.
 

市
隠
 構
ぎ
毬
 
・
仝
主
ら
 

軋
て
べ
き
 

～
 
ぜ
さ
 と
荘
 ト
ビ
㏄
 

ミ
ミ
 
0
Q
 
ぬ
ぺ
 

き
 ～
 
せ
 （
 
0
 メ
ト
 
0
 （
仁
一
口
村
ぃ
ア
ミ
の
 

目
 -
 ）
の
の
 

兇
 

一
 
2
-
 ギ
ノ
イ
 
ド
 
7
 々
Ⅰ
Ⅰ
・
ラ
イ
マ
ノ
ン
「
 

ポ
小
ス
 
Ⅰ
Ⅱ
モ
ダ
ニ
 
斗
ノ
ィ
 
」
 -
 
ム
口
 
庭
惇
訳
 、
せ
り
か
書
房
、
一
九
九
六
年
一
、
ニ
セ
 
頁
 。
も
ち
ろ
ん
 @
 
」
う
し
た
系
譜
化
は
 
、
そ
 

の
時
代
ご
と
の
関
心
に
拘
束
さ
れ
が
ち
で
あ
り
、
少
な
か
ら
ぬ
 
間
 題
 を
は
ら
ん
で
い
る
。
実
際
、
三
 0
 年
代
以
来
の
ジ
ン
メ
ル
 像
 の
 変
遷
を
検
討
し
た
 

る
 。
本
質
主
義
的
志
向
性
に
よ
る
宗
教
の
同
一
性
の
確
 
立
 が
目
ざ
さ
れ
る
一
方
で
、
宗
教
的
表
象
や
実
践
体
系
 
は
 、
「
文
化
皆
目
 

源
 」
（
 べ
 

ッ
ク
フ
 オ
ー
ド
）
と
し
て
 脱
 ロ
ー
カ
ル
化
し
、
広
く
 グ
 ロ
ー
バ
ル
に
散
種
さ
れ
て
ゆ
く
。
 

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
私
た
ち
の
課
題
と
な
る
の
は
 、
時
代
論
的
な
思
考
に
も
と
づ
く
現
代
宗
教
の
等
質
化
 
的
 把
握
で
は
な
く
、
 

む
し
ろ
現
代
宗
教
に
お
け
る
多
様
な
志
向
性
や
 
べ
ク
ト
 か
め
 交
錯
す
る
あ
り
か
た
を
見
届
け
る
こ
と
で
あ
ろ
う
 
。
そ
し
て
、
そ
の
多
様
 

性
 と
は
、
本
質
主
義
的
同
一
性
を
確
保
し
た
い
わ
ゆ
る
 
「
宗
教
多
元
論
」
や
「
宗
教
間
対
話
」
な
ど
が
思
 い
描
 く
 多
元
性
で
は
な
い
。
 

あ
る
い
は
そ
れ
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
注
目
す
べ
 
き
は
、
そ
う
し
た
「
同
一
性
の
多
元
性
」
を
も
解
体
し
 
、
流
動
化
さ
せ
、
再
編
 

-
 
初
 -
 

成
せ
し
め
る
よ
う
な
、
現
代
宗
教
を
条
件
づ
け
る
動
的
 
多
様
性
の
諸
相
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

  



「ポスト近代的宗教性」の 条件 ? 
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を
 欠
い
て
い
る
」
と
表
現
す
る
 田
 ㏄
已
ま
の
 コ
い
 
の
「
 
，
し
藪
め
ハ
 
か
 め
 コ
 
へ
ぬ
 
ぎ
 も
～
 
騨
ぁ
爵
簿
め
ぺ
 
Q
 武
黛
 ぎ
ぬ
 
註
 -
 ロ
の
 
「
 目
コ
 @
 つ
の
「
 
-
p
 
抽
づ
 o
 コ
 n
.
 
の
 ぎ
 （
 
用
巳
 0
 「
鮭
の
。
 プ
コ
 

 
 
 
 

乙
ぎ
 -
 け
薄
 -
6
3
 。
こ
こ
に
は
形
而
上
学
に
対
す
る
生
の
立
場
の
 
、
ま
た
ジ
ン
メ
ル
固
有
の
両
義
性
が
表
さ
れ
て
い
る
。
 

@
-
 

ジ
ン
メ
ル
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
 

観
と
 真
理
観
の
変
遷
に
 
つ
い
て
は
、
以
下
を
参
照
。
 
出
 o
r
 

の
（
）
 

む
 Ⅱ
ゆ
 
め
コ
 出
の
二
の
。
 

ぎ
ぃ
 ～
 
ら
 ～
ら
め
～
 

の
 ま
 ま
 荘
田
 ふ
窪
 さ
～
 
ぉ
 ～
 
め
 

～
か
め
 

り
蕊
申
ぬ
 
～
 G
e
 
も
 心
鮪
 ま
ま
 斗
 
-
 
口
銭
ヨ
㌢
 

a
d
 

（
 @
 ミ
 抜
 s
.
 

し
目
 

り
オ
ゆ
 

2
 匹
 に
宰
 ㏄
 曲
 ・
Ⅰ
の
㏄
㊥
・
ニ
 

l
 口
 

@
-
 

そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
 

汐
簿
藍
円
 生
日
 之
の
 （
 
毛
 0
 吏
 ・
 巴
 Ⅹ
も
 
-
0
 
ユ
コ
 
ゆ
が
 臣
 Ⅰ
㌧
Ⅱ
 
0
 ヨ
 0
 ヱ
 0
 コ
ゆ
 刃
の
目
㎎
 

@
0
 
け
 ㏄
 勺
ド
 
洋
才
 り
 ㏄
り
出
 亡
う
 り
コ
 の
Ⅱ
の
り
 

ま
 0
 コ
 ・
ア
キ
 

ヰ
つ
 
Ⅰ
Ⅰ
 

毛
毛
圭
 ㍉
 0
 ぎ
 ・
 
c
 お
 ・
 
E
 ミ
ぎ
ロ
 の
 パ
 ・
の
 

オ
 （
 
ヨ
 -
 を
 参
照
の
こ
と
。
 

-
%
-
 の
富
つ
ア
 
の
 コ
由
 0
 お
甘
 「 
ま
 （
の
 
-
 し
 ら
 
3
9
 
も
に
～
㏄
 
3
 も
き
め
 カ
ぎ
ぎ
 
さ
 陳
の
臣
 済
 ～
 
ぎ
ぉ
 も
 0
%
 ふ
薫
戸
 。
 已
 。
 ア
 
の
の
 
目
，
こ
紀
 ）
 

-
 
Ⅱ
 -
 
以
下
、
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
そ
れ
ぞ
 れ
の
略
号
と
出
典
負
数
 を
 、
本
文
中
に
示
す
。
 

も
さ
 ミ
ト
 に
（
Ⅰ
 0
 コ
笘
 
0
 与
 @
 切
の
ま
。
お
の
 
巴
 Ⅱ
 卜
 ト
 @
H
 ぎ
卜
湧
ヘ
カ
ぉ
 ぎ
の
 Q
p
 
を
㊥
 c
 コ
ロ
 
0
 コ
 -
 の
の
 
目
 。
）
 
き
巳
 Ⅱ
 い
て
 一
 の
 0
 ぎ
ぺ
邑
き
 ㌻
㊥
 0
 コ
 %
 。
 コ
 @
 の
の
 
目
 。
 

お
 0
 已
 Ⅱ
の
の
一
ト
 
迅
祭
 G
 も
・
 ド
ぎ
 も
ま
 
き
 ゐ
ミ
市
隠
 碇
ぎ
 n
 （
Ⅰ
 
0
 コ
 宙
 0
 コ
一
目
 は
乙
目
 め
の
圧
砕
 之
ガ
 0
 牙
 0
 里
 ）
 き
ご
 Ⅱ
下
の
 一
 寒
鵜
 

@
 
～
～
 

c
 
涛
ま
 お
臣
ガ
、
 

・
 、
ク
 

へ
ら
 
も
 
-
 "
 
ド
 
"
 
。
 
-
 
一
わ
）
 

-
 

-
 
Ⅰ
 0
 コ
隼
 
0
 コ
 一
山
 -
 
り
い
村
ミ
 
の
ニ
 
・
Ⅰ
の
の
㏄
 

-
H
 二
 ミ
リ
 
き
円
 

而
 ）
非
実
在
論
の
宗
教
哲
学
的
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
以
下
 を
 参
照
。
深
澤
 英
隆
 
「
宗
教
的
 生
 形
式
と
宗
教
の
正
当
化
 

英
米
宗
教
哲
学
の
コ
ン
ス
 

テ
レ
ー
シ
ョ
ン
 

丁
 -
 」
三
橋
大
学
研
究
年
報
社
会
学
研
 
究
 」
第
三
 セ
巻
 、
一
九
九
九
年
、
一
二
三
 
｜
一
セ
 0
 頁
 。
 

一
リ
 ）
実
際
に
は
、
非
実
在
論
一
般
に
お
い
て
も
、
ま
た
キ
ュ
ー
 ピ
ッ
ト
が
リ
ー
ダ
ー
 
格
 と
な
っ
て
い
る
「
信
仰
の
海
」
の
運
動
 に
お
い
て
す
ら
、
こ
の
 
占
 

で
は
立
場
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
⑧
卜
の
 0
 二
コ
 の
 「
 0
 毛
隼
戟
 ・
の
中
・
 

Q
 。
 目
塞
も
知
 ぬ
ぬ
 
～
～
 

せ
 %
 安
ふ
 
侯
 
0
 さ
い
 臣
ミ
紐
 
ぎ
さ
 ン
ミ
ぉ
 
・
 
再
ぬ
ぬ
 
～
 
甲
ま
，
 
Ⅰ
 0
 コ
 口
 0
 コ
 @
 ヲ
 （
 
0
 タ
 、
 
r
 「
㏄
 
せ
 。
 

ト
の
つ
 

Ⅱ
 -
 。
 

一
め
 ）
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
の
「
太
陽
倫
理
」
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
 拙
稿
を
参
照
。
 
ヨ
 ポ
ス
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
」
時
代
の
日
太
陽
」
 

D
.
 
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
 

0
 ポ
ス
ト
近
代
主
義
的
「
太
陽
倫
理
」
を
め
ぐ
っ
て
」
渡
辺
和
子
 ・
松
村
一
男
 編
 
「
世
界
の
太
陽
信
仰
」
（
リ
ト
ン
 社
 、
近
刊
 一
 。
 

宛
 ）
そ
う
し
た
批
判
論
の
典
型
と
し
て
、
以
下
を
参
照
。
 刃
 二
の
 
の
の
 
-
 ～
 
、
 ，
 
・
 ヲ
ミ
 
n
@
U
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田
り
 
ゴ
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ゲ
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-
@
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ふ
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き
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 籠
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の
隈
 
圭
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 ぎ
 な
ぎ
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O
,
h
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「
 
卸
 @
O
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o
 

（
山
口
・
 

巾
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 ）
の
の
 

コ
 

ガ
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 こ
の
関
連
で
、
 
P
.
 
ヒ
ー
ラ
ス
が
、
ポ
ス
ト
近
代
Ⅱ
脱
走
 
異
化
 
宙
 色
目
の
ヨ
田
ユ
 0
 こ
と
い
う
通
念
に
対
し
、
モ
ダ
ニ
テ
ィ
 お
ト
 ネ
バ
 
レ
リ
小
ス
 
Ⅱ
Ⅱ
モ
ダ
ニ
 

テ
ィ
双
方
の
宗
教
に
お
け
る
差
異
化
と
 

脱
 差
異
化
の
諸
相
を
列
挙
 し
て
い
る
点
は
、
参
考
に
な
る
。
ざ
三
拍
 毬
鯨
糾
ぎ
ヰ
 o
 巨
 C
 往
ざ
 コ
一
 0
 コ
 口
目
 
由
の
 
「
の
 
コ
 

曲
 ㏄
 ま
 0
 目
 ㏄
下
山
口
の
日
 
由
の
 
Ⅱ
①
二
 

%
 り
ま
 
0
 コ
 -
@
 
コ
 一
二
の
往
 
い
 の
す
 由
し
，
 
0
 
㌧
・
 ぃ
 Ⅰ
 
ト
 
・
・
口
口
・
ト
ー
ト
㏄
 

代
 は
じ
め
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
形
而
上
学
の
現
状
を
総
括
し
た
 メ
ン
ツ
ァ
ー
は
、
ジ
ン
メ
ル
が
経
歴
の
最
後
に
「
形
而
上
学
者
 
に
な
っ
た
」
と
は
 
=
=
 

口
 

わ
ず
、
「
形
而
上
学
的
問
題
設
定
田
 
き
 窩
の
（
の
 

旨
 目
色
」
に
至
っ
た
 と
し
、
ま
た
「
そ
の
思
考
 は
 形
而
上
学
的
だ
が
、
真
正
の
形
 而
 工
学
者
の
も
つ
中
核
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野 ず 
を 措 西 
必 く 洋 
要 と の 
と し 近 
す て 代 
る 一 寸土 廿 

  
と 

つであダン」 も 
ろ うの、 。 社め ム こ % @ 

  
  刀 。 

ン 

  
  
め の こ 

、 問 の 

舌口業の その上も いま、   
で 最 適 

は も 否 
じ 巨 は 

め 大 ひ 
て な と 

そ 視 ま 

  

一
課
題
と
方
法
 

八
 論
文
要
旨
 V
 
 伝
統
的
な
社
会
と
宗
教
は
、
近
代
の
世
俗
主
義
 に
 鋭
い
批
判
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
侵
食
さ
れ
て
 行
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
 

る
 。
そ
し
て
今
、
時
代
が
い
わ
ゆ
 8
 ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
へ
と
動
き
つ
 つ
あ
る
な
か
、
社
会
と
宗
教
の
新
し
い
姿
は
ど
の
よ
う
な
も
の
 
に
な
る
の
か
。
こ
の
 

問
い
に
答
え
る
に
は
、
近
代
社
会
の
成
り
立
ち
を
見
て
、
そ
こ
に
 示
さ
れ
る
歴
史
の
べ
ク
ト
ル
の
延
長
線
上
を
展
望
す
る
し
か
な
 い
 。
人
類
社
会
の
こ
 

れ
ま
で
の
歴
史
は
、
成
員
の
同
質
性
か
ら
な
る
社
会
か
ら
、
社
ム
 
ム
の
 
内
部
が
分
化
し
て
多
元
的
に
な
り
、
成
員
相
互
が
異
質
に
な
 
8
 社
会
へ
と
、
一
貫
 

し
て
 助
 い
て
き
た
。
歴
史
の
こ
の
方
向
は
、
今
後
も
変
わ
る
こ
と
 
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
（
世
界
に
広
く
見
 
ら
れ
る
宗
教
の
復
 

興
 現
象
に
も
関
わ
ら
ず
）
宗
教
は
社
会
の
聖
な
る
天
蓋
と
い
う
 位
 置
を
失
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
社
会
の
多
元
化
そ
の
も
 の
か
ら
、
社
会
の
全
 

体
 に
通
ず
る
新
た
な
共
通
信
仰
が
生
ず
る
。
そ
れ
が
多
元
化
し
た
 
諸
社
会
に
見
ら
れ
る
「
個
人
を
神
聖
祖
す
る
宗
教
」
で
あ
る
。
 本
稿
は
、
こ
の
宗
教
 

の
 内
実
を
確
認
し
、
そ
の
成
立
の
社
会
学
的
根
拠
と
必
然
性
を
探
 来
 す
る
。
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
 V
 
 多
元
化
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
 、
 個
人
崇
拝
、
分
業
 

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
多
元
的
社
会
と
そ
の
 宗
教
性
 

宇
都
宮
輝
夫
 



こ
で
の
宗
教
の
あ
り
万
も
見
え
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。
 

宗
教
は
、
社
会
の
他
の
何
も
の
と
も
関
連
を
も
た
な
い
 
孤
立
し
た
存
在
で
は
な
い
。
社
会
的
に
存
在
す
る
も
の
 
は
す
べ
て
、
人
々
が
 

現
に
営
ん
で
い
る
生
活
の
形
に
依
存
し
、
そ
し
て
生
活
 
の
形
は
社
会
の
あ
り
方
と
相
即
す
る
。
た
と
え
ば
あ
る
 
社
会
の
道
徳
、
法
、
価
 

値
 観
な
ど
が
一
定
の
形
態
と
内
容
を
も
つ
の
は
、
そ
の
 
時
の
生
活
の
形
が
別
の
道
徳
、
法
、
価
値
観
を
も
つ
こ
 
と
を
許
さ
な
い
か
ら
で
 

あ
る
。
営
ん
で
 い
 る
生
活
の
形
に
対
応
し
た
道
徳
、
法
 、
価
値
観
を
有
す
る
民
族
に
 、
 別
の
も
の
を
押
し
つ
け
 よ
 う
 と
す
れ
ば
、
必
ず
 

や
 彼
ら
の
生
活
を
破
壊
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
し
か
し
 
逆
に
、
生
活
の
形
が
変
化
す
れ
ば
、
そ
れ
に
応
じ
て
 
道
 徳
 、
法
、
価
値
観
も
変
 

わ
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
同
じ
こ
と
は
宗
教
に
も
当
て
は
 
ま
り
、
宗
教
の
あ
り
万
を
見
定
め
る
た
め
に
は
、
そ
れ
 
を
 規
定
し
て
い
る
社
会
 

の
あ
り
方
を
解
明
す
る
と
い
う
地
味
な
基
礎
研
究
が
な
 
さ
れ
ね
 ば
 な
ら
な
い
。
こ
れ
は
以
下
の
よ
う
に
換
言
で
 き
る
。
 

「
多
元
的
社
会
と
宗
教
」
と
い
う
問
題
設
定
の
も
と
で
 は
 、
多
元
化
し
た
社
会
の
中
で
個
々
の
具
体
的
な
制
度
 
的
 諸
宗
教
が
 い
 か
な
 

る
 実
体
と
機
能
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
か
、
ま
た
相
互
 
間
の
関
係
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
、
等
に
考
 
察
の
焦
点
を
合
わ
せ
る
 

こ
と
が
で
き
る
。
あ
る
い
は
考
察
は
、
均
質
的
で
そ
れ
 ゆ
え
に
 塑
 性
を
帯
び
て
い
た
社
会
が
、
多
元
化
の
の
ち
 
に
ど
の
よ
う
な
性
質
の
 

も
の
と
な
る
の
か
、
全
体
と
し
て
帯
び
て
い
た
空
性
 
を
 完
全
に
失
う
よ
う
に
な
り
、
社
会
そ
の
も
の
が
全
く
の
 
功
利
的
世
俗
的
諸
関
係
 

に
 解
消
さ
れ
て
し
ま
う
の
か
、
も
し
そ
う
な
る
場
合
に
 
は
 、
あ
ら
ゆ
る
価
値
の
根
底
で
あ
る
無
自
覚
的
・
無
前
 
提
的
 基
礎
が
覆
る
こ
と
 

に
な
ら
な
い
の
か
、
社
会
全
体
の
価
値
的
 統
 ム
ロ
は
い
か
 
に
 可
能
な
の
か
、
と
い
っ
た
諸
問
題
に
向
け
ら
れ
る
こ
 
と
も
で
き
る
。
 本
 特
集
 

の
 各
論
が
具
体
的
な
宗
教
現
象
に
対
象
を
絞
る
中
で
、
 本
稿
で
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
社
会
を
大
き
く
展
望
し
 
、
 そ
の
社
会
が
も
ち
 う
る
 

宗
教
性
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
う
し
て
本
号
の
各
論
が
 
分
業
体
制
の
も
と
で
全
体
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
に
な
 
ろ
う
。
 

さ
て
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
社
会
と
宗
教
と
を
ど
の
よ
う
 
に
 推
測
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
方
法
は
た
だ
 
一
 つ
で
あ
っ
て
 、
 社
ム
 
云
   



ポストモダンの 多元的社会とその 宗教性 

ケ リ と て に 得 シ 近代社 同質性 議 ム の 合うと もに、 いる。 ある。 カ 二 田 Ⅰ ツ ュッ 

か 論 は 社 学 用 む と 会 
ら る い 会 説 い   い の 

異軸 質に えの 、 規を言 史るバっ l た，性 本 
性 据 議 模 振 葉 ガ 古 を 

へえ論のりは 、 の 拡 返還 ら的じ l 典論 
近 実 大 れ つ の 社 た 

方 的 度 に め と 

向 に の " " 宗 
は は 確 短 そ 教 

、 魅 か 斯 こ が 
二 近 力 さ の か こ 

代 的 で 変 ら れ   
が と ん 拒 め ト に   

で、 社会 合し てぃデ 金方 に着 近代 近代 

分 き ュ 化 眼 社 性 十 P １ 」えし ・ 、 分にこ 業論 ルケムこ、 。 -3- に焦点 し取り 合に関 の諸持 

下ひ @@ @ の を 上 し 徴 な ガ   

社 ｜ 合わほう ら げた て社 を こ した 

云的 

が せ の 会 と 上 の 

連 展開 はる 近 、た @ ま の参 ごと で議 

村市 か 代 デ 元 く 諭 す 
@, @-   に 化 ュ 性 生 き る 
  一 輪 ル に 清 組 近 

種 貫 き ケ 注 せ み 代 
類 佳 辰 ム 目 界 立 化 
の が 開 と す の て 論こ 
も 

の 
が 
は、ヴ あり、した。 一 2- ジンメ 点で る 複数性 ており 

あ そ 被 か は に 、   
る れ る の 、 結 そ l 
と ゆ の 三 冬 び れ バ 
  え 義 人 く つ ゆ l 
つ , こ 論 で の け え 、 
皿、 ， i 、 こ は あ 論 て 多 デ 
時 で 太 り 老 い く ュ 

間 は 筋 、 が る の め 

的   
デ で 彼 共 と 点 ケ 
ュ 重 ら 通 こ で ム 

般 ル な は し ろ 説 、 

基 で し る ル お 
本 い 示 の を い 

的 よ す で 探 て 
本 う 万 は る ど 
，性 と 向 な こ の 
な も に く と よ 

探 " 進 " で ぅ 

る 研 か 長 あ に 
こ 詮 と 期 る 変 
と そ 推 の 。 化 
に れ 測 べ し し 
よ は で ク か て 
っ 主 き ト も き 

て 観 る ル 、 た 

か、ま 見 のみ 的で根 これ を探求 一時的 

極 拠 以 し 微 た 
め の 外 を 変 変 
る な の け 勧 化 
こ い 方 れ を を 
と 思 法 は 歴 規 
が 弁 で な 史 定 
で に こ ら の し 
き す の な べ て 
る ぎ 問 い ク い 

  な 題   ト た 
い を そ ル 原 

。 扱 う と 因 
ポ ぅ す 見 が 
ス な れ 誤 何 
ト ら ば る で 
そ ば 、 こ あ 
ダ " 歴 と っ 

ン た 史 の た 
の と は な か 
歴 え あ い を 
史 直 る よ 見 
の 観 程 う 定 

  



含
意
し
て
い
る
か
が
問
題
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
以
下
で
 
は
 、
「
分
業
論
」
の
主
張
を
追
い
つ
つ
、
そ
こ
に
現
代
 社
会
論
と
現
代
宗
教
論
 

に
と
っ
て
の
意
義
を
大
胆
に
読
み
込
ん
で
み
た
い
。
 

ま
ず
、
第
一
の
社
会
で
は
、
成
員
相
互
が
同
質
的
で
あ
 
る
 。
こ
れ
は
、
成
員
に
共
通
の
諸
信
念
と
諸
感
情
の
総
 
体
で
あ
る
集
合
意
識
 

な
い
し
共
同
意
識
か
ら
、
成
員
個
人
に
固
有
の
個
人
意
 
識
 が
ほ
と
ん
ど
区
別
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
等
し
い
 。
こ
れ
は
さ
ら
に
、
 個
 

人
意
識
の
総
体
の
中
で
、
 集
 ム
ロ
意
識
の
占
め
る
割
合
が
 
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
か
ら
帰
結
 
す
る
こ
と
は
、
個
人
が
 

集
団
と
一
体
化
し
て
い
て
、
そ
こ
に
埋
没
し
て
い
る
こ
 
と
 、
端
的
 生
 @
 え
ば
個
人
的
人
格
の
不
在
で
あ
る
。
 社
 合
成
員
相
互
の
間
に
異
 

質
 性
は
見
ら
れ
ず
、
個
人
・
個
性
・
人
格
と
い
っ
た
 観
 念
は
存
在
す
る
余
地
が
な
れ
。
 

こ
れ
に
対
し
て
第
二
の
社
会
で
は
、
成
員
は
分
業
に
 ょ
 っ
て
分
化
し
た
特
定
の
部
分
社
会
を
担
い
、
そ
こ
に
 生
 き
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
 

れ
は
全
体
社
会
と
の
繋
が
り
を
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
 
る
か
ら
、
個
人
意
識
の
総
体
か
ら
集
合
意
識
が
な
く
な
 
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
 

そ
こ
に
占
め
る
 集
 ム
ロ
意
識
の
割
合
は
大
き
く
低
下
す
る
 
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
個
人
意
識
が
集
ム
ロ
意
識
か
ら
 の
 自
律
化
に
向
か
っ
て
 

動
く
こ
と
を
意
味
す
る
。
各
成
員
は
相
互
に
異
質
と
な
 
り
 、
こ
こ
に
は
じ
め
て
個
性
が
存
在
し
は
じ
め
る
。
 
各
 人
 が
他
の
諸
成
員
か
ら
 

実
際
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
が
「
個
人
」
や
「
人
格
」
の
 観
念
の
実
在
基
盤
な
の
で
あ
る
。
 

は
 何
を
特
質
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
歴
史
的
具
体
的
 
問
題
を
論
じ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
対
す
る
「
分
業
論
 
」
の
主
張
の
射
程
と
 適
 

用
 範
囲
は
、
い
ま
だ
十
分
に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
 
思
 わ
れ
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
「
分
業
 ョ
 塑
の
基
本
 テ
 ｜
ゼ
は
 、
社
会
的
連
帯
 

に
は
二
種
類
の
も
の
が
あ
り
、
歴
史
は
成
員
相
互
の
同
 質
性
 に
基
づ
く
機
械
的
連
帯
の
小
社
会
か
ら
、
分
業
の
 相
互
依
存
に
基
づ
く
 有
 

 
 

機
的
 連
帯
の
大
社
会
へ
と
動
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
 た
 。
こ
の
基
本
テ
ー
ゼ
が
社
会
と
個
人
の
そ
れ
ぞ
れ
の
 
あ
り
方
に
つ
い
て
何
を
 

  

論
を
展
開
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
 前
 近
代
か
ら
 近
 代
へ
の
移
行
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
た
の
 
か
 、
ま
た
双
方
の
社
会
 

 
  

 



ネ
 
ぼ
が
分
化
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
を
明
確
に
定
め
、
保
持
 す
る
諸
規
定
が
生
み
出
さ
れ
る
。
こ
の
諸
規
定
は
 
、
 成
員
に
分
化
し
た
特
定
の
機
 

甜
能
 ・
関
係
を
強
い
る
の
で
、
成
員
を
専
門
化
し
た
 人
間
類
型
に
は
め
込
む
こ
と
に
な
る
。
二
種
の
制
裁
は
 
、
 同
じ
く
社
会
的
要
求
に
応
 

多
 

ゆ
 
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
た
だ
社
会
の
あ
り
方
が
 
相
違
す
る
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
内
容
に
な
る
。
 
類
 似
性
 に
基
づ
く
連
帯
は
成
員
 

 
 

そ
 
の
類
似
を
強
制
す
る
法
を
生
み
出
す
の
に
対
し
て
 、
分
業
に
 よ
 る
相
互
依
存
の
連
帯
は
成
員
相
互
の
異
質
 性
 に
基
づ
く
連
帯
で
あ
る
が
 

 
 

ね
 
ゆ
え
に
、
社
会
は
成
員
間
の
異
質
性
を
要
求
す
る
 
の
で
あ
る
。
 

  

二
種
の
社
会
の
標
識
「
分
業
 ぬ
 型
の
基
本
的
主
張
は
 以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
重
要
な
の
は
そ
れ
が
ど
の
 
よ
う
 に
裏
づ
け
ら
れ
 

て
い
る
か
で
あ
る
。
「
分
業
論
」
の
真
の
独
創
性
は
 、
社
 全
的
連
帯
の
あ
り
方
を
一
貫
し
て
識
別
す
る
可
視
的
 
指
標
を
発
見
し
え
た
と
 

こ
ろ
に
こ
そ
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
は
そ
う
し
た
指
標
と
 し
て
法
に
着
眼
す
る
。
 

社
会
生
活
は
、
自
己
同
一
を
保
っ
て
持
続
す
る
た
め
に
 
は
 、
行
動
準
則
に
よ
っ
て
一
定
の
形
に
組
織
化
さ
れ
て
 
い
る
必
要
が
あ
る
。
 

そ
し
て
行
動
準
則
が
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、
社
会
 成
 員
 が
そ
れ
を
義
務
と
し
て
認
知
し
て
い
る
の
で
な
け
れ
 ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
 

そ
の
認
知
が
生
じ
、
維
持
さ
れ
る
た
め
に
は
、
準
則
を
 侵
す
行
為
に
社
会
が
反
作
用
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
 
な
い
。
そ
れ
が
制
裁
で
 

あ
る
。
な
か
で
も
最
も
基
本
的
で
明
確
で
あ
る
こ
と
を
 要
す
る
制
裁
は
 、
 法
に
結
実
す
る
。
 

デ
ュ
ル
ケ
ム
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
二
種
の
連
帯
に
そ
 
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
二
種
の
制
裁
を
挙
げ
る
。
機
械
的
 連
 常
 に
対
応
す
る
タ
イ
 

プ
は
 抑
止
法
と
名
づ
け
ら
れ
、
行
為
者
に
課
せ
ら
れ
る
 
苦
痛
を
本
質
と
し
、
具
体
的
に
は
刑
法
が
こ
れ
に
当
た
 
る
 。
そ
れ
は
刑
罰
で
 威
 

嚇
し
な
が
ら
全
成
員
に
画
一
的
な
信
念
と
慣
行
と
を
 
強
 制
す
る
。
つ
ま
り
、
集
合
意
識
と
の
一
致
を
各
人
に
強
 
制
し
、
成
員
相
互
の
類
 

%
 
 似
を
要
求
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
有
機
的
 連
廿
市
 に
 対
応
す
る
制
裁
は
復
原
 法
 と
呼
ば
れ
、
損
な
わ
れ
た
 事
態
を
原
状
に
復
す
る
こ
と
 

古
ホ
 

和
を
目
的
と
し
、
両
罰
 的
 規
定
を
除
い
 こ
 
民
法
 ・
商
法
・
訴
訟
法
・
行
政
法
，
憲
法
を
含
む
。
分
業
に
 よ
っ
て
社
会
の
機
能
と
関
係
 



彼
の
犯
罪
論
と
刑
罰
論
で
あ
る
。
 

デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
れ
 ば
 、
わ
れ
わ
れ
は
犯
罪
行
為
を
 、
 そ
れ
が
犯
罪
だ
か
ら
非
難
す
る
の
で
は
な
く
、
わ
れ
わ
 
れ
が
非
難
す
る
か
ら
 

そ
れ
は
犯
罪
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
あ
る
行
為
は
 、
 犯
罪
的
で
あ
る
か
ら
共
同
意
識
を
傷
つ
け
る
の
で
は
な
 
く
 、
そ
れ
が
共
同
意
識
 

を
 損
な
う
か
ら
犯
罪
的
 だ
 、
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
 。
こ
こ
か
ら
「
あ
る
行
為
は
、
そ
れ
が
集
合
意
識
の
強
 
力
 か
っ
明
確
な
状
態
を
 

侵
す
と
き
犯
罪
的
で
あ
る
」
 
父
 べ
の
）
 -
 と
い
う
有
名
な
 テ
ー
ゼ
が
出
て
く
る
。
刑
法
に
関
わ
る
犯
罪
が
集
合
 
意
識
の
中
核
を
般
 揖
 す
 

る
こ
と
を
示
す
の
は
、
復
原
 法
 が
最
初
に
義
務
を
規
定
 し
 、
そ
の
後
に
は
じ
め
て
制
裁
を
示
す
の
に
対
し
て
、
 
刑
法
は
制
裁
だ
け
を
 規
 

 
 

定
 し
て
、
義
務
に
つ
い
て
は
触
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
 
そ
の
理
由
は
、
刑
法
の
規
則
が
社
会
の
す
べ
て
の
人
の
 
意
識
に
共
通
し
て
い
る
 

と
 見
な
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
刑
罰
の
特
性
は
 、
 こ
れ
に
対
応
す
る
。
犯
罪
が
利
害
の
侵
犯
で
は
な
い
 
よ
 う
に
、
刑
罰
も
利
害
の
 

修
復
で
は
な
い
。
逆
に
、
犯
罪
は
集
合
意
識
の
鍛
 損
で
 あ
る
か
ら
、
社
会
は
こ
の
 鍛
 損
を
黙
認
せ
ず
、
断
固
と
 し
て
反
作
用
を
加
え
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
集
合
意
識
を
守
ら
な
け
れ
 ば
 な
ら
な
い
 
。
刑
罰
の
本
来
の
機
能
は
、
こ
こ
に
あ
る
。
だ
か
ら
こ
 
そ
 刑
罰
は
、
歴
史
的
に
 

見
て
し
ぼ
し
ぼ
罰
す
る
た
め
に
罰
し
、
罪
人
を
苦
し
め
 
る
た
め
に
苦
し
め
、
さ
ら
に
は
犯
罪
に
関
係
す
る
動
物
 
や
 単
な
る
道
具
を
も
 罰
 

さ
て
、
全
法
体
系
に
占
め
る
二
種
の
法
の
比
率
は
二
種
 
の
 連
帯
の
比
率
を
表
す
わ
け
で
あ
る
が
、
二
種
の
法
の
 
比
率
を
歴
史
的
に
見
 

 
  

 

て
み
る
と
、
刑
法
の
比
率
は
一
貫
し
て
減
少
し
て
い
る
 。
こ
れ
は
、
成
員
間
で
共
有
さ
れ
て
い
た
共
同
意
識
の
 
部
分
が
縮
小
す
る
こ
と
 

 
 
 
 
 
 

 
 

で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
社
会
の
均
質
性
が
低
下
す
る
こ
 と
に
他
な
ら
な
い
。
逆
に
舌
口
え
ば
、
個
人
に
個
別
的
な
 活
動
の
余
地
が
一
層
 多
 

く
 与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
個
性
化
，
個
人
主
義
化
 
が
 進
ん
で
、
人
間
が
多
様
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

こ
こ
で
も
抑
止
法
が
な
ぜ
社
会
の
類
似
部
分
を
表
す
の
 か
 、
し
た
が
っ
て
な
ぜ
そ
れ
が
集
合
意
識
と
関
わ
り
、
 
機
械
的
連
帯
と
対
応
 

一
 
4
 一
 

す
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
詳
細
な
論
証
 
が
あ
る
。
そ
れ
が
の
ち
に
 コ
 ー
ザ
ー
 や
 
エ
リ
ク
ソ
ン
 
ら
 の
 逸
脱
論
に
っ
な
が
る
 



ポストモタン   の 多元的社会 とそ の 宗教性 

 
 

 
 

っ
て
信
奉
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
さ
に
そ
の
こ
と
に
 よ
っ
て
絶
対
的
権
威
を
賦
与
さ
れ
る
。
こ
の
権
威
は
個
 
人
の
外
側
に
あ
り
、
 

個
 

 
 

 
 

人
を
越
え
て
い
る
と
い
う
意
味
で
超
越
的
で
あ
り
、
 神
 聖
現
 さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
を
侵
犯
す
る
行
為
は
 、
 漬
聖
 と
い
う
性
格
を
帯
 

び
る
。
刑
法
が
そ
の
起
源
に
お
い
て
宗
教
的
で
あ
る
は
 
か
り
で
な
く
、
常
に
宗
教
性
を
帯
び
て
い
る
理
由
は
こ
 
こ
に
あ
る
、
 
と
デ
ュ
ル
 

ケ
ム
 は
考
え
る
。
こ
の
点
に
は
、
あ
と
で
再
度
触
れ
た
 
 
 

抑
止
法
が
関
わ
る
集
合
意
識
の
領
域
は
、
社
会
成
員
の
 
ほ
ぽ
全
員
に
よ
っ
て
共
通
に
信
奉
さ
れ
て
い
る
領
域
で
 
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
 共
 

同
意
識
の
中
核
を
形
成
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
復
原
 
法
は
、
集
 ム
ロ
意
識
の
周
縁
領
域
に
属
す
。
と
い
う
の
は
 

、
機
能
が
専
門
化
す
れ
 

ば
す
る
ほ
ど
、
個
々
の
機
能
と
そ
れ
を
規
制
す
る
準
則
 
に
 関
わ
り
を
も
ち
、
そ
れ
ら
を
意
識
す
る
人
の
数
は
 
、
 ま
す
ま
す
限
定
さ
れ
る
 

よ
う
 に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
こ
で
の
 準
 則
は
 、
共
同
意
識
の
強
烈
な
力
を
持
た
ず
、
侵
犯
に
 対
 し
て
 贈
 罪
を
要
求
す
る
 

超
越
的
権
威
を
持
ち
え
な
い
。
確
か
に
復
原
的
準
則
も
 世
論
に
由
来
し
は
す
る
が
、
限
ら
れ
た
範
囲
の
世
論
で
 
あ
る
が
ゆ
え
に
、
社
会
 

全
体
は
侵
害
に
対
し
て
穏
や
か
な
反
応
し
か
示
さ
な
い
 
の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
抑
止
法
が
法
体
 系
 全
体
に
占
め
る
比
率
は
、
歴
史
と
と
も
に
低
下
す
る
 
。
こ
れ
の
含
意
す
る
 

と
こ
ろ
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
、
こ
の
比
率
低
下
は
 、
 主
と
し
て
復
原
法
の
増
加
に
よ
る
の
で
あ
り
、
そ
し
 
て
こ
の
増
加
は
社
会
生
   

し
 、
そ
こ
か
ら
 阿
 

る
か
ら
こ
そ
、
 
そ
 

て
 刑
罰
を
個
人
的
 

犯
罪
が
侵
害
す
 

人
的
復
讐
で
は
な
 ら

の
利
益
も
期
待
し
て
い
な
い
。
刑
罰
は
激
情
的
な
反
 作
用
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
犯
罪
が
集
ム
ロ
意
識
の
股
 
損
 で
あ
 

 
 

 
 

れ
は
社
会
成
員
に
普
遍
的
に
排
斥
さ
れ
、
被
害
者
だ
け
 
で
は
な
く
、
全
員
が
憤
激
す
る
。
被
害
者
が
犯
罪
者
に
 対
し
 

に
 免
除
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
由
も
、
こ
こ
に
あ
る
 
 
 

る
も
の
は
私
的
利
害
で
は
な
く
、
集
合
意
識
に
根
ざ
す
 道
徳
的
な
権
威
な
い
し
力
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
刑
罰
 
0
 
個
 

 
 

く
 、
社
会
的
復
讐
で
あ
る
。
集
合
意
識
に
根
ざ
す
道
徳
 
・
義
務
・
価
値
の
諸
観
念
は
、
社
会
成
員
の
ほ
 ほ
 全
員
 に
よ
 



か
 
り
で
あ
る
。
舌
口
 
ぅ
ま
う
 Ⅰ
も
な
く
、
 @
 
し
 @
 
し
卜
仁
は
 
一
九
一
 -
-
 
年
の
宗
教
論
へ
と
つ
な
が
る
宗
教
に
つ
い
て
の
見
方
が
 
す
で
に
原
初
的
な
形
で
 

 
 

 
 

 
 

度
 の
 葉
 ム
ロ
意
識
は
、
世
論
に
よ
っ
て
超
人
間
的
に
し
て
 神
聖
な
る
権
威
を
与
え
ら
れ
る
が
ゆ
え
に
宗
教
的
特
質
 を
 帯
び
る
よ
う
に
な
る
 

活
の
多
様
化
を
表
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
デ
ュ
 
ル
ケ
 ム
 自
身
が
指
摘
し
て
い
る
 よ
う
 に
、
刑
法
が
歴
史
と
と
 も
に
生
活
の
諸
領
域
か
 

ら
 後
退
し
て
行
く
と
い
う
事
実
も
あ
る
 
C
 速
 。
 
め
 「
ト
定
 ふ
 0
-
 
。
し
か
し
こ
れ
は
、
集
合
意
識
の
領
域
が
縮
小
す
 
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
 

が
 弱
く
拡
散
的
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
 
あ
る
か
ら
、
絶
対
的
権
威
の
及
ぶ
範
囲
の
縮
小
で
も
あ
 
り
 、
こ
う
し
て
相
対
性
 

の
 態
度
が
優
勢
な
社
会
へ
と
社
会
が
動
い
て
い
く
結
果
 
と
な
る
。
 

社
会
の
 6
%
 
教
性
 

こ
こ
で
、
 
集
 ム
ロ
意
識
と
宗
教
性
の
 関
係
と
い
う
、
さ
き
の
問
題
に
立
ち
返
り
た
い
。
社
ム
 ム
の
 原
始
性
の
一
基
準
 

と
し
て
、
パ
ー
ソ
ン
ズ
は
、
宗
教
的
志
向
が
あ
ら
ゆ
る
 
行
為
の
な
か
で
最
重
要
の
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
を
 
あ
げ
る
。
彼
の
「
構
成
 

的
 象
徴
性
」
と
い
う
概
念
も
こ
れ
に
関
連
し
て
お
り
、
 
そ
れ
は
社
会
生
活
の
す
べ
て
の
側
面
に
 ゐ
 
示
教
的
性
格
の
 
象
徴
体
系
が
浸
透
し
て
 

 
 

会
の
原
初
的
，
基
本
的
形
態
に
遡
る
ほ
ど
、
宗
教
が
 
社
会
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
 

領
域
に
浸
透
し
、
そ
れ
と
混
合
し
て
い
る
こ
と
が
、
 
利
 用
 で
き
る
限
り
の
人
類
学
的
・
歴
史
的
事
実
を
あ
げ
 
な
が
ら
議
論
さ
れ
て
い
 

る
 。
同
じ
仕
方
で
、
刑
法
が
そ
の
起
源
に
お
い
て
宗
教
 
的
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
い
つ
で
も
そ
の
特
性
を
帯
 
び
る
こ
と
が
論
証
さ
れ
 

る
 。
同
時
に
、
集
合
的
に
共
有
さ
れ
る
も
の
、
た
と
え
 ば
 伝
来
の
習
俗
や
規
範
が
し
ば
し
ば
神
と
か
伝
説
的
 
祖
 先
に
由
来
す
る
も
の
と
 

し
て
表
象
さ
れ
、
神
的
な
特
質
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
 指
摘
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
至
聖
の
非
日
常
的
権
威
を
賦
 
与
さ
れ
、
そ
れ
ら
を
 侵
 

す
こ
と
は
 漬
 神
と
見
な
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
デ
ュ
 
ル
 ケ
ム
 に
よ
れ
ば
、
こ
の
個
人
を
越
え
た
超
越
的
な
力
に
 対
す
る
畏
敬
の
念
 、
こ
 

の
 至
聖
感
こ
そ
「
す
べ
て
の
宗
教
の
基
礎
を
な
す
」
Ⅰ
 ～
 
め
 
）
の
の
 

一
 
。
と
い
う
の
は
、
「
何
が
し
か
の
強
い
確
信
が
 一
個
の
人
間
共
同
体
に
 

よ
っ
て
分
か
ち
も
た
れ
て
い
る
場
合
、
こ
の
確
信
は
不
 回
 避
的
に
宗
教
的
特
質
を
帯
び
る
」
 C
 食
 :
1
6
4
-
 

か
ら
 

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
 

強
   



ポストモダンの 多元的社会と 

れ 蓋 待 た 
と か こ く 、 
異 ら こ こ こ 

な 社 に と う 

る 会 は を し 

と の 、 託 て   
」 ろ制教だれ 宗拠 そ 
が 度 が て は 
あ へ 辿 る 

宗教的 る ま 。 と縮小 ってき 」二食 

特質を ず彼はすると た遭 お のの - ト 。 
、 い よ 帯 

び び 辿 宗教 っ、 > る 

0 周 る ひ 

足 
愛知 化のと こ   
の 議 @ こ る 

原 論 な だ 
因 と る ナ， @@ 
を 明 道 の 

分 ら が 強 
業 か 示   
ほ ほ さ 集 
ょ 執 れ -<&, 

る る て 約 口 

な 

いろ。 社会 一にす 分 
化 る し 

信仰 

や 
に 。 か 集 
求 と し ム 

め は そ 
、 い れ 

ロ的 

感 
そ え は 小ミ億 月 

れ デ   が ， 

を ュ 宗 
経 ル 数 絶 
験 ケ が 

酌 ム 社 
ぇず 

指 の 会 ダ 刀 

標 見 の な 
で 解 聖 @ 
も は な な 
  る   
て そ 天 て 

  

離
 
た
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
社
会
進
化
が
 
は
じ
ま
っ
て
か
ら
こ
の
か
た
、
そ
の
さ
ま
ざ
ま
な
推
移
 
の
 段
階
を
跡
づ
け
る
こ
と
が
 

日
下
 

何
で
き
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
縮
小
退
行
は
 
、
 社
会
発
展
の
基
本
的
諸
条
件
Ⅰ
分
業
に
よ
る
社
会
 
分
 化
」
に
関
わ
っ
て
お
り
、
 ま
 

す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
つ
の
重
要
な
結
論
が
導
 
か
れ
る
。
「
宗
教
領
域
の
縮
小
は
、
ま
さ
に
歴
史
上
の
 あ
る
時
期
に
は
じ
ま
っ
 

示
さ
れ
て
い
る
。
 

は
 上
の
議
論
に
は
、
社
会
に
お
け
る
宗
教
の
位
置
の
歴
 史
的
変
化
に
つ
い
て
、
重
要
な
認
識
が
含
ま
れ
て
い
る
 
。
そ
れ
を
、
論
理
を
 

追
っ
て
展
開
し
た
い
。
ま
ず
、
制
度
と
し
て
の
宗
教
や
 
刑
法
は
、
当
初
は
共
同
意
識
の
中
核
に
あ
る
。
あ
る
い
 
は
 逆
に
、
共
同
意
識
の
 

中
核
に
あ
る
も
の
は
宗
教
の
性
格
を
帯
び
る
と
言
っ
て
 
も
よ
い
。
次
に
、
社
会
の
全
領
域
に
宗
教
が
浸
透
し
て
 
い
 た
状
態
が
変
化
し
、
 

政
治
・
経
済
・
科
学
そ
の
他
の
諸
領
域
が
宗
教
か
ら
 
徐
 々
に
分
化
し
て
い
く
。
こ
れ
は
、
宗
教
領
域
の
縮
小
と
 
言
え
る
。
さ
ら
に
、
 抑
 

正
法
の
相
対
的
比
率
の
低
下
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
は
 
集
 ム
ロ
意
識
の
縮
小
を
意
味
す
る
。
抑
止
法
の
拡
が
り
は
 、
集
合
意
識
の
拡
が
り
 

を
 示
す
か
ら
で
あ
る
。
以
上
を
綜
合
す
れ
ば
、
社
会
の
 全
領
域
か
ら
宗
教
が
後
退
し
、
縮
小
し
て
き
た
の
は
、
 
ほ
か
な
ら
ぬ
集
合
意
識
 

そ
の
も
の
が
縮
小
し
た
か
ら
で
あ
る
と
い
う
帰
結
が
 
出
 て
く
る
。
そ
し
て
抑
止
法
の
相
対
的
低
下
は
復
原
油
 
の
 増
加
に
よ
る
の
で
あ
 

り
，
、
 
復
原
法
の
増
加
は
社
会
関
係
の
分
化
と
多
様
化
に
負
う
 
。
そ
れ
ゆ
え
集
合
意
識
の
縮
小
は
、
社
会
関
係
の
分
化
 
と
 多
様
化
に
起
因
 



測
定
し
た
。
ま
た
彼
は
 、
ド
ベ
 ラ
ー
レ
 や
ヵ
 サ
ノ
ヴ
 ァ
 の
よ
う
に
、
宗
教
が
社
会
全
体
を
覆
 う
 い
わ
ば
「
夢
の
 時
 」
を
（
た
と
え
ば
 中
 

世
 西
洋
社
会
に
 -
 想
定
し
た
り
し
な
い
。
彼
が
実
際
に
 試
み
た
の
は
、
時
間
軸
に
沿
っ
た
形
で
の
い
く
つ
か
の
 
社
会
の
比
較
史
的
研
究
 

で
あ
る
。
彼
は
あ
る
箇
所
で
は
、
未
開
民
族
社
会
、
古
 代
 ユ
ダ
ヤ
（
モ
ー
セ
玉
書
）
、
イ
ン
ド
社
会
（
 7
 ヌ
法
曲
 じ
 、
ギ
リ
シ
ア
都
市
国
 

家
 、
原
始
ロ
ー
マ
（
十
二
表
法
）
 、
 ゲ
ル
マ
ン
社
会
（
 サ
 リ
カ
法
典
、
ブ
ル
グ
ン
ト
族
の
法
典
、
西
ゴ
ー
ト
 
族
 の
法
 豊
な
ど
を
取
り
 

上
げ
て
、
法
の
宗
教
的
性
格
の
強
度
を
比
較
す
る
。
 
ま
 た
 別
の
箇
所
で
は
、
や
は
り
古
代
ユ
ダ
ヤ
、
ギ
リ
シ
ア
 
都
市
国
家
、
原
始
 ロ
｜
 

で
 、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
社
会
、
現
代
社
会
な
ど
を
例
に
 
、
家
族
生
活
、
性
関
係
、
慣
習
な
ど
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
 
ま
な
生
活
領
域
で
、
 刑
 

法
的
特
質
が
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
を
見
る
。
彼
は
 
い
わ
ば
定
点
観
測
を
し
て
歴
史
の
方
向
を
見
定
め
て
い
 
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
 

近
代
社
会
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
類
典
の
 鳥
倣
 だ
と
さ
 え
 言
え
よ
う
。
彼
に
従
え
ば
、
集
合
意
識
の
縮
小
は
 
、
 「
歴
史
の
全
過
程
を
貫
 

い
て
、
絶
え
ず
進
展
し
て
き
た
」
（
～
 
&
q
 
 
り
の
 

o
h
.
 

）
現
象
で
 

あ
っ
て
、
し
ば
し
ば
聖
な
る
天
蓋
の
モ
デ
ル
と
し
て
 
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
 

中
世
キ
リ
ス
ト
教
社
会
も
、
一
元
的
宗
教
社
会
と
 
@
 
ミ
ロ
 

，
 
っ
 に
は
ほ
ど
遠
く
、
ず
っ
と
後
世
の
、
は
る
か
に
世
俗
 
化
し
た
事
例
な
の
で
あ
 

る
 。
 

「
分
業
 
ぬ
 
塑
を
全
体
と
し
て
評
価
す
れ
ば
、
そ
の
最
大
 
の
 功
績
は
、
近
代
世
界
の
基
本
的
諸
特
徴
が
多
元
性
に
 
起
因
し
、
多
元
性
 自
 

体
 は
さ
ら
に
分
業
に
起
因
す
る
の
を
指
摘
し
た
と
こ
ろ
 
に
あ
る
。
多
元
化
と
は
、
シ
ュ
ッ
ツ
や
バ
ー
ガ
ー
に
 倣
 っ
て
言
え
ば
、
生
活
 世
 

界
の
複
数
化
，
分
化
だ
と
言
え
る
。
そ
し
て
人
間
の
生
 活
 と
社
会
関
係
の
基
本
が
何
と
言
っ
て
も
職
業
に
あ
る
 
限
り
、
生
活
世
界
の
分
 

化
は
分
業
に
起
因
す
る
。
実
際
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
で
、
 
労
働
は
他
の
営
み
よ
り
も
生
活
の
中
で
大
き
な
比
重
を
 
占
め
て
い
る
。
伝
統
的
 

社
会
で
は
、
大
多
数
の
人
が
食
糧
の
採
集
と
生
産
と
い
 
う
 同
一
の
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
、
い
く
つ
か
の
 
特
 殊
 技
能
は
あ
っ
た
も
の
 

の
 、
そ
の
専
業
従
事
者
は
ご
く
僅
か
で
し
か
な
か
っ
た
 。
最
も
規
模
の
大
き
な
伝
統
社
会
で
さ
え
、
主
要
な
技
 
能
的
 職
業
は
、
二
三
十
   



ポストモダンの 多元的社会とそ の 宗教性 

個
人
を
聖
と
す
る
宗
教
こ
こ
で
詳
論
ほ
で
き
な
い
 が
 、
民
主
主
義
、
自
由
と
平
等
の
理
想
、
人
権
、
個
人
 
主
義
、
理
性
的
個
人
 

の
 自
律
、
寛
容
、
相
互
尊
重
、
価
値
の
相
対
化
、
個
性
 
尊
重
、
多
様
性
重
視
、
奴
隷
・
女
性
・
社
会
的
弱
者
等
 
の
 解
放
、
あ
ら
ゆ
る
 意
 

味
 で
の
少
数
者
に
対
す
る
差
別
撤
廃
な
ど
と
い
っ
た
 近
 代
 の
一
連
の
動
き
は
、
表
面
に
現
れ
出
る
形
は
さ
ま
ざ
 ま
で
は
あ
る
が
、
す
べ
 

て
 社
会
の
多
元
化
と
個
人
の
確
立
に
地
下
水
脈
で
つ
な
 
が
っ
た
歴
史
の
動
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
近
代
の
モ
ッ
ト
 
１
 の
中
か
ら
、
そ
れ
ら
 

を
 包
括
的
に
代
表
し
、
い
わ
ば
近
代
の
宗
教
と
し
て
 
前
 面
 に
出
る
こ
と
の
多
い
「
個
人
の
崇
拝
」
を
以
下
で
取
 り
 上
げ
た
い
。
デ
ュ
 ル
 

-
@
 
一
 

ケ
ム
 が
未
来
の
宗
教
と
見
て
い
た
の
も
、
こ
れ
で
あ
っ
 @
 
キ
 
@
 
Ⅰ
。
 
ハ
 

機
械
的
連
帯
の
社
会
が
理
念
型
と
し
て
は
社
会
を
ほ
 
ほ
 覆
う
 集
 ム
ロ
意
識
に
支
配
さ
れ
た
社
会
で
あ
る
の
に
対
し
 て
 、
有
機
的
連
帯
が
 

そ
の
対
極
に
あ
っ
て
多
元
的
に
分
化
し
た
社
会
で
あ
る
 限
り
、
そ
こ
で
は
共
同
意
識
の
中
核
に
あ
っ
て
社
会
的
 
に
 信
奉
さ
れ
る
価
値
は
 

85 (291) 

一   一 

個
人
崇
拝
Ⅱ
現
代
の
宗
教
 

し
か
な
か
っ
た
が
、
現
在
の
イ
ギ
リ
ス
の
国
勢
調
査
は
 、
約
二
万
の
職
種
を
列
挙
し
て
 

た
ら
す
唯
一
の
変
数
で
は
な
い
が
、
最
も
基
礎
的
な
変
 数
 で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
 

ィ
と
 舌
口
わ
れ
る
も
の
は
、
 畢
寛
 そ
の
人
が
「
何
を
す
る
 人
か
 」
に
か
か
っ
て
お
り
、
 

そ
 

つ
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
独
創
的
な
木
彫
り
の
名
人
で
も
、
 労
働
が
分
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
 

ば
な
ら
な
い
人
は
、
独
自
な
人
格
を
見
な
さ
れ
る
こ
と
 
が
な
い
。
社
会
の
中
で
分
化
さ
 

わ
り
意
識
す
る
世
界
で
あ
っ
て
、
地
楡
的
な
意
味
で
は
 
一
つ
の
「
生
活
世
界
」
と
呼
ん
 

一
 
7
 一
 

く
 、
社
会
的
分
業
、
社
会
的
区
分
良
ヨ
 れ
 0
 コ
 な
の
で
あ
 る
 。
 

-
6
 
一
 

い
る
。
職
業
の
分
化
は
人
間
性
の
多
元
化
を
も
 

い
 。
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
か
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
 

の
限
り
人
間
性
の
多
様
化
は
職
業
の
分
化
に
基
 

質
 と
 同
じ
よ
う
に
毎
日
 べ
そ
 を
栽
培
し
な
け
れ
 

れ
た
労
働
の
世
界
は
、
特
定
の
人
々
だ
け
が
 関
 

で
よ
い
。
分
業
は
単
な
る
経
済
的
分
業
で
は
な
 



存
在
し
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
も
そ
も
 
、
集
合
意
識
が
完
全
に
消
滅
す
る
こ
と
は
、
論
理
的
に
 
あ
り
え
な
い
。
そ
の
場
 

合
 に
は
、
あ
ら
ゆ
る
意
味
で
の
認
識
と
そ
の
伝
達
さ
え
 も
が
一
切
不
可
能
に
な
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
デ
ュ
 
ル
ケ
 ム
 に
お
い
て
は
、
有
機
 

的
 連
帯
は
元
来
、
無
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
 
の
で
は
無
論
な
く
、
機
械
的
連
帯
を
基
礎
と
し
、
そ
の
 
変
形
と
し
て
発
生
す
る
 

も
の
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
る
し
、
実
際
そ
れ
以
外
で
 
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
集
合
意
識
の
中
核
に
お
い
 
て
 共
同
に
信
奉
さ
れ
る
 

も
の
の
機
能
は
、
革
命
祭
典
の
例
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
 
う
に
、
一
九
一
二
年
の
宗
教
論
で
も
依
然
重
視
さ
れ
 
て
い
る
し
、
「
分
業
論
」
 

で
も
既
に
次
の
よ
う
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
「
わ
れ
わ
 れ
に
専
門
化
せ
よ
と
命
じ
る
格
率
に
対
し
て
、
も
う
 
一
 つ
 別
の
格
率
が
あ
る
。
 

そ
れ
は
、
前
者
と
は
反
対
の
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
 
れ
に
対
し
て
万
人
に
共
通
な
同
一
の
理
想
を
実
現
す
べ
 
し
と
命
ず
る
。
道
徳
の
 

目
的
は
多
様
化
す
る
が
、
そ
れ
は
あ
る
限
界
か
ら
先
の
 
こ
と
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
内
で
は
万
人
に
と
っ
て
こ
の
 
目
的
は
同
じ
で
あ
る
。
 

こ
の
限
界
 点
は
 、
道
徳
目
的
の
多
様
化
が
常
に
増
大
す
 
る
か
ら
、
い
よ
い
よ
後
退
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
 境
界
線
が
変
わ
っ
た
か
 

一
 
g
 一
 

ら
と
い
っ
て
、
一
般
的
理
想
が
消
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
 
で
は
 な
い
」
。
 

多
元
的
社
会
に
お
い
て
共
通
に
信
奉
さ
れ
る
理
想
が
あ
 
る
べ
き
だ
し
、
あ
り
 ぅ
 る
こ
と
を
、
サ
ン
。
シ
モ
ン
が
 
「
 新
 キ
リ
ス
ト
教
」
 

に
お
い
て
構
想
し
、
そ
こ
で
は
い
ま
だ
明
ら
か
に
さ
れ
 
な
か
っ
た
内
容
を
、
コ
ン
ト
が
「
人
類
教
」
と
し
て
 
明
 示
し
た
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
 

も
こ
の
延
長
線
上
に
位
置
し
、
近
代
で
強
力
に
な
っ
た
 
唯
一
の
集
合
感
情
と
し
て
個
人
崇
拝
を
あ
げ
、
そ
れ
が
 
現
代
の
宗
教
と
な
っ
て
 

い
 る
こ
と
を
指
摘
す
る
わ
け
で
あ
る
。
「
個
人
こ
そ
が
 る
 る
 種
の
宗
教
の
対
象
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
人
格
 
の
 尊
厳
の
た
め
に
、
 
あ
 

る
 礼
拝
 式
 を
も
っ
」
（
～
 4
N
 ニ
き
。
「
今
後
は
、
人
格
と
 個
人
の
尊
厳
の
崇
拝
が
 
、
 多
く
の
人
々
の
集
合
す
る
 
唯
一
の
 核
 」
と
な
り
、
 

 
 

「
こ
れ
に
違
反
す
る
行
為
は
す
べ
て
非
難
さ
れ
る
」
 -
 
お
妨
 
ひ
の
 
ひ
 
f
.
 
）
。
つ
ま
り
そ
れ
は
万
人
に
対
す
る
タ
ブ
ー
に
 よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
 

 
 

 
 

い
る
が
ゆ
え
に
、
万
人
に
と
っ
て
聖
な
る
も
の
の
位
置
 
に
 立
っ
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
認
識
は
、
ト
レ
ル
チ
も
 
共
 

 
 

  



ポストモダンの 多 

れ と 

は 個 ん 
妻 入 ど 

実 果 疑 
で 拝 ぃ 
は の え 

よ、 社会ある / レ 

が 的   

、 柔 し 
し 件 か 
か も 

  

し 身個の 」 
仲 人 妻 
， 性 の 素 
の 身 が 
国 体 も 

別 が っ 

は 一 麿 

個 つ 史 
体 で の 
め る べ 
識 る ク 
別 阻 ト 

@ こ 0 ル 

は 、 を 
つ 個 数 
な 人 世 
が 佳 紀 
っ の の 

て 生 幅 
も 物 で 

、 的 見 
個 基 れ 
性 礎 は 
の が 、 

認あ 知る勢 趨 
と よ @ 
は ぅ 明 
や に ち 

は 見 か 
リ ス で 

異 る あ 
な o る 
る も 。 ち 
入 ろ 

権 ん 
や そ 

  

  元的 社会とその宗教， 性   の 会的に見えによる 個人 抑 あげて という 王権や 7- ベトの は、盲 次に 、 すべて 宗教と 化し、 透 して 

  佳 生 よ 超 個 。 目 個 の も 小 い 崇 

  拝 機制にい が従 フと み 出さ 多 い 。 越的理 人の権 同様の 的な執 人崇拝 社会成 異なる 確定に 均質 る   
そ 

た な 検 

ヱて 

は い   
そ り るる と と ス が対的しと                     社会 つつあの宗教 が 時 し 、 ものの いう批 もあり テム と ついて 抱 して 命令な かもこ しての 議が縮 

性 る に 、 判 う し 固 く の の み 小 の 
は こ は や も る て る 愛 で 信 存 し 全 
ほ と 実 は こ " の ．」 着 る 仰 在 " 般 



 
 

 
 

質
 性
を
前
提
 し
 要
求
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 成
 員
の
各
々
が
 他
と
 異
な
る
個
別
的
で
独
自
な
も
の
と
な
 
っ
て
は
じ
め
て
、
個
の
 

社
会
的
な
も
の
は
す
べ
て
特
定
の
社
会
的
条
件
に
規
定
 
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
条
件
を
欠
い
た
と
こ
ろ
に
は
成
立
 
し
な
い
。
さ
き
に
 述
 

べ
た
よ
う
に
、
現
行
の
道
徳
準
則
は
社
会
の
存
続
条
件
 
で
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
と
矛
盾
す
る
価
値
原
理
は
社
会
の
 
破
壊
要
因
と
な
る
。
 類
 

似
に
基
づ
い
て
連
帯
が
成
立
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
 
個
性
尊
重
の
原
理
は
破
壊
的
な
作
用
を
果
た
さ
ず
に
は
 
い
な
い
。
 

個
人
が
尊
重
さ
れ
る
た
め
に
は
、
ま
ず
も
っ
て
個
人
が
 
集
団
か
ら
区
別
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
個
人
意
 
識
 が
集
ム
ロ
意
識
か
ら
 

区
別
さ
れ
る
こ
と
と
同
義
で
あ
る
。
 集
 ム
ロ
意
識
が
強
烈
 
な
 場
合
に
は
、
成
員
は
そ
れ
に
支
配
・
拘
束
さ
れ
、
 
個
 人
的
な
自
由
の
余
地
は
 

な
い
。
正
確
に
舌
口
え
ば
、
み
ず
か
ら
権
威
を
信
奉
し
て
 、
逸
脱
を
示
さ
な
い
。
こ
こ
に
は
個
性
は
な
い
。
と
い
 
う
こ
と
は
、
個
人
の
人
 

格
は
 、
集
合
意
識
の
大
き
さ
と
強
さ
に
逆
比
例
す
る
こ
 
と
に
な
る
。
こ
れ
は
当
然
で
あ
っ
て
、
成
員
間
の
類
似
 
性
 と
成
員
各
自
の
個
性
 

は
 、
逆
比
例
す
る
か
ら
で
あ
る
。
各
成
員
の
営
む
生
活
 
の
形
、
お
よ
び
彼
ら
が
関
与
す
る
社
会
関
係
が
相
互
に
 
同
一
で
あ
れ
ば
、
成
員
 

間
 に
差
異
は
存
在
し
な
い
。
生
活
に
差
異
が
生
じ
て
、
 
は
じ
め
て
個
人
の
差
異
も
生
ま
れ
る
。
あ
る
い
は
、
 
社
 余
生
活
の
多
様
性
が
個
 

人
の
多
様
性
を
作
り
出
す
。
具
体
的
に
言
え
ば
、
分
業
 
の
 多
様
化
に
伴
い
、
生
活
の
諸
条
件
が
多
様
と
な
り
 
、
こ
れ
に
よ
っ
て
さ
ら
 

異
な
る
生
活
条
件
に
必
要
と
さ
れ
る
人
間
類
型
と
 
能
力
が
多
様
化
す
る
の
で
あ
る
。
「
自
己
実
現
」
や
「
 個
性
を
伸
ば
す
」
な
ど
 

と
い
っ
た
考
え
が
価
値
と
し
て
社
会
的
に
確
立
す
る
よ
 
う
 に
な
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
職
業
的
機
能
の
細
分
 
化
 ・
専
門
化
に
起
因
す
 

る
 。
分
化
し
た
社
会
は
、
成
員
が
異
な
る
機
能
を
担
い
 
ム
ロ
 
う
こ
と
を
前
提
 し
 要
求
す
る
。
そ
れ
は
と
り
も
な
お
 
さ
ず
、
成
員
相
互
の
異
 

聖 る 人 
む こ 間 
る と の 
ら か 聖 
の ら ， @ 
@ こ "  @ 

し 個   
た 人 人 
の の 間 
で 尊 に 

あ 車 内 
る 華は 在 

。 人 す 
間 る 

積 め 
神 で 
の は 
発 な 
逢 い 

や   

倫 ま 

理 た 
性   
0 個 
同 級 
七 社 
@  し ム ヱヌ 

2 で 
ろ は 
と 対 
も 人 
看 的 
え 哲巳 

ら 罪 
れ が 
り汗た て 1. 一一一一口 」 ｜ 

し 等 
か 級 
し の 
実 低 
際 位 
@ し @ し 

は 位   
づプ 社会も 
が ら 
入 れ 
間 て 
な い 

  



ポストモダンの 多元的社会と 

新 客 う り 以 
念 は の 、 上 
し " は 最 " 

" し " 総 兵 
そ ば そ 的 同 
れ し こ に 意 
ぞ は で は 識 
れ こ は 望 と 

の の 、 ま 異 
五 種 異 れ な 
土場 の 質 る る 
な も な も も 

維 の も の の 
持 で の と は 
す あ の む 、 
る る 在 る 最 
こ 。 在 の 初 
と 対 は で は 
で 立 、 あ 逸 

満 す 甘 る 脱 
足 る 受 。 と 

し 両 さ そ し 

た 派 ね の て 社会 両 。 （ な てい 意味 

派 い た で 統 
は し に は 制 
" そ す " の 

相 れ ぎ 寛 対 
宇 咲 な 客 家 
を 上 い と と 

抹 一 か い な 

殺 は も う り 

で " で の " 

き 闘 あ は っ 

な争る前 いに 。 期で い 

の決 で着教代受 宗近古 
、 が 戦 の さ 

お っ 手 持 れ 
互 か を 徴   
い ぬ 終 か 許 
を 場 結 も 容 
六 合 さ し さ 
目 に せ れ れ 
ほ の た な る よう 見み た 闘互 相い 。 
に 学 的 と に 
す を 寛 い な 

  

その宗教性 

 
 

価
値
の
社
会
的
基
礎
で
あ
る
。
  

 

第
二
に
、
多
様
性
の
称
揚
が
個
性
の
尊
重
に
っ
な
が
る
 
こ
と
は
、
ほ
ぼ
同
語
反
復
に
等
し
い
の
で
、
説
明
を
要
 
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

第
三
に
、
寛
容
と
い
う
近
代
的
価
値
の
社
会
的
条
件
も
 
こ
こ
に
あ
る
。
類
似
に
連
帯
の
基
礎
が
あ
る
社
会
が
 、
 自
ら
の
 集
 ム
ロ
意
識
と
 

相
反
す
る
も
の
に
対
し
て
寛
容
で
あ
る
こ
と
は
、
不
可
 
能
 で
あ
る
。
現
実
が
多
元
的
と
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
 集
合
意
識
が
退
化
・
 縮
 

か
 し
て
は
じ
め
て
、
異
な
る
も
の
の
存
在
を
許
容
す
る
 可
能
性
が
生
ず
る
。
唯
一
絶
対
 と
 見
な
さ
れ
る
基
準
が
 社
会
を
一
元
的
に
支
配
 

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
相
対
化
が
起
こ
ら
ず
、
自
由
 
と
 寛
容
に
場
所
は
な
い
。
そ
れ
に
代
わ
り
 ぅ
る
 選
択
肢
 と
し
て
別
の
基
準
が
並
 

存
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
思
想
の
自
由
と
か
道
徳
的
 
相
 村
主
義
と
い
っ
た
近
代
の
特
質
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
 
も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
 

変
化
は
一
挙
に
完
成
す
る
も
の
で
は
な
く
、
機
械
的
か
 
ら
 有
機
的
へ
と
い
う
二
つ
の
社
会
類
型
間
の
移
動
が
徐
 
々
に
し
か
進
展
し
な
い
 

 
 

 
 

代
替
不
可
能
性
と
い
う
特
質
が
生
ず
る
。
こ
れ
こ
そ
「
 
か
け
が
え
の
な
い
」
と
い
う
価
値
観
の
基
礎
で
あ
る
。
 

 
 

以
上
で
は
、
個
人
に
尊
厳
と
 聖
 性
を
認
め
、
そ
れ
を
 崇
 拝
す
る
価
値
観
の
社
会
的
条
件
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
 
そ
 

関
連
す
る
諸
価
値
の
社
会
的
基
礎
も
含
ま
れ
て
い
る
。
 確
認
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
に
も
ご
く
簡
単
に
言
及
し
て
 
お
き
 

第
一
に
、
社
会
的
機
能
の
多
様
化
が
人
間
の
多
様
化
を
 惹
起
し
、
か
っ
そ
れ
を
要
請
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
 
 
 

こ た こ 

ね い に 

が 。 は 

多、 同 
様 、 時 
， 性 、 @ 
の、 



個
人
崇
拝
の
歴
史
的
相
対
性
人
権
思
想
・
個
人
 崇
 拝
 が
歴
史
的
に
は
西
洋
起
源
の
価
値
で
あ
る
限
り
、
 

な
る
と
い
う
こ
と
は
、
西
洋
の
価
値
観
が
現
代
世
界
を
 制
覇
し
、
そ
こ
で
勝
利
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
 
る
 

世
界
で
は
こ
れ
が
し
ば
し
ば
肯
定
さ
れ
る
。
一
九
世
紀
 の
 
「
白
人
の
義
務
」
と
い
う
標
語
も
、
普
遍
的
文
明
 と
 

は
フ
ク
ヤ
マ
 
の
提
唱
す
る
「
歴
史
の
終
焉
」
説
も
 、
突
 き
 詰
め
れ
ば
同
根
の
西
洋
中
心
主
義
で
あ
ろ
う
。
 
さ
 ら
 

テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
 ム
 に
淵
源
を
有
す
る
点
に
着
目
し
、
 

自
由
を
擁
護
す
る
人
権
・
人
格
宗
教
と
し
て
プ
ロ
テ
 
ス
 そ

れ
が
現
代
の
宗
教
に
 

の
で
あ
ろ
向
か
。
西
洋
 

い
 う
 概
念
も
、
さ
ら
に
 

に
 、
人
権
思
想
が
プ
ロ
 

タ
ン
テ
ィ
ズ
 ム
 を
積
極
 

四 

西
洋
の
価
値
観
の
勝
利
か
 

ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
方
向
は
そ
の
後
大
き
く
進
展
 し
て
い
る
。
現
代
で
は
、
も
は
や
異
質
性
・
多
様
性
の
 
容
認
で
は
な
く
、
賛
美
 

が
 求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
現
代
の
礼
拝
で
あ
る
。
 

第
四
に
、
平
等
理
想
の
基
礎
も
こ
こ
に
あ
る
。
労
働
の
 
分
割
は
人
間
の
能
力
を
多
様
に
区
別
す
る
こ
と
に
な
る
 
が
 、
細
分
化
さ
れ
た
 

能
力
の
持
ち
主
が
競
争
を
へ
て
適
所
に
配
置
さ
れ
る
 
ょ
 う
 に
な
る
の
は
、
社
会
の
存
在
条
件
に
関
わ
る
不
可
避
 
0
 流
れ
で
あ
る
。
一
方
 

で
こ
の
流
れ
を
擁
護
し
、
他
方
で
そ
の
妨
害
要
因
を
排
 除
し
ょ
う
と
し
た
の
が
、
平
等
思
想
・
機
会
均
等
理
念
 
0
 社
会
的
根
拠
だ
っ
た
 

わ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
思
想
と
理
念
は
 、
 単
な
る
 剥
 き
 出
し
の
利
害
闘
争
・
階
級
闘
争
で
は
な
く
、
あ
く
ま
 
で
も
正
義
を
求
め
る
 理
 

想
の
運
動
、
価
値
信
念
の
闘
争
で
も
あ
る
。
 

以
上
で
個
人
崇
拝
に
含
ま
れ
る
諸
要
素
を
主
な
も
の
に
 限
っ
て
瞥
見
し
て
き
た
が
、
社
会
の
変
化
を
支
配
す
る
 
諸
条
件
が
変
わ
ら
な
 

い
 と
す
れ
ば
、
個
人
崇
拝
が
現
代
の
宗
教
と
し
て
 
い
よ
 い
よ
強
く
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
 
い
 。
他
に
共
同
意
識
の
 

焦
点
に
な
り
う
る
も
の
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
 

  



ね
と
し
て
も
、
原
因
の
強
さ
と
拡
が
り
を
考
慮
す
れ
 ば
 、
当
然
の
事
態
な
の
で
あ
る
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
が
こ
れ
 

を
 次
の
よ
う
に
表
現
し
て
い
 9

 

刈
る
と
こ
ろ
に
は
同
じ
結
果
が
生
ず
る
が
、
原
因
が
 

な
く
な
れ
 ば
、
 

他
の
価
値
が
取
っ
て
代
わ
る
で
あ
ろ
う
 。
個
人
崇
拝
が
西
洋
社
会
で
 

 
 
 
  

 

 
 

 
 
 
 

モ
は
 ほ ほ
 普
遍
的
に
支
持
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
 、
そ
の
他
で
は
エ
リ
ー
ト
層
の
み
に
浸
透
し
て
社
会
全
 
体
 と
し
て
見
れ
ば
根
が
浅
 い
 

 
 

 
 

的
に
評
価
し
た
の
は
、
ト
レ
ル
チ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
 
近
代
が
人
々
を
伝
統
の
く
 び
 き
か
ら
解
放
し
、
生
活
と
 活
動
の
「
自
由
を
与
え
 

た
 」
と
い
う
判
断
は
 、
 実
は
事
実
判
断
で
は
な
く
価
値
 判
断
で
あ
る
こ
と
は
、
指
摘
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
 
。
と
い
う
の
は
、
現
実
 

の
 変
化
を
冷
静
に
観
察
す
る
な
ら
ば
、
自
由
は
規
制
の
 
所
産
に
他
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
「
自
由
」
と
し
て
 獲
得
さ
れ
た
新
た
な
 事
 

態
を
守
る
た
め
に
、
実
際
に
は
多
く
の
拘
束
が
新
た
に
 
設
定
さ
れ
る
。
「
自
由
」
を
確
保
す
る
た
め
に
、
社
会
 は
そ
の
成
員
に
多
く
の
 

拘
束
を
課
す
る
の
で
あ
り
、
事
実
、
人
々
を
拘
束
す
る
 
法
律
の
数
は
、
歴
史
と
共
に
一
貫
し
て
増
加
し
て
い
る
 
 
 

こ
の
よ
う
に
、
個
人
崇
拝
の
価
値
相
対
性
・
歴
史
相
対
 性
 が
自
覚
さ
れ
て
い
る
べ
き
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
 事
 突
 と
し
て
は
、
こ
の
 

価
値
を
ほ
か
よ
り
も
一
層
深
く
信
奉
し
て
い
る
「
先
進
 
」
諸
国
が
そ
う
で
な
 い
 社
会
を
画
一
的
で
個
性
に
欠
け
 る
と
し
て
 見
 く
だ
す
 傾
 

向
は
 、
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
だ
か
ら
で
あ
る
。
 個
性
化
を
宿
命
づ
け
ら
れ
て
い
る
現
代
人
は
 、
 実
は
論
 理
 矛
盾
の
中
に
生
き
て
 

い
る
。
そ
れ
は
個
性
的
か
つ
自
由
で
あ
る
べ
し
と
い
う
 社
会
的
要
請
に
隷
属
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
か
ら
 
で
あ
る
。
当
初
ピ
ュ
ー
 

リ
タ
ン
は
職
業
人
た
ら
ん
と
欲
し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
 
職
業
人
た
ら
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
に
、
近
代
の
初
め
に
 
人
々
は
個
性
的
な
自
由
 

%
 
 人
た
ら
ん
と
欲
し
た
が
、
現
代
の
わ
れ
わ
れ
は
そ
 
ぅ
 あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。
 

古
本
 

 
 

全
的
な
も
の
に
は
社
会
的
基
礎
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
 
、
 個
人
崇
拝
と
か
人
権
思
想
も
 

 
 

桧
 

決
し
て
ア
プ
リ
オ
リ
な
 善
 な
の
で
は
な
く
、
特
定
 の
時
代
状
況
に
お
い
て
の
み
価
値
と
な
る
。
す
な
わ
ち
 
、
そ
れ
ら
は
分
業
に
よ
っ
て
 

%
 
 分
化
し
た
社
会
、
多
元
化
社
会
に
お
い
て
の
み
 生
 
ず
る
 、
し
か
し
そ
こ
で
は
必
ず
生
ず
る
普
遍
的
帰
結
な
 の
で
あ
る
。
同
じ
原
因
の
あ
 

多
 



る
 。
「
わ
れ
わ
れ
に
先
行
す
る
諸
民
族
が
、
こ
ん
に
ち
、
 わ
れ
わ
れ
が
主
張
す
る
よ
う
な
個
人
の
品
位
に
た
 
い
 す
る
尊
敬
を
も
ち
 
っ
づ
 

け
て
き
た
な
ら
ば
、
お
そ
ら
く
生
存
し
え
な
か
っ
た
で
 あ
ろ
う
こ
と
は
疑
い
を
い
れ
な
い
。
彼
ら
が
、
そ
の
 
一
 定
の
生
存
条
件
の
な
か
 

一
は
一
 

に
お
い
て
み
ず
か
ら
を
維
持
し
 ぅ
 る
た
め
に
は
、
個
人
 が
そ
の
独
立
に
執
着
し
な
い
と
い
う
こ
と
が
絶
対
に
必
 
要
 で
あ
っ
た
」
。
こ
の
 

主
張
を
逆
に
転
用
す
る
と
、
現
在
、
反
西
洋
を
標
 梼
す
 る
 社
会
も
（
そ
こ
で
の
宗
教
的
原
理
主
義
運
動
も
）
 、
 同
じ
社
会
条
件
に
置
か
 

れ
る
と
き
に
は
、
個
人
崇
拝
・
人
権
主
義
と
い
う
こ
の
 帰
結
を
（
付
随
す
る
自
己
相
対
化
や
寛
容
な
ど
の
 
諸
原
 理
 を
も
含
め
て
）
受
容
 

せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
、
と
甘
口
え
よ
う
。
 

以
上
の
よ
う
な
こ
と
は
、
知
の
層
位
と
い
う
こ
と
を
 
考
 え
る
な
ら
ば
、
ご
く
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
事
実
認
識
 
の
場
面
で
も
、
ウ
ィ
 

ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
言
う
よ
う
に
、
川
床
の
よ
う
に
 動
か
な
い
命
題
も
あ
れ
ば
、
そ
こ
を
流
れ
る
水
の
よ
う
 
な
 命
題
も
あ
る
。
そ
し
 

て
 川
床
の
下
に
は
生
活
の
形
が
あ
る
。
川
床
が
動
か
な
 
い
 限
り
は
、
そ
こ
を
流
れ
る
命
題
は
自
明
に
見
え
る
。
 
し
か
し
生
活
の
形
が
変
 

わ
り
、
川
床
が
動
い
て
し
ま
っ
た
と
き
に
は
、
か
つ
て
 
の
 流
水
命
題
は
捨
て
ら
れ
、
別
の
流
水
命
題
が
真
と
見
 
え
て
く
る
。
こ
の
関
係
 

は
 別
の
場
面
で
も
正
し
い
。
現
に
営
ん
で
い
る
生
活
に
 関
す
る
認
知
要
素
を
下
層
 知
と
 名
づ
け
る
な
ら
ば
、
 そ
 の
 生
活
を
表
現
す
る
 規
 

範
 的
な
認
知
要
素
は
、
表
層
 知
と
 呼
ん
で
よ
い
。
表
層
 知
は
 、
下
層
 知
と
通
ふ
ロ
 
す
る
限
り
で
は
、
妥
当
性
 証
 明
 な
し
で
も
受
容
さ
れ
 

る
 。
表
層
 知
は
 、
理
由
を
説
明
し
て
も
ら
わ
な
く
と
も
 納
得
で
き
る
「
肺
に
落
ち
る
 知
 」
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
 と
は
逆
に
、
自
分
た
ち
 

の
 下
層
 知
 に
合
わ
な
い
表
層
 知
は
 、
た
と
え
相
手
の
妥
 当
住
証
明
を
論
破
で
き
な
く
と
も
、
人
は
決
し
て
受
け
 
入
れ
は
し
な
い
。
こ
う
 

し
て
、
あ
る
表
層
知
を
自
明
視
す
る
者
に
は
、
そ
れ
を
 認
め
な
い
者
が
愚
か
で
野
蛮
で
邪
悪
に
見
え
る
。
近
代
 
の
 西
洋
社
会
が
し
て
き
 

た
こ
と
は
、
こ
れ
で
あ
る
。
人
間
は
（
自
分
た
ち
に
は
 自
明
に
見
え
る
）
み
ず
か
ら
に
と
っ
て
の
聖
を
い
つ
で
 
も
 神
と
崇
め
て
き
た
。
 

エ
チ
オ
ピ
ア
人
も
 ト
ラ
 キ
ア
人
も
、
そ
し
て
牛
も
馬
も
 、
自
分
た
ち
に
似
た
神
を
か
た
ど
る
と
言
っ
た
 
ク
セ
ノ
 フ
ァ
 オ
ス
 の
言
葉
は
 、
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ポストモ タ 。 、     の 多元的社会とそ の 宗教性 

思
い
の
ほ
か
深
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
 

個
人
崇
拝
の
歴
史
的
特
殊
性
個
人
崇
拝
と
い
う
 神
 望
観
念
が
現
代
に
お
け
る
共
同
信
仰
と
な
ろ
う
と
も
、
 
多
元
的
な
諸
社
会
は
 

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
歴
史
の
伝
統
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
 
て
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
崇
拝
に
も
歴
史
的
 事
情
に
 よ
 る
特
殊
性
が
 

あ
る
の
で
あ
っ
て
、
基
本
は
似
通
っ
て
い
て
も
具
体
的
 
細
部
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
人
類
教
に
も
宗
派
が
あ
る
 
爪
 
り
だ
と
舌
口
え
よ
う
。
 人
 

権
 思
想
の
歴
史
的
特
殊
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
 
一
例
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
人
権
官
言
の
歴
史
的
生
成
を
取
 り
あ
げ
た
い
。
確
か
に
 

こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
マ
グ
ナ
・
カ
ル
タ
や
「
権
利
章
 典
 」
と
は
異
な
っ
て
、
個
人
の
権
利
を
普
遍
的
な
人
権
 
と
し
て
保
障
し
て
い
る
 

が
、
 種
々
の
制
約
と
特
殊
性
も
負
っ
て
い
る
。
周
知
の
 
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
権
宣
言
に
は
ア
メ
リ
カ
諸
官
 芸
ロ
 
、
自
然
法
思
想
、
社
会
 

契
約
説
、
重
農
主
義
な
ど
多
様
な
要
素
が
流
れ
込
ん
で
 
い
る
が
、
こ
の
う
ち
ア
メ
リ
カ
の
要
素
の
強
い
影
響
は
 、
歴
史
的
偶
然
に
負
う
 

と
こ
ろ
も
多
分
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
 権
官
 喜
 同
に
ア
メ
リ
カ
の
人
権
思
想
を
盛
り
込
ん
だ
の
は
 ラ
フ
ア
イ
エ
ッ
ト
で
あ
 

る
が
、
彼
は
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
の
個
人
的
親
友
で
あ
り
 、
そ
の
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
は
 、
一
セ
 八
九
年
当
時
、
駐
 仏
 大
使
と
し
て
パ
リ
に
 

い
て
、
同
年
六
月
に
は
「
国
王
と
国
民
の
権
利
章
典
」
 
を
 著
し
て
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
に
送
付
し
て
い
た
。
 
ま
 た
 フ
ラ
ン
ス
人
権
官
三
吉
 

は
 、
普
遍
的
と
称
さ
れ
は
す
る
も
の
の
、
そ
の
 反
ユ
 ダ
 ヤ
 主
義
や
 、
 既
に
一
 
セ
 九
一
年
に
は
オ
ラ
ン
プ
・
ド
ゥ
 
・
グ
ー
ジ
ュ
に
よ
っ
て
 

「
女
性
の
権
利
宣
喜
 旦
が
 出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
 窺
え
る
よ
う
に
 反
 フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
的
要
素
に
対
す
る
 批
 判
も
提
起
さ
れ
て
 
ぃ
 

る
 。
さ
ら
に
は
、
特
権
的
な
同
業
組
合
の
廃
止
が
華
ム
 叩
の
主
要
な
課
題
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
結
社
の
自
 
由
は
保
障
さ
れ
て
い
な
 

 
 

展
開
の
な
か
で
取
り
払
わ
れ
て
い
く
傾
向
に
あ
る
も
の
 
の
 、
い
っ
た
ん
成
文
化
 

し
て
人
々
の
意
識
に
定
着
し
た
も
の
が
歴
史
過
程
に
 陰
 に
 陽
に
作
用
し
、
そ
れ
を
規
定
す
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
 
な
い
の
で
あ
る
。
 

要
す
る
に
、
個
人
崇
拝
と
い
う
共
通
の
礼
拝
を
持
と
う
 
と
も
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
が
西
洋
文
化
に
収
 飯
 す
る
わ
け
 で
は
な
い
の
だ
。
 
各
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締
め
く
く
り
に
、
ひ
と
つ
付
言
し
て
お
き
た
い
。
本
稿
 
は
 、
近
代
化
と
政
教
分
離
と
の
相
即
と
い
う
か
つ
て
 
0
 社
会
学
の
定
説
を
 

二
見
似
て
は
い
る
が
）
反
復
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
 
し
た
が
っ
て
、
イ
ス
ラ
ム
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
の
原
理
主
 
義
 が
力
を
得
よ
う
が
 ぺ
 

ン
テ
コ
ス
ト
派
が
ム
ロ
 
顕
 し
よ
う
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
 本
 稿
の
主
張
が
反
駁
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
問
題
に
し
 
て
い
る
社
会
現
象
の
 レ
 

ベ
ル
が
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
現
代
の
宗
 教
 復
興
に
つ
い
て
も
、
一
言
だ
け
触
れ
て
お
く
必
要
は
 
あ
る
だ
ろ
う
。
 

ま
ず
第
一
に
、
多
元
社
会
に
お
い
て
宗
教
が
社
会
の
天
 
蓋
 と
し
て
復
活
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
あ
る
信
念
 
は
 、
社
会
成
員
の
ほ
 

ぽ
 全
員
が
共
通
に
 い
 だ
く
確
信
で
あ
る
時
に
こ
そ
、
 個
 人
を
越
え
た
超
越
的
権
威
を
帯
び
、
聖
な
る
も
の
と
な
 
る
 。
し
か
し
、
個
人
意
 

識
の
総
体
の
な
か
で
共
同
意
識
が
縮
小
し
、
個
人
的
な
 
も
の
が
拡
大
し
て
、
各
成
員
が
多
元
的
・
異
質
的
に
な
 
っ
て
し
ま
え
 ぼ
、
望
む
 

る
 天
蓋
と
し
て
の
宗
教
が
復
活
す
る
こ
と
な
ど
原
理
的
 
に
あ
り
え
な
い
。
異
質
な
者
同
士
が
共
通
の
信
念
を
持
 
つ
こ
と
は
、
論
理
矛
盾
 

だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
テ
ヘ
ラ
ン
空
港
で
 
ホ
メ
 イ
ニ
師
が
熱
狂
的
に
歓
迎
さ
れ
た
の
と
同
様
な
こ
と
は
 
、
高
度
に
多
元
化
し
た
 

社
会
で
は
起
こ
り
え
な
い
。
「
社
会
を
代
表
す
る
正
統
」
 を
名
乗
る
集
団
は
、
そ
れ
と
相
容
れ
な
い
他
の
集
団
 
に
 脅
威
と
受
け
止
め
ら
 

れ
る
の
で
、
た
だ
ち
に
強
烈
な
反
対
に
見
舞
わ
れ
る
か
 
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
時
間
幅
を
広
く
と
っ
て
見
れ
ば
 
、
現
代
の
宗
教
復
興
を
 

惹
起
し
て
い
る
原
因
が
永
続
す
る
と
は
思
わ
れ
な
 

ギ
デ
 ㌧
ノ
ス
、
フ
ク
ヤ
マ
、
 
ハ
 ㌧
 
ノ
チ
 ㌧
 
ノ
ト
 ㍉
 
ノ
 ら
が
舌
口
 
ぅ
ょ
 う
に
、
宗
教
復
興
に
は
 

お
わ
り
に
 

し 自 社 
す の 会 
ぎ 道 は 

て を 固 
い 揚 荷 
る む の     過 

と 晋 去 
は 遍 と 

、 文 伝 
確 化 統 
か が を 
で 士 別 
あ ま き 

る れ ず 

うるっ 。 とて 
か お 
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の
 

機
能
も
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
は
、
十
分
に
あ
り
 
ぅ
 る
か
ら
で
あ
る
。
 

 
 

"
"
 

%
 
ヱ
 

雛
本
質
を
保
持
し
て
い
る
と
い
う
保
証
は
ど
こ
に
も
 な
い
。
宗
教
も
含
め
て
、
あ
る
現
象
が
歴
史
的
に
展
開
 
す
る
に
 つ
 れ
、
そ
の
実
体
も
 

七
丁
 

-
 
は
一
 

一
定
の
限
界
が
あ
る
の
で
あ
る
。
 

本
稿
で
問
題
と
し
た
の
は
、
共
同
意
識
の
中
核
で
担
わ
 
れ
る
宗
教
性
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
と
は
社
会
 
的
 位
置
の
異
な
る
 宗
 

教
 、
す
な
む
ち
諸
制
度
の
一
つ
と
し
て
一
部
の
人
々
に
 
よ
っ
て
の
み
担
わ
れ
る
宗
教
に
つ
い
て
は
、
全
く
別
の
 
考
察
が
必
要
に
な
る
。
 

ま
ず
、
宗
教
が
人
間
の
多
様
な
欲
求
に
応
え
て
い
る
こ
 
と
が
、
指
摘
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
宗
教
は
 、
あ
 る
 時
は
人
生
の
意
味
 や
 

目
的
と
い
っ
た
根
本
問
題
に
答
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 
と
 い
う
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ
オ
ン
Ⅱ
人
格
的
交
流
に
対
す
る
 生
 得
的
 欲
求
を
充
た
し
、
 

ま
た
あ
る
時
は
、
急
速
な
社
会
変
化
が
引
き
起
こ
す
 生
 の
方
向
喪
失
の
只
中
で
明
確
な
指
針
を
与
え
、
馴
染
み
 
の
あ
る
も
の
の
な
か
で
 

自
己
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
認
・
強
化
し
て
く
れ
 
る
 。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
、
宗
教
の
強
力
な
存
在
理
由
で
 
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
教
 

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
学
的
必
然
性
・
社
会
学
的
 必
 然
 性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
考
慮
す
れ
 
ば
 、
デ
ュ
ル
ケ
ム
の
め
 示
 

教
諭
 は
、
 狭
い
範
囲
の
事
例
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
 
わ
か
る
。
確
か
に
、
彼
の
扱
っ
た
宗
教
の
形
態
は
 、
の
 ち
の
 尾
ひ
 れ
の
い
ま
だ
 

付
い
て
い
な
い
基
本
形
態
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
し
 か
し
、
宗
教
の
最
も
原
初
的
基
本
的
な
形
態
が
現
代
の
 宗
教
の
中
に
も
同
一
の
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宗
教
的
多
元
性
と
政
教
分
離
は
表
裏
一
体
で
あ
る
。
 
宗
 教
 的
多
元
性
は
政
教
分
離
を
要
求
し
、
政
教
分
離
は
宗
 
教
 的
多
元
性
を
保
証
 

す
る
。
現
在
は
常
識
と
な
っ
て
い
る
こ
の
政
教
分
離
の
 
原
則
は
 、
一
セ
 世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
社
会
と
い
う
 歴
 史
的
文
脈
に
お
い
て
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

多
く
の
宗
教
的
相
克
に
苦
し
ん
だ
末
に
は
じ
め
て
確
立
 
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
で
は
こ
の
よ
う
な
プ
ロ
 
セ
ス
 を
、
政
教
分
離
 京
 

 
 

 
 

則
の
理
論
的
確
立
者
で
あ
る
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
に
即
し
 
て
見
る
の
で
あ
る
が
、
と
く
に
注
目
す
る
の
は
、
キ
リ
 
ス
ト
 教
 思
想
の
大
き
な
 

は
じ
め
に
 

八
 論
文
要
旨
Ⅴ
 

一
セ
 世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
政
教
分
離
思
想
 の
 確
立
一
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
寛
容
芽
理
 は
 、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
 の
 大
き
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
 

転
換
と
と
も
に
可
能
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
 
成
就
と
と
も
に
開
始
さ
れ
た
「
終
末
論
か
ら
救
済
論
へ
」
、
「
 

千
 牛
 王
国
論
か
ら
二
王
 

国
論
へ
」
の
転
換
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
代
ま
で
支
配
 
的
で
あ
る
救
済
内
面
主
義
が
政
教
分
離
社
会
 -
 
世
俗
化
社
 ふ
 き
に
 適
 ム
ロ
的
な
宗
教
的
 

在
り
方
と
し
て
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ロ
ッ
ク
に
お
け
る
 政
治
と
法
の
世
俗
化
も
、
内
面
主
義
的
救
済
論
と
二
王
国
論
に
 深
く
結
び
つ
い
て
い
 

る
 。
だ
が
、
終
末
論
の
放
棄
、
救
済
内
面
主
義
、
宗
教
の
倫
理
化
 な
ど
の
社
会
的
要
求
は
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
は
も
と
よ
り
、
 
b
 
示
教
一
般
に
と
っ
て
 

も
、
 新
た
に
深
刻
な
問
題
状
況
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
 こ
う
し
た
歴
史
的
プ
ロ
セ
ス
と
諸
問
題
を
、
こ
こ
で
は
宗
教
 
規
 家
学
的
構
造
論
に
よ
 

っ
て
解
明
す
る
こ
と
を
試
み
て
い
る
。
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
 V
 
 ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
寛
容
論
、
政
教
分
離
、
 終
 未
読
 と
 救
済
論
、
千
年
王
国
論
と
二
王
国
論
、
宗
教
現
象
学
、
構
 生
垣
 
弘
琳
 

宗
教
的
多
元
性
・
 

｜
 ジョ
ン
・
 

救
済
内
面
主
義
・
政
教
分
離
原
則
 

ロ
ッ
ク
寛
容
論
の
宗
教
現
象
学
的
解
明
 

｜
｜
 

金 

井 

新 
    



種 決 て 
の 定 確 政 
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じ の っ 思、 
え 転 た 想 
な 換 ヰひ @@ 
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。 あ の セ 
し っ こ せ 
か た と 糸己 

も と は の   
者 事 の り 

の 実 疑 ス 
見 に い に 

る つ を お 
と い 人 い 

ころ て " れて / ょ " 
で こ い ピ 

事実で @ ょ、こ れまで ーⅡ ユ ノ 

      
の の 「 い 

う二 確立ま、 @ 終末 

に 事 論 っ 

と の か の 
っ 重 ら 革 
て 大 救 命 
の さ 済 の 
弘 に 論 駁 

須 鑑 へ 乱 
条 み 」 を 
件 れ と と 

な ば い お 

の 一 " っ し 

  

救
済
内
面
主
義
の
時
代
 1
.
 終
末
論
の
没
落
 

パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
と
の
関
係
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
 転
 換
 が
な
け
れ
ば
政
教
分
離
の
思
想
も
制
度
的
確
立
も
あ
 
つ
え
 な
か
っ
た
こ
と
を
 

以
下
で
は
論
じ
た
い
。
こ
の
転
換
の
結
果
と
し
て
の
 救
 済
 内
面
主
義
は
、
近
代
社
会
の
最
重
要
な
要
素
の
一
 
つ
 と
し
て
、
そ
れ
が
も
た
 

ら
す
問
題
と
も
ど
も
、
わ
が
国
を
ふ
く
め
て
西
洋
化
と
 
し
て
の
近
代
化
を
推
進
さ
せ
た
国
々
に
も
広
が
っ
た
 
と
 考
え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
以
下
の
分
析
と
記
述
に
よ
っ
て
、
筆
者
は
「
 
歴
 史
的
現
象
学
」
と
筆
者
が
呼
ぶ
タ
イ
プ
の
宗
教
現
象
学
 
を
 試
み
て
い
る
。
 す
 

な
 む
 ち
、
こ
こ
で
は
、
具
体
的
な
歴
史
的
現
象
な
い
し
 プ
ロ
セ
ス
を
論
じ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
一
般
的
 
類
 型
 的
な
構
造
お
よ
び
 志
 

-
l
-
 

向
性
と
の
関
連
で
待
つ
の
で
あ
る
。
宗
教
現
象
学
に
は
 
多
く
の
可
能
性
が
あ
り
、
こ
れ
は
そ
の
一
つ
を
追
求
す
 
る
さ
さ
や
か
な
試
行
に
 

す
ぎ
な
い
。
ま
た
新
し
い
試
み
に
は
当
然
抵
抗
が
あ
る
 
で
あ
ろ
う
と
も
予
測
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
歴
史
研
 
究
 に
構
造
論
を
持
ち
込
 

む
こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
 宗
教
現
象
学
を
古
典
的
現
象
学
の
よ
う
に
類
型
学
的
に
 
「
宗
教
な
る
も
の
」
の
 

全
体
像
を
描
く
も
の
と
し
て
考
え
て
い
る
人
か
ら
も
 
ク
 レ
ー
ム
が
っ
く
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
 筆
 者
は
多
く
の
建
設
的
な
 

批
判
や
論
争
を
願
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
 
規
 家
学
 が
 、
ま
た
ひ
い
て
は
宗
教
学
が
深
化
・
発
展
す
る
 
こ
と
を
願
っ
て
い
る
者
 

で
あ
る
。
 

  



救
 

宗
 

沈
静
化
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
そ
れ
 

こ
の
よ
う
な
彼
の
変
化
は
、
一
六
五
 0
 年
代
に
 革
命
派
（
議
会
派
）
主
流
で
あ
る
独
立
派
の
指
導
者
た
 

ま
で
千
年
王
国
の
間
近
な
到
来
を
叫
ん
で
い
た
あ
る
 
指
 導
者
は
そ
の
到
来
を
は
る
か
 

ち
が
あ
れ
つ
い
で
千
年
王
国
㈲
 

性
 

 
 
 
 

略
論
を
放
棄
し
た
こ
と
と
軌
を
一
に
す
る
。
多
く
の
 
研
究
者
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
 五
 0
 年
代
に
は
 千
 牛

王
国
論
の
熱
狂
は
急
速
に
 

1
 

 
 

教
 

軽
い
て
き
た
人
で
あ
る
。
そ
の
信
仰
は
、
こ
こ
で
 
彼
 が
 述
べ
て
い
る
「
心
の
中
」
の
キ
リ
ス
ト
の
支
配
に
止
 

ま
る
も
の
で
は
な
く
、
キ
リ
 

 
 

部
 
ス
ト
の
支
配
が
現
世
の
外
的
諸
秩
序
に
も
及
ぶ
と
 

す
る
と
こ
ろ
に
そ
の
真
骨
頂
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

で
あ
っ
た
。
も
し
こ
の
転
換
が
な
け
れ
 ば
 、
つ
ま
り
、
 千
年
王
国
論
と
い
う
過
激
な
終
末
論
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
 
て
い
る
限
り
は
、
寛
容
 

や
政
教
分
離
は
あ
り
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
 

こ
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
転
換
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
 、
ま
だ
終
末
論
が
大
衆
的
説
得
力
を
さ
ほ
ど
失
っ
て
 
い
 な
か
っ
た
と
思
わ
れ
 

る
 時
期
に
、
ま
ず
革
命
勢
力
の
最
先
端
に
お
い
て
、
 
す
 な
ね
 ち
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
革
命
の
指
導
者
た
ち
に
お
い
 
て
あ
ら
わ
れ
る
。
た
と
 

え
ば
、
 革
ム
叩
 
軍
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
後
に
護
国
卿
 
と
 し
て
独
裁
制
を
し
く
オ
リ
ヴ
ァ
ー
・
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
が
 
千
年
王
国
論
を
も
つ
と
 

も
 強
く
主
張
し
た
第
五
王
国
派
を
批
判
し
た
次
の
よ
う
 
な
 舌
口
葉
の
中
に
、
こ
の
転
換
の
端
緒
が
は
っ
き
り
と
 
看
 取
 で
き
る
。
ク
ロ
ム
 ウ
 

エ
 ル
は
こ
こ
で
霊
肉
二
分
法
と
い
う
救
済
論
の
基
本
的
 論
理
を
も
っ
て
、
い
つ
も
こ
の
二
分
法
の
批
判
者
で
あ
 
っ
た
 千
年
王
国
論
の
論
 

理
 と
新
た
に
対
決
し
て
い
る
。
 日
く
 

「
彼
ら
の
 多
 く
は
神
に
属
し
て
い
る
が
、
そ
の
神
た
る
や
第
五
王
国
 
と
い
う
間
違
っ
た
観
念
 

な
の
で
あ
る
。
他
の
何
物
に
も
ま
し
て
霊
的
な
性
格
を
 
装
っ
て
い
る
観
念
だ
。
我
々
す
べ
て
が
尊
び
、
期
待
し
 
、
 望
ん
で
い
る
と
私
が
 

原
 
則
 
思
っ
て
い
る
考
え
方
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
 我
々
の
心
の
中
に
、
そ
の
中
の
汚
れ
や
彼
や
邪
悪
 

そ
れ
ら
は
終
わ
り
の
と
き
 以
 

櫛
 
上
に
（
と
思
い
た
い
）
、
現
在
世
に
は
び
こ
っ
て
 い
る
を
征
服
し
て
、
支
配
権
力
を
打
ち
 
樹
 て
る
 時
 

  

教
 

 
 

ル
 自
身
、
千
年
王
国
の
信
仰
を
第
五
王
国
派
と
共
有
し
 
つ
つ
革
命
の
戦
乱
を
勝
ち
抜
 



に
 入
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
大
き
な
転
換
の
先
 導
に
 、
か
れ
ら
は
意
図
せ
ず
し
て
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
 
ら
で
あ
る
。
 

て
 、
社
会
全
体
が
千
年
王
国
論
は
お
ろ
か
終
末
論
そ
の
 も
の
を
放
棄
す
る
大
き
な
プ
ロ
セ
ス
後
述
す
る
 世
 俗
化
社
会
の
到
来
 
@
 

｜
 

な
ら
、
そ
の
後
続
い
て
生
じ
た
こ
と
は
か
れ
ら
に
と
っ
 
て
ま
っ
た
く
予
想
外
の
こ
と
だ
っ
た
に
相
違
な
い
。
 
な
 ぜ
な
ら
、
こ
れ
に
続
 い
 

国
論
と
い
う
剣
を
さ
や
に
収
め
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
 
し
な
が
ら
、
も
し
か
れ
ら
に
お
け
る
事
情
が
こ
の
 
ょ
ぅ
 な
も
の
だ
っ
た
と
す
る
 

な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
た
だ
千
年
王
国
論
を
前
 面
 に
振
り
か
ざ
す
時
代
は
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
 う
 し
て
革
命
派
は
千
年
三
 

霊
的
千
年
王
国
論
者
と
な
っ
た
。
そ
し
て
驚
く
べ
き
こ
 
と
に
、
五
六
年
に
は
第
五
王
国
派
の
多
く
は
、
正
反
対
 
か
 り
 
極
 と
も
舌
口
う
べ
き
 ク
 

ウ
ェ
ー
カ
ー
派
に
転
じ
た
の
で
あ
つ
た
。
百
 @
 
 
一
見
、
意
外
 と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
か
れ
ら
の
こ
の
よ
う
な
変
化
は
 、
し
か
し
な
が
ら
、
 

実
 

は
そ
れ
ほ
ど
不
可
解
な
現
象
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
 
る
 。
な
ぜ
な
ら
ま
ず
第
一
に
、
そ
れ
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
 
ン
 革
命
の
宗
教
イ
デ
オ
 

ロ
ギ
ー
的
な
原
動
力
で
あ
っ
た
千
年
王
国
論
と
い
う
 終
 未
読
 が
 、
革
命
の
成
就
と
と
も
に
そ
の
役
割
を
終
え
た
 と
い
う
こ
と
を
意
味
し
 

て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
権
力
を
奪
取
し
て
革
命
を
収
束
 さ
せ
る
立
場
と
な
っ
た
ク
ロ
ム
ウ
ェ
ル
 ら
 独
立
派
は
 、
 革
命
の
さ
ら
な
る
継
続
 

を
 叫
ぶ
第
五
王
国
派
を
排
除
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 先
に
引
用
し
た
の
は
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
か
れ
の
舌
口
薬
 で
あ
る
。
い
ま
や
議
会
 

派
 指
導
者
た
ち
は
秩
序
と
平
和
を
必
要
と
し
て
お
り
、
 千
年
王
国
論
の
熱
狂
正
義
は
い
か
に
も
過
剰
な
も
の
と
 
な
っ
た
。
そ
れ
に
か
わ
 

っ
て
、
時
代
の
要
求
は
社
会
的
変
革
を
志
向
し
な
い
つ
 つ
ま
し
い
内
面
主
義
的
な
救
済
論
で
あ
っ
た
。
第
二
に
 、
こ
の
転
換
は
か
れ
ら
 

-
6
h
U
-
 

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
構
造
、
す
な
 ね
 ち
、
 救
 済
論
と
 終
末
論
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
の
一
個
の
構
造
 
に
お
け
る
重
心
の
移
動
 

で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら
、
こ
の
転
換
は
そ
れ
ま
で
の
 信
仰
や
思
想
の
全
的
な
放
棄
と
し
て
の
「
転
向
」
で
は
 
な
い
。
こ
の
よ
う
に
 千
 

牛
王
国
論
の
旗
を
降
ろ
し
た
と
し
て
も
、
か
れ
ら
の
 
多
 く
に
お
い
て
は
終
末
そ
の
も
の
や
、
キ
リ
ス
ト
の
再
来
 
そ
の
も
の
を
信
じ
な
く
   

一
 
4
 一
 

な
 未
来
へ
と
移
し
、
別
の
者
は
、
千
年
王
国
に
つ
い
て
 は
 沈
黙
し
て
む
し
ろ
内
的
救
済
論
を
語
る
よ
う
に
な
っ
 た
 。
ま
た
あ
る
者
は
、
 

 
  

 



宗教的多元性・ 救済内面主義 

み ま 児 玉 

「終末ゑ 合いつ でもな られて 国論は 

  

  
  
た 二 放 す 牛 
が 三 教 る 王 
っ 国 一 下 国 

て 論 致 位 論 
キ は 的 構 か 
    、 原 造 ら 

ス キ 理 で 二 
ト リ と る 王   百冊 

想 教 、 終 へ 

の の 二 朱 」 
も 魔 王 論 の 
っ 史 回 や 転 
と と 論 救 換 
も と は 済 で 
基 も 政 論 も 

本 に 教 か あ 
的 自 分 ら っ 
な い 離 生 た 
構 も 的 じ   
造 の な る こ 

的 で 原 社 の 

場合、 原基を 会政治 あり、 理とし 

影 画 て 約 千 
づ 者 で な 年 
く は あ 康 正 
っ 複 る ⑨ 理 国 

き に 言   
た 絡 う て 二 

  

  政教分離原則 

あ 終 か 

ら る 終末 。 末論的 

希 論 
求 が 

で 抜 
あ け 
つ 落 

た ち 
も る 

の か 
は ら 
す で 
べ あ 

て断る 。 
念 そ 

  れ 

放 と 

棄 と 

さ も 

れに 

    
  
み 会 
が め 

許 救   
っ る身 「 
も 体 
の の 
と 救 
し 済 
て 」 
践 む 
さ ど 

れ   

た 長 
の ら 

で く 

こ
う
し
 

て
 

ク
 

ム
 を
迎
え
 

離
の
思
想
 

入
れ
な
い
 

的
な
も
の
 

ま
で
、
も
 

れ
ら
れ
な
 

の
 、
そ
し
 て

 革
命
の
成
就
と
と
も
に
始
ま
っ
た
「
終
末
論
か
ら
 
救
 済
論
へ
 
」
と
い
う
転
換
は
、
革
命
政
権
の
共
和
制
が
早
 
々
に
挫
折
し
 

ロ
ム
ウ
ェ
ル
の
独
裁
を
経
て
王
制
復
古
に
な
り
、
 つ
い
で
新
王
ジ
ェ
イ
ム
ス
二
世
を
も
退
け
て
オ
レ
ン
ジ
 公
 ウ
ィ
リ
ア
 

る
 名
誉
革
命
へ
と
い
う
経
緯
の
中
で
、
も
は
や
動
か
し
 
が
た
い
も
の
と
な
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
 
通
 し
て
政
教
 分
 

が
 、
内
面
主
義
的
救
済
論
を
不
可
欠
の
パ
ー
ト
ナ
ー
 
と
 し
つ
つ
、
定
着
し
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
 
こ
 こ
で
は
立
ち
 

問
題
で
あ
る
が
、
自
然
科
学
（
特
に
天
文
学
）
の
与
え
 
た
 新
し
い
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
が
終
末
論
の
没
落
を
決
定
的
 
か
 つ
 不
可
逆
 

一
 
7
-
 

と
し
た
こ
と
は
、
い
く
ら
強
調
し
て
も
足
り
な
い
ほ
ど
 
重
要
な
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
以
降
、
現
 
代
 に
い
た
る
 

は
や
終
末
論
は
一
般
社
会
に
お
い
て
は
あ
る
い
は
 少
な
く
と
も
公
的
社
会
と
そ
の
指
導
者
層
に
お
い
て
は
 

受
け
入
 

い
と
い
う
、
救
済
論
支
配
の
時
代
と
な
る
の
で
あ
る
。
 
し
た
が
っ
て
、
こ
の
転
換
は
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
 
は
 前
代
未
聞
 

一
 
8
-
 

て
そ
の
思
想
を
根
底
か
ら
覆
す
よ
う
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
 転
 換
 だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
「
救
済
論
と
終
末
 論
の
構
造
」
 



で が そ 特 
あ 現 れ 一 1 @@ し 

る れ の セ 上 
。 た 継 世 宗 述 

し   た 
ら は あ イ 多 
の 少 っ ギ 元 

覚 し た り ， 性 
曄構旧 「 
ユ % 壬     や 

転 「   と 

の関 

連 
カト 

ら   新 
た 
な 

当   て 
て く ロ ズ て 
  み   た 

  
      

宗教 シズ ら生 の間 

ム れ に 改 
、 る 葉 草 

リ ベ 中 城 
べ く し 来 
う し て の 
リ て 多 大 
ズ 生 く 陸 
ム れ の に 
な た 寛 お 
ど   も 容 け 
の の 論 る 

の タ で は 

政教 分 寛容論ある。ンティ -o-i 
に ズ こ 離 
つ ム の 原 
い を 書 則 
て 脅 は を か 確 

し 王 立 面 
始 制 し こ 王 
め 復 て の 義 
た 古 ゆ ょ 的 こ 後 く う 救 
と に 。 な 済 

へ 教 終 （ 
0 週 約 千   
ク 開 が 国 
年三 ロッ 害が 表現   

ユ瓦 

な 

憂 た   仕方 と危 の と 、 きま日 ぽ仏柵 原則） 

機力簡 感ト 』 （ 一     
執 ッ       
機 カ へ へ 王 
と が の の 国 
な 故 き 転 払 

日 打打 

が ，   支 
配 べ いる ) 疋 国日 軸 ～ n す 
る   

了 て 蕊 し 
社 ム 
瓦 
で 

て、 ではの プ ・ ～～ 0 ぉ あ 
" ロ ふ ロ る 

か テ 舘 ッ 

れ ス - ク 

 
 
 
 

を
 採
用
し
た
諸
社
会
も
ま
た
千
年
王
国
や
政
教
 
一
 致
を
断
念
し
た
社
会
、
つ
ま
り
、
政
教
分
離
社
会
で
あ
 る
 。
宗
教
的
に
は
、
 
内
 

③
 

あ も   
ま で 
で あ 
Ⅰ 回 る 

人   
的 だ 
な が 

理 そ 
想 こ 

む か 
い ら 

し ム フ 

信 や 
念， 
に 千 
上 午 
ま 王 
ら 国 
な 論 

け す 
れ な 
ば わ 
な ち 
ら 政 
な 教 
レ '  " 一 
  致 

西 の 
荻 原 
近 理 
代 が 
社 脱 
会 落 
は し 

  こ 十八 。 

そ 以 

  千 
四 年 
洋 壬 
比 国 
と や 
し 政 
て 教 
の 一 
近 致 
代 は 
ィヒ   
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-
 
は
 -
 

性
格
が
あ
っ
た
こ
と
が
舌
口
わ
れ
て
き
た
が
、
ロ
ッ
ク
に
 

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
か
れ
の
立
場
を
彩
っ
て
い
る
 

こ
れ
ら
諸
要
素
は
 
、
一
 

六
世
紀
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
そ
の
も
の
の
成
立
 

に
も
影
響
を
与
え
て
い
た
思
想
要
素
で
あ
り
、
こ
れ
ら
 

の
も
の
と
宗
教
的
多
元
 

性
 

キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ム
教
 
と
 ユ
ダ
ヤ
教
 
、
ヵ
 ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
さ
ら
に
プ
ロ
テ
ス
タ
 

ン
ト
 に
お
け
る
無
数
の
 

分
裂
状
況
の
肯
定
は
内
的
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
 る
よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
諸
要
素
は
、
宗
教
的
 

相
克
を
克
服
し
て
宗
教
 

的
 多
元
性
を
広
く
認
知
さ
せ
る
べ
く
、
互
い
に
合
流
し
 

て
 多
く
の
寛
容
論
を
生
ん
だ
と
舌
口
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
 

。
ま
ず
こ
の
点
を
 ロ
ッ
 

ク
 寛
容
論
の
生
成
現
場
に
即
し
て
確
認
し
て
お
き
た
い
 

 
 

ロ
ッ
ク
寛
容
論
の
最
も
重
要
な
論
点
は
、
内
的
信
仰
は
 

権
力
に
よ
っ
て
強
制
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
ま
た
そ
 

れ
は
で
き
な
い
と
い
 

う
こ
と
で
あ
っ
た
「
第
一
に
 、
 魂
へ
の
配
慮
は
 、
 い
 か
な
る
他
人
に
も
の
だ
ね
ら
れ
な
い
こ
と
で
、
為
政
 

者
に
も
同
じ
く
ゆ
だ
ね
 

ら
れ
は
し
な
い
か
ら
で
す
。
神
は
そ
れ
を
為
政
者
に
ゆ
 

だ
 れ
 は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
神
は
、
だ
れ
か
を
自
分
の
 

宗
教
に
強
制
し
て
引
き
 

-
H
-
 

則
 
入
れ
る
と
い
う
よ
う
な
権
威
を
、
い
か
な
る
人
に
 

も
 与
え
は
し
な
か
っ
た
の
で
す
」
。
 

 
 

「
緩
や
か
な
ま
た
間
接
的
な
」
強
制
は
時
に
は
必
要
で
 

あ
り
、
ま
た
や
む
を
得
な
い
 

政
も
の
で
あ
る
と
す
る
反
論
が
生
じ
た
。
そ
れ
は
神
 

%
 

学
者
ジ
ョ
ナ
ス
・
プ
ロ
ー
ス
ト
に
よ
る
も
の
で
、
宗
教
 

的
 多
元
性
を
イ
ギ
リ
ス
国
教
 

一
 
Ⅱ
 -
 

 
 

か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
か
れ
の
議
論
は
 

、
宗
 敬
信
仰
に
お
け
る
社
会
的
 
現
 

部
 
実
を
重
視
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
 

現
 実
に
は
宗
教
信
仰
は
、
人
的
接
触
や
教
会
に
お
け
る
 

学
 習
や
訓
練
、
過
ち
に
た
い
し
 

救
 

 
 

 
 

一
個
の
教
育
プ
ロ
セ
ス
で
と
、
内
面
へ
の
い
か
な
る
 

は
 

介
 
 
 

 
 

趨
 
入
も
峻
拒
す
る
ロ
ッ
ク
は
あ
ま
り
に
も
純
粋
内
面
 
主
義
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
種
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
で
 

す
ら
あ
る
、
と
か
れ
は
 
ロ
ツ
 



の
 真
理
に
ょ
っ
 て
 統
合
さ
れ
る
べ
き
だ
 

と
こ
ろ
が
 ヒ
ュ
｜
 
マ
ニ
ズ
ム
な
の
で
あ
 

い
る
が
、
 強
｜
 
Ⅱ
 
@
@
 

Ⅰ
で
は
な
く
説
得
を
と
る
 

存
在
を
疑
う
も
の
を
い
う
。
ロ
ッ
ク
は
 

あ
る
が
、
そ
れ
ら
を
超
え
た
キ
リ
ス
ト
 と

 考
え
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
強
制
に
よ
る
 

る
。
ロ
ッ
 ク
 は
特
定
の
宗
教
的
真
理
に
よ
る
世
界
の
 

点
は
同
じ
で
あ
る
：
つ
ぎ
に
 ス
ケ
 プ
テ
ィ
シ
ズ
ム
 と
 

カ
ト
リ
ッ
ク
 的
 真
理
は
も
と
よ
り
、
国
教
会
の
真
理
 

教
の
真
理
を
信
じ
て
い
る
点
で
は
 ス
ケ
 プ
テ
ィ
ッ
ク
 の

で
は
な
く
説
得
に
よ
る
べ
き
だ
と
す
 

統
合
を
否
定
し
て
い
る
点
で
は
異
な
っ
 

は
こ
の
 統
 ム
ロ
的
な
特
定
の
宗
教
的
真
理
 

を
も
疑
っ
た
点
で
は
 ス
ケ
 プ
テ
ィ
ッ
ク
 

で
は
な
い
。
ま
た
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
は
 、
 以 で の て る 

ク
を
 批
判
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
ロ
ッ
 
ク
は
 自
分
の
ほ
う
が
現
実
的
で
あ
る
と
舌
ロ
い
、
ユ
ー
ト
 ピ
ア
主
義
は
ア
ロ
ー
ス
 

ト
 で
あ
る
と
応
酬
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
プ
ロ
ー
ス
ト
は
 、
現
今
の
非
国
教
徒
た
ち
を
そ
の
よ
う
な
理
想
的
な
教
 
育
 に
よ
っ
て
国
教
会
へ
 

と
 改
宗
さ
せ
う
る
と
考
え
、
そ
の
 ょ
う
 な
非
現
実
的
な
 宗
教
的
統
合
を
夢
見
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

こ
こ
に
は
二
つ
の
現
実
主
義
（
あ
る
い
は
二
つ
の
 
ユ
｜
 ト
ピ
ア
主
義
一
が
角
逐
し
て
い
る
。
プ
ロ
ー
ス
ト
は
「
 
真
の
信
仰
」
の
立
場
 

と
し
て
の
国
教
会
が
、
諸
個
人
の
内
的
信
仰
を
統
合
し
 管
理
す
る
以
外
に
宗
教
的
相
克
の
現
実
的
な
解
決
は
な
 
い
と
考
え
る
。
国
教
会
 

の
 圧
倒
的
な
数
量
的
優
位
を
考
え
れ
ば
、
た
し
か
に
 
現
 美
的
な
見
方
で
あ
ろ
う
。
た
い
し
て
、
ロ
ッ
ク
の
現
実
 
主
義
は
、
信
仰
の
多
様
 

性
 ・
多
元
性
を
動
か
し
が
た
い
現
実
と
し
て
み
る
現
実
 正
義
で
あ
る
。
ゆ
え
に
戦
争
や
迫
害
を
廃
絶
す
る
方
法
 
は
 、
相
互
の
寛
容
し
か
 

な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
に
は
、
個
人
 
の
 信
仰
を
暴
力
的
に
強
要
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
 
ヒ
 ユ
 ー
マ
ニ
ズ
ム
、
各
人
 

る
 。
た
だ
し
、
少
し
補
足
し
て
お
け
ば
、
当
時
、
ヒ
ュ
 

ン
ト
 的
 」
な
ど
の
形
容
詞
が
つ
く
も
の
（
ゆ
え
に
そ
れ
 

の
 信
仰
の
自
由
を
主
張
す
る
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
、
国
教
ム
 ム
的
 キ
リ
ス
ト
教
に
た
い
す
る
 
ス
ケ
 プ
テ
ィ
シ
ズ
ム
 な
 

｜
 マ
ニ
ズ
ム
の
多
く
は
「
キ
リ
ス
ト
教
的
」
「
カ
ト
リ
 

は
 
「
宗
教
的
」
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
い
え
る
）
で
あ
り
 ッ

ク
的
 」
「
プ
ロ
テ
ス
タ
 

ビ
が
 織
り
込
ま
れ
て
 
ぃ
 

 
 

-
 
円
 -
 

｜
 に
よ
る
と
、
そ
れ
は
、
（
そ
れ
ぞ
れ
の
信
奉
す
る
）
 め
 
ホ
教
 的
 真
理
の
普
遍
妥
当
性
を
確
信
し
て
い
る
。
ゆ
え
 
に
 、
す
べ
て
の
人
が
こ
   



宗教的多元， 性 ・ 救 

  
  
あ ど コ 

」のよ 冒 ると では、 

つ ,   
へ を 

張 

  
で 

    

二型 うち 事 な 

  
  
と 政 き 

  

 
 

 
 

上
 と
は
別
に
、
個
人
の
信
仰
の
自
由
を
主
張
し
て
、
 

宗
 教
 的
な
個
人
主
義
に
立
ち
、
そ
し
て
、
そ
れ
を
自
然
法
 

論
 、
社
会
契
約
論
な
ど
 

に
よ
っ
て
生
得
的
な
人
権
に
ま
で
高
め
る
立
場
を
い
う
 

。
ロ
ッ
ク
が
強
く
こ
の
立
場
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
 

@
 
ミ
ロ
 

ぅ
 ま
で
も
な
い
。
 

さ
て
、
こ
の
論
争
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ロ
ッ
ク
の
純
粋
 

内
面
主
義
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
二
王
国
論
の
立
場
で
 

あ
る
。
そ
れ
は
、
 
リ
 

べ
 ラ
リ
ズ
ム
個
人
主
義
に
よ
っ
て
個
の
信
仰
の
自
由
を
 

社
会
的
に
確
保
し
た
上
で
、
そ
の
信
仰
内
容
は
霊
肉
 

二
 公
 法
に
よ
っ
て
霊
的
な
 

政
 
麟
 

う
剃
 

。
Ⅰ
 
党
派
や
国
教
会
派
の
千
年
王
国
論
者
た
ち
（
そ
 
点
で
も
千
年
王
国
論
と
 

@
 

適
 ム
ロ
的
で
あ
る
。
プ
ロ
ー
 

的
 多
元
性
を
一
元
化
か
ら
護
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
 

明
 

も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
れ
は
、
内
的
信
仰
の
多
様
性
を
 

も
の
へ
と
限
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
あ
い
ま
っ
て
「
 

カ
 

し
 統
合
し
よ
う
と
す
る
プ
ロ
ー
ス
ト
は
、
一
元
化
の
士
 

る
 。
ま
た
か
れ
は
、
そ
の
統
合
を
王
権
や
国
家
（
国
教
 

 
 

心
 
向
性
に
よ
っ
て
動
い
て
い
る
。
そ
の
限
り
で
は
千
年
 

ム
 
巴
に
ゆ
だ
れ
る
点
で
明
白
に
国
権
主
義
的
か
っ
政
教
 

ィ
ザ
ル
 の
も
の
は
 
ヵ
イ
ザ
ル
 
に
 、
 神
の
も
の
は
神
に
」
 

あ
る
が
ま
ま
に
認
め
る
こ
と
を
通
し
て
、
（
千
年
王
国
 

ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
た
い
し
て
、
「
真
の
信
仰
」
 

 
 

王
国
論
と
適
合
的
で
あ
 

論
 と
は
反
対
し
宗
教
 

を
 実
現
し
よ
う
と
す
る
 

へ
 と
ひ
と
び
と
を
教
育
 

一
致
的
で
あ
り
、
こ
の
 

義
 

 
 



ロ
ン
 の
批
判
は
さ
ら
に
別
の
論
者
に
よ
っ
て
も
支
持
さ
 れ
て
い
る
が
、
か
れ
ら
は
、
ワ
ー
ド
ロ
ン
自
身
も
与
す
 
る
 つ
ぎ
の
よ
う
な
よ
り
 

大
き
な
理
論
的
枠
組
で
の
解
釈
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
れ
 
に
よ
 れ
 ば
 、
一
七
世
紀
の
懐
疑
論
者
た
ち
の
寛
容
論
は
 、
 リ
プ
シ
ウ
ス
、
グ
ロ
 

 
 

あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
内
的
信
仰
そ
の
も
の
を
、
当
事
 
者
の
人
格
の
尊
厳
の
ゆ
え
に
擁
護
す
る
も
の
で
は
な
い
 
と
 舌
口
 
う
 。
 ブ
 し
か
り
 
ロ
 ノ
ー
ド
 

一
帖
 
一
 

が
ら
を
取
り
入
れ
、
か
っ
そ
れ
ら
を
人
民
に
拘
束
的
に
 

で
あ
る
。
ジ
ェ
レ
ミ
ー
・
ワ
ー
ド
ロ
ン
は
、
内
的
信
仰
 

課
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
。
然
り
」
。
そ
れ
は
神
 

へ
の
権
力
的
介
入
は
「
非
合
理
的
」
で
あ
る
ゆ
え
に
 誤
 礼

拝
に
お
け
る
「
（
外
面
 

り
で
あ
る
と
い
う
 ロ
ッ
 

的
 儀
式
」
と
ロ
ッ
ク
が
呼
ぶ
も
の
で
あ
り
、
時
代
 
や
 場
所
に
よ
っ
て
変
化
し
う
る
よ
う
な
事
柄
で
あ
る
。
 
す
 な
ね
 ち
、
礼
拝
に
お
け
 

る
 聖
職
者
の
服
装
、
儀
礼
の
仕
草
と
そ
の
手
順
な
ど
で
 
あ
る
。
こ
れ
ら
は
時
代
や
場
所
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
り
 
え
 、
そ
れ
ゆ
え
時
々
の
 

為
政
者
に
決
定
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
 
。
こ
う
し
た
こ
と
は
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
諸
派
が
抗
議
し
 
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
 

が
 、
ロ
ッ
ク
は
国
教
会
の
国
権
主
義
的
立
場
に
同
調
し
 
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
「
寛
容
書
簡
」
で
は
決
定
的
 
に
 変
化
し
た
の
で
あ
る
 

「
さ
て
次
に
、
為
政
者
は
 
い
 か
な
る
教
会
に
お
け
 る
い
か
な
る
儀
礼
や
儀
式
の
使
用
を
も
法
に
よ
っ
て
 強
 制
す
る
権
力
は
持
た
な
 

い
 と
同
様
、
す
で
に
あ
る
教
会
が
受
け
入
れ
、
承
認
し
 実
行
し
て
い
る
儀
礼
や
儀
式
の
使
用
を
禁
止
す
る
権
力
 
も
 持
っ
て
は
お
り
ま
せ
 

一
 
W
 一
 

ん
 。
 甫
螢
 
教
会
設
立
の
目
的
は
た
だ
、
自
由
に
 、
そ
 れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
、
神
を
礼
拝
す
る
こ
と
に
あ
る
 
の
で
あ
り
ま
す
」
。
こ
う
 

し
て
国
家
の
宗
教
へ
の
介
入
は
す
べ
て
否
定
さ
れ
、
 
ロ
 ッ
ク
 は
厳
格
な
政
教
分
離
の
立
場
に
立
っ
た
の
で
あ
る
 。
こ
の
よ
う
な
変
化
の
 

理
由
に
つ
い
て
は
、
「
寛
容
書
簡
」
の
執
筆
事
情
と
し
 て
 前
に
述
べ
た
こ
と
が
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
 
 
 

こ
の
よ
う
な
国
権
主
義
か
ら
の
離
脱
に
関
し
て
、
最
近
 重
大
な
疑
念
が
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
ロ
ッ
ク
の
 
寛
 容
論
 は
ま
だ
原
理
的
 

と
い
う
よ
り
は
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
な
も
の
で
あ
り
、
 
ゆ
 え
に
、
そ
の
政
教
分
離
原
則
に
も
国
権
主
義
が
強
く
残
 
っ
て
い
る
、
と
い
う
の
 

ク
 の
い
か
に
も
ム
ロ
 理
 主
義
的
な
議
論
を
と
ら
え
て
、
 

こ
 れ
は
問
題
を
一
種
の
「
道
具
的
理
性
」
の
レ
ベ
ル
で
 処
 理
し
て
し
ま
う
も
の
で
 

  



宗教的多元性，救済内面主義 

く 定 
もすこ っ収 し " 
明 る れ て 投 

              は持獄 まっ 、 
宣 は さ こ 拷 
言 難 し と 問 
し し く は な 
た い 、 で ど   
も 。 近 き 、 
の た 代 ま そ 
を と 約 せ の 
  え 大 ん㊨ 種 

ま こ 権 ㍉ の 
だ れ の     

入 ら 最 と 

格 の 重 ま @ な 言葉の原 要 人 
理 に 一 々 
約 ロ つ が 

擁 ツ と も 

護 ク し の 

で め て     
と 倍 はな 0 ムロ理 c 

い 正 教 つ 
と 義 の   
ぃ が 自 て 

う 吐 由 千年 

の 露 を   
は さ 宣 上 
困 れ 言   
難 て し 

で か た 

あ る も 

た内 

的 
る と の な 

。 し で リ 半 

さ て は 
も も が 

断 
を 

もこ " い 
、 諸 の 

リ 値 だ 
変え 

さ 

チ 入 ろ せ 
ャ の う る 

l 内 か 
ド 的 。 

ま @ 
ど 

  自 そ の 
ヴ 由 れ 力 
ァ を を を 

@  か 否   
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舌
口
業
 
や
 、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
言
葉
は
、
は
た
し
て
 人
 格
の
擁
護
で
は
な
い
と
ど
う
し
て
言
え
る
の
で
あ
ろ
う
   

の
 救
済
宗
教
は
心
の
内
的
な
確
信
の
内
に
あ
り
、
そ
れ
 
な
く
し
て
は
何
ご
と
も
神
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
は
 
で
き
ま
せ
ん
。
外
的
な
 

力
 に
よ
っ
て
何
ご
と
か
を
信
ず
る
よ
う
強
制
さ
れ
る
 
@
 」
と
が
な
い
と
い
う
の
が
、
知
性
と
い
う
も
の
の
性
質
 
な
の
で
す
。
財
産
の
没
 

テ
ィ
ウ
ス
、
ホ
ッ
プ
 ス
 な
ど
い
ず
れ
も
国
権
主
義
に
な
 
が
れ
て
真
の
政
教
分
離
原
則
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
 
の
で
あ
り
、
そ
の
 

は
 、
人
格
を
人
格
の
ゆ
え
に
擁
護
す
る
と
い
う
民
主
主
 
義
の
原
理
的
確
立
が
い
ま
だ
欠
け
て
い
た
た
め
で
あ
る
 
。
そ
の
た
め
に
、
 

の
 状
況
に
即
応
し
た
実
際
的
（
便
宜
的
）
 な
 解
決
を
示
 す
は
 と
ど
ま
り
、
ゆ
え
に
時
々
の
国
権
主
義
に
屈
す
る
 
こ
と
に
な
っ
た
 と
 

の
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
が
与
え
た
ム
ロ
 
理
 主
義
的
な
解
答
も
 そ
れ
で
あ
る
。
た
だ
ロ
ッ
ク
の
み
は
国
権
正
義
を
脱
し
 
た
か
に
見
え
る
が
 

れ
で
も
や
は
り
、
ま
ず
も
っ
て
国
王
大
権
に
よ
る
寛
容
 
の
 実
施
を
要
請
し
て
い
る
こ
と
は
な
お
残
る
か
れ
の
国
 
催
主
義
を
示
し
て
 

 
 

と
 舌
口
 
ぅ
 の
で
あ
る
。
 

だ
が
、
こ
の
 ょ
う
 な
見
方
に
は
少
々
無
理
が
あ
る
の
で
 
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
だ
け
 
し
か
述
べ
ら
れ
 

が
 、
ロ
ッ
ク
寛
容
論
が
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
 な
 道
具
的
 合
 理
 主
義
の
性
格
の
も
の
で
あ
る
の
 え
 、
人
格
（
人
権
）
 の
 原
理
的
擁
護
に
 

ら
な
か
っ
た
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
か
れ
が
内
的
 
信
 仰
を
外
的
な
強
制
に
な
じ
ま
な
い
も
の
と
し
て
言
う
先
 
に
 引
用
し
た
 ロ
ッ
 ク は な 
の 至 い 原因 、そいる @]]n!, っ 時々 



え
に
、
お
し
な
べ
 

と
は
出
来
な
い
。
 

っ
て
様
々
で
あ
る
 

あ
る
。
さ
き
に
見
 

に
寛
容
を
要
請
し
 

政
策
提
言
者
と
し
 

か
く
し
て
、
口
 

論
を
二
王
国
論
に
 

想
を
二
王
国
論
と
 

め
て
、
ロ
ッ
ク
の
 

二
王
国
論
は
そ
も
 

が
、
そ
れ
ゆ
え
、
 

案
な
ど
を
行
っ
て
 

図
 に
お
け
る
 聖
か
 て

 当
時
の
懐
疑
論
者
た
ち
の
寛
容
論
が
も
つ
共
通
の
理
 論
的
 限
界
と
い
う
枠
組
み
の
中
に
ロ
ッ
ク
を
押
し
込
め
 
る
こ
 

ま
た
、
そ
も
そ
も
懐
疑
主
義
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
 前
 述
 の
よ
う
に
「
何
に
た
い
し
て
懐
疑
的
 か
 」
と
い
う
 占
 に
よ
 

。
こ
の
点
を
ま
ず
整
理
し
た
上
で
な
け
れ
 ば
、
 個
々
の
 人
物
の
寛
容
論
が
懐
疑
主
義
で
あ
る
と
舌
口
っ
て
も
無
生
息
 
味
で
 

た
よ
う
に
、
ロ
ッ
ク
は
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
も
の
に
つ
い
 
て
は
ま
っ
た
く
懐
疑
的
で
は
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
国
王
 
大
権
 

た
と
い
う
点
は
、
と
く
に
国
権
主
義
と
い
う
ほ
ど
の
こ
 と
 で
は
な
く
、
ロ
ッ
ク
な
ら
ず
と
も
当
時
の
絶
対
王
制
 下
の
 

て
は
当
然
の
要
請
で
あ
ろ
う
。
 

ッ
ク
 に
お
い
て
、
政
教
分
離
原
則
は
、
国
権
主
義
的
な
 残
 津
を
払
拭
し
た
か
れ
が
、
個
人
主
義
的
内
面
主
義
的
 
救
済
 

よ
っ
て
ま
も
ら
れ
つ
つ
堅
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
 
じ
め
て
確
立
を
見
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
ロ
ッ
 
ク
思
 

し
て
論
じ
て
い
る
お
そ
ら
く
唯
一
の
先
行
 側
 で
あ
る
 政
 治
 学
者
の
グ
ラ
ハ
ム
・
マ
ド
ッ
ク
 ス
 は
、
政
教
分
離
を
 ふ
く
 

一
刀
 
-
 

民
主
主
義
思
想
は
二
王
国
論
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
 と
ま
で
舌
口
 う
か
 り
で
あ
る
。
か
れ
に
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
 
フ
 
ハ
ト
 教
の
 

そ
も
里
俗
二
分
法
に
よ
っ
て
、
俗
世
を
有
限
で
罪
深
く
 、
た
 え
ざ
る
改
革
を
必
要
と
す
る
も
の
と
み
な
す
の
で
 
あ
る
 

キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
よ
う
な
現
世
に
た
い
し
て
、
あ
ら
 ゆ
る
時
代
に
あ
ら
ゆ
る
仕
方
で
、
批
判
や
許
容
、
断
罪
 
や
提
 

き
た
と
舌
口
 う
 。
そ
し
て
、
ロ
ッ
ク
に
よ
る
政
教
分
離
に
 
つ
い
て
も
ま
っ
た
く
同
様
で
あ
り
、
そ
れ
は
二
王
国
論
 の
構
 

ら
 俗
へ
の
強
い
影
響
力
の
行
使
の
結
果
に
他
な
ら
な
い
 
。
す
な
 ね
 ち
、
ロ
ッ
ク
が
広
く
人
権
を
窓
音
的
な
現
世
 権
力
 

白 鹿 / 

は論ン 、 にが 
統 よ ワ 
治 っ l 
者 て ド 

と 交 ロ 
の え ン 
社 ら を 

批判 会契 れて 

約 い し 
に る て   
て で よ 

うに 保あ 乱 り さ 
れ こ ロ 

た の ッ 

権 点 ク 

利 を 覚 
な 見 容 
の む 論 
で け は 
あ れ か 
り ば れ 

、 ほ言 - 芽 妻 の 

そ る 政 
の の 治 
意 で 理 
味 あ 論 
で る の 
も 。 " 一 
十 し 部 
分 た で 
に が る 「 原て っ り、 
理 " つ 

約 ロ ま 

    
な ク 、 
も に か 
の お れ 
で け の 

あ る 社 
る 内 会 

。 的 契 
ゆ 目 的 

  



宗教的多元性・ 救済内面主義 

と 序 タ で 解 
な そ ン あ す 
る の ト つ る 
は も ・ た 必 
ず の ィ と 要 
で へ ギ い が 

あ の り う あ 
る 挑 ス 事 る 

。 戦 を 実   
事 考 訂 で す 
実 と る あ な 

、 し た る わ 
ロ て め 。 ち 
ッ 映 の 親   
ク じ 最 口 端 

は て 後 l 的 
そ い の て に 

う た 決 の い 

言 の 断 ジ っ 

っ で で ェ て 

て あ あ ィ 、   
え そ た を 国 
ほ の が 退 散 

、 よ っ 仕 合 
寛 ぅ て さ が 
容 な ロ せ 直 
か 脅 ッ た 面 

ら 威 ク 名 し 

の で の 嘗 て 

いたの 除外のないが 目には 革命は 

半 り ら 力 、 は 
断 は ト ま イ 

基 当 り さ ギ 
準 然 シ し り 

は カ ズ く ス 
、 ト ム そ の 

い り は の カ 
か ッ イ 脅 ト 

な ク ギ 成 り 

る も り か ッ ク化 宗教 寛容 社 ス プ ら 

的 の 会 ロ の 
立 射 の テ 脅 
楊 家 秩 ス 威 
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寛
容
論
が
な
お
不
十
分
な
点
を
残
し
て
い
る
と
い
う
 
問
 題
 で
あ
り
、
た
し
か
に
現
在
か
ら
見
れ
ば
そ
 う
 舌
口
わ
ざ
 
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
 

が
、
 に
も
か
か
わ
ら
ず
、
翻
っ
て
考
え
れ
ば
、
で
は
い
 
か
な
る
も
の
に
た
い
し
て
も
寛
容
で
あ
る
べ
き
な
の
 
か
と
い
う
問
題
と
も
な
 

り
 、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
問
題
で
あ
る
。
ロ
ッ
ク
に
 
つ
い
て
舌
口
え
ば
、
か
れ
の
置
か
れ
て
い
た
歴
史
社
会
的
 
な
 状
況
を
ま
ず
よ
く
 理
 

0
 行
使
に
た
い
し
て
防
衛
し
た
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
教
 
約
二
王
国
論
の
堅
持
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
 
る
 。
こ
の
 マ
 ド
ッ
ク
 ス
 

の
 見
方
は
、
二
王
国
論
の
志
向
性
を
た
だ
事
物
を
内
外
 
・
里
俗
に
二
分
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
二
分
し
た
上
で
 結
合
さ
せ
る
働
き
で
も
 

あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
本
稿
 
の
よ
う
に
、
結
合
の
は
た
ら
き
を
も
っ
 ぽ
ら
 千
年
王
国
 論
的
 志
向
性
と
し
て
い
 

る
 場
合
に
は
見
落
と
さ
れ
て
し
ま
う
も
の
を
補
っ
て
 

い
る
と
舌
口
え
る
。
そ
れ
は
、
「
救
済
論
三
王
国
 ぬ
鯉
 と
 終
末
論
年
年
王
国
 

ぬ
巴
 」
の
構
造
か
ら
終
末
論
（
千
年
王
国
法
理
 が
 欠
落
 し
た
と
き
に
は
、
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、
救
済
論
三
王
 固
め
巴
と
 適
合
的
な
な
 

ん
ら
か
の
倫
理
や
社
会
思
想
な
ど
が
形
成
さ
れ
機
能
 す
 る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
、
こ
の
場
合
に
は
、
 
問
題
と
な
る
基
本
構
造
 

は
 
「
救
済
論
 
ご
一
 王
国
 ゑ
巴
と
 社
会
倫
理
」
な
ど
と
な
 る
で
あ
ろ
う
。
 

こ
こ
で
の
構
造
 ぬ
 
珊
か
ら
す
る
と
き
、
ロ
ッ
ク
寛
容
論
の
 限
界
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
も
の
、
す
な
わ
 
ち
 、
ロ
ッ
ク
が
 カ
ト
 

リ
ッ
ク
を
寛
容
の
対
象
か
ら
除
外
し
た
問
題
に
も
新
た
 

こ
の
問
題
 は
 、
無
論
、
ロ
ッ
ク
の
 



う
 。
加
え
て
、
わ
れ
わ
れ
の
構
造
論
か
ら
は
次
の
よ
 
う
 な
 理
解
が
生
じ
る
。
ど
の
よ
う
な
寛
容
論
も
そ
れ
を
 
成
 り
 立
た
せ
て
い
る
主
要
 

な
 要
素
を
否
定
す
る
者
に
た
い
し
て
は
非
寛
容
で
あ
る
 
。
し
た
が
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
寛
容
論
は
時
代
的
な
制
 
約
を
持
た
ざ
る
を
得
な
 

 
 

と
に
よ
っ
て
政
教
分
離
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
 
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
 三
 

つ
 の
ど
れ
か
を
否
定
す
る
立
場
に
た
い
し
て
は
非
寛
容
 に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
た
立
場
は
 、
過
 敵
 な
千
年
王
国
論
と
 カ
 

ト
リ
ッ
ク
で
あ
っ
た
が
、
前
者
は
す
で
に
没
落
し
残
る
 
の
は
後
者
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
シ
 ズ
ム
 は
、
ロ
ッ
ク
に
 と
 

っ
て
は
、
そ
の
救
済
内
面
主
義
と
二
王
国
論
と
政
教
 分
 離
の
新
た
な
展
望
を
け
っ
し
て
許
さ
な
い
と
こ
ろ
の
、
 
宗
教
的
か
っ
現
世
的
な
 

巨
大
な
 旧
 勢
力
と
し
て
立
ち
は
だ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
 る
 。
こ
れ
に
寛
容
を
示
せ
ば
、
ロ
ッ
ク
自
身
の
寛
容
 ぬ
珊
 
が
 成
り
立
た
な
く
な
る
 

ば
か
り
か
、
か
れ
自
身
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
プ
ロ
テ
ス
タ
 
ン
ト
社
会
で
の
信
用
を
失
う
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
  
 

3
 
 世
俗
化
社
会
の
到
来
 

最
後
に
、
ロ
ッ
ク
の
寛
容
論
は
、
決
定
的
な
世
俗
化
社
 
会
の
到
来
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
 
兄
 な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
 。
か
れ
は
、
「
キ
リ
ス
ト
教
的
 コ
モ
 ン
ウ
ェ
ル
 
ス
 の
 デ
 」
と
き
も
の
は
あ
り
え
な
い
」
と
述
べ
た
が
、
そ
れ
は
 政
教
分
離
を
徹
底
し
た
 

一
わ
 
一
 

場
合
に
は
、
政
治
の
み
な
ら
ず
公
的
社
会
全
体
が
非
 
宗
 教
化
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
っ
た
。
 
そ
 の
よ
う
な
世
俗
化
社
会
 

は
む
け
て
、
ロ
ッ
ク
自
身
に
お
い
て
は
、
述
べ
て
き
た
 
「
寛
容
書
簡
」
に
お
け
る
政
治
の
世
俗
化
（
政
教
分
離
 ）
と
並
行
し
て
、
法
の
 

 
 

 
 

 
 

て
 、
ロ
ッ
ク
の
寛
容
論
は
け
っ
し
て
真
空
の
中
で
純
理
 論
 的
に
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
こ
と
を
理
解
し
な
け
 
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
 

ほ
 

か
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
秩
序
破
壊
的
か
否
か
と
い
 ぅ
 こ
と
で
あ
る
 0
 そ
れ
は
、
現
代
に
お
い
て
も
著
し
く
 平
和
的
秩
序
を
破
壊
す
 

 
 

る
よ
う
な
宗
教
集
団
は
寛
容
か
ら
除
外
さ
れ
る
（
つ
ま
 
り
 刑
法
上
の
犯
罪
者
と
し
て
扱
わ
れ
る
）
の
と
お
な
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世
俗
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
 
そ
 れ
は
「
世
俗
権
力
 
ヨ
 塑
か
ら
「
人
間
知
性
 ぬ
遡
臼
 ぎ
 い
い
い
Ⅰ
 

ゼ
 い
も
さ
う
い
 

べ
さ
い
 

n
 ㎏
 

注
ぎ
ま
墨
守
 ざ
驚
 あ
ぎ
 

S
Q
 

～
 
き
抄
 お
の
 
S
 
 に
い
た
る
ロ
ッ
ク
 の
 法
体
系
の
変
化
で
あ
る
。
 

「
世
俗
権
力
 ヨ
 理
で
は
、
ロ
ッ
ク
は
法
を
次
の
よ
う
  

 

神
法
（
ま
た
は
道
徳
 法
 ）
 
ノ
 国
家
法
（
ま
た
は
人
定
法
 -
 
/
 兄
弟
 法
 
（
ま
た
は
愛
の
法
）
 ノ
 修
道
法
（
ま
た
は
 私
 法
 ）
。
 

 
 

し
か
し
、
後
の
「
人
間
知
性
 %
 哩
で
は
法
の
区
分
は
三
 つ
と
な
り
、
内
容
も
次
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
。
 

神
法
（
非
か
義
務
か
を
判
定
。
教
会
に
 よ
 る
宗
教
的
な
 い
 し
道
徳
的
判
断
）
 
ノ
 市
民
法
（
有
罪
 か
 無
罪
か
を
 判
 定
 。
国
権
に
よ
る
 判
 

断
 ）
 
/
 世
論
な
い
し
世
評
の
法
（
 徳
か
 悪
徳
か
を
判
定
。
 
世
論
に
よ
る
判
断
）
。
 

こ
の
二
つ
の
法
体
系
を
比
べ
る
と
、
神
法
は
名
称
も
内
 容
 も
と
も
に
同
じ
で
あ
り
、
国
家
法
は
市
民
法
と
名
称
 
は
 変
わ
る
が
内
容
的
 

に
は
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
兄
弟
 法
と
 修
道
法
と
い
う
 い
か
に
も
宗
教
的
時
代
を
思
わ
せ
る
も
の
が
無
く
な
り
 、
か
わ
り
に
世
論
（
 世
 

評
 ）
の
 法
 と
な
っ
た
。
こ
れ
だ
け
で
も
、
ロ
ッ
ク
の
 法
 体
系
は
、
か
な
り
の
程
度
、
宗
教
色
を
払
拭
し
た
と
い
 
え
よ
う
。
だ
が
さ
ら
に
 

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
変
化
は
、
千
年
王
国
論
か
ら
 二
王
国
論
へ
の
転
換
と
正
確
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
で
 
あ
る
。
こ
の
点
は
 、
も
 

 
 

「
世
俗
権
力
三
 %
 魍
の
 ロ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
神
法
は
「
 本
質
的
な
も
の
」
を
規
定
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、
 
国
家
法
は
「
非
本
質
 

的
な
も
の
」
を
規
定
し
、
そ
し
て
、
兄
弟
 
法
と
 修
道
法
 は
 
「
非
本
質
的
な
も
の
」
を
「
本
質
的
な
も
の
」
 
へ
 と
 転
換
す
る
と
い
わ
れ
 

る
 。
そ
れ
は
、
兄
弟
 法
と
 修
道
法
は
、
本
来
は
（
神
に
 よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
ゆ
え
に
）
ど
ち
ら
 
で
も
良
い
と
考
え
ら
れ
 

る
よ
う
な
自
由
な
事
柄
に
つ
い
て
、
あ
え
て
兄
弟
へ
の
 
配
慮
か
ら
、
あ
る
い
は
、
み
ず
か
ら
の
誓
約
に
よ
っ
 
て
 、
そ
の
自
由
を
放
棄
 

し
 、
そ
の
事
柄
を
「
本
質
的
な
も
の
」
へ
と
高
め
る
こ
 
と
を
意
味
す
る
。
た
と
え
ば
、
酒
を
飲
む
か
否
か
は
 
人
の
自
由
（
「
非
本
質
的
 

 
 

 
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 



な
も
の
」
）
で
あ
る
と
し
て
も
、
あ
る
人
が
断
酒
の
誓
 い
を
立
て
た
と
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
そ
の
人
に
と
っ
て
 
は
神
法
に
定
め
ら
れ
た
 

事
柄
（
た
と
え
ば
殺
人
の
禁
止
）
と
同
様
に
「
本
質
的
 
な
も
の
」
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
は
こ
の
 
ょ
 う
 に
、
隣
人
や
兄
弟
 へ
 

の
 配
慮
や
自
ら
の
決
断
に
よ
っ
て
 、
 多
く
の
事
柄
を
神
 法
 に
準
じ
る
も
の
と
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
 
つ
ま
り
、
世
俗
的
な
も
 

の
を
宗
教
的
な
も
の
へ
と
転
じ
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
 あ
る
。
ゆ
え
に
、
兄
弟
 法
と
 修
道
法
は
、
世
俗
的
事
物
 を
 宗
教
的
な
も
の
と
す
 

る
 行
為
に
法
的
な
表
現
を
与
え
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
 
そ
れ
は
宗
教
的
意
味
や
価
値
を
世
俗
世
界
に
搬
入
し
ょ
 
ぅ
 と
す
る
千
年
王
国
論
 

の
 志
向
性
と
合
致
す
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
つ
の
法
が
 機
能
し
て
い
る
か
ぎ
り
は
、
神
法
の
領
域
が
際
限
な
く
 
膨
 ん
で
ゆ
き
、
世
俗
の
 

諸
関
係
が
際
限
な
く
宗
教
化
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
 。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
三
浩
 の
 
「
人
間
知
性
 仏
 型
に
お
 け
る
放
棄
は
、
ロ
ッ
ク
 

が
そ
の
よ
う
な
世
俗
世
界
の
宗
教
化
を
断
念
し
た
こ
と
 を
意
味
し
、
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
救
済
を
内
面
性
へ
と
 
限
定
す
る
二
王
国
論
者
 

と
し
て
の
ロ
ッ
ク
の
姿
で
あ
る
。
こ
う
し
て
は
じ
め
て
 、
神
法
（
宗
教
）
と
国
家
法
（
国
家
）
と
を
い
つ
ま
で
 
0
 分
離
さ
せ
て
お
く
こ
 

と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
法
の
世
俗
化
と
「
寛
容
書
簡
」
の
政
治
の
 世
俗
化
が
あ
い
ま
っ
て
公
的
領
域
が
非
宗
教
化
さ
れ
た
 
社
会
と
し
て
の
政
教
 

分
離
社
会
を
実
現
す
る
の
で
あ
る
が
、
宗
教
学
的
に
特
 
に
 重
要
な
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
社
会
と
宗
教
の
基
本
 
的
な
関
係
で
あ
ろ
う
。
 

ロ
ッ
ク
は
政
教
分
離
が
保
証
す
る
宗
教
的
多
元
状
況
に
 お
い
て
こ
そ
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
は
各
様
に
発
展
し
 ぅ
る
 と
 考
え
て
い
る
。
つ
ま
 

り
 政
教
分
離
は
諸
宗
教
の
新
た
な
発
展
の
条
件
な
の
で
 
あ
る
。
し
か
し
そ
こ
に
は
同
時
に
、
宗
教
を
内
面
主
義
 
的
 救
済
論
と
同
義
と
す
 

る
こ
と
が
含
ま
れ
て
い
る
。
 

百
ッ
ク
 は
気
づ
い
て
い
 な
い
の
だ
が
）
発
展
を
期
待
さ
れ
て
い
る
宗
教
と
は
 
実
 は
 内
面
主
義
的
救
済
論
 

の
み
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
か
な
り
重
大
な
こ
と
だ
と
 は
 舌
口
え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
ジ
ョ
ン
・
サ
マ
ー
 

ヴ
ノ
 
Ⅰ
 ル
 は
ほ
と
ん
ど
同
じ
こ
と
 

 
 

宗
教
の
個
人
主
義
化
内
面
化
を
伴
い
な
が
ら
進
行
す
る
 
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
全
般
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論 神 

秘 われわ 立義 の宗教 一 、 
れ と が 
め が 花 
構 う 咲 Ⅰ 吐迫払柵 こ 特徴 レナ 

巾こ を 。 
戻 も だ 
つ つ が 

さら 舌口に仝屯在 て 

う い に 

と な 重 
、 い 要 

こ こ な 
の と こ 
よ で と 

う あ は 

な世 る 。 

ム   
の べ 

て 終末 到来は 払 
珊没 

救 「 
済 

落 
仏 の 
  
  

時 
    

ィ代 

の 
王 

国 
産 
物 

払冊 ） 俺 @- と 

し 
と て 
終 
末 
。 Ⅱ '"" " 打日 

内 
面 

（ ィ十 

主 
義 

年 的 
王 救 
国 済 

的
な
世
俗
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
、
一
六
世
紀
か
ら
一
八
世
 
組
 ま
で
た
ど
っ
て
い
る
が
、
や
は
り
、
社
会
の
世
俗
化
 
に
よ
っ
て
宗
教
は
打
撃
 

を
 受
け
た
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
。
逆
で
あ
る
。
 宗
 教
の
発
展
に
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
諸
派
を
中
心
に
著
し
 
い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
 

ぅ
 。
し
か
も
そ
れ
は
内
面
的
に
よ
り
純
化
さ
れ
た
こ
と
 
と
し
て
言
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
そ
れ
は
、
「
宗
教
文
化
」
（
 カ
ト
リ
シ
ズ
ム
）
か
ら
 

「
宗
教
信
仰
」
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
）
へ
の
変
化
 と
 舌
口
わ
れ
る
。
当
然
、
ロ
ッ
ク
の
政
教
分
離
論
も
こ
 0
 世
俗
化
プ
ロ
セ
ス
の
 

重
要
な
帰
結
と
し
て
描
か
れ
る
。
こ
こ
で
は
プ
ロ
テ
ス
 
タ
ン
ト
 的
 発
展
が
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
 
サ
 マ
 ー
ヴ
ィ
ル
の
立
場
で
 

あ
る
。
が
、
そ
れ
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
か
れ
が
指
摘
 
す
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
広
汎
な
世
俗
化
の
事
実
、
ま
た
 
そ
の
中
で
の
宗
教
の
多
 

様
な
新
展
開
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
そ
の
後
の
イ
ギ
リ
 
ス
 社
会
を
み
て
も
、
た
し
か
に
世
俗
化
社
会
の
進
行
の
 
中
で
宗
教
が
衰
退
す
る
 

こ
と
は
な
く
、
ニ
セ
世
紀
の
九
 
0
 年
代
か
ら
一
八
世
 紀
の
前
半
は
沈
滞
し
た
と
言
わ
れ
る
が
Ⅰ
一
八
世
紀
の
 
後
半
に
は
 メ
 ソ
デ
ィ
ズ
 

ム
 と
い
う
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
新
宗
教
が
あ
ら
わ
れ
、
 
オ
 ッ
 ク
ス
フ
ォ
ー
ド
運
動
と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
復
興
が
あ
 
り
 、
ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
 



 
 

の
 構
造
転
換
に
よ
っ
て
世
俗
化
社
会
が
要
求
す
る
も
の
 
は
 宗
教
の
倫
理
化
で
あ
る
と
な
れ
ば
、
こ
れ
も
ま
た
 
大
 き
な
一
つ
の
強
制
と
な
 

り
う
る
。
そ
れ
は
、
い
か
な
る
宗
教
も
時
々
の
世
俗
化
 社
会
の
支
配
的
倫
理
基
準
の
検
閲
を
受
け
る
こ
と
を
 
意
 抹
 し
て
い
る
か
ら
で
あ
 

る
 。
終
末
論
的
宗
教
で
は
な
く
と
も
、
も
し
あ
る
宗
教
 
が
 宗
教
は
倫
理
以
上
の
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
場
合
 
に
は
、
一
挙
に
緊
張
が
 

生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
と
世
 
俗
化
社
会
と
の
間
に
は
、
私
的
領
域
で
の
自
由
な
宗
教
 
の
 発
展
が
保
証
さ
れ
て
 

い
れ
ば
い
る
ほ
ど
、
架
橋
し
え
な
い
緊
張
や
敵
意
も
ま
 た
 蓄
積
し
て
い
か
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
う
し
た
諸
問
題
 
は
ま
さ
し
く
政
教
分
離
 

社
会
に
特
有
の
構
造
的
問
題
で
あ
り
最
も
根
幹
的
な
問
 
題
 で
あ
る
。
 

無
論
、
よ
り
十
分
な
個
別
的
現
実
に
即
し
た
分
析
は
 
、
 こ
の
問
題
が
実
際
に
は
さ
ほ
ど
深
刻
で
は
な
い
こ
と
 
を
 示
す
か
も
し
れ
な
 

い
 。
だ
が
こ
こ
で
は
こ
の
問
題
を
こ
れ
以
上
扱
う
こ
と
 
は
で
き
な
い
の
で
、
最
後
に
、
こ
の
よ
う
な
世
俗
化
社
 会
の
要
求
に
や
や
過
剰
 

適
応
を
し
た
と
思
わ
れ
る
例
に
つ
い
て
短
く
述
べ
て
お
 
き
た
い
。
そ
れ
は
世
俗
化
社
会
こ
そ
キ
リ
ス
ト
教
そ
の
 
も
の
の
要
求
で
あ
る
、
 

と
い
う
議
論
で
あ
る
。
そ
う
言
う
こ
と
に
よ
っ
て
 、
公
 的
 社
会
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
同
時
に
、
キ
リ
ス
ト
教
 
の
 地
位
を
世
俗
化
社
会
 

の
中
で
卓
越
し
た
も
の
と
し
て
確
保
し
ょ
う
と
す
る
の
 
で
あ
る
。
前
述
し
た
 て
 ド
ッ
ク
 ス
 は
二
王
国
論
を
成
り
 立
た
し
め
て
い
る
里
俗
 

の
 二
分
な
い
し
分
離
こ
そ
が
現
世
の
世
俗
化
を
も
た
ら
 し
た
と
舌
口
 
う
 。
の
み
な
ら
ず
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
 ま
 で
 遡
っ
て
、
そ
こ
で
の
 

聖
な
る
神
の
啓
示
に
お
い
て
現
世
の
世
俗
化
は
開
始
さ
 
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
神
と
神
な
き
 
現
 世
 が
は
っ
き
り
と
対
立
 

一
 
%
 一
 

す
る
に
い
た
り
、
現
世
は
決
定
的
に
本
来
の
世
俗
性
を
 表
す
こ
と
に
な
っ
た
と
言
 う
 。
だ
が
、
こ
の
論
は
問
題
 で
あ
る
。
終
末
論
の
存
 

在
を
忘
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 聖
と
 俗
の
対
比
や
対
 決
が
 聖
の
顕
現
に
お
い
て
は
じ
め
て
生
じ
、
し
た
が
っ
 
て
、
 聖
の
顕
現
が
現
世
 

  

終
末
論
的
宗
教
と
の
間
に
は
、
以
前
と
は
比
較
に
な
ら
 
な
い
種
の
断
絶
が
生
じ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
キ
リ
 
ス
ト
教
の
場
合
、
終
末
 

1
6
 

 
 

 
 

論
の
放
棄
は
聖
書
的
宗
教
で
あ
る
こ
と
を
や
め
る
こ
と
 
を
 意
味
す
る
が
、
そ
の
 ょ
う
 な
こ
と
は
不
可
能
で
あ
ろ
 う
 。
ま
た
さ
ら
に
、
 
こ
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分 る は べ る   
実 ち 払 い   
現 終 要 Ⅰ こ 

ま @   
  

  
  
世俗化 ては たの 求め 

じ は て の 
め 、 は プ 
て 現 な ロ 

世 世 ら セ 
俗 社 な ス 
化 会 い に 

ついて 社会す を聖化 であろ 

な し ぅ は 
わ よ 。 ま 

ち う そ だ 
政 と れ 語 
裁 す ら る 

  
 
 

、
そ
の
よ
う
な
均
衡
の
決
定
的
喪
失
は
一
セ
世
紀
後
半
 

に
 生
じ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
 

な
 終
末
論
・
千
年
王
国
論
そ
れ
 

時
で
あ
る
の
存
続
は
こ
の
こ
と
 

な
い
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
 

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
 

性
と
、
現
世
を
聖
化
し
よ
う
と
す
る
 

を
と
っ
て
均
衡
し
て
い
る
。
理
論
上
 は

里
 俗
の
対
立
を
前
提
と
し
た
上
で
の
、
俗
の
聖
化
の
 運
動
で
あ
り
、
終
末
と
は
聖
化
の
完
成
の
 

を
 示
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
 、
 聖
の
顕
現
は
一
方
的
 に
 現
世
の
世
俗
化
だ
け
を
促
し
た
こ
と
は
 

い
て
は
、
聖
の
顕
現
の
こ
の
両
様
の
志
向
性
は
、
救
済
 論
お
よ
び
終
末
論
と
し
て
歴
史
的
に
表
現
 

こ
の
構
造
モ
デ
ル
か
ら
い
え
 ぼ
 、
こ
こ
で
は
現
世
を
世
 俗
化
さ
せ
る
救
済
論
的
二
王
国
論
的
志
向
 

終
末
論
的
千
年
王
国
論
的
志
向
性
が
競
合
的
か
っ
相
補
 
的
に
結
合
し
て
お
り
、
一
定
の
バ
ラ
ン
ス
 

は
 、
こ
の
均
衡
が
保
た
れ
て
い
る
か
ぎ
り
は
、
現
世
の
 広
汎
な
ま
た
一
方
的
な
世
俗
化
は
起
こ
ら
 

を
 強
く
世
俗
性
（
非
望
）
と
し
て
規
定
す
る
こ
と
は
そ
 
の
 と
お
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
で
は
、
た
し
か
に
 世
 俗
化
は
そ
の
淵
源
を
遠
 

く
 神
の
最
初
の
啓
示
に
ま
で
遡
り
う
る
。
し
か
し
、
 
そ
 れ
は
事
柄
の
半
分
で
あ
る
。
あ
と
の
半
分
は
 、
 聖
の
顕
 現
は
現
世
の
聖
化
（
 宗
 

教
化
 -
 を
強
く
求
め
る
と
 L
 
@
 
@
 
 

う
こ
と
て
あ
る
 
-
3
-
@
 
 

。
 新
約
聖
 書
 以
降
一
七
世
紀
ま
で
の
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
に
お
け
 
る
 か
く
も
強
く
持
続
的
 



    一 2  一・ l  , 主       
死 九ま Ⅱ ト ン 数 

  
済 ラへ 

  

終末論   
  
      

し婁島カ 

  

  
引巨 目盛 順 析 

  
巾 ア 巳 

ン り ギ が 
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二
王
国
論
い
毛
色
。
勾
の
ざ
 ダ
 の
。
Ⅰ
の
す
「
の
と
は
、
 
被
 道
世
界
に
た
い
す
 る
 神
の
二
つ
の
支
配
形
態
に
つ
い
て
の
 教
説
 で
あ
り
、
一
つ
は
 
教
 会
を
通
し
て
 人
 

間
を
霊
的
に
救
済
す
る
神
の
働
き
、
も
う
一
つ
は
現
世
の
権
力
を
 
通
し
て
、
現
世
の
身
体
的
物
質
的
秩
序
を
維
持
す
る
神
の
働
き
 であ
る
。
こ
の
「
 
救
 

済
の
秩
序
」
と
「
創
造
の
秩
序
」
は
ど
ち
ら
も
神
に
よ
る
も
の
で
 
あ
る
か
ら
、
相
互
侵
犯
的
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
教
会
と
為
政
 
者
は
神
か
ら
託
さ
れ
 

た
そ
れ
ぞ
れ
の
使
命
を
ま
っ
と
う
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
 

，
 」
の
よ
う
な
一
種
の
「
分
業
」
の
考
え
方
で
あ
る
二
王
国
論
は
 

、
垂
 皿
肉
 二
分
法
と
い
う
 

占
で
 救
済
論
と
通
底
 し
、
 
ゆ
え
に
パ
ウ
ロ
は
キ
リ
ス
ト
教
救
済
 
め
 珊
の
確
立
と
同
時
に
二
王
国
論
を
も
確
立
し
た
 -
 ロ
マ
 書
 十
三
章
 ㍉
た
だ
し
、
二
王
 

国
論
は
ル
タ
ー
に
よ
っ
て
普
及
し
た
概
念
で
あ
り
、
遡
っ
て
 
ア
ウ
 グ
ス
 チ
フ
ス
 や
 パ
ウ
ロ
へ
と
同
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
 つ
い
て
は
、
も
っ
と
①
 

 
 

も
 重
要
な
最
近
の
も
の
と
し
て
、
ウ
ル
リ
ッ
ヒ
・
ド
ゥ
 
プ
 ロ
ウ
 
一
 佐
竹
胡
地
 訳
 -
 「
神
の
支
配
と
こ
の
世
の
権
力
の
思
想
史
ヒ
新
 

他
書
房
、
一
九
八
 0
 
 

は
 

 
 

 
 

年
 。
 

 
 

ま
た
こ
こ
で
二
王
国
論
を
政
教
分
離
の
原
理
お
よ
び
志
向
性
で
あ
 
る
と
す
る
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
で
の
支
配
的
な
理
解
と
は
 
異
な
っ
て
い
る
。
 

分離原則 

    
        共 パ うな ーの このニ ここで この ス とも のは、 だった のよう の関心 れは、 転換 ム 筆者 はして ぎ下 ド 円巨 （ 年   

た円は @ 

  

退 ㊧ と 

よコ と 

  



天
神
学
的
理
解
で
は
、
従
来
、
二
王
国
論
は
国
権
主
義
な
 い
し
三
権
神
授
説
の
支
柱
と
し
て
、
し
た
が
っ
て
、
政
教
 

先
の
構
造
図
に
下
位
構
造
と
し
て
の
千
年
王
国
論
と
二
王
国
論
を
 

 
 

加
え
る
と
上
図
の
よ
う
に
な
る
。
 

そ
れ
は
ひ
と
え
に
、
二
王
国
論
を
千
年
王
国
論
と
と
も
に
 
1
2
0
 

 
 

「
神
の
国
」
思
想
を
形
成
す
る
構
造
的
構
成
要
素
と
み
る
見
方
を
 
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
近
年
で
は
も
っ
と
 

 
 

 
 

 
 

 
 

づ
 

対
比
、
パ
ウ
ロ
、
ア
ウ
グ
ス
 チ
メ
 ス
 、
 ル
タ
ー
リ
そ
れ
ぞ
れ
の
時
 
代
 の
千
年
王
国
論
的
な
熱
狂
主
義
と
の
対
比
で
 

救
済
論
 

あ
る
Ⅰ
ウ
ル
 リ
ツ
ヒ
 ・
ド
ゥ
 プ
 ロ
ウ
前
掲
 書
 。
ゆ
え
に
、
二
王
 国
論
と
千
年
王
国
論
が
キ
リ
ス
ト
教
思
想
 
-
 
神
 

死
 

の
国
思
想
 -
 に
お
け
る
も
っ
と
も
べ
ー
シ
ッ
ク
な
対
抗
論
理
で
あ
 
る
こ
と
、
お
よ
び
、
両
者
が
そ
れ
ぞ
れ
政
教
 分
 

離
 と
政
教
一
致
の
正
反
対
の
志
向
性
に
お
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
 
は
 全
く
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
管
見
で
は
、
政
治
学
者
の
 グ
 -
 
フ
 ハ
ム
・
マ
ド
ッ
ク
 

ス
 だ
け
が
、
 -
 
ロ
ッ
ク
の
 -
 近
代
的
政
教
分
離
思
想
を
ア
ウ
グ
ス
 チ
 タ
ス
 ・
ル
タ
ー
的
二
王
国
論
を
継
承
し
た
も
の
と
し
て
扱
っ
 て
い
る
。
の
「
 
い
す
 
リ
ヨ
 

ヲ
ミ
 
p
@
p
 

宙
 
O
 ダ
 ～
～
 

氏
 
～
 
ダ
ぬ
 

「
 
@
 
一
 
-
Q
 

や
 
め
 さ
 
）
 
@
@
-
 

主
 ～
 
-
@
 
再
汁
の
 
陰
 
-
 ・
～
）
 

め
や
 

）
 @
@
o
o
o
n
 

Ⅱ
 
心
ハ
ヒ
 

-
.
 

勾
 。
 
旨
 -
 
の
年
の
の
・
 

ト
 
の
の
の
。
で
 

口
 ・
 
P
 ㏄
㏄
 
片
 

（
 
凹
 
）
 
0
 す
コ
 
Ⅰ
 o
n
 
下
 ・
 
q
@
 
お
 
の
ミ
オ
 
）
 
涛
束
ヰ
き
ぉ
ト
目
蕊
 ，
 
づ
 
0
-
 
目
口
 。
お
 
ア
ぎ
 （
の
 

曲
ぎ
 ざ
ま
Ⅰ
。
お
 

6
3
 

一
生
祇
敬
三
課
「
寛
容
に
つ
い
て
 

の
 書
簡
」
「
世
界
の
名
著
 

㏄
ロ
ッ
ク
、
ヒ
ュ
ー
ム
」
中
央
公
論
社
、
一
九
八
 
0
 年
 、
所
収
 '
.
-
 

而
 -
 当
時
の
ロ
ッ
ク
を
め
ぐ
る
状
況
に
つ
い
て
は
、
Ⅰ
。
 

プ
コ
 の
。
 
曲
 の
ぜ
 
-
 七
の
あ
 
の
き
 ～
～
 

ら
さ
ま
 
き
㌔
 コ
ミ
ぬ
蕊
 
～
～
 

0
 さ
ま
 
㌧
 さ
 ～
 
ぬ
 
め
ぎ
 
き
 ～
 由
さ
晦
 
～
む
さ
 

蒲
 Ⅱ
明
明
㏄
１
り
 

の
 
㏄
 め
 -
 

Ⅰ
 0
 コ
幅
ヨ
 
㏄
 
コ
コ
 
。
 
き
 0
0
-
 
ロ
ロ
・
）
の
の
曲
・
 

一
ヲ
 
（
 
@
C
 
ア
 ド
 
の
 
-
W
@
a
 

（
（
の
・
 

H
 ￥
 
ぬ
 も
沫
 
㏄
ぉ
連
 
あ
 ・
古
さ
ま
～
か
め
お
き
つ
さ
 

ミ
 こ
ら
 
お
き
 
き
 め
 ㍉
 奏
 き
き
お
き
。
 
ぎ
 ～
 
@
 
ら
 
ぉ
 -
 
の
 -
 
㏄
Ⅱ
の
 

コ
宙
 
。
 
コ
 

巾
 Ⅱ
の
の
 

9
 ）
 
ゆ
 
㍉
の
・
ロ
ロ
 

N
N
+
 

宙
 

（
は
 
-
 最
近
の
も
の
で
は
、
の
の
 
に
 勾
 り
ヨ
 
の
 
ダ
亜
 ま
ま
 
口
さ
乙
 
ま
ぬ
 ぉ
 
も
 連
ぬ
お
ぎ
 
ぎ
ふ
 ぃ
隈
 ぎ
守
さ
 ～
～
 

o
s
-
 

ロ
 の
口
 
臣
 ㏄
 
ぜ
宇
ゅ
ユ
ぃ
 
昭
ぃ
 溥
 C
 已
 ヌ
 ㌧
（
の
の
の
・
）
の
の
の
一
戸
 

下
由
 

Ⅰ
の
丘
 
コ
 
の
の
 
口
 ：
 由
ざ
 
ト
ミ
 
寒
 。
㌔
 
め
 
ま
 り
 下
も
臣
ぃ
み
 

ま
ぬ
ぉ
 
も
連
ぬ
 0
 ふ
歴
 
～
 
さ
 
ぃ
泉
 ド
ゴ
む
き
安
ら
さ
。
Ⅰ
の
 

メ
ぎ
幅
億
 

0
 コ
ロ
 

0
o
 

戸
 
P
 Ⅰ
の
の
の
 

（
は
 
-
 ）
 
0
 プ
由
 
Ⅰ
 o
n
 
ォ
 
P
 ト
ド
叉
甘
ヌ
ミ
き
連
 
s
,
 
づ
 
0
 一
・
七
戸
ロ
・
し
 

-
 
郭
 訳
 前
掲
、
三
五
四
頁
 -
 
。
 

@
 一
以
下
の
論
議
の
紹
介
は
乙
 
臼
り
乙
目
 ミ
コ
。
 
且
ご
 て
 9
 ぶ
 ミ
色
 ぎ
守
 r
a
 
～
～
 

0
 ぉ
 ・
 
さ
臣
き
ト
 
0
%
 
ぬ
，
さ
 
S
 歩
㍉
さ
さ
め
 
ハ
 a
n
 
も
 ム
 さ
ぬ
 
ぺ
，
目
い
 

の
 ぎ
 ・
の
目
の
の
 

コ
 ㎡
 

C
%
 ヰ
 ・
下
の
の
の
。
 

ト
 
の
の
 
弍
 
。
ロ
口
・
）
Ⅱ
自
に
よ
る
。
 

-
 
巧
 ）
 オ
 0
 
ヨ
 銭
 -
0
 
や
 ユ
目
 -
 
ワ
ト
 

寅
 ）
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
一
女
 岡
 敏
明
 訳
 一
口
世
俗
権
力
ヨ
 %
 
 禾
 来
社
、
一
九
 セ
 六
年
、
一
二
一
頁
。
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言
い
得
る
に
よ
っ
て
代
替
し
よ
う
と
す
る
努
力
 

-
R
.
 フ
ル
 
ト
マ
ン
、
 

K
.
 
バ
ル
ト
一
、
あ
る
い
は
ま
た
、
終
末
論
の
 

モ
チ
 ｜
フ
を
 現
代
的
社
会
 

 
 

 
 

倫
理
の
な
か
に
生
か
そ
う
と
す
る
努
力
 一
 
J
.
 

モ
ル
ト
マ
ン
、
 

W
 
・
パ
ン
イ
ン
ベ
ル
ク
 
-
 で
あ
る
。
 

 
 

-
 
綴
 @
 
 マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
倫
理
主
義
的
な
「
合
理
化
 
プ
 
ロ
セ
ス
 論
 」
、
な
か
ん
ず
く
「
 
脱
 呪
術
化
」
論
は
、
こ
の
よ
う
な
 世
俗
化
社
会
の
強
い
 要
 

)
 

 
 

求
を
学
問
的
に
表
現
し
た
も
っ
と
も
良
い
例
だ
と
い
え
る
。
拙
著
 「
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
宗
教
理
論
」
東
大
出
版
会
、
一
九
九
一
年
、
 

四
頁
以
下
、
一
五
七
 

%
 

頁
 以
下
を
参
照
。
 

一
 
㏄
 -
 
ノ
 
ミ
乱
山
 0
 パ
 ・
 
0
 や
 コ
ア
 
マ
ド
 

こ
れ
は
ゴ
ー
ガ
ル
テ
ン
が
 
ヰ
迎
 べ
て
以
来
か
な
り
普
及
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
的
 
世
俗
化
論
と
ほ
ほ
同
じ
 
趨
 

胃
 で
あ
る
（
フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ゴ
ー
ガ
ル
テ
ン
龍
沢
・
雨
具
 訳
一
 
「
近
代
の
宿
命
と
希
望
 

｜
 神学
的
な
問
題
と
し
て
の
世
俗
 化
」
「
現
代
キ
リ
ス
 

ト
教
 思
想
叢
書
 
穏
 」
白
水
仕
、
一
九
七
五
年
）
。
た
だ
し
 

て
ド
 
ッ
ク
ス
 は
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
に
ま
で
そ
れ
を
押
し
広
げ
た
の
で
あ
 
る
 。
 

（
㏄
 -
 
聖
が
俗
を
と
う
し
て
顕
現
す
る
と
い
う
エ
リ
ア
ー
デ
の
 
ヒ
 
エ
ロ
フ
ァ
ニ
 ー
 論
に
お
け
る
里
俗
の
弁
証
法
は
、
こ
の
事
態
を
 も
っ
と
も
べ
ー
シ
ッ
ク
な
 

相
 に
お
い
て
示
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ミ
ル
チ
ア
 ・
エ
リ
ア
ー
デ
（
風
間
敏
夫
 
訳
 -
 「
 聖
と
俗
 」
法
政
大
学
出
版
 居
 、
一
九
六
九
年
、
 

三
頁
以
下
。
 



本
稿
の
目
的
は
「
対
話
」
を
掲
げ
る
こ
れ
ら
の
言
説
を
 
批
判
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
対
話
と
い
う
理
念
 
・
そ
の
実
践
自
体
に
 

己 重 て 

  「対話」 理解、 用され きた用 キ の再のて 概二 な 論 

また 姦雰は 
、 リ ー 「   

て い 

  

  

他者 でお あ い 
と る て 
の が 最   
と @  し Ⅰ 

旦 過 頻 
な 剃 度 
す な で 

学 ま 使 
  

の で わ 
自 に れ る 。 す 対話論 研究の 語論の 批評 か 究 とし 宗教」 

  

空
転
す
る
「
対
話
」
メ
タ
フ
ァ
ー
 

批
判
的
比
較
宗
教
学
に
向
け
て
 

 
 



と
し
て
表
面
的
に
目
に
付
き
や
す
い
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
 
に
お
け
る
「
差
異
 
田
再
の
 
（
の
 
コ
 の
 注
と
 

社
会
科
学
派
で
は
、
「
差
異
」
は
現
に
存
在
す
る
様
々
 な
 宗
教
・
民
族
対
立
の
火
種
で
あ
り
、
 い

う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
含
意
の
差
で
あ
る
。
 

克
服
す
べ
き
も
の
と
し
て
語
ら
れ
る
。
 

れ ュ 化 が す 比 実 教 
こ は う を る ま 1 限 較 は 間 

り 研 対 対 ね る政 、 ル論 ・ じう よ ず 、 現 詰論 注に 究 と 詰 理 代 忠 両派 策学 スタ 批 る 広く 示 し 論 と   の 唱 い 宗 

逆 す ぅ 教 
説 る 通 学 

経 。 諦 観 

依 を を   
者 説 誇 続け 頼論 指摘 

                          はを " 冊 交 し て 
  てエ ユ ゆ 、 取 

放 置 え ② り 

、 に 上 

問 っ げ 
題 い る 
め て 。 

整理 は 、 ① に Ⅰ   と 対 っ 

学 歴 始 提 訴 い 

ては @ 日を   の メ 

優 タ     
宗教間 失 し、 ファー 

妻 の 対 
例 弊 話     害 を 

じ コ ラ 化 

  
文 を 考 

て なロデ いニィ等 論 
わ ア カ に 

  
  の 、 上 
る Ⅰ け ル ル 典 

で 批 な 型 で心 論拠 代わ 

両 は 評 立 的 は り 要 
派 な や 場 @ こ 紙 に な 
  い 力 か 現 幅 批 の 
違 。 ル ら れ の 判 は 
  そ チ 丈 て 許 的   

  

そ里 の議 ,, 

結 が 

  
問 わ 
題 け 
が で 

湛 は 
軋 む   
か   

え 筆 
つ 者 
て の 
解 綻 
決 念 
か は ら 
遠 射 
ざ 話 

か め 

っ語 てが 
い 場 
な 違   
か な 
  払 - 口 廿 甘 

と 理 
い 的 つ , 

と 社 
""  ム 

」 ろ的 ム 
に 文   
る で 

。 使 
検 ゎ 
計 れ 
め て 
対 い 

象 る 

と の 
し で 
て は 
は な   
① か 
右ホ 
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空転する 「対話 」メタフアー 

例
え
ば
「
平
和
」
「
生
命
の
尊
厳
」
と
い
っ
た
価
値
が
 、
 一
部
の
宗
教
や
社
会
集
団
に
お
い
て
は
共
有
さ
れ
て
 
い
な
い
と
い
う
状
況
に
 

一
 
2
 一
 

ど
 う
 対
処
す
る
か
が
議
論
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
 
対
し
、
批
評
派
の
方
で
は
、
「
差
異
」
は
認
知
し
救
い
 上
げ
る
べ
き
も
の
と
し
 

て
 肯
定
的
に
語
ら
れ
る
。
そ
の
議
論
の
中
核
は
 、
 学
の
 自
己
批
判
で
あ
る
。
従
来
の
宗
教
学
が
、
無
自
覚
な
ま
 
ま
に
「
宗
教
」
と
い
う
 

概
念
を
初
め
と
す
る
西
洋
近
代
的
概
念
・
理
論
装
置
に
 
よ
っ
て
他
者
を
同
質
化
し
て
き
た
こ
と
、
ま
た
植
民
地
 
状
況
に
お
け
る
支
配
者
 

の
学
の
 一
 っ
と
し
て
、
語
る
者
の
特
権
を
享
受
し
 、
被
 支
配
者
の
側
の
多
様
な
声
を
無
化
し
て
き
た
こ
と
が
 
糾
 弾
 さ
れ
て
い
る
。
 

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
両
派
の
議
論
は
、
「
結
局
 、
双
方
と
も
、
各
宗
教
（
文
化
・
社
会
・
民
族
）
の
 
独
 自
性
を
尊
重
し
 、
多
 

様
 性
を
保
ち
な
が
ら
も
共
存
す
る
こ
と
を
最
終
的
に
は
 
目
指
し
て
い
る
」
と
平
板
に
解
釈
さ
れ
、
似
た
よ
う
な
 
も
の
と
見
な
さ
れ
る
 可
 

能
 性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、
「
差
異
」
の
二
つ
の
含
意
の
 ぉ
 
胃
 後
に
あ
る
根
本
的
な
違
い
を
押
さ
え
る
こ
と
が
重
要
 
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 社
 

全
科
学
派
の
方
で
は
、
文
化
・
宗
教
概
念
を
、
非
歴
史
 
的
な
本
質
主
義
的
な
も
の
と
見
て
い
る
、
つ
ま
り
「
 
日
 本
文
化
」
「
西
洋
文
化
」
 

「
キ
リ
ス
ト
教
」
「
イ
ス
ラ
ム
」
と
い
っ
た
単
位
を
所
与
 と
し
て
い
る
の
に
対
し
、
批
評
派
の
方
で
は
、
そ
の
 
よ
う
に
文
化
的
・
宗
教
 

的
 同
一
性
を
自
明
視
す
る
こ
と
を
批
判
し
、
文
化
・
 宗
 教
 概
念
を
、
歴
史
的
構
築
物
で
流
動
的
な
も
の
と
み
な
 
し
 、
そ
の
使
用
の
政
治
 

性
を
分
析
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
違
い
に
よ
り
、
批
評
 
派
か
ら
見
れ
ば
社
会
科
学
派
は
実
は
ま
だ
「
差
異
」
を
 
認
知
し
て
い
な
い
、
 と
 

な
る
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
情
勢
を
大
憾
み
に
把
握
す
る
な
ら
 ば
 、
宗
教
間
対
話
論
は
ど
の
あ
た
り
に
位
置
す
る
と
 
=
 
ニ
 
ロ
 え
る
だ
ろ
う
か
。
 宗
 

数
間
対
話
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
最
も
活
発
に
議
論
し
て
 
き
た
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
・
宗
教
哲
学
者
を
中
 
心
と
す
る
集
団
で
あ
っ
 

た
 
（
も
ち
ろ
ん
、
宗
教
間
対
話
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
 の
は
 キ
リ
ス
ト
教
徒
や
宗
教
哲
学
者
ぼ
か
り
で
は
な
か
 
っ
 た
が
、
対
話
を
基
礎
 

づ
け
る
理
論
的
作
業
と
な
る
と
や
は
り
こ
の
集
団
が
突
 
出
す
る
）
。
こ
の
集
団
は
、
現
行
の
宗
教
対
立
に
は
 政
 治
的
 ・
経
済
的
要
因
が
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し
た
が
っ
て
、
批
評
派
か
ら
見
れ
ば
、
宗
教
間
対
話
論
 
は
 理
論
的
に
立
ち
後
れ
て
お
り
、
そ
れ
ば
か
り
か
 
そ
 の
 

の
中
の
文
化
本
質
主
義
を
強
化
し
か
れ
な
い
。
要
す
る
 
に
 、
宗
教
間
対
話
論
は
、
認
識
論
的
な
文
化
相
対
主
義
 
か
 

治
 ・
系
譜
学
的
な
）
ポ
ス
ト
・
文
化
相
対
主
義
へ
枠
組
 み
の
転
換
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
で
あ
る
。
筆
者
は
、
た
と
え
宗
教
間
対
話
論
 
が
こ
の
転
換
を
成
し
遂
げ
、
思
想
界
の
水
準
に
達
し
 
た
 実

践
に
よ
っ
て
社
会
 

ら
 実
践
論
的
な
（
 放
 

と
し
て
も
、
な
お
 問
 

化 わ な 化 で 
は
 同
じ
で
あ
る
、
少
な
く
と
も
共
通
部
分
が
あ
る
と
 

す
る
立
場
、
大
文
字
の
 
-
-
 

力
 0
 目
性
 0
 コ
 ・
 
、
が
 存
在
す
る
と
 
す
る
立
場
）
も
 、
文
 

・
宗
教
概
念
に
つ
い
て
は
等
し
く
本
質
主
義
で
あ
る
（
 多
元
主
義
は
全
て
の
文
化
・
宗
教
に
共
通
す
る
本
質
と
 
い
う
も
の
を
措
定
し
 

く
て
も
、
個
別
文
化
・
宗
教
の
把
握
に
お
い
て
本
質
主
 
義
 だ
と
い
う
こ
と
）
。
批
評
派
は
、
文
化
論
に
お
い
て
 は
 、
多
元
主
義
に
代
 

一
 
4
-
 

る
も
の
と
し
て
「
複
数
文
化
」
「
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
 ル
 」
と
い
っ
た
概
念
を
提
示
し
、
宗
教
学
に
お
い
て
も
 
、
宗
教
概
念
を
歴
史
 

し
な
が
ら
宗
教
の
複
数
性
に
新
た
に
迫
ろ
う
と
し
て
い
 
る
 。
 

と
い
う
の
 

「
文
化
」
 

実
 定
化
し
 は

 、
現
在
の
批
評
派
に
お
い
て
は
、
文
化
間
・
宗
教
間
 
0
 通
約
不
可
能
性
の
主
張
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
れ
 
に
 先
行
す
る
 

「
宗
教
」
の
概
念
自
体
の
前
提
、
す
な
わ
ち
そ
れ
ぞ
れ
 固
有
な
伝
統
・
価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
多
数
の
文
 
化
 ・
宗
教
を
 

一
 
3
-
 

て
し
ま
う
こ
と
を
指
す
。
批
評
派
に
と
っ
て
は
、
多
元
 主
義
も
そ
の
対
立
唄
と
し
て
の
普
遍
正
義
（
諸
文
化
・
 
宗
教
は
根
底
 

批
評
派
に
し
て
み
れ
 ば
 、
こ
れ
は
悪
し
き
文
化
相
対
生
 義
 に
基
づ
く
「
多
元
主
義
で
ぎ
「
が
 
コ
 の
 
m
 」
で
あ
る
。
 悪
 し
き
文
化
相
対
主
義
 

絡
む
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、
専
ら
思
想
・
文
化
の
次
 
元
 に
限
定
し
て
問
題
を
考
察
す
る
と
い
う
点
で
は
、
 
一
 見
 社
会
科
学
派
と
は
 疎
 

6
 

 
 

 
 

速
 め
よ
 う
 に
見
え
る
。
し
か
し
、
そ
こ
で
の
文
化
・
 宗
 教
 概
念
は
、
批
評
派
が
批
判
す
る
よ
う
な
旧
態
依
然
の
 
本
質
主
義
的
な
も
の
で
 

 
 
 
 

あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
、
等
々
 の
 各
宗
教
が
、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
な
も
の
と
し
て
存
在
し
 
て
い
る
が
、
そ
の
間
で
 

鱗
 

相
互
理
解
は
成
立
す
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
順
序
で
議
 
論
 が
な
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
 



%
 
 に
 準
ず
る
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
う
い
っ
た
 世
俗
の
対
話
に
は
な
い
、
固
有
の
部
分
が
あ
る
の
か
で
 
あ
る
。
前
者
の
場
合
、
つ
ま
 

 
 

 
 

 
 

 
 

の
も
の
は
世
俗
の
場
合
と
変
わ
ら
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
 宗
教
間
対
話
論
は
、
「
以
下
、
 

  

る 解 を も 発 昇 る と 題 
と 釈 見 の 誤 貞 一 。 そ は 残る 学、思い 極め は多 解の にお 般の @ 二ロ ぅ 対 の 
込 ネ 、 い な い 動 な 処 と 

ん オ そ 。 い て 向 れ 法 音 
で ・ の こ よ 進 か ば と え 
い プ 解 こ う む ら 、 し て 
る う 決 で 付 万 一 こ て い 

限グの指言向 リ マ た摘 すを年ま 0 ねめ 理 る 。   
つ う のま ズム等理論をの理論 宗教間 いのは 批評 ってい 遅れて まり @ 

を の 選 " 派 た い 射 目 " 私見 著名目取親 ぶの 宗教 理 の のだ るが 話 論 -" 壬 。 的と 

版 な で 間 論 か   は 手 で 
に 対 は 対 が ら そ お 段 は 
切 話 な 話 無 。 の ひ が   

  埋 く 論 用 
替 論 、 で だ 

充 て て こ 

頭 は ッ れ 
に 、 チ ま 

道 理 し で という えよう をただ 「対話」 考 は、 い 論 て の 

宗教 の部つき しえ 、よ   
す 狐 と 話   れ り い 論 序 ば 歩 ぅ の 
よ き ヲ目 一 
い し 常 香 
と て に の   い い 基 欠 

う た 本 ， 点 
わ の 的 は ると 対 間 コミ け で な 、 

で あ と 解 詰屈   
い そ に べ 

。 の あ き 

そ 歩 8 間 
も み か 題 

  む そ は る の   
き 喋 顕 き も 出想あ 思で認 識 

r 対話」メタフアー 

む か 
ら 、 そ 2 
な と れ 

小数対 反 こい。 い，っ でま @ 、 ゐ 
文才 と い 立 
に で か 解 
必 あ な 消 

要 る る の 

だ。 と弘道 筋 た め 
な 要 で に 

必要 こナ っ でな 珪はぬ 柵 
ら か を な 

、 の 進 講 
次 が ぬ 論 

に ら る と 

考 は べ は 
え 、 き 

る 対 だ 
べ 詰 ろ 

き の う 

は 代 か わ 
宗 り ま 

数 に ず 
聞 句 者 
の に え 
対 つ る 
話 い べ 
と て き 

は 論 こ 

" じ と 

国 る は 
家 べ   

・ き 心 

民 な 要 
族 の な 
  か め 

文 を は 
此 明 本 
  ら 当 
個 ； 2  @ こ 

大に「 のし 対 
間 な 言舌 

め く 」 
射 て な 
話 は の 

 
 



一
般
対
話
理
論
に
同
じ
」
と
し
て
終
わ
っ
て
よ
い
。
 そ
 の
ま
ま
対
話
理
論
を
突
き
詰
め
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
 
ヱ
 ホ
数
」
の
枠
を
取
り
払
 

っ
て
対
話
一
般
 は
 つ
い
て
論
じ
る
方
が
 、
 偏
り
の
な
い
 理
論
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
ら
。
反
対
に
、
宗
教
の
対
話
 
は
 世
俗
の
対
話
と
は
 異
 

な
る
成
立
条
件
・
手
法
を
要
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
 宗
 教
 問
対
話
論
で
は
そ
の
部
分
を
重
点
的
に
論
じ
る
べ
き
 
で
あ
る
。
漫
然
と
一
般
 

対
話
理
論
を
模
倣
す
る
こ
と
か
ら
初
め
て
は
、
議
論
は
 
遠
回
り
に
な
る
だ
け
で
あ
る
。
 

そ
れ
で
は
、
以
上
の
順
序
で
議
論
を
進
め
よ
う
。
宗
教
 問
対
話
論
者
が
、
宗
教
間
対
話
が
必
要
だ
と
主
張
す
る
 
際
の
主
な
理
由
の
 
一
 

つ
は
、
宗
教
対
立
・
紛
争
の
解
消
に
貢
献
す
る
か
ら
、
 と
い
う
も
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
武
力
衝
突
を
避
け
る
 
た
め
に
対
立
す
る
画
障
 

営
が
 
「
対
話
」
を
行
い
和
平
の
道
を
模
索
す
る
、
 ヒ
い
 5
 国
際
問
題
の
対
策
方
法
は
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
 
し
か
し
、
 注
 意
す
べ
き
 

は
 、
そ
の
場
ム
ロ
の
「
対
話
」
と
は
、
紛
争
の
種
（
領
土
 
問
題
等
）
に
つ
い
て
お
互
い
ど
う
譲
歩
す
る
か
交
渉
し
 
、
合
意
を
達
成
す
る
と
 

い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
宗
教
間
対
話
論
者
 
の
 舌
ロ
 
う
 
「
対
話
」
と
は
、
お
互
い
の
教
義
，
価
値
観
・
 歴
史
等
を
（
そ
の
正
当
 

性
を
認
め
る
か
ど
う
か
は
ま
た
別
と
し
て
）
理
解
し
合
 
う
こ
と
を
指
す
。
こ
こ
で
改
め
て
考
え
る
べ
き
は
、
 
そ
 の
よ
う
な
他
者
理
解
は
 

 
 

対
立
解
消
や
そ
の
予
防
に
直
結
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
 
で
あ
る
。
答
え
は
否
で
あ
る
。
他
者
理
解
は
必
ず
し
も
 
そ
の
他
者
と
の
共
存
に
 

資
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
状
況
に
よ
っ
て
は
寛
容
に
も
 
結
び
つ
く
が
、
か
え
っ
て
逆
に
そ
の
他
者
を
征
服
し
支
 
配
す
る
た
め
の
軍
事
政
 

策
 の
一
環
に
も
な
り
う
る
と
い
う
こ
と
は
、
歴
史
が
教
 え
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

で
は
、
武
力
的
な
宗
教
対
立
、
あ
る
い
は
他
の
何
ら
か
 
の
形
で
の
殺
人
や
抑
圧
を
含
め
、
宗
教
が
暴
力
化
す
る
 
こ
と
を
阻
止
す
る
、
 

と
い
う
こ
と
を
「
目
的
」
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
た
め
 
に
 本
当
に
必
要
な
議
論
は
何
か
。
そ
れ
は
各
宗
教
（
 
ま
 た
そ
の
下
位
ユ
ニ
ッ
ト
 

の
そ
れ
ぞ
れ
）
が
 、
 「
い
か
な
る
理
由
が
あ
ろ
う
と
も
 殺
 人
や
人
権
侵
害
に
は
一
切
関
与
し
な
い
」
と
い
う
こ
 
と
を
基
本
的
な
ル
ー
ル
 

と
し
て
受
け
入
れ
る
か
ど
う
か
を
内
部
で
議
論
す
る
こ
 と
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
現
代
に
お
い
て
平
和
・
 
非
暴
力
と
い
う
課
題
を
   



%
 
 分
裂
が
見
ら
れ
る
。
政
治
経
済
学
Ⅱ
社
会
科
学
派
 

は
 、
政
治
学
・
法
律
学
的
問
題
と
し
て
宗
教
に
よ
る
 

人
 権
 侵
害
に
つ
い
て
論
じ
、
 
批
 

 
 

る
 抑
圧
を
論
じ
る
ゆ
え
に
、
こ
の
テ
ー
マ
は
両
派
の
接
 

点
な
の
だ
が
、
議
論
は
専
ら
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前
に
し
た
と
き
各
宗
教
が
 対
僻
 す
る
の
は
、
他
宗
教
で
 は
な
く
、
人
間
一
人
一
人
の
命
・
権
利
・
自
由
を
何
よ
 
り
も
尊
重
す
べ
き
だ
と
 

い
う
近
代
の
世
俗
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
テ
イ
 
ソ
ク
 な
価
値
 観
 な
の
で
あ
る
。
た
と
え
各
宗
教
が
他
の
宗
教
に
つ
 
い
て
何
も
知
ら
な
く
て
 

も
、
 全
て
の
宗
教
が
こ
の
ル
ー
ル
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
入
 
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
だ
け
で
宗
教
の
暴
力
化
を
防
ぐ
に
 
は
 十
分
で
あ
る
。
も
ち
 

ろ
ん
実
際
に
は
、
こ
の
ル
ー
ル
を
全
面
的
に
は
容
認
し
 
な
い
集
団
は
存
在
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
の
対
処
 
法
は
世
俗
の
紛
争
解
決
 

と
 同
様
で
あ
る
。
そ
の
集
団
の
暴
力
化
を
防
ぎ
た
い
 側
 は
 、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
は
そ
の
集
団
が
人
命
・
人
権
 
よ
り
も
他
の
大
義
を
優
 

失
 す
る
の
か
を
で
き
る
限
り
把
握
す
る
。
こ
れ
は
他
者
 
理
解
と
い
う
よ
り
も
危
機
管
理
の
問
題
に
属
す
る
。
後
 
は
 、
問
題
が
生
じ
る
 ご
 

-
 
く
 
5
-
 

と
に
、
ケ
ー
ス
バ
イ
ケ
ー
ス
で
説
得
し
た
り
譲
歩
し
た
 
り
 押
さ
え
込
ん
だ
り
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

こ
の
 ょ
う
 に
、
宗
教
間
対
話
論
の
目
的
が
例
え
ば
紛
争
 
・
抑
圧
の
解
消
で
あ
る
限
り
、
論
ず
べ
き
こ
と
は
、
 諸
 宗
教
は
通
約
可
能
か
 

と
か
、
学
び
合
う
べ
き
か
で
は
な
く
、
次
の
二
つ
で
あ
 
る
 。
一
 
つ
は
 、
宗
教
は
人
権
と
 い
 か
な
る
関
係
に
あ
る
 の
か
、
も
う
一
つ
は
、
 

公
共
 圏
に
 宗
教
が
進
出
す
る
こ
と
を
ど
う
見
る
か
で
あ
 
る
 。
リ
ベ
ラ
ル
・
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
以
外
の
宗
教
で
は
 
、
宗
教
は
必
ず
し
も
 私
 

的
 
，
内
面
的
で
は
な
く
、
政
教
分
離
は
自
明
の
理
で
は
 な
い
。
こ
の
た
め
に
世
俗
民
主
主
義
の
立
場
か
ら
は
そ
 
の
よ
う
な
宗
教
が
危
険
 

祝
 さ
れ
る
事
態
が
生
じ
る
。
「
宗
教
と
人
権
」
、
「
宗
教
 

と
 公
共
 圏
 」
、
近
代
主
義
と
宗
教
の
摩
擦
面
と
な
る
こ
れ
 ら
 二
つ
こ
そ
、
対
話
論
 

 
 

ァ
 
者
が
集
中
し
て
論
ず
べ
き
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
 
。
そ
こ
で
ま
ず
、
宗
教
と
人
権
の
問
題
か
ら
掘
り
下
げ
 
て
み
た
い
（
宗
教
と
公
共
 圏
 

 
 

 
  

 

こ
れ
ま
で
も
活
発
に
議
論
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
 、
こ
こ
に
も
先
述
の
二
派
の
 

 
 

(335) 



っ
て
、
宗
教
者
は
自
己
の
宗
教
の
存
在
意
義
を
民
主
主
 義
 社
ム
 ム
 ・
国
際
世
論
に
認
知
さ
せ
る
に
は
、
そ
の
 ゐ
 
示
教
 に
よ
 る
弱
者
救
済
が
 、
 

世
俗
の
人
権
擁
護
活
動
を
超
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
 
示
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
場
合
の
鍵
は
、
聖
典
そ
の
 
他
 の
各
宗
教
ご
と
の
 行
 

一
 
7
 一
 

動
 規
範
の
再
解
釈
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
問
題
が
 
生
じ
る
。
そ
の
解
釈
は
必
然
的
に
批
評
派
が
批
判
す
る
 
と
こ
ろ
の
本
質
主
義
的
 

な
 
「
起
源
」
に
つ
い
て
の
語
り
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
 あ
る
（
例
え
ば
、
「
イ
エ
ス
は
 6
 と
言
っ
た
。
だ
か
ら
 、
キ
リ
ス
ト
教
は
本
来
 

全
て
の
人
の
命
を
尊
ぶ
教
え
を
説
い
て
い
た
。
悪
人
は
 滅
ぼ
し
て
よ
い
と
い
う
ミ
リ
タ
ン
ト
な
善
悪
二
元
論
は
 
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
か
ら
 

混
入
し
た
も
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
は
本
質
的
に
平
 
私
的
な
宗
教
 だ
 」
等
と
語
る
こ
と
）
。
そ
の
た
め
、
 次
 の
よ
う
な
疑
問
に
次
々
 

と
 突
き
当
た
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
よ
う
な
本
質
主
義
 
的
 解
釈
が
複
数
生
ま
れ
対
立
し
た
場
合
（
例
え
ば
「
 
ぃ
 や
 、
善
悪
二
元
論
は
や
 

消
極
的
認
識
に
甘
ん
じ
て
い
る
限
り
、
人
権
の
擁
護
や
 
平
和
は
、
結
局
宗
教
の
手
を
借
り
な
く
て
も
実
現
で
き
 
る
こ
と
に
な
る
。
 よ
 

社
会
で
も
平
和
活
動
や
解
放
運
動
に
お
け
る
宗
教
の
存
 
存
 意
義
は
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
 

数
 に
お
け
る
生
命
・
人
間
の
尊
重
の
観
念
が
、
近
代
的
 人
権
思
想
よ
り
も
何
ら
か
の
点
で
優
る
こ
と
を
示
す
こ
 
と
が
で
き
れ
ば
、
現
代
 

ほ
 妥
協
す
る
し
か
な
い
、
人
権
思
想
の
枠
内
に
自
ら
を
 
切
り
詰
め
る
し
か
な
い
と
な
る
。
こ
の
消
極
的
認
識
と
 
は
 反
対
に
、
も
し
も
 宗
 

も
 優
先
す
べ
き
価
値
が
あ
る
た
め
、
暴
力
化
す
る
可
能
 
性
が
あ
る
な
ら
ば
、
民
主
主
義
社
会
と
 軋
礫
 な
く
存
続
 す
る
た
め
に
は
、
宗
教
 

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
前
者
の
救
済
は
後
者
の
解
放
 
よ
 り
も
限
定
的
で
あ
る
な
ら
ば
、
す
な
 む
 ち
、
本
来
宗
教
 に
お
い
て
は
人
権
よ
り
 

突
き
詰
め
れ
ば
、
宗
教
に
 よ
 る
人
間
の
救
済
と
世
俗
の
 人
権
思
想
に
よ
る
人
間
の
解
放
と
は
ど
こ
ま
で
重
な
り
 
、
ど
こ
で
分
か
れ
る
か
 

 
 

こ
の
テ
ー
マ
の
下
で
の
定
番
の
論
点
は
、
宗
教
は
人
権
 
を
 抑
圧
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
擁
護
す
る
の
か
、
で
あ
 る
 。
こ
の
論
点
は
 、
 

こ 平 
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 繍

が
 互
い
に
謙
虚
に
学
び
合
い
な
が
ら
自
己
陶
冶
を
 図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
言
う
ま
で
 

も
な
く
、
他
人
の
意
見
に
は
㈱
 

 
 

 
 

弗
 

謙
虚
に
耳
を
傾
け
、
様
々
な
考
え
を
知
る
こ
と
で
 自
己
の
考
え
を
見
直
そ
う
と
い
う
の
は
、
世
俗
の
場
で
 
も
 説
か
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

笘
 

そ
こ
で
問
う
べ
き
は
、
こ
の
よ
う
な
目
的
を
持
つ
 
宗
教
間
対
話
は
世
俗
の
対
話
一
般
に
準
じ
る
の
か
、
 
そ
 れ
と
も
特
有
の
問
題
を
持
ち
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別
個
の
理
論
を
要
す
る
の
か
で
あ
る
。
結
論
か
ら
舌
口
 え
 ば
、
 少
な
く
と
も
既
存
の
世
俗
対
話
理
論
で
は
宗
教
間
 
対
話
に
は
十
分
に
対
応
 

で
き
な
い
と
い
う
の
が
筆
者
の
考
え
で
あ
る
。
こ
れ
は
 、
 決
し
て
宗
教
者
間
の
対
話
と
は
何
か
特
別
の
現
象
 

霊
的
交
感
等
）
で
あ
る
 

と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
そ
の
対
話
の
成
立
条
件
の
中
 

従
来
の
世
俗
対
話
論
者
が
勘
考
し
な
か
っ
た
要
件
 
が
 入
っ
て
く
る
と
い
う
 

こ
と
で
あ
る
。
 

で
は
そ
の
要
件
と
は
何
か
。
こ
れ
は
前
項
に
お
い
て
 既
 に
 半
ば
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
現
代
社
会
に
お
い
て
 
宗
教
が
 軋
 礫
を
生
む
 

の
は
、
人
権
と
政
教
分
離
と
い
う
近
代
の
理
念
を
宗
教
 が
 受
け
入
れ
ら
れ
な
い
こ
と
に
 よ
 る
と
述
べ
た
。
と
こ
 ろ
で
、
寛
容
の
精
神
に
 

立
つ
対
話
倫
理
も
こ
の
近
代
の
理
念
に
連
な
る
も
の
で
 
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
者
の
中
に
は
対
話
を
す
 
る
こ
と
自
体
に
価
値
を
 

置
か
な
い
者
が
い
て
当
然
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
他
者
 
の
 存
在
が
、
宗
教
間
対
話
論
で
は
最
初
に
取
り
組
む
べ
 
き
 問
題
な
の
で
あ
る
。
 

「
や
り
た
い
人
だ
け
で
対
話
す
れ
ば
 よ
 い
」
と
は
 い
か
 な
い
の
は
、
対
話
倫
理
は
元
来
そ
う
い
っ
た
閉
鎖
的
な
 
輪
を
破
る
た
め
の
も
の
 

だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
既
存
の
 
一
 般
 対
話
理
論
は
無
力
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
の
ど
 
れ
も
が
、
対
話
を
す
る
 

と
い
う
こ
と
を
最
低
限
の
共
有
価
値
と
す
る
人
々
・
 集
 団
を
想
定
す
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
 
。
そ
し
て
自
己
主
張
す
 

 
 

る
た
め
に
積
極
的
に
対
話
の
土
俵
に
上
が
る
よ
う
な
 主
 体
を
想
定
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

よ
っ
て
、
宗
教
間
対
話
論
者
 は
、
 自
ら
問
わ
な
く
て
は
 な
ら
な
い
。
一
人
山
に
寵
も
り
修
行
す
る
こ
と
が
救
済
 
の
 最
短
の
道
だ
と
い
 

う
 考
え
を
も
認
め
る
こ
と
が
真
の
寛
容
な
の
か
、
そ
れ
 
と
も
、
そ
の
よ
う
な
人
は
自
己
絶
対
化
に
陥
っ
て
お
り
 
、
そ
の
ま
ま
で
は
救
わ
 

れ
な
い
か
ら
対
話
に
誘
う
べ
き
な
の
か
。
対
話
論
者
が
 
後
者
の
選
択
を
し
、
対
話
の
輪
の
外
に
い
 
ろ
 者
も
対
話
 に
 引
き
込
も
 う
 と
す
る
 

場
合
、
即
座
に
直
面
す
る
の
は
、
全
て
の
宗
教
を
対
話
 
に
 誘
う
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
一
部
の
反
社
会
的
宗
教
は
 
除
外
す
べ
き
か
と
い
う
 

問
題
で
あ
る
。
寛
容
を
掲
げ
る
対
話
論
者
が
自
ら
対
話
 
の
 相
手
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
宗
教
・
ふ
さ
わ
し
く
な
い
 
宗
教
を
差
別
化
す
る
 羽
   



空転す 
 
 

 
 

村高き」 

的
 他
者
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
独
自
の
考
察
を
巡
ら
す
べ
 
き
で
あ
る
。
そ
の
成
果
に
よ
っ
て
 、
 

る
よ
う
な
積
極
性
・
創
造
性
を
今
後
の
宗
教
間
対
話
論
 
に
は
望
み
た
い
。
 

以
上
、
宗
教
間
対
話
に
つ
い
て
考
え
る
べ
き
こ
と
を
 
順
 序
 立
て
て
示
し
て
き
た
。
ポ
イ
ン
 反

対
に
一
般
対
話
理
論
の
方
を
深
化
さ
せ
 

ト
 は
、
問
題
を
明
確
化
し
そ
れ
に
合
っ
た
 

目
 に
な
る
と
い
う
こ
の
ジ
レ
ン
マ
は
、
宗
教
間
対
話
論
 に
 永
く
ま
と
わ
り
つ
い
て
き
た
。
今
日
で
は
こ
れ
に
さ
 
ら
に
、
批
評
派
の
言
う
 

サ
バ
ル
タ
ン
の
問
題
が
絡
ん
で
く
る
。
民
衆
宗
教
・
部
 族
 宗
教
等
と
呼
ば
れ
て
き
た
宗
教
の
多
く
は
、
体
系
的
 
な
 教
義
を
備
え
自
己
 説
 

明
 を
す
る
伝
統
は
な
か
っ
た
。
従
来
の
対
話
論
で
は
こ
 
の
よ
う
な
宗
教
に
対
し
て
は
、
対
話
で
自
己
表
現
で
き
 
る
ま
で
に
成
長
Ⅱ
近
代
 

化
す
る
こ
と
を
待
つ
し
か
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
現
在
 
批
評
派
が
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
舌
口
葉
を
持
た
な
い
の
 は
そ
の
者
の
責
任
で
は
 

な
く
、
そ
の
者
が
置
か
れ
て
き
た
構
造
 

｜
 植民
地
 状
 況
 

に
原
因
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
植
民
者
 側
と
被
 植
民
者
側
と
い
 

ぅ
 位
置
の
違
い
を
度
外
視
し
て
、
た
だ
「
対
話
が
で
き
 
る
 
一
人
前
の
大
人
に
な
れ
」
と
激
励
す
る
の
は
 欺
媚
で
 あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
 

る
 。
そ
し
て
、
さ
ら
に
問
題
が
複
雑
化
す
る
の
は
、
 
宜
 刊
節
 で
も
触
れ
た
 よ
う
巴
被
 抑
圧
者
で
あ
る
サ
バ
 
ル
 タ
ン
が
反
社
会
的
集
団
 

と
な
る
場
合
、
ま
た
反
社
会
的
集
団
が
文
脈
に
 よ
 り
 サ
 バ
ル
タ
ン
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
 と
で
あ
る
。
こ
の
よ
 う
 

に
 考
え
て
い
く
と
、
対
話
論
者
が
宗
教
の
間
に
線
を
引
 く
 場
合
、
今
ま
で
以
上
に
多
く
の
難
問
に
抵
触
す
る
こ
 
と
に
な
る
が
、
学
び
 合
 

い
の
た
め
の
対
話
を
要
請
す
る
限
り
逃
れ
ら
れ
な
い
も
 め
 ぼ
か
り
で
あ
ろ
う
。
 

正
確
に
は
、
対
話
を
拒
ん
だ
り
、
対
話
か
ら
構
造
的
に
 
排
除
さ
れ
て
い
る
存
在
は
、
宗
教
に
限
ら
な
い
。
し
た
 
が
っ
て
、
従
来
の
世
 

俗
の
対
話
理
論
は
、
宗
教
間
対
話
に
と
っ
て
の
み
な
ら
 ず
 
一
般
対
話
理
論
と
し
て
も
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
に
な
 る
 。
換
言
す
れ
ば
、
 
対
 

ナ
 
話
の
成
立
条
件
に
関
す
る
 ム
 
「
指
摘
し
た
問
題
は
 
、
ゐ
 示

教
間
対
話
に
お
い
て
特
に
顕
著
に
現
れ
る
こ
と
で
は
 あ
る
が
、
宗
教
固
有
の
も
の
 

 
 

が
 

で
は
な
い
。
な
ら
ば
、
宗
教
間
対
話
論
者
は
一
般
 
的
 対
話
論
に
一
歩
後
か
ら
追
従
す
る
の
で
は
な
く
、
 
こ
 0
 対
話
の
最
も
困
難
な
宗
教
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か
 。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
間
対
話
は
、
実
質
的
 
に
は
 キ
リ
ス
ト
教
の
護
教
と
い
う
別
の
目
的
に
仕
え
て
 き
た
か
ら
で
あ
る
。
 
す
 

な
ね
 ち
、
自
己
の
絶
対
性
を
自
明
視
し
て
き
た
キ
リ
ス
 ト
 教
が
、
近
代
化
に
お
い
て
他
の
諸
宗
教
の
存
在
と
そ
 
の
 正
当
性
を
認
め
ざ
る
 

を
え
な
く
な
り
、
そ
の
中
で
改
め
て
自
己
を
位
置
づ
け
 
な
 お
す
 作
業
が
、
宗
教
多
元
主
義
論
（
包
括
主
義
等
の
 
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
 含
 

む
と
一
体
化
し
た
宗
教
間
対
話
論
の
役
割
だ
っ
た
の
 

で
あ
る
。
複
数
の
宗
教
が
存
在
す
る
と
い
う
現
状
認
識
 
な
い
か
に
合
理
的
に
説
 

明
 付
け
、
そ
れ
ら
の
宗
教
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
築
き
 
、
し
か
も
他
で
ば
な
く
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
保
ち
続
 
け
る
こ
と
の
意
義
は
何
 

か
を
示
す
と
い
う
現
代
版
弁
神
論
が
、
神
学
者
，
宗
教
 哲
学
者
か
ら
始
ま
っ
た
宗
教
間
対
話
論
で
あ
っ
た
。
 
だ
 か
ら
こ
そ
、
見
か
け
 上
 

0
 目
的
（
紛
争
解
決
）
に
方
法
（
学
び
合
 
い
 ）
が
適
合
 し
て
い
な
く
て
も
、
宗
教
間
対
話
論
 は
 西
洋
で
は
一
定
 の
 需
要
が
あ
り
、
続
い
 

て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
へ
の
反
省
な
く
し
て
は
 、
宗
教
間
対
話
は
キ
リ
ス
ト
教
の
押
し
つ
け
だ
と
い
う
 
批
判
を
克
服
す
る
こ
と
 

は
で
き
な
い
。
批
評
派
の
議
論
に
敏
感
な
神
学
者
や
め
 示
 教
 哲
学
者
は
、
既
に
宗
教
間
対
話
論
の
キ
リ
ス
ト
教
 
，
 西
洋
中
心
性
に
つ
い
て
 

 
 

批
判
を
始
め
て
い
る
。
こ
の
件
は
そ
の
 ょ
う
 な
内
部
 批
 判
 に
任
せ
た
い
。
 

宗
教
学
に
お
い
て
は
、
宗
教
間
対
話
論
は
、
対
話
の
要
 
請
を
前
提
と
す
る
そ
の
規
範
性
ゆ
え
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
 
あ
る
。
し
か
し
、
仏
跡
 

じ
て
き
た
よ
う
な
形
で
対
話
論
を
仕
切
り
直
し
、
グ
ロ
 
｜
 バ
ル
 化
｜
 ロ
ー
カ
ル
化
、
複
数
性
、
差
異
 ｜
 同
一
性
 の
 政
治
学
と
い
っ
た
論
 

点
と
結
び
つ
け
る
な
ら
ば
、
宗
教
学
の
メ
タ
理
論
的
 
考
 察
 に
通
じ
る
面
が
大
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
 そ
れ
は
、
宗
教
間
対
話
 

論
も
宗
教
学
も
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
近
代
性
と
宗
教
 
比
較
と
に
必
然
的
に
関
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
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空転す 
 
  

   対話   
1
 
 「
対
話
」
メ
タ
フ
ァ
ー
に
よ
る
学
の
自
己
規
定
の
間
 題
性
 

現
在
、
宗
教
学
と
い
う
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
は
 、
 学
と
し
て
 も
 制
度
の
上
で
も
危
機
的
状
況
に
あ
る
と
舌
口
わ
れ
て
い
 る 。
原
因
は
複
ム
ロ
 的
 

で
あ
る
。
ま
ず
、
過
去
一
五
年
間
に
先
鋭
化
し
た
、
 本
 質
 概
念
と
し
て
の
「
め
本
数
」
へ
の
批
判
に
よ
り
、
宗
教
 学
 固
有
の
対
象
の
存
在
 

が
 自
明
で
は
な
く
な
っ
た
。
宗
教
現
象
学
の
掲
げ
る
 
宗
 教
 
・
宗
教
学
の
自
律
性
へ
の
批
判
自
体
は
決
し
て
新
し
 い
も
の
で
は
な
い
が
、
 

近
年
は
、
前
述
の
批
評
派
の
影
響
下
に
、
宗
教
現
象
学
 
が
 売
り
物
と
し
た
よ
う
な
マ
ク
ロ
な
比
較
宗
教
学
の
無
 @
 
効
 性
の
指
摘
が
特
に
目
 

立
つ
（
後
述
の
よ
う
に
、
単
に
科
学
的
厳
密
さ
に
欠
け
 
る
と
い
う
旧
来
の
批
判
で
は
な
く
、
比
較
の
内
包
す
る
 本
質
主
義
へ
の
批
判
で
 

あ
る
）
。
そ
の
点
で
は
、
危
機
は
宗
教
を
対
象
と
す
る
 め
 
ホ
教
学
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
広
く
文
化
の
研
究
 
全
体
に
共
通
す
る
も
の
 

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
批
評
派
の
批
判
は
認
識
論
的
・
 方
法
論
的
次
元
だ
け
で
な
く
、
 知
と
 権
力
の
関
係
に
及
 ぶ
た
め
、
先
進
諸
国
の
 

大
学
に
お
け
る
制
度
化
さ
れ
た
学
の
あ
り
よ
う
そ
の
も
 
の
が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
る
。
他
方
、
こ
の
学
の
自
己
 批
判
と
は
ま
た
別
に
 、
 

経
済
的
要
因
や
社
会
的
要
請
に
 ょ
 り
、
宗
教
学
科
や
宗
 教
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
各
大
学
か
ら
姿
を
消
し
、
宗
教
 
研
究
は
他
の
名
称
の
学
 

 
 

こ
の
よ
う
な
宗
教
学
へ
の
批
判
や
そ
の
制
度
的
位
置
の
 変
化
が
、
旧
来
の
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
閉
鎖
性
を
破
り
、
 
学
際
性
を
実
現
す
る
 

も
の
で
あ
れ
ば
、
悲
観
す
る
必
要
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
 
、
筆
者
の
見
る
限
り
、
現
実
に
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
は
 
、
学
際
化
と
い
う
よ
り
 

も
 画
一
化
で
あ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
一
方
で
は
専
門
分
化
 し
た
経
験
的
な
個
別
地
域
研
究
・
歴
史
研
究
が
黙
々
 
と
 続
け
ら
れ
、
他
方
で
は
 

流
行
の
理
論
（
か
つ
て
の
ポ
ス
ト
構
造
主
義
、
現
在
の
 ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
批
評
等
）
に
敏
感
な
論
者
が
 
、
学
 科
の
別
と
は
関
係
な
く
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ぅ
 こ
と
で
あ
る
 

研
究
対
象
と
の
 

の
 交
流
と
し
て
 

体
の
双
方
が
 、
 。

「
対
話
」
と
い
う
言
葉
は
 、
 様
々
な
文
脈
に
お
い
て
め
 示
教
学
の
営
為
を
表
す
た
め
に
使
わ
れ
て
き
た
。
宗
教
 
学
者
と
 

対
話
、
宗
教
間
対
話
と
し
て
の
比
較
宗
教
学
、
宗
教
と
 
世
俗
の
対
話
に
お
け
る
仲
介
者
と
し
て
の
宗
教
学
、
東
 
西
 思
想
 

0
 対
話
、
隣
接
話
 学
 と
の
学
際
的
研
究
と
し
て
の
対
話
 
等
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
対
話
」
の
比
 倫
 の
問
題
 は
、
 対
話
 主
 

最
初
か
ら
同
等
の
位
置
に
あ
り
、
同
様
の
働
き
か
け
を
 
相
互
に
行
う
と
い
う
想
定
に
あ
る
。
こ
の
前
提
は
誤
り
 
で
あ
る
 

同
じ
よ
う
な
問
題
を
論
じ
る
と
い
う
二
極
分
解
が
 
、
人
 文
 ・
社
会
系
の
諸
 学
 に
横
断
的
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
 情
 勢
 に
お
い
て
、
宗
教
・
 

宗
教
学
の
自
律
性
擁
護
へ
と
後
戻
り
す
る
こ
と
は
問
題
 
外
 と
す
る
な
ら
 ぼ
 、
ど
の
よ
う
な
道
が
残
さ
れ
て
い
る
 だ
ろ
う
か
。
「
 め
 
ホ
教
学
」
 

に
は
も
は
や
こ
だ
わ
ら
ず
研
究
を
続
行
す
る
と
い
う
の
 も
 一
つ
の
選
択
肢
で
は
あ
る
。
過
去
に
お
い
て
も
消
滅
 し
た
学
が
あ
る
こ
と
を
 

思
え
 ぼ
 、
宗
教
学
が
そ
の
一
つ
と
な
っ
て
も
不
思
議
は
 
な
い
。
し
か
し
、
 諸
 学
の
画
一
化
の
現
状
を
見
て
い
る
 と
、
 果
た
し
て
こ
の
ま
 

ま
流
れ
に
任
せ
て
お
い
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
 疑
 問
が
 湧
い
て
く
る
。
他
の
学
科
出
身
の
人
々
と
、
同
じ
 
種
類
の
問
題
を
同
じ
よ
 

う
 な
形
で
追
究
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
何
は
と
も
あ
れ
 歴
史
上
一
世
紀
以
上
存
続
し
た
「
宗
教
学
」
の
中
の
研
 
究
の
積
み
重
ね
（
自
律
 

性
を
連
想
さ
せ
る
「
伝
統
」
と
い
う
言
葉
は
避
け
よ
う
 
）
を
踏
ま
え
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
視
点
を
示
す
こ
と
に
よ
 
っ
て
こ
そ
豊
か
な
学
際
 

性
が
 築
か
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
 
れ
ば
、
宗
教
学
科
や
宗
教
学
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
 
教
育
を
受
け
て
き
た
者
 

の
 責
務
は
、
「
宗
教
」
と
い
う
概
念
の
自
明
性
や
 、
鱒
 ～
幅
の
 
コ
 の
 n
@
 

の
 論
に
寄
り
か
か
ら
ず
に
、
い
か
に
他
の
学
 
科
 と
は
違
う
こ
と
を
や
 

り
 、
そ
れ
に
よ
っ
て
宗
教
学
を
新
た
に
積
極
的
に
自
己
 
規
定
し
て
い
く
か
に
あ
ろ
う
。
宗
教
学
と
他
の
諸
手
 
の
 違
い
と
い
う
も
の
は
、
 

本
質
概
念
と
し
て
の
宗
教
や
超
越
性
の
存
在
に
よ
り
 
ア
 プ
リ
 オ
リ
 に
確
保
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
時
代
と
 状
況
の
変
化
に
対
応
し
 

な
が
ら
戦
略
的
に
作
り
上
げ
て
い
く
べ
き
も
の
な
の
で
 
あ
る
。
 

 
 

そ
の
よ
う
な
学
の
再
規
定
の
た
め
に
、
ま
ず
筆
者
が
提
 
喝
 し
た
い
の
は
、
「
対
話
」
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
ー
の
 使
 用
を
止
め
よ
う
と
い
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空転す る 「対話」メタファー 

 
 

し
 、
な
お
か
っ
「
対
話
」
の
言
葉
は
宗
教
学
の
領
域
を
 
回
復
す
る
に
は
あ
ま
り
に
脆
弱
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
 
と
 筆
者
は
考
え
る
の
で
 

あ
る
。
以
下
で
は
、
特
に
宗
教
学
の
行
 う
 
「
比
較
」
を
 対
話
メ
タ
フ
ァ
ー
を
離
れ
て
規
定
す
る
こ
と
を
中
心
に
 
、
学
際
的
・
国
際
的
場
 

面
 に
お
け
る
日
本
の
宗
教
学
者
の
位
置
に
つ
い
て
考
察
 を
 進
め
た
い
。
 

相
互
理
解
・
学
び
合
い
と
し
て
の
対
話
に
比
較
宗
教
を
 
準
え
る
立
場
は
、
こ
れ
ま
で
宗
教
現
象
学
に
最
も
親
近
 
性
 が
あ
っ
た
が
、
 
そ
 

れ
に
対
し
て
か
つ
て
多
か
っ
た
批
判
は
、
宗
教
間
対
話
 
を
 宗
教
学
の
目
標
に
掲
げ
る
こ
と
は
客
観
的
で
な
い
し
 
、
そ
の
マ
ク
ロ
な
比
較
 

-
 
Ⅱ
 -
 

は
 十
分
現
象
に
即
し
て
い
な
い
、
二
言
で
舌
口
 え
ぼ
科
 学
的
で
な
 い
 ）
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
 現
 在
 で
は
、
批
評
派
の
下
、
 

比
較
研
究
の
是
非
を
め
ぐ
る
議
論
も
様
変
わ
り
し
て
い
 
る
 。
ま
ず
そ
の
傾
向
が
顕
著
な
北
米
宗
教
学
界
に
お
け
 
る
 比
較
再
興
派
の
意
見
 

を
白
検
し
、
そ
の
中
で
対
話
メ
タ
フ
ァ
ー
が
復
活
し
て
 
い
る
と
こ
ろ
を
突
き
と
め
よ
う
。
 

一
巧
一
 

K
.
 

パ
ッ
ト
ン
 

他
 
「
ポ
ス
ト
近
代
に
お
け
る
比
較
宗
教
 学
 」
（
以
下
「
比
較
宗
教
学
」
と
略
記
 
-
 は
 最
近
の
比
較
論
 の
 動
向
だ
け
で
な
く
、
 

北
米
宗
教
学
の
主
流
派
に
お
い
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
（
 
ポ
 ス
ト
構
造
主
義
）
か
ら
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
ま
で
の
 批
 評
 派
の
議
論
が
ど
の
よ
 

う
 に
受
容
さ
れ
た
の
か
を
知
る
た
め
に
は
格
好
の
書
 
で
あ
る
。
昨
今
の
北
米
宗
教
学
の
論
文
を
見
る
場
合
に
 

憶
 
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
 

（
ポ
ス
ト
構
造
主
義
二
の
語
に
は
格
別
の
任
意
が
必
要
 
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
日
本
に
お
け
る
 
八
 0
 年
代
以
 降
 の
こ
の
語
の
用
法
 

と
は
、
決
定
的
な
違
い
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
で
 
は
 ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
は
煎
じ
詰
め
れ
ば
実
体
概
念
の
 
批
判
、
あ
る
い
は
主
観
 

｜
 客
観
、
本
質
 ｜
 現
象
と
い
っ
た
二
項
図
式
の
批
判
に
 よ
 る
、
形
而
上
学
か
ら
近
代
哲
学
ま
で
の
西
洋
の
知
の
 伝
統
の
否
定
を
意
味
し
 

-
 
仏
 一
 

た
が
、
北
米
で
は
単
純
に
多
元
主
義
・
相
対
正
義
と
み
 
な
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
さ
ら
に
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
 
思
 想
は
 ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
 

ル
 批
評
に
連
続
す
る
も
の
と
さ
れ
る
傾
向
が
強
い
。
 
後
 者
は
多
元
主
義
・
相
対
主
義
の
政
治
化
し
た
 
形
 
宅
地
 較
 宗
教
学
」
で
は
文
化
 

一
 
Ⅱ
 -
 

的
 特
殊
主
義
の
三
（
 戸
 「
凹
で
の
「
 
叶
 
@
n
 
三
 p
q
 
い
 
の
 
日
 等
と
呼
ば
れ
 て
い
る
）
と
認
識
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

  



こ
こ
で
気
づ
く
の
は
、
 
メ
 ビ
ウ
ス
の
輪
の
ご
と
き
奇
妙
 
な
 ね
じ
れ
現
象
で
あ
る
。
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
は
、
西
洋
 

近
 代
の
自
己
批
判
と
し
 

て
 始
ま
っ
た
運
動
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
思
想
か
 

ら
 、
「
比
較
宗
教
学
」
執
筆
陣
が
宗
教
学
に
と
っ
て
の
 

教
訓
と
し
て
受
け
取
っ
 

た
の
は
、
約
言
す
れ
ば
、
文
化
問
、
宗
教
間
の
差
異
に
 

気
を
付
け
よ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
到
達
し
 

た
の
が
、
多
元
主
義
士
 

民
主
主
義
的
対
話
の
原
理
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
斬
新
な
 

自
己
批
判
だ
っ
た
も
の
が
、
昔
な
が
ら
の
ア
メ
リ
カ
ン
 

・
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
の
 
自
 

己
 肯
定
に
す
り
替
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
 

な
 逆
転
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

そ
れ
は
、
「
比
較
宗
教
学
」
で
は
、
批
評
派
の
「
差
異
」
 

の
 舌
口
業
が
多
元
主
義
で
は
な
く
 

反
 本
質
主
義
を
意
味
 す
る
こ
と
が
十
分
認
 

諭
 さ
れ
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
批
評
派
は
単
な
る
 

排
 地
主
義
で
は
な
い
。
極
端
に
言
え
ば
、
研
究
者
が
「
 

0
0
 

文
化
は
」
「
 

0
0
 

教
 

 
 

こ
の
た
め
、
「
比
較
宗
教
学
」
で
は
ポ
ス
ト
構
造
主
義
も
 ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
も
ま
と
め
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
 
と
 括
ら
れ
、
そ
れ
は
 比
 

3
 

 
 

 
 

較
 研
究
（
宗
教
学
で
は
エ
リ
ア
ー
デ
等
の
）
を
否
定
す
 る
 思
想
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
を
要
約
 
す
れ
ば
、
比
較
 研
 

 
 
 
 

究
は
 、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
思
想
が
批
判
す
る
近
代
主
義
、
 す
 な
む
ち
普
遍
を
志
向
し
全
体
化
す
る
啓
蒙
合
理
主
義
 
に
 基
づ
く
。
ポ
ス
ト
モ
 

ほ
 

ダ
ン
思
想
に
よ
れ
ば
、
比
較
研
究
は
、
文
化
的
制
約
を
 受
け
る
た
め
に
対
象
認
識
に
お
い
て
歪
ん
で
い
る
だ
け
 
で
な
く
、
対
象
を
コ
ン
 

-
 
ぬ
 -
 

テ
キ
ス
ト
か
ら
引
き
離
し
抽
象
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
 そ
れ
を
支
配
し
破
壊
す
る
知
的
帝
国
主
義
で
あ
る
 

と
な
る
。
 

「
比
較
宗
教
学
」
執
筆
陣
に
は
、
こ
の
よ
う
な
ポ
ス
ト
モ
 ダ
ン
思
想
は
対
象
一
つ
一
つ
の
特
殊
性
を
擁
護
す
る
 
あ
ま
り
孤
立
・
排
他
 

主
義
に
陥
る
と
映
る
。
そ
こ
で
、
対
策
と
し
て
出
さ
れ
 
る
の
が
、
孤
立
で
も
支
配
で
も
な
い
人
間
関
係
と
し
 
て
の
「
対
話
」
、
学
び
 
合
 

い
や
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
に
基
づ
く
「
対
話
」
 で
あ
り
、
そ
う
い
っ
た
対
話
と
し
て
の
比
較
研
究
の
復
 活
 で
あ
る
。
対
象
間
の
 

共
通
性
だ
け
で
な
く
差
異
に
も
注
意
を
払
い
、
歴
史
的
 
コ
ン
テ
キ
ス
ト
・
 
適
 時
 性
 に
も
目
配
り
し
た
比
較
を
行
 え
ば
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
 

 
 

論
者
か
ら
批
判
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
人
類
の
対
話
を
 推
進
で
き
る
と
言
 う
 の
で
あ
る
。
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 三
種
の
批
判
的
分
析
と
比
較
宗
教
学
 

そ
こ
で
筆
者
が
提
唱
し
た
い
の
は
、
宗
教
学
で
は
「
 対
 話
 」
よ
り
も
「
批
判
」
と
し
て
の
比
較
を
行
い
、
そ
れ
 
に
よ
り
た
だ
地
域
 研
 

-
 
穏
 -
 

究
の
成
果
や
批
評
派
の
議
論
を
受
け
売
り
す
る
の
で
は
 
な
く
、
そ
れ
ら
と
刺
激
的
な
関
係
を
築
く
と
い
う
道
で
 
あ
る
。
批
評
派
は
も
と
 

よ
り
地
域
研
究
に
お
い
て
も
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
 な
 分
析
は
 存
在
す
る
。
し
か
し
、
比
較
研
究
な
ら
で
は
の
批
判
が
 
あ
る
、
と
い
う
の
が
 筆
 

 
 

ァ
 
者
の
見
解
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

「
イ
ス
ラ
ム
は
暴
力
的
・
好
戦
的
な
宗
教
で
あ
る
」
と
 い
う
語
り
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
た
い
。
こ
れ
に
対
す
 
る
 従
来
の
イ
ス
ラ
ム
 

 
 

嬬
 

研
究
 
寅
 城
所
窄
の
側
か
ら
の
典
型
的
な
反
応
 は
 、
こ
れ
が
西
洋
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
観
の
ス
テ
レ
オ
 
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
を
批
判
 

 
 

る
し
、
イ
ス
ラ
ム
が
実
際
に
は
い
か
に
平
和
的
な
 

宗
 教
 で
あ
る
か
を
示
す
歴
史
的
証
拠
を
専
門
的
知
識
を
駆
 
便
 し
て
列
挙
す
る
と
い
う
も
 

 
 

笠
 

の
で
あ
っ
た
。
そ
の
定
番
が
、
「
若
手
に
コ
ー
ラ
 
ン
 、
左
手
に
 剣
ヒ
は
 事
実
で
は
な
い
。
イ
ス
ラ
ム
は
 異
 教
徒
に
改
宗
を
強
制
せ
ず
、
 

  

道
な
地
域
研
究
・
個
別
宗
教
史
研
究
の
遂
行
が
先
で
あ
 
り
、
 次
に
二
つ
の
対
象
に
つ
い
て
比
較
を
行
い
、
次
第
 
に
 比
較
対
象
を
増
や
し
 

 
 

て
い
く
と
い
う
発
想
に
止
ま
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
 宗
教
学
の
位
置
は
二
次
的
・
従
属
的
で
し
か
な
い
。
 

は
 」
と
語
り
始
め
た
と
き
、
そ
の
文
化
な
り
宗
教
な
り
 
の
 ユ
ニ
ッ
ト
が
い
か
に
小
さ
く
と
も
、
既
に
巻
き
込
ま
 れ
て
い
る
問
題
 

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、
「
 比
 較
 宗
教
学
」
の
、
「
共
通
部
分
だ
け
で
は
な
く
相
違
点
に
 も
 気
を
付
け
よ
 

う
あ
ま
り
に
凡
庸
な
結
論
や
対
話
と
し
て
の
比
較
論
は
 
全
く
無
力
で
あ
る
。
 

「
比
較
宗
教
学
」
の
も
う
一
つ
の
弱
点
は
、
比
較
宗
教
 学
 が
地
域
研
究
に
分
解
・
吸
収
さ
れ
て
い
る
こ
と
へ
の
 
危
機
感
は
持
 

ら
も
、
の
 
日
 ㎎
の
 
局
 r
-
 

の
論
に
代
わ
る
宗
教
学
の
独
自
な
 

形
態
に
つ
い
て
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を
欠
く
と
こ
ろ
で
あ
る
 
。
結
局
の
と
こ
 を

 指
摘
 

」
と
い
 

ち
な
が
 

ろ
、
地
 



と
し
て
説
明
さ
れ
る
が
、
改
宗
自
体
が
主
題
化
さ
れ
る
 
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
「
歴
史
化
主
義
の
 貧
困
」
 ! ）
。
 

と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
も
う
一
つ
の
比
較
の
方
法
が
あ
る
 。
先
の
地
域
研
究
に
お
い
て
、
イ
ス
ラ
ム
ー
キ
リ
ス
ト
 
数
に
 つ
い
 

量
的
，
適
時
的
観
点
か
ら
比
較
さ
れ
た
の
に
対
し
、
 
こ
 れ
は
次
の
よ
う
に
構
造
論
的
で
あ
る
。
「
イ
ス
ラ
ム
 と
 キ
リ
ス
ト
教
 て

 改
宗
が
 

の
改
宗
の
 

わ
っ
た
の
か
 

こ
れ
に
対
 

語
り
で
あ
る
 

そ
の
経
過
を
 

さ
ら
に
そ
れ
 

か
な
る
本
質
 

な
く
、
堅
実
 

だ
が
、
 反
 

ら
 積
極
的
に
 

な
ら
ば
、
 研
 」

等
に
つ
い
て
全
て
の
歴
史
上
の
デ
ー
タ
を
洗
い
出
し
 
、
量
的
に
比
較
す
る
ま
で
決
着
は
っ
か
な
い
の
で
あ
る
 
 
 

し
て
、
前
述
の
批
評
派
は
 、
 「
イ
ス
ラ
ム
は
暴
力
的
な
 ゐ
 
ホ
教
で
あ
る
」
も
「
そ
う
で
は
な
い
」
も
共
に
、
本
質
 主
義
的
な
 

と
 見
る
。
批
評
派
は
そ
の
よ
う
な
語
り
は
イ
ス
ラ
ム
 
と
 西
洋
の
間
の
力
学
に
お
い
て
歴
史
的
に
構
成
さ
れ
た
も
 
の
と
見
、
 

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
る
 
丁
 「
右
手
に
コ
ー
ラ
 ン
 、
左
手
に
 剣
 」
の
ご
と
き
イ
ス
ラ
ム
に
対
す
る
西
洋
 
0
 表
象
、
 

に
 対
抗
す
る
自
己
表
象
を
「
歴
史
化
」
す
る
）
。
こ
の
 ア
プ
ロ
ー
チ
は
確
か
に
、
研
究
者
自
身
が
イ
ス
ラ
ム
に
 
対
し
て
い
 

主
義
的
規
定
を
も
行
 う
 こ
と
な
く
、
し
か
も
細
か
い
 歴
 史
的
検
証
を
行
う
と
い
う
点
で
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
で
あ
 
る
だ
け
で
 

な
 研
究
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

本
質
主
義
に
立
つ
か
ら
と
い
っ
て
、
研
究
者
が
「
イ
ス
 
ラ
ム
は
・
・
・
・
・
・
」
と
語
る
こ
と
を
止
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
 

つ
ま
り
 自
 

イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
語
ら
ず
に
、
他
者
が
イ
ス
ラ
ム
に
 
つ
い
て
ど
う
語
っ
て
き
た
か
の
み
を
分
析
す
る
こ
と
に
 終
始
す
る
 

究
は
痩
せ
細
っ
て
し
ま
れ
な
い
か
。
イ
ス
ラ
ム
に
お
け
 
る
 改
宗
の
問
題
は
、
イ
ス
ラ
ム
ー
西
洋
間
の
表
象
力
学
 
の
 一
事
例
 

人
頭
税
を
と
る
代
わ
り
に
そ
の
信
仰
を
認
め
た
」
と
い
 
う
 語
り
で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

し
か
し
、
こ
の
語
り
の
難
は
 、
 「
イ
ス
ラ
ム
が
全
く
 改
ゐ
 ホ
を
 強
制
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
 
イ
ス
ラ
ム
学
者
は
 イ
 

 
 

ス
ラ
ム
を
擁
護
し
過
ぎ
で
は
な
い
か
」
と
い
う
疑
問
を
 消
し
き
れ
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。
結
局
こ
の
ア
プ
ロ
ー
 チ
を
 取
る
限
り
、
原
理
㎝
 

 
 的

に
は
、
「
イ
ス
ラ
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
の
ど
ち
ら
が
 歴
 史
上
よ
り
頻
繁
に
改
宗
を
強
制
し
た
の
か
」
、
「
ど
ち
ら
 が
よ
り
多
く
戦
争
に
関
 



 
 

 
 

で
は
な
く
、
使
い
分
け
が
必
要
な
こ
と
は
言
 う
 ま
で
も
 な
い
。
だ
が
、
現
在
、
比
較
 

 
 

 
 

 
 

が
 効
果
的
で
あ
る
。
こ
の
比
較
は
、
地
域
・
適
時
的
研
 究
の
累
積
の
末
に
初
め
て
 生
 

「対話」メタプアー 

ム 魚 て 較 ス る き は が そ て す と 大 
は が も の う 差 な こ 別 字 ね め る い き   決 Ⅰ 方 ム を 違 の 々 和 は み 者 う な   
評 あ " ス " っ ぅ 遭 い う れ ス 

本 こ 

質 の 

に て 

お は ま ち ト い メ を 確 が 職 師 
っ 憶 で ら 教 の り 携 か っ 者 が 

へ な に 

不 な と な 
" フ ； )     

イ ー フ 

な   
軍人 ようにかし、 は という 」 剣 に ムには 

行 に そ す し と 布 や 貿易 、聖書 舌口 それは 業 は い う 教 の 

を キ 生 フ よ 商 
持 り ま レ ラ 人 
っ ス れ l な が 

手トよズ聖 と 教 うは 織 こ れ 
銃 の が 一 @ し @ し 

を 政 な 点 の 携   時 宗 い に み わ 
に は つ の が お 従 っ 柵的比 というイスラ 大 たとし 「 イ よ 手 方 、 ぃ 事 た 
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う
も
う
一
つ
の
本
質
主
義
化
に
陥
る
こ
と
を
も
批
判
す
 
る
 。
な
お
か
つ
、
批
評
派
の
表
象
論
と
は
異
な
り
、
 
研
 究
 者
が
自
ら
積
極
的
に
 

イ
ス
ラ
ム
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。
 

た
だ
し
、
こ
の
比
較
と
表
象
論
に
接
点
が
な
い
と
い
う
 
こ
と
で
は
な
い
。
「
イ
ス
ラ
ム
に
は
伝
道
師
は
い
な
い
 」
と
い
う
の
は
、
 イ
 

ス
ラ
ム
側
の
説
明
で
は
、
「
神
の
前
で
は
人
間
は
平
等
で
 あ
り
、
ゆ
え
に
一
般
信
者
と
区
別
さ
れ
た
聖
職
者
と
 
い
う
宗
教
上
特
別
な
存
 

花
 も
な
い
（
こ
れ
に
対
し
キ
リ
ス
ト
教
は
人
間
を
宗
教
 
的
に
差
別
化
し
て
い
る
）
」
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
 比
 較
 研
究
者
の
側
は
 、
こ
 

の
 言
説
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
っ
て
「
イ
ス
ラ
ム
に
は
 聖
 職
者
は
な
い
」
と
済
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
 
ア
 イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
，
 ポ
 

リ
テ
ィ
ッ
ク
 ス
 の
一
環
と
見
て
歴
史
化
し
な
く
て
は
な
 ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
上
で
、
マ
ク
ロ
な
宗
教
比
較
に
 
戻
り
、
イ
ス
ラ
ム
に
お
 

け
る
法
学
者
と
い
う
、
外
部
（
西
洋
近
代
的
）
視
点
か
 
ら
は
聖
職
者
と
同
義
に
見
え
る
存
在
を
い
か
に
と
ら
え
 
る
べ
き
か
を
類
型
論
的
 

に
 検
討
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
。
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 体
系
的
な
批
判
的
比
較
宗
教
学
の
可
能
性
 

こ
こ
ま
で
の
構
造
論
的
な
比
較
は
、
既
存
の
特
定
の
語
 り
に
 ク
リ
テ
ィ
カ
ル
に
切
り
込
む
の
 え
 、
単
発
的
な
も
 の
で
あ
る
。
こ
れ
に
 

加
え
て
、
体
系
性
を
志
向
し
た
総
合
的
な
比
較
宗
教
学
 
は
 今
後
 ビ
 の
よ
う
な
形
で
可
能
か
に
つ
い
て
最
後
に
私
 見
を
述
べ
た
 い
 0
 第
一
 

に
 必
要
な
の
は
、
一
つ
一
つ
の
宗
教
と
そ
れ
ら
諸
宗
教
 間
の
共
通
性
・
差
異
が
自
存
し
、
研
究
者
は
そ
れ
ら
を
 
発
見
す
る
た
め
に
比
較
 

地 上 ヒ 

域 較 
研 は 
究   
の 地   
9 所 究 
す と 

な 同 
わ 様 
ち に     
コ イ 

@ ス   
フ フ 

シ ム   
剣 暴 
か カ 
」 的 
@ よ 」 
嘘 と 

だ ぃ 

と " つ 

均 一 

り 殿 
捨 の 
て ス テ 
人 レ 
頓 オ 
税 タ 
説 イ 

を プ 
褐 を 

げ 批 
て 半り 

「 す 

イ る 
ス が   
  
ム そ   
平 め 

和 み 
的 な   

ら 

とず 

  

ま
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
聖
職
者
と
い
う
類
型
に
関
し
 
通
 文
化
的
視
点
を
も
つ
宗
教
学
な
ら
で
は
の
分
析
だ
か
 
ら
で
あ
る
。
構
造
論
的
 

 
 

 
 



  

塩
 
世
界
の
子
」
と
し
て
「
西
洋
近
代
合
理
主
義
が
い
 
か
に
形
成
さ
れ
た
か
」
と
い
う
観
点
か
ら
諸
宗
教
を
比
 駁
 し
た
。
そ
れ
は
、
西
洋
 近
轄
 

 
 

 
 

%
 
 仕
合
理
主
義
を
頂
点
と
し
諸
宗
教
を
序
列
化
す
る
 
こ
と
で
は
な
く
、
か
え
っ
て
最
終
的
に
は
ム
ロ
 
理
 主
義
の
 価
値
を
相
対
化
す
る
も
の
で
 

 
 
 
 

%
 
 あ
っ
た
。
表
面
的
に
は
宗
教
現
象
学
的
比
較
よ
り
 
も
 偏
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
比
較
 
は
そ
の
よ
う
な
偏
り
を
内
包
 

  
 
 

そ
こ
で
筆
者
が
第
二
の
点
に
盛
り
込
も
う
と
し
て
い
る
 
の
は
、
自
然
科
学
 ｜
 デ
ュ
ル
ケ
ム
ー
ス
ミ
ス
系
で
は
な
 く
 、
ウ
ェ
ー
バ
・
 l
 系
 

 
 メ

の
 比
較
研
究
、
換
言
す
れ
ば
、
特
に
近
代
と
い
う
 歴
史
性
に
配
慮
し
た
比
較
研
究
で
あ
る
。
㊧
ウ
ェ
ー
バ
ー
 

は
 
「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
 

 
 

な
 行
う
と
い
う
発
想
は
き
れ
い
に
払
拭
す
る
こ
と
で
あ
 

る
 。
研
究
者
の
理
論
的
関
心
に
よ
っ
て
何
を
共
通
と
見
 

る
か
異
な
る
と
見
る
か
 

が
 変
化
し
、
さ
ら
に
は
比
較
を
通
じ
て
一
つ
一
つ
の
 

対
 象
 ユ
ニ
ッ
ト
（
「
 
0
0
 教
 」
「
 
0
0
 派
」
）
が
切
り
取
ら
 
れ
る
と
い
う
こ
と
に
 反
 

管
的
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
。
第
二
に
、
研
究
者
 

の
 視
点
の
歴
史
的
限
定
性
を
意
識
化
し
、
そ
れ
を
積
極
 

的
に
引
き
受
け
、
体
系
 

化
の
方
向
付
け
を
行
 
う
 こ
と
で
あ
る
。
 

こ
れ
ら
二
点
の
う
ち
第
一
点
、
す
な
 
ね
 ち
、
研
究
者
が
 
そ
の
理
論
的
関
心
に
従
い
戦
略
的
に
比
較
研
究
を
組
み
 

立
て
る
こ
と
の
必
要
 

性
は
 、
北
米
宗
教
学
で
ほ
 
J
.
Z
.
 ス
ミ
ス
が
先
頭
を
 
切
っ
て
提
唱
し
て
き
た
こ
と
で
あ
り
、
先
の
「
比
較
 

宗
 教
学
」
に
も
か
な
り
の
 

程
度
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
筆
者
の
見
る
と
 

こ
ろ
、
現
象
学
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
北
米
宗
教
学
 
の
 比
較
論
に
希
薄
な
の
 

は
 、
研
究
者
自
身
の
歴
史
性
に
対
す
る
意
識
で
あ
る
。
 

宗
教
現
象
学
の
問
題
は
、
対
象
の
歴
史
性
を
捨
象
し
た
 

こ
と
以
上
に
、
研
究
者
 

の
 視
点
を
普
遍
的
な
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
に
錯
覚
し
 

た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
ス
ミ
ス
の
比
較
論
は
現
象
学
に
比
 

べ
る
と
、
記
述
と
理
論
 

の
 規
定
関
係
に
つ
い
て
は
反
省
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
 

自
然
科
学
に
お
け
る
比
較
（
社
会
学
で
言
え
ば
 

デ
ュ
ル
 ケ
ム
 系
）
が
モ
デ
ル
で
 

あ
る
た
め
に
、
や
は
り
比
較
す
る
研
究
者
の
視
点
の
歴
 

史
的
限
定
性
に
つ
い
て
の
考
察
は
な
い
。
そ
の
後
の
比
 

較
論
も
 、
結
局
こ
の
 ス
 

ミ
ス
の
議
論
へ
の
応
答
と
し
て
た
て
ら
れ
た
も
の
が
 

多
 い
た
め
、
同
様
の
傾
向
が
あ
る
。
 



す
る
こ
と
を
顕
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
批
評
派
の
議
論
 
を
 経
て
な
お
生
き
残
り
 ぅ
る
 比
較
研
究
で
あ
る
よ
う
に
 思
わ
れ
る
。
 

そ
れ
で
は
、
今
日
は
ど
の
よ
う
な
問
題
関
心
の
下
で
 比
 較
 宗
教
研
究
を
方
向
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
 
。
合
理
主
義
も
依
然
 

と
し
て
重
要
な
論
点
だ
が
、
前
世
紀
の
実
践
的
合
理
主
 義
 
（
目
的
合
理
性
、
経
済
活
動
と
諸
宗
教
の
関
係
）
 と
 理
論
的
合
理
主
義
（
 諸
 

宗
教
間
の
理
解
可
能
性
、
概
念
相
対
主
義
 
ぬ
 
鰐
の
議
 ぬ
 
輔
を
経
て
、
現
在
は
あ
る
種
の
政
治
的
問
題
「
 他
 者
 と
い
か
に
共
存
す
る
 

か
 」
（
「
他
者
を
い
か
に
理
解
す
る
か
」
と
い
う
理
論
的
 ム
ロ
理
性
の
議
論
と
は
別
の
間
 
題
系
 と
し
て
）
が
 浮
 上
し
て
い
る
よ
う
に
 見
 

え
る
。
す
な
 む
 ち
、
ま
さ
に
第
一
節
で
問
題
化
し
た
こ
 と
で
あ
る
。
民
主
主
義
・
人
権
思
想
と
い
っ
た
近
代
的
 
原
理
に
は
立
た
な
い
 話
 

宗
教
に
お
い
て
、
宗
教
 ヒ
 政
治
・
社
会
は
、
ま
た
 公
と
 私
は
、
ど
の
よ
う
に
関
係
づ
け
ら
れ
て
き
た
の
か
。
 
そ
 れ
ら
の
宗
教
で
は
他
者
 

と
の
共
存
は
ど
の
よ
う
な
形
を
と
る
の
か
。
こ
 う
 い
っ
 た
 点
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
 
に
思
う
。
 

周
知
の
よ
う
に
、
宗
教
と
政
治
の
関
係
と
い
う
テ
ー
マ
 
で
は
、
政
教
分
離
概
念
の
研
究
を
初
め
と
し
こ
れ
ま
で
 
も
 盛
ん
に
研
究
が
行
 

わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
宗
教
比
較
は
 
、
 暗
黙
の
う
ち
に
「
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
他
者
」
と
い
う
 
図
式
に
則
っ
て
い
た
た
 

め
に
、
「
政
教
分
離
」
に
つ
い
て
は
研
究
の
蓄
積
が
あ
 る
 一
方
、
そ
の
対
立
項
は
十
分
に
分
節
化
さ
れ
る
こ
と
 す
ら
な
か
っ
た
 
ニ
 政
教
 

一
致
」
「
祭
政
一
致
」
「
神
政
政
治
」
と
い
っ
た
言
葉
は
 
あ
る
も
の
の
、
洗
練
さ
れ
た
概
念
で
は
な
い
）
。
す
な
 
ね
 ち
、
ユ
ダ
ヤ
教
 、
イ
 

ス
ラ
ム
 教
 、
ヒ
ン
 ド
ヴ
｜
教
 、
民
俗
宗
教
の
い
ず
れ
に
 も
 
「
宗
教
と
社
会
（
政
治
・
生
活
）
が
密
接
に
結
び
っ
 い
て
い
る
」
と
い
っ
た
 

似
か
よ
っ
た
 暖
味
 な
表
現
が
あ
て
が
わ
れ
る
だ
け
で
、
 そ
れ
ら
の
宗
教
に
お
い
て
宗
教
と
社
会
の
関
係
づ
け
が
 
ど
う
異
な
る
の
か
に
つ
 

い
て
比
較
考
察
が
深
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
 あ
 る
い
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
律
法
、
イ
ス
ラ
ム
教
の
シ
ャ
リ
 
｜
ア
 、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
 

の
 マ
ヌ
法
典
、
と
い
っ
た
諸
宗
教
の
「
 法
 」
の
比
較
 研
 究
も
未
だ
行
わ
れ
て
れ
な
い
。
 

厳
密
に
言
え
ば
、
筆
者
の
意
図
は
、
西
洋
に
代
え
て
 
東
 洋
を
主
体
と
す
る
比
較
を
し
よ
う
と
か
、
あ
る
い
は
 
単
 に
こ
れ
ま
で
手
薄
 だ
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空転する「対話」メタファー 

@
 
王
 

@
 
一
こ
れ
は
社
会
科
学
系
宗
教
学
は
理
論
的
で
な
い
と
い
う
 意
 味
 で
は
な
い
。
ポ
ス
ト
構
造
主
義
か
ら
ボ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
ル
 
批
 評
 ま
で
の
現
代
思
想
に
対
 

応
 し
て
き
た
の
が
こ
こ
で
言
う
批
評
派
、
そ
れ
と
は
別
に
宗
教
 
社
 全
学
中
心
に
展
開
し
て
き
た
の
が
社
会
科
学
派
で
あ
る
。
 

一
 
2
 一
門
の
。
 

0
.
 

Ⅰ
。
 

ゴ
コ
 
㌢
。
 P
 の
・
㏄
ド
ヨ
で
の
 

0
 コ
す
 缶
の
し
・
市
隠
あ
ぎ
ざ
 
パ
 ～
 
@
-
u
 

コ
ヘ
 
～
 
の
 
@
 
-
@
@
@
 

一
 
）
め
 

ゆ
口
～
）
 

-
 

や
い
め
や
 

@
@
h
@
 

～
 
-
u
 

や
い
わ
寸
 
め
れ
（
 

@
@
@
 

ぬ
 
n
 、
お
さ
・
 

Z
-
w
 

-
@
 

メ
 。
 ，
ぺ
 
0
 「
 
オ
 
O
 Ⅹ
 h
o
 
（
 
宙
 C
.
 ㌧
 

-
3
 ）
複
数
文
化
研
究
会
編
 
ズ
 複
数
文
化
）
の
た
め
に
巨
人
文
室
 
日
院
 、
一
九
九
八
年
、
一
 
｜
 二
頁
参
照
。
 

7
 
）
「
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
リ
ズ
ム
」
は
、
政
策
上
の
タ
ー
ム
 
と
し
て
使
わ
れ
る
場
合
と
批
評
派
の
タ
ー
ム
と
し
て
使
わ
れ
る
 場
 合
 が
あ
る
。
前
者
の
用
 

法
は
文
化
概
念
や
サ
バ
ル
タ
ン
問
題
へ
の
反
省
を
経
て
い
な
い
こ
 
と
が
多
く
、
批
判
を
受
け
て
い
る
。
 

何
 と
し
て
、
松
田
泰
二
「
 創
 発
的
文
化
の
ゆ
く
 

え
 」
、
大
澤
真
幸
，
北
田
暁
天
「
 
力
 ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
イ
ー
 
ズ
を
超
え
て
」
「
大
航
海
 
ヒ
 三
八
、
二
 

0
0
 

一
年
。
 

一
 
5
-
 
ア
メ
リ
 ヵ
 で
は
中
絶
を
め
ぐ
り
リ
ベ
ラ
ル
派
と
フ
ァ
ン
 

ダ
 メ
ン
タ
リ
ス
ト
が
衝
突
し
て
い
る
が
、
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
双
方
は
 
互
い
の
論
理
一
中
絶
 容
 

認
 ・
反
対
の
理
由
 -
 を
知
ら
な
い
か
ら
対
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
 な
い
。
相
手
を
理
解
し
て
は
い
る
が
賛
同
で
き
な
い
の
で
あ
る
 
。
 よ
 つ
て
こ
の
場
合
 

の
 
「
対
話
」
と
は
、
寛
容
の
精
神
の
下
に
学
 

ぴ
 合
う
こ
と
で
は
な
 
く
 、
双
方
が
自
己
の
考
え
を
保
持
し
た
ま
ま
事
例
ご
と
に
折
衝
 
を
と
る
と
い
う
こ
と
ほ
 

で
あ
る
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ス
ト
が
中
絶
手
術
を
行
 う
 医
師
を
 殺
害
し
た
場
合
は
、
殺
害
者
 は
 有
罪
と
法
廷
で
は
裁
か
れ
な
く
 て
は
な
ら
な
い
こ
と
 

巧
 

 
 

を
 納
得
し
て
も
ら
う
、
 
等
 Ⅰ
タ
リ
バ
ー
ン
に
よ
る
バ
ー
ミ
ヤ
 ン
 の
 大
仏
破
壊
も
、
宗
教
的
原
因
と
し
て
は
、
イ
ス
ラ
ム
と
仏
教
の
 教
義
の
違
 い
 で
は
 

と
 各
宗
教
伝
統
が
衝
突
し
て
い
る
と
い
う
現
代
の
国
際
 
関
係
の
解
明
に
、
宗
教
学
か
ら
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が
 
狙
 い
 で
あ
る
。
 そ
 

困
難
で
あ
っ
て
も
最
も
重
要
な
課
題
は
、
こ
れ
ら
の
 
占
 を
 論
じ
る
と
き
に
、
「
政
治
」
「
宗
教
」
と
対
象
を
西
洋
 的
な
概
念
区
分
に
 

て
 分
け
る
前
の
段
階
に
差
し
戻
し
て
か
ら
新
た
に
類
型
 
化
を
構
想
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

筆
者
が
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
の
は
、
以
上
の
論
点
を
 
踏
ま
え
、
政
教
関
係
（
現
時
点
で
は
括
弧
付
き
の
「
 
政
治
・
宗
教
」
 一
 

に
 諸
宗
教
の
類
型
論
的
分
析
を
行
い
、
次
い
で
そ
の
 
伝
 統
 的
な
政
教
関
係
が
近
代
の
政
教
分
離
と
い
う
理
念
，
 
制
度
の
下
で
ど
の
 

に
 変
容
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
歴
史
的
事
例
分
析
を
 
進
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
 

し
て
 

従
っ
 

を
抽
 

よ
う
 

っ
た
 分
野
（
実
践
論
・
 法
 研
究
）
を
補
お
う
と
い
う
も
 の
で
は
な
い
。
第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
な
、
西
洋
近
代
 的
 原
理
の
普
遍
性
主
張
 



な
く
、
西
洋
近
代
的
価
値
観
へ
の
イ
ス
ラ
ム
側
の
反
発
を
挙
げ
る
 
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
 

-
6
 ）
最
近
の
代
表
例
と
し
て
は
の
 
Q
 口
紅
 目
ヨ
目
ワ
 Ⅰ
 申
せ
ヱ
 
の
「
 す
隼
巴
 ・
 再
隠
鋸
ぎ
 
n
a
 ぉ
荘
 エ
父
ま
ひ
 
ぉ
 ん
武
 ト
汀
 ，
 之
 e
 毛
ぺ
 0
q
 
オ
 @
 ま
 

 
 

 
 

匹
 0
0
 
ョ
 -
 ナ
 ま
り
ま
ぎ
・
メ
 

タ
 「
・
 
ロ
 「
 
0
 目
ま
 0
0
 
ダ
再
叉
憶
ぎ
 浅
む
 ぎ
め
ぁ
 
～
 
せ
 ぬ
本
荘
 由
ご
ミ
 Q
s
 ね
憶
臣
こ
 
・
 Z0
 名
 ぺ
 0
 「
 下
 -
 の
 0
 三
ヨ
 臼
曲
己
 ・
 タ
目
 の
の
 

 
 

-
7
@
 
 
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
宗
教
間
対
話
論
者
と
批
評
 
派
の
接
点
が
見
え
て
く
る
。
例
え
ば
、
宗
教
の
性
差
別
問
題
の
 
研
究
者
の
中
に
は
、
女
性
 

ま
 

を
 解
放
す
る
に
は
宗
教
を
捨
て
る
し
か
な
い
と
す
る
立
場
（
華
ム
 

叩
 源
一
 と
 、
既
存
の
宗
教
も
改
革
次
第
で
性
差
別
克
服
に
向
か
え
 ると
説
く
立
場
 

-
 
政
 

重
源
一
が
存
在
す
る
。
後
者
の
川
 橋
 範
子
は
、
仏
教
性
差
別
批
判
 に
お
い
て
前
者
の
代
表
と
目
さ
れ
る
大
越
愛
子
に
対
し
て
、
「
 
仏
教
伝
統
が
修
復
 可
 

能
 で
あ
り
、
女
性
を
 
ヱ
ン
 パ
フ
ー
す
る
も
の
へ
と
変
容
す
る
可
能
 
性
 を
も
つ
と
信
じ
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
「
仏
教
の
再
 
創
 造
 

ポ
ス
ト
家
父
 

兵
制
仏
教
に
向
け
た
女
性
た
ち
の
対
話
」
「
宗
教
と
宗
教
の
（
 

あ
 ぃ
だ
こ
 
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
編
、
風
媒
 社
 、
二
 0
0
0
 
年
 、
 三
 0
 五
頁
 一
 。
女
性
 

の
 権
利
の
た
め
に
は
仏
教
を
完
全
に
否
定
す
べ
き
な
の
か
否
か
と
 い
う
こ
の
論
争
は
、
私
見
で
は
、
仏
教
の
教
義
の
中
に
、
近
代
 
酌
人
権
思
想
以
上
に
 

性
差
別
を
解
消
す
る
も
の
が
あ
る
と
、
経
典
の
再
解
釈
等
を
通
し
 
て
 示
せ
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
に
、
宗
教
間
対
話
論
と
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
が
問
題
を
共
有
 
し
て
い
る
と
わ
か
れ
ば
、
両
者
の
間
で
の
意
見
交
換
が
意
味
を
 
も
つ
て
く
る
だ
 
る
 

ぅ
 。
従
来
の
宗
教
間
対
話
の
多
く
は
、
理
論
に
お
い
て
も
実
践
に
 
お
い
て
も
 
-
 ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
階
層
・
政
治
的
色
同
質
的
な
集
 
団
の
内
部
で
行
わ
れ
 

て
き
た
。
ま
ず
そ
の
閉
鎖
性
を
変
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
同
時
 
に
 、
右
記
の
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
論
争
が
 、
 広
く
は
宗
教
と
人
権
 の
 問
題
系
に
属
す
る
 

と
 言
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
っ
て
女
性
の
「
語
る
権
利
」
の
問
題
を
 
論
壇
派
の
一
般
的
人
権
論
に
す
り
替
え
て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
 り 、
教
学
者
等
が
専
 

門
的
 権
威
の
下
に
、
女
性
の
た
め
に
経
典
を
再
解
釈
し
提
供
す
る
 
の
で
は
な
く
、
女
性
が
王
 
体
 的
に
そ
の
作
業
に
携
わ
る
こ
と
が
、
 

批
評
派
に
お
い
て
 

は
 重
要
な
の
で
あ
る
。
 

-
8
 一
 
こ
れ
は
、
宗
教
者
と
共
有
す
る
よ
う
な
、
宗
教
の
本
質
 
規
 定
 的
な
語
り
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
宗
教
と
人
権
の
テ
ー
マ
に
 
即
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
 

ま
で
の
研
究
史
の
中
で
反
省
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、
人
権
思
想
 
の
 
「
起
源
」
に
つ
い
て
の
語
り
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
こ
ま
で
 

便
 官
士
、
人
権
思
想
を
 

近
代
的
・
世
俗
的
思
想
と
表
現
し
て
き
た
が
、
人
権
概
念
は
キ
リ
 スト
 教
 思
想
の
中
に
そ
の
原
型
が
あ
り
、
し
た
が
っ
て
人
権
と
 
士
 
示
教
を
切
り
離
す
の
 

は
 不
当
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
論
争
に
勝
敗
 
を
 付
け
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
常
識
で
は
資
料
読
解
の
正
し
さ
 であ
り
、
そ
れ
は
 
研
 

究
 者
も
解
釈
 更
 に
自
ら
飛
び
込
む
こ
と
を
意
味
し
た
。
し
か
し
、
 

今
日
で
は
、
そ
も
そ
も
な
ぜ
人
権
概
念
の
起
源
を
歴
史
的
に
確
 
走
 す
る
必
要
が
あ
る
 

の
か
、
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
議
論
を
始
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
 

人
権
は
キ
リ
ス
ト
教
に
由
来
す
る
の
か
否
か
と
い
う
問
い
を
あ
 
え
て
追
究
し
続
け
る
 

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
理
由
と
戦
略
を
研
究
者
は
明
ら
か
に
す
べ
き
 
で
あ
り
、
起
源
の
客
観
的
な
存
在
を
暗
黙
の
前
提
と
し
た
ま
ま
 
で
は
な
ら
な
 

一
 
9
 一
 
こ
れ
ま
で
の
対
話
論
者
は
，
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
論
考
が
論
争
 
相
手
と
な
る
場
合
す
ら
、
こ
の
基
本
的
な
対
話
倫
理
は
共
有
さ
 
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
 
議
 

論
 を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
に
対
し
、
中
岡
成
文
と
大
澤
 
真
 幸
は
 、
 オ
ウ
ム
真
理
教
や
イ
ス
ラ
ム
復
興
運
動
を
引
き
合
い
に
 
出
し
、
そ
の
よ
う
な
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き
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
、
入
っ
て
く
る
情
報
量
 
が
 他
よ
り
も
多
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
ポ
ス
ト
構
造
 工
 義
一
つ
と
っ
て
も
 

北
米
や
仏
の
研
究
者
以
上
に
広
く
状
況
を
見
渡
せ
、
多
角
的
な
評
 価 が
で
き
る
位
置
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
 
位
置
か
ら
、
そ
の
分
 

瑚
 

 
 

祈
る
 フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
く
こ
と
に
は
意
義
が
あ
る
と
思
わ
 
れ
る
。
従
来
の
、
東
西
思
想
の
「
対
話
」
 

や
 、
「
日
本
か
ら
の
 
発
信
」
と
い
う
形
で
 

 
 

の
海
外
の
研
究
と
の
関
係
付
け
で
は
、
結
局
日
本
の
研
究
者
は
 イ
ン
フ
オ
ー
マ
ン
ト
と
し
て
の
 邑
ア
 の
 り
由
 
（
 キ
 ゼ
色
 0
 雙
 海
の
域
 を
 出
な
い
し
、
 

東
簾
 

西
 ・
日
本
 ｜
 西
洋
の
対
比
が
本
質
主
義
的
で
硬
直
化
し
て
い
る
 
嫌
 ぃ
 が
あ
る
。
 

同
様
に
、
宗
教
学
を
理
論
的
弱
者
と
し
て
で
は
な
く
、
社
会
学
の
 
理
論
も
、
人
類
学
の
理
論
も
 、
 他
の
諸
学
の
理
論
も
学
ん
で
い
 

る
 、
見
渡
し
の
き
 

く
 者
と
し
て
周
囲
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
と
 思
 わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
視
座
よ
り
、
筆
者
は
合
理
性
概
念
の
市
 整
 理
を
前
掲
の
論
文
 

-
 
「
「
呪
術
 
と
 ム
ロ
理
性
 
ヒ
 再
考
」
 -
 で
 試
み
て
い
る
。
 

一
 
%
 ）
 
木
 ・
巾
の
目
 
0
 コ
 ・
 ロ
 ・
 カ
ド
せ
す
僅
 
m
.
 
）
 ，
も
ミ
ご
呵
 
や
め
～
～
～
～
 

む
 W
 ミ
涛
 -
 で
 も
・
 
ト
 1
 り
 

@
 
）
 
き
こ
 ：
 つ
口
 
・
 ふ
 １
 %
.
 

「
比
較
宗
教
学
も
の
も
う
一
つ
の
 

混
 乱
 の
も
と
は
、
こ
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
的
比
較
批
判
を
、
 

二
 0
 年
一
 刊
の
 J
.
Z
.
 

ス
ミ
ス
に
 

よ
る
比
較
批
判
 -
 
宗
教
学
の
比
較
は
方
法
論
も
な
く
共
通
性
ば
か
 り
を
抽
出
し
、
科
学
的
厳
密
性
を
欠
く
と
い
う
批
判
 
-
 と
ほ
ほ
 同
一
視
し
て
い
る
こ
 

と
で
あ
る
。
科
学
的
で
な
い
と
い
う
批
判
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
 

比
較
は
科
学
で
は
な
く
 り
 （
（
で
あ
る
と
 調
 っ
て
い
る
の
だ
が
、
 
そ
 の
 内
容
に
つ
い
て
 

は
 各
論
文
と
も
心
許
な
い
。
マ
ク
ロ
比
較
を
唱
え
る
が
エ
リ
ア
ー
 
デ
的
 比
較
と
ど
こ
が
違
う
の
か
説
明
不
十
分
な
も
の
、
腰
の
引
 
け
た
実
証
主
義
的
 
比
 

敵
方
法
論
、
神
経
生
理
学
的
な
比
較
の
基
礎
付
け
 -
 比
較
は
生
得
 の
 能
力
だ
と
い
う
開
き
直
り
）
等
で
あ
る
。
 

元
 ）
正
確
に
は
、
こ
の
発
想
が
生
む
の
は
、
①
地
域
研
究
者
の
 専
門
性
に
比
べ
、
地
域
研
究
の
成
果
に
依
存
す
る
二
次
的
学
と
し
 ての
比
較
宗
教
学
は
 
デ
 

ィ
 レ
ッ
タ
ン
テ
イ
ズ
ム
に
止
ま
る
と
い
う
卑
屈
な
自
己
規
定
か
 
、
 ②
比
較
宗
教
学
は
、
各
地
域
研
究
を
総
合
す
る
「
 諸 学
の
女
王
」
 
で
あ
る
（
地
域
 
研
 

究
 者
は
宗
教
学
に
と
っ
て
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ン
ト
で
し
か
な
い
 
-
 と
 い
う
大
仰
な
自
負
の
ど
ち
ら
か
で
あ
る
。
比
較
宗
教
学
と
地
域
 
研
究
の
間
に
必
要
な
 

の
は
、
こ
の
よ
う
な
力
関
係
で
は
な
く
、
相
互
批
判
の
活
き
た
 
交
 流
 で
あ
る
。
 

万
 @
 
 「
批
判
」
と
い
う
舌
口
業
 は
 、
昨
今
は
本
稿
中
で
言
う
と
こ
 

ろ
の
批
評
派
（
ニ
ュ
ー
・
レ
フ
ト
的
立
場
か
ら
の
差
別
問
題
の
研
 究
 ）
を
指
す
た
め
に
し
 

ば
し
 ぼ
 使
わ
れ
る
（
 例
 
@
 批
判
的
 エ
 ス
 ノ
メ
ソ
ド
ロ
ジ
 
上
が
 、
 筆
者
は
こ
れ
を
特
定
 め
 イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
結
び
つ
け
ず
、
常
識
 ｜
 前
提
批
判
と
い
う
 

意
味
で
使
い
た
い
。
拙
論
「
「
 
鏡
 」
と
「
擁
護
 ヒ
円
 東
京
大
学
 宗
 教
学
年
報
」
は
、
一
九
九
六
年
参
照
。
ま
た
、
次
の
論
文
は
 、
比
 較
を
 
「
批
判
的
」
 

方
法
と
し
て
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
宗
教
学
の
カ
テ
ゴ
リ
 １
 の
西
洋
中
心
性
を
是
正
す
る
と
い
う
意
に
止
ま
る
。
 匹
下
 0
-
 
僅
 Ⅱ
の
内
の
。
 

:
 タ
 
メ
 @
 
す
 ㏄
（
 
-
 
の
 

し
 。
 ピ
 0
 コ
宙
 古
す
の
 
巾
 0
 の
（
 
w
 。
 
，
も
 寒
ハ
 吋
 ぎ
め
 こ
 こ
も
ご
 @
 
ぬ
 ～
 
オ
 ・
 ロ
 ・
 
ま
 

一
花
）
こ
れ
ら
二
種
の
比
較
に
つ
い
て
は
、
 

N
.
J
.
 

｜
 
「
社
会
科
学
に
お
け
る
比
較
の
方
法
」
山
中
 

訳
 、
玉
川
大
学
出
 版
 会
、
一
九
九
六
年
を
 

参
照
。
た
だ
し
、
こ
の
著
に
お
け
る
「
比
較
」
と
は
、
王
に
因
果
 
関
係
を
解
明
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
は
任
意
が
必
要
 であ
る
。
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本
 特
集
号
の
テ
ー
マ
は
「
近
代
・
ポ
ス
ト
近
代
 
と
 宗
教
的
多
元
性
」
で
あ
る
。
宗
教
間
対
話
は
将
来
ま
す
ま
す
 
重
要
に
な
る
と
予
想
で
 

き
る
反
面
、
こ
れ
に
対
す
る
種
々
の
批
判
も
な
さ
れ
て
い
る
。
 

ま
 た
 、
対
話
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
間
で
も
立
場
が
異
な
 つ
て
い
た
り
、
さ
ま
 

ざ
ま
な
三
題
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
対
立
し
た
り
し
て
い
る
。
本
垂
 

弗
支
 は
、
と
り
わ
け
第
二
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
以
降
に
な
さ
れ
 
た
 
「
宗
教
間
対
話
」
 

の
 実
情
を
ふ
ま
え
、
「
宗
教
間
対
話
に
何
を
期
待
で
き
る
の
か
」
 

を
 批
判
的
に
考
え
て
み
た
 

論
の
展
開
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、
諸
宗
教
の
独
自
の
教
 
理
 な
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
を
め
ぐ
っ
て
の
、
 

J
.
 
ヒ
ッ
ク
 と
 P
.
,
 り
 ・
 

ィ
ス
 と
の
対
立
を
一
瞥
す
る
 

一
 第
一
節
Ⅰ
こ
の
対
立
を
の
り
 越
 

 
 

の
 
「
プ
ロ
セ
ス
」
と
 

い
う
 程
を
 導
入
し
た
対
話
理
論
を
み
る
 一
 
第
二
節
 一
 
。
し
か
し
、
 

第
二
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
公
会
議
の
ち
と
も
宗
教
間
対
話
が
そ
れ
ほ
 ど
う
ま
く
い
っ
て
 

い
な
い
こ
と
に
鑑
み
て
、
カ
ブ
の
立
論
自
体
が
矛
盾
を
は
ら
ん
で
 
い
る
こ
と
を
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
，
フ
ィ
デ
イ
ズ
 
ム
の
 立
場
か
ら
考
察
 

す
る
 
-
 
同
師
 -
 。
そ
し
て
、
宗
教
間
対
話
が
い
き
 づ ま
っ
て
い
る
 
理
由
を
、
お
の
お
の
の
宗
教
が
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
い
 
る
こ
と
に
求
め
て
、
 

そ
の
シ
ス
テ
ム
は
独
自
の
「
規
則
」
か
ら
成
立
し
て
い
る
と
解
釈
 
す
る
。
そ
こ
で
、
「
規
則
」
と
い
う
 

見
 万
を
宗
教
や
教
理
の
分
 析
 に
も
ち
こ
み
、
 
一
 

つ
の
宗
教
間
対
話
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
、
 

G
.
A
 

ベ
ッ
ク
の
「
教
理
」
論
を
跡
づ
け
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
お
い
 

 
 

宗
教
の
（
規
則
）
が
異
な
る
場
合
に
も
宗
教
間
対
話
は
可
能
な
の
 
か
 」
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
生
じ
て
く
る
の
で
あ
る
 
-
 
第
三
 節
一
 。
最
後
に
 
、
こ
 

れ
ま
で
の
議
論
を
ふ
り
か
え
り
な
が
ら
、
宗
教
「
間
」
対
話
の
成
 
立
 は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
宗
教
間
対
話
か
ら
は
 
異
質
な
宗
教
の
「
 
接
 

触
 」
を
と
 お
 し
た
「
 自
 宗
教
理
解
の
深
化
」
以
外
の
成
果
は
あ
ま
 り 期
待
で
き
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
け
れ
ど
も
、
実
は
 
、
こ
 れ
は
大
き
な
成
果
で
 

 
 
 
 
 
 

あ
る
。
 

 
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
Ⅴ
宗
教
間
対
話
、
教
義
・
教
理
・
信
条
、
 

ヨ
 ホ
教
多
元
主
義
」
論
争
、
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
 

フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
、
 
ぎ
 

 
 

 
 

 
 

圏
 m
 の
、
規
則
 

独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
諸
宗
教
に
対
 話
 が
で
き
る
の
 

自
 宗
教
理
解
の
深
化
過
程
と
し
て
の
宗
教
間
 

対
話
 

か 

星
川
 
啓
慈
 



論
を
 

あ
 

義
や
 

教
の
 

 
 

あ
る
 

ま
 

あ
げ
 

こ
と
 

分
た
 

廃
 ・
 

が
集
 

ナ
つ
 
。
 

容
 ほ
 

混
乱
さ
せ
な
い
た
め
に
、
宗
教
や
宗
教
間
対
話
の
ど
の
 

部
分
を
本
論
文
で
は
重
要
視
す
る
か
を
、
明
確
に
し
て
 

お
く
。
 

る
 一
つ
の
宗
教
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
成
立
し
て
い
 

る
 。
聖
典
や
教
典
、
儀
礼
や
儀
式
、
信
者
や
共
同
体
、
 

運
動
や
実
践
、
 

教
 

教
理
や
信
条
、
言
語
や
象
徴
、
建
築
物
や
音
楽
 

ゃ
 絵
画
 
な
ど
、
例
を
あ
げ
れ
ば
き
つ
が
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
 

、
こ
こ
で
は
、
七
不
 

一
｜
一
 

教
理
・
教
義
，
信
条
と
い
わ
れ
る
も
の
を
重
視
し
た
い
 

。
な
ぜ
な
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
複
雑
に
か
ら
み
あ
 

い
な
が
ら
宗
教
を
 

上
げ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
が
諸
宗
教
（
と
り
わ
 

け
 聖
典
や
教
典
を
も
つ
宗
教
）
の
核
心
に
位
置
す
る
と
 

思
わ
れ
る
か
ら
で
 

 
 

 
 

 
 

て
み
よ
う
。
複
数
の
宗
教
の
神
学
者
や
知
識
人
が
集
ま
 

っ
て
、
諸
宗
教
の
哲
学
的
・
神
学
的
・
思
想
的
内
容
に
 

つ
い
て
議
論
す
る
 

。
宗
教
が
か
ら
む
武
力
衝
突
に
、
当
該
宗
教
の
指
導
者
 

が
 話
し
あ
っ
て
、
衝
突
を
や
め
さ
せ
る
こ
と
。
諸
宗
教
 

の
 一
般
信
徒
が
自
 

ち
の
宗
教
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た
り
、
自
分
に
と
っ
て
 

の
 他
宗
教
を
た
が
い
に
勉
強
し
る
う
こ
と
。
人
種
差
 

別
や
性
差
別
の
撤
 

ま
り
、
世
界
平
和
の
た
め
に
合
同
で
祈
り
を
さ
さ
げ
た
 

り
 、
一
同
に
介
し
て
坐
禅
を
く
む
こ
と
。
ま
だ
ま
だ
 

側
 は
あ
げ
ら
れ
よ
 

し
か
し
な
が
ら
、
本
論
文
で
は
、
「
複
数
の
宗
教
の
神
 

学
者
や
知
識
人
が
集
ま
っ
て
、
諸
宗
教
の
哲
学
的
・
 

神
 学
的
・
思
想
的
内
 

つ
い
て
 

議
 ぬ
刑
す
る
こ
と
」
を
ひ
と
ま
ず
念
頭
に
お
い
て
 

、
考
察
を
展
開
す
る
。
 

 
 
 
 

宗
教
と
か
宗
教
間
対
話
と
一
口
に
い
っ
て
も
、
こ
れ
ら
 
に
は
い
ろ
い
ろ
な
捉
え
方
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
 な
い
。
以
下
で
の
 議
携
 

 
 

は
じ
め
に
 

 
 

 
 



  
ジ 

在 っ ヨ 

者 く ン 
むこ り 

た そ そ 
い の う 

す ま で 
る ま あ 
太 宗 る 
間 教 と 

の 的 も 

さ Ⅰ 云   
ま 統 そ 
ざ 内 ぅ 

ま に で 
に 保 な 
異 時 い 
な さ と 

る せ も 

応 ま 言 
答 す ぇ 
で 。 ま   
と し 一 
い 他 方   

  
  ぞ 
ゆ宗 え教具 れ 
に 的 な   
教理 宗教 統は 

多 ど 体 
九 れ 系 
主 0 を 

義 美 そ 
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をもつ諸宗教に 対話がで           

れ 対 る 一 で 自 
フ ど 話 一 幸 あ 身 ヒ 1 

    
ヒ 

諸   
教 が め 

下拙 袈 

う れ 再 ・ 諸 に 
な た 解 ネ め い な 

教 

む - 
ま里   
均 
イヒ 

内 く っ と を 
と 

に 調 て い 独 
自 

，性 
の   堅 
持     

の し と 

に か な     
て そ 要 
し の 素   
き よ を 
っ う 切 

れ ら は 

て な り 

い 再 捨 

と の た 
い 支 め け 間 ね 」   



は
 教
理
を
再
解
釈
し
た
り
調
整
し
た
り
す
る
こ
と
も
あ
 
り
ま
す
。
 U
 

フ
イ
ル
し
か
し
、
あ
な
た
の
お
っ
し
や
る
メ
タ
 

理
弘
珊
 
、
つ
ま
り
多
元
主
義
的
仮
説
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
 
る
 教
理
体
系
は
 、
普
 

遍
 的
で
絶
対
的
な
相
容
れ
な
い
真
理
の
王
張
か
ら
、
 
た
 だ
 任
意
の
伝
統
内
で
し
か
有
効
で
な
い
特
殊
な
真
理
 
へ
 と
 格
下
げ
さ
れ
て
 

い
ま
す
。
 

ジ
ョ
ン
相
容
れ
な
い
特
殊
性
の
場
合
に
限
っ
て
は
、
 

確
か
に
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
解
決
し
よ
う
 
と
し
て
い
る
基
本
的
 

な
 問
題
を
思
い
返
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
対
立
す
る
信
念
 
体
系
の
な
か
で
は
、
せ
 い
ぜ
ぃ
 ど
れ
か
一
っ
 が
 最
終
的
 に
ま
た
普
遍
的
に
 

真
で
あ
り
う
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
 
そ
 ぅ
 し
た
信
念
体
系
の
機
能
す
る
諸
伝
統
は
、
結
果
か
ら
 
見
れ
ば
、
基
本
的
 

に
は
等
し
く
実
在
者
に
た
い
す
る
有
効
な
応
答
で
あ
 
る
 よ
 う
 に
思
え
る
の
で
す
。
今
、
実
在
者
そ
の
も
の
（
 
叶
ア
 
0
%
 の
注
 @
 
岸
 

の
匹
 こ
と
、
人
間
に
よ
っ
て
思
考
さ
れ
経
験
さ
れ
る
 
実
 往
者
と
を
区
別
し
て
み
る
と
、
そ
の
こ
と
が
よ
く
理
解
 
で
き
る
よ
 う
 に
 な
 

 
 

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
信
念
体
系
は
 
、
実
在
者
の
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
 
-
 
強
調
原
著
者
し
 現
わ
 れ
 に
ほ
か
な
ら
な
 

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
信
念
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
る
 複
数
の
現
象
的
リ
ア
リ
テ
ィ
に
つ
い
て
の
信
念
な
の
で
 
す
か
ら
、
相
互
に
 

相
容
れ
な
い
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
 
で
す
か
ら
、
信
念
が
そ
の
範
囲
内
で
ひ
き
下
げ
ら
れ
た
 
り
 
「
格
下
げ
」
 さ
 

れ
た
り
す
る
の
は
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
な
の
で
す
。
 

フ
ィ
ル
そ
し
て
、
そ
れ
が
き
わ
め
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
 

な
 再
 解
釈
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
ね
。
 

ジ
ョ
ン
え
え
、
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
一
つ
の
伝
統
 
だ
け
に
た
よ
る
絶
対
主
義
 か
 、
そ
れ
と
も
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
 宗
教
的
状
況
に
つ
 

い
 て
の
純
正
に
多
元
主
義
的
解
釈
か
の
、
ど
ち
ら
か
 
一
 万
を
 、
 私
た
ち
は
本
当
に
選
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
い
の
で
す
。
 
n
 
も
ち
 

ろ
ん
、
私
は
後
者
を
選
択
し
ま
す
。
 U
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伝 
統 
内 
  

  信者 

た 
ち 

叶へ @@ 

た 
教 的   

て 
  
自 

分 
た 
ち 

の 
伝 
統 
      絶 

意 の 再 に 大才 

の に 解 っ 的 
伝 な 釈 ぃ 真 
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か つ ば む 美いい 、 なつ崇 教被 り 象 を 

  



主
義
者
自
身
が
望
ま
し
い
と
思
う
よ
う
な
変
革
を
推
進
 
す
る
か
否
か
で
大
き
く
左
右
さ
れ
る
」
の
で
あ
る
。
 
さ
 ら
に
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
 

判
断
さ
れ
る
か
（
そ
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
、
あ
る
い
は
 拒
否
さ
れ
る
か
）
は
「
そ
の
教
理
が
特
定
の
個
人
や
土
 ハ
 
同
体
に
対
し
て
、
多
元
 

2
 
P
.
J
.
 
グ
リ
フ
ィ
ス
の
ヒ
ツ
ク
批
判
と
「
キ
リ
 
ス
ト
 教
 教
理
の
唯
一
性
の
擁
護
」
 

こ
う
し
た
ヒ
ッ
ク
お
よ
び
彼
の
支
持
者
た
ち
の
考
え
方
 
に
 対
し
て
、
「
ヒ
ッ
ク
 
と
 多
元
主
義
者
た
ち
の
キ
リ
ス
 
ト
教
 教
理
の
理
解
は
 

浅
薄
で
あ
る
」
と
痛
烈
な
批
判
を
浴
び
せ
て
、
キ
リ
ス
 
ト
教
 教
理
の
唯
一
性
 
ぎ
コ
ぢ
 仁
の
 
コ
 の
の
の
）
を
擁
護
し
て
い
 る
 P
.
J
.
 
グ
リ
フ
ィ
 

ス
の
見
解
を
見
て
み
よ
う
。
 
ニ
 

グ
リ
フ
ィ
ス
に
 よ
 れ
ば
、
ヒ
ッ
ク
た
ち
が
共
有
し
て
 ぃ
 る
 前
提
の
一
つ
は
、
「
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
の
重
要
 な
 支
柱
で
あ
っ
た
 持
 

株
主
義
的
・
排
他
主
義
的
・
絶
対
主
義
的
な
教
理
が
 
、
 少
な
く
と
も
そ
の
作
成
者
や
唱
導
者
や
信
奉
者
が
真
理
 
と
 見
な
し
た
と
お
り
の
 

し
か
た
で
は
も
は
や
真
理
で
は
あ
り
得
な
い
」
と
い
う
 も
の
で
あ
る
。
そ
の
帰
結
と
し
て
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
 
に
た
い
す
る
伝
統
的
な
 

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
態
度
の
大
部
分
は
放
棄
さ
れ
ね
ば
な
 
ら
ず
、
宣
教
学
な
ど
と
い
う
学
問
は
考
え
直
さ
な
け
 
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
 

「
キ
リ
ス
ト
教
教
理
の
多
く
（
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
論
 と
 三
位
一
体
 ぬ
 
巴
は
そ
の
根
底
か
ら
再
構
成
さ
れ
ね
ば
 
な
ら
な
い
」
こ
と
に
な
 

る
 。
な
か
で
も
第
一
に
拒
否
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
 、
 「
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
が
他
宗
教
の
構
成
し
信
じ
て
 き
た
教
理
に
対
し
て
 規
 

範
 的
な
優
越
性
を
有
し
て
い
る
」
と
い
う
主
張
で
あ
る
 
。
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
宗
教
的
教
理
の
性
格
や
機
能
に
つ
 
い
て
宗
教
多
元
主
義
者
 

た
ち
の
多
く
が
前
提
し
て
い
る
理
解
は
「
ま
こ
と
に
 貧
 弱
 で
あ
る
」
と
糾
弾
し
つ
つ
、
宗
教
共
同
体
に
お
い
て
 教
理
が
実
際
に
果
た
す
 

役
割
の
多
様
さ
ほ
つ
い
て
「
彼
ら
は
特
に
理
解
を
欠
い
 
て
い
る
」
と
強
調
し
て
い
る
。
 

ま
た
、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
、
多
元
主
義
者
の
教
理
に
つ
い
 
て
の
一
面
的
理
解
を
批
判
し
、
彼
ら
は
「
あ
る
特
定
 
の
 
（
あ
る
い
は
一
連
 

の
 ）
教
理
を
信
じ
る
こ
と
が
、
個
人
や
共
同
体
に
及
 
は
 す
 変
革
と
い
う
影
響
だ
け
に
注
意
を
向
け
る
」
と
い
う
 
。
教
理
が
ど
の
よ
う
に
   



 
 

お
り
、
ほ
か
の
次
元
は
ぜ
ん
ぶ
こ
れ
か
ら
派
生
す
る
と
 
い
，
っ
 。
 

 
 

 
 

し
い
行
為
の
概
要
を
示
す
こ
と
は
、
教
理
の
 役
割
の
一
つ
で
あ
る
。
つ
ま
り
教
理
は
、
共
同
体
の
祭
 

を
 支
配
す
る
諸
規
則
と
し
て
機
能
す
る
。
そ
の
集
団
の
 成
員
に
要
求
さ
れ
る
ふ
さ
わ
 

儀
 行
為
の
基
本
を
提
供
し
、
 

話
 

 
 

 
 

教
 

七
 
%
 

そ
の
成
員
が
自
己
の
宗
教
生
活
を
反
省
し
分
析
す
る
た
 
め
に
用
い
る
概
念
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
作
り
、
さ
ら
に
よ
 り
 
一
般
的
に
 、
そ
 

諸
 

 
 

の
 共
同
体
の
知
的
，
 情
的
 ・
実
際
的
な
生
活
を
構
成
し
 秩
序
だ
て
る
。
 

 
 

 
 

 
 

も
の
を
排
除
し
、
異
端
を
斥
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
 
、
概
 金
的
に
も
実
践
的
に
も
そ
の
 

 
 

 
 

集
団
の
境
界
を
定
義
す
る
。
 

 
 

虹
 

㈹
教
理
は
、
そ
れ
を
信
奉
す
る
共
同
体
の
霊
的
 
な
 経
験
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
を
形
成
す
る
  
 

155 (361) 

l か 

革
や
影
響
の
如
何
に
か
か
わ
り
な
く
、
そ
れ
自
身
に
お
 
い
て
受
け
取
ら
れ
る
べ
き
真
理
な
の
で
あ
る
」
と
い
 
ぅ
 も
の
で
あ
る
。
そ
し
 

て
 、
以
下
で
し
め
す
よ
う
に
、
宗
教
の
教
理
が
も
つ
 諸
 次
元
の
う
ち
で
「
も
っ
と
も
重
要
な
次
元
と
思
わ
れ
る
 
も
の
」
を
五
つ
あ
げ
て
 

あ
り
方
に
つ
い
て
の
真
理
を
表
現
し
て
い
る
、
と
考
え
 
て
い
る
」
「
そ
の
真
理
は
、
そ
れ
を
信
ず
る
こ
と
で
 起
 こ
る
か
も
し
れ
な
い
 変
 

の
 教
理
に
つ
い
て
の
見
解
は
、
「
宗
教
の
教
理
を
作
り
土
 げ
た
人
間
や
そ
れ
を
信
ず
る
人
間
は
、
ふ
つ
 
ぅ
 は
 そ
 の
 教
理
が
も
の
ご
と
の
 

型
 と
の
結
び
っ
き
（
偶
然
で
し
ば
し
ば
根
拠
の
薄
弱
な
 結
び
っ
き
）
を
指
摘
す
る
」
だ
け
で
あ
る
。
 

さ
て
、
右
の
よ
う
に
、
ヒ
ッ
ク
お
よ
び
宗
教
多
元
主
義
 者
た
ち
の
教
理
に
つ
い
て
の
無
理
解
を
厳
し
く
批
難
 
す
 る
 グ
リ
フ
ィ
ス
自
身
 

よ
れ
ば
、
ヒ
ッ
ク
は
「
主
要
な
宗
教
集
団
の
中
心
的
 
教
 埋
を
舌
口
下
に
誤
り
で
あ
る
」
と
断
定
す
る
う
え
に
、
「
 そ
の
否
定
的
判
断
に
際
 

し
て
、
対
象
と
な
る
宗
教
集
団
の
考
え
方
を
参
照
す
る
 こ
と
も
せ
ず
、
そ
の
教
理
の
認
知
的
内
容
や
そ
れ
を
 信
 ず
る
人
々
の
知
的
誠
実
 

さ
を
論
ず
る
こ
と
も
し
な
い
」
。
そ
こ
で
ヒ
ッ
ク
が
 お
プ
 
」
な
う
こ
と
は
「
も
っ
ぱ
ら
そ
の
教
理
と
自
分
自
身
が
 嫌
う
行
動
や
態
度
の
類
 



㈲
教
理
は
、
宗
教
共
同
体
の
成
員
を
教
育
す
る
手
段
と
 
し
て
機
能
す
る
。
 

㈲
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
宗
教
共
同
体
は
、
教
理
が
認
知
 
的
 内
容
を
有
し
て
お
り
、
救
い
に
有
益
な
真
理
が
そ
こ
 
に
 表
現
さ
れ
て
い
る
 

と
 考
え
て
い
る
。
 

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
グ
リ
フ
ィ
ス
に
よ
れ
ば
、
第
一
 
に
 明
白
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
「
あ
る
宗
教
共
同
 
体
の
中
心
的
教
理
が
 

そ
れ
ほ
ど
容
易
に
放
棄
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
ま
し
 
て
や
ヒ
ッ
ク
た
ち
が
提
案
す
る
よ
う
な
皮
相
で
実
際
的
 
な
 理
由
か
ら
放
棄
さ
れ
 

る
の
は
困
難
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
中
心
的
 
な
 教
理
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
「
共
同
体
成
員
の
信
 
仰
 教
育
の
上
で
も
常
に
 

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
」
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
 
そ
 れ
は
「
伝
統
に
深
く
根
づ
い
た
教
理
で
あ
ろ
う
し
、
 
そ
 の
 共
同
体
が
教
理
的
に
 

受
け
入
れ
ら
れ
な
い
も
の
を
排
除
す
る
た
め
に
く
り
 
返
 し
 用
い
る
こ
と
で
、
い
っ
そ
う
形
成
さ
れ
て
き
た
も
 
の
 」
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
 

に
 、
そ
の
よ
う
な
教
理
は
「
い
つ
も
そ
れ
を
信
奉
す
る
 
共
同
体
の
霊
性
や
祭
儀
慣
習
と
密
接
不
可
分
に
結
び
つ
 
い
て
、
共
に
成
長
し
て
 

き
た
も
の
」
で
も
あ
ろ
う
。
最
後
に
、
宗
教
共
同
体
は
 
「
た
と
え
一
見
き
わ
め
て
排
他
主
義
的
に
見
え
る
教
理
 で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
 

を
 端
的
に
真
と
み
な
し
続
け
る
」
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
 
て
 、
グ
リ
フ
ィ
ス
は
「
キ
リ
ス
ト
教
教
理
の
唯
一
性
 
」
を
擁
護
す
る
に
い
た
 

る
 。
彼
の
見
解
は
 
ヨ
 示
教
が
つ
く
る
 虹
 」
に
登
場
す
る
 
「
フ
ィ
ル
」
の
見
解
と
よ
く
似
て
い
る
。
 

以
上
で
、
ヒ
ッ
ク
 と
 グ
リ
フ
ィ
ス
の
教
理
に
た
い
す
る
 正
反
対
の
見
解
を
あ
と
づ
け
て
き
た
。
こ
の
対
立
は
 
、
 宗
教
間
対
話
の
論
考
 

た
ち
の
二
つ
の
立
場
（
多
元
主
義
と
包
括
主
義
に
限
定
 
す
る
必
要
は
な
い
）
を
鮮
明
に
代
表
し
て
い
る
、
 
と
思
 わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
 

ら
 、
こ
の
対
立
は
並
行
 線
 を
た
ど
る
だ
け
で
あ
り
、
 

対
 正
 解
消
の
糸
口
は
見
い
だ
せ
な
い
だ
ろ
う
。
 

そ
こ
で
、
こ
の
対
立
解
消
の
手
が
か
り
を
さ
が
す
た
め
 
の
 、
ま
た
宗
教
間
対
話
を
う
ま
く
展
開
し
て
い
く
た
め
 
の
 理
論
的
な
支
柱
を
 

提
供
し
て
く
れ
そ
う
な
、
 

J
.
B
.
 
カ
ブ
 
・
Ⅱ
の
議
論
 に
 目
を
転
じ
よ
う
。
こ
れ
は
「
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
 ダ
 イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
考
え
方
   



 
 
 
  

 

ね
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

 
 

 
 

こ
れ
が
 ヵ
ブ
 の
基
本
的
な
立
場
だ
が
、
宗
教
間
対
話
を
 ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
捉
え
る
彼
は
 
、
宗
 教
 問
対
話
に
よ
っ
て
 

 
 

 
 

 
 

 
 

蛆
 

対
話
の
参
加
者
が
、
そ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
も
 
の
に
目
を
開
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
己
の
現
実
理
解
 が
 深
ま
り
、
自
己
が
ふ
く
ま
 

を
 背
後
に
有
し
て
お
り
、
き
わ
め
て
魅
力
的
な
議
論
で
 
あ
る
。
 

二
 

」
・
 B
.
 
カ
ブ
 ・
几
の
「
宗
教
多
元
主
義
 」
と
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
・
フ
ィ
デ
 

イ
ズ
ム
 

1
 
 カ
プ
の
「
古
本
敷
多
元
主
義
」
 

カ
ブ
 は
ヒ
ッ
ク
た
ち
の
「
多
元
三
 義
 」
を
容
認
し
な
い
 の
だ
が
、
自
分
は
「
よ
り
完
全
で
真
正
な
多
元
主
義
」
 
の
 立
場
に
た
つ
と
い
 

そ
の
彼
が
も
と
め
る
多
元
主
義
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
 
宗
教
伝
統
が
自
己
の
本
性
や
目
的
を
自
分
で
定
義
し
 
、
 そ
の
多
元
主
義
の
枠
内
 

る
 。
す
な
 ね
 ち
、
次
の
よ
う
に
彼
は
述
べ
る
の
だ
 

か
ら
は
、
彼
自
身
の
信
仰
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
 

で
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
要
素
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
自
 一

方
で
、
「
私
は
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
性
を
肯
定
し
 

公
 で
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
類
の
多
元
主
 

性
が
 肯
定
さ
れ
る
と
同
時
に
、
他
宗
教
の
唯
一
性
も
 

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
も
 

肯
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
 

義
 で
あ
る
。
こ
の
見
解
 

 
 

和
 
ち
ろ
ん
、
強
調
し
て
舌
口
う
が
、
そ
の
通
り
で
あ
る
 」
「
私
は
、
他
者
へ
の
開
放
性
に
も
っ
と
も
深
く
て
 広
 い
 根
拠
を
提
供
す
る
の
は
 
キ
 

 
 

肝
 
リ
ス
ト
 教
 中
心
王
 義
 で
あ
る
、
と
確
信
し
て
い
る
 」
と
、
自
分
の
信
じ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
性
を
 
明
言
 ロ
 す
る
。
 し
ふ
 
Ⅰ
 し
、
テ
 
し
か
り
 

舌
 

胡
 

一
方
で
、
儒
教
・
仏
教
・
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
・
イ
ス
 ラ
ー
ム
・
ユ
ダ
ヤ
教
の
唯
一
性
を
も
肯
定
し
つ
つ
、
「
 そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
唯
一
性
 

 
 

 
 

し
を
も
包
括
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
お
の
お
の
の
 

歴
 更
 に
由
来
す
る
規
範
に
照
ら
 

い
し
て
最
重
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
実
現
す
る
 
能
 力
 に
お
い
て
、
お
の
お
の
の
宗
教
は
優
越
性
を
有
し
て
 い
る
」
と
も
明
言
し
て
い
る
 

 
 



れ
て
い
る
規
範
が
拡
大
さ
れ
る
、
と
考
え
て
い
る
。
 

諸
宗
教
の
伝
統
が
お
た
が
い
の
存
在
を
知
る
よ
う
に
な
 
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
た
が
い
の
良
さ
を
み
と
め
る
傾
向
が
 
発
展
す
る
。
 出
 

会
い
に
よ
っ
て
お
た
が
い
に
何
か
を
学
ぶ
、
と
い
う
こ
 
と
が
承
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
学
ん
だ
の
は
、
 自
己
自
身
の
伝
統
 

の
な
か
で
無
視
さ
れ
て
き
た
面
を
再
評
価
す
る
こ
と
だ
 、
と
 主
張
す
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
…
：
 ら
 か
し
、
現
実
 に
は
、
そ
こ
で
も
 

た
ら
さ
れ
る
新
し
い
理
解
は
、
自
己
の
伝
統
だ
け
を
 学
 ん
 で
 い
 た
の
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
な
の
で
 あ
る
。
 

さ
ら
に
、
次
の
よ
う
に
も
語
っ
て
い
る
。
 

 
 

多
く
の
場
合
、
人
が
他
者
か
ら
学
ぶ
の
は
、
ま
さ
に
 
一
 人
の
信
仰
者
と
し
て
 
嬢
調
 原
著
 竜
 、
真
の
智
慧
が
ど
 の
 特
定
の
伝
統
 

の
 現
有
す
る
も
の
を
も
超
え
て
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
、
 信
ず
る
か
ら
な
の
で
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
自
己
の
属
す
る
伝
統
 

が
こ
れ
ま
で
達
成
 

し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
超
え
る
真
理
や
智
慧
が
存
在
す
 
る
と
い
う
信
念
は
、
自
己
の
伝
統
が
現
実
の
重
要
な
諸
 局
面
を
把
握
し
た
 

こ
と
を
信
じ
つ
つ
も
、
現
実
の
総
体
は
常
に
そ
れ
以
上
 
の
も
の
で
あ
る
、
と
信
ず
る
こ
と
で
あ
る
。
：
…
・
生
に
 つ
い
て
、
そ
れ
ゆ
 

え
 ま
た
宗
教
伝
統
に
つ
い
て
の
究
極
的
に
正
し
い
規
範
 
は
 、
現
存
す
る
い
か
な
る
定
式
化
を
も
超
え
た
と
こ
ろ
 
に
あ
る
こ
と
も
 意
 

抹
 す
る
。
対
話
が
進
む
に
 つ
 れ
 、
 人
は
そ
れ
ま
で
見
え
 て
い
な
か
っ
た
現
実
の
諸
局
面
を
垣
間
見
せ
ら
れ
る
よ
 
う
に
な
る
。
 

な
る
ほ
ど
、
「
現
実
に
は
、
そ
こ
で
も
た
ら
さ
れ
る
 新
 し
 い
 理
解
は
、
自
己
の
伝
統
だ
け
を
学
ん
で
い
た
の
で
 
は
 得
る
こ
と
の
で
き
 

な
い
も
の
な
の
で
あ
る
」
と
か
「
対
話
が
進
む
に
 
つ
 れ
 、
 人
は
そ
れ
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
現
実
の
諸
局
面
 
を
 垣
間
見
せ
ら
れ
る
よ
 

う
に
な
る
」
の
は
喜
ぼ
し
い
こ
と
で
あ
る
。
カ
ブ
の
 
見
 解
は
極
め
て
魅
力
的
で
あ
る
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
 ヵ
ブ
 が
こ
の
対
話
理
論
の
大
枠
を
あ
 ら
わ
し
た
の
は
、
一
九
八
三
年
の
「
対
話
を
超
え
て
 

キ
リ
ス
ト
教
と
仏
 

教
の
相
互
変
革
」
（
起
原
時
 
行
訳
 、
行
路
 社
 、
一
九
八
五
年
 
-
 に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
 二
 0
 年
 ち
か
く
た
っ
 た
 現
在
、
宗
教
間
対
話
   



独自 の システムをも つ 諸宗教に対話が できるのか 

携
わ
っ
て
い
る
宗
教
者
の
多
く
は
、
自
分
の
生
の
体
験
 

を
 参
考
に
し
て
そ
の
文
書
を
読
み
返
し
て
み
る
と
、
 

当
 時
の
教
会
の
考
え
方
の
 

限
界
に
ま
す
ま
す
気
づ
く
こ
と
に
な
る
」
「
他
宗
教
に
 

対
す
る
開
か
れ
た
態
度
が
い
か
に
取
り
に
く
く
、
た
だ
 

ち
に
解
決
で
き
そ
う
も
 

159 

い
か
え
れ
ば
、
そ
れ
ま
で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
態
度
 を
 
「
対
決
」
か
ら
「
対
話
・
協
力
」
 へ
 変
え
た
点
で
 画
 期
 的
な
も
の
と
さ
れ
た
 

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
く
の
識
者
が
述
べ
て
い
る
よ
 う
に
、
宗
教
間
対
話
は
質
・
量
と
も
に
当
時
期
待
さ
れ
 
た
ほ
ど
成
功
し
て
い
る
 

と
は
舌
ロ
い
が
た
い
。
た
と
え
ば
、
 
J
.
 ス
イ
 ン
 ゲ
ド
｜
 は
 
「
三
十
数
年
経
た
今
 @
 暦
二
 

0
0
0
 

色
 、
と
く
に
 実
際
に
宗
教
間
対
話
に
 

  

 
 

め
 、
も
つ
と
温
か
い
理
解
を
も
っ
て
そ
れ
ら
の
宗
教
 
活
 動
 
・
文
化
活
動
と
の
共
存
・
協
働
の
道
を
模
索
し
た
 公
 会
議
」
で
あ
っ
た
。
 

言
 

ク が 、 の つ 
教 、 ま な   
ム ム す じ か て 
の べ め に の 

伝 て な 見 
  
一 

統 の 尊 い 
        

的 人 敵 だ 
  

姿 を の さ @@@ 
勢 無 念 れ イ l@ 小 @ ・ 

を ら な る 
改 す も 真 つ 

ぎ ま @ 
    の 第 2 こ カ 

の 真 っ 実 力 百 三 こ ブ 
公 理 て で ト 者 ヴ 宗 で が 

会 の 考 尊 り な ァ 教 素 
義 光 察 い ッ 一 テ 間 

描し 宗教 

間 た 対話の は「 現 線を示 する。 ものを 教会 ク 節があ ィヵン 対 と 

話 お   行き 代 世界それらすこと よ、こ 何も排 @ る 。 公会 な に 

の も は 斥 れ   か 進 
諸 ま 、 し ら 採 り な 展 

択 か し 
さ う て   れ ま い 

た く る 

    円ヒ しその他 れら 保持し ぇ よ、 。 一 一 6 キ か だ 
  、 の ン   な ろ 

各 ス つ , 
種 

諸宗教 提示す 

    か 

居 、 教 と 
曲柑 、 ， 口 る の 教     
@@ @@ も イ二テ   外 
対 の 動 仏   
  

車 5 
実 

て とと教 @ 生・ 諸ゐ 

不皓笘 

c 

も 多 活 イ 目 

く の ス サ @ し 
  

を 

  0 棟 う 対 転 
れ す   
ま   る て 

で 異 域   教 み 
  ヱ瓦 た 
カ ム む律ユ の つとタ 。   
  て 教 ヤ 態 

  

  ぃ 義 教 度 
  る を 一 c 



あ
る
も
の
が
い
か
な
る
種
類
の
対
象
で
あ
る
か
は
、
 
文
 法
 が
述
べ
る
。
（
文
法
と
し
て
の
神
学
）
 @
 三
 セ
三
塑
 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
い
う
「
文
法
」
や
「
規
則
 」
を
め
ぐ
る
見
解
に
つ
い
て
、
多
く
の
哲
学
者
が
議
論
 
し
て
い
る
が
、
こ
こ
 

3
 
 
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
・
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
 

ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
哲
学
的
探
究
 ヒ
 の
な
か
 で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
 

 
 

本
質
 
寅
調
 原
著
芭
は
文
法
の
な
か
で
述
べ
ら
れ
て
 
ぃ
 る
 。
 一
 
第
三
七
一
節
 一
 

「
あ
る
本
性
の
必
然
性
に
対
し
て
 @
 語
内
で
相
関
し
て
 い
る
唯
一
の
も
の
は
、
蒸
煮
的
な
規
則
 

規
則
こ
そ
、
ひ
と
が
そ
の
本
性
の
必
然
性
か
ら
命
題
の
 
な
 か
へ
抽
出
し
て
く
る
こ
と
の
で
き
る
 
唯
 

 
 

れ
を
考
察
し
て
み
よ
。
 

-
 
第
三
七
二
節
 -
 

売
 の
幅
の
こ
で
あ
る
。
か
か
る
 

一
の
も
の
な
の
で
あ
る
。
」
 こ
 

る
 。
こ
れ
は
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
・
フ
ィ
デ
 
イ
ズ
ム
が
強
調
す
る
論
点
で
も
あ
る
。
 

 
 

 
 

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
お
の
お
の
 
の
 宗
教
は
閉
じ
た
シ
ス
テ
ム
を
構
成
し
て
い
る
、
と
い
 
う
こ
と
に
も
と
め
ら
れ
 

一
 
8
-
 

な
い
難
問
を
ど
れ
ほ
ど
含
ん
で
い
る
か
が
よ
く
わ
か
る
 」
と
嘆
い
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
難
問
で
 
七
の
る
。
こ
の
育
三
日
の
七
仏
 

か
に
は
、
教
会
が
他
宗
教
の
な
か
に
「
す
べ
て
の
人
を
 照
 ら
す
真
理
の
光
線
」
を
見
い
だ
し
て
い
る
旨
が
書
か
 
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
 

「
他
宗
教
に
真
理
の
光
線
が
見
ら
れ
る
」
と
判
断
す
る
 権
 限
は
誰
が
も
っ
て
い
る
の
か
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
か
 
。
そ
の
判
断
の
さ
い
、
 

何
を
基
準
に
す
る
の
か
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
 
か
 。
 そ
 の
 判
断
は
、
他
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
に
共
通
す
る
部
 
公
 だ
け
を
評
価
し
て
、
 

異
質
な
も
の
に
は
否
定
的
判
断
を
く
だ
す
こ
と
に
な
ら
 な
い
か
 0
 こ
の
よ
う
な
疑
問
で
あ
る
。
 

宗
教
間
対
話
が
う
ま
く
い
か
な
い
理
由
の
一
つ
は
、
 
い
 う
ま
で
も
な
く
、
人
間
や
宗
教
の
根
底
に
ひ
そ
む
排
他
 
性
 ・
非
寛
容
・
自
分
   



ね
 

を
な
す
言
語
ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
自
律
性
を
保
持
し
 
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
非
キ
リ
ス
ト
教
的
言
語
ゲ
ー
ム
 か
 ら

の
批
判
や
攻
撃
は
意
味
を
㎝
 

 
 

 
 

な
さ
な
い
。
 

 
  

 

 
 

蛆
 

フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
に
は
 護
 教
的
な
色
彩
が
強
く
み
 ら
れ
、
こ
れ
に
立
脚
す
る
と
、
科
学
や
他
宗
教
か
ら
な
 
さ
れ
る
外
か
ら
の
批
判
を
回
 

 
 

け
れ
ど
も
、
そ
の
お
お
ま
か
な
主
張
は
 、
 次
の
よ
う
に
 要
約
で
き
る
。
Ⅲ
他
の
も
の
 

話
 

携
 
と
は
異
質
な
言
語
ゲ
ー
ム
お
よ
び
生
活
形
式
は
 、
 そ
れ
ぞ
れ
が
あ
る
が
ま
ま
で
秩
序
だ
っ
て
お
り
、
そ
れ
 
ぞ
れ
が
真
と
 偽
 、
合
理
と
非
 

 
 

諸
 
票
合
理
、
有
意
味
と
無
生
息
 
散
：
 

味
 、
証
拠
と
反
証
な
ど
に
 つ
い
て
の
独
自
の
基
準
や
規
範
を
内
蔵
し
て
い
る
。
㈲
 そ
れ
ゆ
え
、
あ
る
体
系
を
形
 

れ
 
成
し
て
い
る
言
語
ゲ
ー
ム
お
よ
び
生
活
形
式
は
外
 
部
か
ら
の
批
判
を
免
れ
て
い
る
。
㈹
そ
し
て
、
キ
リ
ス
 
ト
 教
も
独
自
の
閉
じ
た
体
系
 

 
 

 
 

ス
は
 
「
真
な
る
も
の
と
 
偽
 な
る
も
の
と
を
区
別
す
る
た
 め
の
基
準
は
 、
 む
ろ
ん
、
宗
教
の
内
部
で
 
@
 識
原
著
者
 し
 見
い
だ
さ
れ
る
」
と
 

か
 
「
 
&
 ホ
教
言
語
は
へ
物
事
が
い
か
に
あ
る
か
）
に
つ
い
 て
の
解
釈
で
は
な
い
。
そ
う
で
は
な
く
、
信
者
に
と
っ
 
て
へ
 物
事
が
い
か
に
あ
 

理
性
の
た
め
に
独
特
な
基
準
を
有
し
て
い
る
点
で
 

系
 ）
を
形
成
し
て
い
る
。
Ⅰ
当
該
の
言
語
ゲ
ー
ム
 

｜
ム
 と
し
て
捉
え
る
こ
と
に
批
判
的
な
 W
.
 オ
ー
ル
ス
 

6
 か
）
を
決
定
す
る
の
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。
 

一
 
も
し
く
は
い
く
つ
か
の
）
概
念
を
定
義
で
き
る
可
能
性
 

、
 「
キ
リ
ス
ト
教
の
論
議
 領
界
 が
特
殊
な
 @
@
 

ロ
語
ゲ
ー
ム
 

の
し
へ
外
に
あ
る
）
諸
概
念
に
も
と
づ
い
て
、
あ
る
 @
 

自
ら
を
「
旧
体
制
型
の
実
在
論
者
」
と
称
し
、
キ
リ
ス
 

ト
ン
で
さ
え
も
、
「
あ
る
舌
口
語
ゲ
ー
ム
に
属
す
る
 

諸
概
 

は
な
い
」
と
語
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
 諸
概
 

を
 構
成
し
て
い
る
可
能
性
」
 

語
 ゲ
ー
ム
の
す
べ
て
の
 

念
は
（
閉
じ
ら
れ
た
 体
 

念
の
理
解
や
信
念
の
合
 

ト
 教
を
閉
じ
た
舌
口
語
 ゲ
 

抑
を
探
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
を
閉
じ
た
体
系
を
も
つ
も
の
と
考
え
 

百
一
六
六
１
 

%
 。
こ
と
 え
ま
 、
フ
ィ
デ
イ
ス
ト
の
代
表
と
目
さ
れ
る
 
D
.
Z
.
 フ
ィ
リ
ッ
プ
 

で
は
そ
れ
ら
を
紹
介
で
き
な
い
。
し
か
し
、
い
わ
か
 
ろ
 ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
・
フ
ィ
デ
イ
ス
ト
と
よ
 ば
れ
る
学
者
た
ち
は
、
 



 
 

法
 と
し
て
、
宗
教
は
他
の
通
約
不
可
能
な
説
明
万
法
に
 
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
そ
れ
を
自
己
自
身
の
視
野
に
お
 
い
て
分
類
し
な
お
 

他
宗
教
と
の
交
流
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
 
当
時
の
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
の
考
え
万
は
、
他
宗
教
と
の
 
対
 話
な
ど
は
視
野
に
い
れ
 

て
な
か
っ
た
が
、
結
果
的
に
、
他
宗
教
と
の
対
話
が
な
 
か
な
か
う
ま
く
い
か
な
い
理
由
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
 
え
よ
う
 。
す
な
 む
 ち
 、
 

 
 

 
 

宗
教
は
 ，
ぎ
 ，
 
g
a
 ョ
 へ
な
い
し
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
 
形
 成
し
て
い
る
か
ら
、
宗
教
間
対
話
は
成
立
し
に
く
い
の
 
だ
。
異
質
な
シ
ス
テ
ム
 

が
な
か
な
か
通
約
で
き
な
い
の
は
、
ど
の
分
野
で
も
よ
 
く
 知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
。
 

筆
者
の
発
想
な
い
し
問
い
の
立
て
方
が
古
す
ぎ
る
と
い
 
う
 批
判
も
あ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
問
題
は
、
過
去
 
か
ら
存
在
し
て
き
て
 

い
る
し
今
後
も
存
在
し
つ
づ
け
る
根
本
的
な
問
題
だ
と
 思
う
。
た
と
え
ば
、
㎝
・
シ
ュ
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
は
三
冬
 

宗
教
の
信
者
が
よ
っ
て
 

た
巳
 
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
は
、
自
己
の
宗
教
伝
統
が
独
 自
 に
真
実
の
顕
現
と
み
な
す
も
の
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
 
る
が
、
こ
の
こ
と
が
そ
 

一
は
 
-
 

も
そ
も
宗
教
的
信
仰
と
い
う
も
の
を
成
立
さ
せ
て
い
る
 」
と
論
じ
て
い
る
。
宗
教
と
か
信
仰
と
か
い
う
も
の
は
 
そ
う
し
た
性
質
の
も
の
 

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
宗
教
の
信
者
は
自
分
 が
 信
じ
て
い
る
宗
教
の
世
界
観
な
い
し
概
念
の
枠
組
み
 
か
ら
完
全
に
自
由
に
な
 

れ
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
う
な
る
必
要
も
ま
っ
た
 
く
な
い
。
キ
リ
ス
ト
教
信
者
は
キ
リ
ス
ト
教
の
視
点
か
 
ら
し
か
他
宗
教
を
理
解
 

で
き
な
い
の
で
あ
り
、
他
宗
教
の
信
者
の
場
合
も
事
情
 は
 同
じ
で
あ
る
。
 

こ
の
こ
と
を
ミ
ル
バ
ン
ク
の
「
対
話
の
終
わ
り
」
と
い
 
う
示
唆
的
な
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
論
文
の
言
葉
で
い
い
な
 
お
し
て
み
よ
う
。
 

 
 

宗
教
は
 、
 何
か
あ
る
「
も
の
」
に
つ
い
て
や
存
在
苗
 
の
ぎ
里
の
相
に
つ
い
て
の
説
明
を
企
て
る
と
い
う
よ
り
 
も
 、
そ
れ
自
身
が
 

強
調
原
著
者
 口
 存
在
そ
の
も
の
や
「
存
在
す
る
も
の
」
に
 
つ
い
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
説
明
方
法
な
の
で
あ
る
。
 こ
 の
よ
う
な
説
明
 刀
   

遇
 し
、
そ
の
宗
教
の
自
律
性
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
 る
 0
 
し
か
し
一
方
で
、
こ
れ
は
一
つ
の
宗
教
を
 
，
ぎ
ぬ
 

 
 

 
  

 



 
 

教
の
信
者
た
ち
が
も
っ
て
い
る
能
力
、
つ
ま
り
「
自
己
 

が
 受
け
継
い
だ
も
の
に
忠
実
 

 
 

%
 
 で
あ
り
つ
っ
、
自
己
の
現
実
理
解
と
そ
れ
が
ふ
く
 

む
 規
範
性
と
を
拡
大
さ
せ
る
と
こ
ろ
の
能
力
」
「
あ
る
 

伝
統
が
過
去
に
忠
実
で
あ
り
 

諸
 

れ
 
つ
っ
 、
 他
の
伝
統
と
の
交
流
に
お
い
て
豊
か
に
 
変
 草
 さ
れ
る
能
力
」
に
期
待
を
か
け
て
お
り
、
こ
の
能
力
 

に
も
と
づ
き
な
が
ら
右
の
二
 

 
 

憶
 
つ
の
側
面
を
調
停
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
 

宗
教
間
対
話
論
と
か
ら
め
て
考
察
し
て
み
る
と
き
、
 

フ
 ィ
 デ
イ
ズ
ム
的
な
見
方
の
弱
 

ル
 
点
の
一
つ
は
、
こ
れ
が
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
こ
と
な
 
の
だ
が
、
「
プ
ロ
セ
ス
」
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
 

視
 点
 を
も
つ
 カ
ブ
 の
議
論
は
 、
 

蛆
 
こ
の
弱
点
に
た
い
し
て
示
唆
に
 
ゐ
吊
む
 
。
 

163 (369) 

ができ 

一
 
。
 一
 

て
 両
立
す
る
の
 ヵ
 

  
だ
ら
つ
か
。
 

カ
ブ
 は
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
宗
教
間
対
話
に
つ
い
 て
 多
く
の
貢
献
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
彼
の
理
論
も
あ
 
る
 難
点
を
ふ
く
ん
で
 

い
 る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
 ね
 ち
、
次
の
よ
う
な
難
点
で
 あ
る
。
Ⅲ
「
真
の
智
慧
」
「
自
己
の
伝
統
だ
け
を
学
ん
で
 い
た
の
で
は
得
る
こ
と
 

の
で
き
な
い
も
の
」
「
自
己
の
属
す
る
伝
統
が
こ
れ
ま
で
 達
成
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
超
え
る
真
理
や
智
慧
」
 
な
ど
と
舌
口
わ
れ
る
も
の
 

は
 、
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
す
べ
て
の
宗
教
を
超
え
る
 も
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ
ら
は
け
 
つ
 き
ょ
 く
 彼
自
身
が
 よ
っ
て
 た
つ
 キ
リ
ス
ト
 

教
の
枠
組
み
を
破
壊
す
る
こ
と
に
っ
な
が
ら
な
い
か
。
 
ま
た
、
②
 カ
ブ
 は
も
う
一
方
で
「
キ
リ
ス
ト
教
の
唯
一
 性
 と
優
越
性
」
を
肯
定
 

し
て
い
る
。
す
な
 む
 ち
、
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
組
み
は
ど
 こ
ま
で
も
堅
持
し
た
ま
ま
な
の
だ
。
こ
れ
ら
二
つ
の
こ
 
と
は
、
い
か
な
る
意
味
 

4
 
 ふ
た
た
び
 カ
フ
 の
議
論
に
か
え
っ
て
 

宗
教
は
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
い
る
。
そ
し
て
 
、
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
と
い
う
こ
と
は
、
ほ
か
の
 
異
質
な
シ
ス
テ
ム
 と
 

は
う
ま
く
交
流
す
る
の
が
難
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
 そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
さ
き
の
 カ
ブ
 の
宗
教
間
対
話
論
に
 疑
問
が
生
じ
て
こ
な
い
 



こ 験 一 れ 
ね め 」 は 
は 核 的   

、 な に 宗 
宗 持 対 数 
教 ち 応 の 
を 、 す 真 
文 こ る 理 
化 れ と を 
的 を き 一 

  そ に 義 
言 れ 真 的 
語 ぞ 理 な 
的 れ と 諸 

命題の 環境を の宗教 なる。 
通 が (2@  体 
し 異 「 系 
て な 宗 と 

彩 っ 教 し 
成 た 体 て 
さ 象 験 捉 
れ 徴 表 ぇ 

る を 出 る 
、 も 型 も 

い っ 」   
わ て そ で 
ば 表 デ ぁ 
一 規 め り 

つ し     
の て こ こ 

「 い れ れ 

解 る は に 
釈 と 、 よ 

規 す 諸 れ 

ゼよ、 」 貝る %U 。 小劫 ゐ一 @ ， 
で (3) が 教 

あ 理 
あ る文 「 るは 
と 化 共 現 
す Ⅱ 通 告 芙ミ 

る 言 の 
。 三 %  ョ台 

一事 

こ型遍 の」的） 叫日 実 

  と「 第二 モデ な宗 

の ル 数 一 
モ 。 体 対 

 
 

る
 道
を
模
索
し
て
い
る
。
彼
は
、
宗
教
や
そ
の
教
理
を
 
理
解
す
る
た
め
の
三
つ
の
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
。
Ⅲ
「
 
命
題
型
」
モ
デ
ル
 0
 こ
 

U@ 1 
ン 

ド リ   
ツ ド 

ク ベ 

は ッ 
G 

  
文才 王里 、 / 
話 」 

ベック ド 
で る の 

  
  
が の 
そ 
れ 

教 

ら 
ま里 」 

  
独 と 
自 し Ⅰ 

， 匪且 、つ 
を 

保 
見 

ち 
解 

つ 
つ 

他   

ホ乱 欣 
と 

  
対 
話 
を 

可 
肯 " ヒ 

申 @ 」 

す 

-
%
-
 

八
四
年
に
「
教
理
の
本
質
」
と
い
う
著
作
を
あ
ら
わ
し
 
た
 、
 G
.
A
.
 

リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
議
論
は
き
わ
め
て
 説
 得
 力
に
富
む
。
 

 
 

 
 

け
れ
ど
も
、
翻
っ
て
考
え
て
み
れ
ば
、
そ
の
 カ
ブ
 で
す
 ら
も
、
広
い
意
味
で
の
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
の
呪
縛
か
ら
 
逃
 れ
ら
れ
な
い
の
か
も
 

し
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
「
真
の
智
慧
」
「
自
己
の
伝
統
 だ
け
を
学
ん
で
い
た
の
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な
い
 
も
の
」
「
自
己
の
属
す
る
 

伝
統
が
こ
れ
ま
で
達
成
し
た
と
こ
ろ
の
も
の
を
超
え
る
 
真
理
や
智
慧
」
の
存
在
を
認
め
る
 ヵ
ブ
 は
、
こ
う
し
た
 見
方
に
異
を
唱
え
る
だ
 

 
 

 
 

ろ
う
。
し
か
し
、
私
見
で
は
、
そ
れ
ら
も
最
終
的
に
は
 自
分
の
宗
教
の
枠
組
み
の
内
に
お
さ
め
ら
れ
ざ
る
を
え
 
な
い
、
と
思
う
。
 

 
 

 
 

宗
教
が
閉
じ
た
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
形
成
し
て
い
る
と
 
い
う
こ
と
は
、
お
の
お
の
の
宗
教
が
独
自
の
「
規
則
 
」
年
三
③
を
も
っ
て
 

 
 

 
 

 
 

い
 
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

い
い
 
か
え
れ
ば
、
宗
教
の
 独
自
の
シ
ス
テ
ム
は
そ
の
宗
教
独
自
の
規
則
に
よ
っ
て
 
構
成
さ
れ
て
い
る
、
 
と
 

い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
や
規
則
を
超
 え
て
諸
宗
教
が
対
話
す
る
こ
と
は
は
た
し
て
可
能
な
の
 
か
 。
こ
の
点
で
、
一
九
   



独自           テム をも つ 諸宗教に対話ができるのか 

 
 

リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
見
解
を
跡
づ
け
る
こ
と
に
す
る
。
 

1
6
 

義
 ・
教
理
・
信
条
と
み
な
さ
れ
て
い
る
も
の
、
つ
ま
り
 

ニ
ケ
ア
公
会
議
と
 ヵ
ル
ケ
 ド
ン
公
会
議
で
定
式
化
さ
 れ
た
信
条
に
つ
い
て
の
 

川
 

 
 

が を そ の 容 や あ 当 な 経 ど デ 

が
 に
し
た
が
 ぅ
と
 、
重
要
な
の
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
 の
 教
理
が
何
を
意
味
し
て
い
る
か
」
で
は
な
く
、
「
 教
 理
 が
宗
教
共
同
体
で
 

の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
す
る
か
、
ど
の
よ
う
な
信
者
の
 行
動
を
導
く
か
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
 

リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
基
本
的
な
考
え
方
は
「
宗
教
体
験
を
 
ふ
く
ん
だ
人
間
の
す
べ
て
の
経
験
は
、
文
化
や
言
語
に
 媒
介
さ
れ
て
初
め
て
 

験
 と
な
り
う
る
」
と
い
う
も
山
し
で
あ
る
。
舌
ロ
い
か
え
れ
 

ば
 、
神
学
の
言
 表
 が
神
学
そ
れ
自
体
の
真
理
基
準
に
 服
 す
る
と
い
う
の
で
は
 

神
学
の
言
表
は
人
類
学
・
社
会
学
・
言
語
学
な
ど
 
に
も
共
有
さ
れ
 ぅ
 6
 基
盤
の
上
に
成
立
す
べ
き
だ
、
 と
 考
え
て
い
る
の
だ
。
 

然
 の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
見
解
に
た
い
し
て
は
多
く
の
 批
判
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
三
の
モ
デ
ル
に
は
 
次
の
よ
う
な
長
所
も
 

る
 。
第
一
の
モ
デ
ル
で
は
、
自
己
の
め
ホ
教
を
絶
対
的
に
 
真
 と
し
て
他
の
宗
教
を
偽
と
す
る
、
独
善
的
で
排
他
的
 
な
 態
度
に
お
ち
い
り
 

す
い
。
こ
れ
と
は
逆
に
、
第
二
の
モ
デ
ル
で
は
、
あ
ら
 
ゆ
る
宗
教
は
同
一
の
宗
教
体
験
を
核
心
に
も
つ
の
で
、
 他
宗
教
と
の
対
話
は
 

易
 に
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
他
宗
教
の
固
有
性
を
尊
ぶ
こ
 と
が
な
い
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
自
身
 
の
 立
場
で
あ
る
第
三
 

モ
デ
ル
で
は
、
教
理
と
現
実
と
の
一
致
と
い
う
意
味
で
 
の
 
「
真
理
性
」
は
問
題
と
な
ら
ず
、
諸
宗
教
が
優
劣
を
 競
 う
 こ
と
も
な
い
。
 

し
て
、
こ
の
モ
デ
ル
に
し
た
が
え
ば
、
諸
宗
教
は
そ
れ
 ら
の
固
有
性
・
独
自
性
を
保
ち
つ
つ
、
他
宗
教
と
の
 
対
 話
を
可
能
に
す
る
 道
 

提
示
で
き
る
可
能
性
が
で
て
く
る
の
で
あ
る
。
 

現
実
に
は
、
宗
教
間
対
話
を
と
り
ま
く
状
況
は
こ
れ
ほ
 
ビ
 楽
観
を
ゆ
る
す
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
 
ふ
た
た
び
議
論
す
る
 

、
ひ
と
ま
ず
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
全
体
的
議
論
の
趣
旨
を
 右
の
よ
う
に
捉
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
そ
し
て
、
キ
リ
 
ス
ト
教
の
中
心
的
 教
 



た
 信
条
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
は
以
下
の
よ
う
 
な
 議
論
を
展
開
す
る
。
 

古
代
の
三
位
一
体
読
 や
 キ
リ
ス
ト
論
に
か
か
わ
る
信
条
 の
 絶
対
性
と
永
遠
性
を
議
論
す
る
た
め
に
は
、
「
教
理
 」
と
、
そ
れ
ら
を
 定
 

式
 化
す
る
「
用
語
法
」
や
「
概
念
」
と
の
区
別
を
し
な
 
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
信
条
で
使
用
さ
れ
て
い
 
る
 重
要
な
概
念
の
い
く
 

つ
か
の
も
の
、
た
と
え
ば
「
実
体
」
「
位
格
」
二
神
と
 人
 と
い
 巳
 
二
つ
の
本
性
ぃ
本
草
に
お
い
て
」
と
い
 5
 表
現
は
、
聖
書
が
編
 

纂
 さ
れ
て
か
ら
考
え
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
う
だ
 
と
す
れ
 ば
 、
た
と
え
こ
れ
ら
の
概
念
が
キ
リ
ス
ト
教
に
 本
質
的
な
概
念
だ
と
し
 

て
も
、
こ
れ
ら
の
信
条
は
後
期
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
の
環
境
に
 
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
 
そ
 れ
る
の
信
条
が
取
り
消
 

さ
れ
え
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
ら
を
条
件
づ
け
る
環
境
、
 
つ
ま
り
ギ
リ
シ
ア
哲
学
が
変
わ
ら
な
い
こ
と
に
根
拠
を
 も
つ
。
こ
の
よ
う
に
 考
 

え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
ギ
リ
シ
ア
哲
学
の
考
え
方
が
否
 足
 さ
れ
れ
 ば
 、
そ
れ
ら
の
信
条
は
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
 
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
 い
 

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
以
下
で
み
る
よ
う
に
、
リ
ン
ド
ベ
 
ッ
ク
 は
そ
の
よ
う
に
思
っ
て
は
い
な
い
の
だ
。
 

「
同
一
の
内
容
」
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
概
念
を
も
ち
い
た
 多
種
多
様
な
文
章
で
表
現
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
「
夏
至
 と
 冬
至
に
は
、
グ
リ
 

ニ
ッ
ジ
天
文
台
で
は
午
前
六
時
に
日
の
出
を
観
測
す
 
る
 」
と
い
う
事
実
は
、
「
日
の
出
」
と
い
う
舌
口
業
を
つ
 か
ぅ
 文
章
で
も
、
ま
た
 

「
地
球
の
自
転
」
と
い
う
言
葉
を
つ
か
う
文
章
で
も
 述
 べ
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
わ
け
だ
。
け
れ
ど
も
、
 同
一
の
内
容
が
異
な
っ
 

た
 形
式
で
表
現
で
き
る
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
が
何
で
 
あ
る
か
を
、
何
も
の
に
も
依
存
す
る
こ
と
な
し
に
述
べ
 
る
こ
と
は
で
き
な
 

た
と
え
ば
、
「
 二
 ひ
く
 一
 」
と
「
 五
 ひ
く
 四
 」
は
等
し
 く
 
「
 一
 」
で
あ
る
。
し
か
し
、
数
学
的
記
号
法
か
ら
 離
 れ
て
共
通
の
数
 
n
H
 
 

一
）
 

-
 
け
一
 

別
 と
し
て
、
そ
れ
ら
の
教
理
を
使
用
す
る
こ
と
」
で
あ
 る
 。
キ
リ
ス
ト
教
の
核
心
部
分
に
は
、
ニ
ケ
ア
 
と
カ
ル
 ケ
 ド
ン
で
定
式
化
さ
れ
 

  

U@ 2 
ン 

ド 一 "- 

ベ ケ 

ッ ア 

の 会ム ク ム 
見 議 

解 と 

で カ 
@  ノ ン 

  ケ 

ドン 「教 ふ 

金ム ム の 

  
一 れ 

た 信者の 信 「 

    一条 一 」 
  
説 

態 
  

Z-- 丁丁 

為 
を 

め 
  
  
て 

上上 

同体 

で 

権 
威 
あ 
る 

諸規 
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を
 特
定
す
る
た
め
の
仕
組
み
は
な
い
。
形
式
か
ら
区
別
 
さ
れ
た
も
の
と
し
て
自
己
同
一
的
な
内
容
を
把
握
す
る
 
の
は
、
ま
ず
、
異
な
る
 

形
式
で
述
べ
ら
れ
た
事
柄
が
等
し
い
こ
と
を
確
認
し
、
 
つ
ぎ
に
、
等
値
の
規
則
 
ハ
 
「
 一
は
 一
で
あ
る
」
口
を
述
べ
 
る
こ
と
に
よ
る
。
そ
こ
 

で
、
ニ
ケ
ア
 と
カ
ル
ケ
 ド
ン
の
信
条
の
内
容
が
そ
れ
ら
 が
 定
式
化
さ
れ
る
諸
概
念
か
ら
区
別
で
き
る
こ
と
を
 
示
 す
 唯
一
の
方
法
は
 、
こ
 

れ
る
の
信
条
を
異
な
っ
た
用
語
、
し
か
も
、
そ
れ
に
も
 
か
か
わ
ら
ず
等
し
い
結
論
を
も
た
ら
す
用
語
で
述
べ
る
 
こ
と
で
あ
る
。
逆
に
い
 

え
ば
、
異
な
っ
た
用
語
で
同
じ
教
理
内
容
が
述
べ
ら
れ
 
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
が
、
教
理
内
容
と
、
そ
れ
を
 
表
 現
す
る
用
語
法
や
概
念
 

と
を
峻
別
す
る
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
主
張
で
あ
る
。
 

教
理
は
 、
 神
や
イ
エ
ス
 "
 キ
リ
ス
ト
と
い
う
人
間
の
内
 に
あ
る
存
在
（
目
の
ぎ
 コ
 の
（
 
す
め
ぎ
 
し
に
つ
い
て
の
第
一
 
決
水
準
の
肯
定
で
あ
 

る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
キ
リ
ス
ト
教
の
舌
口
説
の
 
た
め
の
第
二
次
水
準
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
表
現
し
て
 
ぃ
 る
と
理
解
す
べ
き
で
あ
 

ろ
う
。
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
者
は
ギ
リ
シ
ア
の
 哲
 学
者
か
ら
、
命
題
を
操
作
す
る
技
術
や
、
命
題
に
つ
 
い
 て
の
命
題
を
組
織
的
に
定
式
 

 
 

の
 
化
す
る
技
術
を
学
ん
だ
。
聖
書
や
ユ
ダ
ヤ
 "
 キ
リ
 ス
ト
教
の
伝
統
に
あ
る
既
知
の
事
実
に
つ
い
て
の
、
 
こ
 の
 
「
論
理
学
的
」
一
な
い
し
は
 

 
 

ぼ
 

「
文
法
的
」
）
分
析
の
結
果
と
し
て
、
 
ァ
 タ
ナ
シ
 ウ
ス
 は
、
た
と
え
ば
「
何
で
あ
れ
、
父
に
つ
い
て
舌
口
 え
 る
こ
と
は
子
に
つ
い
て
も
 @
@
 

ロ
 

話
胡
 え
る
」
と
い
う
規
則
も
ち
ろ
ん
、
「
子
は
父
 で
は
な
い
」
こ
と
を
除
い
て
だ
が
に
立
っ
て
 
、
只
 父
と
子
の
し
同
質
性
」
の
 意
 

調
味
に
つ
い
て
論
じ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
、
そ
の
 同
 質
 性
の
規
則
を
、
存
在
論
的
指
示
対
象
を
も
つ
第
一
 
沢
水
準
の
命
題
と
は
考
え
ず
 

れ
に
、
舌
口
説
の
第
二
次
水
準
の
規
則
 
T
 
ガ
イ
ド
ラ
 イ
ン
ロ
と
し
て
考
え
た
の
で
あ
る
。
彼
に
と
っ
て
は
、
 
右
の
教
理
の
受
け
入
れ
は
、
 

 
 

ね
 
あ
る
仕
方
で
ち
ま
り
あ
る
特
定
の
用
語
法
や
概
 
念
 を
も
ち
い
て
）
話
す
こ
と
に
た
い
す
る
同
意
を
意
味
 
し
た
の
で
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
古
代
 
の
 信
条
に
は
少
な
く
と
も
次
の
三
つ
の
統
制
的
な
原
則
 
（
Ⅰ
の
的
串
 

村
コ
セ
 
の
で
コ
コ
 

Q
 で
 こ
 ）
 

 
 

蛆
が
 機
能
し
て
い
た
。
Ⅲ
唯
一
神
の
原
則
１
１
唯
一
 
の
神
の
み
が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
の
神
 、
イ
サ
ク
の
神
、
ヤ
コ
ブ
の
   



は
 
「
イ
エ
ス
 "
 キ
リ
ス
ト
は
可
能
な
日
空
局
の
手
が
か
り
 す
 三
の
）
 

神
 
（
最
大
限
に
重
要
な
も
の
）
に
た
い
 す
る
時
間
Ⅱ
空
間
的
世
 

界
の
内
部
に
お
け
る
手
が
か
り
で
あ
る
」
と
い
う
 キ

リ
ス
ト
教
信
者
の
確
信
に
由
来
す
る
。
 

こ
れ
ら
の
規
則
の
う
ち
で
、
第
一
の
規
則
だ
け
が
初
期
 
の
 教
会
で
定
式
化
さ
れ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
三
つ
の
 
規
則
す
べ
て
が
新
約
 

聖
書
の
編
纂
の
時
期
で
も
機
能
し
て
い
た
、
と
推
測
で
 
き
る
。
三
位
一
体
 読
と
 キ
リ
ス
ト
論
の
四
世
紀
に
わ
た
 る
 発
展
を
、
こ
れ
ら
 三
 

つ
の
原
則
が
一
体
と
な
っ
た
論
理
学
的
圧
力
（
）
 o
 囲
 n
a
 
-
 官
窃
ま
 （
③
の
結
果
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
、
 
困
 難
 で
ほ
な
 い
 だ
ろ
う
。
 

す
 な
 む
 ち
、
こ
れ
ら
三
つ
の
原
則
は
、
あ
る
特
定
の
や
 9
 万
（
そ
れ
以
外
の
や
り
方
で
は
な
い
）
で
、
神
と
 
イ
エ
ス
 "
 キ
リ
ス
ト
を
 結
 

び
つ
け
る
概
念
的
，
象
徴
的
素
材
を
使
用
す
る
 
よ
う
 に
 、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
を
促
し
た
の
だ
。
キ
リ
ス
ト
 
阪
 現
論
 ，
グ
ノ
ー
シ
ス
 主
 

義
 ・
養
子
論
・
サ
ベ
リ
ウ
ス
主
義
・
ア
リ
ウ
ス
主
義
・
 ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
主
義
・
キ
リ
ス
ト
単
性
論
な
ど
は
拒
絶
 
さ
れ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
 

こ
れ
ら
は
、
三
つ
の
基
準
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
定
義
 
さ
れ
る
も
の
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
の
限
度
を
 
逸
脱
す
る
よ
う
に
感
じ
 

ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
最
終
的
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
 
正
統
と
な
っ
た
も
の
は
、
異
端
と
し
て
拒
絶
さ
れ
た
も
 
の
の
ど
れ
よ
り
も
、
 
こ
 

れ
ら
三
つ
の
原
則
の
一
体
と
な
っ
た
圧
力
に
抵
触
す
る
 
こ
と
が
少
な
か
っ
た
。
ニ
ケ
ア
 と
カ
ル
ケ
 ド
ン
の
定
式
 化
は
、
あ
る
特
定
の
や
 

り
 方
で
後
期
の
古
典
古
代
の
世
界
に
キ
リ
ス
ト
教
の
目
 一
 
口
説
を
適
応
さ
せ
る
過
程
の
、
数
少
な
い
 
嘉
 そ
ら
く
 唯
一
の
）
帰
結
で
あ
ろ
 

ぅ
 。
そ
し
て
、
そ
の
定
式
化
や
そ
の
や
り
方
と
い
う
の
 
は
 、
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
の
最
初
期
に
は
た
ら
 
い
て
い
た
統
制
的
な
原
 

別
 と
調
和
し
た
や
り
万
で
あ
る
。
こ
う
し
て
定
式
化
さ
 
れ
た
信
条
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
的
に
、
そ
れ
ら
が
例
証
 
と
 な
っ
て
い
る
教
理
の
規
 

 
  
 

考
え
う
る
す
べ
て
の
重
要
性
は
、
第
一
の
規
則
に
抵
触
 
し
な
い
か
ぎ
り
、
イ
ェ
ス
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
 る
 。
こ
の
最
後
の
規
則
 

僻
 

神
 、
イ
ェ
ス
の
神
で
あ
る
。
㈲
歴
史
的
特
殊
性
の
原
 
則
 

イ
ェ
ス
に
つ
い
て
の
物
語
は
、
あ
る
特
定
の
時
間
 と
 場
所
で
生
ま
れ
、
 
生
 

 
  

 

 
 

き
て
、
死
ん
だ
人
間
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
㈹
 キ
 リ
ス
ト
論
的
最
大
化
主
義
 
お
 下
 q
@
o
-
0
 住
の
凹
ヨ
 が
婆
 
ヨ
ゅ
持
邑
お
ょ
そ
 



独自のシス テム をも つ 諸宗教に対話が できるの 

リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
以
上
の
よ
う
な
見
解
を
本
論
文
と
の
 
か
か
わ
り
の
も
と
で
要
約
し
て
お
く
。
ニ
ケ
ア
 と
カ
ル
 ケ
 ド
ン
で
定
式
化
さ
 

れ
た
信
条
を
導
い
た
も
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
「
規
則
 」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
信
条
の
内
容
は
、
当
時
と
異
 
な
っ
た
概
念
や
用
語
を
 

も
ち
い
て
も
表
現
で
き
る
。
そ
し
て
、
独
自
の
規
則
を
 
も
つ
お
の
お
の
の
宗
教
伝
統
に
も
似
た
よ
う
な
こ
と
が
 
い
え
る
。
そ
う
だ
と
す
 

れ
ば
、
諸
宗
教
は
お
た
が
い
に
優
劣
を
競
い
合
う
こ
と
 
も
な
く
、
他
宗
教
の
固
有
性
を
尊
び
、
宗
教
間
対
話
 
へ
 の
道
が
開
か
れ
る
可
能
 

性
 が
う
か
び
あ
が
る
。
け
れ
ど
も
、
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
は
 宗
教
間
対
話
の
あ
り
方
を
具
体
的
に
詳
細
に
提
示
し
て
 
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
 

著
作
の
最
後
で
「
ポ
ス
ト
リ
ベ
ラ
ル
神
学
に
向
け
て
」
 
と
し
て
、
そ
の
構
想
に
ふ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
 

そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
も
、
筆
者
が
率
直
に
感
じ
る
こ
と
 を
 述
べ
た
い
。
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
主
張
に
は
相
対
主
義
 
的
な
見
方
が
色
濃
く
 

で
て
お
り
、
宗
教
が
異
な
っ
た
場
合
の
対
話
可
能
性
に
 
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
有
力
な
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
 な
 い
 の
で
は
な
い
か
。
   

  

構
成
す
る
さ
 い
 に
働
く
と
す
れ
 ば
 、
そ
れ
ら
の
定
式
は
 同
一
の
教
理
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
 

ケ
 ド
ン
の
信
条
で
使
用
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
 や
 言
葉
が
 、
 神
学
・
礼
拝
・
説
教
・
献
身
か
ら
消
え
失
せ
た
と
き
で
 

は
 古
典
的
三
位
一
体
 読
や
 キ
リ
ス
ト
論
に
忠
実
で
あ
る
 こ
と
に
な
ろ
う
。
す
な
 む
 ち
、
三
位
一
体
の
教
理
や
 キ
 

人
 両
性
」
な
ど
に
つ
い
て
の
古
代
教
会
の
教
え
は
踏
襲
 
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。
 

 
 

で
は
、
ニ
ケ
ア
 と
カ
か
 

す
ら
も
、
新
し
い
定
式
 

リ
ス
ト
の
「
一
人
格
神
 

別
 と
し
て
理
解
で
き
る
。
そ
の
規
則
は
、
最
初
期
か
ら
 今
日
に
い
た
る
ま
で
、
主
流
と
な
る
キ
リ
ス
ト
教
の
自
 
己
 同
一
性
を
形
成
す
る
 

の
に
つ
ね
に
重
要
で
あ
り
つ
づ
け
て
き
た
。
 

パ
ラ
ダ
イ
ム
は
た
だ
た
ん
に
く
り
返
さ
れ
る
に
と
ど
ま
 ら
な
い
。
む
し
ろ
、
新
し
い
定
式
を
つ
く
り
あ
げ
る
と
 
き
に
手
本
と
さ
れ
る
 

べ
き
も
の
で
あ
る
。
将
来
生
ま
れ
る
か
も
し
れ
な
い
 新
 し
い
定
式
で
は
「
一
つ
の
実
体
に
し
て
三
つ
の
位
格
」
 
コ
 一
つ
の
本
性
」
と
い
 

っ
た
 用
語
法
や
概
念
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
 、
最
初
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
成
立
を
導
い
た
の
と
同
じ
 
規
 則
が
、
 新
し
い
定
式
を
 



在
 」
「
究
極
的
実
在
」
、
ま
た
は
 
ヵ
ブ
 の
「
真
の
智
慧
」
 
「
自
己
の
属
す
る
伝
統
が
こ
れ
ま
で
達
成
し
た
と
こ
ろ
 
の
も
の
を
超
え
る
真
理
 

 
 

  

や
 智
慧
」
、
さ
ら
に
は
「
人
間
」
「
人
間
性
」
と
い
っ
た
 超
宗
教
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
定
し
て
、
こ
れ
ら
を
諸
宗
 
教
の
上
位
（
な
い
し
 根
 

 
 

 
 

 
 底

 ）
に
お
く
か
、
㈲
そ
れ
と
も
、
自
分
の
宗
教
が
設
定
 
す
る
枠
組
み
の
な
か
で
、
 

自
 宗
教
や
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
 
（
も
ち
ろ
ん
超
宗
教
的
 

 
 

 
 

な
 カ
テ
ゴ
リ
ー
を
も
ふ
く
む
）
に
た
い
す
る
見
方
を
ふ
 
か
め
て
い
く
か
、
と
い
う
二
者
択
一
に
迫
ら
れ
る
の
で
 
は
な
か
ろ
う
か
。
本
論
 

文
の
冒
頭
に
か
え
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
ヒ
ッ
ク
は
も
ち
 
ろ
ん
前
者
を
と
り
、
「
フ
ィ
ル
」
や
グ
リ
フ
ィ
ス
は
後
 者
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
い
え
ば
、
カ
ブ
も
両
者
を
斜
 酌
 し
な
が
ら
最
終
 的
に
は
後
者
を
と
っ
た
の
で
あ
り
、
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
も
 
後
者
を
と
っ
た
こ
と
に
 

な
ろ
う
。
そ
し
て
、
筆
者
も
後
者
を
え
ら
び
た
い
。
 

け
れ
ど
も
、
そ
 う
 す
る
と
、
そ
こ
か
ら
導
か
れ
る
結
論
 は
 、
宗
教
間
対
話
に
た
い
し
て
極
め
て
厳
し
い
現
実
を
 
突
き
つ
け
る
こ
と
に
 

 
 

 
 

な
る
。
す
な
 ね
 ち
、
宗
教
「
間
」
対
話
は
成
立
し
な
い
 の
だ
。
言
 い
 
か
え
れ
ば
、
宗
教
間
対
話
が
お
こ
な
わ
れ
 た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
 

 
 

 
 

得
ら
れ
た
新
し
い
見
解
は
自
分
た
ち
の
宗
教
と
い
う
 
枠
 組
み
の
な
か
に
取
り
込
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
宗
教
史
上
 
に
み
ら
れ
る
シ
ン
ク
レ
 

テ
ィ
ズ
 ム
 
な
ど
の
現
象
を
み
れ
ば
、
宗
教
間
対
話
に
よ
 
っ
て
新
し
い
宗
教
が
つ
ま
れ
る
こ
と
も
充
分
に
予
想
 
し
ぅ
る
 。
し
か
し
な
が
 

ら
 、
本
論
文
で
論
じ
て
き
た
宗
教
間
対
話
の
場
合
に
は
 、
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
に
し
か
言
え
な
い
だ
ろ
う
。
 

 
 

 
 

 
 

し
か
も
、
も
し
も
教
理
が
規
則
で
あ
り
、
宗
教
は
そ
の
 規
則
に
よ
っ
て
成
立
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
「
規
則
が
 
異
な
る
場
合
に
宗
教
間
 

 
 

 
 

対
話
が
成
立
す
る
の
か
」
と
い
う
根
本
的
な
疑
問
が
も
 ち
 上
が
ら
な
い
か
。
さ
ら
に
、
こ
の
問
い
に
は
否
定
的
 
に
 答
え
ね
ば
な
ら
な
い
 

の
で
は
な
い
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
残
念
な
が
ら
、
 
こ
こ
で
話
は
振
り
出
し
に
も
ど
る
の
だ
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
「
規
則
が
異
な
る
場
合
に
も
 
諸
宗
教
の
あ
い
な
で
対
話
が
成
立
す
る
の
か
」
と
い
う
 
問
題
は
、
宗
教
間
 対
 

話
に
関
心
の
あ
る
者
が
真
剣
に
と
り
く
む
べ
き
問
題
で
 
あ
る
。
そ
の
さ
い
、
筆
者
が
予
想
す
る
に
、
 

ク
 が
い
 う
 よ
う
な
「
 実
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でき   

い
う
が
ご
と
く
、
「
会
話
」
 

ず
 0
 
コ
 
4
 
銭
 お
 （
ざ
し
を
延
々
 
と
つ
づ
け
る
こ
と
に
こ
そ
、
土
日
 

心
 
、
 
養
力
 
ぎ
 あ
 八
 
Ⅰ
 
㌧
の
 
Ⅰ
 
0
-
9
-
1
 

。
，
 

ユ
 
几
 

   
 

る
 。
全
体
と
し
て
、
現
在
の
宗
教
間
対
話
の
あ
り
か
た
 
か
ら
判
断
す
る
と
、
 し
 

ば
ら
く
の
あ
い
だ
は
宗
教
間
対
話
に
は
こ
の
こ
と
し
か
 
期
待
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

し
か
し
、
こ
れ
は
決
し
て
小
さ
な
成
果
で
は
な
い
。
 
む
 し
ろ
、
宗
教
間
対
話
か
ら
得
ら
れ
る
こ
の
唯
一
の
成
果
 
は
 、
信
者
に
と
っ
て
 

最
大
の
成
果
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
何
 
を
 期
待
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
 M
.
 オ
ー
ク
シ
ョ
ッ
 ト
や
 R
.
 
ロ
ー
テ
ィ
の
 

,
,
@
 

  

 
 

る
 」
こ
と
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
 し
カ
 / 

、
、
、
、
、
、
 

る
宗
教
 宿
 対
話
 

 
 

の
場
合
で
   

も
 、
自
分
た
ち
 

 
 

の
 宗
教
の
枠
組
み
の
な
か
 

 
 

で
自
 宗
教
理
解
の
深
 

お
わ
り
に
１
１
 
目
 宗
教
理
解
の
深
化
過
程
と
し
て
の
 宗
教
間
対
話
 

本
論
文
の
タ
イ
ト
ル
は
「
独
自
の
シ
ス
テ
ム
を
も
つ
 
諸
 宗
教
に
対
話
が
で
き
る
の
か
」
で
あ
っ
た
。
 

  

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
が
示
す
よ
う
に
、
宗
教
間
対
話
か
ら
 
得
 ら
れ
る
成
果
は
、
他
宗
教
と
の
接
触
に
よ
り
 

結
論
め
い
た
こ
と
を
言
え
ば
、
 

 
 

「
 自
 宗
教
の
理
解
を
深
化
さ
せ
 



（
 
2
-
 

ナ
主
日
Ⅰ
が
 ぎ
 ㏄
 ト
い
 ～
 
お
き
き
ミ
カ
 a
i
 
～
か
 
し
 @
 の
 ふ
こ
 き
 ～
 む
ぎ
 ぎ
 ㎏
 ぎ
 ㏄
 
め
 0
 さ
再
隠
廣
ぎ
浅
憶
 ～
ま
き
 
淀
 ま
あ
の
ま
て
（
の
の
の
「
 
日
 ・
 
，
お
乙
 一
 。
ロ
口
・
 

母
 l
 お
・
間
瀬
 啓
 

 
  

 

九
課
 
忍
 示
教
が
つ
く
る
虹
口
岩
波
書
店
、
一
九
九
 

セ
年
 、
七
六
 ｜
 セ
 八
頁
。
 

 
 

 
 

@
@
 
 
田
丸
 徳
善
 ・
星
川
 啓
慈
 
・
山
梨
有
希
子
「
神
々
の
和
解
 

三
 
一
世
紀
の
宗
教
間
対
話
」
春
秋
社
、
二
 
0
0
0
 
年
 、
一
主
 一
 
一
｜
 一
七
四
頁
、
参
照
。
 

 
 

（
 
4
 一
 
0
 卜
 ㌧
・
 
ナ
 n
 ユ
ヨ
 目
の
・
 
，
円
プ
 
0
 ニ
三
り
目
の
 
コ
 の
の
の
 
c
h
 の
す
（
 

あ
 ㎡
 
守
 コ
む
 c
 目
 Ⅰ
日
の
む
の
音
コ
ロ
の
 
ロ
 。
。
 

ぎ
 
@
 の
 卜
ふ
組
 ぎ
さ
自
ぉ
 ミ
ぎ
ぬ
ぉ
 

⑤
 め
お
 き
 C
 
毬
紙
蒲
 。
 
ぶ
 ㌔
 @
 ヨ
 ㏄
 き
セ
き
僻
 

隈
ぬ
 
㌧
 ぎ
 S
 ～
～
 

め
 
～
～
 

ぃ
パ
鮭
ぬ
 0
 ぎ
漣
隈
 市
隠
 憶
 ぎ
さ
 ダ
 ①
 
色
ヴ
ゼ
 0
.
 ロ
 ，
 
n
o
 の
 
（
 
a
 
（
 
O
 「
正
の
い
 

0
0
 

オ
 9 ）
 
9
9
0
-
,
 

ロ
柄
ご
 
）
 臼
 「
 
-
1
7
 
ひ
 ・
 D
l
.
 グ
 Ⅱ
ノ
ブ
 
イ
 ス
 
「
キ
リ
ス
ト
教
の
 

唯
一
性
を
擁
護
す
る
」
 

一
 
森
本
あ
ん
 
り
訳
 
「
キ
リ
ス
ト
教
は
他
宗
 教
 を
ど
う
考
え
る
か
」
 
散
 文
館
、
一
九
九
七
年
、
所
収
一
、
二
一
 

一
｜
 二
四
一
頁
、
 

参
 

照
 。
 

一
 
5
-
 

以
下
の
議
論
は
 
カ
ブ
 の
次
の
論
文
に
よ
る
。
 
卜
い
 ・
の
。
す
す
 
Ⅰ
 
q
 ：
二
ロ
 の
ゼ
 
0
 コ
隼
 -
 
㌧
 -
 
仁
 Ⅱ
 曲
 -
 
邑
 ～
）
）
」
・
・
 

-
 
由
 一
の
こ
二
の
～
 

ぎ
お
目
 お
お
ま
い
 
毬
ハ
い
 

い
 巧
 R
 宝
 紅
き
お
も
 ，
ヨ
 ・
㌍
・
 

乙
 ・
 J
.
B
,
 

ヵ
ブ
 
・
Ⅱ
「
多
元
主
義
を
超
え
て
」
一
同
書
、
所
 
収
 Ⅰ
一
二
一
 ｜
 
一
四
八
頁
。
 

一
 
6
 ）
南
山
大
学
監
修
「
公
会
議
公
文
書
全
集
Ⅷ
」
中
央
出
版
社
 
一
九
六
 セ
年
 、
三
五
五
頁
。
 

-
7
 一
 
青
山
立
「
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
現
代
化
」
 

-
 南
山
宗
教
父
 化
 研
究
所
編
「
宗
教
と
宗
教
の
（
あ
い
だ
 ヱ
 
風
媒
 社
 、
二
 0
0
 
0
 年
 、
所
収
 一
 、
ニ
セ
 九
 

頁
 。
 

-
8
-
 
ヤ
ン
・
 
ス
イ
 
ン
 ゲ
 ド
ー
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
に
お
け
る
 
宗
教
間
対
話
の
行
方
」
（
同
論
文
集
、
所
収
）
、
三
五
四
 

｜
 三
五
五
 頁
 。
ほ
か
に
、
青
山
の
 

前
掲
論
文
 
や
 ヤ
ン
・
ヴ
ァ
ン
・
ブ
ラ
フ
ト
の
「
宗
教
間
対
話
の
展
 
望
 」
一
同
論
文
集
、
所
収
 
-
 な
ど
も
参
照
の
こ
と
。
 

（
 
9
@
 
 
一
般
的
に
、
人
間
は
自
分
自
身
に
似
て
い
る
も
の
や
自
分
 

と
 深
い
繋
が
り
を
も
つ
も
の
に
は
共
感
や
同
情
を
い
 
だ
 く
が
、
 
そ
 ぅ
 で
な
い
も
の
に
は
そ
 

れ
ほ
ど
共
感
や
同
情
を
い
だ
け
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

こ
 0
 間
題
は
重
要
だ
が
、
本
論
文
の
内
容
に
な
じ
ま
な
い
の
で
、
 

割
 愛
す
る
。
ま
た
、
 

当
殊
 
の
こ
と
な
が
ら
、
宗
教
間
対
話
が
う
ま
く
い
か
な
い
理
由
は
 
こ
の
二
 つ
に
 限
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
 

而
一
 

後
述
す
る
リ
ン
ド
ベ
ッ
ク
の
「
規
則
」
と
考
え
合
わ
せ
て
 ほ
し
い
。
彼
は
「
教
理
の
本
質
」
の
な
か
で
さ
 ほビ
 ウ
ィ
 ト
ゲ
 ン
シ
ュ
タ
イ
ン
に
言
及
し
 

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
部
分
の
引
用
な
 
ど
に
見
ら
れ
る
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
の
「
規
則
」
と
い
う
 
考
え
方
か
ら
彼
の
研
 

究
 が
深
い
影
響
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
 

-
 
皿
 -
 
ウ
ィ
ト
ゲ
ン
シ
ュ
タ
イ
ニ
ア
ン
・
フ
ィ
デ
イ
ズ
ム
に
 つ
 い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。
 

田
 拙
著
目
口
語
ゲ
ー
ム
 と
 し
て
の
宗
教
」
 
頸
 草
書
 

房
 、
一
九
九
七
年
、
一
 
セ
ハ
｜
二
 0
 
三
頁
。
切
穴
二
市
 -
 
の
の
 
コ
 ・
 ら お
 や
き
 d
Q
 安
ハ
～
～
も
 

お
き
 
～
か
 
め
 ㍉
 ぎ
 ぎ
 め
 
り
も
さ
 
-
-
N
 

「
市
隠
 憶
ぎ
 s
 。
 円オ
の
 目
お
ヨ
ぎ
ゅ
コ
憶
 お
 隊
 

「
（
 
隼
 ：
 1
9
%
-
 の
の
 
ロ
 ・
 
n
 下
 ap
.
4
a
 
コ
囹
り
 

㈹
 
口
 ・
 
N
.
 ㌧
 プ
臣
 
二
ロ
 
の
 -
 田
て
 
～
 
～
 
隠
ミ
ぎ
 s
 ぬ
 0
 ぬ
 ぉ
 良
き
）
）
 
轄
 
-
 
～
「
卜
養
・
 円
 ぎ
ま
お
日
日
当
～
。
「
の
の
 

い
 片
口
・
・
 

ト
 の
の
の
 

（
Ⅱ
 
り
 ）
の
 ゴ
 ・
の
り
 

す
毛
じ
す
 
の
 -
 
。
 荻
 
㌧
 ド
 ㍉
（
 
@
 
い
田
 ゅ
ふ
 こ
 
せ
 ・
Ⅰ
Ⅰ
 

目
つ
め
 ㍉
の
り
二
目
 

ゼ
 。
 
p
 コ
 宙
 （
 
プ
 の力
の
 -
@
 

笹
 。
 コ
の
 
・
 
-
 ぎ
 一
の
ぎ
を
～
～
 
め
き
 い
 き
ミ
ま
ぬ
き
 
㏄
 の
 た
 め
 
8
3
 の
 
～
も
め
 

や
ぬ
 

5
 
口
・
 
ち
 
0
.
 ㎝
・
シ
ュ
 ヴ
 

エ
 ー
ベ
ル
「
個
別
性
・
普
遍
性
，
諸
宗
教
」
 

ミ
 キ
リ
ス
ト
教
は
他
 
宗
教
を
ど
う
考
え
る
か
し
所
収
 -
 、
 八
 0
 頁
 。
 



独白の システムをも つ 諸宗教に対話が 

（
 
比
 ）
 
目
 善
二
才
㏄
 
由
ダ
，
円
ゴ
 
0
%
 

二
日
 

0
 Ⅱ
 し
 @
 
巴
 0
 ㏄
 ロ
の
 
・
 
-
 一
コ
一
の
や
ま
げ
 

ミ
 い
 
ざ
 い
 き
ぉ
ぶ
ぎ
 

⑤
 
ざ
ぬ
わ
巳
 

キ
ト
 
S
 ま
ぎ
・
ミ
い
 

簿
 。
 Q
.
 

Ⅰ
㏄
 

め
 ・
 J
.
 ト
 
ミ
ル
パ
ン
カ
 メ
 「
対
話
の
終
わ
り
」
 -
 
同
 

書
 、
所
収
 -
 、
二
七
一
頁
。
 

（
Ⅱ
 @
 
 武
藤
一
雄
や
小
田
 垣
 雅
也
な
ど
の
日
本
の
論
者
に
も
、
「
 

一
つ
の
宗
教
に
内
在
し
な
が
ら
こ
れ
を
超
越
す
る
」
と
い
う
点
を
 
め
ぐ
っ
て
 、
 似
た
よ
う
 

な
 問
題
占
を
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
宗
教
間
 対
話
を
成
立
さ
せ
る
（
 場
 ）
を
め
ぐ
っ
て
」
 
-
 日
本
宗
教
学
会
 「
宗
教
研
究
し
第
三
 

二
六
号
、
二
 0
0
0
 午
 、
所
収
）
、
一
四
九
 ｜
 
一
五
二
頁
、
 参
昭
  
 

-
%
 ）
 
Q
.
 
下
 ・
 ロ
コ
巨
サ
 
0
 の
 ガ
 -
 ヨ
 0
%
 む
き
ぶ
 叉
も
。
 注
ふ
ミ
 
P
 毛
 。
 降
 巨
コ
 紹
の
Ⅰ
 
ヒ
 0
 ゴ
コ
パ
わ
 
0
 Ⅹ
㌧
「
 
臼
 s
-
 
お
救
 ・
こ
の
著
作
の
訳
書
「
 教
 理
の
本
質
」
（
仮
題
一
を
 

ヨ
ル
ダ
ン
社
か
ら
 
二
 0
0
 

二
年
に
出
版
す
べ
く
、
星
川
 

啓
慈
 
・
 山
 梨
 有
希
子
で
翻
訳
中
で
あ
る
。
 

元
 ）
以
下
の
論
述
は
、
森
本
あ
ん
 り
 
「
現
代
ア
メ
リ
カ
の
組
織
 
神
学
」
 
-
 熊
澤
 義
宣
 ・
野
呂
芳
男
 編
 
「
総
説
・
現
代
神
学
」
日
本
 
基
督
教
団
出
版
局
、
一
 

九
九
五
年
、
所
収
Ⅰ
 

一
 0
 八
｜
 
一
一
 0
 頁
に
よ
る
と
こ
ろ
が
 
大
 き
い
。
 

@
-
 

口
邑
 R
 ダ
禽
 ・
 c
 
～
～
：
ワ
お
・
以
下
の
議
論
は
、
同
書
の
 
九
二
 ｜
 九
六
頁
に
よ
る
。
 

期
待
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
も
ち
ろ
ん
、
 

戦
 

@
@
 
 
一
般
の
人
々
に
と
っ
て
、
宗
教
が
か
ら
む
戦
争
や
紛
争
 

左
 

こ
う
し
た
場
合
に
は
、
悲
惨
な
状
況
や
そ
れ
を
回
避
す
る
政
治
的
 

争
や
紛
争
が
回
避
で
き
れ
 ば
 そ
れ
に
こ
し
た
こ
と
は
な
い
。
け
れ
 

@
 敬
問
対
話
が
解
決
し
て
く
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
 
期
 

な
 問
題
な
ど
に
議
論
が
集
中
し
、
対
話
の
主
題
に
宗
教
が
 お
 か
 

ど
も
、
そ
の
こ
と
と
本
論
文
で
い
 

待
 が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
 

れ
る
こ
と
は
あ
ま
り
 

ぅ
 宗
教
間
対
話
と
は
一
線
を
画
す
る
。
 

の
 
；
 

 
 

-
 
円
 -
R
.
 
ロ
ー
テ
ィ
（
 鄭
 家
啓
一
濫
訴
 一
 「
哲
学
と
自
然
の
鏡
 」
産
業
図
書
、
一
九
九
三
年
、
第
八
章
、
参
照
。
 

 
 

で
 
 
 

173@ (379) 



象
徴
、
制
度
、
教
 
説
 、
慣
行
な
ど
と
い
う
よ
う
な
宗
教
の
 
外
形
は
、
そ
れ
だ
け
切
り
離
し
て
検
討
す
る
こ
と
が
で
き
 

る
 。
 

し
か
し
こ
れ
ら
の
も
の
は
そ
れ
自
体
は
宗
教
で
は
な
く
、
 

ぁ
 示
教
は
む
し
ろ
、
こ
れ
ら
の
も
の
が
そ
れ
に
関
与
し
て
い
る
 

人
 び
と
 

  

 
 

ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
 C
.
 

ス
ミ
ス
 

 
 

に
 対
し
て
も
つ
意
味
の
中
に
あ
る
。
 

 
 

 
  

 

 
 

 
 

 
 

八
 論
文
要
旨
 V
 
 現
代
の
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
お
い
て
、
 

て
い
る
。
こ
の
小
論
で
は
、
現
代
の
宗
教
研
究
の
主
要
な
特
 

え
な
お
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
宗
教
的
多
元
状
況
に
お
 

つ
い
て
考
察
し
た
い
。
オ
ッ
ト
ー
の
い
う
「
聖
な
る
も
の
」
 

う
 二
重
の
意
味
構
造
を
な
し
て
い
る
。
宗
教
の
理
解
は
、
 

宗
 

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ッ
ト
ー
の
「
聖
な
る
も
の
」
の
 

に
お
い
て
、
一
つ
の
重
要
な
視
座
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
 
V
 
R
.
 

オ
ッ
ト
ー
、
聖
な
る
も
の
、
イ
デ
オ
 

宗
教
学
に
お
け
る
従
来
 

薇
を
踏
ま
え
た
つ
え
で
 

い
て
、
宗
教
研
究
が
抱
 

は
、
非
合
理
的
な
も
の
 

・
教
の
表
層
的
意
味
レ
ベ
 

理
論
を
意
味
論
的
な
解
 

-
 
る
 よ
 う
 に
思
わ
れ
る
。
 

グ
ラ
ム
、
宗
教
の
意
味
 

澤
井
 

の
枠
組
や
概
念
を
は
じ
め
、
宗
教
研
究
の
あ
 

、
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
理
論
を
現
 

え
て
い
る
宗
教
の
「
理
解
」
と
い
う
根
本
的
 

そ
れ
自
体
の
意
味
次
元
と
ム
ロ
 理
 的
な
要
素
を
 

ル
 で
の
理
解
を
超
え
て
、
深
層
的
意
味
レ
ベ
 

釈
 学
の
立
場
か
ら
展
開
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
 

、
深
み
の
次
元
 

義
次
 

り
 方
が
再
検
討
さ
 

代
 的
な
視
座
か
ら
 

で
今
日
的
な
課
 
題
 

伴
う
意
味
次
元
と
 

ル
 で
の
理
解
へ
と
 

、
現
代
の
宗
教
研
 
先遣いに 捉れ 

宗
教
研
究
に
お
け
る
現
代
的
課
題
 

｜
 宗教
的
多
元
状
況
に
お
け
る
宗
教
の
理
解
 

 
 



現
代
世
界
は
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
、
ユ
ダ
ヤ
教
 

、
仏
教
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
が
多
様
に
存
在
す
る
 

宗
教
的
多
元
性
の
状
 

況
 に
あ
る
。
宗
教
の
「
多
元
性
」
は
、
現
代
世
界
の
あ
 

宗
教
学
に
お
け
る
パ
ラ
ダ
イ
ム
再
考
へ
向
け
た
動
き
の
 

り
 方
を
捉
え
る
う
え
で
重
要
な
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
 

一
端
は
、
国
際
宗
教
学
宗
教
史
会
議
の
テ
ー
マ
に
も
 

象
 

。
現
代
世
界
の
こ
う
し
 

徴
 的
に
表
現
さ
れ
て
 

た
 状
況
に
お
い
て
、
諸
宗
教
の
価
値
観
の
共
存
的
な
あ
 

り
 方
が
模
索
さ
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
世
界
で
は
、
 

キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
諸
 

宗
教
と
の
関
わ
り
を
明
確
に
し
よ
う
と
す
る
、
い
わ
ゆ
 

る
 「
諸
宗
教
の
神
学
」
の
試
み
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
 

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
 

以
来
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
積
極
的
に
「
他
宗
教
と
の
 

対
話
」
を
行
な
っ
て
き
た
。
キ
リ
ス
ト
教
の
こ
う
し
た
 

動
き
は
、
と
く
に
欧
米
 

の
 宗
教
学
界
に
お
い
て
、
宗
教
研
究
の
あ
り
方
を
再
考
 

す
る
契
機
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
き
た
。
宗
教
学
は
世
界
 

の
 諸
宗
教
の
歴
史
的
展
 

開
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
宗
教
現
象
の
様
態
を
明
ら
 

か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
間
の
生
に
お
け
る
宗
教
 

の
 意
味
を
探
究
す
る
 
研
 

究
 分
野
と
し
て
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
 

が
 今
日
、
 I
T
 革
命
が
急
速
に
進
み
、
世
界
は
ま
す
ま
 
す
 グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
 

コ
 ン
の
時
代
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
 

転
 換
 が
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
現
代
 

世
界
に
お
い
て
、
た
と
 

え
ば
環
境
問
題
に
み
ら
れ
る
よ
 
う
 に
、
人
類
全
体
は
お
 
互
い
に
相
互
連
関
的
な
存
在
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
 

世
 界
 の
そ
う
し
た
動
き
の
 

な
か
で
、
宗
教
学
も
隣
接
諸
科
学
と
同
様
、
洋
の
東
西
 

を
 問
わ
ず
、
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
 

い
る
。
 二
 0
0
0
 年
 八
月
、
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
 
ダ
 ｜
 バ
ン
市
に
お
い
て
、
第
一
八
回
国
際
宗
教
学
宗
教
史
 

ム
至
俄
が
 
開
催
さ
れ
た
。
 

一
九
 
0
0
 年
に
パ
リ
で
、
第
一
回
学
術
会
議
が
開
催
さ
 

れ
て
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
百
年
を
迎
え
、
そ
れ
は
ま
さ
に
 

節
目
に
当
た
る
国
際
会
 

議
 で
あ
っ
た
。
記
念
大
会
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
 

、
全
 体
 テ
ー
マ
が
「
宗
教
学
そ
の
起
源
と
展
望
」
（
 目
 の
 
（
 
0
 
Ⅱ
 
ぜ
 0
 七
 %
0
 
目
的
 

P
o
 

コ
の
 (382) 

序
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宗孝 H 肝先における 

的 そ あ 
な め る 
」 教 キ 
も え リ 

の の ス 

ば 真 ト 

か 理 数 

り で、 ， 性神 学 
は 絶 は 
な 封   
か 的 世 
っ な 界 
た 優 に 
  Ⅰ 立 お 

諸 住 け   
の 張 宗 
上ヒ し 老気 

較 た と 

研 。 の 
究 し 出 
は か 会   
合 、 の 

よ、 宗教た力理主 

義 の で 
的 比   
な 較 キ 
所 所 リ 

突 先 ス 

に は ト 

よ 、 教 
っ 心 と 

て ず 他 
、 し ，七 万。 

特 も 教 
定 キ を 

の り 上ヒ 

宗 ス 較 
教 ト す 
の 教 る 

こと 絶対 対 に 

性 す に 
な る よ   て すも 護教 、 
  

射
た
。
宗
教
学
が
ひ
と
っ
の
学
問
分
野
と
し
て
成
立
 

題
轍
 
宗
教
学
は
一
九
世
紀
後
半
に
、
キ
リ
ス
ト
教
 

神
 

 
 

 
 

に と 代 の 
諸 宗 概 枠 

て っ 
  

  を 目 五 ル 
教 学 の 学 暗 ） 年 に 
研 着 心 は 然 は に お 
究 ル 論   の 、 は い 

が ド で 既 う 西 、 て 

抱 か は 成 ち 洋 日 、 
ス フ 、 の ほ ほ 本 従 
て ・ 硯 面 前 成 に 来 
い オ 代 洋 提 立 お の 
る ッ の 的 と し い 宗 

し た て 教 な 宗教 宗教 ト｜ 「 て 歴 国 研 
の の 研 宗 き 史 襟 先 

た 的 崇 め 

教学」 究の主 「理解 理論を   
」 現 要 の 目 ら 寒 泉 
と 代 な 枠 で あ 教 を 
ぃ 的 特 細 は り 史 振 
う な 徴 み     ム ム リ 

根 視 な な 
本 座 踏 超 返る 宗教 長年 議が 

的 か ま え 学 に 開 と 

で ら え て の わ 催 と 

今 捉 た   そ た さ も 

日 え う い う つ ね に 

的 な え か し て る 、 
な お で に た そ 。 今 
課 す   世 

題 こ 視 界 後の 枠組 の学 宗教 



こ
う
し
た
 

枠
組
み
を
 

こ
う
し
 

現
代
の
宗
 

点
で
あ
る
 

と
い
う
論
 

が
れ
て
き
 

的
伝
統
に
 

し
て
、
 東
 

と
 述
べ
、
 

点
に
 、
現
代
世
界
に
お
け
る
宗
教
の
多
元
状
況
に
お
 
い
 て
 、
西
洋
の
み
ホ
教
伝
統
に
依
存
し
て
き
た
従
来
の
め
示
教
 

学
の
概
念
や
 

再
検
討
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
 

た
 宗
教
研
究
の
重
要
な
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
 
に
 、
わ
れ
わ
れ
が
ま
ず
認
識
し
て
 お
 か
な
け
れ
ば
な
ら
 な
い
の
は
、
 

教
学
の
成
立
と
展
開
が
、
こ
れ
ま
で
欧
米
の
 ゐ
 
示
教
伝
統
 、
と
り
わ
け
、
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
研
究
に
大
き
く
 
依
 存
し
て
き
た
 

。
ジ
ョ
ゼ
フ
・
 M
,
 

キ
タ
 

ガ
ワ
 
二
九
一
五
 ｜
 一
九
九
一
 
ご
 は
 、
す
で
に
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
宗
教
学
の
展
望
」
 
二
九
六
一
 こ
 

丈
 に
お
い
て
、
現
代
の
宗
教
学
が
抱
え
て
い
る
研
究
 課
 題
を
論
じ
て
い
る
。
キ
タ
 ガ
ヮ
 は
西
洋
に
お
い
て
伝
統
 的
に
受
け
継
 

た
 
「
宗
教
学
」
売
の
目
 
牡
 0
 拐
 ぎ
の
の
の
 

コ
 の
の
㌢
 
め
 
（
一
が
 
、
そ
 の
 根
本
的
な
研
究
方
法
や
態
度
に
お
い
て
、
西
洋
の
歴
 
史
的
・
文
化
 

よ
っ
て
深
く
影
響
さ
れ
て
き
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
 
。
西
洋
の
人
び
と
が
分
析
的
に
も
の
を
考
え
る
傾
向
が
 
あ
る
の
に
 対
 

洋
 の
 人
 び
と
は
リ
ア
リ
テ
ィ
を
直
接
的
に
直
観
す
る
、
 あ
る
い
は
、
究
極
的
実
在
の
本
質
を
体
験
す
る
傾
向
を
 
も
っ
て
い
る
 

つ
ぎ
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
「
西
洋
 の
 宗
教
学
者
は
、
何
は
と
も
あ
れ
研
究
対
象
を
「
概
念
 
化
」
す
る
こ
 

か
し
今
日
、
欧
米
に
お
い
て
、
宗
教
学
は
伝
統
的
に
大
 学
 あ
る
い
は
大
学
院
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
研
 
究
の
中
に
位
置
づ
け
る
 

れ
て
い
る
場
合
が
依
然
と
し
て
多
い
。
こ
う
し
た
事
実
 
は
 、
欧
米
に
お
け
る
宗
教
学
の
性
格
の
一
面
を
示
し
て
 
い
る
。
宗
教
的
多
元
性
 

の
 状
況
に
お
い
て
、
西
洋
の
「
宗
教
」
の
概
念
が
そ
の
 
ま
ま
西
洋
以
外
の
宗
教
現
象
を
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
的
 
脈
 絡
 に
そ
っ
て
理
解
す
る
 

ぅ
 え
で
、
必
ず
し
も
普
遍
的
に
有
効
な
も
の
で
は
な
い
 
。
そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
近
年
、
ジ
ョ
ナ
 
サ
ン
・
 

Z
.
 

ス
ミ
ス
も
 

一
 
l
-
 

「
宗
教
」
（
お
目
 
住
 。
じ
の
用
語
が
世
界
中
で
広
く
使
用
 
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
経
緯
に
触
れ
な
が
ら
示
唆
し
て
 
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
 

  

  
た で 
め ら 

め る 
枠 つ 
組 た 
み   
ひ "  し " う %' 。 

も 教 
と 学 
づ が 

い 次 

て 第 
研 に 
究 一 

さ つ 

ね め 
る 学 
に 間 
つ と 

れ し 
て て 

  
の ら 
ず れ と 
キ 従 
リ 来 
ス の 

ト キ 

教 リ 

字申 ス 
学 ト 

と 教 
@ ま 平中 

異 学 
な と 

る @ ま 

研 削 
究 個 
成 の 
果   
を 諸 
も も 乃 。 
た 教 
ら め 
し 比 
た 較 
  研 

し 究 
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前
 、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
大
学
院
に
お
い
て
、
ス
ミ
ス
の
 宗
教
学
講
義
や
大
学
院
ゼ
ミ
を
受
講
し
た
と
き
、
か
れ
 
は
こ
の
点
を
学
生
た
ち
 

に
 強
調
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
世
界
宗
教
 
研
究
所
に
お
け
る
宗
教
学
は
、
こ
れ
ま
で
ス
ミ
ス
の
 
い
 う
 宗
教
の
解
釈
学
的
な
 

欄
 
理
解
を
め
ざ
し
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
ス
ミ
ス
の
 
宗
教
研
究
の
姿
勢
は
、
規
範
的
な
神
学
研
究
と
の
 
関
 わ
り
が
不
明
瞭
で
あ
る
と
し
 

耶
て
 、
こ
れ
ま
で
批
判
的
に
受
け
と
め
ら
れ
て
き
た
 
き
ら
い
も
あ
る
が
、
現
代
の
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
 
お
い
て
、
ス
ミ
ス
が
強
調
し
 

 
 

汁
た
 宗
教
の
「
理
解
」
と
い
う
解
釈
学
的
な
問
題
は
 
、
ま
す
ま
す
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
 

 
 

 
 

的
な
宗
教
現
象
は
複
雑
で
多
岐
に
わ
た
る
文
化
現
象
で
 
あ
り
、
複
雑
化
す
る
現
代
 世
 

%
 
 界
に
お
い
て
、
ま
す
ま
す
確
固
た
る
研
究
対
象
と
 
し
て
捉
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
宗
教
現
象
を
そ
の
他
 
の
 文
化
現
象
と
明
確
に
識
別
 

179 (385) 

一
コ
 

@
-
 

が
 、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
が
宗
教
伝
統
の
人
び
と
に
 
よ
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
ぃ
 。
筆
者
が
約
二
 0
 年
 

と
に
気
を
と
ら
れ
て
、
東
洋
の
諸
宗
教
現
象
を
解
釈
す
 
る
 傾
向
が
あ
っ
た
。
い
い
か
え
る
と
、
宗
教
学
の
名
の
 
干
 に
、
地
域
の
特
殊
性
 

を
 無
視
し
て
、
自
分
な
り
の
論
理
を
使
っ
て
く
み
た
て
 
た
 抽
象
的
体
系
の
中
に
、
東
洋
の
諸
宗
教
現
象
を
当
て
 
は
め
て
と
ら
え
る
傾
向
 

一
 
2
 一
 

が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
事
実
、
い
ま
も
な
お
 残
っ
て
い
る
」
。
キ
タ
 ガ
ワ
 が
す
で
に
一
九
六
 0
 年
代
 に
 指
摘
し
た
こ
の
問
題
 

点
は
 、
今
日
に
お
い
て
も
、
い
ま
だ
に
宗
教
研
究
が
抱
 
え
て
い
る
重
要
な
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
宗
教
が
い
 
か
に
信
仰
さ
れ
て
い
る
 

の
か
と
い
う
宗
教
現
象
の
具
体
棺
を
適
確
に
把
捉
し
た
 う
え
で
、
宗
教
現
象
を
理
解
す
る
と
い
う
解
釈
学
的
な
 
研
究
態
度
が
、
今
後
ま
 

す
ま
す
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
、
宗
教
学
は
西
洋
の
 社
会
・
文
化
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
構
築
さ
れ
た
 
「
宗
教
」
の
概
念
に
依
 

り
な
が
ら
、
世
界
の
諸
宗
教
現
象
を
捉
え
て
き
た
。
 
し
 か
し
、
ウ
ィ
ル
フ
レ
ッ
ド
・
 C
.
 ス
ミ
ス
二
九
一
六
 ｜
二
 0
0
0
 ）
が
繰
り
返
 

し
 強
調
し
た
よ
う
に
、
宗
教
を
理
解
す
る
と
い
う
こ
と
 
は
 、
そ
の
宗
教
伝
統
に
生
き
る
信
仰
の
担
い
手
の
関
 
わ
 り
か
た
を
理
解
す
る
こ
 

と
で
あ
る
。
宗
教
研
究
は
そ
れ
が
学
問
研
究
で
あ
る
か
 
ぎ
り
、
そ
の
研
究
成
果
が
学
的
に
評
価
さ
れ
る
も
の
 
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 



す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
そ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
 
、
宗
教
を
把
捉
す
る
た
め
に
、
宗
教
研
究
の
方
法
論
 
は
 、
こ
れ
ま
で
宗
教
史
 

学
 、
宗
教
現
象
学
、
宗
教
人
類
学
、
宗
教
社
会
学
、
宗
 教
 心
理
学
な
ど
に
分
か
れ
て
き
た
。
宗
教
現
象
の
さ
ま
 
ざ
ま
な
様
相
が
そ
れ
ぞ
 

れ
 異
な
っ
た
視
点
か
ら
研
究
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
あ
る
 
。
わ
れ
わ
れ
は
 
ニ
 ニ
ア
ン
，
ス
マ
ー
ト
二
九
二
七
 ｜
 二
 0
0
 
二
の
指
摘
を
援
 

用
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
の
宗
教
研
究
の
あ
り
方
 
な
お
も
に
つ
ぎ
の
五
つ
の
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
 
る
で
あ
ろ
う
。
 

-
4
-
 

宗
教
研
究
は
ま
ず
第
一
に
、
必
然
的
に
「
多
元
的
」
（
 
宮
 u
 「
㏄
 
こ
 
す
な
わ
ち
「
文
化
横
断
的
」
 
宙
 1
0
 
紡
 。
 
0
 日
 ぎ
 r
a
 
こ
で
あ
る
。
宗
教
 

理
論
は
文
化
横
断
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
わ
れ
 
わ
れ
は
多
元
的
な
世
界
に
生
き
て
お
り
、
宗
教
研
究
も
 
お
の
ず
と
そ
う
し
た
 世
 

界
の
状
況
を
反
映
し
た
も
の
と
な
る
。
第
二
に
、
宗
教
 
研
究
は
多
く
の
学
問
分
野
の
方
法
を
用
い
る
。
そ
の
 
上
 
局
味
 に
お
い
て
、
「
多
分
 

野
的
 」
ま
日
（
 目
お
ぢ
巨
簾
 ち
す
な
む
ち
「
多
方
法
 的
 」
 6
0
 ミ
ョ
音
す
 0
 臼
 こ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
パ
ウ
 ロ
や
ブ
ッ
ダ
、
王
陽
明
 

な
ど
に
つ
い
て
論
じ
る
た
め
に
は
、
歴
史
学
的
な
視
点
 
と
 方
法
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
現
代
の
都
市
化
と
の
 
関
わ
り
の
な
か
で
、
 

宗
 

教
を
捉
え
る
た
め
に
は
、
社
会
学
や
人
類
学
の
視
点
と
 
方
法
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
 
と
不
 三
 一
元
論
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
 

ン
タ
哲
学
の
類
似
点
と
相
違
点
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
 
め
に
は
、
現
象
学
的
な
視
点
と
方
法
が
求
め
ら
れ
る
。
 宗
教
の
歴
史
的
な
展
開
 

と
と
も
に
、
宗
教
と
社
会
・
文
化
、
あ
る
い
は
個
人
と
 
の
 連
関
に
注
目
し
な
が
ら
、
宗
教
を
研
究
す
る
た
め
に
 
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
 方
 

法
 が
使
わ
れ
る
。
第
三
に
、
宗
教
研
究
は
「
文
化
と
結
 び
つ
 
い
た
」
 す
日
旨
 お
と
。
目
色
学
問
で
あ
る
。
宗
教
 は
 文
化
と
密
接
に
連
関
 

し
て
い
る
の
で
、
宗
教
現
象
と
そ
の
他
の
文
化
現
象
を
 
明
確
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
 
、
宗
 教
 研
究
を
他
の
学
問
領
 

域
 と
切
り
離
さ
れ
た
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
は
で
 
き
な
い
、
つ
ま
り
、
他
の
学
問
と
明
確
な
境
界
を
も
っ
 
て
は
い
な
い
。
第
四
の
 

特
徴
と
し
て
、
宗
教
研
究
は
人
間
生
活
の
一
側
面
す
な
 
わ
ち
宗
教
的
な
側
面
を
取
り
扱
う
の
で
、
政
治
学
や
経
 
済
 学
な
ど
と
同
様
、
 
そ
 

れ
は
「
一
側
面
的
」
 

す
 留
の
の
 
巨
 き
な
も
の
で
あ
る
。
 
最
後
に
第
五
の
特
徴
と
し
て
、
宗
教
研
究
は
、
宗
教
 
規
 象
の
歴
史
や
記
述
に
向
 

  



 
 

%
 
 
み
な
す
こ
と
が
ま
す
ま
す
む
ず
か
し
く
な
っ
て
き
 
て
い
る
。
 

鯛
 

か
っ
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
近
年
、
認
知
科
学
 や
力
 ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
イ
ー
ズ
な
ど
に
刺
戟
さ
れ
 て
 、
宗
教
現
象
を
研
究
し
よ
㈲
 

 
 

 
 
 
 

 
  

 

船
ぅ
 と
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
 
は
 、
宗
教
学
が
特
定
の
方
法
を
も
つ
一
つ
の
学
問
領
 
域
ま
 @ のま
で
 巨
 ③
で
あ
る
と
 

け
ら
れ
る
と
し
て
も
、
哲
学
や
神
学
が
あ
っ
 か
ぅ
 省
察
 的
な
問
い
、
す
な
 む
 ち
、
規
範
的
な
問
 い
 を
生
み
出
す
 こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
 

と
は
、
言
い
か
え
れ
 ば
 、
宗
教
の
記
述
的
な
研
究
と
規
 範
 的
な
研
究
が
理
論
的
に
い
ち
お
う
区
別
さ
れ
て
い
る
 
け
れ
ど
も
、
実
際
の
宗
 

教
 研
究
で
は
、
両
者
が
明
確
に
分
か
れ
て
い
な
い
こ
と
 
を
 示
し
て
い
る
。
 

こ
れ
ら
五
つ
の
特
徴
は
、
現
代
の
宗
教
研
究
の
具
体
的
 な
あ
り
方
を
適
確
に
示
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
同
時
 
に
ま
た
、
現
代
の
宗
 

教
学
の
課
題
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
宗
教
が
社
会
 
や
文
化
に
還
元
で
き
な
い
「
独
自
性
」
 
宙
 田
も
 コ
 の
「
 
@
 
の
 ）
を
も
っ
て
い
る
か
 否
 

か
と
い
う
問
い
と
も
連
関
し
て
い
る
が
、
宗
教
学
は
そ
 
れ
 独
自
の
研
究
方
法
を
も
っ
学
問
分
野
で
あ
る
の
か
 
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
 

る
 。
宗
教
の
独
自
性
を
と
く
に
主
張
し
た
の
は
、
 
ル
ド
 ル
フ
，
オ
ッ
ト
ー
、
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
レ
ー
ク
、
ミ
ル
 
チ
ャ
・
エ
リ
ア
ー
デ
な
 

ど
の
宗
教
現
象
学
を
推
し
進
め
た
宗
教
学
者
た
ち
で
あ
 
る
が
、
宗
教
の
独
自
性
を
め
ぐ
っ
て
、
一
九
八
 0
 年
代
 以
後
、
活
発
な
議
論
が
 

展
開
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
現
象
学
は
宗
教
の
「
独
自
性
 
」
を
探
究
す
る
た
め
に
、
歴
史
学
、
社
会
学
、
人
類
学
 
、
心
理
学
な
ど
の
他
の
 

諸
学
問
に
解
消
さ
れ
な
い
宗
教
学
独
自
の
方
法
を
強
調
 
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
田
丸
 徳
 善
も
指
摘
し
て
い
る
 よ
う
に
、
視
点
を
か
え
 

れ
ば
、
宗
教
学
の
内
部
的
な
分
科
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
 
た
 宗
教
史
学
や
宗
教
人
類
学
な
ど
は
、
歴
史
学
や
人
類
 
学
な
ど
の
一
部
で
も
あ
 

り
 、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
領
域
の
方
法
に
よ
っ
て
成
り
立
 
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
は
、
宗
教
学
と
は
特
定
 
の
方
法
に
も
と
づ
く
と
 

-
5
-
 

摘
 

い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
宗
教
と
い
う
共
通
の
対
 象
 に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
学
問
」
で
あ
る
と
舌
口
う
こ
と
 
も
で
き
る
。
こ
う
し
た
根
本
 

射
的
な
問
題
点
と
密
接
に
連
関
す
る
具
体
的
な
諸
問
 題 に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
宗
教
学
が
必
ず
し
も
満
足
す
 
べ
き
理
論
を
提
示
し
て
こ
な
 

 
 



現
代
の
宗
教
研
究
の
お
も
な
特
徴
を
把
握
し
た
つ
え
で
 
、
こ
こ
で
は
、
現
代
の
宗
教
学
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
 
た
め
の
一
つ
の
手
が
 

か
り
と
し
て
、
ル
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
の
「
 聖
 」
の
 概
 念
 と
そ
の
意
味
を
取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。
オ
ッ
ト
 
｜
 
二
八
六
九
 ｜
 一
九
三
七
 
-
 

は
、
 聖
な
る
も
の
の
実
体
が
社
会
で
あ
る
と
み
な
し
た
 
デ
ュ
ル
ケ
ム
二
八
五
八
 
｜
 一
九
一
 
セ
 -
 と
ほ
ほ
同
じ
時
 期
に
 、
ド
イ
ツ
に
生
き
 

た
 。
オ
ッ
ト
ー
は
宗
教
学
の
古
典
的
著
作
「
聖
な
る
も
 
の
 」
二
九
一
 セ
 ）
に
お
い
て
、
コ
ア
ミ
ノ
ー
ゼ
二
に
関
 す
る
独
自
の
宗
教
論
を
 

発
表
し
た
。
そ
の
著
書
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
的
な
意
図
 
に
も
と
づ
く
宗
教
哲
学
研
究
で
あ
っ
た
が
、
か
れ
は
 生
 涯
 に
わ
た
っ
て
、
キ
リ
 

ス
ト
 教
 神
学
あ
る
い
は
宗
教
哲
学
研
究
と
と
も
に
、
 東
 洋
の
宗
教
、
と
く
に
イ
ン
ド
宗
教
思
想
の
研
究
に
も
 
打
 ち
 込
み
、
宗
教
に
お
け
 

る
 聖
な
る
も
の
の
本
質
と
そ
の
意
味
を
探
究
し
た
。
 

オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
論
の
方
法
論
的
な
特
徴
は
、
か
れ
が
 宗
教
の
非
還
元
性
す
な
わ
ち
独
自
性
を
明
ら
か
に
す
る
 
と
と
も
に
、
宗
教
の
 

本
質
を
宗
教
体
験
レ
ベ
ル
に
ま
で
掘
り
下
げ
て
探
究
し
 
た
こ
と
に
あ
る
。
宗
教
体
験
は
社
会
、
文
化
、
人
間
の
  

 

他
 の
も
の
に
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
宗
教
に
独
 白
 の
も
の
で
あ
り
、
教
義
の
体
系
や
儀
礼
を
根
底
か
ら
 支
え
て
い
る
。
そ
う
し
 

た
 宗
教
体
験
の
次
元
に
立
ち
戻
っ
て
、
オ
ッ
ト
ー
は
 
宗
 教
の
本
質
を
捉
え
よ
う
と
し
た
。
こ
の
点
は
、
ダ
グ
ラ
 
ス
 ，
ア
レ
ン
も
指
摘
し
 

一
 
6
h
v
-
 

て
い
る
よ
う
に
、
宗
教
現
象
学
に
対
し
て
、
オ
ッ
ト
 
｜
 が
 行
な
っ
た
重
要
な
方
法
論
的
貢
献
で
あ
っ
た
。
 

宗
教
に
お
け
る
「
聖
な
る
も
の
」
の
本
来
的
な
意
味
、
 
す
 な
 む
 ち
、
非
合
理
的
で
神
秘
的
な
体
験
を
表
現
す
る
 
た
め
に
、
オ
ッ
ト
 ｜
 

は
 周
知
の
ご
と
く
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
 ざ
拐
之
仁
ヨ
ぎ
 0
 の
 
⑨
の
語
を
造
っ
た
。
か
れ
に
 
ょ
 れ
ば
、
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
 ゼ
 」
の
内
実
は
、
宗
教
 体
 

験
 に
よ
っ
て
の
み
感
じ
と
ら
れ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
 、
論
議
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
コ
ト
バ
に
 
よ
 っ
て
、
そ
れ
を
理
解
さ
 

(388) 
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姥
 

キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
、
オ
ッ
 
ト
 ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
す
な
 
ね
 ち
、
「
 こ
れ
ら
 両
 要
素
「
非
合
理
的
 

潮
定
 不
変
な
、
人
間
の
心
理
作
用
」
 
ず
 日
日
 0
 「
日
が
 
コ
 由
の
 
0
 
コ
 の
け
り
二
 

%
 ヰ
 
E
 コ
の
廿
 

0
 
コ
 0
 
叶
プ
目
 
（
～
）
 

ゅ
 
コ
ロ
の
 
ぺ
 の
す
 
0
-
0
 

ゆ
ぜ
 
）
 が
 伏
在
し
て
い
る
た
め
で
あ
 

舷
 
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
オ
ッ
ト
ー
は
す
べ
て
の
 

人
 間
 存
在
に
、
共
通
す
る
宗
教
的
感
情
が
存
在
し
て
い
る
 

と
 主
張
し
た
。
も
っ
と
も
、
 

-
g
g
J
-
 

  

る 現代的課題 

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
日
常
言
語
あ
る
い
は
概
念
に
 た
い
し
て
は
、
た
だ
隠
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
り
、
理
性
の
 
届
か
な
い
「
ま
っ
た
く
 

他
 な
る
も
の
」
す
な
む
ち
「
絶
対
他
者
」
⑤
 
ジ
堺
罵
 ト
コ
 
巨
浅
 ③
で
あ
る
。
こ
の
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
感
情
 こ
そ
が
、
宗
教
現
象
の
 

核
心
を
な
し
て
い
る
。
オ
ッ
ト
ー
の
い
う
「
 
ヌ
 ミ
ノ
 ｜
 ゼ
 」
は
、
概
念
的
な
把
握
が
ま
っ
た
く
不
可
能
な
 
宗
 教
の
本
質
で
あ
り
、
 
元
 

来
、
解
釈
さ
れ
る
こ
と
を
拒
否
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
聖
 な
る
も
の
に
関
す
る
こ
う
し
た
認
識
に
立
脚
す
る
 
オ
ッ
 ト
 ー
は
、
宗
教
に
お
け
 

る
 教
義
を
決
し
て
軽
視
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
単
な
 
る
 教
義
に
は
関
心
を
も
た
な
か
っ
た
。
か
れ
の
関
心
は
 
、
教
義
の
根
幹
を
な
し
 

-
7
-
 

て
い
る
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
感
情
に
立
ち
戻
っ
て
 、
 「
 
体
験
さ
れ
た
宗
教
」
 
薄
 凹
の
荘
の
宣
 住
 0
 已
に
向
け
 ち
 れ
た
。
宗
教
に
お
け
る
 

教
義
あ
る
い
は
宗
教
思
想
は
、
宗
教
体
験
の
非
合
理
的
 
な
 要
素
で
あ
る
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
感
情
が
、
神
学
的
 あ
る
い
は
哲
学
的
な
思
 

弁
 に
よ
っ
て
合
理
化
あ
る
い
は
倫
理
化
さ
れ
た
も
の
で
 あ
る
。
そ
の
ム
ロ
理
化
あ
る
い
は
倫
理
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
 、
オ
ッ
ト
ー
は
宗
教
の
 

「
図
式
化
」
②
の
 
プ
 の
目
口
コ
ム
の
㍉
 

目
 し
と
よ
ん
だ
。
宗
教
 体
験
の
非
合
理
的
な
本
質
は
、
聖
典
や
教
義
に
お
け
る
 
合
理
的
な
概
念
へ
と
 

移
さ
れ
て
、
 神
 あ
る
い
は
絶
対
的
実
在
の
属
性
に
関
す
 る
 教
義
や
宗
教
思
想
が
生
み
出
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
 
ら
 、
そ
れ
ら
自
体
は
 、
 

本
来
の
立
場
か
ら
み
れ
ば
、
第
二
義
的
で
派
生
的
な
も
 
ハ
リ
う
 

Ⅰ
あ
る
と
オ
ッ
ト
ー
は
舌
口
 
う
 。
 

こ
う
し
た
議
論
の
前
提
と
し
て
、
オ
ッ
ト
ー
は
宗
教
に
 
お
け
る
聖
な
る
も
の
を
非
合
理
的
な
要
素
と
合
理
的
な
 要
素
が
緊
密
に
結
び
 

つ
 い
た
複
 ム
ロ
的
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
し
て
捉
え
、
そ
 
う
し
 た
 宗
教
の
本
質
を
、
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
れ
 
東
 洋
の
諸
宗
教
の
あ
い
だ
 

で
あ
れ
、
世
界
の
す
べ
て
の
宗
教
現
象
の
な
か
に
見
て
 
と
っ
た
。
そ
れ
は
諸
宗
教
の
背
後
に
、
宗
教
の
決
定
 
的
な
要
因
と
し
て
、
「
 一
 



  

と て れ （ み の い 

        一 一 一     
  

え え 」 

  

カ 口のパ O  ユ 自の 

の み   潟     
類 こ し ら 」 組 l と 

一 て しい 関して 土学者 が、 オ た舌口薬 む であそ る （申 ット の 。 
っ 学 l か 深 

た 者 の に く   
非合理 存 の 「 望 む 、か も 

在るれ的 」ものな 
きめキ基 見ヒ リ 花蓮 

て な ス の 

  
  
し 評   の き 輝 

  

    
む か ッ 。 

視 の サ こ 

京 形 l う 

に 祠 か し 

真 な 
に 要 

と 宗教 素 
的 合 
な 理 
尺 的 
度 な 
で 要 
あ 素 
る " 』 
  が 

こ 存 
の 在 
尺 し 度 
に か 
よ つ 

つ 健 
て 全 
も に 

古几 
キ 全   
ス 調 

@  木口 

教 す 
は る 
地 こ 

上 と 

に は 
存   
在 あ 
す る 

宗教 る他 

の の 

諸 優 
宗 越 
教 さ 

に が 

対 計 
し ら 

て れ る 
絶 尽 

度 対的 、 
に し 

優 か 
越 も 
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エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
教
義
の
根
底
に
一
致
し
て
存
在
し
て
 

お
り
、
そ
れ
が
「
二
人
の
特
 鋤
 

 
 

 
 

 
 
 
 

%
 
 

麟
 
の
事
実
に
覆
 
異
な
主
張
や
高
い
パ
ト
ス
の
本
来
の
源
泉
と
も
な
 

い
 を
か
け
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
た
 
両
 

 
 

そ
の
弁
証
法
に
お
い
て
は
こ
  

 

耶
秘
 

題
螺
 

宗
教
に
特
有
な
も
の
、
す
な
 

主
義
的
思
想
家
で
あ
る
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
 

ね
 
ち
、
宗
教
体
験
に
 

と
シ
 

ャ
 
。
対
す
る
「
弁
証
」
う
口
 

ン
カ
ラ
を
比
較
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
 

0
 
こ
 
の
の
計
）
 

て
あ
る
ま
た
・
 

と
 
@
 
O
f
,
I
 

、
㊥
 

i
 
@
 
こ
 
ロ
ラ
 

 
 

似
 が
み
ら
れ
る
。
オ
ッ
ト
ー
は
こ
う
し
た
宗
教
の
類
似
 性
を
 、
ど
れ
か
ひ
と
つ
の
宗
教
を
尺
度
と
し
て
他
の
宗
 
教
を
測
っ
た
り
す
る
 

で
も
、
ま
た
、
一
方
の
現
象
が
他
方
か
ら
の
伝
播
あ
る
 
い
は
借
用
で
あ
る
と
み
な
す
借
用
論
で
も
な
く
、
平
行
 関
係
に
お
い
て
捉
え
 

う
と
し
た
。
し
か
も
、
諸
宗
教
の
平
行
関
係
が
世
界
の
 
歴
史
の
な
か
で
偶
然
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
な
く
 
、
普
遍
的
な
事
実
と
 

て
 、
ひ
と
つ
の
法
則
性
を
も
つ
現
象
で
あ
る
こ
と
を
論
 
証
し
よ
う
と
し
た
。
 

オ
ッ
ト
ー
は
「
聖
な
る
も
の
」
に
も
と
づ
く
比
較
宗
教
 
の
 視
点
に
立
っ
て
、
「
西
洋
と
東
洋
の
神
秘
主
義
ヒ
（
 一
九
二
六
）
 
と
コ
づ
 

ド
の
 恩
寵
の
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
」
二
九
三
 0
 ）
に
お
 い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ン
ド
の
宗
教
思
想
、
と
く
に
 
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
ン
タ
派
 

思
想
を
比
較
検
討
し
た
。
そ
の
際
に
も
、
「
 ヌ
 ミ
ノ
 ｜
 ゼ
 」
の
感
情
の
次
元
を
射
程
に
入
れ
な
が
ら
考
察
を
行
 
な
っ
た
。
オ
ッ
ト
 ｜
 

よ
れ
ば
、
イ
ン
ド
の
宗
教
思
想
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
思
 想
 と
同
じ
よ
う
に
、
た
だ
単
に
哲
学
的
思
惟
の
た
め
の
 形
而
上
学
で
は
な
く
 

聖
な
る
も
の
の
体
験
に
根
ざ
し
た
「
救
済
論
」
 
@
 の
 
@
-
 

ム
 の
す
Ⅰ
の
）
あ
る
い
は
「
信
仰
論
」
市
こ
 

仁
 す
の
 
コ
 匹
の
 
ゴ
 Ⅰ
の
）
 
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
 

れ
ら
は
救
済
へ
の
「
 道
 」
（
旧
の
し
を
示
し
て
い
る
。
 た
と
え
ば
、
オ
ッ
ト
ー
が
西
洋
世
界
に
お
い
て
、
は
じ
 
め
て
本
格
的
に
研
究
 

象
 と
し
て
取
り
上
げ
た
テ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
。
か
れ
は
 
シ
 サ
 ン
カ
ラ
 と
 同
様
、
イ
ン
ド
の
よ
く
知
ら
れ
た
ヴ
ェ
ー
 ダ
 ー
ン
タ
哲
学
者
の
 

と
り
で
あ
る
。
オ
ッ
ト
ー
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
言
う
。
 
ラ
 ｜
マ
 ー
ヌ
ジ
ャ
に
と
っ
て
問
題
な
の
は
、
「
哲
学
」
 田
 目
 0
 の
 
0
 臣
 ③
で
は
な
く
 " ひ 対 そ " に の ン し よ の 



こ
れ
ら
二
人
の
宗
教
思
想
に
お
い
て
は
、
合
理
的
な
存
 
在
 論
あ
る
い
は
形
而
上
学
的
な
論
理
よ
り
も
、
む
し
 
ろ
 全
く
非
合
理
的
な
 

「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
的
な
価
値
の
次
元
が
そ
の
上
に
存
在
 し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
オ
ッ
ト
ー
は
つ
ぎ
こ
の
よ
ス
 
フ
 に
吉
日
 フ
 。
二
人
の
「
教
師
」
 

す
な
わ
ち
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
 と
 シ
ャ
ン
カ
ラ
に
お
い
て
は
 、
純
粋
な
る
「
存
在
」
㊤
 0
 巨
 、
す
な
 ね
 ち
、
シ
ャ
ン
 カ
ラ
 の
い
う
「
サ
ッ
ト
」
 

す
の
計
 日
里
局
 
実
在
ブ
ラ
フ
マ
ン
Ⅰ
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
 
い
 う
 「
エ
ッ
セ
」
（
の
 
お
 ⑨
は
、
存
在
の
本
質
に
近
づ
く
 
た
 め
に
、
概
念
あ
る
い
 

は
 理
性
（
 q
 め
 n
@
 
色
が
示
す
こ
と
の
で
き
る
ギ
リ
ギ
リ
の
 
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
存
在
の
本
質
に
は
届
か
 
ず
 、
結
局
の
と
こ
ろ
、
 

-
 
巧
 -
 

ヌ
 ミ
ノ
ー
 ゼ
 の
単
な
る
合
理
的
な
「
図
式
」
に
な
っ
て
 
い
る
。
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
の
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
に
お
い
 て
 、
最
高
実
在
フ
ラ
フ
 

マ
ン
 と
個
 酌
人
間
の
本
質
ア
ー
ト
マ
ン
の
一
体
性
を
壬
 一
 
口
説
す
る
神
秘
的
文
章
、
す
な
 ね
 ち
、
「
汝
は
そ
れ
な
り
 」
 宙
ゅ
円
ト
く
帥
日
づ
ゅ
 

四
）
 

の
る
い
は
「
わ
れ
は
ブ
ラ
フ
マ
ン
な
り
」
す
ぎ
 

七
 

ヨ
町
 ㏄
 す
 ヨ
射
ョ
 ご
 
に
つ
い
て
、
オ
ッ
ト
ー
は
「
こ
れ
は
 い
ず
 れ
 も
む
し
ろ
感
得
さ
れ
 

る
も
の
「
 臼
巨
 す
が
 
エ
 
で
あ
っ
て
、
「
私
は
純
粋
存
在
と
 な
っ
た
 、
 私
は
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
合
理
 
的
な
叙
述
と
は
「
全
く
 

別
 の
も
の
」
で
あ
る
」
と
言
う
。
そ
し
て
、
「
エ
ッ
ク
 ハ
ル
ト
が
高
貴
な
人
間
 
ぎ
 0
 ヨ
 0
 コ
 0
 げ
目
巴
 、
す
な
わ
 ち
 
「
神
と
な
っ
た
 人
 」
 

す
 め
 Ⅰ
 
幅
 。
 什
こ
 
の
（
 
e
 Ⅰ
 ま
の
コ
 
の
の
じ
卜
に
つ
い
 テ
 Ⅰ
 伍
 由
る
時
も
 、
こ
 れ
と
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
真
の
存
在
す
 
拐
 ③
と
な
っ
た
人
と
 

 
 

い
う
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
概
念
は
い
ず
れ
 も
 全
く
役
に
立
た
な
い
」
。
 

オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
論
に
お
け
る
重
要
な
特
徴
の
ひ
と
つ
 
は
 、
か
れ
が
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
体
験
を
表
現
す
る
 @
 語
 、
と
り
わ
け
、
 
教
 

義
を
 
「
概
念
」
あ
る
い
は
合
理
的
な
「
図
式
」
と
し
て
 捉
え
て
い
る
点
で
あ
る
。
オ
ッ
ト
ー
に
よ
れ
ば
、
「
 す
 べ
ブ
 Ⅰ
 爪
り
 
甘
口
語
は
、
そ
れ
 

-
 
Ⅳ
 一
 

が
 舌
口
葉
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
以
上
、
お
も
に
概
念
を
 伝
え
よ
う
と
す
る
」
。
そ
の
た
め
に
、
合
理
的
な
属
性
 
に
よ
 る
理
解
が
前
景
 へ
 

出
て
く
る
が
、
そ
れ
が
非
合
理
的
な
も
の
に
関
わ
っ
て
 
い
る
の
で
、
そ
れ
は
聖
な
る
も
の
の
本
質
を
汲
み
つ
く
 
し
て
は
い
な
い
。
オ
ッ
 

ト
 ー
の
い
う
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
本
質
は
、
「
非
合
理
 的
で
あ
っ
て
、
概
念
で
説
明
し
が
た
い
か
ら
、
体
験
し
 
て
い
る
心
情
内
で
喚
起
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オ
ッ
ト
ー
の
い
う
「
聖
な
る
も
の
」
は
、
す
で
に
述
べ
 た
よ
う
に
、
合
理
的
な
ら
び
に
非
合
理
的
な
構
成
要
素
 
に
よ
っ
て
合
成
さ
れ
 

た
 ア
プ
リ
オ
リ
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
あ
る
。
ム
ロ
 
理
 的
な
も
 の
が
わ
れ
わ
れ
の
熟
知
し
定
義
で
き
る
概
念
に
属
す
る
 も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
 

対
し
て
、
 非
 ム
ロ
 
理
 的
な
も
の
は
概
念
以
前
の
、
概
念
を
 超
え
る
感
情
に
よ
っ
て
体
験
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
 
概
念
的
な
思
惟
に
よ
っ
 

て
は
理
解
で
き
な
い
。
合
理
的
な
概
念
と
し
て
の
舌
口
 
業
 は
、
 聖
な
る
も
の
の
本
質
を
汲
み
っ
く
す
こ
と
が
で
き
 
な
い
。
そ
れ
は
、
宗
教
 

体
験
が
「
非
合
理
的
」
な
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
 
し
か
し
、
 神
 観
念
を
一
方
的
に
合
理
化
す
る
と
い
う
、
 
い
わ
 め
る
「
合
理
化
的
 

傾
向
」
が
前
景
に
出
て
く
る
と
き
に
は
、
合
理
的
な
 
概
 念
 が
す
べ
て
で
あ
る
か
の
よ
う
に
見
え
て
し
ま
う
。
 

オ
ッ
ト
ー
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
を
意
味
論
的
に
捉
え
 な
お
す
と
き
、
か
れ
は
「
聖
な
る
も
の
」
を
非
合
理
的
 
な
も
の
と
合
理
的
な
 

も
の
の
関
係
に
お
い
て
把
握
し
、
そ
の
意
味
次
元
の
二
 
重
 性
を
認
め
る
。
つ
ま
り
、
「
聖
な
る
も
の
」
は
 、
派
 生
 的
な
意
味
で
用
い
ら
 

れ
る
聖
な
る
も
の
と
本
源
的
な
意
味
に
お
け
る
聖
な
る
 も
の
に
分
け
ら
れ
る
。
派
生
的
な
意
味
で
の
聖
な
る
も
 
の
と
は
、
ム
口
 
理
的
 あ
る
 

い
は
道
徳
的
な
要
素
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
 対
 し
て
、
 い
 わ
ゆ
る
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
は
本
源
的
な
意
味
 に
お
け
る
聖
な
る
も
の
 

を
 表
現
す
る
た
め
に
、
か
れ
自
身
が
造
っ
た
舌
口
業
で
あ
 り
 、
合
理
的
な
要
素
を
差
引
い
た
「
聖
な
る
も
の
」
 、
 道
徳
的
な
要
素
を
差
引
 

㍾
 
い
 た
「
聖
な
る
も
の
」
を
言
い
表
わ
そ
う
と
す
る
 
も
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
宗
教
の
非
合
理
的
な
も
の
 
を
 語
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
あ
 

賦
る
程
度
ま
で
、
そ
れ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
 

い
う
。
つ
ま
り
、
オ
ッ
ト
ー
の
い
う
「
聖
な
る
も
の
」
 は
 、
非
合
理
的
な
も
の
そ
れ
 

一
 
%
 一
 

さ
れ
る
特
別
な
感
情
反
応
に
よ
っ
て
の
み
示
唆
さ
れ
る
 
こ
と
が
で
き
る
」
。
 



四
 

オ
ッ
ト
ー
の
い
う
聖
な
る
も
の
の
意
味
次
元
の
二
重
性
 
の
な
か
で
も
、
と
く
に
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
体
験
に
よ
 
っ
て
開
示
さ
れ
る
、
 

日
常
経
験
的
な
意
味
世
界
の
網
目
構
造
を
脱
け
出
し
た
 
深
層
的
意
味
領
域
を
理
解
す
る
た
め
に
、
こ
こ
で
わ
れ
 
わ
れ
は
、
オ
ッ
ト
ー
の
 

い
わ
ゆ
る
「
イ
デ
オ
グ
ラ
ム
」
日
の
 0
 牡
簿
ョ
 邑
に
 注
 目
し
た
い
と
思
う
。
現
代
の
宗
教
研
究
に
お
い
て
、
 
オ
 ッ
ト
 ー
の
宗
教
論
は
繰
 

り
 返
し
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
オ
ッ
ト
ー
の
イ
デ
オ
 
グ
 ラ
ム
論
は
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
 
本
格
的
に
研
究
さ
れ
た
 

こ
と
が
な
か
っ
た
。
か
れ
は
二
つ
の
意
味
次
元
の
あ
い
 
だ
に
重
な
り
合
っ
た
か
た
ち
で
、
「
 ィ
デ
 オ
グ
ラ
ム
」
 と
い
う
言
語
的
意
味
 レ
 

ベ
ル
を
認
め
る
。
オ
ッ
ト
ー
の
い
う
イ
デ
オ
グ
ラ
ム
 と
 は
 一
見
、
聖
な
る
も
の
の
概
念
の
 よ
う
 で
あ
る
が
、
 決
 し
て
（
概
念
）
で
は
な
 

 
 

の
 ）
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
は
概
念
的
に
言
い
表
わ
し
 
難
 い
も
の
に
使
用
さ
れ
、
 

人
間
の
心
を
動
か
し
、
「
熱
情
」
を
起
こ
さ
せ
る
も
の
 で
あ
り
、
ア
ナ
ロ
ジ
ー
的
な
特
徴
を
も
っ
て
い
る
。
 
し
 か
し
、
日
常
的
な
意
味
 

世
界
に
生
き
て
い
て
、
聖
な
る
も
の
の
本
質
が
見
え
 

な
い
、
い
わ
ゆ
る
「
自
然
的
な
」
 
ぎ
笘
む
 
「
二
の
こ
人
間
 
は
 、
イ
デ
オ
グ
ラ
ム
を
 

「
自
然
的
な
概
念
」
と
し
て
、
日
常
的
な
意
味
レ
ベ
ル
 で
 取
り
違
え
て
し
ま
う
と
オ
ッ
ト
ー
は
舌
口
 
う
 。
社
会
制
 度
 的
な
意
味
の
表
層
に
 

お
い
て
、
舌
口
薬
が
記
号
コ
ー
ド
化
さ
れ
る
と
き
、
そ
の
 「
意
味
」
は
お
の
ず
と
概
念
的
な
も
の
に
な
る
。
信
仰
 の
 「
深
み
の
次
元
」
が
 

見
え
な
い
と
き
、
日
常
的
な
意
味
世
界
だ
け
が
「
世
界
 
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
概
念
的
あ
る
い
は
合
理
的
に
 
把
 損
 さ
れ
る
。
オ
ッ
ト
 ｜
 

て 内 担 
重 乞 い 
要 し 手 
な て に 
小 い と 

唆 る っ 

を 。 て 
与 こ   
え の ま 

て よ っ 
く う た 
れ に く 

る 、 同 
。 オ じ 

ノ ト聖 「 
l な 
め る 

もの 宗教 

仏 ロ - 汗甘 」 

を が 
慧 心 
味 ず 
" と 百冊 旧 し 

酌 も 

に 概 
捉 念 
え 的 
な に 

お 表 
す 現 
と で 
き き 

る 

か も 

ね め 
の で 

  
サま { 
現   
代 参 
の 義 
宗 的 
数 な 
研 意 
究 味 
に 運 

と 関 
つ き 

  

    





さ
て
、
オ
ッ
ト
ー
の
挙
げ
て
い
る
具
体
例
を
少
し
見
る
 
こ
と
に
し
よ
う
。
た
と
え
 ぼ
 、
ヌ
ー
メ
ン
的
な
畏
怖
を
 引
き
起
こ
す
、
旧
約
 

聖
書
の
「
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
怒
り
」
（
 0
 お
ど
 、
新
約
聖
書
の
 
「
神
の
怒
り
」
 
ざ
 Ⅱ
㎎
㎝
ま
の
 

0
3
 
 

と
い
う
コ
ト
バ
。
 

ュ
 ダ
ヤ
 教
 お
よ
び
キ
リ
ス
 

ト
 教
を
信
仰
す
る
者
に
と
っ
て
、
「
神
の
怒
り
」
は
 決
 し
て
里
佳
 の
 
「
減
少
」
（
の
ぎ
の
ま
 
ぎ
 串
の
（
目
色
で
な
く
、
 
む
し
ろ
「
「
塑
性
」
 
そ
 

れ
 自
体
の
自
然
的
な
表
出
で
あ
り
要
素
」
で
あ
る
。
 
こ
 の
 
「
怒
り
」
 寄
し
は
 「
怖
れ
」
 ミ
 0
 ヨ
籠
山
 /
 こ
 
そ
 の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
 

い
 。
そ
れ
自
体
が
ま
っ
た
く
非
合
理
的
で
あ
る
「
怖
れ
 
」
は
、
「
旧
約
に
お
い
て
は
、
自
然
的
領
域
か
ら
の
、
 す
な
わ
ち
人
間
の
心
情
 

的
 生
活
か
ら
の
、
素
朴
な
類
推
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
、
 
表
出
さ
れ
て
」
い
る
。
し
か
も
、
「
 ブ
 
」
の
類
推
は
は
な
 
は
だ
顕
著
か
っ
適
切
な
 

の
で
、
そ
の
価
値
を
保
持
し
、
今
日
で
も
宗
教
感
情
を
 
言
い
表
わ
す
場
合
、
全
く
こ
の
言
葉
を
避
け
る
こ
と
 
は
で
き
な
い
」
の
で
あ
 

る
 。
「
神
の
怒
り
」
と
い
う
語
は
「
本
来
の
合
理
的
な
 概
 念
 」
で
は
な
く
、
「
た
だ
概
念
に
類
似
し
て
い
る
も
の
 、
宗
教
体
験
に
お
け
る
 

独
特
な
感
情
要
素
の
 ィ
デ
 オ
グ
ラ
ム
、
す
な
 ね
 ち
、
 純
 枠
 な
解
釈
記
号
 
宙
 0
 ヨ
の
 コ
ロ
 の
痔
の
 
，
 
N
 の
 
3
 オ
の
こ
」
な
の
 で
あ
る
。
 

一
 
2
-
2
 
 

聖
書
に
お
け
 

る
 
「
神
の
怒
り
」
は
、
本
来
的
に
「
非
自
然
的
な
 、
す
 な
 む
 ち
、
ヌ
ー
メ
ン
的
な
怒
り
」
な
の
で
あ
っ
て
 、
と
 か
く
人
が
誤
っ
て
合
理
 

的
に
理
解
す
る
「
自
然
的
な
」
神
の
「
怒
り
」
、
す
な
 わ
ち
合
理
的
あ
る
い
は
倫
理
的
な
レ
ベ
ル
の
も
の
で
は
 
な
い
。
聖
書
に
お
い
て
 

は
 、
本
来
的
で
超
自
然
的
な
も
の
と
そ
れ
を
充
た
す
 以
 後
の
意
味
と
が
結
び
っ
い
た
ひ
と
っ
の
ム
ロ
成
体
を
な
し
 て
い
る
。
「
神
の
怒
り
」
 

の
な
か
に
、
非
合
理
的
な
要
素
が
顕
示
さ
れ
、
自
然
的
 な
 怒
り
で
は
生
じ
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
怖
れ
を
 
引
 き
 起
こ
さ
せ
る
。
 

ま
た
、
オ
ッ
ト
ー
は
イ
デ
オ
グ
ラ
ム
の
具
体
例
と
し
 
て
 、
「
 無
 」
や
「
 空
 」
（
当
月
 注
 巴
を
挙
げ
て
い
る
。
 
そ
れ
ら
は
い
わ
ゆ
る
 

「
絶
対
他
者
」
の
イ
デ
オ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
「
驚
き
」
（
 

巨
 Ⅱ
 
日
 し
そ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
 、
コ
づ
 フ
 ド
ッ
ク
ス
 
完
弓
埋
 ）
 

-
 
刀
 -
 

的
な
も
の
」
と
「
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
 
二
 一
律
背
反
）
的
な
 も
の
」
へ
と
高
め
ら
れ
る
。
「
絶
対
他
者
」
と
し
て
の
 
「
驚
き
」
は
把
握
で
き
 

な
い
も
の
、
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
 
の
 
「
 
範
 鴫
を
超
越
し
て
い
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
 は
 
「
概
念
と
な
ら
な
い
 

  



宗教研究における 

味 は 記 
を フ な 
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現 を 、 
実 直 そ 
を き れ 
自 " と 

分 宿 同 
の 仰 時 
目 の に な で見 行 言葉 

る や っ 
こ 打 た 
と 為   
に の い 

ょ 意 わ 

  
 
 

に
お
い
て
 
江
目
 す
べ
き
点
は
、
オ
ッ
ト
ー
が
み
ず
か
ら
 

、
北
 ア
フ
リ
カ
、
エ
ル
サ
レ
 

牡
ム
 、
イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
、
中
国
、
日
本
へ
旅
に
出
 

て
 、
西
洋
以
外
の
世
界
に
お
い
て
諸
宗
教
の
生
き
た
 

信
 仰
に
触
れ
、
旅
の
書
簡
や
日
 

も
の
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
 オ
 

小
 
り
た
め
か
り
舌
口
語
と
し
 

テ
 
Ⅰ
、
イ
デ
オ
 グ
 

思
惟
の
言
語
の
意
味
論
的
分
析
を
 
ぃ
 

現
代
の
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
 

す
る
場
合
、
と
く
に
留
意
す
べ
き
 点
 

ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
体
験
を
表
現
し
た
「
 

い
ま
だ
「
合
理
化
」
さ
れ
た
概
念
に
 

な
い
。
聖
典
の
 @
 語
は
「
 ヌ
 ミ
ノ
 ｜
 

く
る
特
異
で
非
合
理
的
な
価
値
が
 、
 

て
し
ま
う
本
質
的
な
も
の
で
あ
る
。
 

哲
学
体
系
が
成
立
す
る
。
オ
ッ
ト
 ｜
 

諸
宗
教
に
関
す
る
宗
教
研
究
に
も
み
 

ッ
ト
 ー
は
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
そ
れ
自
体
と
そ
の
概
念
的
 認
識
と
の
あ
い
だ
に
、
非
概
念
的
な
認
識
 

ラ
ム
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
オ
ッ
ト
ー
は
 、
聖
典
の
言
語
と
神
学
あ
る
い
は
哲
学
的
 

ま
だ
明
確
に
行
な
れ
な
か
っ
た
。
 

お
い
て
、
宗
教
研
究
者
が
み
ず
か
ら
の
文
化
 
一
 
あ
る
い
 は
 宗
教
）
以
外
の
宗
教
を
理
解
し
よ
う
と
 

は
 、
聖
典
の
言
語
が
詩
的
あ
る
い
は
神
話
表
象
的
に
 
、
 オ
ッ
ト
ー
の
表
現
を
援
用
す
れ
ば
、
「
 ヌ
 

ゼ
 」
の
感
情
を
舌
口
語
化
し
た
、
い
わ
ば
根
源
的
な
 @
 
ミ
ロ
ま
叫
 

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
「
 ヌ
、
、
、
 

イ
デ
オ
グ
ラ
ム
」
に
よ
っ
て
織
り
だ
さ
れ
た
も
の
で
あ
 ノ

ー
ゼ
」
の
感
情
そ
の
も
の
の
表
現
で
も
 

な
の
で
あ
る
。
宗
教
の
領
域
に
現
わ
れ
て
 

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
聖
典
の
 @
 語
は
 

根
源
的
な
「
聖
な
る
も
の
」
で
あ
り
、
も
し
も
そ
れ
を
 欠
く
な
ら
ば
、
宗
教
が
宗
教
で
な
く
な
っ
 

そ
れ
が
神
学
的
あ
る
い
は
哲
学
的
な
思
惟
に
よ
っ
て
 概
 念
 化
さ
れ
る
と
き
、
神
学
体
系
あ
る
い
は
 

の
い
う
「
合
理
化
的
傾
向
」
が
、
こ
れ
ま
で
キ
リ
ス
ト
 教
 神
学
の
領
域
ば
か
り
で
な
く
、
神
話
 や
 

ら
れ
た
。
 

 
 



っ
て
、
聖
典
や
教
義
あ
る
い
は
宗
教
思
想
な
ど
の
 エ
ク
 リ
 チ
ュ
ー
ル
に
よ
る
研
究
だ
け
で
は
、
と
う
て
い
理
解
 
で
き
な
い
宗
教
信
仰
の
 

具
体
相
を
は
じ
め
、
信
仰
の
「
深
み
の
次
元
」
の
理
解
 
へ
と
い
ざ
な
わ
れ
て
い
っ
た
。
た
い
へ
ん
興
味
深
い
こ
 と
に
、
オ
ッ
ト
ー
は
 
一
 

九
一
一
年
、
モ
ロ
ッ
コ
の
シ
ナ
ゴ
ー
グ
で
、
「
聖
な
る
 か
な
」
の
三
唱
を
聞
い
た
。
そ
の
と
き
の
感
動
が
宗
教
 
経
験
の
核
心
す
な
わ
ち
 

「
聖
な
る
も
の
」
の
原
体
験
で
あ
っ
た
。
旅
で
の
原
体
 験
 を
と
お
し
て
、
か
れ
は
現
代
の
宗
教
学
に
お
け
る
 
重
 要
な
鍵
 概
念
の
ひ
と
つ
 

で
あ
る
「
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
観
念
を
索
出
し
た
。
オ
ッ
 
ト
 ー
は
幾
度
も
旅
を
行
な
っ
た
が
、
そ
う
し
た
旅
は
 、
 現
代
の
宗
教
研
究
者
に
 

と
っ
て
、
宗
教
伝
統
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
宗
教
文
献
 
研
究
に
 よ
 る
理
解
を
補
完
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
宗
教
 
の
 深
層
的
意
味
の
理
解
 

-
 
ぬ
 -
 

に
と
っ
て
も
き
わ
め
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
こ
 
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
理
論
は
、
か
れ
の
 聖
概
 念
を
批
判
的
に
継
承
し
た
エ
リ
ア
ー
デ
に
よ
っ
て
 
、
世
 界
の
諸
宗
教
現
象
を
 

射
程
に
入
れ
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
。
エ
リ
ア
ー
デ
は
 
オ
 ッ
ト
 ー
の
 聖
 概
念
を
踏
ま
え
て
、
諸
宗
教
の
歴
史
を
さ
 
ま
ざ
ま
な
「
聖
な
る
も
 

の
 」
の
顕
示
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
み
な
し
た
 
。
聖
な
る
石
と
か
樹
木
と
い
っ
た
聖
な
る
も
の
の
顕
示
 
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に
 

お
け
ら
神
の
顕
示
に
至
る
ま
で
、
無
数
の
聖
な
る
も
の
 
の
 顕
現
は
す
べ
て
構
造
論
的
に
同
一
の
構
造
を
示
し
て
 
い
る
。
聖
な
る
も
の
の
 

顕
現
の
形
態
は
、
民
族
や
文
明
に
お
い
て
違
っ
て
い
る
 
が
 、
い
ず
れ
の
聖
な
る
も
の
の
現
わ
れ
も
、
そ
れ
ら
が
 
つ
ね
に
聖
な
る
も
の
の
 

顕
在
化
で
あ
る
か
ぎ
り
等
価
的
で
あ
り
、
人
類
の
宗
教
 
現
象
は
本
質
的
に
断
絶
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
宗
教
 
の
 多
元
的
状
況
に
お
い
 

て
 、
エ
リ
ア
ー
デ
は
無
数
の
聖
体
示
現
の
構
造
と
そ
の
 
ム
ガ
証
 
法
が
、
構
造
論
的
に
つ
ね
に
同
一
で
あ
る
こ
と
を
 
主
張
し
た
。
 

宗
教
に
お
け
る
「
聖
な
る
も
の
」
は
、
こ
れ
ま
で
歴
史
 
的
所
与
の
「
事
実
」
と
し
て
表
面
的
に
理
解
さ
れ
が
ち
 
で
あ
っ
た
。
宗
教
研
 

究
 者
は
み
ず
か
ら
の
生
ま
れ
育
っ
た
文
化
に
お
け
る
「
 
内
的
地
平
」
に
お
い
て
、
と
か
く
具
体
的
な
宗
教
現
象
 
の
 コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
 脱
 

落
さ
せ
た
ま
ま
、
諸
宗
教
現
象
を
理
念
的
に
把
握
し
て
 
き
た
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
代
の
宗
教
的
多
元
性
 
の
 状
況
に
お
い
て
、
 わ
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摘
界
 で
あ
る
。
そ
れ
は
合
理
的
、
概
念
 

知
 に
よ
っ
て
 

把
握
さ
れ
る
表
層
的
意
味
と
ち
が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
「
 

深
層
の
知
」
の
光
に
よ
っ
て
 

朋
 は
じ
め
て
照
ら
し
出
さ
れ
る
。
 

れ
わ
れ
は
諸
宗
教
の
表
層
的
意
味
レ
ベ
ル
で
の
理
解
を
 超
え
て
、
宗
教
現
象
の
パ
ロ
ー
ル
的
状
況
の
な
か
で
、
 
そ
の
深
層
的
意
味
レ
ベ
 

ル
 で
の
理
解
へ
と
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
日
、
 
わ
れ
わ
れ
の
研
究
の
地
平
を
ず
ら
し
な
が
ら
、
歴
史
的
 
な
 
「
事
実
」
と
し
て
の
 

宗
教
現
象
の
背
後
に
ひ
そ
む
意
味
と
意
味
連
関
構
造
を
 
共
感
的
に
理
解
し
よ
う
と
す
る
解
釈
学
的
な
研
究
態
度
 
が
 求
め
ら
れ
る
。
オ
ッ
 

ト
 ー
は
哲
学
者
の
理
解
の
仕
方
を
例
に
挙
げ
て
、
つ
ぎ
 
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
哲
学
者
の
神
は
「
単
に
合
理
的
 な
 思
弁
や
定
義
」
で
あ
 

る
が
、
哲
学
者
は
い
つ
も
イ
デ
オ
グ
ラ
ム
を
「
擬
人
論
 
」
 宴
 （ ア r
o
 
で
 0
 日
 o
q
 

田
の
 

ヨ
け
 乙
で
あ
る
と
考
え
て
い
 る
 。
し
か
し
、
「
 ヌ
 ミ
ノ
 

｜
ゼ
 」
の
も
つ
真
の
非
合
理
的
な
契
機
が
正
し
く
感
得
 
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
ま
た
、
イ
デ
オ
グ
ラ
ム
に
よ
っ
て
 宗
 教
が
 保
護
さ
れ
て
、
 宗
 

教
が
 合
理
化
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
哲
学
者
の
思
索
は
適
 
切
 で
あ
る
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
指
摘
は
、
現
代
の
 
宗
教
研
究
に
お
い
て
、
 

「
聖
な
る
も
の
」
の
「
深
み
の
次
元
」
を
射
程
に
入
れ
 る
こ
と
な
く
、
と
か
く
宗
教
言
語
を
舌
口
語
の
文
字
通
り
 0
 表
層
的
あ
る
い
は
 日
 

常
 的
な
意
味
レ
ベ
ル
で
把
握
し
が
ち
な
合
理
主
義
的
な
 宗
教
研
究
に
も
当
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
 
理
 解
の
仕
方
で
は
、
宗
教
 

言
語
の
平
板
化
を
も
た
ら
し
、
宗
教
の
隠
さ
れ
た
意
味
 
の
 深
み
へ
の
途
は
閉
ざ
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
ろ
う
。
 

宗
教
の
思
想
や
信
仰
に
お
け
る
意
味
の
深
み
は
、
た
だ
 知
的
に
理
解
さ
れ
る
水
平
的
な
意
味
世
界
で
は
な
い
。
 
そ
れ
は
、
社
会
制
度
 

的
に
固
定
的
な
意
味
志
向
性
を
抑
え
、
宗
教
現
象
の
理
 解
を
深
化
さ
せ
る
に
と
も
な
い
、
少
し
ず
つ
 
妬
 か
れ
て
 い
く
垂
直
的
な
意
味
 世
 



験
 に
根
ざ
し
た
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ヴ
に
お
い
て
、
宗
教
 

研
究
者
は
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
ば
か
り
で
な
く
、
 数
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
 
な
 

ど
の
多
種
多
様
な
宗
教
現
象
を
 
、
い
 わ
ゆ
る
「
聖
な
る
 
も
の
」
の
体
験
と
そ
の
意
味
世
界
と
し
て
普
遍
的
に
 

把
 捉
 で
き
る
よ
う
に
な
っ
 

た
 。
そ
の
意
味
で
も
、
オ
ッ
ト
ー
の
宗
教
理
論
は
宗
教
 

学
 に
お
け
る
先
駆
的
な
業
績
で
あ
っ
た
。
オ
ッ
ト
ー
の
 

宗
教
理
論
の
な
か
で
、
 

と
く
に
注
目
す
べ
き
 
点
は
 、
か
れ
が
明
ら
か
に
し
た
「
 
聖
な
る
も
の
」
の
体
験
に
根
ざ
し
た
宗
教
舌
口
語
の
二
 

義
 性
で
あ
る
。
宗
教
言
語
 

の
 文
字
通
り
の
意
味
レ
ベ
ル
だ
け
に
 
旺
 目
す
る
と
き
、
 わ
れ
わ
れ
は
存
在
の
深
み
、
す
な
 
ね
 ち
、
意
味
の
深
み
 を
見
失
っ
て
し
ま
う
。
 

こ
の
点
は
リ
ク
ー
ル
も
象
徴
的
言
語
の
二
 

義
性
 を
め
ぐ
 っ
て
主
張
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
 

が
 急
速
に
進
む
現
代
 
世
 

界
 に
お
い
て
、
オ
ッ
ト
ー
の
「
聖
な
る
も
の
」
の
理
論
 

を
意
味
論
的
な
解
釈
学
の
立
場
か
ら
さ
ら
に
展
開
す
る
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
 

世
界
の
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
お
い
て
、
宗
教
研
究
 

の
 一
つ
の
重
要
な
方
向
性
を
見
 
ぃ
 だ
す
こ
と
が
で
き
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
 

近
年
の
言
語
哲
学
や
人
文
諸
科
学
が
明
ら
か
に
し
て
い
 

る
 よ
 う
 に
、
言
語
は
文
化
や
認
識
の
根
拠
で
あ
り
、
 

ま
 た
 、
舌
口
語
の
構
造
は
 

文
化
の
構
造
や
認
識
の
構
造
と
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
 

い
ろ
。
意
味
論
的
な
解
釈
学
の
視
点
か
ら
み
れ
 

ば
、
言
 語
も
文
化
も
、
社
会
制
 

度
 的
に
表
層
的
な
意
味
レ
ベ
ル
の
下
に
隠
れ
た
深
層
的
 

意
味
構
造
を
も
っ
て
い
る
。
そ
の
深
層
的
意
味
構
造
に
 

お
い
て
、
舌
口
語
的
意
味
 

ほ
 流
動
的
・
浮
動
的
で
、
本
質
的
に
固
定
さ
れ
て
い
な
 

い
 。
舌
口
語
意
識
の
底
に
ひ
そ
む
意
味
連
関
の
深
み
か
ら
 

、
多
義
的
で
象
徴
的
な
 

意
味
を
も
 ヱ
 二
ロ
語
や
文
化
の
諸
相
の
深
層
的
意
味
を
明
 

ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
。
こ
う
し
た
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
 

ヴ
 に
お
い
て
、
宗
教
 
規
 

象
は
 オ
ッ
ト
ー
の
い
わ
ゆ
る
「
 
ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
」
の
体
験
 
を
と
お
し
て
言
説
さ
れ
る
複
合
的
な
「
意
味
」
現
象
、
 

あ
る
い
は
意
味
世
界
と
 

し
て
捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
把
捉
す
る
と
き
、
 

宗
 教
の
担
い
手
の
関
わ
り
か
た
に
も
と
づ
い
て
宗
教
現
象
 

を
ひ
と
つ
の
コ
ス
モ
ロ
 

シ
ー
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
お
け
る
宗
教
研
究
を
考
え
る
 

場
合
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
れ
ま
で
行
な
わ
れ
て
き
 

た
 諸
宗
教
現
象
に
対
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味 と 味 元 プ す 
諭 す 次 に ロ る 

的 る 九 % l 経 
解 と の い チ 験   
の 人 性 理 も 的 
視 間 に 解 に な 
恵 存 お す 、 理 
か 在 い る 奈 緒 
ら の て こ 教 の 

理 と 現 し   
教 み す 必 を た 
研 の る 要 そ が 
完 次 こ で の 今 
が 元 と あ コ 後 

、 」 が る ン と 

今 を で 。 テ も 

後 射 き そ ク 重 
ま 程 る う ス 要 
す に 。 し ト で 

ま 人 現 た へ あ 
す れ 代 複 と る こと 重要え力 了ゴ 世界 眼的 引き 

は る の な 戻 に 
な 、 宗 祖 し 変 
っ 諸 敬 座 な わ 
て 宗 的 を が り 

い 数 多 も ら は 
く 現 九 つ 、 な 
で 家 住 こ 大 い 

あ に の と 間 。 
ろ 込 状 に 存 し 

う 。 ぬ況よ在か らにっ のし 
れ % て r な 
た い 、 深 が 

煮 て 宗 み ら 

元 教   
し 象 な に 究 
2 を る お の 
う 理 も け 実 
と 解 の る 証 
す し 」 背 約 
る よ の 味 な 
意 ぅ 憲 次 ア 
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宗教研究における 現代的課題 

ク
訳
 -
 「
 
西
と
 束
の
神
秘
主
義
」
人
文
書
院
、
一
九
九
三
年
、
 さ
 二
頁
。
 

一
帖
）
（
正
生
 
け
ピ
 1
%
.
 同
 古
書
、
五
二
 ｜
 五
三
頁
。
 

総
一
字
 乙
 ：
 け
鴛
 ・
阿
古
書
、
五
三
頁
。
 

一
 
Ⅳ
）
や
 
0
 帝
 0
 。
口
演
 主
 e
 
～
～
お
 

や
け
ド
 
「
聖
な
る
も
の
」
、
 
一
 
0
 頁
 。
 

総
 ）
（
正
目
 -
 け
奏
 ・
周
君
 書
 、
二
三
頁
。
 

一
リ
一
 Ⅰ
三
隻
 

s
.
 

ミ
，
お
 ・
 同
 有
害
、
六
セ
 ー
 六
八
頁
。
 

一
 
%
 ）
 こ
日
 ：
の
ま
。
お
・
 同
 古
書
、
四
一
頁
。
 

一
刀
）
㌧
 
麓
 日
カ
 ガ
 Q
 仁
 Ⅰ
卜
 さ
係
 ま
け
 
ら
 ～
～
 

台
 
悪
ぃ
 
簿
 ま
ま
 ミ
 （
弔
い
ふ
 

日
卜
 口
ま
窯
，
 
）
 
ま
 ㊥
・
リ
ク
ー
ル
に
と
っ
て
、
「
悪
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
」
 
は
 解
釈
学
へ
の
転
回
 占
 

と
な
り
、
そ
れ
以
後
、
二
重
の
意
味
を
も
つ
象
徴
の
解
釈
が
 
、
か
 れ
の
お
も
な
関
心
事
と
な
っ
た
。
杉
村
靖
彦
「
ポ
ー
ル
 

｜
か
め
 思
想
」
創
立
 

社
 、
一
九
九
八
年
、
お
よ
び
、
長
谷
正
当
「
宗
教
現
象
学
と
解
釈
 学
 」
 一
 
梅
原
注
・
 竹
市
 明
弘
 編
 
「
解
釈
学
の
課
題
と
展
開
」
 
晃
 洋
書
房
、
一
九
八
一
 

年
 -
 参
照
。
 

一
羽
）
 力
 ・
 
0
 笘
 0
.
 
む
 ⑧
 圭
ぎ
 ～
 
心
 や
け
 ぃ
ゲ
 「
聖
な
る
も
の
 
L
 
、
三
一
 一
頁
。
 

一
 
%
 ）
 宇
ミ
 ・
・
 

0
.
 

鱒
 ・
 同
 石
膏
、
四
九
頁
。
 

友
一
オ
ッ
ト
ー
の
旅
の
書
簡
や
日
記
な
ど
の
資
料
を
中
心
に
 、
 オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
を
捉
え
な
お
す
研
究
と
し
て
は
、
前
田
毅
「
 オ
ッ
ト
ー
宗
教
学
の
原
 風
 

景
 」
「
鹿
児
島
大
学
文
科
報
告
 
ヒ
 -
 
第
三
十
号
、
一
九
九
四
年
一
、
 
同
 「
聖
地
を
巡
る
」
「
鹿
児
島
大
学
文
科
報
告
 

L
-
 第
三
十
二
号
、
 一
九
九
六
年
）
 
、
同
 

「
聖
の
原
 
郷
 」
「
 
み
 
下
散
研
究
 目
 三
一
四
、
一
九
九
 セ
年
 ）
な
ど
が
 あ
る
。
ま
た
、
オ
ッ
ト
ー
の
イ
ン
ド
宗
教
研
究
の
内
容
に
つ
い
て
 
は
 、
拙
稿
「
オ
ッ
 

ト
 ー
と
イ
ン
ド
宗
教
研
究
オ
ッ
ト
ー
研
究
覚
書
」
「
研
究
報
 
告
 会
報
 目
二
 0
 号
 ，
天
理
大
学
お
や
さ
と
研
究
所
、
一
九
九
四
 年
 ）
を
参
照
。
 

  



と
、
 自
ら
以
外
に
他
の
諸
宗
教
が
存
在
す
る
こ
と
を
、
 常
に
知
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
多
元
性
の
意
識
 
は
ほ
と
ん
ど
神
学
 

の
 現
在
の
感
覚
や
理
解
が
神
学
に
対
し
て
与
え
る
彫
塑
 目
 で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
キ
リ
ス
ト
教
会
は
宗
教
が
 
多
元
的
で
あ
る
こ
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べ 
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な 
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キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
宗
教
的
多
元
性
 



以
上
は
 、
ギ
 ル
キ
ー
が
ヒ
ッ
ク
 と
ニ
ッ
タ
 1
 編
集
の
 
「
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
を
超
え
て
」
に
寄
せ
た
論
文
 冒
頭
の
言
葉
で
あ
る
 

が
、
ギ
 ル
キ
ー
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
一
つ
の
社
会
や
 文
化
圏
の
内
に
複
数
の
宗
教
が
共
存
す
る
と
い
う
状
況
 
は
、
 多
く
の
伝
統
的
な
 

宗
教
が
古
代
か
ら
経
験
し
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
 
自
体
決
し
て
新
し
い
事
態
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
 
三
十
年
ほ
ど
の
間
に
 、
 

こ
の
宗
教
的
多
元
性
に
関
わ
る
問
題
は
、
キ
リ
ス
ト
教
 
思
想
に
と
っ
て
質
的
に
新
し
い
意
義
を
獲
得
す
る
に
 
至
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
 

-
2
 
一
 

る
 。
い
わ
ゆ
る
「
宗
教
の
神
学
」
に
お
け
る
排
他
主
義
 
、
包
括
主
義
、
多
元
主
義
を
め
ぐ
る
議
論
は
こ
の
問
題
 
状
況
を
典
型
的
な
仕
方
 

で
 表
す
も
の
で
あ
る
が
１
 
@
%
 
示
教
的
多
元
性
（
宗
教
 文
 化
の
複
数
性
）
と
い
う
状
況
に
対
す
る
反
省
と
し
て
の
 
、
排
他
主
義
、
包
括
 主
 

義
 、
多
元
主
義
の
諸
類
型
の
成
立
、
宗
教
的
多
元
 性
の
問
題
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
、
解
放
の
神
学
、
 
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
神
学
な
 

ど
 、
現
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
広
範
な
問
題
領
域
に
深
 
く
 関
わ
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
一
過
的
な
神
学
上
の
流
行
 
で
は
な
く
、
二
十
一
世
 

組
め
 キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
本
格
的
対
応
を
必
要
と
す
る
 問
題
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
 
こ
 う
し
た
問
題
状
況
は
 、
 

-
3
-
 

キ
リ
ス
ト
教
思
想
を
超
え
て
、
 ム
フ
や
 
他
の
諸
宗
教
に
お
 い
て
も
現
実
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
本
論
文
で
は
 、
こ
う
し
た
点
を
念
頭
 

に
お
き
な
が
ら
、
近
代
以
降
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
の
 な
か
に
、
宗
教
的
多
元
性
の
問
題
を
位
置
づ
け
る
と
 
共
 に
 、
そ
れ
が
二
十
一
世
 

的
 問
題
を
提
起
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
 
教
会
は
多
く
の
根
拠
に
基
づ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
が
 
唯
 一
の
真
に
妥
当
性
 

の
あ
る
宗
教
で
あ
り
、
唯
一
の
有
効
な
（
 道
 ）
で
あ
る
 と
 確
信
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
在
 
わ
た
し
た
ち
が
 宗
 

教
の
多
元
性
の
神
学
的
含
意
に
つ
い
て
語
り
、
し
か
も
 
重
大
な
含
意
を
明
確
に
意
図
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
 
多
 元
性
は
 
つ
い
て
の
 

新
し
い
感
覚
あ
る
い
は
理
解
、
そ
の
意
味
の
新
し
い
 
評
 価
を
示
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
多
元
 
性
 の
こ
の
新
し
い
 

理
解
は
 、
 （
対
等
性
）
あ
る
い
は
（
お
お
よ
そ
の
対
等
 性
 ）
と
い
う
概
念
を
含
ん
で
お
り
、
こ
れ
を
、
多
元
性
 
の
 概
念
に
付
加
す
 

-
 
｜
 -
 

る
の
で
あ
る
」
。
 

  



  

キリスト教思想と 宗教的多元性 

引 参   
理 的 曲 きる 「十 多 てみ 一 一 

よ よ 元 

， が 
  

代 

近代 」の ァ 問題をキリ 思われ 

そ吉 ブ 

    
      居 、 ( 立 

が 、 つ て 
想 、 置 
に づ 

第き 一 
阿 け 
な る 

  
し 類 
た 似   か め 
に 間 
つ 題 
い と   て し 

の す   て 
離 る パ 教 

反 と ネ 派 
で 者 、 ノ の 
は え べ 複 

な る ル 数 
<  サ " Ⅰ ク ，性 
斗み l@ 

教 士 
派 分 
的 な 

間題 の舌口業 0 
を が 

③   下 の で構想 ホ教文 キリス な思想 の問題 リ、 代 キ 教的 

で ト 的 状 化 ま り 多 各 
き 裁 可 祝 の た ス 元 章 にお るの はど 龍佳 を先 多元 近代 ト教 性は 

か こ を 取 性 キ の キ い 
。 へ 赤 り は り 居 、 リ て   

問 っ い つ 一 教 状 教 ら 
題 て る 展 埋 忠 沈 思 れ 
を 進 の 開 結 想 、 を 頽 る 
展 も か さ の が 分 史 問 
望 う 。 れ キ こ 析 の 題 
し と こ て リ の す ど は 
つ し れ き ス 間 る の 、   
最 る 第 ジ に 議 に な よ うに 終章三章のか ア の 対し 輪す よっ コン 

の 。 の キ て る て テ な 
ま と 問 り 、 た 、 ク る 
と く 題 ス が め キ ス 。 
め に で ト か に リ ト と あ 教 な ど ス の 
し 宗 る は る ん ト 内 
た 教   " 新 な 教 @ こ 

い 的 寒 し 真 思、 位 
多一 教 ぃ 献 想 置 

几 約 日 を に づ 
性 多 巳 待 と け 
を   元 理 い っ る 

朋提 

と ことが 性の状 解を要 得るか て宗教 

し 況 求 を 的 で 
ナ @ Ⅰ を し 、 多 き 

伝 生 て 講 元 る 
道 き い じ 性 の 
と る る て が か 
@@ 叩小 @ 上 の み か 。 
  で か た か 第 
か   い な 二 

な ど ま 。 る 章 
る の た 間 で 
ィ士 よ 題 は 
方 つ , で   

組
め
 キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
と
っ
て
、
い
か
な
る
積
極
的
 な
 意
義
を
有
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
行
っ
て
 
み
た
い
。
 



パ
ネ
 ン
ベ
ル
ク
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
宗
教
改
革
と
そ
 れ
に
続
く
宗
教
戦
争
（
教
派
間
戦
争
）
は
、
西
欧
世
界
 
に
お
け
る
教
派
の
多
 

元
 的
状
況
の
固
定
化
を
帰
結
さ
せ
た
。
近
代
キ
リ
ス
ト
 教
は
、
 何
を
論
じ
る
に
し
て
も
、
中
世
的
な
教
会
的
 統
 一
体
（
多
様
性
を
包
括
 

す
る
単
一
性
）
に
基
づ
い
て
で
は
な
く
、
歴
史
的
現
実
 と
し
て
の
教
派
の
多
元
性
と
い
う
前
提
か
ら
、
出
発
せ
 ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
 

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
西
欧
の
近
代
世
界
の
成
立
に
と
 
っ
て
決
定
的
な
作
用
を
及
ぼ
し
た
。
つ
ま
り
、
知
的
世
 界
を
統
合
す
る
三
体
 と
 

し
て
の
人
間
の
自
律
的
理
性
と
、
社
会
的
秩
序
の
担
い
 手
 と
し
て
の
国
民
国
家
（
民
族
理
念
一
の
登
場
で
あ
る
 。
教
派
の
多
元
性
と
い
 

う
 状
況
下
に
お
い
て
は
、
も
は
や
特
定
教
派
の
教
義
は
 知
的
世
界
を
統
合
す
る
だ
け
の
普
遍
性
を
喪
失
し
、
 
そ
 れ
に
代
わ
る
新
た
な
 統
 

ム
ロ
 
の
原
理
は
近
代
的
理
性
の
う
ち
に
求
め
ら
れ
ざ
る
を
 得
 な
く
な
っ
た
（
神
学
か
ら
哲
学
へ
）
。
ま
た
、
社
会
 秩
序
も
、
そ
の
統
合
 基
 

盤
を
教
会
的
統
一
体
か
ら
新
し
い
近
代
国
家
へ
と
し
だ
 
い
に
移
行
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
 

以
上
は
、
こ
れ
ま
で
宗
教
学
に
お
い
て
世
俗
化
論
と
し
 
て
 論
じ
ら
れ
て
き
た
事
態
と
重
な
り
合
 う
 も
の
で
あ
る
 が
 、
本
論
文
で
は
、
 

近
代
キ
リ
ス
ト
教
典
に
お
け
る
教
派
的
多
元
性
と
い
う
 
歴
史
的
現
実
が
、
啓
蒙
主
義
的
な
宗
教
批
判
、
実
定
的
 宗
教
の
哲
学
的
 再
 解
釈
 

と
し
て
の
宗
教
哲
学
（
宗
教
本
質
 ゑ
鯉
 、
複
数
宗
教
相
 互
の
寛
容
論
と
い
う
三
つ
の
テ
ー
マ
を
包
括
す
る
新
し
 
い
 宗
教
論
を
生
み
出
し
 

た
 点
に
注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

一
 
5
-
 

そ
の
具
体
的
手
が
 

か
り
と
し
て
、
以
下
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
「
 宗
教
論
」
を
取
り
上
げ
 

一
 
4
-
 

は
 、
そ
の
原
因
を
、
こ
の
時
代
に
起
こ
っ
た
宗
教
的
 
分
 裂
と
 教
派
間
戦
争
の
経
験
の
内
に
認
め
て
い
る
の
で
あ
 
る
 」
。
 

な
 教
義
的
対
立
こ
の
際
、
対
立
す
る
す
べ
て
の
 
丘
 場
は
 一
様
に
超
自
然
的
啓
示
の
権
威
を
引
き
 ム
ロ
 
い
に
 出
 す
か
ら
距
離
 

 
 

を
と
る
こ
と
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
そ
う
な
の
で
あ
 る
 。
近
代
的
な
社
会
と
文
化
の
成
立
に
対
し
て
、
こ
の
   

 
 
 
 

的
 意
義
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
 デ
 

ル
タ
イ
が
 
、
十
セ
 世
紀
に
生
じ
た
、
国
家
哲
学
、
法
、
 倫
理
、
そ
し
て
 白
 

け
 

然
 宗
教
に
対
す
る
人
間
本
性
の
概
念
に
基
づ
く
新
た
な
 
根
拠
付
け
を
扱
っ
た
論
文
に
お
い
て
、
強
調
し
て
い
る
 
。
ま
た
す
で
に
 彼
 



シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
宗
教
思
想
は
、
啓
蒙
主
義
 的
な
宗
教
批
判
に
対
し
て
、
実
定
的
宗
教
で
あ
る
キ
リ
 
ス
ト
教
を
擁
護
す
る
 

と
い
う
動
機
に
よ
っ
て
 、
 進
め
ら
れ
る
。
こ
の
啓
蒙
 主
 義
 的
な
宗
教
批
判
の
特
徴
は
、
理
性
に
適
っ
た
合
理
的
 
宗
教
（
い
わ
ゆ
る
 、
真
 

の
 宗
教
）
を
実
定
的
宗
教
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
 
区
別
し
、
前
者
に
よ
っ
て
後
者
を
批
判
的
に
乗
り
越
え
 
る
と
い
う
主
張
の
内
に
 

認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
 実
 定
的
宗
教
と
そ
の
教
義
に
 対
す
る
批
判
は
、
実
定
的
宗
教
内
部
の
分
裂
こ
そ
が
 
宗
 教
 戦
争
や
内
乱
の
要
因
 

で
あ
っ
て
、
実
定
的
宗
教
自
体
に
は
も
は
や
深
刻
な
社
 会
 対
立
を
克
服
し
秩
序
を
再
建
す
る
力
も
、
合
理
的
妥
 
当
 性
も
存
し
な
い
と
い
 

う
 点
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
実
走
 
的
 宗
教
に
対
す
る
批
判
を
無
神
論
と
単
純
に
同
一
視
す
 
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
 

 
 

た
と
え
ば
、
ホ
ッ
プ
 ス
 の
「
リ
ヴ
ァ
イ
ア
サ
ン
し
が
そ
 う
で
あ
る
よ
う
に
、
近
代
の
教
養
的
知
識
人
に
と
 
っ
て
、
伝
統
的
 宗
 

教
の
教
義
は
、
理
性
の
光
に
よ
っ
て
払
い
の
け
ら
れ
る
 
べ
き
過
去
の
迷
信
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
 
た
 状
況
の
中
で
、
「
宗
教
 

を
 軽
蔑
す
る
知
識
人
」
に
対
し
て
、
宗
教
を
弁
護
す
る
 
た
め
に
書
か
れ
た
の
が
、
 
ヨ
 ホ
教
 払
遡
 で
あ
っ
た
。
 シ
 ュ
 ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
 ｜
 

の
 宗
教
論
は
、
近
代
的
な
宗
教
批
判
を
直
接
的
な
背
景
 
と
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
 

性
 

宗
教
擁
護
の
た
め
に
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
 
｜
 が
と
っ
た
戦
略
は
、
近
代
的
教
養
知
識
人
の
宗
教
批
判
 
に
一
面
の
真
理
を
認
め
っ
 つ
 

桁
も
、
 
彼
ら
の
議
論
を
統
合
し
得
る
よ
う
な
新
し
い
 宗
教
理
解
を
提
示
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
宗
教
論
 ヒ
 に
お
け
る
哲
学
的
な
宗
教
本
 

麹
質
論
 
（
宗
教
の
本
質
概
念
の
解
 盟
は
、
 
こ
 う
し
 た
 課
題
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
般
に
ド
イ
ツ
の
 古
典
的
な
宗
教
哲
学
は
 、
啓
 

 
 

 
 

伝
統
的
宗
教
と
調
停
で
き
る
仕
方
で
乗
り
越
え
る
哲
学
 
的
な
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え
 

よ
う
（
自
律
と
他
律
の
対
立
の
哲
学
的
な
克
服
）
。
 

ま
ず
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
は
、
近
代
の
 
知
識
人
が
伝
統
的
な
実
定
的
宗
教
の
教
義
体
系
に
対
 
し
て
行
う
批
判
に
理
解
を
示
 

  

る
こ
と
 
-
6
 

一
 



の
 原
理
に
宗
教
の
真
の
本
質
が
存
し
な
い
の
と
同
様
に
 
、
実
定
的
宗
教
を
批
判
し
て
提
出
さ
れ
た
啓
蒙
主
義
的
 
な
 自
然
宗
教
も
、
宗
教
 

の
真
の
本
質
を
捉
え
損
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
 
シ
ュ
 ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
見
解
で
あ
る
「
自
然
宗
教
 も
ま
た
、
憐
れ
む
べ
き
 

啓
蒙
主
義
的
な
宗
教
論
は
、
実
定
 

普
遍
性
や
空
虚
な
冷
静
さ
を
趣
味
と
し
た
時
代
に
ふ
さ
 
わ
し
 い
 産
物
な
の
で
あ
る
」
 -
 
）
 
軍
 

的
な
諸
宗
教
に
お
け
る
豊
か
で
多
様
な
諸
現
象
か
ら
、
 
自
然
宗
教
を
真
の
宗
教
と
し
て
抽
象
化
す
る
試
み
に
す
 
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
 

て
 、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
教
養
 人
 に
勧
め
る
の
 は
 、
教
義
体
系
や
分
派
的
争
い
と
い
っ
た
外
面
的
な
現
 
家
 で
は
な
く
、
実
定
的
 

な
 諸
宗
教
の
内
に
生
き
生
き
と
生
き
て
い
る
宗
教
の
本
 
質
 に
こ
そ
、
先
入
見
を
持
た
ず
に
真
摯
に
目
を
向
け
 
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
 

「
わ
た
し
は
、
諸
君
に
次
の
よ
う
に
要
望
し
た
い
。
通
常
 宗
教
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
切
の
も
の
に
は
目
も
く
れ
 
ず
 、
た
だ
神
の
霊
感
を
 

受
け
た
人
の
す
べ
て
の
表
現
や
高
貴
な
行
為
の
中
に
 
、
諸
君
が
見
い
だ
す
い
く
 
っ
 か
の
暗
示
や
気
分
に
注
 
立
 
思
を
向
け
て
ほ
し
い
」
 

-
 
円
 
Ⅱ
 
-
 
。
 

こ
の
要
望
は
 、
 次
の
よ
う
な
宗
教
理
解
に
基
づ
い
て
い
 
る
 。
す
な
 む
 ち
、
宗
教
は
、
「
人
間
性
の
神
聖
な
 秘
義
 」
、
「
わ
た
し
の
現
存
 

在
の
最
も
内
的
な
動
因
」
、
「
わ
た
し
の
本
性
の
内
的
で
 あ
ら
が
い
が
た
い
必
然
性
」
で
あ
っ
て
、
「
宇
宙
に
お
 け
る
わ
た
し
の
位
置
を
 

規
定
し
、
わ
た
し
を
現
に
あ
る
わ
た
し
そ
の
も
の
た
ら
 
し
め
る
も
の
」
㊥
で
あ
る
。
宗
教
は
、
宇
宙
の
う
ち
 

に
 生
き
る
人
間
に
そ
の
 

存
在
意
味
を
知
ら
せ
、
人
間
が
そ
の
本
来
性
に
立
ち
返
 
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
意
味
で
 
、
宗
教
は
、
人
間
の
魂
 

の
中
に
本
質
的
に
備
わ
っ
た
資
質
と
し
て
理
解
さ
れ
ね
 ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
に
 
と
っ
て
、
人
間
は
本
来
 

 
 

と
 で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
問
題
は
 、
宗
 教
の
真
の
本
質
は
何
で
あ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
 
。
教
義
の
体
系
や
分
派
 

たしよ、 す 。 

  
教 めぐる ね らす 」 

楽令 

体系 の低級 の 
な に 

  
  
的 見 
争 い 
ぃ だ 
に さ 

射 れ 
し な 
て い   
（） 教養 0- 、 
  

  
  
由 ひこ 

の 理 
な 解 
い で 

@ 」 き 
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実
 定
的
宗
教
は
、
こ
の
宇
宙
の
直
観
を
具
体
的
な
表
現
 
に
も
た
ら
す
た
め
に
、
様
々
な
イ
メ
ー
ジ
を
生
み
出
し
 て
き
た
。
神
は
そ
の
 

イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
 １
 0
 議
論
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
点
は
 
、
 「
そ
の
直
観
 に
 神
を
関
係
づ
け
る
か
 

否
 か
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
人
の
想
像
力
の
方
向
性
に
 
依
存
し
て
い
る
」
 -
 
「
 
P
 
）
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
つ
ま
 り
 、
宗
教
の
具
体
的
な
 

内
容
を
構
成
す
る
宗
教
的
象
徴
は
、
人
間
の
想
像
力
の
 産
物
で
あ
り
、
信
仰
対
象
は
必
ず
し
も
神
と
し
て
 
イ
メ
 ｜
ジ
 さ
れ
る
わ
け
で
は
 

な
く
、
ま
し
て
、
人
格
神
は
、
宗
教
の
一
つ
の
特
殊
 
形
 態
 に
す
ぎ
な
い
。
こ
う
し
て
、
「
神
は
宗
教
に
お
け
る
 す
べ
て
で
は
な
く
、
 そ
 

の
内
の
一
つ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宇
宙
は
そ
れ
 以
上
の
も
の
で
あ
る
」
 衷
 こ
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
 
で
あ
る
。
 

は
 上
の
よ
う
な
宗
教
本
質
論
は
、
宗
教
的
多
元
性
の
問
 
題
 に
対
し
て
、
重
大
な
帰
結
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
 
る
 。
少
し
長
く
な
る
 

が
 、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
舌
口
葉
を
引
用
し
て
み
 よ
う
。
 

「
宗
教
は
こ
の
理
念
（
最
高
の
概
念
、
最
高
存
在
、
 す
 な
ね
 ち
、
自
由
と
知
性
に
よ
っ
て
宇
宙
を
統
治
し
て
い
 
る
 宇
宙
精
神
の
 

理
念
。
論
者
補
足
）
に
も
依
存
し
な
い
の
で
あ
る
。
 宗
 教
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
宇
宙
を
直
観
す
る
と
い
う
 
こ
と
で
あ
る
。
 諸
 

君
の
宗
教
の
価
値
は
、
諸
君
が
宇
宙
を
直
観
す
る
仕
方
 、
そ
し
て
諸
君
が
宇
宙
の
振
る
舞
い
に
中
に
見
い
だ
す
 
原
理
に
基
づ
い
て
 

い
る
の
で
あ
る
。
さ
て
、
も
し
、
神
の
理
念
が
宇
宙
の
 
あ
ら
ゆ
る
直
観
に
合
致
す
る
と
い
う
こ
と
を
否
定
し
 
な
い
と
す
る
な
ら
 

ば
 、
諸
君
は
 、
神
 な
き
宗
教
が
神
を
持
つ
他
の
宗
教
 よ
 り
、
 良
き
も
の
で
あ
り
得
る
、
と
い
う
こ
と
も
認
め
ぬ
 ば
な
ら
な
い
で
あ
 

ろ
う
」
 @
@
0
-
 

。
 

少
な
く
と
も
、
「
宗
教
論
」
に
関
す
る
限
り
、
聖
書
的
 な
 人
格
神
は
、
徹
底
的
に
相
対
化
さ
れ
て
い
る
。
宗
教
 
的
な
宇
宙
の
直
観
が
 

人
格
神
に
限
定
さ
れ
な
い
多
様
な
イ
メ
ー
ジ
化
を
許
す
 
と
い
う
こ
と
は
、
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
宗
教
 
論
の
前
提
に
属
し
て
 
ぃ
 

 
 

な
 イ
メ
ー
ジ
化
は
人
間
の
想
像
力
の
方
向
性
に
依
存
し
 て
い
る
の
で
あ
っ
て
 、
   



キリスト教思想と 宗教的多元性 

た の美玖 」一 
で 定 上 よ お 

  
改 と ュ を あ 丈 9 革はいう 退け 後 ライ フ 、 

ね 想 ハ 

ば 的 l 
な 状 は   

る 

の め と 

    
ホ教職 ここか ゐ 実定的 

ら 宗 学 
席 数 以 
結 の 降 
し 弊 の   
た 書 教 で ぃ   
多 克 的   
様 服 対 べ 

立、 得 なめ ホ し キリ で き 

教 る そ 

の 新 し     う 教 
カ卜 @ ま そ 主 意味 啓蒙 在 宗教 ぃ 

を 塾 祠 生 我 
キ の 
リ " 一 

承 の 的 ス 般 
認 構 な ト 的 
す 築 宗 教 な 
る を 教 は 普 
悪 行 批 こ 及   の に 

  

無
限
な
る
も
の
に
つ
い
て
の
特
定
の
 

こ
う
し
た
宗
教
の
多
元
性
を
認
め
 

な
く
、
す
べ
て
の
宗
教
間
の
寛
容
さ
 

に
関
連
し
て
、
次
の
よ
う
な
議
論
を
 

同
体
内
に
受
け
入
れ
た
い
う
こ
と
は
 

ト
 の
根
本
的
直
観
）
に
関
与
す
る
者
 

と
し
て
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
 

の
見
解
を
、
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
 

論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
シ
ュ
 

た
 共
同
体
と
し
て
理
解
し
て
い
る
点
 

の
宗
教
的
多
元
性
を
論
じ
る
上
で
重
 イ

メ
ー
ジ
が
 、
 他
の
す
べ
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
包
括
す
る
 こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
 

る
 姿
勢
は
、
キ
リ
ス
ト
教
内
部
の
教
派
間
に
お
け
る
 
寛
 容
 は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
だ
け
で
は
 

を
 要
求
す
る
も
の
と
な
る
。
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
 
｜
 は
、
ヨ
 示
教
 仏
哩
 に
お
い
て
、
こ
の
問
題
 

 
 

展
開
し
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
会
が
 洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ち
を
自
ら
の
 共
 

、
原
始
キ
リ
ス
ト
教
会
が
、
排
他
的
共
同
体
で
は
な
く
 
、
む
し
ろ
、
同
じ
宇
宙
の
直
観
（
キ
リ
ス
 

な
ら
ば
、
た
と
え
、
そ
の
関
与
の
仕
方
が
不
完
全
で
あ
 
っ
て
も
、
そ
の
人
を
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
徒
 

ど
の
開
放
性
と
寛
容
さ
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
 
る
 、
と
。
こ
の
シ
ュ
ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
 ｜
 

ほ
 つ
い
て
の
包
括
主
義
と
解
す
る
か
、
あ
る
い
は
多
元
 主
義
と
解
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
 

ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
が
キ
リ
ス
ト
教
を
自
己
閉
鎖
的
な
 も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
他
者
へ
開
か
れ
 

は
任
目
 に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
次
の
 シ
 ュ
 ラ
イ
ア
ー
マ
ッ
ハ
ー
の
舌
口
業
 
は
 、
現
代
 

要
 な
意
味
を
有
し
て
い
る
と
舌
口
っ
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
 



ま
り
、
そ
れ
は
、
諸
宗
教
が
同
じ
宇
宙
の
中
で
共
に
生
 
き
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
、
こ
の
宇
宙
の
 
中
で
共
存
す
る
 他
 

③
宗
教
的
寛
容
を
実
現
す
る
に
は
、
次
の
点
に
関
し
て
 
、
諸
宗
教
間
に
一
定
の
ム
ロ
意
が
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
 が
 重
要
で
あ
る
。
 っ
 

は
 、
基
本
的
に
、
十
七
世
紀
の
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で
思
想
 
的
に
形
成
さ
れ
、
し
だ
い
に
社
会
制
度
と
し
て
現
実
化
 
し
て
い
っ
た
市
民
社
会
 

の
 キ
リ
ス
ト
教
を
、
ド
イ
ツ
の
現
実
の
中
で
実
現
す
る
 営
み
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
教
派
的
多
元
 
性
の
状
況
下
で
の
宗
教
 

的
 寛
容
論
（
信
教
の
自
由
）
と
そ
れ
を
制
度
的
に
保
証
 
す
る
政
教
分
離
と
な
い
か
に
確
立
す
る
の
か
と
い
う
 
問
題
で
あ
る
。
も
ち
 
ろ
 

ん
 、
政
教
分
離
に
お
け
る
「
分
離
」
の
 暖
昧
 さ
が
示
す
 よ
う
に
、
こ
こ
に
は
大
き
な
問
題
が
潜
ん
で
い
る
。
 
市
 民
社
会
の
社
会
シ
ス
テ
 

ム
 が
そ
の
宗
教
的
基
盤
か
ら
し
だ
い
に
遊
離
す
る
に
 
っ
 れ
て
深
み
を
喪
失
し
た
自
律
性
、
精
神
の
平
板
化
 

、
市
民
社
会
と
実
 

定
的
 宗
教
の
双
方
は
し
だ
い
に
そ
の
生
命
力
を
失
い
、
 
形
式
化
に
陥
っ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
啓
蒙
主
義
的
宗
教
 
批
判
へ
の
応
答
と
し
て
 

生
ま
れ
た
宗
教
哲
学
一
宗
教
本
質
松
鯉
自
体
が
、
十
九
 
世
紀
の
よ
り
徹
底
的
な
宗
教
批
判
 

無
 神
論
と
ニ
ヒ
リ
 ズ
ム
 ）
へ
の
道
を
開
く
 

 
 

こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
次
章
で
見
る
よ
う
に
、
教
派
 的
 多
元
性
の
下
に
お
け
る
対
立
を
克
服
し
よ
う
と
し
た
 
近
代
キ
リ
ス
ト
教
の
試
 

み
が
、
現
代
の
宗
教
的
多
元
性
の
下
で
の
諸
宗
教
の
あ
 
り
 方
を
考
察
す
る
上
で
、
示
唆
に
富
む
も
の
で
あ
る
こ
 
と
だ
け
は
確
か
な
よ
 う
 

に
 思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
最
後
に
、
教
派
の
多
元
性
に
 
関
す
る
以
上
の
考
察
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
現
代
の
宗
教
的
 
多
元
性
の
間
頭
 を
 キ
リ
 

ス
ト
 教
 思
想
に
即
し
て
考
え
る
際
に
、
留
意
す
べ
き
 諸
 点
 な
 、
ま
と
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
章
を
締
め
く
 
く
り
た
い
。
 

①
教
派
や
宗
教
の
多
様
性
が
、
社
会
的
に
深
刻
な
混
乱
 
や
 対
立
に
陥
ら
な
い
た
め
に
は
、
宗
教
的
寛
容
（
信
教
 
の
 自
由
）
と
そ
の
 制
 

度
 的
前
提
と
し
て
の
政
教
分
離
を
確
立
す
る
こ
と
が
 
重
 要
 で
あ
る
。
 

②
そ
の
前
提
と
な
る
の
は
、
教
派
的
あ
る
い
は
宗
教
的
 
な
 多
元
性
が
、
歴
史
の
過
渡
的
現
象
で
は
な
く
、
歴
史
 
的
 現
実
自
体
に
属
す
 

る
も
の
で
あ
り
、
他
の
教
派
や
宗
教
の
存
在
に
は
、
 必
 然
 的
な
意
味
が
あ
る
と
い
う
認
識
で
あ
る
。
 

  



キリスト教思想   

本
章
で
は
、
前
章
に
お
け
る
近
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
史
 

に
お
け
る
教
派
的
な
多
元
性
の
問
題
に
つ
い
て
の
議
論
 

を
 参
照
し
つ
つ
、
 
現
 

代
 キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
お
け
る
宗
教
的
多
元
性
の
意
味
 

ほ
 つ
い
て
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
新
 

し
い
試
み
を
検
討
す
る
 

こ
と
を
通
し
て
考
察
を
行
っ
て
み
た
い
。
確
か
に
、
 

教
 旅
帥
多
元
性
に
お
け
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
の
問
題
（
 

教
 派
 問
対
話
・
教
派
間
の
 

桂
一
致
）
と
、
宗
教
的
多
元
性
に
お
け
る
宗
教
間
 

対
 話
 の
問
題
と
の
間
に
は
、
単
純
な
比
較
を
許
さ
な
い
 

相
違
点
が
見
ら
れ
る
。
 
つ
 ま
 

綺
り
 、
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
は
 

、
 「
ナ
ザ
レ
の
 
イ
ェ
 ス
は
 キ
リ
ス
ト
で
あ
る
」
と
い
う
点
で
実
質
的
な
共
通
 

性
を
有
し
て
い
る
が
、
諸
宗
 

 
 

%
 
 教
の
間
に
、
こ
れ
に
相
当
す
る
実
質
的
共
通
性
が
 

見
 い
だ
さ
れ
得
る
か
は
自
明
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

し
 か
し
、
こ
う
し
た
点
に
留
意
 

 
 

 
 

題
は
参
照
に
値
す
る
論
点
を
 

で
は
、
な
ぜ
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
に
注
目
す
る
の
で
 

あ
ろ
う
か
、
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
と
っ
て
ア
ジ
 

ア
 と
は
何
で
あ
ろ
う
   

一 一 一 

ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
新
し
 

い
 自
己
理
解
 

の
 諸
宗
教
と
共
有
可
能
な
共
通
価
値
を
形
成
す
る
と
い
 
う
 課
題
を
担
っ
て
い
る
、
と
い
う
合
意
で
あ
る
。
 
市
 民
社
会
の
諸
価
値
 

（
人
権
、
寛
容
、
自
由
、
平
等
な
ど
）
は
、
こ
う
し
た
 

教
 派
や
宗
教
の
違
い
 な
 超
え
た
共
通
価
値
を
近
代
の
歴
 
史
的
制
約
下
で
具
 

体
 化
し
た
も
の
と
舌
口
え
よ
う
。
 

④
市
民
社
会
の
秩
序
を
尊
重
し
合
う
こ
と
は
、
教
派
的
 

あ
る
い
は
宗
教
的
な
多
元
性
が
不
毛
で
暴
力
的
な
対
立
 

に
 陥
ら
な
い
た
め
の
 

必
要
条
件
で
あ
り
、
そ
れ
を
暴
力
的
に
否
定
す
る
宗
教
 

運
動
は
、
そ
の
信
教
の
自
由
に
関
し
て
、
一
定
の
制
限
 

を
 受
け
ざ
る
を
 得
 

な
い
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
、
こ
の
秩
序
の
目
 

一
 
「
 
体
 的
な
 内
実
は
、
諸
宗
教
の
対
話
の
場
に
お
い
て
形
成
さ
れ
ね
 

。
は
な
ら
な
い
。
 



通
性
は
、
課
題
の
共
通
性
（
問
題
状
況
の
共
有
一
の
中
 
に
 存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

通
性
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
実
定
的
宗
教
 に
 属
す
る
こ
と
に
対
し
て
言
え
ば
、
諸
宗
教
間
に
 
お
い
て
確
認
す
べ
き
 共
 

-
 
は
 -
 

つ
ま
り
「
遅
れ
た
近
代
化
」
と
い
う
共
通
性
に
注
目
す
 る
 場
合
で
あ
ろ
う
。
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
を
可
能
に
す
る
 
積
極
的
で
実
質
的
な
共
 

か
 。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
の
基
 
本
 的
特
徴
が
、
キ
リ
ス
ト
教
が
置
か
れ
た
文
化
の
 、
と
 く
に
宗
教
文
化
の
多
元
 

性
 に
認
め
ら
れ
る
、
と
い
う
点
を
と
く
に
強
調
し
た
い
 。
も
ち
ろ
ん
、
最
近
の
欧
米
に
お
け
る
「
宗
教
の
神
学
 
」
の
議
論
が
示
す
 よ
う
 

に
 、
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
は
、
全
世
界
的
な
動
向
で
 
あ
り
、
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
も
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
 
教
 と
同
じ
問
い
の
前
に
 

立
た
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
複
数
の
宗
教
的
伝
統
の
 
併
存
と
い
う
点
で
、
ア
ジ
ア
は
、
世
界
の
他
の
諸
地
域
 
に
 比
べ
て
、
い
わ
ば
 多
 

元
 性
の
度
合
い
が
著
し
く
高
い
こ
と
も
事
実
で
あ
り
、
 
宗
教
的
多
元
性
は
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
こ
そ
緊
急
の
 
問
い
で
あ
る
と
舌
口
え
よ
 

 
 

の
は
、
他
の
諸
宗
教
の
存
在
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
教
に
 
と
っ
て
の
他
者
の
存
在
 

で
あ
り
、
こ
の
他
者
と
の
共
存
対
立
か
ら
対
話
 ま
 で
と
い
う
テ
ー
マ
 は
 、
二
十
一
世
紀
の
ア
ジ
ア
の
 キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
て
 

中
心
的
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
他
者
 
と
の
共
存
の
問
い
は
、
一
方
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
 
タ
ン
ダ
ー
ド
の
圧
力
と
 

他
方
に
お
け
る
伝
統
文
化
志
向
と
が
交
差
す
る
と
こ
ろ
 
に
 、
位
置
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
れ
が
、
本
論
文
 
で
、
宗
教
的
多
元
性
を
 

論
じ
る
に
あ
た
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
を
取
り
 上
げ
る
理
由
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
問
題
設
定
に
 
は
 、
解
決
さ
れ
る
べ
き
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
伴
っ
て
 
い
る
。
た
と
え
ば
、
 

あ
ま
り
に
も
多
様
な
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
や
国
々
を
い
か
 
な
る
 垣
柑
力
白
 

で
、
「
ア
ジ
ア
」
と
Ⅱ
 い
う
 舌
口
業
で
く
く
る
こ
 と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
 

ぅ
か
 
（
ア
ジ
ア
と
い
う
問
題
設
定
自
体
の
問
題
性
）
。
お
 

そ
ら
く
、
宗
教
的
状
況
と
い
う
観
点
か
ら
、
「
ア
ジ
ア
 」
と
い
う
言
葉
を
用
い
 

る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
 
ア
 ジ
ア
 の
諸
地
域
が
西
欧
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
有
す
る
 統
一
性
・
共
通
性
に
 、
   



ア
ジ
ア
の
多
様
な
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
諸
宗
教
の
思
想
 と
が
共
有
し
合
う
の
は
、
西
欧
の
植
民
地
以
降
と
い
う
 時
代
状
況
に
お
い
て
 

近
代
的
国
家
を
建
設
す
る
と
い
う
課
題
、
と
り
わ
け
、
 貧
し
さ
の
克
服
と
い
う
課
題
で
あ
る
。
こ
の
ア
ジ
ア
的
 
状
況
に
お
い
て
、
貧
困
 

な
ど
か
ら
の
人
間
解
放
と
い
う
諸
宗
教
の
共
通
課
題
に
 積
極
的
に
取
り
組
も
 う
 と
す
る
解
放
の
神
学
は
、
共
通
 課
題
を
め
ぐ
っ
て
な
さ
 

れ
る
宗
教
間
対
話
へ
と
開
か
れ
た
宗
教
の
神
学
に
な
る
 こ
と
が
必
要
な
の
で
あ
り
、
ま
た
、
対
話
が
豊
か
な
者
 
の
 単
な
る
 賀
沢
品
 に
な
 

性
 
ら
む
い
た
め
に
は
、
そ
れ
は
貧
困
の
現
実
か
ら
の
 人
間
解
放
と
実
践
的
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
 
あ
る
。
 

一
 
i
 
4
 一
 

幼
 

こ
の
数
十
年
の
間
に
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
 
は
 大
き
な
変
貌
を
遂
げ
た
。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
派
 
の
 ア
ジ
ア
伝
道
が
精
力
的
に
 

・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
 伝
道
も
再
開
さ
れ
た
十
九
世
紀
以
来
、
そ
し
て
二
十
世
 紀
 の
か
な
り
長
い
期
間
を
通
 

照
 
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
欧
米
中
心
の
宗
教
で
あ
り
 
、
ア
ジ
ア
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
 す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

栂
 
い
わ
ば
常
識
と
し
て
通
用
し
て
き
た
。
し
か
し
、
 
二
十
一
世
紀
の
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
も
は
や
 単
 な
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
と
い
つ
 

 
 
 
 

 
 

 
 

欧
米
に
比
べ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
一
般
 
的
に
社
会
の
一
部
に
お
い
て
 

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
現
代
の
ア
ジ
ア
を
代
表
す
る
 神
 学
者
の
一
人
で
あ
る
、
ピ
エ
リ
ス
は
、
宗
教
の
神
学
と
 解
放
の
神
学
と
の
 相
 

互
 連
関
を
 、
 次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
 

「
第
三
世
界
の
侵
入
は
 、
 非
キ
リ
ス
ト
教
世
界
の
侵
入
 で
あ
る
。
神
の
貧
し
い
者
の
圧
倒
的
多
数
は
非
キ
リ
ス
 
ト
教
 的
な
宗
教
 

と
 文
化
の
語
法
に
お
い
て
、
彼
ら
の
究
極
的
関
心
を
理
 解
し
、
解
放
の
戦
い
を
象
徴
化
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
 
、
こ
の
芽
キ
リ
ス
 

ト
教
 的
な
民
衆
性
へ
向
か
っ
て
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
 
通
 し
て
語
ら
な
い
神
学
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
少
数
者
の
秘
 教
 的
な
 賛
沢
品
で
 

あ
る
。
こ
う
し
て
、
わ
た
し
た
ち
は
他
の
諸
宗
教
や
諸
 
文
化
の
解
放
的
流
れ
へ
と
入
り
込
む
際
に
、
正
統
主
義
 
の
 現
存
す
る
境
界
 

-
 
㎎
 -
 

を
 拡
張
す
る
宗
教
の
神
学
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
る
」
。
 



受
容
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
二
十
一
世
紀
を
通
し
て
 

も
 、
キ
リ
ス
ト
教
が
ア
ジ
ア
の
宗
教
的
な
多
数
者
と
な
 

る
 可
能
性
は
き
わ
め
て
 

低
い
と
舌
口
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
二
十
一
世
紀
の
ア
ジ
ア
 

に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
動
向
を
予
想
す
る
の
は
、
 

き
 ね
 め
て
困
難
な
事
柄
で
 

は
あ
る
が
、
し
か
し
、
二
十
一
世
紀
の
比
較
的
早
い
時
 

期
に
 、
キ
リ
ス
ト
教
が
ア
ジ
ア
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
 
と
い
 う
 段
階
を
超
え
て
ゆ
く
 

こ
と
は
、
か
な
り
の
蓋
然
性
を
持
っ
て
予
想
す
る
こ
と
 

が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
 

ス
ト
教
は
、
文
化
内
聞
 

花
や
土
着
化
に
つ
い
て
理
論
的
に
論
じ
る
だ
け
で
な
く
 

、
さ
ら
に
は
、
ア
ジ
ア
の
諸
宗
教
に
お
い
て
共
有
さ
れ
 

て
い
る
共
通
課
題
に
対
 

し
て
相
応
の
責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
ら
れ
て
い
る
の
 

で
あ
る
。
 

以
上
に
よ
り
、
宗
教
的
多
元
性
と
い
う
観
点
に
お
い
て
 

、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
を
見
る
と
き
、
そ
の
宗
教
的
 

課
題
は
次
の
よ
う
に
 

な
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
 
ね
 ち
、
キ
リ
ス
ト
教
は
 
、
 自
ら
 の
 伝
統
的
基
盤
の
上
で
、
他
の
諸
宗
教
と
の
適
切
な
関
 

係
 な
い
か
に
具
体
化
す
 

る
の
か
、
と
く
に
、
他
の
宗
教
と
い
か
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
 

｜
 シ
ョ
ン
を
行
い
、
場
合
に
よ
っ
て
は
相
互
に
批
判
し
 

合
う
の
か
。
さ
ら
に
、
 

他
の
諸
宗
教
と
共
に
生
き
得
る
世
界
の
形
成
に
対
し
て
 

、
キ
リ
ス
ト
教
は
い
か
な
る
寄
与
を
な
し
得
る
か
。
 

宗
 教
 的
多
元
性
の
状
況
に
 

あ
っ
て
は
、
こ
う
し
た
諸
問
題
に
、
キ
リ
ス
ト
教
は
正
 

面
か
ら
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
、
第
二
章
の
議
論
を
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。
 

近
 代
 キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
は
、
長
い
宗
教
戦
争
 
や
 教
派
間
対
立
を
経
 

て
 、
こ
う
し
た
教
派
多
元
性
の
間
 
題
 点
を
克
服
す
る
た
 
め
の
社
会
シ
ス
テ
ム
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
定
着
し
て
い
 

っ
た
 。
つ
ま
り
、
宗
教
 

的
 寛
容
と
政
教
分
離
に
基
づ
く
市
民
社
会
の
キ
リ
ス
ト
 

教
 で
あ
る
。
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
的
多
元
性
の
問
題
 

状
況
に
対
し
て
、
そ
れ
 

を
 単
純
に
適
応
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
点
を
念
 

頭
に
お
き
つ
つ
も
、
近
代
市
民
社
会
の
キ
リ
ス
ト
教
に
 

お
い
て
確
認
さ
れ
た
 
事
 

柄
は
 、
ア
ジ
ア
の
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
と
っ
て
も
 
一
定
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば
 

、
宗
教
的
寛
容
の
前
提
 

に
は
、
諸
教
派
が
共
有
す
る
市
民
社
会
の
諸
価
値
を
互
 

い
 に
尊
重
す
る
こ
と
が
置
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

宗
教
的
寛
容
は
佃
 
笠
刊
提
   



あ
る
い
は
無
制
約
的
な
仕
方
で
、
す
べ
て
の
教
派
に
対
 

し
て
、
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
各
教
 

派
 が
市
民
社
会
の
秩
序
 

と
い
う
公
共
的
価
値
一
基
本
的
人
権
、
議
会
制
民
主
主
 

義
 、
国
民
主
権
な
ど
）
を
承
認
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
 

て
い
る
ロ
ッ
ク
が
 

寛
容
論
に
お
い
て
、
寛
容
の
範
囲
か
ら
カ
ト
リ
ッ
ク
 

教
 会
を
除
外
し
た
の
は
こ
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。
も
 し
 、
ア
ジ
ア
の
宗
教
的
 

多
元
性
の
状
況
下
で
、
諸
宗
教
が
相
互
の
対
立
を
超
え
 

て
 共
存
し
、
さ
ら
に
共
通
課
題
を
め
ぐ
っ
て
対
話
し
よ
 

う
と
い
う
の
で
あ
る
な
 

ち
 ぼ
、
そ
れ
に
は
、
諸
宗
教
が
互
い
 
な
 対
話
者
と
し
て
 
承
認
し
含
 ぅ
 と
い
う
条
件
が
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
お
い
て
、
他
の
諸
宗
教
と
積
 

極
 的
な
意
味
に
お
け
る
関
係
性
を
 
う
 ち
立
て
る
た
め
に
 
は
 、
ま
ず
、
諸
宗
教
の
 

間
 に
相
互
批
判
（
批
判
性
一
を
含
め
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
 

シ
ョ
ン
が
成
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
（
 
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
 

性
 ）
。
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
お
い
て
は
、
こ
う
し
 

た
 批
判
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
性
を
成
り
立
た
せ
 
る
た
め
に
、
諸
宗
教
が
 

 
 

ア
ジ
ア
に
お
け
る
宗
教
的
多
元
性
の
間
 
題
は
、
 こ
 う
し
 て
 、
ア
ジ
ア
の
複
数
立
 

他
社
会
を
成
熟
し
た
市
民
社
会
欧
米
型
で
あ
る
か
 は
 別
に
し
て
へ
と
変
革
す
る
と
い
う
課
題
に
至
る
 
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
 

の
も
、
近
代
の
市
民
社
会
は
複
数
の
宗
教
が
共
存
し
、
 

相
互
に
批
判
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た
め
の
 

条
件
を
、
比
較
的
よ
く
 

性
 
成
り
立
た
せ
て
い
る
 
よ
う
 に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
 
る
し
 

ぬ
 

も
し
、
近
代
的
な
市
民
社
会
が
、
複
数
文
化
の
 
状
況
下
で
諸
宗
教
の
共
有
す
べ
き
社
会
形
態
の
 
モ
デ
 ル
 に
な
り
得
る
と
す
る
な
ら
 

 
 

%
 
 ば
 、
キ
リ
ス
ト
教
に
突
き
つ
け
ら
れ
た
課
題
は
 

、
 近
代
キ
リ
ス
ト
教
の
思
想
的
営
み
を
参
照
し
つ
つ
、
 

こ
 の
 ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
 
拉
甜
 
十
ホ
 

 
 

ぬ
 
盟
教
が
 

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り
立
っ
対
話
的
場
を
自
ら
の
 

共
有
す
べ
き
市
民
社
会
の
諸
価
値
を
実
現
す
 

 
 

  

 
 

以
上
の
ア
ジ
ア
の
宗
教
的
多
元
性
に
つ
い
て
の
 

議
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
自
身
に
と
っ
て
何
を
意
味
し
て
 

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
お
そ
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ら
く
、
そ
れ
は
、
ア
ジ
ア
の
宗
教
的
多
元
的
状
況
の
中
 
で
 問
わ
れ
て
い
る
の
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
新
し
い
自
己
 
同
一
性
、
新
し
い
自
己
 

理
解
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
点
に
認
め
ら
れ
る
の
で
は
 
な
い
だ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
そ
れ
は
、
ア
ジ
ア
の
 劫
而
士
示
 

教
 と
の
相
互
変
革
（
 自
 

己
 変
革
と
他
者
変
革
）
を
媒
介
と
し
た
キ
リ
ス
ト
教
 
と
 し
て
の
自
己
同
一
性
の
再
確
立
あ
る
い
は
再
発
見
と
 
い
う
べ
き
か
も
し
れ
な
 

い
 "
 そ
も
そ
も
、
対
話
へ
と
開
か
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
 、
固
定
化
さ
れ
た
静
的
な
キ
リ
ス
ト
教
で
は
あ
り
行
な
 
い
の
で
あ
っ
て
、
キ
リ
 

ス
ト
教
も
宗
教
的
多
元
性
の
中
で
新
し
く
さ
れ
ね
ば
な
 
ら
な
い
（
自
己
を
変
革
し
続
け
る
キ
リ
ス
ト
教
）
。
 

ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
伝
統
 
の
中
で
、
宗
教
の
多
元
的
状
況
に
お
け
る
新
し
い
キ
リ
 
ス
ト
教
の
形
成
に
向
 

け
て
、
実
験
を
積
み
重
ね
て
き
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
 
そ
れ
ら
の
中
か
ら
、
と
く
に
イ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
を
  

 

イ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
は
 、
南
 イ
ン
ド
・
ケ
ラ
ラ
州
の
 シ
リ
ア
正
教
会
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
で
も
（
 
西
ア
ジ
ア
は
別
に
し
 

て
 ）
、
例
外
的
に
長
い
伝
統
を
誇
っ
て
い
る
。
近
代
以
 降
は
 、
こ
の
シ
リ
ア
正
教
会
に
加
え
て
、
ロ
ー
マ
・
 
カ
 ト
リ
ッ
ク
教
会
や
プ
ロ
 

テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
派
が
欧
米
列
強
の
政
治
的
経
済
的
な
 進
出
を
背
景
に
伝
道
を
押
し
進
め
た
。
そ
の
結
果
、
現
 
在
 イ
ン
ド
に
は
、
多
様
 

な
 諸
教
派
が
混
在
す
る
教
派
的
多
元
性
が
見
ら
れ
る
。
 
さ
ら
に
、
イ
ン
ド
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
に
 、
ヒ
 
ン
 ド
ゥ
ー
数
や
 ィ
ス
ラ
 

１
ム
、
仏
教
な
ど
の
諸
宗
教
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
ま
さ
に
本
論
文
で
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
宗
教
的
多
 
元
 性
の
状
況
が
典
型
的
 

な
 仕
方
で
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
状
況
の
中
 
で
、
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
は
エ
キ
ュ
メ
ニ
 力
 ル
な
教
派
 間
 の
一
致
運
動
だ
け
で
 

な
く
、
積
極
的
に
宗
教
間
対
話
を
推
進
し
て
い
る
。
 

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
下
 
に
お
け
る
宗
教
間
対
話
が
 、
 新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
の
あ
 り
 方
を
創
出
し
て
き
 

て
い
る
点
で
あ
る
。
イ
ン
ド
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
 下
 に
お
け
る
近
代
化
を
経
験
す
る
中
で
、
新
し
く
進
出
 
し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
 

諸
教
派
の
思
想
的
影
響
を
強
く
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
 
。
イ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
者
と
し
て
著
名
な
 
、
 M
 
・
 M
.
 ト
ー
マ
ス
は
 、
   



 
 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
指
摘
を
行
っ
て
い
る
 。
彼
に
 ょ
 れ
ば
、
近
代
以
降
イ
ン
ド
に
伝
え
ら
れ
た
 西
 欧
の
 キ
リ
ス
ト
教
は
 、
 

真
の
人
間
性
や
平
等
や
正
義
を
求
め
る
社
会
的
行
動
が
 
宗
教
的
に
重
要
で
あ
る
と
の
認
識
を
、
イ
ン
ド
の
宗
教
 
者
や
思
想
家
の
間
に
も
 

た
ら
し
、
ラ
ー
マ
ク
リ
シ
ュ
ナ
 、
 タ
ゴ
ー
ル
、
ガ
ン
ジ
 ｜
 な
ど
に
よ
る
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
的
伝
統
の
再
生
（
 
ヒ
ン
ド
 ゥ
 ー
・
ル
ネ
サ
ン
ス
）
 

に
 決
定
的
な
影
響
を
友
 は
 し
た
。
こ
う
し
た
伝
統
の
再
 構
築
あ
る
い
は
再
生
は
、
イ
ン
ド
人
の
民
族
意
識
の
自
 
覚
を
促
し
、
欧
米
列
強
 

か
ら
の
独
立
運
動
、
新
し
い
イ
ン
ド
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
 
ム
 の
形
成
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。
 

こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
、
宗
教
的
多
元
性
と
の
関
連
 
で
 佳
日
す
べ
き
も
の
と
し
て
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー
・
ア
シ
ュ
 ラ
ム
の
運
動
を
挙
げ
 

る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
運
動
は
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
 
を
 含
む
西
欧
世
界
と
の
出
会
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
ア
イ
 
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
危
機
 

に
 対
す
る
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
側
か
ら
の
改
革
運
動
で
 
あ
る
が
、
ガ
ン
デ
ィ
ー
の
設
立
し
た
サ
テ
ィ
 
サ
 ー
グ
ラ
 ハ
 ・
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
 見
 

ら
れ
る
よ
う
に
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
・
ア
シ
ュ
ラ
ム
は
 、
バ
 ガ
ヴ
 ブ
ッ
ト
・
ギ
ー
タ
ー
に
お
け
る
無
私
の
奉
仕
に
 基
 づ
く
伝
統
的
な
瞑
想
的
 

宗
教
性
の
再
建
の
場
で
あ
る
と
同
時
に
、
政
治
的
あ
る
 
い
は
社
会
的
な
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
い
う
機
能
を
担
っ
て
 
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ン
 

ド
人
 自
身
が
、
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
宗
教
的
生
活
の
再
 
生
と
 イ
ン
ド
の
近
代
化
を
担
お
う
と
決
意
し
た
と
こ
ろ
 
に
 、
ア
シ
ュ
ラ
ム
 と
い
 

吐
う
 共
同
体
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
 
か
ら
の
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
受
け
て
生
ま
れ
た
 
ヒ
ン
ド
 ゥ
 ー
・
ア
シ
ュ
ラ
ム
の
運
動
 

一
 
M
-
 

胸
 
は
 、
 次
に
、
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
へ
と
受
け
継
が
 
ね
 、
キ
リ
ス
ト
教
・
ア
シ
ュ
ラ
ム
と
し
て
イ
ン
ド
全
域
 
に
 展
開
し
て
行
く
。
キ
リ
ス
 

趨
ト
教
 ・
ア
シ
ュ
ラ
ム
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
者
が
 、
 
一
年
の
内
の
一
定
の
期
間
、
瞑
想
や
礼
拝
を
中
心
と
し
 た
 宗
教
生
活
に
専
念
す
る
た
 

 
 

照
 
め
に
、
グ
ル
の
下
に
集
ま
っ
て
、
共
同
生
活
を
行
 
う
と
い
う
形
態
の
宗
教
共
同
体
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
 
に
お
け
る
世
俗
内
で
の
宗
教
 

 
 

中
間
に
位
置
す
る
も
の
で
あ
っ
て
 、
 新
し
い
キ
リ
ス
ト
 教
的
 生
の
形
態
と
言
え
る
。
 

 
 

や
 奉
仕
を
通
じ
た
社
会
訓
練
や
 、
 他
の
諸
教
派
や
諸
宗
 教
 と
の
対
話
の
実
践
が
行
わ
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い
 宗
教
的
生
の
可
能
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
 
と
で
あ
る
。
イ
ン
ド
の
伝
統
的
な
宗
教
的
象
徴
を
キ
リ
 
ス
ト
 教
的
 宗
教
儀
礼
に
 

積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
い
う
試
み
は
、
そ
の
一
例
 
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
こ
に
、
世
界
の
キ
リ
ス
ト
教
 
に
 対
し
て
、
ま
た
ア
ジ
 

ア
の
 宗
教
的
諸
伝
統
に
対
し
て
、
ア
ジ
ア
の
宗
教
的
多
 
元
 性
の
状
況
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
が
な
し
得
る
重
要
 
な
 貢
献
を
見
る
こ
と
が
 

が
 、
ア
ジ
ア
の
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
お
い
て
も
、
 

た
 新
し
い
キ
リ
ス
ト
教
創
出
の
試
み
 ほ
 、
イ
ン
ド
の
み
 

ピ
ー
で
あ
る
こ
と
を
超
え
て
、
宗
教
的
多
元
的
な
場
で
 

で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
 

欧
米
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
諸
教
派
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
 自

ら
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
を
担
う
こ
と
が
必
要
と
な
る
 

教
が
 真
に
創
造
的
で
あ
る
た
め
に
は
、
西
欧
近
代
の
 
キ
 

な
ら
ず
、
ア
ジ
ア
の
諸
地
域
に
お
い
て
見
い
だ
す
こ
と
 

と
も
す
れ
ば
不
毛
な
対
立
に
陥
り
が
ち
な
諸
宗
教
の
間
 

れ
て
き
た
、
宗
教
的
寛
容
の
精
神
や
政
教
分
離
、
人
権
 が

で
き
る
の
で
あ
る
。
 

リ
ス
ト
教
の
単
な
る
 コ
 

に
 、
強
固
な
信
頼
関
係
 

の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
 

思
想
な
ど
の
諸
価
値
 

を
形
成
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
は
 
、
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
強
調
し
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
 
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
 

近
代
的
市
民
社
会
の
キ
リ
ス
ト
教
も
ま
た
、
ア
ジ
ア
の
 
宗
教
的
状
況
に
お
い
て
鍛
え
ら
れ
て
こ
そ
、
そ
の
近
代
 
化
の
な
か
で
置
き
忘
れ
 

て
き
た
も
の
を
新
た
な
形
に
お
い
て
取
り
戻
す
こ
と
が
 
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
 る
 向
か
。
宗
教
的
多
元
性
に
お
 け
る
 キ
リ
ス
ト
教
の
間
 

題
は
 、
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
に
お
い
て
、
キ
リ
ス
ト
 教
 が
い
か
に
自
己
変
革
を
成
し
遂
げ
る
の
か
と
い
う
 根
 本
 的
問
い
を
、
キ
リ
ス
 

ト
 教
に
対
し
て
提
起
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
味
 
で
、
宗
教
的
多
元
性
の
状
況
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
と
っ
 
て
 危
機
で
あ
る
と
同
時
 

に
、
 大
き
な
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
と
言
わ
ぬ
 ぼ
 な
ら
な
い
  
 

 
 
 
 

形
成
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
こ
れ
は
世
俗
社
会
の
中
で
 
宗
教
的
な
瞑
想
性
を
失
い
つ
つ
あ
る
伝
統
的
な
キ
リ
ス
 ト
 教
に
対
し
て
、
新
し
ゆ
 

調
 す
べ
き
点
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
・
ア
シ
ュ
ラ
ム
が
 
、
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ン
ド
の
宗
教
伝
統
と
の
積
極
的
な
 
相
互
作
用
に
基
づ
い
て
 

 
 

れ
て
お
り
、
ア
シ
ュ
ラ
ム
は
宗
教
的
多
元
社
会
で
あ
る
 
イ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
活
動
セ
ン
タ
ー
と
し
て
機
能
し
 
て
い
る
の
で
あ
る
。
 
強
 

 
 

 
 



轍
 
ぬ
 
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
 

お
そ
ら
く
、
宗
教
的
多
元
性
の
下
に
お
い
て
も
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

て
い
た
だ
く
と
す
れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
 

他
 の
 諸
宗
教
や
無
宗
教
の
人
々
へ
の
伝
道
は
、
キ
リ
ス
ト
 

教
 信
仰
の
独
善
的
な
押
し
付
 

口
 

ま
と
め
１
１
展
望
 

前
章
で
見
た
よ
 う
 に
、
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
は
 、
そ
 の
 宗
教
的
文
化
的
に
多
元
的
な
状
況
に
お
い
て
、
新
し
 
い
 キ
リ
ス
ト
教
の
可
 

能
 性
を
切
り
開
き
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
問
わ
れ
て
い
る
 
の
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
新
し
い
自
己
理
解
で
あ
っ
た
。
 
し
か
し
、
こ
れ
は
、
 キ
 

リ
ス
ト
教
の
「
伝
道
」
と
い
う
活
動
に
と
っ
て
い
か
な
 
る
 意
味
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
 
、
キ
リ
ス
ト
教
は
古
代
 

か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
全
人
類
 
に
 伝
道
す
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
 
、
 自
ら
の
存
在
理
 由
を
確
認
し
て
き
た
 
宗
 

教
 、
つ
ま
り
、
伝
道
タ
イ
プ
の
宗
教
で
あ
り
、
宗
教
的
 多
元
性
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
可
能
性
を
考
え
る
 
上
 で
、
伝
道
の
問
題
は
避
 

け
て
通
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
的
多
元
性
と
い
う
 状
況
下
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
な
お
も
伝
道
宗
教
で
あ
り
 
続
け
る
の
か
、
あ
る
い
 

は
こ
の
状
況
に
お
け
る
伝
道
と
は
い
か
な
る
仕
方
で
行
 わ
れ
る
の
か
。
最
後
に
、
こ
の
伝
道
と
い
う
問
題
に
つ
 
い
て
一
言
す
る
こ
と
に
 

よ
っ
て
、
本
論
文
の
締
め
く
く
り
と
し
た
い
。
 

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
答
え
る
に
当
た
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
 教
 の
み
が
正
し
い
、
キ
リ
ス
ト
教
が
唯
一
の
救
い
の
道
 
で
あ
る
と
い
う
主
張
 

性
 
を
一
方
的
に
押
し
つ
け
る
排
他
主
義
や
 、
 良
い
も
 の
は
す
べ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
う
ち
に
あ
る
と
い
う
包
括
 主
義
を
前
提
に
す
る
の
で
あ
 

輌
 
れ
ば
、
問
題
は
単
純
化
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。
 
し
か
し
、
こ
う
し
た
立
場
か
ら
で
は
な
く
、
多
元
的
状
 況
 に
お
け
る
共
通
価
値
と
批
 

趨
 
制
約
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
観
点
か
ら
、
 
伝
道
を
考
え
る
と
す
れ
 ば
 ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
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学
 ア
ジ
ア
研
究
所
、
一
九
九
九
年
）
、
一
三
セ
 

ー
 
一
六
二
頁
。
 

 
 

 
 

-
 は
 -
 
下
 -
0
 
遇
 ぎ
の
 コ
り
ユ
 の
 -
 卜
 3
 卜
 め
ぎ
 き
パ
 蕊
も
ぎ
 漣
陳
卜
さ
叶
芯
 
～
～
 
ら
ぉ
 -
 づ
簿
つ
い
絞
吏
 。
 お
 ㏄
の
 
-
 ワ
ミ
 

 
 

 
 

立
 -
 
宗
教
の
神
学
と
解
放
の
神
学
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
 

注
 （
 1
-
 に
 引
用
し
た
ヒ
ッ
ク
 と
ニ
ッ
タ
 
1
 編
の
論
文
集
の
第
一
一
 

一
部
所
収
の
諸
論
文
を
参
 

 
 

 
 

 
 

昭
忠
 
。
 コ
ざ
ア
 十
本
三
（
（
の
「
 
ロ
の
 ㏄
 巳
，
 ロ
口
・
 
ト
 ㏄
㍉
 
1
 い
 っ
。
 

元
 -
 
宗
教
間
対
話
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
と
の
関
わ
り
 ほ
 
つ
い
て
は
、
次
の
拙
論
を
参
 
語
 
。
声
名
定
道
「
テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 と
 現
代
宗
教
論
」
 
北
 横
田
 

版
 、
一
九
九
四
年
、
一
九
セ
ー
 二
 0
 セ
 、
二
二
四
 ｜
二
 二
八
頁
。
 

「
「
宗
教
の
神
学
」
の
現
状
と
課
題
」
 
宅
 宗
教
学
会
報
」
十
一
号
、
 

大
谷
大
学
宗
教
学
 

会
 、
一
九
九
九
年
 -
 、
二
九
 ｜
 五
六
頁
。
 

一
 1
 
 

6
 一
 

キ
リ
ス
ト
教
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
拙
 
論
を
参
照
。
声
名
定
道
「
南
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
問
題
 

イ
ン
ド
を
中
心
に
」
 

宅
 ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
目
第
二
 

セ
号
 、
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究
 所
 、
二
 0
0
 

一
年
Ⅰ
一
九
一
 
｜
三
 
一
八
頁
。
 

-
H
 ）
 
ミ
 ・
 ミ
 ・
 づ
プ
 0
 ヨ
ゅ
辞
 "
 ト
 の
 す
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降
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0
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⑪
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下
年
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コ
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口
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 ㏄
 い
 す
（
 

0
0
 

（
 
オ
の
 
Ⅰ
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往
 @
 
の
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0
 
コ
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 @
 
二
片
す
。
Ⅰ
二
年
 

@
 
い
 二
市
 -
 
蛋
 Ⅱ
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-
 
乙
由
 り
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 む
豆
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予
 @
 
コ
一
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コ
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，
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o
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 し
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め
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ぎ
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目
さ
る
 ミ
 き
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れ
 ㌔
 弔
 8
s
 

紬
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め
ミ
 ㌔
 

パ
蕾
め
 紋
セ
～
 か
ミ
ぬ
 ㍉
 ま
 き
～
 汁
 ～
～
 
ぃ
コ
ミ
ら
 ～
 
Q
 ミ
陳
 再
隠
憶
 ぎ
さ
 タ
 
0
 ま
あ
 い
 0
0
 
オ
 9
 
）
 0
0
0
 
。
 

ヨ
 ・
 n
,
 

千
字
・
 

G
.
 

デ
コ
ス
タ
 編
 、
森
本
あ
ん
 
り
訳
申
 キ
リ
ス
ト
 
教
は
他
宗
教
を
ど
う
考
え
る
の
か
ポ
ス
ト
多
元
三
義
の
宗
教
 
の
神
学
」
散
文
館
、
 

一
九
九
七
年
、
一
 0
 
ニ
ー
一
 
0
 八
頁
。
 

（
 む
 
イ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
，
ア
シ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
 

次
 の
 拙
論
を
参
照
。
声
名
定
道
「
南
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
の
諸
間
 
題
 

イ
ン
ド
を
中
、
 廿
 

に
 」
 宅
 ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
」
第
二
 

セ
号
 、
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
 
研
究
所
、
二
 
0
0
 

一
年
 

-
 、
一
九
七
ー
 
二
 0
0
 
頁
 。
 

正
一
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
拙
論
を
参
照
。
声
名
定
道
「
 テ
ィ
リ
ッ
ヒ
と
現
代
宗
教
論
日
比
 

樹
 出
版
、
一
九
九
四
年
、
二
一
 
一
七
、
二
四
四
 ｜
 二
四
五
 

頁
 。
 



 
 

 
 

つ
あ
る
西
欧
社
会
と
で
は
、
同
じ
宗
教
的
多
元
性
と
い
 う
 言
葉
で
あ
っ
て
も
、
意
味
合
い
は
ま
っ
た
く
異
な
る
 。
本
論
文
で
は
、
宗
教
 

て
知
っ
て
い
る
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
よ
う
な
地
域
と
 、
支
配
的
宗
教
の
足
下
を
揺
る
が
す
よ
う
な
形
で
宗
教
 
の
 多
元
化
が
進
展
し
っ
 

 
 

地   
で 教     
目 的 キ 触ら は る て は論 
常 多 一 
胸 元   

宗そ す 地よ l キ 
宗教れる の う ロ リ 

      数 多 ぞキ 案な ッス 

部葉   
と @ 
む き 

っ わ は、そ 性 元 、 状況が 具体的 教の ト 直面し に対す おいて 

て め 
い て 

  
る 形   
  而 

も 上   
つ 学 

と 的 
  

も な 
  響 

古 ホ き 

教 を   
多 キ守 

対る 放参 2 枠 き 元 

一 九 つ   
的 が 解 未学義理が 、 か 

状   放社 や と 解あ 社か 
況 そ の会 フ い し る会わ 
な れ 
太 が 

神に 学 お エうて さ 類いそ 。 の 世て っ 

い 二 型 る れ 俗 き 

前提 占め てス " ト沿 にかは化 " " と。 た 
丑 日 と ど神 っ と キ共 コ 

か し 
も て 

  
合 い 

う ど雲間 ト 再タ 

ほ ろ な 課伐 現す るにが い数 度 、 ン テ 

至 社 
る ム ム   
ま 状 あ の 白 2 案 的ス 

で 況   
経 は 
験   
的 今 性の間 洞 以降、 的なな潮流かを 足 して ぃ どのよ 克 
車 や 
美 冬 
と { 

キリス 察するについ 類型論 る。 こ うに埋 題に直 博 
。 て に こ 解面 ト 

し の も 陥です し 教 

  

現
代
神
学
に
お
け
る
宗
教
的
多
元
性
 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
俗
化
社
会
の
行
方
 

 
 



宗
教
的
多
元
性
と
い
う
テ
ー
マ
が
神
学
の
大
き
な
課
題
 
の
 一
つ
に
な
っ
て
き
た
の
は
、
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
 あ
る
が
、
宗
教
多
元
 

一 
一 

宗
教
的
多
元
性
を
め
ぐ
る
歴
史
的
経
緯
 

的
 多
元
性
を
め
ぐ
る
議
論
の
震
源
地
で
あ
る
西
欧
社
会
 
を
中
心
に
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
や
神
学
が
ど
の
よ
 
う
 な
変
容
を
遂
げ
、
 ま
 

た
そ
の
変
化
に
応
答
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
考
察
 
す
る
。
 

昨
今
、
宗
教
的
多
元
性
と
い
う
言
葉
そ
の
も
の
が
多
義
 
的
に
 m
 い
ら
れ
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
限
定
 し
て
考
え
る
と
、
 そ
 

こ
に
は
区
別
す
べ
き
二
つ
の
意
味
の
層
が
あ
る
。
一
つ
 
は
 記
述
的
な
意
味
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
規
範
的
な
意
 
味
 で
あ
る
。
す
な
わ
ち
 

一
方
で
は
、
単
一
の
支
配
的
宗
教
が
社
会
的
影
響
力
を
 失
っ
て
い
く
中
、
複
数
の
宗
教
が
社
会
的
に
認
知
さ
れ
 
て
い
く
一
連
の
プ
ロ
セ
 

ス
と
 状
況
を
描
写
す
る
「
記
述
的
」
働
き
を
そ
の
言
葉
 
は
 担
わ
さ
れ
て
い
る
。
他
方
、
複
数
の
宗
教
が
存
在
す
 
る
 状
況
を
評
価
す
る
た
 

め
に
、
あ
る
い
は
、
社
会
に
お
け
る
宗
教
的
自
由
を
擁
 
讃
 す
る
た
め
に
、
特
定
の
宗
教
を
優
位
に
置
く
絶
対
 
生
 義
 で
も
な
く
、
ま
た
、
 

す
べ
て
の
宗
教
を
同
列
に
置
く
相
対
主
義
で
も
な
い
 別
 の
 価
値
観
と
し
て
宗
教
的
多
元
性
を
措
定
す
る
と
い
う
 
「
規
範
的
」
用
い
方
が
 

な
さ
れ
る
。
 

こ
の
二
つ
の
側
面
は
、
宗
教
的
多
元
性
が
欧
米
で
課
題
 
と
し
て
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
要
因
と
も
関
係
 
し
て
い
る
。
そ
こ
に
 

は
 歴
史
的
・
文
化
的
要
因
と
神
学
的
要
因
が
あ
る
が
、
 
宗
教
的
多
元
性
が
社
会
の
中
に
現
象
化
し
て
き
た
歴
史
 
的
 ・
文
化
的
背
景
を
探
 

り
 、
そ
こ
か
ら
得
ら
れ
る
状
況
理
解
を
前
提
に
し
て
は
 
じ
め
て
、
神
学
的
な
考
察
は
解
釈
の
基
盤
を
得
る
こ
と
 
が
で
き
る
。
し
た
が
っ
 

て
 、
以
下
に
お
い
て
、
ま
ず
宗
教
的
多
元
性
の
歴
史
的
 
経
緯
を
素
描
 し
、
 次
に
そ
れ
に
応
答
す
る
神
学
的
規
範
 
の
 模
索
を
取
り
上
げ
る
 

こ
と
に
す
る
。
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こ
の
よ
う
な
他
宗
教
と
の
接
触
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
 

教
は
自
ら
の
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
弁
証
す
る
 

こ
と
を
し
ぼ
し
ば
 
余
 

 
 

桁
儀
 な
く
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
努
力
も
四
世
 

紀
 以
降
の
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
体
制
下
に
お
い
て
は
 

不
要
な
も
の
と
さ
れ
て
い
っ
 

趨
た
 。
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
大
帝
が
キ
リ
ス
ト
教
 
を
 ロ
ー
マ
の
宗
教
と
し
て
公
認
す
る
よ
う
に
な
っ
て
 

か
 ら
 、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
 
キ
 

的
な
状
況
は
キ
リ
ス
ト
教
の
最
初
期
か
ら
、
そ
の
信
仰
 
理
解
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
一
言
で
舌
口
 う
 な
 ら
、
 他
の
諸
宗
教
と
の
 

関
係
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
は
そ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
 
ィ
 を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
宗
教
的
多
元
性
は
神
 
学
的
営
み
の
背
景
と
し
 

て
 存
在
し
て
い
た
。
パ
レ
ス
チ
ナ
地
方
に
出
現
し
た
 
イ
 エ
 ス
の
弟
子
集
団
は
、
当
初
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
一
派
と
し
 
て
 ユ
ダ
ヤ
教
会
堂
を
拠
 

点
 に
活
動
を
展
開
し
て
い
た
が
、
彼
ら
の
メ
シ
ア
信
仰
 は
 既
存
の
ユ
ダ
ヤ
教
的
伝
統
に
解
消
し
き
れ
な
い
差
異
 @
 
有
し
て
い
る
こ
と
が
 

双
方
に
認
識
さ
れ
始
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
 
か
ら
独
立
し
た
教
会
組
織
が
形
作
ら
れ
て
い
っ
た
。
 
ま
 た
 、
パ
ウ
ロ
ら
に
よ
っ
 

て
 宣
教
活
動
が
西
方
へ
と
拡
大
さ
れ
て
い
く
際
、
ギ
リ
 
シ
ア
・
ロ
ー
マ
的
な
宗
教
と
の
接
触
は
不
可
避
な
も
の
 
で
あ
っ
た
。
パ
ウ
ロ
が
 

ア
テ
ネ
の
 ア
 レ
オ
パ
ゴ
ス
で
偶
像
崇
拝
批
判
を
し
つ
っ
 、
復
活
信
仰
を
説
明
す
る
場
面
 
硅
 徒
言
行
録
 一
セ
 ・
一
二
 
ハ
 ー
二
面
 @
 
 
や
 、
偶
像
に
 

備
え
ら
れ
た
肉
を
食
べ
る
是
非
を
め
ぐ
っ
て
議
論
を
展
 
聞
 す
る
場
面
（
第
一
コ
リ
ン
卜
書
八
・
一
 
｜
 一
一
こ
な
ど
は
 
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
 と
 

当
時
の
通
俗
的
宗
教
理
解
と
の
間
の
摩
擦
と
葛
藤
を
表
 
す
 典
型
例
と
言
え
る
。
さ
ら
に
、
パ
ウ
ロ
の
後
継
者
の
 
時
代
に
な
る
と
、
宗
教
 

祭
儀
に
か
か
わ
る
 軋
礫
に
 加
え
て
、
よ
り
 思
ム
ガ
 
的
な
対
 決
 が
現
れ
て
く
る
。
グ
ノ
ー
シ
ス
は
広
範
囲
に
見
ら
れ
 
た
 宗
教
思
想
，
運
動
で
 

あ
っ
た
が
、
救
済
論
を
め
ぐ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
は
 グ
ノ
 ｜
 シ
ス
と
の
違
い
を
明
示
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
 あ
っ
た
。
 



ん
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
 

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
面
に
関
心
が
寄
せ
 

生
ま
れ
て
き
た
。
 

ま
た
諸
宗
教
へ
の
関
心
は
今
や
 

る
。
そ
れ
が
し
ば
し
ば
問
題
と
し
 

離
の
原
則
と
の
関
係
が
争
わ
れ
て
 が

 、
そ
こ
で
は
キ
リ
ス
ト
教
の
危
機
と
舌
口
う
よ
り
、
 む
 し
ろ
、
世
俗
化
が
近
代
社
会
に
も
た
ら
し
た
 

ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
と
他
の
諸
宗
教
と
の
関
係
へ
の
 
神
学
的
関
心
も
、
そ
う
し
た
経
緯
の
中
か
ら
 

学
問
的
領
域
に
と
ど
ま
ら
ず
、
生
き
た
日
常
と
し
て
 
市
 民
生
活
の
中
で
経
験
さ
れ
、
議
論
さ
れ
て
い
 

て
 現
れ
て
く
る
の
は
教
育
の
現
場
に
お
い
て
で
あ
る
。
 
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
統
的
位
置
づ
け
と
政
教
 分
 

き
た
米
国
の
事
例
は
比
較
的
よ
く
紹
介
さ
れ
る
の
で
、
 
こ
こ
で
は
隣
国
同
士
で
あ
り
な
が
ら
、
宗
教
 

-
l
-
 

を
も
っ
て
受
け
と
め
ら
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
神
学
や
宗
 
数
 社
会
学
に
お
い
て
、
世
俗
化
の
歴
史
的
意
味
を
問
 
う
 世
俗
化
論
が
、
戦
後
 盤
 

で
き
な
い
歴
史
的
要
因
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
 
で
あ
ろ
う
。
 

宗
教
的
多
元
性
は
突
如
と
し
て
神
学
的
議
論
の
舞
台
に
 
躍
り
出
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
先
立
つ
西
欧
 
社
会
の
急
激
な
変
化
 

と
 、
そ
れ
を
主
題
と
し
た
議
論
の
土
壌
が
あ
っ
た
。
 神
 学
の
中
で
そ
れ
は
世
俗
化
論
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
 
世
俗
化
は
一
般
的
に
 、
 

宗
教
が
社
会
や
文
化
の
中
心
的
存
在
か
ら
周
辺
的
存
在
 
へ
と
変
化
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
 る
が
、
も
と
も
と
、
 こ
 

の
 言
葉
は
、
宗
教
改
革
の
時
代
に
、
教
会
の
財
産
 

工
 地
や
建
物
な
ど
）
を
行
政
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
指
し
て
 
用
い
ら
れ
始
め
た
。
 そ
 

こ
か
ら
、
土
地
な
ど
が
教
会
の
支
配
か
ら
解
放
さ
れ
る
 
の
と
同
様
に
、
社
会
や
文
化
が
教
会
権
力
か
ら
解
放
さ
 
ね
 、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
 

響
 が
次
第
に
減
退
し
て
い
く
現
象
を
広
く
世
俗
化
と
呼
 
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
 
、
 第
二
次
世
界
大
戦
後
、
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
さ
ら
に
進
行
し
て
い
く
が
、
 と
 り
わ
け
既
成
教
会
に
と
っ
て
 は
 、
礼
拝
出
席
者
の
激
減
 と
し
て
大
き
な
危
機
感
 

  

前 カ 
半 と 

の 結 
ド び 
イ つ   
史 こ 

に と 

が に 
い よ 

て っ 

悲劇 て 、 
的 少 

な 数 
形 者 
で の 

露 徹 
呈 底 
さ し 

ね た 
た 排 除 
そ へ 

の と 

恋 っ 

濠 U  な 
は が   
当 て 
蒔 い   
ド 暴 
ィ カ 
ツ ，性 
の む 
社 容 
会 場 
事 に 

情 胚 
に 治 
の す 
み る 

里杢几 こと 

し は き 
る 二 
こ O 
と 世 
0 組 
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授
ネ
 

畔
 
あ
る
が
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
 

業
の
他
、
ど
ち
ら
も
受
け
た
く
な
い
生
徒
に
は
「
倫
理
 

」
の
授
業
も
認
め
て
い
る
。
 

耶
 
現
時
点
で
は
、
ま
だ
イ
ス
ラ
ム
教
宗
教
教
育
は
公
 

立
 学
校
で
は
行
わ
れ
て
れ
な
い
が
、
ド
イ
ツ
福
音
主
義
 

教
会
（
 EK
D
 ）
は
一
九
九
 225 

甜
 

い
る
。
ド
イ
ツ
基
本
法
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
 、
教
会
の
指
導
の
も
と
宗
教
教
育
を
正
規
の
科
目
と
し
 
て
 行
っ
て
い
る
州
が
大
半
で
 

鋤
 

 
 

 
 

教
育
に
関
し
て
対
照
的
と
も
言
え
る
方
針
を
打
ち
出
し
 
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
か
ら
具
体
的
事
例
を
紹
介
 
す
る
。
 

一
九
八
九
年
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
女
子
生
徒
が
ヒ
ジ
ャ
 ｜
ブ
 
（
 
べ
｜
ル
 ）
を
着
用
し
て
登
校
し
て
き
た
こ
と
が
 、
フ
ラ
ン
ス
教
育
界
 

を
 揺
る
が
す
大
き
な
議
論
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
イ
ス
 
ラ
ム
教
を
背
景
に
持
つ
移
民
た
ち
の
間
に
 、
 自
ら
の
 宗
 教
的
 ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
 

ィ
の
 確
認
と
連
動
し
た
宗
教
回
帰
現
象
が
興
隆
し
て
き
 
た
こ
と
を
示
す
象
徴
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
従
来
、
 
公
教
育
の
場
へ
宗
教
性
 

を
 持
ち
込
む
こ
と
を
「
ラ
 イ
シ
テ
 」
 デ
 注
 9
 赤
井
 宗
 毅
一
の
原
則
 
-
 
フ
ラ
ン
ス
憲
法
第
二
き
か
ら
禁
止
し
て
 き
た
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
 、
 

ラ
イ
シ
 テ
 の
原
則
と
表
現
の
自
由
の
原
則
の
間
で
 板
挟
 み
に
な
り
な
が
ら
、
一
九
九
四
年
、
よ
う
や
く
次
の
よ
 
う
な
結
論
を
出
す
に
 至
 

っ
た
 。
す
な
 ね
 ち
、
極
端
に
目
立
つ
も
の
で
な
く
、
 改
 宗
の
呼
び
か
け
を
目
的
に
し
て
い
な
け
れ
ば
、
ヒ
ジ
ャ
 
｜
ブ
を
 含
む
宗
教
的
 シ
 

ン
ボ
ル
の
着
用
を
認
め
る
、
と
し
た
の
で
あ
る
。
政
教
 分
離
の
原
則
を
適
用
す
る
際
に
、
宗
教
Ⅱ
キ
リ
ス
ト
教
 
と
 同
一
視
で
き
た
時
代
 

で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
問
題
は
大
き
く
な
ら
な
 
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
側
か
 ら
 出
さ
れ
た
、
ヒ
ジ
ャ
 

｜
ブ
 着
用
が
認
め
ら
れ
な
い
な
ら
、
同
様
に
十
字
架
 
や
 キ
ッ
パ
（
ユ
ダ
ヤ
教
男
性
が
頭
部
に
乗
せ
る
丸
い
 布
 ）
 0
 着
用
も
禁
止
せ
よ
、
 

と
い
う
批
判
の
前
で
、
ラ
イ
シ
 テ
 に
基
づ
く
政
教
分
離
 の
 原
則
は
有
効
な
反
論
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
 
。
宗
教
多
元
社
会
が
到
 

性
来
す
る
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
て
前
提
 
と
さ
れ
て
き
た
原
則
が
、
そ
の
根
拠
を
問
い
直
さ
れ
て
 
い
る
の
で
あ
る
。
 

 
 

舌
口
わ
れ
て
い
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
子
ど
も
の
宗
教
教
 育
 を
ど
の
よ
う
に
行
う
べ
き
 

 
 

%
 
 か
、
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
問
題
に
な
っ
て
き
 
た
 。
連
邦
国
家
で
あ
る
ド
イ
ツ
で
は
、
教
育
制
度
は
基
 
本
 的
に
各
州
に
任
せ
ら
れ
て
 

 
 



中 れ る ど む 
宗 に て か の っ 

散 見 き 、 よ て 
の い た と う い るが 神学 ださ ので い，っ 理 に 

は れ あ 諒 解   
、 る る 題 す そ 

そ こ 。 で る の 
う と そ あ か 課 
し は し る 、 題 
た 言 て 。 と は 
歴 う 、 そ い 主 
史 ま そ う う と 

的 で の い 課 し 

経 0 モ っ 題 て 
緯 な デ た で 次 
な い か 二 あ の 

振   
り のつり いの 、 二 つ 
返 
  く つ考二 愚策に ま 

な か 軸 は と 

が は な 、 め 

ら 、 織 地 る 

他   こと 精微 り交 々ホ の 
な ぜ 教 が 

ホ胡叙 平中 な に で 
サ @ し 学 が 直 き 

対 
す 的ら面る 解、 しで 
る 

キ 
釈崇 が教、 てあ ろ 

  な 的 キ ラ 

ス さ 参 り 。 
  れ 元 ス 第 
教 る 性 ト 一 

の 以 の 教 は 
態 
度 、キ 前、神学 ヵ 日目 は 

を ら 酌 も り 

、 解 を ス 
し 具 釈 ど ト 

ば 体 が の 教 
  的 参 よ は 
ま @ な 様 ぅ 他   

トト Ⅱ 打 @@ ト の 十ホ 日額 毘廣 に 理 に 

他 論 開 解 散 
主 の さ す を 

ネ中 リ つ り で る 三 九 古 示教 与尹丁 」 - つハ ト 

け ス は 「 頃 年 
た ト 同 宗 の に 

を 教 的 も 教 時 数 「 「 イス 多元あげま @ こ 一 一 一 のと 教育 団体 示教 ゐ 
し 」 イ 」 教 う 
て と ス を 有 ム   

  示教 っ , 。 、宗 宗教 走 せ さま   
教育」 たげる 教的 寛 教育実 ず、ィ 
容 現 ス こ と 

の に う と い   精 至 ム な う 

講 銭 に 

は 的 伴 
多 な っ 報告書 神を大 様々 る 教団体 く、宗 
岐 応 て 胆 な に 教 を 

に 答   

わ を 数 
た 試 歩 あらわ 取り問題 に 占 拡 まで 団体の 

り め く 

、 て の 

そ き 宗 
れ た 教 
@@ ひ， し 

関 そ 影 
す の 響 
る 代 を 

文 衰 年 
献 酌 え   
む む つ 

す も っ 

でのあ にとる⑨   
膨 し   教 案 て い 本 
大 て と 有 数 い う 法 

に 教 る 条 第 

りわけ なもの 「宗教 

先 育 。 文 七 
鞭 Ⅱ そ に 条 

ほ の キ を キ こ あ 第 

(432)  226 



1
 
 排
他
主
義
者
 

排
他
主
義
者
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
他
の
宗
教
と
の
間
に
 
質
的
な
相
違
・
断
絶
を
前
提
と
す
る
。
そ
の
際
、
正
義
 
と
悪
 、
光
と
 闇
 、
 生
 

と
 死
と
い
っ
た
二
元
論
的
区
分
を
強
調
す
る
表
現
が
好
 
ん
で
用
い
ら
れ
る
。
伝
統
的
な
宣
教
論
に
お
い
て
は
、
 
し
ば
し
ば
キ
リ
ス
ト
教
 

の
 絶
対
性
が
排
他
的
に
主
張
さ
れ
、
非
キ
リ
ス
ト
教
 
世
 界
 に
対
し
、
そ
の
絶
対
性
へ
の
服
従
を
要
求
す
る
こ
と
 に
な
っ
た
。
排
他
主
義
 

性
的
立
場
が
単
な
る
神
学
的
見
解
を
越
え
て
、
近
代
 
の
 植
民
地
主
義
政
策
の
思
想
的
根
拠
の
一
つ
と
し
て
 
機
 能
 し
て
き
た
一
例
を
、
カ
ト
 

 
 

毎
 Ⅱ
毛
の
（
 
コ
 の
の
巴
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
彼
の
王
 著
 
「
福
音
的
宣
教
 ぬ
 理
奈
 五
 

撒
巻
 、
一
八
九
二
 
@
 一
九
 
0
 五
色
は
第
二
次
世
界
大
戦
 に
い
た
る
ま
で
、
ド
イ
ツ
語
圏
を
越
え
て
、
カ
ト
リ
ッ
 ク
 教
会
の
宣
教
論
全
体
に
大
 

 
 

肪
 
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
広
く
共
感
を
得
た
彼
 
の
 宣
教
に
対
す
る
定
義
は
次
の
言
葉
に
集
約
さ
れ
て
 
い
る
。
「
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
の
 

 
 

畔
 
も
と
で
、
我
々
は
非
キ
リ
ス
卜
者
の
中
に
キ
リ
ス
 
ト
の
 教
会
を
植
え
付
け
組
織
化
す
る
こ
と
に
対
し
て
 
向
 け
ら
れ
た
、
全
キ
リ
ス
ト
教
 

現
 
徒
の
全
体
的
活
動
と
い
う
こ
と
を
理
解
す
る
」
。
 ヴ
 ァ
 ル
ネ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
宣
教
は
自
分
自
身
に
し
ろ
 
他
の
教
派
に
し
ろ
、
キ
リ
ス
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義
 
（
の
お
三
の
守
げ
 

ヨ
 Ⅰ
包
括
主
義
ま
の
三
の
目
ア
ヨ
Ⅰ
 

の
類
型
は
複
雑
な
問
題
状
況
に
見
通
し
を
与
え
て
き
 

を
と
も
な
っ
て
流
布
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
 

在
し
て
い
る
問
題
が
見
過
ご
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
 

よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
の
具
体
的
な
「
担
い
手
」
 

考
察
し
て
い
く
た
め
の
一
助
と
し
た
い
。
 

一
 
5
 一
 

多
元
主
義
 
C
 ざ
 「
が
 
コ
 の
 
ョ
 ）
と
い
っ
た
類
型
を
用
い
て
 考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
 

た
と
い
う
点
で
評
価
で
き
る
が
、
同
時
に
そ
の
類
型
 
自
 体
 が
固
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
 

の
 内
部
に
あ
る
微
妙
な
差
異
 や
 、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ぞ
 れ
の
類
型
に
横
断
的
に
存
 

と
も
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
自
己
充
足
 
的
な
類
型
論
に
陥
ら
な
い
 

を
 考
慮
し
な
が
ら
三
つ
の
類
型
を
取
り
上
げ
、
宗
教
的
 
多
元
性
の
今
後
の
課
題
を
 



お
ァ
 （
 @
 
の
 （
 
綴
日
 れ
空
目
色
の
同
一
視
を
拒
絶
す
る
が
、
 
彼
 に
と
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
普
遍
性
は
 、
 絶
え
ず
問
題
 の
中
心
に
あ
る
。
人
類
 

-
8
-
 

の
た
め
の
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
の
た
め
 
0
 人
類
な
の
で
あ
る
。
 

こ
の
排
他
主
義
的
類
型
に
属
す
る
の
は
、
「
教
会
の
外
 に
 救
い
な
し
」
（
の
Ⅹ
 可
 り
の
の
巳
の
の
あ
 

ヨ
 
二
 %
 二
 %
 
 
の
ド
き
 
③
 
と
 い
う
考
え
を
長
い
間
 

保
持
し
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
だ
け
で
は
な
い
（
 
た
 だ
し
第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
 
@
 九
六
二
 @
 
一
九
六
五
年
 一
 以
降
、
カ
ト
リ
ッ
ク
 

神
学
者
の
多
く
ほ
排
他
主
義
的
立
場
を
離
れ
て
い
く
）
。
 プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
保
守
派
の
中
に
は
、
か
つ
て
の
 
カ
ト
リ
ッ
ク
以
上
に
 、
 

他
宗
教
に
対
す
る
排
他
的
立
場
を
取
る
も
の
が
少
な
く
 
な
い
。
冷
戦
時
代
に
お
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
保
守
 
派
 の
 関
 、
心
は
共
産
主
義
 

思
想
と
の
対
決
に
向
け
ら
れ
て
い
た
が
、
冷
戦
構
造
の
 
解
体
後
、
彼
ら
の
伝
道
熱
は
今
や
イ
ス
ラ
ム
世
界
へ
と
 
向
け
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
 

ま
た
、
米
国
最
大
教
派
の
南
部
バ
プ
テ
ス
ト
会
議
を
は
 
じ
め
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
改
宗
を
宣
教
方
針
の
中
に
入
れ
る
 
こ
と
に
よ
っ
て
、
ユ
ダ
 

ヤ
 入
団
体
か
ら
の
批
判
を
浴
び
て
き
た
例
も
あ
る
。
 

主
流
派
の
教
会
や
神
学
者
た
ち
は
、
今
日
で
は
排
他
主
 
義
 的
立
場
を
一
様
に
拒
絶
し
て
い
る
が
、
排
他
主
義
的
 
態
度
を
取
る
教
会
は
 

今
な
お
多
様
な
形
で
存
在
し
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
ら
 
の
神
学
的
特
徴
を
次
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
は
可
能
 
で
あ
ろ
う
。
 

（
 a
 ）
排
他
主
義
者
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
他
の
宗
教
と
の
 
間
に
 越
え
が
た
い
断
絶
が
あ
る
と
考
え
る
。
す
な
わ
 
ち
 、
キ
リ
ス
ト
に
お
 

け
る
神
の
啓
示
は
、
他
宗
教
の
啓
示
（
真
理
世
に
優
 
越
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
も
そ
も
両
者
は
異
な
る
 
カ
テ
 ゴ
リ
ー
に
属
す
る
と
 ぃ
 

ぅ
 認
識
論
的
な
相
違
が
前
提
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
 
そ
の
啓
示
の
保
持
者
と
し
て
教
会
の
権
威
が
強
調
さ
れ
 
る
 
（
教
会
田
：
 
心
 主
義
）
。
 

（
 
b
 ）
そ
の
主
張
は
聖
書
の
権
威
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
 
る
 。
彼
ら
が
好
ん
で
引
き
合
い
に
出
す
聖
書
箇
所
と
 
し
て
、
「
わ
た
し
た
ち
 

(434) 2
 
と
 

-
7
-
 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
は
「
人
類
の
一
般
宗
教
と
な
る
よ
う
に
 
定
め
ら
れ
て
い
る
」
。
彼
は
西
欧
化
㊥
 
目
 。
 せ
ぎ
 の
 @
 
の
き
 コ
 ⑧
と
キ
リ
ス
ト
教
化
 

卜
者
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
目
的
は
非
 
キ
リ
ス
卜
者
を
改
宗
さ
せ
、
洗
礼
を
授
け
る
こ
と
に
 
あ
る
。
し
た
が
っ
て
 、
 

 
 



  

て
き
た
が
、
従
来
、
排
他
主
義
者
は
宗
教
間
対
話
に
関
 

心
 
が
な
い
と
さ
れ
て
き
た
 

@
 
ヒ
ロ
 

 
 

㍼
説
に
は
修
正
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
天
棚
枠
組
み
を
越
え
た
つ
な
が
り
を
形
成
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

  

，宗教的多元性 

（
 
d
 ）
排
他
主
義
者
が
他
の
宗
教
と
対
話
す
る
際
の
最
終
 的
な
目
的
は
、
福
音
宣
教
に
あ
る
。
「
あ
な
た
が
た
は
 行
っ
て
、
す
べ
て
の
 

民
 を
わ
た
し
の
弟
子
に
し
な
さ
い
」
 -
 
マ
タ
イ
二
八
・
一
九
 

-
 と
い
う
宣
教
命
令
は
 、
 彼
ら
の
宣
教
的
情
熱
を
駆
り
 立
て
る
典
型
的
表
現
の
 

一
 つ
 で
あ
る
。
 

が
 救
わ
れ
る
べ
き
名
は
、
天
下
に
こ
の
名
の
ほ
か
、
 

人
 

（
 c
 ）
救
済
に
関
し
て
、
排
他
主
義
者
は
キ
リ
ス
ト
論
に
 

間
 に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で
す
」
 
-
 
使
徒
言
行
録
 
四
 

大
き
な
価
値
を
置
く
。
救
い
は
他
の
宗
教
に
お
け
る
 

一
し
 、
 「
わ
た
し
 

神
 的
存
在
に
よ
 

で
あ
り
、
真
理
で
あ
り
、
命
で
あ
る
。
わ
た
し
を
通
ら
 

な
け
れ
ば
、
だ
れ
も
父
の
も
と
に
行
く
こ
と
は
で
き
な
 
い
 」
（
ヨ
ハ
ネ
一
四
 

な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
イ
エ
ス
の
独
自
性
や
 エ
 ス
の
生
涯
・
十
字
架
で
の
 
死
 ・
復
活
が
持
つ
 
並
 
日
遍
 
的
な
意
義
は
 、
 

よ
う
な
リ
ベ
ラ
ル
 
な
 聖
書
解
釈
学
に
よ
っ
て
も
相
対
化
 
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
彼
ら
は
考
え
る
 
"
 そ
の
意
味
で
 は
 、
近
代
以
降
 蓄
 

れ
て
き
た
膨
大
な
聖
書
学
的
知
見
に
対
し
、
排
他
主
義
 

者
は
絶
え
ず
一
定
の
距
離
を
置
い
て
お
り
、
「
 

逐
語
霊
 感
謝
」
 か
 、
そ
れ
 

い
 解
釈
学
的
態
度
を
取
る
こ
と
が
多
い
。
 

成
し
遂
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
く
、
た
だ
キ
リ
ス
ト
に
 

よ
 っ
て
の
み
可
能
と
な
る
と
考
え
る
（
キ
リ
ス
ト
中
心
 

主
義
）
。
排
他
主
義
 

神
学
的
理
解
の
中
で
は
、
先
の
素
朴
な
聖
書
解
釈
と
は
 

対
照
的
に
、
キ
リ
ス
ト
中
心
的
救
済
論
は
比
較
的
繊
密
 

に
 組
み
立
て
ら
れ
 

る
 。
そ
の
際
、
神
学
的
基
礎
づ
け
の
た
め
に
プ
ロ
テ
ス
 
タ
ン
ト
神
学
者
 K
.
 

バ
ル
ト
 

寅
 ㏄
（
円
い
 

a
r
 

ヰ
 
已
の
 キ
 リ
ス
ト
中
心
的
 救
 

-
9
 
一
 

が
 用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
 

は
道
 

・
 -
 
/
 
、
 ）
 

ど
の
 

積
さ
 

に
近
 

っ
て
 

者
の
 

て
い
 

済
論
 



2
 
 包
括
主
義
者
 

先
の
排
他
主
義
的
立
場
が
キ
リ
ス
ト
教
と
ほ
ほ
同
じ
長
 
さ
の
歴
史
を
有
し
て
い
る
の
に
対
し
、
 

 
 

た
の
は
比
較
的
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
第
二
バ
チ
カ
ン
 
公
会
議
で
の
宣
言
「
 我
 ら
の
時
代
に
」
 

自
覚
的
な
包
括
主
義
者
が
現
れ
て
き
 

ヨ
 。
 降
ぶ
 
卜
の
（
 
ゅ
 （
③
に
お
い
て
、
 
カ
 

田
 o
n
 
巳
 
o
 コ
 睡
の
繍
 ヨ
ご
 ち
な
ど
の
宗
教
右
派
を
中
、
 心
に
 、
保
守
的
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
、
カ
ト
リ
ッ
ク
 
、
ユ
 ダ
ャ
 教
が
相
互
に
共
 

有
 可
能
な
政
治
的
・
社
会
的
課
題
に
対
し
、
連
台
し
て
 
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
。
具
体
的
な
政
策
を
中
心
に
 
し
た
宗
教
間
対
話
は
 、
 

単
な
る
神
学
理
論
で
は
な
く
、
一
般
信
徒
に
ま
で
 
ブ
イ
 ｜
 ド
バ
ッ
ク
可
能
な
現
実
感
を
伴
っ
て
い
る
。
た
だ
し
 
、
宗
教
間
対
話
と
い
っ
 

て
も
ユ
ダ
ヤ
・
キ
リ
ス
ト
教
的
伝
統
の
域
を
出
な
い
の
 
が
 彼
ら
の
特
質
で
あ
り
、
そ
れ
は
ま
さ
に
彼
ら
の
 
宗
 教
理
解
を
反
映
し
て
い
 

る
 。
ま
た
、
排
他
主
義
的
と
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
中
に
 
は
 、
女
性
を
中
心
に
し
た
超
教
派
的
な
活
動
も
存
在
 
し
て
い
る
。
「
女
性
と
社
 

会
 に
関
す
る
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
 連
 ム
ロ
」
 
臼
ア
 0
 円
 n
u
 
ヨ
の
 
コ
 お
田
の
。
 
臼
岸
 ）
 
0
 コ
 。
 ニ
ノ
 
ミ
。
 日
 ㏄
 む
 リ
コ
曲
の
。
 

ロ
の
 
（
 
ピ
 ）
は
 、
 多
文
化
主
義
や
宗
教
間
 

 
 

対
話
に
同
調
し
て
き
た
近
年
の
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
を
 
偶
像
崇
拝
的
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
離
婚
，
 
中
絶
・
同
性
愛
に
決
然
 

と
 反
対
す
る
、
宗
教
右
派
の
立
場
に
立
つ
超
教
派
的
 
ネ
 ッ
 ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

宗
教
的
多
元
性
に
対
す
る
排
他
主
義
的
態
度
の
強
み
は
 
、
 自
ら
の
宗
教
的
信
念
に
対
す
る
日
常
的
か
っ
実
践
的
 
な
 参
与
に
あ
る
。
 排
 

地
主
義
者
が
理
想
と
す
る
人
間
理
解
・
家
族
理
解
が
結
 
果
 的
に
社
会
的
，
宗
教
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
排
除
し
て
 
い
 る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
 

は
 等
閑
視
で
き
な
い
問
題
を
含
ん
で
 
い
 る
と
言
わ
ざ
る
 を
 得
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
の
運
動
が
少
な
か
ら
ぬ
 
支
持
を
得
て
い
る
こ
と
 

は
 、
今
日
の
価
値
多
元
的
な
社
会
 
｜
 それ
は
政
教
 分
 離
の
原
則
に
基
づ
き
、
宗
教
に
対
す
る
中
立
性
が
形
式
 
的
に
求
め
ら
れ
る
社
会
 

で
も
あ
る
が
、
宗
教
的
信
条
の
発
露
に
必
ず
し
も
 安
定
し
た
場
所
を
与
え
て
い
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
 
る
 。
 

  



現代神学におけ 

  
，性 な の   
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え を 

方 保 
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入 る 前 房 

は こ 

白 め 
も よ 

の う 

自 な 
然 救 
的 済 
な 論 

肯 :  @ ま 

力 信 

231  (437) 

，宗教的多元性 

（
 
b
 ）
包
括
主
義
者
に
と
っ
て
も
、
排
他
主
義
者
と
同
 
様
 、
救
済
は
キ
リ
ス
ト
論
的
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
 
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
 

排
他
主
義
の
よ
う
に
認
識
論
的
な
意
味
に
お
い
て
で
は
 
な
く
、
存
在
論
的
な
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
つ
ま
り
 
、
排
他
主
義
で
は
、
 

キ
 

リ
ス
ト
に
お
け
る
神
の
恵
み
を
認
識
す
る
こ
と
な
し
に
 
救
い
へ
と
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
包
括
主
義
で
は
 
、
キ
リ
ス
ト
論
的
な
意
 

ト
リ
ッ
ク
は
他
の
宗
教
の
真
理
性
を
否
定
し
な
い
こ
と
 
を
 確
認
し
、
宗
教
間
対
話
は
新
た
な
時
代
を
迎
え
た
。
 
そ
れ
に
連
動
す
る
か
の
 

よ
う
に
、
一
九
六
 0
 年
代
以
降
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
 側
で
も
、
世
界
教
会
協
議
会
（
 旧
 0
 （
乙
の
。
 
目
住
 o
h
 
の
す
 

u
r
c
 

ア
の
 
③
を
中
心
に
 

一
は
 
-
 

宗
教
間
対
話
を
テ
ー
マ
と
す
る
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
 
展
開
さ
れ
て
き
た
。
 W
C
C
 内
部
に
お
け
る
他
宗
教
理
 解
は
 、
バ
ル
ト
主
義
的
 

な
 排
他
主
義
者
と
包
括
主
義
者
と
の
間
の
緊
張
関
係
の
 
も
と
に
形
成
さ
れ
て
き
た
と
言
え
る
が
、
一
九
 
セ
 九
年
 

に
は
「
諸
宗
教
と
 

諸
イ
 

デ
オ
ロ
ギ
ー
に
生
き
る
人
々
と
の
対
話
に
関
す
る
ガ
 
イ
 ド
ラ
イ
ン
」
を
刊
行
し
、
一
九
九
五
年
、
ダ
ブ
リ
ン
の
 
協
議
会
で
は
、
エ
コ
ロ
 

ジ
ー
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
視
点
を
交
え
な
が
ら
「
多
元
 
主
義
の
諸
宗
教
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
討
議
が
な
さ
れ
た
 
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
 ょ
 

う
に
、
着
実
に
宗
教
間
対
話
の
方
法
論
を
築
き
つ
つ
あ
 
る
 。
 

包
括
主
義
者
の
神
学
的
特
徴
を
次
の
よ
う
に
要
約
す
る
 
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

（
 
a
 ）
救
済
は
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
に
お
い
て
も
 
成
 し
 遂
げ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
に
お
 
け
る
神
の
恵
み
が
 普
 

遍
 的
な
効
力
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
 
こ
の
考
え
の
前
提
に
は
、
宗
教
に
よ
っ
て
呼
び
名
は
異
 
な
っ
て
も
、
一
つ
の
神
 

的
 実
在
が
存
在
す
る
と
い
う
 神
 理
解
が
あ
る
。
 



逆
に
、
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
は
キ
リ
ス
ト
教
的
 
真
 理
 に
ど
の
程
度
一
致
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
 価
 値
を
計
ら
れ
る
こ
と
に
 

な
る
。
こ
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
と
他
宗
教
の
間
に
は
 
原
則
的
な
区
別
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
排
他
 
性
 へ
向
か
う
の
で
は
な
 

く
 、
包
括
的
な
上
下
関
係
へ
と
置
き
換
え
ら
れ
る
。
 
下
 部
 に
は
基
本
的
・
一
般
的
な
も
の
が
位
置
し
、
そ
れ
を
 統
括
、
支
配
す
る
形
で
 

上
部
に
 硅
局
次
 ・
特
殊
な
存
在
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
 が
 位
置
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
上
下
関
係
は
決
し
て
 
対
立
的
な
も
の
で
は
な
 

く
、
 4
 
々
 証
 法
的
関
係
に
あ
る
相
補
的
な
二
つ
の
極
で
あ
 
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
二
局
構
造
の
具
体
的
表
現
は
 
聖
書
中
お
よ
び
神
学
史
 

の
 随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
例
を
次
に
あ
げ
る
。
 
非
 キ
リ
ス
ト
教
世
界
一
キ
リ
ス
ト
教
Ⅱ
一
時
的
目
木
 遠
 、
 約
束
 @
 成
就
、
律
法
 

福
音
、
部
分
 
@
 全
体
、
一
般
 
@
 特
殊
、
自
然
 @
 超
自
然
  
 

包
括
主
義
的
立
場
を
明
瞭
に
語
る
考
え
方
と
し
て
、
 
し
 ば
し
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
神
学
者
 K
.
 ラ
ー
ナ
ー
天
目
 ）
匁
の
 
ゴ
コ
 
の
こ
の
「
 匿
 

名
 
無
色
 
の
 キ
リ
ス
卜
者
」
が
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。
 キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
に
お
い
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
 
的
 観
点
か
ら
見
て
救
い
 

に
値
す
る
生
き
方
を
し
て
い
る
人
は
、
た
と
え
本
人
が
 意
識
し
て
い
な
く
て
も
、
す
で
に
事
実
上
の
キ
リ
ス
ト
 
者
だ
、
と
い
う
の
で
あ
 

一
 
る
 
3
-
 

@
 
@
 
P
.
 

。
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
側
で
ま
、
 

テ
ィ
リ
ッ
ヒ
 

弓
曲
日
 づ
ま
ぽ
ヒ
が
包
括
主
義
的
な
立
場
を
取
り
な
 
が
ら
宗
教
間
対
話
の
可
 

い
ず
れ
に
せ
 
よ
 、
包
括
 主
 義
者
の
主
た
る
関
心
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
他
宗
教
と
を
 
い
し
の
 
ト
 
よ
う
に
「
 統
 ム
口
」
 

す
る
の
か
、
あ
る
い
は
両
者
の
関
係
を
ど
の
よ
う
に
「
 
構
造
化
」
す
る
の
か
、
に
寄
せ
ら
れ
て
き
た
と
舌
口
え
る
 。
今
日
で
は
、
包
括
 主
 

義
 的
理
解
が
ょ
り
洗
練
さ
れ
た
形
で
展
開
さ
れ
て
お
り
 、
自
由
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
ほ
と
ん
ど
は
包
括
 
正
義
的
立
場
を
取
っ
て
 

い
る
（
た
だ
し
、
必
ず
し
も
自
覚
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
 は
な
い
）
。
 

  

（
 c
 ）
包
括
主
義
者
は
、
他
の
宗
教
の
中
に
真
理
契
機
を
 認
め
る
が
、
そ
れ
は
彼
ら
が
所
有
し
て
い
る
本
来
の
 
真
理
の
一
部
あ
る
い
 

 
  

 

は
 不
完
全
な
形
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
。
キ
リ
ス
ト
教
 
は
 完
全
な
真
理
を
有
し
て
い
る
が
故
に
他
宗
教
に
対
し
 優
位
に
立
っ
て
お
り
、
 

2
 



う
し
た
議
論
の
中
で
、
両
者
と
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
学
 的
 主
張
を
成
り
立
た
せ
る
た
め
の
方
法
論
を
模
索
し
っ
 
つ
 、
既
存
の
方
法
論
に
 

修
正
を
加
え
て
い
る
。
結
果
的
に
、
か
つ
て
ほ
ど
包
括
 
主
義
者
と
多
元
主
義
者
と
の
差
異
が
明
瞭
で
な
く
な
っ
 
て
き
た
こ
と
は
、
昨
今
 

の
 特
徴
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
き
わ
 
め
て
包
括
主
義
に
近
い
多
元
正
義
者
、
き
わ
め
て
多
元
 
主
義
に
近
い
包
括
主
義
 

者
、
あ
る
い
は
多
元
主
義
を
批
判
的
に
克
服
し
よ
う
と
 
す
る
ポ
ス
ト
多
元
主
義
者
な
ど
が
現
れ
て
お
り
、
一
様
 
に
 分
類
す
る
こ
と
は
 困
 

性
難
 で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
積
み
上
げ
ら
れ
て
 き
た
議
論
の
中
で
、
多
元
主
義
者
の
主
張
は
次
の
よ
 
う
 な
 共
通
し
た
論
点
を
有
し
て
 

L
 
 
 
ノ
 

多
い
る
と
号
目
え
る
。
 

 
 

%
 
 

（
 
a
 ）
宗
教
的
多
元
性
は
恒
常
的
な
も
の
で
あ
り
 、
そ
れ
は
い
か
な
る
単
一
の
宗
教
に
も
取
っ
て
代
え
 
も
 れ
る
こ
と
は
な
い
。
（
 b
 ）
 
諸
 

 
 

鉗
 
宗
教
の
中
に
は
固
有
の
真
理
契
機
が
あ
る
（
た
だ
 
し
 、
す
べ
て
の
宗
教
が
救
済
的
意
義
を
持
っ
て
い
る
 
わ
け
で
は
な
い
）
。
 一
 
c
 ）
い
か
 

 
 

畔
 
な
る
宗
教
も
、
最
終
的
・
絶
対
的
・
普
遍
的
な
真
 
理
を
保
持
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
（
 d
 ）
 キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
と
っ
て
 

耶
 
イ
エ
ス
は
独
特
の
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
 
独
自
性
は
排
他
的
な
形
で
優
越
性
・
超
越
性
と
結
び
つ
 
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
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一
 
ト
 -
 

者
が
諸
宗
教
を
自
分
の
シ
ス
テ
ム
の
土
俵
に
組
み
入
れ
 
て
 理
解
し
よ
う
」
と
す
る
帝
国
主
義
的
態
度
に
他
な
ら
 
な
い
と
批
判
す
る
。
 

こ
 

3
 
 多
元
主
義
者
 

西
欧
世
界
に
お
い
て
 

示
 的
に
内
包
さ
れ
て
い
 

る
議
論
の
ほ
と
ん
ど
は
 

し
ょ
う
と
す
る
が
、
 
そ
 

試
み
を
「
神
学
的
な
 ル
 は

 、
多
元
主
義
者
は
排
他
主
義
者
・
包
括
主
義
者
の
後
 
に
 現
れ
、
先
行
す
る
二
つ
の
類
型
に
明
示
的
お
よ
び
 
暗
 

る
 
「
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
要
求
」
を
批
判
す
る
。
 今
 日
 
「
宗
教
の
神
学
」
の
領
域
に
お
い
て
展
開
さ
れ
て
  
 

、
多
元
主
義
者
と
包
括
主
義
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
 
る
 。
多
元
主
義
者
は
キ
リ
ス
ト
教
を
徹
底
し
て
相
対
 
ィ
ヒ
 

の
 程
度
・
方
法
を
め
ぐ
っ
て
、
包
括
主
義
者
と
の
論
争
 
は
 絶
え
な
い
。
ま
た
、
多
元
主
義
者
が
自
ら
の
果
敢
 
な
 

 
 

あ
る
い
は
ポ
ス
ト
多
元
主
義
者
）
は
、
そ
れ
は
「
 解
 釈
 



Ⅰ
）
倫
理
的
・
実
践
的
動
機
づ
け
。
宗
教
間
お
よ
び
 
ゐ
 
示
教
内
の
対
話
や
協
力
、
平
和
を
推
進
す
る
た
め
の
 
実
 践
 的
な
モ
デ
ル
を
 作
 

り
 出
す
た
め
に
、
多
元
主
義
的
な
立
場
に
立
と
う
と
す
 
る
 人
々
は
少
な
く
な
い
。
 L
.
 

ス
ウ
ィ
ー
ド
ラ
ー
（
 

Ⅰ
 0
0
 
コ
リ
パ
 

年
の
旧
 @
 写
 し
、
 

R
 
.
R
 
.
 

リ
ュ
ー
サ
ー
 

売
 0
 お
日
銭
 ピ
由
注
 b
o
 
柱
力
 仁
の
 
臼
 の
こ
、
 

T
.
 

ド
ラ
イ
バ
ー
 

臼
 0
 日
 0
 「
毛
の
 
エ
 、
 P
.
 
一
ツ
タ
 １
 
%
 ゅ
 三
木
田
（
 

（
の
「
）
ら
は
、
そ
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
各
人
の
 
方
法
論
は
異
な
る
が
、
い
ず
れ
も
、
宗
教
多
元
的
な
現
 
代
 世
界
に
お
い
て
絶
対
 

的
 ・
普
遍
的
な
宗
教
的
真
理
を
主
張
す
る
こ
と
は
 非
倫
 理
 的
な
行
為
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
。
 彼
 ・
彼
女
ら
 の
 理
解
に
 ょ
 れ
ば
、
 キ
 

リ
ス
ト
教
が
対
外
的
に
絶
対
性
・
優
位
性
を
主
張
し
、
 
ま
た
、
対
内
的
に
は
支
配
・
従
属
の
関
係
を
基
軸
と
す
 
る
 キ
リ
ス
ト
論
を
保
持
 

し
て
き
た
結
果
、
宣
教
論
的
に
正
当
化
さ
れ
た
宗
教
 
戦
 争
や
植
民
地
主
義
政
策
、
あ
る
い
は
キ
リ
ス
ト
教
内
部
 
に
お
け
る
 反
 ユ
ダ
ヤ
 主
 

義
 、
家
父
 長
 的
な
女
性
支
配
を
生
み
出
し
て
き
た
。
 
そ
 う
し
た
キ
リ
ス
ト
教
内
外
の
倫
理
的
問
題
を
実
践
的
に
 
解
決
す
る
た
め
に
、
 宗
 

数
多
元
主
義
的
な
立
場
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
を
相
対
化
す
 
る
 作
業
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

こ
の
種
の
多
元
主
義
者
は
、
一
九
六
 0
 年
代
以
降
、
神
 学
の
主
要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き
た
解
放
の
神
学
と
フ
 
エ
 ミ
ニ
ス
ト
神
学
か
ら
 

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
。
実
践
的
な
多
元
主
義
者
 
は
 、
宗
教
的
多
元
性
へ
の
取
り
組
み
が
形
而
上
学
的
な
 
理
論
構
築
に
陥
る
こ
と
 

を
 警
戒
し
な
が
ら
、
「
抑
圧
さ
れ
た
人
々
」
に
目
を
向
 け
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
ニ
ッ
 
タ
 ー
が
解
放
の
神
学
 の
 視
点
か
ら
宗
教
の
神
 

学
を
構
想
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
そ
の
典
型
的
な
例
 
で
あ
る
が
、
彼
は
キ
リ
ス
ト
教
の
他
宗
教
理
解
の
中
心
 点
が
教
会
中
心
主
義
 か
 

ら
 キ
リ
ス
ト
中
心
主
義
そ
し
て
 神
 中
心
主
義
へ
と
移
っ
 て
き
た
こ
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
さ
ら
に
「
 
救
済
中
心
主
義
」
「
神
の
 

-
 
リ
 -
 

国
中
心
主
義
」
へ
と
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
 

つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
抑
圧
さ
れ
た
人
々
・
貧
し
い
 人
 々
へ
の
実
践
的
行
為
を
 

(440) 

こ
れ
ら
の
論
点
を
緩
や
か
に
共
有
し
な
が
ら
、
多
元
主
 義
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方
法
論
を
規
定
す
る
次
の
 
よ
う
 な
 動
機
づ
け
を
持
っ
 

 
  

 

 
 

て
 Ⅱ
 
@
 ド
 る
と
 @
 
二
ロ
え
る
。
 



現代神学におけ 性
は
 、
結
局
の
と
こ
ろ
、
欧
米
世
界
に
お
け
る
中
産
 階
級
の
白
人
女
性
の
こ
と
で
は
な
い
か
、
他
の
国
々
の
 
貧
し
い
女
性
た
ち
の
視
点
が
 

ぽ
 
欠
落
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
が
 
あ
り
、
そ
う
し
た
批
判
に
触
発
さ
れ
て
、
多
様
な
宗
教
 
的
 ・
文
化
的
背
景
を
持
っ
た
 

%
 
 多
様
な
女
性
の
声
に
耳
を
傾
け
よ
う
と
す
る
動
き
 
が
 生
じ
て
き
た
の
で
あ
る
。
 

 
 

解
放
の
神
学
の
場
合
も
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
場
合
 
も
 、
伝
統
的
な
欧
米
型
神
学
か
ら
の
解
放
に
大
き
な
 
関
 心
を
寄
せ
て
き
た
。
 

同
時
に
、
ア
ジ
ア
の
神
学
者
た
ち
が
、
自
ら
の
置
か
れ
 
た
 宗
教
多
元
的
環
境
の
中
で
ど
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
 
敬
信
仰
を
経
験
す
る
の
 

か
 、
と
い
う
問
い
に
対
し
、
積
極
的
な
応
答
を
試
み
て
 
い
ろ
。
そ
の
典
型
的
な
何
と
し
て
、
イ
ン
ド
で
の
 
R
.
 パ
ニ
 カ
ー
（
 匁
 注
 5
0
 
コ
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通
じ
て
、
救
済
や
解
放
が
ど
の
程
度
実
現
さ
れ
て
い
る
 
の
か
が
問
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

同
様
の
視
点
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
か
ら
の
宗
教
 
多
 元
主
義
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。
フ
ェ
 
ミ
ニ
ス
ト
神
学
者
の
 

多
く
は
、
他
宗
教
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
の
排
他
主
義
 
的
 
・
包
括
主
義
的
態
度
と
、
キ
リ
ス
ト
教
内
部
に
あ
る
 男
性
の
女
性
に
対
す
る
 

支
配
的
・
抑
圧
的
態
度
と
の
間
に
ア
ナ
ロ
ジ
ー
を
見
い
 
だ
す
。
「
男
性
の
普
遍
性
の
中
に
女
性
を
包
摂
す
る
こ
 と
に
よ
っ
て
女
性
の
経
 

験
を
消
去
す
る
性
差
別
（
包
括
主
義
一
と
、
女
性
の
独
 
自
性
を
認
め
て
女
性
に
あ
る
性
質
を
割
り
当
て
る
性
差
 
別
一
 排
他
主
義
）
 
と
の
 

違
い
は
、
結
局
成
り
立
ち
え
な
い
違
い
な
の
で
あ
る
。
 
第
二
の
場
合
は
、
第
一
の
場
合
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。
 
と
い
う
の
は
、
女
性
に
 

割
り
当
て
ら
れ
る
性
質
は
、
女
性
自
身
の
証
舌
口
か
ら
 引
 き
 出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
男
性
が
女
性
に
投
影
 
し
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
 

一
 
る
 
8
-
 

1
 
 

」
。
 こ
う
し
た
洞
察
の
も
と
に
、
男
性
に
よ
る
女
性
 支
配
を
克
服
し
て
い
こ
う
と
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
 
者
た
ち
の
関
心
は
 、
キ
 

リ
ス
ト
教
内
部
に
お
け
る
支
配
・
従
属
の
構
造
を
醸
成
 し
て
き
た
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
要
求
を
解
体
す
る
こ
 
と
に
も
向
け
ら
れ
る
の
 

で
あ
る
。
加
え
て
、
フ
 エ
 ミ
ニ
ス
ト
神
学
者
た
ち
の
国
 境
を
越
え
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
つ
が
が
り
が
形
成
さ
れ
つ
 
つ
あ
る
中
、
各
地
に
お
 

け
る
宗
教
的
多
元
性
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
き
た
 
。
そ
の
背
景
に
は
、
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
が
王
 
題
と
 し
て
き
た
「
女
性
」
と
 



の 宗教 が宗教 りにお である 

問 い こ の 
丸寸 て と 本甲 

話 、 を 的 
な ど 一 実 

推 の 貫 在 
し 宗 し を 

進 教 て も 

め も 正 起 
て 金 帳 え 

い 体 し て 
く 的 て い 
根 貢 い る 
拠 埋 る と 

と の 。 い 
さ 一 そ う 

れ 部 の 意 
る を 一 味 
が 占 考 で 
ゆ め に 「 

え る 達 美 
に に な 在 

、 過 る 者 
そ ぎ 道 」 

  
真 に 在 

  
  
  

。 そ 「 一 

舟紺堂 

一
れ
 
-
 

て
こ
の
場
な
り
、
道
な
り
に
沿
っ
て
 、
 人
は
救
い
・
 
解
 放
 ・
悟
り
・
完
成
に
達
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
 
る
 」
。
彼
は
、
ど
の
特
定
 

㌧
が
コ
デ
 
オ
 が
 こ
、
 ム
ロ
湾
で
の
 

C
 
.
S
 
.
 

ソ
ン
 

お
ア
 o
a
 
コ
の
 0
 コ
幅
の
。
 
目
 ㏄
）
、
韓
国
で
の
 H
 
.
K
 
.
 

チ
ヤ
ン
（
の
下
口
コ
㎎
 

立
円
仁
 
コ
木
ぜ
目
コ
 
⑧
、
日
本
 

-
 
リ
 -
 

で
の
八
木
の
経
験
な
ど
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
 
ろ
う
。
本
論
文
の
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
 
や
 ア
フ
リ
カ
の
人
々
に
 と
 

っ
て
宗
教
的
多
元
性
は
経
験
的
事
実
と
し
て
眼
前
に
存
 在
し
て
お
り
、
そ
う
し
た
経
験
と
折
り
合
い
を
つ
け
な
 
が
ら
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
 

を
 語
る
た
め
に
は
、
排
他
主
義
・
包
括
主
義
と
は
一
線
 を
 画
す
る
神
学
的
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
が
要
求
さ
れ
 
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

万
 ）
宗
教
哲
学
的
・
理
論
的
動
機
づ
け
。
上
記
の
倫
理
 的
 ・
実
践
的
理
由
に
よ
る
多
元
主
義
的
立
場
と
決
し
 
て
 無
関
係
で
は
な
い
 

宗
教
多
元
主
義
を
め
ぐ
る
論
争
に
人
が
つ
け
ら
れ
た
と
 

が
 、
よ
り
理
論
的
な
関
心
に
根
ざ
し
て
、
異
な
る
宗
教
 

が
っ
て
、
偉
大
な
宗
教
的
伝
統
 は
 そ
れ
ぞ
れ
代
替
的
な
 

さ
ま
ざ
ま
な
覚
知
と
概
念
、
ま
た
そ
れ
に
応
じ
た
さ
ま
 

は
 次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
多
元
主
義
と
は
、
 

て
 
（
自
我
中
心
か
ら
実
在
中
心
へ
の
人
間
存
在
の
変
革
 言

っ
て
も
過
言
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
宗
教
多
元
正
 

間
の
対
立
す
る
真
理
主
張
に
整
合
的
な
説
明
を
与
え
よ
 

ざ
ま
な
応
答
の
し
か
た
を
具
体
化
し
、
加
え
て
、
そ
の
 

救
い
の
「
 場
 」
、
あ
る
い
は
救
い
の
「
 道
 」
と
見
な
す
 

）
が
明
確
に
生
じ
っ
 
っ
 あ
る
軍
陣
と
み
な
す
見
解
 

偉
大
な
世
界
宗
教
は
ど
れ
で
も
（
実
在
者
）
な
り
、
（
 義

 に
対
す
る
彼
の
理
解
 

各
々
の
伝
統
内
に
お
い
 

究
極
者
）
な
り
対
す
る
 

こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
 

の
こ
と
で
あ
る
。
し
た
 

ぅ
 と
す
る
宗
教
哲
学
的
 

な
 思
索
が
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
筆
頭
に
あ
げ
ら
れ
る
 
べ
き
人
物
は
、
 
J
.
 
ヒ
ッ
ク
二
色
ミ
エ
 は
 巴
で
あ
ろ
 う
 。
ヒ
ッ
ク
に
よ
っ
て
 

 
 

  



現代神学における 

  
それ ヲ F 、 ず、 
収 多 ぞ 
飯 九 れ 
的 生 め 
モ 蓑 毛 
デ 者 前 
ル た が 
の ち 一 
い の つ 
ず 神 の 
れ 的 新 
の 実 し 

立 花 ぃ 

場 の 見 
0 % 地 

、 解 な 
宗 や の 
教 間 で 

  

    
て る 小 
お 。 し 

り た て 
、 た い 

ま し る 
た 、 が 収 
そ 飲 彼 
れ 的 ら 

を モ に 

  

ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
を
キ
リ
ス
ト
教
に
適
用
し
た
 場
 ム
ロ
、
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
中
心
主
義
は
神
中
心
主
義
 へ
と
移
行
す
る
。
 
ま
 

た
 、
そ
の
た
め
に
キ
リ
ス
ト
論
の
栢
 対
 化
が
必
要
で
あ
 る
が
、
ヒ
ッ
ク
は
従
来
の
キ
リ
ス
ト
論
に
お
け
る
受
肉
 
の
 教
理
が
キ
リ
ス
ト
教
 

 
 

の
 絶
対
性
・
優
越
性
の
主
張
を
招
い
た
と
考
え
、
受
肉
 
の
 教
理
の
再
解
釈
を
試
み
る
。
彼
の
理
解
に
よ
れ
ば
、
 
イ
ェ
ス
が
受
肉
し
た
 神
 

の
子
や
三
位
一
体
の
第
二
 格
 と
し
て
形
而
上
学
的
な
神
 性
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、
弟
子
た
ち
の
宗
教
経
験
に
 
ギ
 リ
シ
ア
的
な
舌
口
語
表
現
 

宗
 

つ
の
実
在
が
存
在
す
る
か
の
よ
う
に
多
く
の
名
前
 

が
 与
え
ら
れ
た
結
果
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
、
イ
エ
ス
に
 

を
 
（
持
っ
て
い
る
）
の
で
は
な
い
。
そ
の
実
在
が
多
 

付
与
さ
れ
た
神
的
呼
称
は
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
理
解
す
 

く
の
名
前
で
（
あ
る
）
。
そ
し
 

べ
き
な
の
で
あ
る
。
も
 

つ
 と
も
、
イ
エ
ス
の
自
己
理
解
を
含
め
、
史
的
イ
エ
ス
 
の
 再
構
成
は
今
日
の
聖
書
 学
 に
お
い
て
も
、
容
易
に
一
 数
点
を
見
い
だ
す
こ
と
 

は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
聖
書
学
の
最
先
端
の
成
果
を
 
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
教
義
学
的
に
固
め
ら
れ
て
き
 
た
 キ
リ
ス
ト
論
を
相
対
 

化
し
ょ
う
と
す
る
方
向
性
は
多
元
主
義
者
の
特
徴
の
 
一
 つ
で
あ
り
、
そ
れ
は
 逐
語
 霊
感
 謝
 的
な
解
釈
学
的
立
場
 に
 立
つ
こ
と
の
多
い
 排
 

地
主
義
者
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
 

ま
た
、
宗
教
多
元
主
義
者
の
中
に
は
、
ヒ
ッ
ク
の
よ
う
 
に
 神
的
実
在
を
「
一
者
」
と
し
て
宗
教
的
多
元
性
を
収
 
叙
さ
せ
る
考
え
方
の
 

他
 、
多
元
性
を
究
極
的
実
在
の
構
造
そ
の
も
の
を
表
し
 
て
い
る
と
考
え
る
井
坂
 叙
 的
な
理
解
も
あ
る
。
パ
ニ
 カ
 ｜
は
 後
者
の
代
表
的
人
 

陸
物
で
あ
る
が
、
彼
に
よ
れ
ば
、
多
元
主
義
は
統
一
 

を
 必
要
と
せ
ず
、
そ
れ
は
「
最
後
に
す
べ
て
が
ひ
と
っ
 
に
な
る
と
い
う
終
末
論
的
期
 

一
 
㌍
 一
 

 
 蜂

待
 で
は
な
い
」
。
彼
は
ヒ
ッ
ク
に
対
す
る
批
判
を
 込
め
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
実
在
は
 、
そ
 0
 名
前
の
他
に
あ
た
か
も
 
一
 

教
 



一
 
%
-
 

れ
て
い
る
。
 

し
て
、
過
去
数
十
年
の
新
約
聖
書
 学
 に
お
け
る
イ
ェ
ス
 理
解
の
急
速
な
変
化
が
、
神
学
そ
の
も
の
に
大
き
な
 
影
 響
 を
及
ぼ
し
て
き
て
い
 

る
 。
イ
ェ
ス
研
究
は
、
従
来
の
文
献
学
的
方
法
に
加
え
 
、
文
化
人
類
学
・
考
古
学
・
社
会
学
な
ど
の
洞
察
や
 
モ
 デ
ル
 を
体
系
的
に
利
用
 

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
様
々
な
新
し
い
成
果
を
生
み
出
 
し
つ
つ
あ
る
。
端
的
に
舌
ロ
う
な
ら
、
広
く
共
有
さ
れ
て
 き
た
終
末
論
的
預
言
者
 

と
し
て
の
イ
ェ
ス
像
が
大
き
く
揺
ら
い
で
き
て
い
る
の
 
で
あ
る
。
そ
し
て
、
新
た
な
イ
エ
ス
 像
 と
し
て
、
と
り
 わ
け
非
黙
示
文
学
的
な
 

-
 
正
一
 

「
知
恵
の
教
師
」
と
し
て
の
姿
が
活
発
な
議
論
の
対
象
 と
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
確
固
と
し
た
イ
エ
ス
 
像
 が
 新
た
な
形
で
成
立
し
 

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
多
く
の
聖
書
学
者
に
と
っ
 
て
 、
史
的
イ
エ
ス
と
、
終
末
論
的
・
キ
リ
ス
ト
論
的
な
 
神
性
を
付
与
さ
れ
た
 イ
 

エ
 ス
と
を
区
別
す
る
こ
と
は
す
で
に
合
意
事
項
と
さ
れ
 
て
い
る
と
舌
口
っ
て
よ
い
。
排
他
主
義
者
や
包
括
主
義
者
 に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ま
 

で
 キ
リ
ス
ト
論
が
、
多
元
主
義
的
動
向
を
神
学
的
に
く
 
い
 止
め
る
防
波
堤
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
そ
れ
 
が
 今
や
聖
書
学
か
ら
の
 

揺
さ
ぶ
り
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
イ
ェ
ス
 
の
 独
自
性
の
み
な
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
・
 
優
 越
 性
を
裏
付
け
る
働
き
 

を
 担
っ
て
き
た
「
受
肉
し
た
 神
 」
「
神
の
子
」
と
い
っ
 た
 キ
リ
ス
ト
論
的
理
解
は
、
も
は
や
存
在
論
的
な
前
提
 
と
さ
れ
ず
、
む
し
ろ
そ
 

の
 概
念
形
成
の
歴
史
的
経
緯
に
メ
ス
が
入
れ
ら
れ
て
い
 
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
聖
書
学
的
成
果
の
追
い
風
を
 
受
け
る
形
で
、
多
元
主
 

義
者
は
伝
統
的
な
キ
リ
ス
ト
論
か
ら
比
較
的
自
由
な
問
 
題
 設
定
の
場
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
 
い
 る
 。
同
時
に
、
欧
米
の
 

宗
教
多
元
主
義
者
と
は
別
に
、
欧
米
以
外
の
国
々
で
は
 
す
で
に
そ
れ
ぞ
れ
の
文
化
・
伝
統
に
根
ざ
し
た
イ
ェ
ス
 
理
解
が
多
様
に
展
開
さ
 

  

伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
に
教
義
上
の
再
考
を
促
す
ラ
デ
ィ
 
力
 ル
な
問
題
提
起
と
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
 

缶
 ）
キ
リ
ス
ト
論
的
動
機
づ
け
。
先
の
ヒ
ッ
ク
に
よ
る
 
キ
リ
ス
ト
論
の
相
対
化
に
お
い
て
も
言
及
し
た
が
、
 
特
に
北
米
を
中
心
と
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排
他
主
義
、
包
括
主
義
、
多
元
主
義
と
い
う
類
型
は
神
 
学
的
・
宗
教
哲
学
的
な
議
論
の
中
か
ら
生
ま
れ
、
専
門
 
家
 た
ち
が
宗
教
的
多
 

元
性
 に
対
す
る
立
場
を
表
明
す
る
た
め
の
、
い
わ
ば
 
座
 標
軸
 の
よ
う
な
役
目
を
果
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
 
す
で
に
見
て
き
た
よ
う
 

に
 、
そ
れ
ぞ
れ
の
類
型
が
指
示
す
る
信
仰
理
解
や
宗
教
 
経
験
の
具
体
的
な
担
い
手
は
、
学
問
的
領
域
に
限
定
さ
 
れ
な
い
広
が
り
を
有
し
 

て
い
る
と
言
え
る
。
そ
の
意
味
で
、
宗
教
的
多
元
性
は
 宗
教
哲
学
や
組
織
神
学
に
お
け
る
形
而
上
学
的
テ
ー
マ
 
で
あ
る
一
方
、
そ
れ
は
 

実
践
神
学
や
歴
史
神
学
の
考
察
対
象
と
も
な
り
得
る
 
、
 生
き
た
日
常
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
議
論
の
焦
点
で
あ
 
り
 続
け
る
キ
リ
ス
ト
論
 

の
 解
釈
は
、
イ
ェ
ス
の
実
像
を
問
 
う
 聖
書
学
的
成
果
か
 ら
 絶
え
ず
影
響
を
受
け
て
い
る
。
神
学
の
諸
学
科
は
 
細
分
化
さ
れ
て
久
し
い
 

が
 、
宗
教
的
多
元
性
は
現
代
神
学
の
総
合
的
な
力
を
問
 
う
、
 良
い
試
金
石
に
な
っ
て
い
る
と
舌
口
え
る
。
 

自
ら
の
宗
教
的
信
念
に
真
摯
に
参
与
し
ょ
う
と
す
る
 
排
 地
主
義
者
と
、
既
存
の
宗
教
経
験
の
間
に
意
味
あ
る
 
関
 係
 づ
け
を
模
索
す
る
 

包
括
主
義
者
と
、
自
己
批
判
と
自
己
変
革
を
同
時
に
求
 
め
る
多
元
主
義
者
と
の
間
に
価
値
の
序
列
を
付
け
る
べ
 
き
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
 

性
に
 、
多
元
主
義
者
の
中
に
は
、
排
他
主
義
か
ら
 包
 括
 主
義
、
さ
ら
に
多
元
主
義
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
 
望
 ま
し
い
と
考
え
る
者
が
少
な
 

 
 

 
 

て
 、
世
界
の
め
示
教
状
況
が
推
移
し
て
い
く
と
は
到
底
 考
 え
ら
れ
な
い
。
科
学
技
術
が
 

ぬ
 

宗
教
的
伝
統
の
古
層
を
一
掃
す
る
ど
こ
ろ
か
、
 
昨
 今
の
宗
教
右
派
の
興
隆
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
社
会
 
の
 複
雑
性
が
増
せ
ば
増
す
ほ
 

 
 

鮒
ど
 、
よ
り
単
純
明
快
な
宗
教
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
 
ィ
 へ
の
希
求
が
増
大
す
る
場
合
も
あ
る
。
社
会
の
世
俗
 化
と
そ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
 な
進
 

 
 
 
 

ぽ
 

行
が
、
伝
統
宗
教
の
社
会
的
影
響
力
の
低
下
を
促
 し
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
局
地
的
な
宗
教
回
帰
 
現
象
を
も
引
き
起
こ
し
て
い
 

朋
 

る
と
い
う
時
代
の
中
で
、
排
他
主
義
、
包
括
主
義
 、

多
元
主
義
の
境
界
は
自
ず
と
流
動
的
な
も
の
と
な
っ
 
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今
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後
の
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望
 



そ
う
し
た
文
脈
の
中
で
宗
教
的
多
元
性
を
神
学
的
に
受
 
け
と
め
て
い
く
た
め
の
重
要
な
要
素
の
 
一
 っ
と
し
て
、
 他
者
性
の
認
識
が
あ
 

る
 。
先
に
解
放
の
神
学
と
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
神
学
の
取
り
 
組
み
を
あ
げ
た
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
て
い
た
の
は
、
 
キ
 リ
ス
ト
教
内
部
の
「
 他
 

者
 」
の
認
識
と
、
キ
リ
ス
ト
教
外
部
の
「
他
者
」
の
 
認
 誠
 に
は
平
行
関
係
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 す
 な
ね
 ち
、
キ
リ
ス
ト
教
 

の
 他
宗
教
に
対
す
る
関
係
は
 、
 富
め
る
者
の
貧
し
い
者
 に
 対
す
る
、
男
性
の
女
性
に
対
す
る
、
支
配
者
の
被
 
支
 配
 者
に
対
す
る
関
係
と
 

通
底
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
キ
リ
ス
 
ト
教
 神
学
の
今
日
的
課
題
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
こ
で
 
他
者
と
は
、
単
に
自
分
 

は
 外
の
存
在
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
本
来
自
分
の
意
の
 
ま
ま
に
な
ら
な
い
予
測
不
可
能
・
制
御
不
可
能
な
存
在
 
で
あ
る
と
言
え
る
。
 そ
 

の
 意
味
で
、
神
は
人
間
に
と
っ
て
そ
の
存
在
の
起
源
で
 
あ
り
な
が
ら
、
同
時
に
他
者
性
の
起
源
で
も
あ
る
。
 
そ
 れ
ゆ
え
、
神
や
人
の
他
 

者
 性
を
顧
慮
し
な
い
者
は
、
最
終
的
に
認
識
主
体
の
絶
 
村
主
義
へ
と
至
る
危
険
性
を
絶
え
ず
内
包
し
て
い
る
。
 
す
 な
 む
 ち
、
他
者
の
他
 

者
 性
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
者
は
、
他
者
を
 自
己
に
従
属
さ
せ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
解
放
の
神
 
学
の
立
場
に
立
っ
多
元
 

主
義
者
は
、
ま
さ
に
こ
の
人
間
論
的
問
題
を
洞
察
し
、
 
克
服
す
る
た
め
に
「
正
義
」
と
い
う
概
念
を
積
極
的
に
 
用
い
る
。
つ
ま
り
、
 す
 

べ
て
の
宗
教
を
等
価
と
見
な
す
宗
教
相
対
主
義
と
宗
教
 
多
元
主
義
と
を
区
別
す
る
規
範
と
し
て
、
正
義
の
実
 
践
を
強
調
す
る
の
で
あ
 

る
 。
他
者
性
を
認
識
す
る
正
義
の
視
点
が
な
け
れ
ば
、
 
多
様
に
宗
教
的
装
い
を
し
た
「
悪
魔
的
な
も
の
」
（
 解
 放
の
神
学
者
た
ち
は
 植
 

 
 

除
し
た
上
で
提
示
さ
れ
る
諸
宗
教
の
共
存
可
能
性
は
ど
 
の
 程
度
意
味
を
持
つ
の
か
、
と
い
う
批
判
が
そ
こ
に
は
 
あ
る
。
 

 
 
 
 

な
 声
明
 
-
8
 

2
 
 Ⅰ
：
、
 

力
 出
さ
れ
て
き
た
 力
 

そ
れ
が
誰
に
と
っ
て
の
 対

話
で
あ
り
、
誰
に
と
っ
て
の
合
意
で
あ
る
の
か
、
 
と
 
い
う
点
が
し
ド
ド
㌔
 
(
 

ま
し
ま
 目
 J
 
 何
 

わ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
そ
う
し
た
ム
ロ
意
は
主
流
派
の
 リ
ベ
ラ
ル
な
学
者
の
間
だ
け
成
立
可
能
な
も
の
で
は
な
 
い
か
、
異
質
な
者
を
排
 

 
 

 
 

-
 ㌘
 -
 

 
 

場
 に
立
つ
者
ど
う
し
が
共
存
可
能
な
条
件
を
現
実
に
即
 し
て
設
定
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
近
年
、
宗
教
 
問
対
話
に
関
す
る
様
々
 

後
、
求
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
学
的
立
場
を
 
よ
り
進
歩
的
な
モ
デ
ル
に
 収
 飯
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
は
 な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 ま
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に バ ラ 

並り 遍ゼ 日 なフ 

約 l ア 

な シ シ 
適 ョ ズ 

  
ると 
いうこ してい ってい 

  

  
た を え 

負 容 て 

0 場   
遺 に 世 
産 超 界 

民
地
主
義
・
帝
国
主
義
・
戦
争
・
社
会
的
弱
者
の
搾
取
 
な
ど
を
あ
げ
る
）
が
持
っ
強
力
な
同
化
作
用
を
見
過
ご
 
す
こ
と
に
な
り
か
ね
な
 

 
 

は
 特
定
宗
教
内
の
自
明
性
は
異
化
さ
れ
る
）
の
中
で
実
 
践
 的
に
問
う
こ
と
に
よ
 

っ
て
 は
 じ
め
て
、
信
仰
者
や
宗
教
組
織
が
保
持
し
て
い
 
る
 内
面
世
界
と
、
宗
教
的
多
元
性
を
前
提
と
す
る
外
部
 
世
界
と
の
間
で
の
往
復
 

運
動
を
可
能
に
す
る
、
宗
教
の
公
共
性
が
醸
成
さ
れ
て
 
い
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
他
方
で
は
、
正
義
と
い
う
 概
 念
は
西
欧
的
で
あ
り
、
 

宗
教
的
多
元
性
を
め
ぐ
る
議
論
全
体
が
西
欧
の
自
由
主
 
義
 的
な
宗
教
思
想
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
 
、
と
い
う
批
判
も
繰
り
 

返
し
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
緊
張
の
中
で
、
 
氾
 濫
す
る
相
対
性
に
平
衡
を
も
た
ら
し
得
る
価
値
規
範
を
 
現
代
神
学
は
模
索
し
な
 

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
 

宗
教
的
多
元
性
は
宗
教
的
一
元
 性
の
 ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
 と
 し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
宗
教
的
一
元
 
性
は
、
 排
他
主
義
者
の
例
に
 

見
ら
れ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
や
他
の
諸
宗
教
の
支
 
配
 イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
機
能
し
て
き
た
だ
け
で
は
な
 
ぃ
 。
第
二
次
世
界
大
戦
 

下
の
 ド
イ
ツ
や
日
本
に
お
い
て
典
型
的
に
見
ら
れ
た
よ
 
う
 に
、
国
家
主
義
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
強
化
す
る
際
に
 宗
教
の
あ
り
方
は
一
元
 

的
に
統
制
さ
れ
、
宗
教
的
一
元
 性
は
 、
国
家
に
対
し
 疑
 似
 宗
教
的
な
能
力
を
付
与
す
る
一
翼
を
担
っ
た
。
 
近
未
 来
社
会
に
お
い
て
、
 か
 





現代神学に   る 宗教的多元性 

        一 T,- 2 l ・， 3- l l u- I- ll l 人 o Ⅱ 
9 - 8 - 7 - 6 一     

を視 エ ほ の む 数ル く   神学 の の ト。㏄㏄ のキ 

  

フ , 

ミ ～ の g す視 ル な 
ム 安いと 

- ゲ     
  
い ト 叶     
  



扱
っ
て
い
る
。
 

@
 
）
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ツ
ク
、
間
瀬
 啓
 元
謀
「
宗
教
多
元
主
義
 

ホ
教
理
解
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
」
法
蔵
 

館
 、
一
九
九
 
0
 午
 、
七
 四
頁
。
 

一
刀
一
目
 0
 す
コ
 
二
 %
 下
が
臣
ぃ
ミ
 ㏄
 
き
ち
ぎ
ぺ
 陳
の
 0
 も
 卜
き
 
n
a
 
ぶ
 Ⅰ
 
狩
 
0
 こ
ふ
ゑ
態
 
ら
ぬ
 
ぜ
ぎ
 
Ⅰ
㌧
 ぎ
き
 浮
薄
 卜
崎
 氏
一
Ⅰ
 
0
 日
の
 つ
 ぎ
の
。
 
す
 「
の
音
 

ヨ
ぎ
 の
 
ド
 
0
 Ⅱ
 ヒ
 。
 す
コ
 
パ
コ
。
Ⅹ
㌧
Ⅱ
①
㏄
の
。
 

ト
の
 
の
㏄
）
 

@
 
一
ヒ
ツ
ク
、
 

ニ
ツ
タ
 目
前
掲
 書
 、
二
二
一
頁
。
 

一
ぬ
）
 勾
 注
ヨ
 0
 二
つ
 い
 コ
 
%
 村
り
 
（
 -
 わ
ぎ
氏
 
自
記
 ト
お
 
ら
 
き
 き
の
 鮭
ふ
 
記
文
 ト
宙
 ～
 
ゃ
 
～
 
ヘ
 
～
 
ぃ
 
（
 
キ
巡
 ～
。
お
 
シ
キ
 
り
の
 
隼
 ㏄
 
d
i
 
已
 o
n
@
%
 

ぎ
日
ゑ
 

ヨ
 0
 目
 -
 
二
 %
 そ
 ・
 
ぺ
 0
 （
 
片
 -
0
 
洋
二
 
一
 
の
巾
 0
0
 
オ
ダ
 ）
の
の
 

-
-
 
，
つ
 
・
 
2
 の
 

 
 

小
河
 陽
 濫
訴
「
イ
エ
ス
・
現
代
ア
メ
リ
カ
 
の
 イ
エ
ス
研
究
」
散
文
 

館
 、
一
九
九
七
年
。
ジ
ョ
ン
・
ド
ミ
ニ
ク
・
ク
ロ
 ツ
 サ
ン
、
太
田
 修
司
 訳
 
「
イ
エ
ス
あ
る
ユ
ダ
ヤ
人
貧
農
の
革
命
的
生
涯
 
し
 新
教
出
版
社
、
一
九
 

九
八
年
。
 

一
 
t
6
-
¥
 

概
観
す
る
も
の
と
し
て
次
の
文
献
を
参
照
。
 

く
 。
三
 %
 
パ
 由
降
の
プ
 も
 ぎ
 
ぐ
む
む
 

S
Q
 

羽
 ～
 
き
守
ぺ
さ
 の
ま
の
 臣
ふ
簗
 
～
 @
Q
 か
 ふ
め
 
～
 
注
 褒
む
ぎ
や
 尊
ミ
ぎ
 奏
に
 

一
之
の
仁
 

オ
ギ
い
す
 

の
 コ
 。
 
く
 -
 
目
ゼ
コ
 
・
 
Z
 の
 
仁
戸
 
T
 リ
ブ
 
の
 
コ
 の
Ⅱ
 
く
 。
 
ニ
 ㏄
 幅
 -
 Ⅰ
 
O
 の
 
S
 

@
 
）
山
折
は
、
従
来
の
宗
教
間
対
話
が
一
神
教
的
伝
統
を
方
法
 論
 的
な
前
提
と
し
て
き
た
限
界
を
指
摘
し
、
そ
う
し
た
対
話
の
 方
法
を
経
ず
に
、
「
棲
み
 

    
2 一 0 5- 一 へ l 9 l 一 8 7- ll 6- l l     
    致 誠 

@ よ - 一 
対 っ 
三ム・ 百 @m {   

を 悪 
ど 訳 
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っ 考 『 キ リ え   
ト カ 教の 
ポ 絶 
ス 射   

る 一 を 超 多元 

王 え 
義 て   宗教の宗教と ｜ @ 
字 中 酌 

宇 』 多 一 
プ Ⅱ 

    教 主 
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現代神字における 宗教的多元性 

分
け
」
に
よ
っ
て
宗
教
的
共
存
に
至
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
 一
次
の
文
献
を
参
照
 -
 。
山
折
哲
雄
「
「
宗
教
的
対
話
」
の
虚
妄
 

性
 

「
宗
教
的
 共
 

存
 Ⅰ
と
の
対
比
に
お
い
て
」
 

-
 南
山
宗
教
文
化
研
究
所
編
「
宗
教
 と
 文
化
 

｜
 諸宗
教
の
対
話
」
人
文
書
院
、
一
九
九
四
年
 -
 。
 

元
一
た
と
え
 ぼ
、
 次
の
文
献
を
参
照
。
エ
ド
 
コ
 の
 木
 リ
コ
 
的
ぃ
コ
 
年
木
 ゅ
 ユ
 l
 Ⅰ
 0
 ㏄
の
 
日
パ
仁
 
㏄
の
 
ア
 の
 -
0
%
.
-
 

ト
の
 ～
 
0
 す
 
め
 ～
 目
円
ヰ
オ
ヘ
ハ
 

・
・
 
q
 お
 ぃ
目
 
り
い
 
い
 き
ト
 
田
溝
 

ま
め
 

晃
寺
ざ
 ㌔
安
東
き
二
空
㌔
 

目
 
き
ぬ
 や
 
¥
 き
 「
～
 
れ
げ
再
ぬ
鮭
ゆ
 

i
0
 
お
の
 曳
の
寺
 ぺ
 0
 キ
 。
の
。
 
き
ぎ
巨
 且
お
 

（
 

の
の
 
-
 

-
 
羽
 -
 
の
り
ま
の
 パ
ぎ
や
 
，
 
下
 
Q
 ざ
す
日
出
 巨
は
ぎ
ま
 の
ニ
幅
 す
 （
 0
 日
の
 0
 ヨ
で
 ㏄
（
が
 

エ
 く
の
力
の
日
 
石
 0
 目
の
巴
日
ぽ
 の
 ・
。
 
ぎ
 -
 由
萬
き
 S
 ～
～
も
 

ぉ
 め
ぎ
 
Q
 ざ
ひ
 
&
 ～
 由
き
 ～
 
S
 

9
 
ま
豊
 S
 ～
 
q
e
 
ぬ
 キ
ミ
あ
ぎ
浅
 い
き
 ～
㊤
ひ
さ
曲
ト
さ
や
 

ぺ
ぶ
 
～
 
憶
ぎ
 浅
む
 ぎ
 ぎ
幅
 
ま
め
・
の
 

ロ
 ・
 す
 せ
の
 仁
ヨ
コ
 
の
Ⅱ
 し
 ・
 づ
韻
あ
 の
 ぃ
 コ
ロ
 口
 Ⅱ
仁
ぃ
の
の
Ⅱ
の
 

-
 
了
 
-
 
切
。
 仁
 -
 
口
の
 
"
.
 
自
の
の
（
 

ニ
 

づ
 -
0
%
 

㌧
 r
e
 

の
の
 

-
 ㏄
。
 
0
0
 
一
 -
 ロ
口
・
 
P
 り
の
 
l
 ）
㏄
㏄
 

一
型
こ
う
し
た
課
題
の
一
つ
に
環
境
問
題
が
あ
る
。
た
と
え
ば
 米
国
で
は
、
市
民
レ
ベ
ル
の
運
動
体
と
し
て
「
環
境
の
た
め
の
 全
米
宗
教
連
合
」
 
@
 ゴ
の
 

ラ
ム
 
ぃ
ゴ
 
0
 コ
ト
 
-
 オ
 か
ヒ
 
-
 
幅
 -
0
 
目
の
巾
 
曲
 Ⅱ
 
臣
コ
の
 

Ⅰ
の
す
 

-
 
で
ト
 0
 Ⅱ
 こ
ア
 
の
 由
コ
セ
 
Ⅰ
 0
 コ
ヨ
。
 
コ
 こ
が
活
動
を
は
じ
め
て
お
り
、
そ
こ
に
は
ユ
ダ
ヤ
教
、
カ
ト
リ
 ッ
ク
 、
プ
ロ
テ
ス
タ
 

ン
ト
 の
諸
教
派
が
か
か
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
問
的
な
取
り
組
 み
と
し
て
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
世
界
宗
教
セ
ン
タ
ー
が
 
、
諸
 宗
教
 
-
 
仏
教
、
 儒
 

教
 、
神
道
、
ヒ
ン
ド
ウ
 
｜
教
 、
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
 ラ
ム
教
な
ど
 -
 と
エ
コ
ロ
ジ
ー
の
関
係
を
テ
ー
マ
に
し
た
プ
ロ
 

ク
ラ
ム
を
一
九
九
六
 

年
か
ら
一
九
九
八
年
に
か
け
て
開
催
し
、
先
駆
的
な
役
割
を
果
た
 
し
て
い
る
。
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で は あ ジ 

る い ョ 

と か ン 

し な ・ 

て る ヒ 

太 宗 ッ 

間 数 ク 
中 も の 
心 太 宗 
的 間 数 

  

あ由の田な立場をとる とに多元主義には近年、了 プ が真実在 ま - 
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宗
教
の
独
自
性
と
は
な
に
か
 

八
 論
文
要
旨
 V
 
 ジ
ョ
ン
・
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
に
は
近
年
 さ
ま
ざ
ま
な
批
判
が
向
け
ら
れ
る
が
、
宗
教
間
対
話
、
と
く
に
 
イ
ス
ラ
ー
ム
と
キ
リ
ス
 

ト
 教
の
宗
教
間
対
話
の
観
点
か
ら
は
、
い
ま
な
お
有
効
な
手
段
で
 
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
 ア
 ス
ラ
ン
の
市
隠
 憶
ぎ
ミ
 
セ
 ミ
 ）
 
お
 ～
～
の
 

）
～
～
さ
 

ゃ
 

い
か
 
ふ
め
 

～
 
ぎ
 n
a
n
 

も
い
 

き
ま
守
セ
 ⑧
～
～
も
め
 

Q
p
 
せ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
ヒ
ッ
ク
 と
 ナ
ス
ル
と
の
対
比
を
軸
に
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
立
場
か
ら
 
み
た
多
元
主
義
を
検
 

訂
 す
る
。
ヒ
ッ
ク
は
宗
教
の
多
様
性
は
、
た
と
え
ば
預
言
者
の
日
 

ホ
教
的
経
験
に
基
づ
く
情
報
の
多
様
性
に
よ
る
と
す
る
。
し
か
し
 

、
キ
リ
ス
ト
教
と
比
 

べ
る
と
イ
ス
ラ
ー
ム
は
人
間
的
、
世
俗
的
、
実
際
的
で
あ
る
が
、
 

不
変
の
神
の
言
葉
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
人
間
の
関
与
を
は
じ
 
め
か
ら
拒
絶
す
る
。
 

本
稿
で
は
、
ポ
ス
ト
近
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
宗
教
復
興
主
義
の
な
 か
に
位
置
づ
け
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
伝
統
と
独
自
性
を
あ
ら
た
め
 
て
 理
解
し
承
認
す
る
 

こ
と
の
必
要
性
を
考
察
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
も
つ
独
自
性
 
を
 認
め
、
共
通
点
だ
け
で
な
く
、
対
立
点
を
あ
り
の
ま
ま
に
 
考
 察
す
る
こ
と
が
、
 
対
 

話
を
可
能
と
な
す
地
平
を
開
く
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
 
V
 

ヒ
ッ
ク
、
ナ
ス
ル
、
伝
統
主
義
、
イ
ス
ラ
ー
 ム 、
宗
教
復
興
主
義
 

宗
教
多
元
主
義
と
イ
ス
ラ
ー
ム
 

塩
尻
和
子
 



は
な
い
か
、
と
い
う
批
判
も
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
 特
 定
の
条
件
下
で
の
議
論
で
は
あ
る
も
の
の
、
諸
宗
教
の
 
伝
統
を
相
対
化
し
よ
う
 

と
い
う
試
み
や
、
宗
教
間
の
対
比
を
理
解
可
能
な
部
分
 
だ
け
に
限
定
し
て
論
争
や
対
立
を
ひ
と
ま
ず
収
め
よ
う
 
と
い
う
姿
勢
は
、
ヒ
ッ
 

ク
 だ
け
に
み
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ス
ミ
ス
や
 
ん
ス
 リ
ム
学
者
の
ナ
ス
ル
に
も
み
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
ヒ
ッ
 
ク
の
 立
場
に
対
す
る
さ
 

ま
ざ
ま
な
批
判
に
留
意
し
っ
 っ
 も
、
宗
教
多
元
主
義
と
 い
う
見
地
か
ら
、
ポ
ス
ト
近
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
に
烏
占
 一
 を
あ
て
た
宗
教
間
対
話
 

の
 可
能
性
を
探
る
試
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
 

一
 
2
 一
 

ア
ド
ナ
ン
・
ア
ス
ラ
ン
は
若
室
田
お
隠
 
憶
ぎ
浅
 ㌧
 ぎ
 m
 淀
 ま
 ぎ
の
か
斎
 き
 n
 
a
 

ぉ
田
打
ざ
ま
や
憶
お
～
～
 

o
s
Q
p
 

ぎ
 の
な
か
で
 
ヒ
ッ
ク
 と
 ナ
ス
ル
の
 

見
解
を
対
比
的
に
取
り
あ
げ
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
立
場
か
 
ら
み
た
ヒ
ッ
ク
の
限
界
を
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
原
則
的
に
ナ
ス
ル
の
 立
 

場
を
支
持
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
の
独
自
性
を
明
か
に
し
ょ
 
う
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
 ア
 ス
ラ
ン
の
研
究
を
追
い
な
 が
ら
、
ヒ
ッ
ク
に
 よ
 る
 

イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
と
、
シ
ー
ア
派
の
ム
ス
リ
ム
で
あ
る
 
ナ
ス
ル
の
立
場
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
 
あ
 ら
た
め
て
宗
教
多
元
主
 

義
を
考
察
す
る
。
ア
ス
ラ
ン
の
立
場
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
 
宗
教
的
特
質
、
つ
ま
り
彼
の
言
う
「
永
遠
性
」
に
依
拠
 
す
る
も
の
で
あ
る
も
の
 

の
 、
こ
の
対
比
的
研
究
に
よ
っ
て
イ
ス
ラ
ー
ム
を
巡
る
 
宗
教
間
対
話
の
可
能
性
を
探
る
試
み
が
、
い
く
ら
か
で
 
も
 進
展
す
る
こ
と
を
 望
 

む
も
の
で
あ
る
。
 

ヒ
ッ
ク
に
よ
れ
 ば
 、
諸
宗
教
は
同
一
の
「
真
実
在
」
（
（
 
す
の
力
の
き
に
対
す
る
人
間
か
ら
の
異
な
っ
た
応
答
の
 
表
現
で
あ
る
と
考
え
 

ら
れ
、
し
た
が
っ
て
人
間
に
よ
る
現
象
と
し
て
歴
史
的
 
な
 、
ま
た
地
理
的
な
制
約
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
 
そ
 れ
ら
は
、
不
変
の
究
極
 

 
  
 

ス
ト
の
な
か
で
は
意
義
深
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ひ
と
 
つ
の
文
化
の
規
範
と
価
値
観
を
他
の
文
化
に
も
押
し
つ
 け
よ
う
と
す
る
も
の
で
 

悔
 

  
ぇ が 

@ も 

重 つ 

ね 伝 
よ 統 
ぅ や 
と 独 
す 自 

る ，性 
も を 
0 者 
で 虜 
あ す 
る る 

と， し し と 

て な 
批 く   
さ 彼 
れ 目 

る 身   
あ 真 
る 理 
い   
は っ 

被 き   
宗教 宗教 

多 多 
一 万 一 万 

宝 主 
義 義 
の と 

仮 ぃ 
説 う 

は 阪 
西 説 
洋 を 
の 諸 

宗教 文化 

的 独 
コ 自 
ン の 

テ 真 
キ 理 
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宗教 多   元主義とイスラーム 

的
な
宗
教
的
伝
統
が
、
や
が
て
は
す
べ
て
「
究
極
的
実
 
在
 」
と
人
間
と
の
遭
遇
と
い
う
ひ
と
つ
の
枠
組
み
に
 
収
 敬
さ
れ
て
し
ま
い
、
 

そ
 

れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
も
っ
独
自
性
が
話
題
に
な
る
こ
と
な
 ど
な
く
な
る
と
い
う
仮
説
で
あ
る
。
 

そ
れ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
が
も
つ
「
独
自
性
」
と
 
は
な
ん
で
あ
ろ
向
か
。
ヒ
ッ
ク
に
よ
れ
 ば
 、
そ
れ
は
 真
 実
在
と
の
遭
遇
と
い
 

う
 経
験
と
そ
れ
を
伝
達
す
る
情
報
の
多
様
性
に
よ
る
も
 
の
で
あ
る
。
 

-
4
-
 

あ
ら
ゆ
る
意
図
的
な
経
験
は
そ
れ
ぞ
れ
の
経
験
す
Ⅹ
 
で
 の
 （
 ず
コ
 の
の
・
 

a
 乙
で
あ
る
。
そ
れ
は
外
部
の
源
泉
か
ら
 
私
 た
ち
に
突
き
当
 

た
る
「
情
報
」
（
そ
の
用
語
の
通
信
手
段
と
い
う
意
味
 で
の
 ）
の
解
釈
と
誤
解
釈
に
起
因
す
る
。
さ
ら
に
舌
口
 え
 ば
 、
そ
の
よ
う
な
 

解
釈
は
つ
ね
に
概
念
を
使
用
す
る
。
そ
の
成
り
立
ち
に
 
宗
教
的
な
概
念
が
こ
と
さ
ら
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
な
も
 
の
を
、
私
た
ち
は
 

-
5
-
 

宗
教
的
経
験
と
表
現
す
る
。
 

こ
こ
で
い
う
「
情
報
」
と
は
真
実
在
と
人
間
の
霊
魂
 
と
 の
 遭
遇
に
際
し
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
心
 
理
 的
機
能
が
そ
れ
を
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的
 真
実
在
 
一
 
（
 
プ
の
 三
コ
 日
 注
の
力
の
簿
 
目
 （
 
し
 
と
か
か
わ
っ
 て
は
い
て
も
、
あ
た
か
も
有
機
的
な
器
官
を
も
っ
た
 
生
 き
 物
の
よ
う
な
も
の
と
 

し
て
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
人
間
世
界
の
多
様
な
歴
史
 的
 、
文
化
的
変
遷
に
し
た
が
っ
て
変
化
し
変
容
す
る
も
 
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
 人
 

間
の
多
岐
に
分
か
れ
た
経
験
が
多
様
な
宗
教
世
界
を
創
 遣
 す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
る
 
。
宗
教
が
人
間
世
界
の
 

変
容
に
よ
っ
て
変
化
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
、
今
日
の
 
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
世
界
に
あ
っ
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
 
化
し
た
宗
教
の
形
態
が
 

生
じ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
よ
う
。
現
在
の
世
界
は
情
報
 
伝
達
手
段
や
交
通
手
段
の
急
速
な
発
達
に
伴
っ
て
 
、
あ
 る
 意
味
で
「
ひ
と
つ
」
 

に
な
り
つ
っ
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
い
て
い
 く
な
ら
、
多
様
な
独
自
性
を
も
っ
て
い
た
諸
宗
教
は
相
 
互
に
か
ぎ
り
な
く
近
づ
 

き
、
つ
い
に
は
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ー
 
ム
 、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
と
い
っ
た
固
有
名
詞
が
「
人
間
の
 
宗
教
的
経
験
と
信
念
」
 

-
3
-
 

の
形
態
を
叙
述
し
た
も
の
と
は
な
ら
な
く
な
る
で
あ
ろ
 う
と
さ
え
舌
口
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
現
在
の
世
界
に
 み
ら
れ
る
多
様
で
具
体
 



い
は
真
実
在
と
の
神
秘
的
ム
ロ
一
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
 
も
 、
あ
る
種
の
「
情
報
」
と
し
て
把
握
さ
れ
る
。
 

神
秘
的
な
幻
視
 ゃ
 幻
聴
な
ど
の
経
験
は
、
当
事
者
が
所
 属
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
的
、
文
化
的
な
内
容
に
応
 

た
が
っ
て
、
サ
ム
エ
ル
が
ヤ
ハ
ウ
ェ
の
声
を
聞
い
た
と
 
い
う
経
験
一
 サ
 ム
ェ
 ル
記
 上
、
三
章
一
一
 
｜
 一
四
節
 
-
 と
ム
 

ブ
リ
 エ
 ル
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
い
た
経
験
は
同
じ
も
の
 で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
超
常
経
験
は
そ
れ
ぞ
れ
の
 経
 験
 

特
有
の
考
え
や
イ
メ
ー
ジ
、
彼
の
社
会
に
み
ら
れ
る
 
歴
 史
的
あ
る
い
は
神
話
的
主
題
、
人
々
の
期
待
感
な
ど
 
が
 

-
@
x
U
-
 

出
す
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。
神
秘
家
に
と
っ
て
は
 
真
 実
在
と
の
遭
遇
と
い
う
衝
撃
は
、
や
が
て
神
秘
衆
目
 
身
 

入
れ
る
こ
と
に
な
る
情
報
を
作
り
出
す
こ
と
に
な
る
。
 
ヒ
ッ
ク
は
さ
ら
に
、
宗
教
的
な
情
報
を
人
間
の
経
験
 
の
 

う
 作
業
の
過
程
で
神
秘
家
は
夢
を
作
り
出
す
と
い
う
 
人
 間
の
機
能
を
利
用
す
る
と
い
う
。
夢
は
複
雑
な
精
神
 
サ
乍
 

と
 対
話
す
る
作
業
で
あ
る
が
、
宗
教
的
に
解
釈
さ
れ
る
 神
秘
的
経
験
は
、
真
実
在
と
い
う
超
越
的
な
源
泉
に
 
由
 じ

て
形
成
さ
れ
る
。
 

し
 

ハ
ン
マ
ド
が
大
天
使
 ガ
 

者
が
所
属
す
る
伝
統
に
 

、
神
秘
的
経
験
を
産
み
 

と
彼
の
共
同
体
が
受
け
 

な
か
に
伝
達
す
る
と
い
 

用
が
内
的
に
自
己
自
身
 

来
す
る
情
報
を
体
現
し
 

-
7
 
一
 

出
来
事
に
参
加
す
る
過
程
で
え
た
経
験
に
よ
っ
て
創
作
 
さ
れ
た
も
の
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
経
験
」
は
 
、
 た
と
え
そ
れ
が
 神
 あ
る
 

聖
書
に
記
述
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
深
く
考
察
さ
れ
た
 
神
 学
的
構
成
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
「
 預
言
者
が
彼
の
時
代
の
 

-
6
h
u
 

一
 

あ
れ
、
多
様
な
レ
ベ
ル
で
起
こ
り
、
際
限
な
く
さ
ま
ざ
 
ま
な
形
で
表
現
さ
れ
る
。
旧
約
の
預
言
者
に
よ
る
歴
史
 解
釈
も
、
実
際
に
は
、
 

幻
影
や
霊
的
な
声
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
的
経
験
 
へ
 と
 変
化
さ
せ
る
。
ヒ
ッ
ク
は
こ
の
よ
う
な
経
験
に
壁
 

一
つ
の
種
類
が
あ
る
と
 説
 

萌
 す
る
。
第
一
の
種
類
で
は
「
情
報
」
は
私
た
ち
の
 物
 質
的
な
環
境
に
よ
っ
て
媒
介
さ
れ
る
が
、
こ
の
世
界
の
 
事
物
、
出
来
事
、
成
り
 

行
き
な
ど
が
超
越
者
の
臨
在
を
開
示
す
る
た
め
の
宗
教
 
的
 性
格
や
意
味
を
も
つ
も
の
と
し
て
経
験
さ
れ
る
。
 
た
 と
え
ば
、
病
気
の
治
癒
 

は
 聖
な
る
奇
跡
と
し
て
経
験
さ
れ
る
よ
う
な
目
天
日
で
あ
 る
 。
い
ま
ひ
と
つ
の
種
類
は
神
秘
的
な
も
の
で
あ
り
、
 
二
人
の
人
間
の
間
で
交
 

わ
さ
れ
る
テ
レ
パ
シ
ー
の
よ
う
に
、
直
接
授
受
さ
れ
る
 
情
報
を
指
す
。
宗
教
的
経
験
は
、
個
人
的
な
も
の
で
あ
 
ね
 、
集
団
的
な
も
の
で
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ぺ
 
察
す
る
思
想
家
が
、
宗
教
は
人
間
の
創
造
力
の
産
 

物
で
あ
り
、
変
化
に
晒
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
る
と
 

ぃ
 う
 考
え
に
よ
っ
て
偏
っ
て
 

い
 

が
る
」
の
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
し
た
が
っ
 

て
 、
ス
ミ
ス
 
や
 ヒ
ッ
ク
に
お
け
る
宗
教
は
時
間
の
う
ち
 

で
 「
蓄
積
さ
れ
た
伝
統
」
で
 

 
 

-
 
Ⅱ
 
-
 

駐
 
あ
り
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に
「
成
長
の
過
程
に
 

あ
る
有
機
体
」
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
 

て
 、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
不
変
の
㎝
 

 
 
 
 

 
 

ね
 
荻
 
造
物
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
は
じ
め
か
ら
拒
絶
 
神
の
舌
口
業
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
基
づ
く
宗
教
で
あ
り
 

す
 

 
 

  

 
 

-
 
は
一
 

の
 宗
教
思
想
の
解
説
に
用
い
な
か
っ
た
の
は
、
な
ぜ
で
 
あ
ろ
う
か
」
と
ま
で
言
い
き
っ
て
い
る
。
 

-
 
㎎
 一
 

ア
 ス
ラ
ン
に
よ
れ
ば
「
ヒ
ッ
ク
 や
 ス
ミ
ス
の
よ
う
な
、
 
啓
蒙
 期
 以
降
の
西
洋
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
的
背
景
を
 
と
お
し
て
宗
教
を
考
 

一
 
g
 一
 

て
い
る
こ
と
に
な
る
。
 

ア
 ス
ラ
ン
は
こ
の
点
に
つ
い
て
「
ヒ
ッ
ク
は
近
代
心
理
 
学
 が
夢
体
験
や
危
機
的
な
状
況
で
現
れ
る
幻
想
な
 
ビ
 と
 同
様
に
、
神
秘
的
 

経
験
も
科
学
的
に
説
明
さ
れ
う
る
と
信
じ
て
い
る
」
と
 
批
判
す
る
。
宗
教
経
験
と
い
う
概
念
は
文
化
的
に
ほ
 
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
 

し
た
が
っ
て
近
代
キ
リ
ス
ト
教
以
外
の
宗
教
に
は
適
切
 
な
 理
解
手
段
を
与
え
な
い
。
た
と
え
ば
、
イ
ス
ラ
ー
 
ム
 に
お
け
る
「
啓
示
」
 

す
告
 ち
や
「
顕
現
」
 
縛
窃
已
 
あ
る
い
は
「
敬
虔
」
 

㌻
手
色
と
い
っ
た
概
念
に
「
 ゐ
 示
教
的
経
験
」
を
当
て
 は
め
る
こ
と
は
間
違
 

 
 

ス
ラ
ー
ム
と
い
う
一
神
教
の
系
譜
の
な
か
で
は
、
 
無
 限
で
超
越
的
で
永
遠
で
 

全
知
全
能
で
あ
る
が
、
宗
教
的
経
験
は
有
限
な
人
間
に
 
よ
る
経
験
と
し
て
無
生
息
 味
 で
あ
り
、
死
す
べ
き
人
間
は
 無
限
な
神
を
経
験
す
る
 

-
 
打
 -
 

こ
と
は
で
き
な
い
。
安
易
に
宗
教
的
経
験
と
い
う
言
葉
 
を
 用
い
る
こ
と
は
、
預
言
者
が
受
け
る
啓
示
と
神
秘
主
 
義
者
の
経
験
と
を
混
同
 

す
る
こ
と
に
な
る
と
警
告
し
て
い
る
。
「
も
し
も
、
 

宗
 教
 的
経
験
と
い
う
概
念
が
宗
教
の
叙
述
と
理
解
に
不
可
 
欠
 で
あ
る
な
ら
、
ト
マ
 

ス
 ・
ア
ク
イ
ナ
ス
、
ア
ン
セ
ル
ム
ス
、
イ
フ
ン
・
ア
ラ
 ビ
日
 
ガ
ザ
ー
リ
Ⅰ
ア
シ
ュ
ア
リ
ー
と
い
っ
た
偉
大
 な 思
想
家
た
ち
が
彼
ら
 



 
 

た
 。
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
、
宣
教
の
ご
く
早
い
時
期
か
ら
 、
 言
い
か
え
る
と
創
唱
者
が
生
き
て
い
る
う
ち
か
ら
、
 
「
冷
酷
で
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
 

わ い る 会 動 と 

め 共 っ 」 が 、 こ 

て 回 た で 新 ム こ 
人 体 の あ た ハ で 
間 を で っ な ン 、 

    
的 率   た 共 マ ヒ 

で い 彼 。 同 ド ッ   
ス とム 的な集ラビア イスラ の信奉 ンマド 、この 時の ア 

団 手 者 の 新 う l ハ   
武 的 l ジ 体 で 

ン 
力 に ナ は が 丈 マ 

  
  
あ ぅ 立 す 意 し       ク げていよりも によ 新 した るもの 抹 する い宗教 

つ き し で 社 括 る 

は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

一
 
5
-
1
 

て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ム
ス
リ
ム
が
神
の
 存
在
を
知
り
、
神
の
存
在
を
信
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
 
は
、
 彼
ら
自
ら
が
神
を
 

経
験
す
る
か
ら
で
は
な
く
、
預
言
者
を
通
じ
て
受
け
取
 
る
 情
報
を
 、
 舌
ロ
い
か
え
る
と
啓
示
を
信
じ
る
か
ら
で
あ
 る
と
い
う
こ
と
が
で
き
 

る
 。
し
か
し
、
そ
れ
は
独
自
の
宗
教
的
伝
統
の
内
側
で
 
可
能
な
立
場
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
 的
 宗
教
言
語
と
い
 う
 次
元
を
超
え
る
こ
と
 

 
 

で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
人
間
的
 
な
 
「
情
報
」
や
「
経
験
」
を
拒
絶
し
、
不
変
の
啓
示
の
 み
 を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
 

憐
 

盤 
た と 

し な 
か つ 

に て 

合 い 

日 る 

の と 

ム い 

ス ラ 
u@ r 
ふ と 

も が 
  で 

べ き 

ス る 

- フ と   
  
強 
固 
で 

悠久 

  
も 

  
で 
あ 
  

変 

転 
や 
偶 

然性 

な 
ど 
あ 
  
え 

な 
  
超 
越 
的 
な 
真 
理 
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ム
 

初
か
ら
、
創
唱
者
の
生
前
か
ら
そ
の
宗
教
的
な
要
 
素
 と
し
て
包
含
し
て
い
た
「
ア
ラ
ビ
ア
と
お
な
じ
 
凶
 暴
な
 」
も
の
で
あ
っ
た
と
 
@
 
二
口
 

 
 

が
ぅ
 。
つ
ま
り
、
先
天
的
な
も
の
で
あ
れ
、
後
天
的
 

な
も
の
で
あ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
と
イ
ス
ラ
ー
ム
に
は
「
 
暴
力
」
と
い
う
共
通
項
が
み
 

 
 

翻
 

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
 

 
 

万
 

山
上
の
垂
訓
は
、
無
制
限
の
許
し
、
攻
撃
に
対
す
る
 
報
 復
の
否
定
、
富
の
放
棄
、
明
日
を
思
い
わ
ず
ら
 
ぅ
 こ
と
 な
く
完
壁
に
神
 

多
 

教
 

を
信
頼
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
こ
れ
ま
で
ど
の
キ
リ
ス
ト
 
救
国
家
も
社
会
生
活
上
に
実
現
し
よ
う
と
真
面
目
に
試
 
み
る
こ
と
さ
え
で
 

七
丁
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の
 公
式
宗
教
と
し
て
採
用
さ
れ
た
こ
と
に
よ
 

酷
 な
法
律
に
と
っ
て
替
わ
ら
れ
た
。
司
教
た
 

自
ら
が
貴
族
と
な
っ
て
 、
セ
 世
紀
の
ア
ラ
ビ
 

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
を
支
配
し
は
じ
め
た
の
で
 

ヒ
ッ
ク
は
、
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
教
も
 イ
 

手
段
と
し
て
「
暴
力
」
を
採
用
し
合
法
化
し
 

っ
て
、
「
平
和
主
義
的
な
意
味
を
伴
っ
た
本
来
の
愛
の
 福
音
は
、
す
ぐ
に
教
会
国
家
の
冷
 

ち
は
軍
隊
つ
き
司
教
と
な
り
、
国
王
や
貴
族
つ
き
の
 宗
 教
的
 審
査
官
と
な
り
、
あ
る
い
は
 

ア
 と
お
な
じ
よ
う
に
凶
暴
で
、
個
々
人
の
命
の
価
値
な
 ど
 考
慮
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
多
数
 

一
 
M
-
 

あ
る
」
。
 

ス
ラ
ー
ム
も
「
宗
教
」
が
防
衛
、
統
治
、
思
想
統
制
、
 覇
権
争
 い
 な
ど
に
か
か
わ
る
必
須
 

た
こ
と
を
肯
定
す
る
。
し
か
も
キ
リ
ス
ト
教
が
採
用
し
 
た
 
「
暴
力
」
は
イ
ス
ラ
ー
ム
が
 
当
 

に
と
っ
て
の
社
会
や
共
同
体
は
な
ん
ら
意
味
を
な
さ
な
 
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
イ
ェ
ス
の
説
い
た
隣
人
愛
は
個
人
 的
な
立
場
で
履
行
を
要
 

請
 さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
社
会
性
を
帯
び
た
も
 
の
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
イ
エ
ス
の
死
後
、
キ
リ
 
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
帝
国
 

こ
の
社
会
や
世
界
が
目
前
に
せ
ま
っ
た
終
末
に
お
い
て
 破
戒
さ
れ
る
と
い
う
黙
示
録
的
な
緊
急
性
が
想
定
さ
れ
 
る
な
か
で
は
、
イ
ェ
ス
 

た
り
改
革
し
た
り
し
よ
う
と
思
い
浮
か
べ
な
け
れ
 
ば
な
 ら
 な
れ
よ
う
な
責
任
感
か
ら
は
、
ま
っ
た
く
自
由
で
 
あ
っ
た
」
。
た
し
か
に
、
 

一
リ
一
 

ク
な
 歴
史
に
参
加
す
る
」
と
い
う
場
面
に
引
き
出
さ
れ
 
た
の
で
あ
る
。
 

こ
れ
に
対
し
て
、
イ
エ
ス
は
「
ま
っ
た
く
政
治
力
も
政
 治
 的
影
響
力
も
も
た
ず
、
し
た
が
っ
て
 、
 自
ら
が
所
属
 す
る
社
会
を
支
配
し
 



き
な
か
っ
た
ほ
ど
の
理
想
で
あ
る
。
こ
の
山
上
の
垂
訓
 
と
い
う
倫
理
的
理
想
か
ら
は
じ
ま
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
 、
 神
に
よ
っ
て
 叙
 

 
 

佳
 さ
れ
た
支
配
者
、
正
義
の
戦
い
、
罪
人
へ
の
相
当
 罰
 、
異
端
者
や
社
会
的
逸
脱
者
に
対
す
る
強
固
な
迫
害
と
 
い
っ
た
教
義
を
発
 

2
 

 
 
 
 

達
さ
せ
、
つ
い
に
日
常
生
活
上
に
実
質
的
に
起
こ
り
う
 
る
あ
ら
ゆ
る
不
測
の
事
態
を
覆
う
精
巧
な
ロ
ー
マ
式
の
 誰
 弁
を
作
り
あ
げ
 

推
 

た
 。
こ
れ
に
反
し
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
連
帯
的
同
胞
 
主
 義
 と
い
う
困
難
で
は
あ
る
が
実
利
的
な
 ク
 ル
ア
ー
ン
の
 倫
理
を
も
っ
て
は
 

じ
ま
っ
た
。
そ
れ
は
正
当
な
防
衛
、
真
実
を
語
る
こ
と
 、
約
束
の
忠
実
な
履
行
、
相
互
扶
助
、
未
亡
人
、
孤
児
 
、
奴
隷
へ
の
親
切
 

な
ど
か
ら
形
成
さ
れ
、
盗
人
や
性
犯
罪
者
に
対
す
る
 
厳
 格
な
 刑
罰
を
含
み
、
自
己
防
衛
用
の
暴
力
ま
で
含
ま
れ
 
て
い
た
。
こ
の
 考
 

 
 

え
は
ク
 ル
ア
ー
ン
の
の
ち
の
章
で
宣
教
事
業
に
お
け
る
 聖
別
さ
れ
た
戦
争
、
つ
ま
り
ジ
ハ
ー
ド
に
拡
大
さ
れ
た
 
 
 

 
 

イ
ス
ラ
ー
ム
は
た
し
か
に
実
際
的
で
あ
り
、
人
間
的
、
 世
俗
的
、
社
会
的
、
政
治
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
 
聖
 典
 ク
ル
ア
ー
ン
に
お
 

い
て
顕
著
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
は
宗
教
 的
で
神
秘
的
な
啓
示
と
日
常
的
で
実
践
的
な
啓
示
が
共
 
存
し
て
い
る
。
ヒ
ッ
ク
 

に
よ
れ
ば
、
平
和
主
義
者
で
あ
っ
た
イ
エ
ス
と
、
当
初
 
か
ら
決
し
て
平
和
主
義
者
で
は
な
か
っ
た
ム
ハ
ン
マ
ド
 
の
そ
れ
ぞ
れ
が
興
し
た
 

宗
教
は
、
や
が
て
ど
ち
ら
も
理
想
と
現
実
の
対
比
的
な
 
混
交
を
含
み
な
が
ら
展
開
し
て
い
き
、
ど
ち
ら
も
戦
争
 
の
 パ
ト
ロ
ン
と
な
っ
た
 

と
い
う
。
 

ヒ
ッ
ク
の
図
式
に
従
え
ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
ム
ハ
ン
マ
 ド
 が
超
越
的
な
「
真
実
在
」
と
遭
遇
す
る
と
い
う
強
烈
 
な
 宗
教
的
経
験
の
な
 

か
で
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ク
は
「
真
実
在
」
 は
 人
間
に
よ
る
言
語
的
な
表
象
を
拒
否
す
る
性
質
を
も
 
つ
も
の
で
あ
り
、
い
っ
 

ほ
 う
で
神
学
思
想
は
特
定
の
場
と
特
定
の
時
間
に
生
き
 
た
人
々
の
業
績
で
あ
る
と
す
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
 
人
 間
 が
神
と
の
遭
遇
に
よ
 

っ
て
え
ら
れ
る
情
報
は
神
と
人
間
と
の
双
方
に
よ
る
 共
 同
作
業
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
 
ぅ
 。
ア
ス
ラ
ン
に
 よ
 れ
 

ば
 、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
 ク
 ル
ア
ー
ン
が
神
の
舌
口
業
 で
 あ
る
と
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
の
根
本
的
教
義
を
相
対
化
す
 
る
こ
と
に
な
る
。
ク
ル
 

  



宗教多元主義と イスラーム 

こ
れ
に
つ
い
て
ヒ
ッ
ク
は
「
懐
疑
論
者
」
の
立
場
と
し
 て
 次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
 
イ
 ス
ラ
ー
ム
に
関
す
る
 

か
ぎ
り
、
こ
れ
が
ヒ
ッ
ク
の
本
音
で
は
な
い
か
と
考
え
 る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
 

そ
し
て
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
が
 二
 0
 数
年
間
に
わ
た
っ
 て
ク
 ル
ア
ー
ン
と
な
っ
た
言
葉
を
朗
話
す
る
天
上
の
声
 を
 聞
い
た
と
い
 

う
 経
験
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
は
基
本
的
に
啓
示
 
の
 出
来
事
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
啓
示
 
と
い
う
性
格
を
も
 

つ
た
め
に
は
、
適
切
な
説
明
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
ぞ
れ
 
の
 経
験
ず
Ⅹ
で
 き
 の
 コ
 の
の
。
 

a
s
 

一
 と
い
う
様
式
を
要
請
す
 る
 。
た
ん
に
歴
史
 

的
 出
来
事
と
し
て
考
慮
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
 
れ
は
宗
教
的
に
も
自
然
主
義
的
に
も
解
釈
さ
れ
 
ぅ
る
 。
モ
ー
ゼ
、
イ
ェ
 

ス
 、
ム
ハ
ン
マ
ド
、
こ
の
う
ち
の
誰
か
が
聖
な
る
も
の
 
の
 現
在
を
意
識
し
た
か
、
神
的
な
声
を
聞
い
た
と
報
告
 
す
る
な
ら
、
懐
疑
 

鋤
 

 
 
 
 

論
者
た
ち
に
、
彼
ら
が
報
告
し
た
よ
う
な
経
験
を
し
た
 
と
い
う
こ
と
を
認
め
る
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

そ
れ
ら
は
 盈
 生
息
 識
 

5
 

 
 

の
 精
神
が
投
影
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
質
と
し
て
 
は
 妄
想
で
あ
る
と
三
振
す
る
自
由
を
与
え
る
。
こ
う
し
 
て
 懐
疑
論
者
は
、
 

-
n
-
 

ぅ
 現
象
を
解
明
す
る
よ
り
も
神
秘
的
に
不
可
知
論
的
に
 
し
て
し
ま
う
と
、
ア
ス
ラ
ン
は
批
判
す
る
。
 

ア
ー
ン
の
記
述
の
な
か
か
ら
神
の
業
と
人
間
の
作
業
と
 を
 、
そ
れ
ぞ
れ
に
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
 

つ
ま
り
、
ク
ル
ア
ー
 

ン
 作
成
の
作
業
工
程
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
 
す
れ
ば
、
そ
こ
に
あ
る
も
の
は
も
は
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
 伝
統
で
は
な
く
な
る
で
 

あ
ろ
う
。
 

も
し
も
真
実
在
が
人
間
に
意
図
的
に
自
ら
に
つ
い
て
 
語
 る
 能
力
を
も
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
ヒ
ッ
ク
は
、
真
実
 
在
 が
全
体
的
 些
 =
 
ロ
 
ま
叫
 

に
 絶
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
性
質
に
反
す
る
い
か
な
 
る
 素
質
も
も
っ
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
彼
の
主
張
を
 
ど
の
よ
う
に
擁
護
で
き
 

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
場
合
は
、
ヒ
ッ
ク
 
の
 観
点
に
 ょ
 れ
ば
、
こ
の
 ょ
う
 な
出
会
い
に
起
因
 す
 る
 
「
情
報
」
、
す
な
 
む
 ち
 

ク
 ル
ア
ー
ン
は
真
実
在
と
ム
ハ
ン
マ
ド
の
霊
魂
の
双
方
 
に
よ
る
産
物
と
な
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
こ
う
い
 
っ
た
 記
述
は
啓
示
と
い
 



化 俗 秘 0 日 リ ア る て は で 
ア を 的 主 ヒ も 常 " ラ 。 神 " き ヒ 

ス 実 な 義 ッ の 的 神 ビ ア と ク れ ッ 

ク
 0
 玉
 張
は
 、
宗
教
的
な
「
情
報
」
が
産
出
さ
れ
た
 メ
 カ
ニ
ズ
ム
の
性
格
を
明
か
に
し
て
そ
れ
を
具
体
的
に
説
 
明
 す
る
こ
と
が
 

ば
 、
有
効
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
 
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
あ
い
ま
い
な
ま
ま
残
さ
れ
て
い
る
。
 
ヒ
ッ
ク
の
 関
 、
心
 

ル
ア
ー
ン
の
ど
の
部
分
が
神
の
啓
示
で
あ
り
、
ど
の
部
 分
が
 ム
ハ
ン
マ
ド
の
創
作
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
 
ど
の
よ
う
に
し
 

ム
ハ
ン
マ
ド
が
共
同
で
「
情
報
」
を
創
り
出
し
た
の
か
 、
あ
る
い
は
す
べ
て
が
ム
ハ
ン
マ
ド
の
創
作
な
の
か
、
 
と
い
う
点
に
あ
 

ス
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
質
問
に
対
す
る
解
答
 は
 非
常
に
重
要
で
厳
格
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
ム
ス
リ
 
ム
は
セ
 世
紀
の
 

ア
 半
島
の
宗
教
的
習
慣
や
文
化
的
規
範
を
捨
て
去
っ
て
 
、
 神
か
ら
啓
示
さ
れ
た
も
の
だ
け
を
遵
守
し
ょ
う
 
と
 す
る
か
ら
で
あ
 

の
 命
令
と
人
間
に
よ
る
作
為
と
を
厳
し
く
区
別
し
よ
う
 
と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
 
宗
教
的
儀
礼
や
 

規
範
の
な
か
に
は
当
時
の
ア
ラ
ビ
ア
半
島
の
伝
統
的
 
慣
 習
 が
取
り
こ
ま
れ
て
は
 い
 る
が
、
そ
の
意
味
づ
け
は
 イ
 ス
ラ
ー
ム
円
ぞ
 刊
 

と
は
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
 

ク
の
 イ
ス
ラ
ー
ム
理
解
は
彼
が
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
で
多
く
 
の
 ム
ス
リ
ム
移
民
と
出
会
っ
た
こ
と
か
ら
は
じ
ま
り
、
 
イ
ス
ラ
ー
ム
 神
 

 
 

思
想
に
親
し
む
こ
と
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
。
 
ヒ
ッ
ク
に
よ
る
と
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
要
求
 度
は
 一
口
 

低
 い
が
 実
現
可
能
な
世
 

か
た
ち
で
開
始
さ
れ
、
ス
ー
フ
ィ
ー
の
思
潮
に
よ
っ
て
 完
壁
な
愛
の
思
想
を
産
み
出
し
た
。
こ
の
理
想
は
広
範
 
な
 政
治
的
組
織
 

現
し
な
か
っ
た
が
、
啓
蒙
と
霊
的
高
揚
を
イ
ス
ラ
ー
ム
 
に
与
え
た
五
一
。
 

2
 

ラ
ン
は
、
ヒ
ッ
ク
が
イ
ス
ラ
ー
ム
神
秘
主
義
思
想
に
一
口
 

日
 ぃ
 評
価
を
与
え
る
の
は
、
 

イ
 ブ
ン
・
ア
ラ
ビ
 

ニ
 ー
と
い
つ
た
 

す   に モ る o  召ム / 玉 ゼ ー 

ン は 
マ 勘 
ド 五 運 、 
白 い 
身 を   
精 て 
神 お 
か り ら 
ィ年 イ 

り エ 

由 ス 

さ の 
れ 濃 
た 密 
0 な 
の 神 
で と 

あ の 

  
ノ 」 り 

れ は 
ら ，七 万。 
に 教 
は 的 
い な 

か 妄 
な 想 
る で 
起 る 

  
な ク 
参 ル 

入 ア 
も l 
み ン 
ら め 
れ 章 
な 句 
い は と 
至 純 
張 枠 

(462)@ 256 



め
の
可
能
性
は
、
文
化
的
、
時
間
的
な
条
件
に
よ
っ
 

て
 、
歴
史
的
時
間
の
う
ち
に
、
あ
る
い
は
人
間
性
の
う
 
ち
に
、
現
実
化
さ
れ
明
ら
か
 

 
 

 
 

識
 が
歴
史
的
時
間
の
う
ち
に
実
現
さ
れ
る
こ
と
が
、
 
ナ
 ス
ル
 の
言
う
「
宗
教
」
な
の
 

 
 

綺
 
で
あ
る
。
 

一
 
%
 一
 

 
 

を
ア
ス
ラ
 ㌧
 
ノ
は
 ア
 ル
ダ
ス
・
ハ
ッ
ク
 

ル
 

ハ
リ
ー
の
 

う
 

華
 七
室
 
串
 
名
 に
ち
な
ん
で
「
永
遠
 知
 」
 

257 (463) 

-
 
お
 -
 

神
秘
家
の
思
想
が
ヒ
ッ
ク
の
多
元
主
義
に
似
て
い
る
と
 
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
ヒ
ッ
ク
に
 
よ
 れ
ば
、
キ
リ
ス
ト
教
 や
 

ユ
ダ
ヤ
教
と
比
べ
る
と
イ
ス
ラ
ー
ム
は
 よ
 り
多
元
主
義
 的
な
態
度
を
も
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
つ
の
 
理
由
か
ら
完
全
に
は
 多
 

元
主
義
的
枠
組
み
に
当
て
は
ま
う
な
い
。
ひ
と
つ
は
 
キ
 リ
ス
ト
教
が
も
っ
て
い
る
よ
う
な
近
代
文
化
の
規
範
 
と
 宗
教
合
同
の
様
相
に
順
 

応
 す
る
方
法
が
発
達
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
イ
ス
ラ
ー
 
A
 社
会
は
近
代
的
市
民
社
会
の
世
俗
的
規
範
を
採
用
す
 
る
 必
要
性
を
い
ま
だ
も
 

ち
 あ
わ
せ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、
 
ク
 ル
ア
ー
ン
が
そ
れ
ま
で
の
す
べ
て
の
啓
示
を
成
就
 し
 た
も
の
で
あ
る
と
み
な
 

さ
れ
て
 
い
 て
、
そ
の
た
め
に
特
殊
な
地
位
を
要
請
し
て
 
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ア
ス
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
の
点
 
こ
 そ
 ヒ
ッ
ク
が
彼
の
多
元
 

主
義
に
イ
ス
ラ
ー
ム
を
統
合
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
最
大
 
の
障
壁
な
の
で
あ
る
。
埜
 

「
宗
教
と
は
来
る
べ
き
世
に
む
か
っ
て
神
か
ら
 費
 さ
れ
 た
も
の
で
あ
る
」
と
ナ
ス
ル
は
言
う
。
こ
れ
は
諸
宗
教
 
の
 教
え
が
天
上
に
あ
 

ム
 

こ
の
よ
う
な
立
場
を
取
り
つ
つ
も
、
宗
教
に
は
 変
 

歴
史
的
な
開
示
だ
け
で
は
確
認
さ
れ
え
な
い
と
舌
口
 
う
 。
 

な
る
知
性
の
う
ち
に
保
有
し
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
 
地
 

る
 永
遠
の
「
命
令
」
と
、
地
上
に
顕
現
し
た
「
 ム
叩
ム
下
 

」
 

る
 。
つ
ま
り
宗
教
が
地
上
に
お
い
て
拡
大
す
る
こ
と
は
 

化
が
あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
い
。
彼
に
 よ
 れ
 ば
 、
永
遠
 

、
天
上
に
存
在
す
る
可
能
性
が
実
現
し
た
も
の
に
ほ
か
 

そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
は
天
上
に
あ
る
原
則
や
可
能
性
と
 
ぃ
 

と
の
関
係
を
語
る
理
由
で
あ
る
。
ナ
ス
ル
は
、
そ
れ
ゆ
 

上
の
領
域
に
下
さ
れ
た
も
の
は
、
ま
さ
に
そ
の
予
定
 

の
 聖
な
る
領
域
に
あ
る
宗
教
 

さ
れ
た
顕
現
な
の
で
あ
 

え
に
宗
教
的
真
実
在
は
 

な
ら
な
い
。
ナ
ス
ル
も
 

っ
た
 
「
た
ね
」
を
 、
聖
 



 
 

ず
の
 Ⅱ
の
二
三
日
方
 
臣
 。
ま
の
 年
 ㏄
の
）
ま
た
は
「
永
遠
知
の
哲
学
 
」
 G
 の
Ⅰ
の
 

コ
 三
田
で
巨
 0
 さ
 %
 し
と
呼
ぶ
。
ア
ス
ラ
ン
 に
ょ
 れ
ば
、
「
永
遠
 知
 」
 

は
 諸
宗
教
の
「
聖
な
る
」
と
い
う
性
質
に
充
分
な
考
察
 と
 理
解
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
宗
教
を
研
究
す
る
に
 
際
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
 

に
お
い
て
啓
蒙
 期
 以
降
の
世
俗
的
な
環
境
に
お
い
て
 発
 達
し
た
い
か
な
る
学
的
方
法
よ
り
も
適
切
な
も
の
で
あ
 
る
 。
な
ぜ
な
ら
宗
教
に
 

お
い
て
は
「
聖
な
る
」
と
い
う
特
質
こ
そ
が
最
高
の
価
 値
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
伝
統
主
義
者
 
は
 、
こ
の
よ
う
な
永
遠
 

知
は
変
容
す
る
こ
と
が
可
能
な
知
識
に
つ
い
て
語
る
と
 
い
う
独
自
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
 。
永
遠
 知
 は
あ
り
き
た
 

り
の
知
識
と
は
異
な
っ
て
 、
 知
る
者
に
対
し
て
も
永
遠
 知
 に
ふ
さ
わ
し
い
聖
な
る
性
質
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
 り
 、
そ
れ
ゆ
え
に
実
存
 

的
主
 に
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
永
遠
 知
は
 近
代
的
な
諸
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
 
文
化
を
選
択
す
る
こ
と
 

が
で
き
る
と
い
う
主
張
に
お
い
て
独
自
性
が
あ
る
の
だ
 
と
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
永
遠
 知
 に
よ
っ
て
 
、
 私
た
ち
 は
あ
ら
ゆ
る
存
在
 物
が
 

階
級
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
真
実
在
の
顕
現
の
一
部
、
 
あ
る
い
は
連
続
伸
の
一
点
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
信
じ
 
る
こ
と
が
で
き
る
よ
 う
 

に
な
る
か
ら
で
あ
り
、
よ
り
高
位
の
意
識
と
交
流
す
る
 
こ
と
に
よ
っ
て
、
さ
ら
に
確
固
と
し
た
統
合
ヘ
向
か
っ
 
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
 

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
統
合
と
は
社
会
と
の
統
合
、
人
間
 性
 と
の
統
合
、
あ
ら
ゆ
る
被
造
物
と
の
統
合
を
経
由
し
 
て
 、
最
終
目
的
と
し
て
 

究
極
的
な
実
在
へ
む
か
う
統
合
で
あ
る
。
 

ア
 ス
ラ
ン
は
、
「
永
遠
 
知
 」
は
世
俗
化
さ
れ
た
精
神
性
 に
 意
味
を
与
え
、
現
代
の
危
機
に
対
す
る
解
答
を
与
え
 
る
も
 爪
 
り
で
あ
る
と
舌
口
 

一
 
。
Ⅰ
、
う
 

0
-
 

3
 
 

力
 

そ
れ
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
言
及
は
み
ら
れ
な
 
い
 。
こ
の
よ
う
な
不
変
の
原
理
が
現
代
の
宗
教
的
危
機
 を
 乗
り
越
え
る
 鍵
 と
な
 

る
と
い
う
想
定
は
、
伝
統
的
宗
教
を
復
活
さ
せ
よ
う
と
 
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
主
義
思
想
を
示
唆
し
て
い
る
 
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
 

し
 、
ア
ス
ラ
ン
は
あ
く
ま
で
も
伝
統
主
義
に
こ
だ
わ
っ
 て
お
り
、
復
興
主
義
と
い
う
舌
口
葉
を
用
い
て
い
な
い
。
 

彼
は
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
 

主
義
（
 ヨ
コ
ロ
 
が
日
の
 
コ
 （
田
げ
邑
に
つ
い
て
は
否
定
的
で
 あ
り
、
原
理
主
義
者
は
 ク
 ル
ア
ー
ン
の
伝
統
的
な
解
釈
 を
学
 ほ
う
と
し
な
い
と
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ア
 ス
ラ
ン
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
本
来
、
多
元
主
義
的
で
 あ
っ
た
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
点
を
挙
げ
る
。
第
一
に
 
、
 神
の
啓
示
は
普
遍
 

性
 と
多
様
性
を
も
っ
て
お
り
、
ム
ス
リ
ム
だ
け
を
対
象
 
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
他
宗
教
の
信
徒
を
含
ん
だ
 
人
 類
 全
体
に
対
す
る
啓
示
 

で
あ
る
。
第
二
に
、
人
種
や
人
間
社
会
の
多
様
性
は
神
 
の
 慈
悲
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
す
べ
て
の
 
啓
 恭
生
盆
 
笘
は
、
そ
 @
 
」
に
 神
 

へ
の
服
従
（
イ
ス
ラ
ー
と
が
み
ら
れ
る
場
合
に
は
、
 

ど
れ
も
イ
ス
ラ
ー
ム
 と
 名
づ
け
ら
れ
る
。
第
四
に
 、
宗
 数
 に
は
強
制
は
認
め
ら
 

れ
な
い
。
第
五
に
 、
 神
の
前
に
あ
る
宗
教
は
す
べ
て
 イ
 ス
ラ
ー
ム
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
は
す
べ
て
 
の
 宗
教
は
ひ
と
つ
で
あ
 

る
 。
第
六
に
 、
 神
と
最
後
の
日
を
信
じ
、
正
義
を
お
 
ァ
 
」
な
 う
 者
は
だ
れ
で
も
救
済
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
 
。
こ
う
し
て
 ア
 ス
ラ
ン
 

は
 、
教
会
の
外
に
救
い
は
な
い
と
い
う
よ
う
な
排
他
主
 義
は
 イ
ス
ラ
ー
ム
の
公
的
な
教
義
で
は
な
い
た
め
に
、
 
イ
ス
ラ
ー
ム
的
多
元
主
 

 
 

。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
多
元
主
義
は
ヒ
ッ
ク
の
立
場
 
と
は
大
き
く
異
な
る
。
 

ヒ
ッ
ク
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
が
近
代
的
な
要
請
を
充
足
す
 る
こ
と
に
失
敗
し
、
み
ず
か
ら
変
わ
る
こ
と
が
で
き
な
 
か
っ
た
理
由
は
「
 啓
 

ム
豪
正
義
」
が
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
に
起
こ
ら
な
か
っ
 

た
か
ら
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、
や
が
て
は
イ
ス
ラ
ー
 ム
も
 キ
リ
ス
ト
教
と
同
様
に
 

 
 

わ
 

近
代
的
な
知
識
を
受
け
入
れ
、
宗
教
合
同
へ
と
 
向
 か
 う
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
 
多
 元
主
義
の
将
来
像
を
楽
観
視
 

 
 

一
 
㏄
 一
 

鮭
 

し
て
い
る
。
 

 
 

万
 

ム
ス
リ
ム
世
界
は
結
局
は
、
超
越
考
へ
の
信
仰
と
、
 
人
 間
 社
会
の
倫
理
性
へ
の
責
任
あ
る
参
加
を
、
近
代
的
な
 
知
識
と
結
び
っ
 

敢
争
 

け
る
と
い
う
独
自
の
 ク
 ル
ア
ー
ン
的
な
方
法
を
見
つ
け
 出
す
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
私
た
ち
は
さ
ら
に
、
こ
の
 
発
展
が
 、
ィ
ス
ラ
 

古
ホ
 

三
 
イ
ス
ラ
ー
ム
と
多
元
主
義
 

  



ス
ミ
ス
の
 Q
 ミ
め
 
～
～
 

o
n
 

思
 
冷
艶
 
鑓
 ～
 
墨
鎔
 が
い
き
の
初
版
 
は
 一
九
六
 セ
 年
に
出
版
さ
れ
、
ヒ
ッ
ク
の
 
Q
 。
㌔
Ⅰ
 
ぉ
簿
 き
め
 い
 
Ⅰ
 
き
 ～
 
v
e
 
ド
づ
 

心
隈
 

力
 Ⅰ
～
～
討
は
一
九
 

セ
 三
年
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
著
作
は
今
 
日
 、
世
界
的
な
広
が
り
を
み
せ
る
宗
教
復
興
主
義
運
動
 

が
 顕
著
に
な
る
前
に
記
 

 
 

ン
 は
神
の
舌
口
 
葉
 な
の
か
」
と
い
う
質
問
を
提
示
し
、
 次
 か
 
り
よ
う
片
山
舌
口
 

う
 。
 

ク
 ル
ア
ー
ン
が
現
世
的
な
産
物
で
あ
る
と
い
う
主
張
に
 意
味
を
与
え
る
歴
史
的
な
事
実
が
ム
ス
リ
ム
に
よ
っ
て
 
反
駁
さ
れ
 え
な
 

い
こ
と
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
が
聖
な
る
言
葉
で
あ
り
、
 信
 じ
る
者
を
救
済
す
る
た
め
の
神
の
 力
 で
あ
る
と
い
う
 主
 張
 に
意
味
を
与
え
 

 
 

る
 宗
教
的
事
実
が
外
部
の
観
察
者
に
よ
っ
て
反
駁
さ
れ
 
え
な
い
の
と
同
様
で
あ
る
。
 

そ
の
う
え
で
、
世
界
の
進
歩
と
近
代
化
に
伴
っ
て
 
、
 「
 ク
 ル
ア
ー
ン
は
神
の
舌
口
 
葉
か
 」
と
い
う
質
問
に
つ
い
て
 、
 非
ム
ス
リ
ム
を
 満
 

 
 

足
さ
せ
る
唯
一
の
解
答
と
、
ム
ス
リ
ム
を
満
足
さ
せ
る
 唯
一
の
解
答
と
が
、
同
一
の
も
の
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
 
楽
観
視
し
て
い
る
。
も
 

ち
ろ
ん
、
ス
ミ
ス
も
こ
の
よ
う
な
質
問
が
容
易
に
解
決
 
さ
れ
る
類
の
も
の
で
は
決
し
て
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
 
つ
つ
も
、
誰
に
で
も
 開
 

放
さ
れ
る
質
問
で
あ
り
、
理
解
さ
れ
 ぅ
 る
も
の
で
あ
る
 こ
と
を
強
調
す
る
。
 

私
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ム
ス
リ
ム
が
た
が
い
に
異
な
る
 
こ
と
が
な
く
な
る
だ
ろ
う
と
は
言
う
 つ
 も
り
は
な
い
。
 し
か
し
、
倫
理
 

的
な
面
か
ら
は
異
な
っ
た
対
応
を
選
ぶ
と
し
て
も
、
 
知
 的
な
側
面
か
ら
は
、
彼
ら
の
理
解
は
収
飯
す
る
に
 
違
 い
な
い
と
想
定
す
 

る
 。
世
界
に
対
す
る
反
応
、
つ
ま
り
実
存
的
宗
教
的
な
 応
答
は
、
多
分
、
個
人
的
な
、
か
っ
集
団
的
な
冒
険
で
 
あ
り
つ
づ
け
る
で
 

 
 

あ
ろ
う
。
い
っ
ぽ
 う
 、
理
論
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
 普
 通
化
す
る
こ
と
は
私
た
ち
知
識
人
の
役
目
で
あ
る
。
 

  

0 期 l 
よ 待 ム 
ぅ す 神 
な る 秘 
立 こ 生 
場 と 義 
に が の 

は で 流 
ス き れ 
き よ に 

スの つ ノ 一 34 - か む 
  K   

不乱 笘 
す 
で 

と ひ @ し 

変 強 

    カ 
@ 

@ 表 
つ 
  

明 
さ 

て れ 
  た 
主 ム 

張 日周 

と 
  

的 

致 
す 

な見 

地 
る を 

も   
    
が ， そ 

み 
ら ぅ強 く れる 承 

高恩 

  す 
      る   
    
@@ @@l ひ と 

そ を 

  含 
著 む 

    

O ま と 

いい を 

  



 
 

ほ
 神
の
言
葉
な
の
か
」
と
問
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
学
問
 
的
な
次
元
で
な
さ
れ
る
思
索
 

 
 

鮭
 
的
な
作
業
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
極
め
て
困
難
な
 事
態
を
将
来
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
よ
 う
 。
戦
闘
的
な
 運

動
で
な
く
と
も
、
一
般
に
㎝
 

抗
 
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
主
義
思
想
の
も
と
で
は
、
ム
ス
 
リ
ム
は
宗
教
法
シ
ャ
リ
ー
ア
に
固
執
す
る
こ
と
に
よ
っ
 
て
 、
い
っ
そ
う
宗
教
の
、
永
遠
  
 
 
 

 
 

趨
性
 と
不
変
性
を
よ
り
ど
こ
ろ
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
 
し
か
し
、
そ
の
発
祥
か
ら
今
日
ま
で
イ
ス
ラ
ー
ム
の
 
教
 義
と
 ム
ス
リ
ム
の
意
識
が
 柔
 

 
 

弘
敦
伝
統
の
多
様
性
と
独
自
性
を
あ
ら
た
め
て
突
き
 

つ
け
る
運
動
で
も
あ
る
。
 

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
宗
教
復
興
主
義
思
想
の
 兆
候
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
は
す
で
に
 
六
 0
 年
代
 か
ら
み
ら
れ
る
と
 い
 わ
 

れ
る
が
、
そ
れ
が
最
初
に
決
定
的
な
か
た
ち
を
突
き
っ
 け
た
の
が
一
九
 セ
 九
年
の
イ
ラ
ン
革
命
の
成
功
で
あ
っ
 た
 。
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
 

１
ム
共
和
国
の
成
立
か
ら
 二
 0
 年
を
経
た
最
近
の
 べ
う
 ン
 国
内
で
は
、
革
命
後
に
生
を
つ
け
た
若
年
層
を
中
心
 
に
し
て
、
宗
教
離
れ
現
 

家
 が
起
き
て
お
り
、
厳
格
な
宗
教
法
の
施
行
に
不
満
の
 声
が
高
ま
り
 圭
呈
 
珊
の
自
由
を
求
め
る
運
動
も
活
発
化
し
 て
い
る
。
し
か
し
、
 多
 

く
の
 イ
ス
ラ
ー
ム
 国
 ・
地
域
に
お
い
て
は
、
い
ま
だ
 復
 典
 主
義
運
動
は
、
共
同
体
の
倫
理
回
復
運
動
と
し
て
だ
 
け
で
な
く
、
社
会
・
 政
 

治
 改
革
を
標
 傍
 し
て
草
の
根
的
な
活
動
を
展
開
し
て
お
 り
 、
そ
の
勢
力
は
ま
す
ま
す
増
強
さ
れ
て
い
る
と
い
う
 
こ
と
が
で
き
ょ
 ぅ
 。
 

本
稿
で
は
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
主
義
に
つ
い
て
、
一
般
的
 
に
 「
イ
ス
ラ
ー
ム
原
理
主
義
」
と
呼
ば
れ
る
一
部
の
戦
 闘
 的
な
集
団
の
運
動
 

を
 取
り
上
げ
な
い
。
筆
者
の
い
う
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
 
主
 義
 と
は
、
伝
統
的
な
宗
教
的
実
践
の
場
を
求
め
て
教
理
 
に
 則
っ
て
原
点
回
帰
を
 

模
索
す
る
人
々
の
運
動
を
指
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
 
筆
者
の
立
場
は
 ア
 ス
ラ
ン
の
い
う
「
伝
統
主
義
」
と
 同
 じ
 か
も
し
れ
な
い
。
 こ
 

の
よ
う
な
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
宗
教
復
興
主
義
が
 、
あ
 る
 意
味
で
近
代
化
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
で
あ
る
と
す
れ
 
ば
 、
現
代
の
伝
統
回
帰
 

現
象
は
い
わ
ば
一
種
の
ポ
ス
ト
近
代
の
現
象
で
あ
る
と
 
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
ス
ミ
ス
 
や
 ヒ
ッ
ク
が
出
不
 
教
 酌
ム
日
向
 

を
 模
索
し
た
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
枠
組
み
が
 破
 ら
れ
た
後
に
出
現
し
た
運
動
、
伝
統
的
社
会
を
再
形
成
 
す
る
運
動
で
あ
り
、
 宗
 



リ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
こ
と
を
肯
定
し
 、
 彼
が
「
神
の
 @
 
ニ
 
ロ
 
葉
 」
で
あ
る
と
告
げ
て
い
る
。
彼
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
 
民
 の
た
め
に
神
の
使
徒
と
 

-
 
は
 -
 

イ
エ
ス
を
巡
る
神
学
理
論
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
い
て
は
 厳
し
い
批
判
を
受
け
る
。
ク
ル
ア
ー
ン
は
イ
エ
ス
が
 
神
 の
 霊
に
よ
っ
て
処
女
 マ
 

イ
ス
ラ
ー
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
相
違
の
第
二
点
は
 
ィ
 エ
 ス
論
で
あ
る
。
三
位
一
体
読
、
受
肉
、
十
字
架
上
の
 刑
死
、
復
活
と
い
う
 

べ
て
人
類
と
神
と
の
か
か
わ
 

恐
れ
に
基
づ
い
て
お
り
、
キ
 

ナ
ス
ル
の
立
場
を
容
認
し
 

ト
 教
に
お
い
て
は
イ
ェ
ス
は
 

範
 と
の
厳
格
な
区
別
を
求
め
 

遵
守
す
る
こ
と
は
神
と
の
 聖
 

イ
ス
ラ
ー
ム
に
お
け
る
シ
ャ
 

 
 

あ
ろ
う
。
 

り
を
支
配
す
る
三
つ
の
根
本
的
な
 

リ
ス
ト
教
は
神
の
愛
に
、
イ
ス
ラ
 

な
が
ら
、
ア
ス
ラ
ン
は
と
く
に
 イ
 

「
カ
 エ
 サ
ル
の
も
の
は
カ
エ
サ
ル
 

た
 。
い
っ
ぽ
 う
 、
ユ
ダ
ヤ
教
 と
イ
 

な
る
契
約
で
も
あ
る
。
西
洋
の
人
 

リ
ー
ア
の
意
味
と
役
割
に
つ
い
て
 

ッ
ク
 が
い
う
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
 要

素
を
包
含
し
て
い
る
が
、
本
質
的
に
は
、
 

-
a
-
 

１
ム
は
神
の
知
識
に
基
づ
い
て
い
る
」
。
 

ス
ラ
ー
ム
 と
 キ
リ
ス
ト
教
と
の
間
の
相
違
を
 

に
」
と
い
う
有
名
な
舌
口
業
に
よ
っ
て
人
間
に
 

ス
ラ
ー
ム
で
は
「
 法
 」
は
神
か
ら
与
え
ら
れ
 

々
が
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
組
み
を
と
お
し
て
 イ
 

理
解
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
は
、
こ
の
 

ム
は
 当
初
か
ら
世
俗
的
人
間
的
で
あ
っ
た
 と
 ユ

ダ
ヤ
教
は
神
に
対
す
る
 

「
 
法
 」
に
み
る
。
キ
リ
ス
 

よ
る
規
範
と
神
に
 よ
 る
 視
 

た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
 

ス
ラ
ー
ム
を
み
る
と
き
、
 

理
由
に
よ
る
と
 ア
 ス
ラ
ン
 

い
う
こ
と
に
っ
な
が
る
で
 

し
て
お
り
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
 霊
性
 と
法
を
統
合
し
、
 
法
 と
 方
式
を
含
ん
だ
独
自
の
統
合
体
系
を
提
示
し
た
。
「
 
こ
れ
ら
の
 三
 宗
教
は
す
 

ナ
ス
ル
に
よ
る
と
、
ア
プ
ラ
ハ
ム
の
宗
教
と
い
う
同
一
 
の
 伝
統
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
教
は
「
 法
 」
を
、
キ
リ
ス
ト
教
 は
 
「
霊
怪
」
を
代
表
 

で も 

あ の 
る 周 
  辺 

@@ 

起     

る 

さ 

ま 

ざ 
ま 

な状 

況 
  
変 

イヒ 

つ 
  
て 

当 
時 
と 

  
て 
ま @@ 
wsc 
馬 
  
ヰ @ ひ ・ 

ど 

柔 
軟 
な 
文寸 

応 
を 

取 
  
て 
  
た 
    

と 

・ @@ ヰ み 

周 
知 
  
事 
実 

  

軟
 に
取
り
入
れ
て
き
た
歴
史
的
変
化
や
変
遷
を
、
ど
の
 よ
う
 に
理
解
す
れ
ば
 よ
い
 の
で
あ
ろ
う
か
。
預
言
者
 ム
 

ハ
ン
マ
ド
が
、
み
ず
か
 

 
 

6
 

 
 



宗教多元主義と  
 スラーム 

で ハ 預 は へ 伸 し 
あ ム 言 な ナ ナ と の て 
る に 者 く ス て め る 人 に 仏 の 

。 比 と " ル " る 。 間 も 陀 

    
  

  認 十 偉 
め 字 大 

  ら 架 な 
れ に 使 

ヰ @ し 
て つ 徒 

である るぎ けられ 

て こ 

殺 と 

さ な 

  
    
と 繰 

    いる「 7 申 ） @ @ 了迅 比較さ ではなも完全 は 、と ム る。 ラ 的 な え め 、 な 彼 し 

い 佳 く ハ れ l な い る に キ 原 を か 
か の に ン る ム 輝 理 。 は り 型 伸 し 

ら モ ア マ ベ 
で デ フ ド き 

に き 自 今 あ ス と   
お な で 日 ま ト し 
ぃ 認 あ   り ゃ て 

も 彼 
あ か ラ は で と @ よ 

263  (469) 



し
か
し
、
こ
れ
ら
は
特
殊
な
霊
的
原
型
⑧
 
宮
 （
 @
 
（
 
E
 田
も
 q
o
 
（
 
0
 モ
で
③
と
し
て
は
彼
の
人
間
性
に
由
来
す
る
も
の
 
で
あ
る
。
こ
の
 

観
点
か
ら
み
る
と
、
預
言
者
を
特
徴
づ
け
る
も
の
と
し
 
て
 基
本
的
に
三
点
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
は
、
預
言
者
 
は
も
つ
と
も
普
通
 

的
な
意
味
の
敬
虔
と
い
う
特
質
を
も
っ
て
い
る
が
、
 
こ
 の
 特
質
は
人
間
を
神
に
結
び
つ
け
る
も
の
で
あ
る
。
 
そ
 の
 意
味
で
は
、
 
預
 

言
者
は
敬
虔
で
あ
る
。
彼
は
、
内
的
に
彼
を
神
に
結
び
 
つ
け
る
深
遠
な
敬
虔
さ
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
 は
、
 彼
を
 、
 自
ら
 

を
 含
め
て
な
に
よ
り
も
ま
ず
先
に
 、
 神
の
関
心
事
と
な
 ら
せ
た
。
第
二
点
は
 、
 彼
は
闘
争
性
と
い
う
特
質
を
有
 し
て
お
り
、
そ
れ
 

は
 真
実
を
拒
絶
し
調
和
を
撹
乱
す
る
あ
ら
ゆ
る
も
の
に
 
対
す
る
闘
争
に
は
、
つ
ね
に
積
極
的
に
従
事
す
る
と
 
ぃ
 ぅ
 特
質
で
あ
る
。
 

外
面
的
に
は
そ
れ
は
軍
事
的
で
あ
れ
、
政
治
的
あ
る
 
ぃ
 は
 社
会
的
で
あ
れ
、
戦
闘
で
あ
り
、
預
言
者
が
「
 小
ジ
 
ハ
ー
ド
」
と
名
づ
 

け
た
戦
い
で
あ
っ
た
。
内
的
に
は
こ
の
戦
闘
性
は
肉
的
 な
 精
神
 
す
呈
 し
に
対
す
る
果
て
し
な
い
戦
い
で
あ
り
 
、
人
間
に
お
い
て
 

-
 
巧
一
 

神
と
神
の
意
志
を
拒
絶
す
る
傾
向
の
あ
る
あ
ら
ゆ
る
も
 
の
に
対
す
る
戦
い
で
あ
り
、
「
 大
 ジ
ハ
ー
ド
」
て
あ
る
 

最
後
の
点
 

は
 、
 預
 舌
口
者
が
完
壁
な
ま
で
に
雅
量
に
富
む
こ
と
で
あ
 
る
 。
彼
の
精
神
は
信
仰
深
い
す
べ
て
の
ム
ス
リ
ム
が
感
 
じ
る
威
厳
を
表
現
 

 
 

し
て
い
る
。
ム
ス
リ
ム
に
と
っ
て
は
、
彼
は
出
 示
 高
さ
と
 高
潔
さ
が
擬
人
化
し
た
存
在
で
あ
る
。
 

ア
 ス
ラ
ン
に
よ
る
と
、
ナ
ス
ル
は
三
位
一
体
調
、
イ
エ
 ス
の
 受
肉
、
キ
リ
ス
ト
の
神
性
な
ど
の
キ
リ
ス
ト
教
 
と
 イ
ス
ラ
ー
ム
の
間
で
 

起
こ
る
論
議
を
避
け
、
対
話
を
促
進
す
る
た
め
に
は
 
近
 代
 認
識
論
や
近
代
哲
学
が
「
ひ
と
っ
の
真
実
が
二
つ
の
 
異
な
っ
た
様
相
に
み
え
 

-
 
町
 -
 

る
 」
こ
と
を
許
容
し
て
い
く
か
ど
う
か
に
つ
い
て
考
え
 る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
述
べ
て
い
る
。
伝
統
的
な
 
哲
 学
的
視
点
で
は
、
ひ
と
 

る な立 軽視 。 
し 場 イ 

て な ス 
い と う 

る る l 
。 ム ム 

ス に 

リ お 
ム け 
学 る 

者 こ 

さ の 
え よ 

も ， っ 

彼 な 
を 独 
通 日 

営 め 
の 視 
火 点 
間 は と 
し ョ 

て l 
描 ロ     
と の 
に 研 

精 究 
力 者 
き め 
傾 多 

廿プ 、 @, @ し 

預 は 

理解 言者 

と さ 

し れ 
て な   
本 は 
貫 か 
な り 

血 … か 
視   
す 近 
る 7 代 
か 的 

  



宗教多元主義と 々 

ヒ
ッ
ク
に
よ
れ
 ば
 、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
祈
り
に
見
ら
れ
 る
 
「
 
父
 な
る
 神
 」
と
い
う
表
現
は
本
来
的
に
は
三
位
一
 体
 の
 父
 と
し
て
の
神
 

を
 表
現
す
る
も
の
で
は
な
く
、
「
父
の
よ
う
な
 神
 」
で
 あ
り
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
記
さ
れ
て
い
る
「
慈
悲
深
き
 
慈
 愛
 あ
ま
ね
き
神
」
と
 同
 

一
 
㎎
 -
 

様
の
観
念
で
あ
る
。
ヒ
ッ
ク
は
 、
 「
イ
エ
ス
自
身
は
神
 
を
純
粋
に
唯
一
の
存
在
と
し
て
認
識
し
、
一
神
論
的
に
 
み
て
い
た
」
と
し
て
、
 

ム
 

イ
エ
ス
の
神
観
念
は
ム
ハ
ン
マ
ド
の
理
解
と
共
通
 
す
る
も
の
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
同
一
の
セ
ム
 
的
伝
統
上
に
あ
る
宗
教
と
し
 

 
 

が
て
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
第
一
章
「
開
扉
 章
 」
は
キ
リ
 ス
ト
教
の
「
主
の
祈
り
」
と
共
通
性
を
も
つ
こ
と
は
 
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
 

し
 、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
イ
エ
ス
の
受
肉
、
 賄
 罪
の
 死
 と
復
活
と
い
う
信
仰
が
な
け
れ
ば
キ
リ
ス
ト
教
は
 
キ
 リ
ス
ト
 教
 と
な
る
こ
と
 

は
で
き
な
い
。
ま
た
神
の
言
葉
と
し
て
の
 ク
 ル
ア
ー
ン
 
の
 超
越
性
と
神
聖
性
、
最
後
の
預
言
者
と
し
て
の
 
ん
ハ
 ン
マ
ド
の
召
命
を
認
め
 

る
こ
と
が
な
い
な
ら
、
イ
ス
ラ
ー
ム
は
イ
ス
ラ
ー
ム
 と
 し
て
の
存
在
意
義
を
失
 う
 で
あ
ろ
う
。
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四 

イ
ス
ラ
ー
ム
と
キ
リ
ス
ト
教
１
１
宗
教
間
対
話
 
へ
 む
け
て
 

つ
の
事
実
、
つ
ま
り
キ
リ
ス
ト
の
地
上
で
の
最
後
に
関
 

す
る
立
場
に
つ
い
て
、
二
つ
の
異
な
っ
た
世
界
に
よ
っ
 

て
 、
あ
る
い
は
二
つ
の
 

異
な
っ
た
宗
教
的
観
点
に
よ
っ
て
、
内
的
な
矛
盾
な
ど
 

な
い
ま
ま
に
二
つ
の
様
相
と
み
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
で
 

あ
っ
た
が
、
近
代
哲
学
 

は
こ
れ
を
許
容
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
と
言
 

う
 。
 こ
 こ
で
は
近
代
認
識
論
や
哲
学
が
い
か
な
る
も
の
と
し
て
 

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
 

は
 、
明
瞭
で
は
な
い
 
0
 し
か
し
、
こ
の
 ょ
う
 な
立
場
が
 現
代
の
イ
ス
ラ
ー
ム
の
な
か
に
論
理
的
矛
盾
も
な
く
 

受
 け
 入
れ
ら
れ
る
と
は
 
思
 

わ
れ
な
い
。
ア
メ
リ
 
ヵ
 で
物
理
学
と
数
学
を
学
ぶ
こ
と
 
か
ら
出
発
し
た
ナ
ス
ル
の
思
想
は
、
や
は
り
近
代
と
い
 

う
 枠
組
み
の
う
ち
で
 
展
 

閲
 さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
ヒ
ッ
ク
の
 

三
 佳
一
体
読
 や
 キ
リ
ス
ト
の
受
肉
 
説
 に
対
す
る
理
論
に
も
 
共
通
す
る
も
の
が
み
ら
 

れ
る
。
 





私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
談
話
か
ら
な
に
を
学
べ
ば
よ
い
 

の
か
。
筆
者
も
多
元
主
義
に
宗
教
間
の
対
話
と
寛
容
の
 

精
神
を
期
待
す
る
も
 

ム
 
の
で
は
あ
る
が
、
ヒ
ッ
ク
の
宗
教
多
元
主
義
も
 

ナ
 ス
ル
 の
伝
統
正
義
か
ら
の
発
言
も
、
こ
れ
ま
で
実
際
的
 

な
 成
果
を
上
げ
て
き
た
と
は
 

 
 

わ
 
舌
口
 
ぃ
 が
た
い
。
た
が
い
に
共
通
す
る
側
面
の
み
を
 

提
示
し
て
対
話
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
神
学
 

的
な
対
立
や
教
義
上
の
矛
盾
 

 
 

翻
 
を
は
ら
む
点
に
つ
い
て
は
問
題
を
先
送
り
す
る
だ
 

け
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
。
 

%
 
 

%
 
 

は
な
か
っ
た
で
あ
ろ
向
か
。
筆
者
は
イ
ス
ラ
ー
ム
に
三
 

「
宗
教
多
元
主
義
」
を
文
字
通
り
に
解
釈
す
れ
ば
、
 

 
 

 
 

 
 

  

一
リ
一
 

最
後
に
、
ナ
ス
ル
は
、
近
代
的
科
学
は
神
学
を
導
く
こ
 
と
が
で
き
な
い
と
 琢
 方
言
し
た
が
、
ヒ
ッ
ク
は
こ
れ
に
は
 同
意
を
示
し
た
。
 

し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
宗
教
も
ま
た
超
越
者
に
応
 
答
 し
て
い
る
と
信
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
 
究
極
的
な
聖
な
る
存
在
 

ざ
 耳
目
 注
 の
四
 
%
 ぎ
の
力
の
㏄
 
巨
 ち
は
人
間
の
感
覚
や
概
念
 を
 超
越
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
て
 知
覚
さ
れ
異
な
っ
た
 経
 

験
を
引
き
起
し
、
多
様
な
側
面
や
か
た
ち
を
も
つ
も
の
 
と
し
て
表
現
さ
れ
る
と
す
る
。
 

ナ
ス
ル
は
ヒ
ッ
ク
の
舌
口
 
う
 真
実
在
を
「
ハ
ッ
ク
」
 宙
ヴ
 

 
 

遠
点
と
共
通
点
を
上
 

げ
る
。
二
人
の
相
違
点
は
、
ヒ
ッ
ク
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
 
世
界
 
ざ
 コ
オ
の
お
の
）
に
お
い
て
宗
教
的
真
理
の
多
様
な
 
「
結
晶
化
」
を
神
聖
な
 

存
在
へ
の
よ
り
い
っ
そ
う
人
間
的
な
応
答
と
み
な
す
こ
 
と
で
あ
り
、
一
方
の
ナ
ス
ル
は
、
そ
れ
ら
の
結
晶
化
を
 
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
的
状
 

況
 に
照
ら
し
た
神
聖
な
処
方
だ
と
み
る
点
で
あ
る
。
 ナ
 

ぅ
 し
て
ナ
ス
ル
は
、
神
的
な
開
示
が
、
た
ん
に
真
実
在
 

ス
か
 も
イ
ス
ラ
ー
ム
神
学
の
あ
ら
ゆ
る
処
方
が
神
に
よ
 

に
 対
す
る
人
間
の
応
答
で
あ
る
と
い
う
ヒ
ッ
ク
の
立
場
 
を
否
定
す
る
。
鼎
談
の
 

っ
て
開
示
さ
れ
て
い
る
 

と
は
言
わ
な
い
が
、
た
と
え
ば
聖
な
る
儀
礼
や
聖
書
、
 神
学
の
あ
る
種
の
処
方
な
ど
は
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
の
 
う
 ち
で
神
に
よ
っ
て
定
め
 

ら
れ
、
開
示
さ
れ
て
お
り
、
神
の
定
め
や
 命
ム
 
下
は
つ
ね
 に
 受
け
手
で
あ
る
人
間
の
器
の
範
囲
や
能
力
に
照
ら
し
 
て
 生
じ
る
と
す
る
。
 こ
 



註
 

@
 
）
ヒ
ツ
ク
は
諸
宗
教
の
核
と
し
て
の
超
越
的
存
在
を
（
 プ
 の
 力
 0
 目
 -
 臼
の
 

C
@
 

ヨ
 の
 石
屋
 の
ノ
目
 

（
 
ピ
 ・
目
の
宋
の
 

ド
甘
 
（
 
ピ
 な
ど
の
用
語
を
 用
い
て
い
る
が
、
詳
細
な
 

ム
 の
神
に
つ
い
て
、
同
一
 

を
信
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
 

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
 

な
議
論
が
要
請
さ
れ
る
の
 

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
 

義
を
江
 意
 深
く
避
け
る
こ
 

理
の
絶
対
性
を
主
張
す
る
 

教
 共
同
体
を
擁
す
る
イ
ス
 

運
営
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
 

代
 は
な
い
。
 
多
 宗
教
間
の
 

求
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
 

の
神
が
異
な
っ
て
呼
ば
れ
表
現
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
 
は
 充
分
で
は
な
い
と
し
て
「
わ
た
し
た
ち
は
同
じ
 
神
 

-
 
記
 -
 

う
か
」
と
い
う
問
い
を
発
し
て
い
る
。
ヒ
ッ
ク
の
立
場
 
は
 
「
彼
の
宗
教
多
元
主
義
」
と
い
う
立
場
か
ら
離
れ
 

が
、
 私
た
ち
は
こ
の
問
い
に
あ
ら
た
め
て
向
き
合
う
こ
 
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
こ
で
ど
の
 
よ
う
 

か
 、
具
体
的
な
こ
と
は
筆
者
に
は
ま
だ
わ
か
ら
な
い
。
 

イ
ス
ラ
ー
ム
の
宗
教
復
興
主
義
に
関
し
て
多
元
主
義
的
 な
 考
察
を
お
こ
な
う
場
合
に
は
、
暴
力
的
な
排
他
主
 

と
が
重
要
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
は
不
寛
容
な
宗
教
と
 
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
負
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
 教
 

-
 
訪
 -
 

宗
教
は
イ
ス
ラ
ー
ム
だ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
し
か
し
 
、
そ
の
多
彩
で
独
自
の
働
き
と
そ
の
働
き
を
担
う
 
宗
 

ラ
ー
ム
社
会
は
一
四
 0
0
 年
の
歴
史
を
通
じ
て
、
多
種
 多
様
な
伝
統
や
文
化
を
包
含
し
な
が
ら
も
躍
動
的
に
 

よ
う
な
多
元
共
存
の
社
会
に
み
ら
れ
る
「
寛
容
性
」
を
 再
検
討
し
承
認
す
る
試
み
が
今
ほ
ど
要
請
さ
れ
る
 
時
 

対
話
と
相
互
理
解
が
緊
急
の
課
題
で
あ
る
今
こ
そ
、
 
さ
 ま
ざ
ま
な
宗
教
伝
統
を
正
し
く
理
解
し
学
ぶ
姿
勢
が
 

 
 

 
 

 
 

宗
教
多
元
主
義
の
手
法
が
有
効
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
 
。
ヒ
ッ
ク
は
い
み
じ
く
も
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
神
、
キ
リ
ス
 
ト
 教
の
神
、
イ
ス
ラ
ー
 

け
 

を
 取
る
が
、
と
も
す
れ
ば
宗
教
復
興
主
義
は
自
己
中
心
 
主
義
や
排
他
主
義
を
伴
 い
 や
す
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
 れ
の
宗
教
が
も
っ
独
自
 

 
 

 
 

性
を
 、
本
来
的
な
独
自
性
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
 
っ
て
、
他
宗
教
と
の
対
立
点
を
あ
り
の
ま
ま
に
分
析
し
 考
察
す
る
た
め
に
は
、
 

2
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信
者
の
宗
教
的
生
活
の
な
か
に
実
現
し
て
い
る
生
き
た
現
実
と
し
 
て
の
宗
教
へ
と
移
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る
。
「
 

神
々
の
和
解
」
一
一
 

 
  

 

二
六
頁
一
に
も
簡
潔
な
解
説
が
見
ら
れ
る
。
 

 
 

 
 

@
 
）
 
ア
 ス
ラ
ン
は
、
ス
ミ
ス
の
「
蓄
積
さ
れ
た
伝
統
」
と
い
う
 
考
え
は
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に
つ
い
て
 説
明
す
る
場
合
に
は
有
効
で
 

-
 

あ
る
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
 

特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
ス
ミ
ス
も
 
認
 め
る
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
不
変
性
と
い
う
概
念
が
中
心
的
 ア
ー
マ
と
し
て
現
れ
Ⅲ
 

る
の
は
、
ム
ス
リ
ム
が
イ
ス
ラ
ー
ム
 

法
 シ
ャ
リ
ー
ア
に
強
固
に
し
 
た
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
言
う
。
市
隠
 

憶
ぎ
 東
下
 ぎ
鑓
 済
ま
・
 Ⅰ
・
 
ト
 Ⅰ
 

-
 睡
 
ヒ
ッ
ク
に
お
け
る
「
宗
教
 
@
 語
」
に
つ
い
て
は
「
宗
教
 多
 元
主
義
の
探
究
」
四
八
 
｜
五
セ
 頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
 

@
 
一
 
イ
ス
ラ
ー
ム
が
そ
の
発
祥
期
か
ら
寛
容
な
宗
教
で
あ
っ
た
 
か
 否
か
は
、
議
論
の
対
象
と
な
る
。
「
神
々
の
和
解
し
 

宕
六
｜
 七
三
頁
 -
 に
は
教
義
的
な
 

検
討
か
ら
最
近
の
動
向
ま
で
、
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
 

結
論
的
に
は
「
イ
ス
ラ
ー
ム
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
全
体
と
し
 て
 不
寛
容
な
宗
教
で
 

あ
る
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
概
し
 
て
 イ
ス
ラ
ー
ム
の
政
治
的
支
配
 力
 が
優
勢
な
地
域
で
は
他
宗
教
 に
 対
し
て
寛
容
な
政
 

策
 が
と
ら
れ
、
 
多
 宗
教
文
化
が
た
が
い
に
影
響
を
与
え
合
っ
て
 融
 ム
ロ
的
な
文
明
が
成
立
し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
ア
ー
ム
ス
ト
 

ロ
ン
グ
は
イ
ス
ラ
ー
 

ム
が
 ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
と
比
べ
て
決
し
て
不
寛
容
で
暴
力
 
的
な
宗
教
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
イ
ス
ラ
ー
ム
初
期
の
歴
史
的
 
経
緯
か
ら
説
明
し
て
 

い
る
。
カ
レ
ン
，
ア
ー
ム
ス
ト
ロ
ン
グ
著
、
塩
尻
・
池
田
 訳
 
「
 聖
戦
の
歴
史
 ヒ
柏
 書
房
、
 
二
 0
0
 

一
年
、
四
七
 ｜
 六
九
頁
、
と
く
 に
 六
四
百
メ
、
 
@
@
 

頁
 。
上
岡
・
中
野
・
日
野
・
三
木
編
「
イ
ス
ラ
ム
世
界
の
人
々
 
1
 総
論
」
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
四
年
、
一
三
 ｜ 
一
六
頁
、
 八
五
 ｜
ハ
セ
頁
 。
 三
 

木
 百
一
「
世
界
史
の
第
二
ラ
ウ
ン
ド
は
可
能
か
日
平
凡
社
、
一
九
九
 

八
年
。
 

（
Ⅳ
一
 %
 ざ
拝
，
 ）
の
の
廷
の
 

ゅ
 口
ロ
 目
仁
ぎ
 ヨ
ヨ
 き
，
ぎ
か
 ぎ
ま
ぎ
 ぬ
 弍
 0
 ぺ
 ～
も
母
も
ぎ
 ぃ
 
あ
め
 力
 Ⅰ
～
～
 

淀
す
 十
目
 0
 ゴ
 コ
雷
は
拝
エ
ゆ
う
 席
ま
 

r
e
 

。
Ⅰ
 
0
 む
 %
 。
 目
 -
 Ⅱ
の
 
つ
 ・
 ト
 の
の
さ
 
-
 

っ
口
 
・
コ
千
二
 

m
,
 

二
 %
 拝
 ぎ
や
も
 ぶ
ぎ
 ～
～
 

o
n
-
 
つ
口
・
の
の
 

ゴ
お
下
 ・
ア
ー
ム
 ス
ト
ロ
ン
グ
、
前
掲
 
書
 、
五
七
頁
。
 

-
 
仏
 -
 
ヱ
は
下
，
 ）
の
 
き
 の
 り
 コ
 %
 目
口
 プ
ゅ
 
ヨ
ヨ
 注
，
 ・
 つ
 ・
 コ
り
 

（
ハ
リ
 

-
 
）
 
b
@
 
隼
 ：
 口
 ・
）
）
Ⅱ
 

一
 
㏄
 一
コ
ガ
 5
%
 き
で
 も
 ミ
き
 ～
～
 

も
 さ
。
 
つ
 ・
 
品
 

-
 
初
 -
 
下
色
 ロ
コ
 
・
 ん
ミ
鑓
ぎ
武
め
憶
 
ぎ
こ
 凄
 ま
。
 ワ
 の
の
 

一
 
㌶
 -
 
丁
 げ
打
む
 慈
ま
 ぼ
 も
 -
 つ
 つ
 燵
 @
 の
 

ボ
の
 ）
Ⅰ
 ォ
日
 ：
口
口
・
ト
下
っ
 

l
 ロ
下
り
 

一
別
 -
 
下
 ざ
五
 ，
甘
き
の
 ぃ
コ
 
色
目
ロ
 ア
 リ
ヨ
 日
い
ロ
，
 
・
ワ
ト
 
ま
 

一
 
%
 ）
 
下
 匹
目
。
 涛
ミ
憶
 ぎ
ま
 
め
 ㌧
 ぎ
き
 済
ま
 -
 も
や
）
の
 
ド
 
@
 の
の
・
 
出
ガ
ダ
 も
 ～
も
 
ま
 ～
ぬ
 
れ
 ・
や
）
 
ミ
 ・
 ぎ
 甘
も
 ぶ
ぎ
 ～
～
 

0
 さ
，
ロ
 
・
 
お
ダ
，
 ）
の
留
の
リ
コ
色
目
 
仁
 下
ゆ
ヨ
ヨ
㏄
 
窪
，
 
-
 で
で
 
・
 ト
ト
 
Ⅱ
 一
 

ト
ト
㏄
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ら
れ
る
。
「
口
調
 ザ
 ヒ
ー
プ
・
ム
ス
リ
ム
」
（
日
本
サ
ウ
デ
ィ
ア
 

ラ
 ビ
ア
協
会
、
一
九
八
九
年
 -
 第
三
巻
、
四
七
頁
。
し
か
し
、
 

預
 @
 
盲
者
ム
ハ
ン
マ
ド
は
 

 
 

マ
ッ
カ
の
開
城
が
終
わ
っ
た
際
に
、
戦
闘
を
意
味
す
る
ジ
ハ
ー
ド
 
を
 
「
 小
 ジ
ハ
ー
ド
」
と
呼
び
、
「
こ
れ
か
ら
は
宗
教
的
な
修
養
を
 
意
味
す
る
 人
 ジ
ハ
㌘
 

 
 

｜
ド
に
 勤
し
む
よ
う
に
」
と
告
げ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
の
伝
承
 か
ら
ジ
ハ
ー
ド
は
必
ず
し
も
戦
闘
行
為
を
意
味
し
な
い
と
い
う
 
議
論
が
な
さ
れ
る
。
 

 
 
 
 
 
  
 

旦
ぎ
 注
 
（
 
し
 n
 ぢ
ミ
 S
 る
の
 
も
ぎ
 隈
 
か
ぎ
 ま
 -
 の
ロ
 ・
 
力
 0
 峯
 
門
出
立
 0
 し
 
参
照
。
 

-
 
仏
）
 
Z
p
 の
 
q
-
 
ミ
毘
 
ぬ
も
 
い
 ・
 づ
口
 
・
㍉
㏄
 

l
 Ⅱ
 下
 

-
 
町
一
下
の
寸
 戸
再
鸞
憶
ぎ
き
 め
㌧
 ぎ
 S
 淀
 ま
・
 つ
 い
。
 
脂
 

（
㎎
 -
 
エ
ガ
 F
.
 

よ
の
 

下
ヨ
ぃ
コ
ロ
 の
す
Ⅱ
が
（
 

守
コ
目
 0
 コ
 0
 け
す
 
臼
の
日
 ，
ぎ
お
 ぎ
 ミ
い
 寸
 い
さ
 ヨ
っ
 ミ
下
 隈
 も
ぎ
㏄
あ
 
い
力
 Ⅰ
 蓮
涛
 。
つ
 
つ
り
 l
9
.
 
 

こ
の
 

め
柵
 
文
で
 ヒ
ッ
ク
は
伝
統
的
な
 

三
位
一
体
読
と
受
肉
 
説
を
 リ
ベ
ラ
ル
に
 
再
 解
釈
し
宗
教
多
元
主
義
 に
 当
て
は
め
る
作
業
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
神
学
思
想
は
特
定
 の
場
と
時
代
に
生
き
 

た
 人
々
の
学
的
業
績
で
あ
り
、
聖
書
 学
や
 キ
リ
ス
ト
教
史
な
ど
の
 
近
代
的
な
研
究
成
果
で
あ
り
、
ま
た
私
た
ち
が
今
、
宗
教
的
に
 多
元
性
の
あ
る
世
界
 

に
住
ん
で
い
る
と
い
う
緊
急
性
に
よ
っ
て
起
こ
っ
た
パ
ラ
ダ
イ
ム
 
シ
フ
ト
で
あ
る
と
位
置
づ
け
て
い
る
 

a
 や
）
。
㏄
Ⅰ
 

-
 
㎎
 -
H
 荘
伜
 ・
 ロ
 ・
）
の
・
 -
 
㏄
 -
 
字
 乙
 ：
 ワ
 ㏄
 臼
 ㍉
 

訂
 ）
サ
ド
戸
口
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
真
理
、
真
実
、
現
実
、
権
利
 

」
な
ど
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、
 

日
 ・
 
コ
 お
と
と
し
て
（
す
の
 円
 r
u
 
臼
 
つ
ま
り
「
 神
 」
を
 表
 

す
 。
 

一
塊
）
ト
ム
 ド
戸
 @
@
 
：
で
 
づ
 ・
 
い
 。
㏄
 
@
 。
の
 

一
 
%
-
 
宗
教
多
元
主
義
を
「
対
話
理
論
」
と
し
て
発
展
す
る
可
能
 
性
を
持
っ
た
仮
説
と
し
て
捉
え
る
と
い
う
実
践
的
な
考
え
も
あ
 る
 。
「
神
々
の
和
解
」
 
一
 

三
九
 ｜
 
一
四
 0
 頁
 。
筆
者
も
原
則
的
に
は
こ
の
立
場
を
支
持
す
る
 。
ヒ
ッ
ク
の
枠
組
み
を
超
え
て
対
話
理
論
を
構
成
す
る
こ
と
が
 
要
請
さ
れ
る
か
ら
で
 

あ
る
。
 

弦
 @
 
 こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
示
唆
的
な
記
述
が
ヒ
ッ
ク
に
見
え
 
る
 。
 ヱ
は
 托
 し
 ～
も
 
ま
 ～
 
ぬ
 
d
,
 毛
 ・
 
P
 驚
凸
 ㏄
・
ヒ
ッ
ク
は
「
ひ
と
つ
 の
神
が
二
 0
0
0
 
年
も
の
 

間
 、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
歴
史
の
な
か
に
自
ら
を
現
し
、
次
に
ナ
ザ
レ
 
の
 イ
エ
ス
と
し
て
受
肉
し
て
現
れ
、
そ
こ
で
は
以
前
に
は
隠
さ
 
れ
て
い
た
三
位
一
体
 

的
な
本
質
が
顕
現
し
て
お
り
、
そ
れ
か
ら
 六
 0
0
 
年
を
経
て
ク
ル
 
ア
ー
ン
の
ア
ッ
ラ
ー
と
し
て
本
来
の
唯
一
性
へ
と
復
帰
し
て
、
 

か
つ
て
受
肉
し
た
こ
 

と
を
否
定
す
る
と
い
う
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
」
と
い
う
問
い
 
な
 な
げ
か
け
て
い
る
が
、
結
局
は
、
さ
ま
ざ
ま
に
表
現
さ
れ
る
 「
 
神
 」
が
究
極
的
な
 

聖
な
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
に
集
約
さ
れ
、
再
び
宗
教
 
多
 元
三
菱
へ
と
還
元
さ
れ
る
。
こ
の
占
が
ヒ
ッ
ク
の
限
界
な
の
で
 
あ
ろ
う
か
。
 

亮
 @
 
 こ
の
こ
と
は
ヒ
ツ
ク
に
対
す
る
キ
リ
ス
ト
教
学
者
た
ち
の
 
反
論
を
み
る
と
よ
く
理
解
で
き
る
。
「
キ
リ
ス
ト
教
の
教
理
が
唯
 一
 的
で
あ
る
と
 @
 え
る
 

こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
承
認
す
る
こ
と
は
、
伝
統
を
正
し
く
理
解
し
 
、
そ
の
統
語
論
と
意
味
論
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
に
必
要
不
 
可
 欠
な
の
で
あ
る
ご
 

G
.
 
デ
コ
ス
タ
 編
 、
森
本
あ
ん
 
り
訳
日
 キ
リ
ス
ト
教
は
多
宗
教
を
 
ど
う
考
え
る
か
 
ヒ
 散
文
館
、
一
九
九
 
セ
年
 、
二
一
四
頁
。
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1
 
 

「
プ
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
」
と
は
 

 
 

 
  

 

    
キな何 見 れ欧が論 

  文要ヒ 7 いださ との１ ｜ 肩 ）、入宋 「仏教 るが、 文化 - 日 、 
プ 
ノレ 

  
ラ 
@@@@ ノ 

ズ 
ム 
    

小知 私 
多一 

状 万 
況   

と   

本卦 笘 
（約文 やお 

対 
- 一 - - Ⅰ 昔 

  
苛 斤 

題 
状 
況 
と 
課 

題   
高 

教 あ に   
関心を いださ （終末 との 出 リスト 明治期 イ一 - 一 一 口 一 

れ 講会 教以示 
良 

してい ヘ異 る に立つ 」が語 降は 、 
質肩 が ら 西 る 

「
プ
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
」
と
「
宗
教
対
話
」
 

八
 
仏
教
と
一
神
教
的
宗
教
と
の
出
会
い
 せ
 の
 視
点
か
ら
 



㈲
「
排
他
論
の
お
ぎ
の
目
の
 
ヨ
 ・
包
括
論
ぎ
の
ぎ
の
ぎ
の
 ヨ
 ・
多
元
論
で
ぎ
「
㏄
二
の
日
」
、
㈱
宗
教
対
話
、
㈲
（
 
諸
 ）
宗
教
 の
神
学
、
等
が
挙
げ
ら
 

れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
 
が
ら
で
あ
る
。
拙
論
は
、
そ
れ
ら
の
キ
ー
ワ
ー
ド
群
に
 
よ
っ
て
語
ら
れ
る
と
こ
 

ろ
の
 
会
 現
代
に
お
け
る
宗
教
多
元
状
況
中
に
つ
い
て
、
 特
に
、
「
宗
教
「
間
」
対
話
」
と
り
わ
け
、
（
仏
教
と
 
一
神
教
的
宗
教
と
の
 
出
 

会
い
 マ
 

の
視
点
か
ら
愚
考
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
 あ
る
。
 

二
十
世
紀
の
現
代
人
に
と
っ
て
、
宗
教
は
、
も
は
や
、
 自
明
な
こ
と
が
ら
で
は
な
い
。
か
つ
て
の
よ
う
に
、
 
宗
 教
が
 生
活
世
界
に
お
 

け
る
自
明
な
も
の
と
し
て
存
在
し
て
い
た
よ
う
な
状
況
 
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
宗
教
と
し
て
の
 
教
え
、
背
景
・
基
盤
と
 

な
っ
て
い
る
文
化
的
伝
統
も
全
く
異
に
す
る
宗
教
 

だ
 属
す
る
人
々
）
同
士
が
混
在
し
、
ま
た
、
衝
突
す
る
 
ょ
 う
な
状
況
も
各
地
に
生
 

ま
れ
て
き
た
。
宗
教
と
宗
教
が
出
会
い
、
宗
教
と
非
 宗
 教
が
 出
会
っ
て
い
る
。
「
文
明
の
衝
突
」
、
「
ニ
ヒ
リ
ズ
 

ム
 」
（
宗
教
的
価
値
の
喪
 

失
 ）
が
語
ら
れ
、
「
 
ゐ
 
ホ
教
対
話
」
が
試
み
ら
れ
る
。
 

歴
 支
社
会
に
は
、
複
数
の
宗
教
の
併
存
あ
る
い
は
混
在
（
 
平
和
的
共
存
の
場
合
、
 

あ
る
い
は
、
排
他
的
緊
張
関
係
）
の
事
例
も
少
な
く
な
 
い
が
、
現
代
の
プ
ル
ー
ラ
リ
ズ
ム
（
宗
教
多
元
状
況
）
 
は
 、
そ
の
よ
う
な
も
の
 

で
は
な
い
。
単
に
自
身
の
帰
依
す
る
宗
教
の
み
な
ら
ず
 、
宗
教
そ
の
も
の
の
が
問
い
と
化
し
て
い
る
よ
う
な
 
事
 態
 が
合
地
 マ
 と
し
て
 現
 

れ
て
い
る
、
そ
の
よ
う
な
公
ホ
 数
 多
元
状
況
）
と
言
え
 る
 だ
ろ
う
。
 

宗
教
対
話
と
い
う
関
心
は
、
キ
リ
ス
ト
教
世
界
に
お
い
 
て
 生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
、
多
く
用
い
ら
 
れ
る
「
宗
教
 ロ
 
間
コ
 対
 

話
 」
と
い
う
表
現
は
、
字
義
と
し
て
価
値
中
立
的
で
あ
 
る
が
、
元
来
、
「
他
宗
教
と
の
対
話
」
と
表
現
さ
れ
て
 き
た
も
の
で
あ
る
。
 

そ
 

れ
は
、
ま
た
、
「
（
 諸
 ニ
 %
 教
の
神
学
」
と
も
表
現
さ
れ
 て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
他
宗
教
と
の
対
話
」
と
い
う
 
関
心
は
 、
 「
エ
キ
ュ
メ
 ニ
 

ズ
ム
運
動
」
と
の
関
連
に
お
い
て
生
ま
れ
て
き
た
も
の
 
で
あ
る
。
「
エ
キ
ュ
メ
ニ
ズ
ム
」
は
、
元
来
、
キ
リ
ス
 ト
教
 世
界
の
（
 円
 ）
に
 

お
け
る
多
様
性
を
関
心
事
と
す
る
も
の
、
つ
ま
り
、
 歴
 史
的
に
成
立
し
て
き
た
諸
教
会
の
間
に
お
い
て
、
会
本
 来
の
、
 
一
つ
の
 マ
 「
世
界
   



  l @ 」 と 宗教対話 
 
 

な
っ
て
い
る
。
こ
の
「
多
元
論
」
は
 、
 （
キ
リ
ス
ト
教
 
の
 ）
独
自
な
（
 信
 ）
理
解
を
中
心
と
す
る
よ
う
な
「
 排
 他
弘
柵
 。
Ⅹ
の
ざ
の
 

才
ガ
ヨ
 」
、
 
5
 

 
 

あ
る
い
は
、
非
信
者
を
も
 
宅
 匿
名
の
キ
リ
ス
卜
者
」
 の
よ
う
に
）
自
身
の
会
 信
 や
へ
の
途
上
存
在
者
と
位
置
 
づ
け
る
「
包
括
論
 
ぎ
 

教
会
」
を
志
向
す
る
運
動
で
あ
る
。
他
方
、
「
（
 諸
 ニ
本
 
教
の
神
学
」
あ
る
い
は
「
他
宗
教
と
の
対
話
」
は
、
 
不
外
 
）
の
多
様
性
を
関
心
事
 

と
す
る
。
両
者
の
関
心
の
在
り
様
は
、
元
来
、
余
内
 マ
 と
八
外
マ
 と
い
う
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
内
実
は
 
、
現
代
の
（
 ゐ
 
示
教
多
元
 

状
況
中
に
お
い
て
不
可
分
に
連
動
し
て
い
る
、
む
し
ろ
 、
表
裏
一
体
的
な
事
態
に
他
な
ら
な
い
。
 

「
（
 
諸
二
 示
教
の
神
学
」
は
、
他
宗
教
の
存
在
を
神
学
的
 関
心
事
と
す
る
が
、
単
に
、
字
義
通
り
の
他
宗
教
だ
け
 
を
 扱
 う
 の
で
は
な
い
。
 

「
宗
教
」
を
神
学
的
主
題
と
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
個
々
 の
 （
 倍
 せ
が
有
し
て
い
る
独
自
性
（
他
に
は
取
っ
て
 
代
 わ
ら
れ
な
い
主
体
性
）
 

を
 、
人
間
の
営
為
の
可
能
態
 
宋
 根
源
Ⅹ
（
深
み
）
等
 々

）
と
し
て
考
察
す
る
視
点
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
 
。
個
々
の
宗
教
が
依
拠
 

し
て
い
る
と
こ
ろ
の
歴
史
的
実
定
的
な
（
 倍
 せ
が
 

そ
こ
に
は
自
身
の
帰
依
す
る
（
 信
 ）
も
含
ま
れ
る
 

文
化
事
象
と
し
て
扱
わ
 

れ
る
。
「
（
諸
三
本
教
の
神
学
」
は
、
宗
教
研
究
の
学
官
 
ホ
教
 史
 ・
宗
教
諸
科
学
・
宗
教
哲
学
）
の
成
果
を
 、
歴
 史
的
実
定
的
な
（
 信
 ）
 

に
 依
拠
す
る
「
神
学
（
教
学
）
」
に
媒
介
せ
し
め
よ
う
と
 す
る
弁
証
の
学
と
い
う
性
格
を
持
っ
も
の
で
あ
る
。
 

「
キ
リ
ス
ト
教
の
独
自
性
と
い
う
神
話
、
多
元
的
な
 宗
 教
の
神
学
へ
向
け
て
 

ヨ
ぬ
 寒
寒
 か
晃
黛
下
 %
 ぉ
 ぎ
 ぶ
ぎ
ぬ
 
き
ぬ
 
ち
ぎ
き
 ㏄
 ド
籠
 

ぬ
憶
 ぎ
ま
 雰
薄
ご
ぬ
 も
ぎ
 
埋
陳
わ
鸞
憶
 ぎ
ざ
 
ニ
一
 0
 ま
 ㌃
㏄
。
 
0
 
㌻
 -
 
）
の
㏄
 

卜
 
「
キ
リ
ス
ト
教
の
絶
対
性
を
超
え
て
、
宗
教
的
多
 

凡
 主
義
の
神
学
」
 
ロ
 
春
秋
社
、
 

一
九
九
三
色
と
邦
訳
さ
れ
て
い
る
）
と
、
「
キ
リ
ス
ト
教
 の
 独
自
性
再
考
、
多
元
的
な
宗
教
の
神
学
と
い
う
 神
話
の
由
 ぉ
眈
 ド
ミ
 牡
 

目
フ
ぢ
 
0
 自
門
 
ノ
 （
Ⅱ
 
い
い
 再
出
 の
 0
 三
組
 む
芭
再
由
む
、
 

N
 ギ
ぬ
コ
ヘ
セ
 

～
 
鮭
 陳
ぬ
 セ
 ミ
 S
 洋
洋
 
ゴ
ぎ
 。
 ぎ
簿
晃
 市
隠
 憶
ぎ
ミ
め
ヒ
 
-
0
 
連
 @
 
の
い
 
0
0
 

ア
ジ
）
 

の
 
の
 
0
.
 

「
キ
リ
ス
 

ト
 教
は
他
宗
教
を
ビ
ラ
考
え
る
か
、
ポ
ス
ト
多
元
主
義
の
宗
教
 

と
 神
学
し
「
散
文
館
、
一
九
九
七
年
一
と
邦
訳
さ
れ
て
い
る
 

-
 と
 い
う
 書
が
あ
る
。
 い
 ず
 

れ
も
、
ヒ
ッ
ク
の
提
唱
以
来
、
盛
ん
に
論
議
さ
れ
る
「
 多
元
論
せ
 き
 r
a
 
ロ
の
日
 
」
の
可
能
性
が
最
大
の
関
心
事
で
 あ
り
、
か
つ
、
課
題
と
 

  



の
三
の
 
ア
ガ
ヨ
 」
と
の
連
関
に
お
い
て
、
男
信
・
他
宗
教
 
と
 共
存
す
る
（
宗
教
多
元
状
況
や
に
お
け
る
宗
教
的
 
真
 理
 
（
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
 

と
っ
て
は
「
キ
リ
ス
ト
」
）
を
共
有
し
得
る
パ
ラ
ダ
イ
 ム
 と
し
て
志
向
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
 
八
 実
在
）
（
究
極
的
な
る
 真
 

理
 ）
等
と
い
う
よ
う
に
「
 神
 」
概
念
を
広
義
に
理
解
す
 る
 観
点
に
立
っ
の
で
あ
れ
ば
、
 

栢
 互
の
共
通
理
解
を
見
 い
だ
す
こ
と
も
、
そ
れ
 

ほ
ど
、
無
理
な
こ
と
で
は
な
く
な
る
。
い
ず
れ
の
宗
教
 
も
 各
々
の
文
脈
に
お
け
る
実
在
概
念
・
真
理
概
念
を
 
持
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
 

る
 。
そ
う
す
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
の
独
自
性
（
絶
対
性
 ）
を
強
調
す
る
「
排
他
論
」
を
超
え
る
「
多
元
論
 
匡
窪
 「
が
白
の
 

ヨ
 」
の
可
能
性
を
 

積
極
的
に
語
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
現
代
の
不
 
宗
教
多
元
状
況
）
に
お
い
て
は
、
「
 神
 」
概
念
を
再
考
 す
る
と
こ
ろ
か
ら
の
。
 
ハ
 

ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
（
キ
リ
ス
ト
教
 の
 絶
対
性
 マ
が
 神
話
で
あ
っ
た
と
す
る
議
論
で
あ
る
。
 

た
だ
、
ま
さ
に
、
そ
の
よ
う
な
議
論
は
、
ま
た
、
「
 キ
 リ
ス
ト
」
概
念
か
ら
の
 再
 ・
再
考
を
触
発
し
て
く
る
。
 

キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
 

自
己
理
解
の
論
議
に
お
い
て
、
「
 神
 」
概
念
に
内
在
す
 る
 普
遍
性
が
過
度
に
強
調
さ
れ
る
（
あ
ま
り
に
広
義
に
 
理
解
さ
れ
る
）
と
、
 

独
 

白
の
救
済
概
念
で
あ
る
「
キ
リ
ス
ト
」
の
視
点
か
ら
 
の
 再
考
が
促
さ
れ
て
く
る
。
（
諸
宗
教
を
論
じ
る
多
元
 
論
的
 神
学
 
ロ
ぎ
 （
目
の
（
 
@
n
 

ヰ
 
す
の
 
0
 ）
 
0
 笘
 0
 め
 （
の
由
江
 
0
 コ
の
 
）
と
い
う
発
想
自
体
が
神
話
 と
さ
れ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
独
自
性
を
主
張
す
る
 
こ
と
と
、
他
宗
教
を
尊
 

重
し
理
解
し
よ
う
と
す
る
こ
と
は
別
に
二
者
択
一
的
な
 
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
よ
う
な
仕
方
で
不
現
代
の
宗
 
数
 多
元
状
況
 ン
が
、
ま
 

た
 、
他
宗
教
の
存
在
が
考
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
 多
 九
輪
 
口
ざ
 （
㏄
二
の
 

ヨ
 」
に
対
す
る
慎
重
な
姿
勢
に
他
な
ら
 な
 い
 。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
（
宗
教
多
元
状
況
 
マ
 を
生
 題
 と
す
る
「
（
 諸
 ニ
 %
 教
の
神
学
」
は
、
「
 神
 」
概
念
を
 機
軸
と
す
る
視
点
と
 

「
キ
リ
ス
ト
」
概
念
を
機
軸
と
す
る
視
点
と
の
間
で
 繰
 り
 返
し
な
さ
れ
て
き
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
神
学
に
お
け
 
る
 弁
証
論
の
現
代
的
展
 

開
 と
言
え
る
も
の
で
あ
る
。
「
 神
 」
概
念
と
「
キ
リ
ス
 ト
 」
概
念
と
を
統
合
的
に
語
る
こ
と
が
最
大
関
心
事
と
 
な
っ
て
い
る
こ
の
よ
う
 

な
 議
論
を
促
す
も
の
は
、
実
は
、
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
 
そ
 ハ
リ
 
も
 か
 り
 ド
 
に
他
な
ら
な
い
と
舌
口
え
る
。
 そ
 @
 
し
 Ⅰに
見
い
だ
さ
 れ
る
求
心
力
そ
の
も
の
   



          ラ     ズム」と 「宗教対話」 

 
 

ぅ
 よ
り
は
、
む
し
ろ
、
「
文
明
の
出
会
い
」
「
宗
教
の
出
 会
い
」
と
い
う
関
心
（
状
況
謡
講
か
ら
な
さ
れ
る
よ
 
う
に
な
っ
て
き
た
と
 @
 
ニ
 
ロ
 

 
 

 
 

え
る
だ
ろ
う
。
仏
教
と
い
う
宗
教
の
歴
史
的
展
開
の
舞
 台
は
主
に
東
ア
ジ
ア
地
域
（
漢
訳
仏
教
圏
、
南
方
仏
教
 
圏
 、
チ
ベ
ッ
ト
系
仏
教
 

2
 
 「
宗
教
対
話
」
と
は
 

世
界
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
が
あ
る
。
個
々
の
異
な
る
 
複
数
の
宗
教
㍉
の
 目
婬
 。
 乙
 、
人
間
の
営
為
と
し
て
の
 多
 様
な
文
化
現
象
と
し
 

て
の
宗
教
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
関
心
事
と
す
る
宗
教
研
 究
 に
と
っ
て
「
最
近
の
数
十
年
に
わ
た
る
内
外
の
宗
教
 界
 で
、
と
く
に
注
目
を
 

惹
く
 現
象
」
が
 見
ぃ
 だ
さ
れ
る
。
「
宗
教
間
の
「
協
力
 」
、
「
強
調
」
、
「
対
話
六
三
相
互
）
理
解
 

ヒ
 、
「
出
会
い
」
 な
ど
が
強
調
さ
れ
る
に
 

い
た
り
、
そ
れ
ら
を
目
標
と
す
る
運
動
が
、
さ
ま
ざ
ま
 な
形
で
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
」
と
こ
ろ
に
関
心
を
寄
 
せ
た
宗
教
研
究
が
ヨ
 
%
 

-
3
 
一
 

散
間
の
協
調
と
葛
藤
」
 

-
2
 
一
で
あ
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
考
察
が
 さ
ら
に
進
め
ら
れ
た
成
果
が
「
神
々
の
和
解
三
一
 世
紀
の
宗
教
間
対
話
」
 

で
あ
る
。
「
文
明
の
衝
突
」
 -
S
.
P
.
 ハ
ン
チ
ン
ト
ン
 
-
 の
 き
ぽ
 
ぁ
 
冊
を
踏
ま
え
て
、
「
宗
教
の
衝
突
」
か
ら
論
じ
始
め
 る
 同
書
は
、
キ
リ
ス
ト
 

教
と
 イ
ス
ラ
ム
教
と
い
う
宗
教
を
軸
に
し
な
が
ら
、
「
 Ⅲ
過
去
の
宗
教
の
歴
史
と
現
代
世
界
の
情
勢
を
踏
ま
え
 
た
 つ
 え
で
、
㈲
宗
教
間
 

対
話
が
も
っ
と
も
活
発
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
現
代
の
 
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
動
向
を
お
さ
え
、
㈹
真
理
や
寛
容
 
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
 

て
 論
じ
、
㈲
「
自
己
変
革
型
の
宗
教
間
対
話
」
と
い
う
 
モ
デ
ル
を
提
示
」
す
る
一
同
書
 二
 二
八
頁
Ⅰ
イ
ス
ラ
ム
 教
と
 キ
リ
ス
ト
教
を
取
 

り
 上
げ
て
、
宗
教
間
対
話
に
関
す
る
論
点
が
明
 断
 な
 仕
 方
で
整
理
さ
れ
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
仏
教
に
焦
点
を
当
 
て
て
考
察
す
る
と
、
ど
の
よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
 
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
 

教
の
対
話
」
が
語
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
な
さ
れ
 
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
は
、
「
文
明
の
衝
突
 」
「
宗
教
の
衝
突
」
と
い
 

  

が
 キ
リ
ス
ト
教
の
会
独
自
性
 

痒
 
三
毛
の
 
コ
 
の
の
の
）
と
舌
口
え
る
 

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

了
 一
 



  
る 

な
 問
題
に
対
し
て
も
、
個
々
人
の
仏
教
徒
の
視
点
だ
け
 
で
は
な
く
、
諸
教
派
教
団
の
立
場
と
し
て
も
論
じ
ら
れ
 
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
 

本
社
会
も
現
代
の
（
宗
教
多
元
 

宗
教
対
話
と
い
う
関
心
に
呼
応
 

仏
教
徒
・
仏
教
思
想
研
究
者
の
 

研
究
等
）
に
関
し
て
多
く
の
 思
 

現
代
社
会
に
お
け
る
課
題
と
 

は
、
仏
教
者
の
立
場
か
ら
も
多
 

和
会
議
 
-
 
毛
 o
r
-
 

巨
の
 

0
 コ
ト
 
の
「
の
 

コ
 の
の
 

年
 、
一
九
九
 セ
籠
 、
国
連
 ミ
レ
 -
 

い
の
現
実
を
眼
前
に
し
て
、
 宗
 

る
 。
個
々
人
の
生
活
の
場
に
お
 

な
 仏
教
世
界
に
お
け
る
宗
教
的
 

と
い
う
表
現
が
用
い
ら
れ
る
こ
 状

況
 マ
と
 無
縁
で
は
な
い
。
 
余
 現
代
と
仏
教
と
の
対
話
 マ
 （
仏
教
思
想
と
現
代
）
と
い
う
主
題
、
ま
た
、
 

-
4
-
 

す
る
よ
う
な
不
仏
教
と
他
我
と
の
対
論
、
仏
教
内
部
に
 
お
け
る
 対
ゑ
珊
 
）
と
い
う
主
題
も
 、
 少
な
か
ら
ぬ
 

関
心
事
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
宗
教
思
想
研
究
と
し
て
 
の
会
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
 マ
 （
の
対
話
、
比
較
 

-
5
-
 

索
が
 蓄
積
さ
れ
て
き
て
い
る
。
 

し
て
強
く
自
覚
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
ら
（
平
和
，
 
人
 権
 ・
女
性
・
環
境
等
々
）
へ
の
積
極
的
な
関
心
 

様
な
仕
方
で
見
 ぃ
 だ
さ
れ
る
。
宗
教
協
力
に
 よ
 る
世
界
 平
和
を
目
指
す
運
動
と
し
て
の
世
界
宗
教
者
 平
 

0
 小
力
 目
四
 0
 コ
 ㏄
 已
 
了
お
の
一
九
 セ
 0
 午
 、
二
 0
0
0
 年
 、
一
 
示
都
 に
て
 -
 
、
比
叡
山
山
本
 数
 サ
ミ
ッ
ト
一
一
九
八
 セ
 

一
 ア
ム
宗
教
サ
ミ
ッ
ト
 
三
 一
 
0
0
 虫
巴
 
等
の
活
動
は
 、
 人
類
の
営
み
の
中
で
生
じ
て
い
る
痛
ま
し
い
 
争
 

教
 者
の
責
任
を
官
吉
ロ
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
 立
場
の
仏
教
者
も
、
も
ち
ろ
ん
、
参
加
し
て
い
 

い
て
直
面
す
る
現
代
社
会
の
課
題
に
取
り
組
む
運
動
が
 語
ら
れ
実
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
、
伝
統
的
 

関
心
か
ら
の
行
動
様
式
と
の
対
比
で
、
特
に
、
会
社
会
 的
に
行
動
す
る
仏
教
の
月
 ゅ
 ㏄
の
山
山
 
窪
 年
日
 
巨
 の
 
日
マ
 

と
も
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
「
臓
器
移
植
」
「
ク
ロ
ー
ン
 人
間
」
の
よ
う
な
新
た
に
出
現
し
て
き
た
 よ
う
 

 
 
 
 

は
 、
仏
教
徒
も
（
宗
教
多
元
状
況
）
の
中
の
一
存
在
と
 
な
っ
て
い
る
。
仏
教
の
歴
史
的
展
開
に
お
け
る
重
要
な
 
一
つ
の
世
界
で
あ
る
日
㈱
 

  
れ で 
る あ 
よ っ 

" つ 六 こ 

に が な 
二十 り ㌔ 

冬 杜 
地 細 
@@ し @- @ 
お は   
仏教 て、 
を泰 宗教 

の ず 

差 る 

異 人 
ほ 々   
面 居 
す 住 
る 世 
よ 界 
， っ も な 
南北 事態 

が ア 
生 メ 
ま リ 

れ ヵ 
て 大 
き 陸 
た や   
特 l 
に ロ   ヒ Ⅱ コ 。 

氷 池 
地 域   
@,  Ⅰ @@ し 

お も 

い 見 
て い 
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題
 の
み
な
ら
ず
、
種
々
の
価
値
が
混
在
錯
綜
す
る
多
元
 

状
況
 

 
 

げ
 
的
な
「
対
話
」
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。
仏
教
徒
も
 

参
画
し
発
言
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
こ
に
は
、
そ
の
 

ょ
 う
な
参
画
す
る
の
 
臣
 ㏄
の
㎎
の
 

関
 

  
ッ る ダ 

  
横ム とい 済 

  

  
中 平 

学 
的 
居 、 

索 
の 

ょ湯 

ひ @ し 

お 
  
て 
  
キ 

  
ス 

  
と 

し 

て 

  
ア       

ダ   
  
  

  

ぬ
 ，
 じ
る
際
に
、
「
神
の
名
」
（
啓
示
す
る
神
の
名
告
り
 ）

と
法
然
・
親
鸞
の
念
仏
理
解
と
の
差
異
に
言
及
し
 
た
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
 

 
 

  言舌」 

思
想
的
な
対
話
、
宗
教
的
実
践
の
相
互
交
流
を
通
し
た
 
対
話
が
、
さ
ま
ざ
ま
に
試
み
ら
れ
て
い
る
。
現
代
の
八
 
宗
教
多
元
状
況
）
の
 

な
か
に
自
身
を
見
い
だ
す
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
 
、
 （
キ
リ
ス
ト
教
・
ユ
ダ
ヤ
教
 等
 の
 -
 一
神
教
と
は
異
な
 る
 ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
リ
テ
 

ィ
す
宮
 「
 
@
 
（
 
E
p
 
目
ぢ
霊
性
 も
し
く
は
宗
教
性
）
を
持
つ
 宗
 裁
 と
し
て
仏
教
が
関
心
の
対
象
と
な
っ
て
き
た
。
 
禅
 仏
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
、
 

上
座
仏
教
、
浄
土
仏
教
等
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
対
話
 
の
 パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
て
い
る
 
。
個
々
の
問
題
連
関
は
 

個
別
性
の
ま
ま
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
に
し
て
も
、
宗
教
 
と
 文
化
の
差
異
（
異
同
一
、
実
践
的
関
心
の
共
有
等
に
 
一
定
の
蓄
積
が
な
さ
れ
 

て
き
て
い
る
。
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
と
い
，
 
っ
 関
心
の
文
脈
に
お
い
て
、
宗
教
へ
の
主
体
的
関
心
を
 
有
す
る
（
京
都
学
派
の
 

宗
教
哲
学
）
の
な
か
に
、
非
西
洋
・
非
キ
リ
ス
ト
教
 
文
 化
 圏
に
お
い
て
西
洋
哲
学
思
想
（
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
 
教
 ）
を
摂
取
し
つ
つ
、
 

（
大
乗
一
仏
教
的
精
神
を
背
景
と
す
る
よ
う
な
独
自
の
思
 索
 が
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
、
 
ま
た
、
西
洋
世
界
の
 

人
々
に
と
っ
て
何
か
不
未
経
験
の
こ
と
が
ら
 マ
 が
予
感
 さ
れ
、
「
大
乗
の
中
で
も
仏
性
に
重
点
を
置
く
仏
教
、
 ま
た
は
、
空
を
す
べ
て
 

-
6
h
u
 

一
 

の
 原
理
に
す
る
大
乗
仏
教
」
か
ら
何
か
を
学
ぼ
 
ぅ
と
す
 る
 関
心
が
示
さ
れ
る
。
 

（
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
）
と
い
う
問
題
連
関
に
お
い
 て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
（
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
）
と
浄
土
貢
 一
宗
（
親
鸞
思
想
）
 と
 

の
 一
定
の
相
似
性
は
少
な
か
ら
ぬ
人
に
よ
っ
て
注
目
さ
 れ
て
い
る
。
 K
.
 

バ
ル
ト
が
「
教
会
教
義
学
」
に
お
い
 

て
 
「
古
兵
の
め
 

示
皓
鉄
 

」
を
 払
珊
 



3
 
 「
宗
教
対
話
」
へ
の
疑
問
 

と
こ
ろ
で
、
宗
教
対
話
と
い
う
関
心
に
対
し
て
、
他
方
 
で
、
根
本
的
な
疑
問
が
存
在
す
る
。
異
な
る
宗
教
の
間
 
に
 、
は
た
し
て
、
 対
 

話
 が
成
立
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
宗
教
対
話
に
対
 
し
て
積
極
的
な
関
心
（
自
身
の
信
仰
へ
の
問
い
直
し
と
 
密
接
に
関
係
す
る
仕
方
 

で
 宗
教
対
話
を
試
み
よ
う
と
す
る
関
心
）
を
示
し
て
い
 
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
る
。
こ
の
 
事
実
を
通
し
て
宗
教
対
 

話
 と
い
う
関
心
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
 
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
 

宗
教
対
話
と
い
う
関
心
に
は
、
自
己
矛
盾
的
な
要
素
が
 
本
質
的
に
内
在
し
て
い
る
と
舌
口
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 ゐ
 
示
教
対
話
は
 、
 （
自
身
 

が
 帰
依
す
る
教
え
 マ
と
八
 他
の
宗
教
 ン
 と
の
双
方
へ
の
 積
極
的
な
関
心
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
こ
と
が
ら
で
 
あ
る
。
そ
れ
は
、
（
他
の
 

宗
教
）
と
の
接
触
を
通
し
て
、
不
自
身
が
帰
依
す
る
 教
 え
 ）
へ
の
新
た
な
関
係
を
見
い
だ
そ
う
と
す
る
も
の
と
 
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
 

し
 、
な
ぜ
、
 八
 
他
の
宗
教
 マ
が
 関
心
事
と
な
る
の
で
あ
 ろ
 う
か
 。
そ
も
そ
も
、
宗
教
と
は
、
 八
 自
身
の
帰
依
す
る
 教
え
）
へ
の
全
的
関
心
 

で
は
な
い
の
か
、
と
い
う
疑
問
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
 
異
な
る
宗
教
を
奉
ず
る
人
々
が
衝
突
し
対
立
す
る
 
よ
う
 な
 事
態
は
好
ま
し
く
な
 

い
 。
解
決
す
る
途
を
見
 ぃ
 だ
す
た
め
に
「
対
話
」
し
な
 け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
と
、
 
自
身
の
奉
ず
る
教
え
る
 

実
践
 し
 、
よ
り
深
い
理
解
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
と
 
は
 異
な
る
。
自
身
が
帰
依
す
る
教
え
の
た
め
に
な
す
 
べ
き
は
、
（
対
話
と
い
う
 

語
を
用
い
る
な
ら
）
（
他
の
教
え
と
の
対
話
）
で
は
な
 く
 、
不
自
身
の
帰
依
す
る
教
え
と
の
対
話
）
で
は
な
い
だ
 ろ
う
か
。
宗
教
対
話
と
 

一
 
8
 一
 

い
 う
 関
心
は
、
こ
の
 ょ
う
 な
ア
ポ
リ
ア
を
内
に
抱
え
て
 い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
疑
問
は
、
い
ず
れ
の
宗
教
に
関
し
て
も
、
 基
本
的
に
妥
当
す
る
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
仏
教
に
 
関
し
て
も
、
そ
の
 通
 

  

j し @ 
と 

自 

身 
  

宗教 

的 
関 
l し @ 
と 

の 

異 
同 
の 

問 
題 
が Ⅰ 

課 

題 
と 

し 

て出 

現 
  
て 
  
る 

の 

で 
あ 
る 
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  一 ラリズム」と 「宗教対話 
 
 

あ
る
。
そ
の
か
ぎ
り
で
は
、
真
理
を
巡
る
衝
突
・
寛
容
 
・
対
話
の
問
題
は
同
質
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
 
（
覚
の
宗
教
 マ
 
で
あ
る
 

 
 8

 

 
 

仏
教
と
八
唯
一
の
神
せ
を
立
て
る
 
八
 啓
示
の
め
示
教
 
マ
と
 で
は
、
か
な
り
、
趣
が
異
な
っ
て
く
る
。
 

も
ち
ろ
ん
、
い
ず
れ
の
宗
教
に
お
い
て
も
、
そ
こ
に
は
 
「
真
理
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
、
他
に
は
な
い
（
独
自
性
 ）
を
有
す
る
も
の
で
㈲
 

 
 
 
 

「 態 れ た に に 方 陣 は る 『 く り 

で
あ
ろ
う
が
、
さ
ら
に
、
仏
教
と
い
う
宗
教
の
視
点
か
 
ら
は
、
新
た
な
疑
問
が
現
れ
て
く
る
。
仏
教
は
 
、
 （
 
啓
 示
の
宗
教
 ン
 で
は
な
 

、
 八
 
覚
の
宗
教
 マ
 で
あ
る
。
ゴ
ー
タ
マ
・
 シ
 

タ
が
 
「
仏
陀
（
覚
者
）
」
と
な
っ
た
。
仏
陀
の
教
え
に
 従
 い
 、
一
人
一
人
が
 

究
極
的
に
は
 口
 仏
陀
に
な
ろ
う
と
す
る
の
が
仏
教
徒
の
 
関
心
で
あ
る
。
真
理
は
一
人
一
人
の
「
私
」
に
と
っ
 
て
の
こ
と
が
ら
で
あ
 

。
も
ち
ろ
ん
、
同
じ
道
を
歩
む
人
と
声
を
か
け
合
い
、
 
共
に
歩
も
う
と
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ
る
が
、
他
の
人
 
と
の
関
係
（
も
し
く
 

共
通
理
解
）
を
通
し
て
真
理
へ
到
ろ
う
と
す
る
関
心
で
 
は
な
い
。
そ
れ
は
、
（
啓
示
の
宗
教
）
に
見
ら
れ
る
 
よ
う
な
、
 企
 
つ
の
 真
 

）
へ
の
求
心
的
な
関
心
１
１
自
身
の
真
理
へ
の
関
係
を
 
他
の
人
と
も
共
有
す
る
と
こ
ろ
に
真
理
が
具
現
化
す
る
 
、
そ
の
よ
う
な
在
り
 

を
 求
め
よ
う
と
す
る
関
心
と
は
異
な
る
。
 

一
 
g
g
J
-
 

「
あ
な
た
に
は
、
わ
た
し
を
お
い
て
ほ
か
に
神
が
あ
っ
 て
は
な
ら
な
い
」
と
す
る
（
唯
一
の
神
 ぜ
を
 立
て
る
 宗
 数
 に
お
い
て
は
、
合
札
 

と
っ
て
や
も
、
 八
 他
の
人
に
と
っ
て
 ゆ
 も
 、
 神
と
の
 関
 係
 に
お
け
る
真
理
は
全
 マ
 で
あ
る
こ
と
が
要
請
さ
れ
 る
 。
そ
こ
う
 ヒ
 は
は
、
全
称
 

と
っ
て
 マ
 の
真
理
は
、
 八
 
他
の
人
に
と
っ
て
 マ
 の
そ
れ
 と
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
通
し
て
 
八
 私
に
と
っ
 て
マ
 の
真
理
が
真
理
 

り
 得
る
こ
と
に
な
る
。
茶
伯
や
と
の
関
係
に
お
い
て
、
 あ
る
い
は
、
そ
の
よ
う
な
関
係
を
通
し
て
 
全
 
）
な
る
 真
理
確
認
が
要
請
さ
 

る
と
い
う
と
こ
ろ
で
は
、
自
他
い
ず
れ
に
と
っ
て
の
こ
 
と
が
ら
が
「
真
理
」
で
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
、
自
他
 
と
 異
な
る
第
三
の
事
 

が
 
「
真
理
」
で
あ
る
の
か
、
そ
の
吟
味
の
プ
ロ
セ
ス
 と
 し
て
「
対
話
」
は
不
可
欠
と
な
る
。
 命
 
）
な
る
真
理
 を
 巡
る
と
こ
ろ
で
は
、
 

衝
突
」
が
起
こ
り
う
る
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
「
寛
容
」
が
 、
「
対
話
」
が
要
請
さ
れ
て
く
る
。
 



応
病
与
薬
 一
 
。
八
万
四
千
の
法
門
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
 
よ
う
 に
 、
 山
に
例
え
れ
ば
、
登
る
道
が
多
様
で
あ
る
ば
 
か
り
か
、
頂
上
が
ど
の
 

よ
う
に
あ
る
か
、
の
理
解
に
関
し
て
も
、
か
な
り
の
 
多
 様
 性
が
許
容
さ
れ
る
。
そ
の
多
様
性
を
全
）
に
 す
 る
 求
心
力
は
法
へ
の
 関
 

心
 、
覚
者
に
成
ろ
 う
 と
す
る
関
心
で
あ
る
。
 

他
方
、
（
唯
一
の
神
）
か
ら
の
啓
示
に
応
答
す
る
道
を
 歩
も
う
と
す
る
宗
教
に
お
い
て
は
、
目
指
す
頂
上
、
 
そ
 こ
 へ
と
至
る
道
筋
の
 

理
解
に
関
す
る
全
な
る
）
理
解
が
要
請
さ
れ
て
く
る
 

。
啓
示
に
応
答
す
る
こ
と
が
神
の
意
志
に
か
な
う
こ
と
 
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
 

啓
示
の
真
理
性
（
独
自
性
）
が
応
答
の
仕
方
に
求
心
力
 
を
生
み
出
し
て
く
る
。
さ
ら
に
、
ナ
ザ
レ
の
イ
ェ
ス
が
 
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
的
 

伝
統
の
文
脈
に
お
け
る
「
救
い
主
（
キ
リ
ス
ト
こ
と
 
受
け
と
め
る
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、
「
キ
リ
ス
ト
」
 と
い
う
こ
と
が
ら
に
 関
 

し
て
の
 
全
 
な
る
 ゃ
 理
解
が
要
請
さ
れ
て
く
る
。
 
イ
エ
 ス
の
 言
行
を
通
し
て
受
け
と
め
ら
れ
る
神
か
ら
の
 
新
 た
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
 福
 

昔
 ）
が
異
邦
人
を
も
区
別
し
な
い
普
遍
性
（
真
理
性
）
 
を
 持
つ
と
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
 
ど
 の
よ
う
な
意
味
で
普
遍
 

的
で
あ
る
か
、
の
一
義
的
な
理
解
が
要
請
さ
れ
て
く
る
 
。
登
る
道
の
多
様
性
は
許
容
さ
れ
る
だ
ろ
う
が
、
目
指
 
す
 頂
上
（
ま
た
、
そ
れ
 

の
 理
解
）
が
 
全
 
）
で
な
け
れ
ば
、
（
普
遍
的
で
あ
る
）
 と
の
真
理
性
が
自
己
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
 
る
 。
キ
リ
ス
ト
教
に
は
、
 

（
啓
示
の
宗
教
Ⅴ
と
し
て
の
求
心
力
だ
け
で
は
な
く
、
「
 キ
リ
ス
ト
」
理
解
を
巡
る
と
こ
ろ
で
の
求
心
力
が
生
ま
 
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
的
（
 倍
 せ
の
特
性
か
ら
す
れ
 ば
 、
現
代
の
全
ホ
教
多
元
状
況
）
の
中
で
「
キ
リ
ス
ト
 
」
 し
 
こ
い
う
八
億
や
の
 

普
遍
性
（
真
理
性
）
を
自
己
確
認
し
、
弁
証
し
よ
う
と
 
す
る
関
心
が
「
他
宗
教
と
の
対
話
」
と
し
て
展
開
さ
れ
 
て
く
る
こ
と
も
理
解
で
 

き
る
こ
と
で
は
あ
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
 
的
な
（
 信
 ）
「
キ
リ
ス
ト
」
の
特
性
に
由
来
す
る
こ
と
 で
あ
っ
て
 、
 他
の
宗
教
 

  

る 

こ 仏 
と 教 
が に 

で お 

き け 
る る 

の 究 

  
  
と @ ま 

成 ィム 

つ 陀 

覚 た仏 （ 

者 陀の ） 

  
は る 
さ フ 」 

ま と ざ 
ま ま 去 

  
る ル 
  マ 

仏 ） 
陀 を 

は 見 
小目 る 

手 こ 

に と 

相 で 
応 あ 
し る   
説ど 法の 
を よ 

し う 
た に 

対 して（ 
機 覚 
調 音 
法 と 

  成 
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「プルーラリズム」と「宗教対話」 

念 イ 
ム ム 

の ェ     

文才 

羊自 @ 
よ @   そ 

  の 
な 
か 
  
  
つ 
と 

し 

て 

-@> 考 
察 
さ   れ 
る 

も 

の 
ひ @ Ⅰ   す 
ぎ 

ン な 
  
    

教   
  て 

  
諸 マ ザ 

行 ン   
無 機 の 
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な 合 ヘ 合 に 「 な 4 
お 現代 もの 対話 多元 自身 おけ 宗教 かで   

と マ 性 の る 対 、 の て 
し な マ 帰 田 話 他 八 二 も 

同   
マ， り 自 ス       身 

含 め て 

                            めが な が   出 し 

い 生 
と ま 

が   
る 

か 
ど 

つ , 
か 
十琳 @@ 
１ 月 

  
    
と 

で 
あ 
ろ   

と か 
つ , 0 異停 た を   

の の 

グ 。 よ   
る の 



払
鰹
 
の
よ
う
に
、
形
式
的
な
論
理
構
造
に
類
似
性
が
見
 
ぃ
 だ
さ
れ
得
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
不
仏
陀
に
成
る
Ⅹ
（
 啓
示
す
る
 神
 ）
（
存
在
す
 

る
神
ゃ
 と
い
う
よ
う
に
、
相
互
に
異
質
性
が
際
立
つ
こ
 と
が
ら
も
あ
る
。
 

宗
教
対
話
と
い
う
こ
と
が
ら
は
、
相
互
の
異
質
性
を
確
 
認
 し
合
う
こ
と
が
（
相
互
理
解
が
な
さ
れ
た
）
 
宜
 ハ
通
 の
 
一
歩
を
歩
ん
だ
）
 

こ
と
を
意
味
す
る
と
い
う
逆
説
的
な
側
面
を
持
つ
。
何
 
か
の
交
渉
の
場
に
お
け
る
対
話
が
一
定
の
ム
ロ
意
志
に
到
 達
 で
き
な
け
れ
ば
小
首
 

尾
 に
終
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
と
は
根
本
的
に
異
 
な
る
。
宗
教
対
話
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
、
新
た
な
 
仕
 方
で
相
互
の
異
質
性
が
 

確
認
さ
れ
れ
ば
、
そ
れ
は
成
果
と
舌
口
 

ぅ
 べ
き
で
あ
ろ
う
  
 

「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
に
お
い
て
見
い
だ
さ
 れ
る
相
互
の
根
本
的
な
差
異
は
、
一
方
が
茶
啓
示
の
宗
 
教
 ）
で
あ
り
、
他
方
 

が
ハ
 覚
の
宗
教
ゃ
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

（
啓
示
の
宗
教
）
に
お
い
て
、
「
 
神
 」
（
存
在
す
る
 神
、
 一

方
の
宗
教
的
関
心
事
は
 、
 （
啓
示
し
て
く
る
 
神
 、
 語
 

創
造
 神
 、
唯
一
神
、
語
り
か
け
る
 神
 、
 汝
 と
し
て
の
神
 

り
か
 ト
リ
 
て
く
 ス
し
神
マ
へ
 

・
相
対
し
て
く
る
 存
 

の
 応
答
で
あ
り
、
他
方
の
宗
教
的
関
心
事
は
（
仏
陀
（
 
覚
者
）
に
成
る
せ
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
徒
は
、
 
八
 啓
示
 の
 宗
教
せ
に
出
会
っ
て
 

 
 

い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
 

八
 覚
の
宗
教
や
に
出
会
っ
て
 い
ろ
。
そ
し
て
、
そ
れ
ほ
 、
 （
 議
 し
さ
 や
と
 
不
正
し
さ
 ）
の
差
異
の
発
見
で
あ
 

り
、
 「
た
だ
し
さ
」
と
し
て
の
相
互
理
解
と
舌
口
え
る
だ
 

ろ
う
。
 

在
 の
の
鳩
コ
 ぎ
 の
し
に
応
答
す
る
こ
と
が
根
本
的
な
関
、
 心
事
で
あ
る
。
「
 
神
 」
へ
と
応
答
す
る
こ
と
が
本
義
し
 
さ
マ
 と
し
て
理
解
さ
れ
 

る
 。
そ
の
よ
う
な
不
義
し
さ
 マ
 が
自
身
の
生
に
お
け
る
 根
本
的
現
実
（
そ
れ
へ
と
向
か
う
実
践
的
 
生
 ）
で
あ
 る
 。
 八
 覚
め
ぬ
ホ
教
 マ
 に
お
 

 
 
 
 

ぅ
 で
は
な
い
相
互
に
独
自
で
異
質
な
も
の
も
あ
る
。
 
た
 
と
え
ば
、
「
法
身
・
報
身
・
応
身
」
三
身
 払
巴
 

と
「
 谷
子
 ・
聖
霊
」
三
一
㈲
 

約 常 

新 藷 
し 法 
い 仲 ,,@, 

  
」 浬 

  
活   
」 大 
等 乗 
々 ィム 

が 教 

含 め 
ま 「 

笠 れて 目蔭 
い 」 

る 等 々 
そ が 

れ 台 
ら ま 

は れ て 
相 ぃ 
互 る 。 
c 

  
  
い マ 
だ 概 

さ 念 
れ に 
る キま も 
のも「聲 

あ 恋 

    
そ 契 
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  プルー   「宗教対話 

け
る
根
本
的
な
関
心
事
は
、
「
 法
 ダ
ル
マ
」
に
か
な
う
 ァ
 
」
と
（
正
し
く
見
る
こ
と
、
体
解
す
る
こ
と
）
で
あ
る
 。
「
 法
 」
に
か
な
 う
 こ
と
 

が
 
（
正
し
さ
）
で
あ
り
、
そ
れ
へ
の
関
心
が
実
践
で
あ
 る
 。
不
啓
示
の
 ゐ
 
ホ
教
 マ
と
 
余
党
の
め
ホ
教
 
マ
の
 出
会
い
と
 は
 、
「
 神
 」
（
の
意
志
、
 

愛
 ）
に
か
な
う
こ
と
に
お
い
て
実
現
す
る
木
義
し
さ
 
マ
 と
 、
「
 法
 」
（
仏
陀
の
智
慧
、
慈
悲
）
に
か
な
う
こ
と
で
 実
現
す
る
（
正
し
さ
）
 

の
 出
会
い
と
言
え
よ
う
。
（
 萎
 し
く
あ
る
、
あ
る
い
は
 、
 生
き
ょ
 ぅ
 と
す
る
ぜ
 
人
と
 、
不
正
し
く
あ
る
、
あ
る
 い
は
、
生
き
よ
う
と
す
 

る
 ）
 人
 と
が
自
他
の
差
異
を
承
認
し
含
う
こ
と
が
「
 仏
 教
と
 キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
と
言
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
 な
 事
態
は
、
パ
ウ
ロ
の
 

よ
う
に
「
信
仰
に
よ
っ
て
 義
 と
さ
れ
る
」
と
い
う
八
倍
 ）
理
解
の
文
脈
と
、
（
仏
陀
に
成
る
）
こ
と
の
実
現
性
 を
 将
来
の
こ
と
と
理
解
 

す
る
浄
土
仏
教
の
文
脈
と
の
間
で
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
 
 
 

（
い
ま
・
こ
こ
の
、
こ
の
 
秋
マ
の
 
「
自
力
」
の
無
効
性
 
を
体
験
す
る
な
か
で
阿
弥
陀
仏
の
本
願
へ
の
 
信
順
 と
し
 て
の
「
 信
 、
小
」
を
 
説
 

く
 親
鸞
の
よ
う
に
、
パ
ウ
ロ
の
（
 信
マ
 理
解
と
の
類
似
 性
 が
指
摘
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
「
 法
 ダ
ル
マ
」
 
に
か
な
う
こ
と
と
し
て
 

の
会
正
し
さ
三
が
究
極
的
関
心
事
で
あ
る
こ
と
に
は
 違
 い
が
な
い
。
パ
ウ
ロ
に
お
け
る
八
議
し
さ
 マ
と
 親
鸞
に
 お
け
ら
不
正
し
さ
せ
の
 

差
異
は
、
む
し
ろ
、
相
互
の
異
質
性
と
し
て
際
立
た
せ
 合
う
こ
と
が
ら
と
し
て
出
会
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

仏
教
の
歴
史
的
諸
形
態
は
、
「
 仏
 ・
 法
 
・
 僧
 サ
ン
ガ
」
 
へ
 帰
依
す
る
宗
教
と
し
て
の
同
一
性
に
立
ち
な
が
ら
も
 
、
仏
陀
の
「
さ
と
り
 

正
覚
）
」
の
理
解
（
の
表
現
、
求
め
方
等
々
）
に
お
 
い
 て
 多
様
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
、
「
浄
土
」
を
機
軸
と
 す
る
浄
土
仏
教
が
ど
の
 

よ
う
な
意
味
で
八
覚
の
宗
教
 ゃ
 で
あ
る
か
、
と
い
う
 課
 題
 が
見
い
だ
さ
れ
て
く
る
が
、
こ
こ
で
は
「
仏
教
と
 
キ
 リ
ス
ト
教
の
対
話
 
浄
 

-
 
は
 -
 

土
 真
宗
と
福
音
主
義
神
学
」
二
九
九
九
年
、
マ
ー
ル
 
ブ
ル
ク
で
の
宗
教
対
話
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
）
に
お
け
る
 
議
 論
 を
援
 m
 す
る
だ
け
に
 

し
て
お
き
た
い
。
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2
 
 「
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
１
１
（
 終
 大
論
に
立
つ
信
仰
）
と
（
末
法
観
に
立
つ
信
仰
）
の
由
ム
 五
、
し
 

「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
に
お
け
る
根
本
的
な
 事
態
は
、
仏
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
い
ず
れ
の
歴
史
的
 
諸
 形
態
を
も
貫
く
仕
方
 

で
見
ぃ
 だ
さ
れ
る
よ
う
な
、
 八
 啓
示
の
宗
教
 マ
と
 
会
党
 の
 宗
教
せ
の
出
会
い
仏
教
に
と
っ
て
不
啓
示
の
ゐ
本
 教
 、
一
神
教
 ン
 と
の
 出
 

会
い
で
あ
る
。
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
 の
 一
つ
で
は
あ
る
が
、
「
浄
土
真
宗
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
 話
 」
が
主
題
と
し
て
 選
 

び
 取
ら
れ
る
と
、
そ
こ
で
は
、
「
浄
土
真
宗
」
「
キ
リ
ス
 ト
教
 」
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
な
不
時
や
理
解
に
お
け
る
 
八
 倍
 せ
が
相
互
に
際
立
た
 

せ
 ム
口
 
う
 人
も
の
 
L
 し
 
L
 し
 て
見
い
 ゼ
 
に
 ど
み
仙
 

*
 
て
く
 z
 
つ
 
。
 

キ
リ
ス
ト
教
は
、
 八
 啓
示
の
宗
教
 マ
 の
な
か
で
、
「
の
 
即
 @
 
降
 。
の
メ
シ
ア
救
い
主
」
を
語
る
木
 信
 や
と
し
て
の
 独
 自
性
を
有
す
る
。
「
 浄
 

土
 真
宗
」
は
 、
ハ
 覚
の
宗
教
 マ
 の
な
か
で
、
「
浄
土
の
真
 実
 」
を
語
る
（
 信
ゃ
 と
し
て
の
独
自
性
を
有
す
る
。
 
両
者
そ
れ
ぞ
れ
独
自
な
 

（
 信
 ）
で
あ
り
な
が
ら
、
歴
史
的
な
文
脈
で
（
 信
ゃ
が
伍
 叩
 ら
れ
る
と
い
う
特
徴
が
一
種
の
類
似
性
あ
る
い
は
 
呼
 応
 性
と
し
て
見
い
だ
さ
 

れ
て
く
る
。
各
々
が
、
独
自
な
（
 時
 ）
理
解
に
お
け
る
 信
 

（
終
末
論
に
立
つ
信
仰
Ⅹ
（
末
法
観
に
立
つ
 信
 府
川
 

川
 
せ
と
舌
口
え
る
よ
う
な
 

と
し
て
見
い
出
さ
れ
て
く
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
 
不
 信
 ）
が
、
時
代
の
本
質
へ
の
洞
察
と
不
可
分
・
一
体
的
 
な
 仕
方
に
お
い
て
あ
る
 

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
く
る
。
 

こ
の
よ
う
な
独
自
な
八
時
 せ
 理
解
は
 、
 実
は
 、
 （
啓
示
 の
 宗
教
 マ
 の
中
で
の
「
キ
リ
ス
ト
教
」
が
有
す
る
会
 規
 代
性
 ）
で
あ
り
、
（
 覚
 

の
 宗
教
 マ
 の
中
で
の
「
浄
土
真
宗
」
が
有
す
る
 
会
 現
代
 住
 せ
に
他
な
ら
な
い
。
現
代
の
（
 
め
 
示
教
多
元
状
況
や
 に
お
い
て
 
八
 啓
示
の
 

6
%
 

教
ン
と
 
会
党
の
め
ホ
教
ゃ
 

が
 田
ム
 
ム
 っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
 は
、
 実
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け
る
多
義
性
 

｜
 
神
の
八
 

啓
示
 

マ
 を
ど
の
よ
う
に
 

受
け
と
め
る
の
か
、
不
覚
 マ
 へ
と
い
か
に
到
達
す
る
の
 か
、
を
 巡
る
多
義
性
が
交
錯
し
て
い
る
の
で
あ
る
 
。
現
代
の
（
宗
教
多
元
 

性
マ
は
、
 個
々
の
宗
教
の
内
に
お
け
る
多
様
性
と
重
な
 0
 合
い
、
複
合
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
浄
土
真
宗
 と
 キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
   



  「宗教対話」 

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
キ
リ
ス
ト
教
」
「
浄
土
真
宗
」
 

の
 独
自
性
の
文
脈
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
 

 
 

 
 

 
 

呼
応
性
を
有
す
る
も
の
と
し
て
見
い
だ
さ
れ
る
。
そ
れ
 
ぞ
れ
を
、
（
終
末
論
に
立
 2 
信
仰
Ⅹ
（
末
法
観
に
立
つ
 信
仰
 ゃ
と
 表
現
す
る
こ
 

附
 

 
 
 
 

㈲
 群
、
 ㈲
 群
、
 

り
つ
つ
あ
る
）
 、
 

い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
的
文
脈
は
全
く
異
な
っ
 
て
い
る
が
、
両
者
の
間
に
は
、
何
か
が
 
ヘ
 終
わ
っ
た
 /
 終
わ
 

し
か
し
、
そ
れ
な
る
が
ゆ
え
に
、
（
新
た
な
真
理
）
が
 あ
る
、
と
い
う
よ
う
な
在
り
方
を
す
る
（
 信
 ）
が
 、
あ
 る
 種
の
 

  ㈲ 教 は 
、
そ
の
 ょ
う
 な
状
況
の
な
か
で
主
体
的
に
選
び
取
ら
れ
 
る
 
一
つ
の
（
出
会
い
、
対
話
）
に
他
な
ら
な
い
。
「
 浄
 土
 真
宗
と
キ
リ
ス
ト
 

0
 対
話
」
の
な
か
で
見
い
だ
さ
れ
て
く
る
独
自
な
不
時
 
）
理
解
に
つ
い
て
少
し
ば
か
り
見
て
み
よ
う
。
 

 
 

零
 「
時
は
満
ち
、
神
の
国
は
近
づ
い
た
。
悔
い
改
め
て
 福
 昔
を
信
じ
な
さ
い
」
と
舌
口
わ
れ
た
。
 

*
 わ
た
し
が
来
た
の
は
律
法
や
預
言
者
を
廃
止
す
る
た
 
め
だ
、
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
廃
止
す
る
た
め
で
は
 
な
く
、
完
成
す
る
た
 

 
 

め
で
あ
る
。
 

水
 わ
た
し
は
神
に
対
し
て
生
き
る
た
め
に
、
律
法
に
対
 
し
て
は
律
法
に
よ
っ
て
死
ん
だ
の
で
す
。
わ
た
し
は
、
 
キ
リ
ス
ト
と
共
に
十
 

字
架
は
 つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
き
て
い
る
の
は
、
 も
 は
や
わ
た
し
で
ほ
あ
り
ま
せ
ん
。
キ
リ
ス
ト
が
わ
た
し
 
の
 内
に
生
き
て
お
 

ら
れ
る
の
で
す
。
わ
た
し
が
今
、
肉
に
お
い
て
生
き
て
 
い
る
の
は
、
わ
た
し
を
愛
し
、
わ
た
し
の
た
め
に
身
を
 
献
 げ
ら
れ
た
神
の
 

一
帖
 
一
 

子
に
対
す
る
信
仰
に
 よ
 る
も
の
で
す
。
 

 
 

*
 ひ
そ
か
に
お
も
ん
み
れ
ば
、
聖
道
の
諸
教
は
行
証
入
 
し
く
廃
れ
、
浄
土
の
真
宗
は
証
 遣
 い
ま
盛
ん
な
り
 

-
 
Ⅳ
 -
 

*
 釈
迦
如
来
か
く
れ
ま
し
ま
し
て
二
千
余
年
に
な
り
 
た
ま
ふ
 

正
像
の
二
時
は
を
は
り
に
き
如
来
の
遺
弟
 悲
泣
せ
 よ
 

 
 

*
 像
 末
 五
濁
の
世
と
な
り
て
釈
迦
の
遺
教
か
く
れ
し
 
む
 

弥
陀
の
悲
願
ひ
ろ
ま
り
て
念
仏
往
生
さ
か
り
な
   



こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
八
倍
 マ
だ
 お
け
る
 真
 理
性
の
主
張
）
は
 、
 次
々
と
多
く
の
人
々
に
受
け
入
れ
 
ら
れ
る
一
方
で
、
 絶
 

「
キ
リ
ス
ト
教
」
と
は
 

キ
リ
ス
ト
教
は
、
イ
エ
ス
を
キ
リ
ス
ト
と
信
仰
告
白
 
す
 る
 宗
教
で
あ
る
。
ナ
ザ
レ
の
イ
ェ
ス
の
言
行
に
八
時
 
別
な
 メ
ッ
セ
ー
ジ
）
 

（
新
し
い
契
約
）
を
見
い
だ
す
教
え
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
 ェ
 か
め
 宗
教
的
伝
統
に
お
け
る
「
 神
 」
を
前
提
と
し
た
 と
こ
ろ
で
の
「
キ
リ
ス
 

ト
 
に
お
け
る
救
い
）
」
が
最
大
関
心
事
で
あ
る
。
 そ
プ
 
」
に
（
罪
に
死
に
、
キ
リ
ス
ト
に
生
き
る
）
信
仰
が
あ
 る
 。
余
罪
の
赦
し
 せ
 が
 め
 

り
、
 （
新
し
い
 生
ゃ
 が
あ
る
。
（
 議
 し
さ
）
が
あ
り
、
 茶
 
神
の
国
）
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
キ
リ
ス
ト
」
を
ど
 
の
よ
う
に
理
解
し
、
 生
 

き
る
の
か
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
最
大
の
課
題
で
 
あ
る
。
「
 神
 」
も
、
「
聖
霊
（
の
は
た
ら
き
）
」
も
 
、
 「
 イ
 エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
を
 

抜
き
に
し
て
は
成
り
立
た
な
い
。
し
か
し
、
非
キ
リ
ス
 
ト
 教
徒
に
と
っ
て
、
こ
の
「
キ
リ
ス
ト
」
は
、
最
大
の
 
（
 謎
マ
 で
あ
る
。
 非
キ
 

リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
、
「
 神
 」
、
あ
る
い
は
、
ま
た
、
 「
前
王
幸
一
五
（
の
は
た
ら
き
こ
が
、
イ
エ
ス
の
言
行
に
格
別
 

の
 重
心
が
置
か
れ
な
い
 

ま
だ
、
理
解
の
余
 

よ
う
な
仕
方
で
語
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
「
イ
エ
ス
 」
が
含
ま
れ
て
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
、
か
ま
わ
な
い
  
 

地
 も
あ
る
が
、
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
（
の
み
）
に
お
 い
て
語
ら
れ
る
「
 神
 」
、
「
聖
霊
」
と
い
う
の
は
理
解
し
 
が
た
い
こ
と
が
ら
と
 映
 

る
 。
キ
リ
ス
ト
教
は
、
そ
の
よ
う
な
宗
教
で
あ
る
。
 

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
 、
 「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
」
に
茶
時
 別
な
 メ
ッ
セ
ー
ジ
 ぜ
 「
福
音
」
に
出
会
い
、
「
 
福
 昔
は
 、
 ユ
ダ
ヤ
人
を
は
じ
め
、
 

一
リ
 
一
 

ギ
リ
シ
ア
人
に
も
、
信
じ
る
者
す
べ
て
に
救
い
を
も
 

た
ら
す
神
の
力
」
と
理
解
す
る
。
こ
の
キ
リ
ス
ト
教
 

徒
の
 
「
 
福
 土
日
」
と
い
 
ス
フ
 

（
 信
や
 は
、
自
身
の
帰
依
す
る
真
理
を
伝
え
よ
う
と
す
 
る
 関
心
と
と
も
に
あ
る
。
パ
ウ
ロ
は
語
る
。
「
わ
た
し
 は
 、
御
子
の
福
音
を
宣
 

べ
 伝
え
な
が
ら
心
か
ら
神
に
仕
え
て
い
ま
す
。
・
・
・
・
・
・
 

あ
 な
た
が
た
に
ぜ
ひ
会
 
い
 た
 い
 の
は
、
 "
 
霊
 "
 の
賜
物
を
 い
く
ら
か
で
も
分
け
与
 

 
 

え
て
、
力
に
な
り
た
 い
 か
ら
で
す
」
。
 

  



  「宗教対話」 

え
ざ
る
論
争
を
惹
 き
 起
こ
し
て
く
る
。
ナ
ザ
レ
の
 イ
ェ
 ス
に
ヘ
 特
別
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
ソ
を
見
る
と
い
う
の
は
、
 
イ
ス
ラ
エ
ル
の
 士
 
示
教
的
 

伝
統
の
な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
 
会
 
特
別
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
せ
を
受
け
入
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
と
そ
 
う
で
な
い
ユ
ダ
ヤ
人
 と
 

の
間
に
、
す
で
に
、
そ
の
宗
教
的
伝
統
の
理
解
を
巡
る
 神
 観
の
差
異
が
生
じ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ま
た
、
宗
教
 
史
的
に
は
後
世
に
登
場
 

し
た
 イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
の
間
に
お
け
る
 神
 観
の
差
異
と
 し
て
も
明
ら
か
に
な
る
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
 
、
い
わ
ば
、
父
神
裁
）
 

-
 
れ
 一
 

（
啓
示
の
宗
教
 マ
の
 
余
内
 ゃ
 に
お
け
る
差
異
で
あ
る
。
 ま
 た
 、
そ
の
よ
う
な
神
統
（
の
差
異
）
を
巡
る
論
争
は
 

ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
の
 間
 

に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
他
方
で
は
、
ギ
リ
シ
ア
 人
、
 ロ
ー
マ
八
等
々
と
の
間
に
お
い
て
も
、
つ
ま
り
、
キ
リ
 
ス
ト
教
徒
の
（
 信
マ
と
 

は
 異
質
な
全
知
せ
と
の
間
に
お
い
て
も
生
じ
て
く
る
。
 
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
は
、
そ
の
成
立
時
か
ら
現
代
に
至
 
る
ま
で
、
そ
の
独
自
な
 

（
 信
 ）
（
 神
 観
、
真
理
理
解
）
の
弁
証
 史
 で
あ
る
。
古
代
 に
お
け
る
 ユ
 ス
テ
ィ
ノ
ス
、
テ
ル
ト
ウ
リ
ア
 メ
 ス
等
 の
護
 教
家
の
登
場
、
 ロ
 

西
洋
世
界
に
お
け
る
「
存
在
・
 神
 」
（
存
在
そ
の
も
の
 

ゴ
ス
 、
ソ
フ
ィ
ア
等
々
の
ギ
リ
シ
ア
的
概
念
を
駆
使
し
 と

し
て
の
神
）
の
形
而
上
学
、
八
近
代
・
科
学
 マ
と
 の
 

て
の
神
学
の
成
立
・
展
開
が
す
ぐ
に
想
起
で
き
ょ
う
。
 対

決
、
さ
ら
に
は
、
（
 現
 

さ
ら
に
、
西
方
教
会
，
 

代
の
宗
教
多
元
状
況
 ン
の
 問
題
等
が
、
そ
の
よ
う
な
 弁
 証
更
 に
お
け
る
代
表
的
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
キ
リ
ス
 ト
 教
は
、
そ
の
へ
独
自
 

な
 真
理
性
 マ
に
 立
っ
が
ゆ
え
に
、
新
た
な
状
況
に
お
 
い
 て
 絶
え
ず
自
身
を
弁
証
す
る
（
自
己
確
認
す
る
 
-
 宗
教
 で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
 

そ
の
よ
う
な
弁
証
を
要
請
し
て
く
る
 
茶
 新
た
な
状
況
）
 と
い
う
も
の
が
、
実
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
 
パ
 独
自
な
 真
 理
性
 ゃ
 に
よ
っ
て
開
か
 

れ
て
く
る
と
目
口
え
る
の
で
は
な
Ⅰ
 

い
 だ
ろ
う
か
。
キ
リ
ス
 ト
 教
は
、
 八
 啓
示
の
宗
教
 マ
 の
な
か
で
も
、
特
に
 、
時
 代
性
 に
お
い
て
合
宿
 マ
 

が
 開
か
れ
て
く
る
合
終
末
論
に
立
つ
信
仰
 マ
 な
の
で
あ
 

「
浄
土
真
 
ゐ
否
 と
は
 

る
 。
 

「
浄
土
真
宗
」
は
、
法
然
門
下
の
親
鸞
の
仏
教
理
解
を
 承
け
て
成
立
し
て
き
た
信
仰
運
動
態
で
あ
る
。
法
然
が
 
説
い
て
い
た
選
択
 本
 

289  (495) 



願
の
教
え
、
専
修
念
仏
の
教
え
に
 
出
 遇
っ
た
親
鸞
は
 、
 生
涯
に
わ
た
り
、
そ
の
教
え
の
真
実
性
を
聞
思
し
つ
 
づ
け
た
。
親
鸞
に
と
っ
 

て
 、
法
然
の
語
る
「
浄
土
宗
」
が
「
浄
土
真
宗
」
に
ほ
 
か
な
ら
な
い
。
親
鸞
に
お
い
て
、
「
浄
土
宗
」
と
「
 浄
 土
 真
宗
」
は
同
義
で
あ
 

る
が
、
親
鸞
は
、
法
然
が
明
示
的
に
は
語
っ
て
い
な
い
 
仕
方
で
、
「
浄
土
真
宗
」
他
力
、
本
願
力
廻
向
、
 信
心
等
の
概
念
に
よ
る
 

独
自
な
仏
教
理
解
を
語
っ
た
。
そ
れ
が
、
「
 顕
浄
 土
 真
実
教
 行
 証
文
 類
ヒ
 を
は
じ
め
と
し
た
著
述
に
示
さ
 
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
で
 

あ
る
法
然
と
親
鸞
の
本
願
理
解
の
異
同
、
歴
史
的
 宗
派
の
名
称
と
し
て
の
「
浄
土
宗
」
「
浄
土
真
宗
」
等
 
々
の
問
題
は
、
こ
こ
で
 

の
 主
題
で
は
な
い
。
「
 顕
 浄
土
真
実
教
 行
 証
文
類
し
 
は
 
「
教
行
信
証
 ヒ
と
 略
称
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
親
鸞
 
の
 仏
教
理
解
の
独
自
性
 

が
 、
「
教
行
信
証
」
と
い
う
表
現
に
出
て
い
る
か
ら
に
 他
な
ら
な
い
。
仏
教
の
骨
格
は
「
 教
 
・
 行
 ・
 証
 」
で
あ
 る
が
、
親
鸞
の
「
本
願
」
 

理
解
に
お
い
て
は
「
数
打
 
茶
信
マ
証
 」
と
表
現
さ
れ
る
 。
「
 行
 」
が
全
町
・
 
信
マ
 と
し
て
展
開
さ
れ
る
か
ら
で
 あ
る
。
 

聖
道
門
と
浄
土
門
を
判
別
す
る
浄
土
門
仏
教
の
教
え
に
 
よ
れ
 ば
、
 （
現
代
は
末
法
の
世
で
あ
る
Ⅹ
（
い
ま
，
 こ
 こ
の
 私
マ
 に
は
、
 浄
 

土
の
教
え
（
阿
弥
陀
仏
の
教
え
、
念
仏
の
教
え
）
 
し
 か
な
い
。
中
国
に
お
け
る
浄
土
門
仏
教
徒
で
あ
る
 
道
 緯
 
-
 
五
六
一
一
 
｜
 六
四
五
 -
 は
 

「
大
集
経
」
の
文
言
を
承
け
て
「
当
今
は
末
法
な
り
。
 ，
 
」
の
五
濁
悪
世
に
は
、
た
だ
浄
土
の
一
門
あ
り
て
、
 通
 入
 す
べ
き
路
な
り
」
と
 

 
 

れ
る
「
末
法
灯
明
記
」
を
承
け
て
、
（
現
代
は
、
末
法
 0
 世
で
あ
る
 ン
 こ
と
を
 

確
か
め
て
い
る
。
親
鸞
は
、
法
然
の
語
る
「
専
修
念
仏
 
」
の
教
え
（
選
択
本
願
の
教
え
）
の
間
 
思
 に
お
い
て
 、
「
他
力
」
を
「
如
来
の
 

本
願
力
」
と
体
解
す
る
。
「
本
願
」
の
他
力
性
（
絶
対
 他
者
性
）
が
宗
教
的
体
験
の
自
己
理
解
と
し
て
表
明
さ
 
れ
る
。
 

末
世
の
凡
夫
の
行
に
よ
っ
て
は
「
 証
 」
を
得
る
こ
と
が
 で
き
な
い
。
た
だ
、
不
本
願
の
は
た
ら
き
ゃ
の
み
が
、
 果
 と
し
て
の
「
 証
 」
 

に
 至
る
因
で
あ
る
。
そ
の
本
本
願
の
は
た
ら
き
 
マ
 を
 凡
夫
が
受
け
と
め
る
姿
が
不
信
）
（
信
心
）
と
理
解
 
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
 

（
 
行
 ・
 肩
 せ
が
展
開
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
 教
 ，
 行
 
・
 信
 ・
 証
 」
と
表
現
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
 証
 」
に
即
し
て
「
 真
仏
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願
の
教
え
）
に
お
け
る
証
さ
と
り
の
道
が
盛
ん
で
あ
る
 
、
と
い
う
の
が
、
親
鸞
の
仏
教
一
仏
法
、
仏
道
一
理
解
 
で
あ
る
。
「
浄
土
真
宗
」
㈲
 

 
 
 
 

で こ も り ん と こ る の る 無 皇 土 
」
、
「
化
身
上
」
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
く
る
「
 
顕
浄
 土
 真
実
教
 行
 証
文
 類
 」
は
、
教
養
・
付
番
・
借
券
，
 証
 巻
 ，
 真
 仏
土
 巻
 ・
 化
 

上
 巻
の
六
巻
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
 
（
 
行
 ・
 信
 ）
を
教
え
る
「
真
実
の
教
」
は
「
大
無
量
 
菱
縫
」
で
あ
る
。
「
 大
 

童
詩
経
」
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏
の
「
本
願
」
こ
そ
が
 
全
い
ま
・
こ
こ
の
、
末
法
五
濁
の
悪
世
 マ
 に
い
る
八
項
 悩
 具
足
の
凡
夫
で
あ
 

、
こ
の
 私
マ
 に
ふ
さ
わ
し
い
教
え
で
あ
る
。
「
時
機
 純
 熟
の
真
教
」
で
あ
り
、
「
時
機
相
応
」
の
教
え
と
受
け
と
 め
ら
れ
る
。
法
然
 と
 

出
会
い
に
お
い
て
「
本
願
」
の
真
実
に
出
遇
っ
た
親
鸞
 
は
 、
そ
の
よ
う
に
、
合
時
代
と
自
己
と
真
実
の
教
え
 マ
 （
 
ぼ
と
 機
 と
法
）
を
 見
 

。
親
鸞
に
と
っ
て
 
合
 現
代
は
末
法
で
あ
る
）
。
し
か
し
、
 （
末
法
 マ
 で
あ
る
が
ゆ
え
に
「
本
願
」
の
真
実
に
出
 遇
 ぃ
 得
た
の
で
あ
る
。
 

の
 「
浄
土
の
真
実
」
に
即
し
て
「
 教
 ・
 行
 ・
 証
 」
が
 見
 ら
れ
る
と
「
 教
 ・
 行
 ・
 信
 ・
 証
 」
に
他
な
ら
な
い
。
「
 当
今
は
末
法
な
り
」
 

い
う
時
代
認
識
（
「
 時
 」
へ
の
通
見
）
に
お
い
て
「
 教
 ・
 行
 ・
 ロ
 ・
 証
 」
と
い
う
論
理
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
 
の
で
あ
る
。
 

「
浄
土
真
宗
」
は
、
「
末
法
」
に
お
い
て
 
出
 遇
い
得
た
教
 え
で
あ
る
が
、
「
末
法
」
だ
け
に
妥
当
す
る
教
え
で
は
 な
い
。
「
ま
こ
と
に
 知
 

ね
 、
聖
道
の
諸
教
は
在
世
・
正
法
の
た
め
に
し
て
、
 
ま
 つ
 た
く
 像
末
 ・
法
滅
の
時
機
に
あ
ら
ず
。
す
で
に
時
を
 失
し
機
に
 乖
 け
る
な
 

 
 

。
浄
土
真
宗
は
在
世
・
正
法
・
 像
末
 ・
法
滅
、
濁
悪
の
 群
萌
 、
斉
し
く
 悲
刊
 し
た
ま
 ふ
 を
や
」
と
語
ら
れ
る
 
よ
う
に
、
ど
こ
ま
で
 

、
仏
道
を
求
め
る
関
心
に
お
い
て
合
時
代
 ゃ
が
 見
つ
め
 ら
れ
て
い
る
。
仏
教
に
お
け
る
「
 教
 ・
 行
 ・
 証
 」
が
 前
 提
 と
な
っ
て
い
る
と
 

ろ
で
、
（
数
行
 証
 が
整
っ
て
い
た
正
法
の
時
代
、
教
 行
 の
見
ぃ
 だ
さ
れ
た
像
法
の
時
代
は
終
わ
り
、
今
や
 
、
教
 の
み
の
末
法
の
時
代
 

あ
る
、
だ
か
ら
）
聖
道
門
の
教
え
は
（
残
念
な
が
ら
）
 
妥
当
し
な
く
な
っ
た
。
今
や
、
し
か
し
、
浄
土
門
に
お
 
け
る
真
実
の
宗
（
 本
 



（
終
末
論
に
立
っ
信
仰
 
Y
 
 （
末
法
観
に
立
っ
信
仰
）
 
い
 ず
れ
の
場
合
に
も
、
 

ヘ
 現
代
、
い
ま
・
こ
こ
に
お
い
て
 マ
 自
身
の
八
倍
 ゃ
が
立
 

つ
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
不
異
質
な
る
も
の
 マ
 が
見
い
だ
 さ
れ
る
。
そ
の
会
異
質
な
る
も
の
 マ
 へ
の
否
定
に
お
 い
 て
 自
身
の
会
 信
マ
 0
 頁
 

実
性
が
確
認
さ
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
現
代
の
（
宗
教
 
多
 元
状
況
中
に
お
け
る
事
態
と
同
質
で
あ
る
。
拙
論
で
 
憶
 
（
末
法
観
に
立
っ
 
信
 

仰
マ
の
 側
か
ら
の
み
、
少
し
ば
か
り
の
展
望
を
し
て
お
 き
た
い
。
 

親
鸞
は
、
「
浄
土
真
実
」
の
「
 教
 
・
 行
 ・
 証
 」
を
 顕
ら
 か
に
す
る
観
点
か
ら
、
仏
教
の
教
え
の
な
か
に
「
 
真
 」
 と
「
 仮
 」
を
見
い
だ
 

し
 、
さ
ら
に
、
仏
教
以
外
の
教
え
（
他
の
宗
教
）
を
 
批
 刊
 す
る
。
 

*
 念
仏
成
仏
こ
れ
真
宗
万
行
諸
善
こ
れ
仮
門
権
実
 
真
仮
を
わ
か
ず
し
て
自
然
の
浄
土
を
え
 

し
ら
ぬ
、
，
 

ぞ
 

8
2
 -

 
お
 一
 

*
 聖
道
 権
 阪
の
方
便
に
衆
生
ひ
さ
し
く
と
ど
ま
り
 て
 
諸
有
に
流
転
の
身
 と
ぞ
 な
る
悲
願
の
一
乗
帰
命
 せ
 よ
 

ホ
 そ
れ
も
ろ
も
ろ
の
修
多
羅
に
よ
っ
て
、
真
偽
を
勘
決
 
し
て
、
外
教
 邪
 偽
の
異
執
を
教
 試
 せ
ば
、
 

-
 
花
 -
 

「
 浬
磐
経
 」
に
の
た
ま
は
 く
 、
「
仏
に
帰
依
せ
ば
、
 
つ
ひ
 に
ま
た
そ
の
余
の
も
ろ
も
ろ
の
天
神
に
帰
依
せ
ざ
 ね
 」
 と
 。
 

徹
底
し
た
「
外
教
」
批
判
で
あ
る
ば
か
り
か
、
「
本
願
」
 を
 説
く
浄
土
門
の
教
え
の
な
か
に
お
い
て
も
、
「
万
行
 諾
 ま
ロ
」
が
「
仮
門
」
 

で
あ
る
こ
と
を
厳
し
く
批
判
す
る
。
「
排
他
論
・
包
括
払
 
m
.
 多
元
論
」
の
文
脈
に
即
し
て
み
れ
ば
、
「
排
他
論
 
」
の
典
型
と
映
る
だ
 
る
 

-
 
㌘
 -
 

う
 。
し
か
し
な
が
ら
、
「
真
仮
を
知
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
 如
来
広
大
の
恩
徳
を
迷
失
す
」
と
言
わ
れ
る
よ
 
う
 に
 、
八
 頁
 ・
 仮
マ
 0
 差
異
が
 

正
し
く
見
え
る
と
こ
ろ
に
お
い
て
「
浄
土
の
真
実
」
の
 
真
実
性
が
あ
ら
わ
に
な
る
の
で
あ
る
。
仏
教
の
「
 
教
 

ケ
リ
 ・
 証
 」
は
 、
 「
め
 

ぼ
 @
 
土
 

の
 真
実
」
に
即
し
て
表
現
す
れ
ば
「
 
教
 ・
 行
 
・
 信
 
・
 証
 」
に
他
な
ら
な
い
。
 八
 真
偽
の
勘
決
 マ
 に
お
い
て
も
 同
 様
で
あ
る
。
「
 
阪
 」
 も
 

  

エ
ピ
ロ
ー
グ
ー
（
 真 ・
 ケ
 ・
 偽
 ）
 と
フ
 ル
ー
ラ
 リ
ズ
ム
（
宗
教
多
元
状
況
 こ
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註
 

T
 

）
現
代
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
一
大
ジ
ャ
ン
ル
と
な
っ
た
「
 ゐ
ホ
 教
の
神
学
」
に
お
け
る
思
索
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
枠
を
越
え
て
 追
思
索
で
き
る
も
の
で
あ
 

り
つ
つ
も
、
そ
の
思
索
を
そ
の
よ
う
に
あ
ら
し
め
る
も
の
は
キ
リ
 
ス
ト
 教
的
 
（
独
自
性
）
と
舌
口
え
る
だ
ろ
う
。
管
見
し
た
書
を
例
 
下
 し
て
お
く
。
 

ト
ミ
ぃ
 （
…
一
の
）
㊤
）
 

き
き
づ
せ
 
～
（
 
ゃ
 
～
 
ゆ
田
の
 

-
 

め
 コ
蕊
や
 
い
 
の
 q
b
 

乱
心
～
Ⅰ
 

ご
ご
 
：
 h
 
田
 ）
 
ぃ
ぬ
け
ぬ
ぃ
 

（
 -
 
（
 
-
 
ぎ
き
 Q
%
 

夫
馬
 よ
 
～
ま
の
 討
 ふ
 め
 ～
 
め
 S
 ぎ
ま
 ・
 亜
 ～
 
s
 荘
悪
 ㌻
 ま
武
 ㏄
ぎ
ざ
も
 由
ま
 ㌔
㌔
 
こ
汁
 ）
）
 

ぃ
 
㌣
㏄
。
 
オ
 Ⅰ
の
的
・
 

セ
 。
 コ
 

オ
 ㏄
 こ
 「
（
）
Ⅰ
）
（
）
 

R
u
o
 
㌧
 い
 三
 @
 
（
 
ガ
い
 「
ロ
コ
 ロ
 メ
タ
「
 

曲
ト
 
（
の
（
 
汐
 （
 o
 プ
 
N
 
ど
 小
円
 
の
 Ⅱ
年
の
（
 

-
 ）
の
の
 
 
 

～
 お
 n
e
 
～
 
c
 咀
や
ま
 
～
Ⅳ
 
め
 ）
 
め
ち
 
の
 り
 ～
～
 
ぐ
め
り
逮
 0
 き
襄
由
び
 ～
～
も
 

ザ
 
P
 
Ⅰ
 仁
 （
 ア
の
 
l
p
 
コ
 %
@
 
0
 二
ロ
Ⅱ
の
 音
 「
 曲
ま
 0
 二
ロ
 

o
n
 

二
ヨ
。
ま
ド
 

已
 0
 コ
 z
0
.
 

ム
ニ
こ
の
Ⅱ
 

一
 
2
 
）
中
央
学
術
研
究
所
編
、
 

佼
成
 出
版
社
、
一
九
八
九
年
、
引
 用
は
 同
書
 セ
頁
 。
 

一
 
3
 
）
田
丸
 徳
善
 
・
星
川
 啓
慈
 
・
山
梨
有
希
子
著
、
春
秋
社
、
二
 
O
0
0
 

年
 。
 

（
 
4
 
）
「
仏
教
思
想
史
」
 

三
 冊
シ
リ
ー
ズ
 
-
 早
楽
手
書
店
、
一
九
 セ
九
｜
 八
二
年
。
 

 
  
 

一
 
5
 
）
最
近
の
も
の
と
し
て
、
岩
本
 泰
波
 
「
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
 

宗
教
哲
学
論
文
集
し
広
大
会
出
版
、
二
 
0
0
 

一
年
。
 

 
 

 
 
 
 

ヨ
ガ
 す
 建
也
 せ
 0
 コ
ロ
Ⅱ
 仁
り
オ
 
・
 め
 ⑧
 巨
 ㌔
 こ
才
 ま
ま
 い
 ま
き
も
の
こ
 ふ
 ㏄
 ざ
き
ぎ
ま
 。
）
 
の
の
 
弍
一
 Z
 ぎ
田
コ
 
の
目
 ド
ニ
 。
㏄
 ミ
 ㌔
㌔
 
鮭
 ㌻
 ミ
ロ
ぉ
 ㌔
 い
臣
ふ
紅
ぎ
き
 
～
 
せ
 。
目
の
 の
等
 。
 

 
 

一
 6
-
 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
編
「
キ
リ
ス
ト
教
は
仏
教
か
ら
 
何
 を
 学
べ
る
か
三
一
九
九
九
年
、
一
 
0
 
頁
 。
 

 
 

 
 

一
 
7
 
一
 
「
キ
リ
ス
ト
と
し
て
の
ア
ミ
 
ダ
 」
と
い
う
表
現
は
 
、
 Ⅰ
 0
 オ
コ
 い
の
。
 ヴ
す
甘
 ：
 め
燵
 Q
x
 
㌔
 
む
ぎ
こ
晦
 ま
ぬ
・
・
 

H
o
 

き
 ね
こ
 
ぬ
寒
ミ
ぎ
ぬ
 ～
が
 き
 ぉ
ゑ
 ミ
ま
ぬ
 ～
～
 

0
s
 

晃
 

そ
れ
は
帰
依
の
対
象
で
は
な
い
こ
と
が
あ
き
ら
か
と
な
 
る
 。
そ
の
よ
う
な
 
八
 異
な
る
 マ
 も
の
と
の
出
会
い
（
 対
 時
 

の
 真
実
」
が
明
ら
か
と
な
る
。
 不
真
 ・
 阪
 ・
 偽
マ
は
、
そ
 の
よ
う
な
論
理
構
造
を
有
し
て
い
る
。
 

（
文
明
の
衝
突
 マ
 糸
価
値
喪
失
と
し
て
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
 マ
 （
新
た
な
・
宗
教
性
霊
性
、
精
神
性
 
姦
 
（
私
事
と
 し
 

混
在
と
し
て
の
現
代
の
（
宗
教
多
元
状
況
 マ
の
 渦
中
に
 は
 、
 八
 末
法
に
お
け
る
「
浄
土
の
真
実
」
 マ
に
 照
射
さ
れ
 る
 

見
 い
だ
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
二
十
世
紀
の
現
代
に
お
け
 る
 
八
教
徒
「
 信
 」
 証
や
 は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
「
プ
ル
 
 
 

元
状
況
）
」
に
お
い
て
語
ら
れ
得
る
し
、
ま
た
、
語
ら
 

 
 

）
に
お
い
て
「
浄
土
 

て
の
め
ホ
教
Ⅴ
等
々
の
 

会
 真
 ・
 阪
 ，
 偽
マ
も
 

ラ
リ
ズ
ム
定
木
 教
多
 

「
 
偽
 」
も
 、
 単
に
側
に
在
る
も
の
が
 
八
 異
な
る
も
の
 マ
と
 し
て
木
目
 足
 さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
「
浄
土
の
真
実
」
に
 照
射
さ
れ
る
こ
と
で
 



の
こ
 丹
あ
ぬ
 n
 ～
 
ぜ
 
a
n
 も
 由
ま
荘
簿
こ
乙
ま
 
・
 叫っ
コ
 （
の
の
り
（
）
（
の
の
の
 

-
 ）
 つ
 ㏄
の
 -
 
匹
 京
侍
 行
訳
 
「
対
話
を
超
え
て
ー
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
栢
 互
 変
革
の
展
望
」
行
路
 

社
 、
一
九
八
五
年
 -
 で
 論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
ブ
ッ
ダ
・
キ
リ
ス
ト
 

」
と
い
う
表
現
は
 、
 Ⅰ
「
 
@
 
（
 
N
 ㏄
 コ
ユ
 ・
も
 突
 
㏄
 ぎ
荘
荘
 
ぎ
の
 キ
 ふ
め
～
 

ま
め
ぬ
 

 
 

 
 

Ⅰ
 @
 
よ
 ビ
き
 
Ⅰ
・
 

ド
ゃ
 
@
@
@
@
n
@
 

Ⅱ
 
ひ
 
の
 
-
 
（
・
Ⅱ
Ⅰ
 

@
 ぬ
 
@
 巧
の
～
 
巳
叱
 
「
 
@
 （
 
@
 
や
 
い
の
 

め
寺
 
@
 
に
 Q
u
 

の
 
玲
め
 
：
 
@
@
@
m
@
@
@
 

～
 
-
m
 

っ
 
・
 
b
 ハ
ノ
 

-
n
-
 

ト
 
Ⅰ
，
い
ざ
く
 

-
 

@
 
ご
 % 
ぎ
ぉ
 
㌔
薄
色
の
い
 
べ
汀
慰
 
s
 ま
 ま
。
 コ
の
仁
つ
 
（
。
 
ロ
の
 
「
 
コ
、
 
）
の
㏄
 

い
 三
頁
 の
 自
己
の
王
と
し
て
の
 

 
 
 
 
 
 
 
 

京
都
学
派
の
 
ゐ
 
下
散
哲
学
と
キ
リ
ス
ト
教
 

「
二
河
白
道
の
讐
 楡
 」
に
お
け
る
相
即
的
事
態
に
つ
い
て
報
告
し
 

㌔
邦
訳
な
し
）
に
見
ら
れ
る
。
 

た
 
-
 同
二
一
六
頁
以
下
 -
 。
対
論
者
で
あ
る
コ
ル
シ
ュ
教
授
は
 、
 「
 王
の
祈
り
」
を
 中
 

一
 
8
 一
山
折
哲
雄
「
「
宗
教
的
対
話
」
の
虚
妄
性
「
宗
教
的
 

共
存
」
と
の
対
比
に
お
い
て
」
 

-
 南
山
宗
教
文
化
研
究
所
編
「
 宗
 教
 と
文
化
 ぬ
 
一
九
九
四
 

午
 ）
。
「
宗
教
的
共
存
」
 

-
 
「
民
衆
の
信
仰
を
基
盤
に
し
た
宗
教
現
象
 

の
 同
時
存
在
 ヒ
 

と
の
対
比
に
お
い
て
「
宗
教
的
対
話
」
の
 眼
 界
 が
論
じ
ら
れ
て
い
 

る
 。
 

-
9
 一
世
エ
ジ
プ
ト
 記
 二
十
 章
 三
節
。
 

而
一
 

ユ
ダ
ヤ
教
に
お
け
る
「
コ
ー
シ
ェ
ル
」
一
食
品
等
の
適
正
 

さ
 Ⅰ
イ
ス
ラ
ム
法
シ
ャ
リ
ー
ア
に
お
け
る
「
ハ
ラ
ー
ム
」
森
下
止
 
-
 等
に
お
い
て
も
、
 
合
啓
 

示
の
宗
教
）
金
神
裁
 マ
 に
お
け
る
神
の
教
え
に
か
な
う
「
た
だ
 

し
さ
」
が
理
解
さ
れ
る
。
た
だ
、
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
 イ
ス
ラ
ム
の
間
に
お
 

け
る
差
異
性
 
は
 拙
論
の
王
 題
 で
は
な
く
、
こ
こ
で
の
「
 
萎
 し
さ
」
 
は
八
 啓
示
の
神
 マ
 へ
の
関
係
の
内
実
と
し
て
の
「
た
だ
し
き
」
 

の
 意
味
で
あ
る
。
 

行
 ）
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
五
章
一
節
。
 

う
一
 

エ
リ
コ
 甲
匡
曲
 （
（
 
@
 
コ
 し
銭
 蓮
 -
 
③
 モ
 。
 目
ぎ
 。
 目
 p
 。
 宮
 T
 牙
 ㌻
 
匹
 ㌧
 ピ
 の
 -
%
 Ⅱ
の
的
 
-
 ，
㏄
ま
簿
㌔
か
 

み
 ま
 き
 
の
ま
き
荘
の
か
 ふ
 ぃ
守
 
ざ
ぎ
 ミ
ー
ト
 

0
%
 

う
め
 

ト
 Ⅰ
 
逮
ぃ
 
や
武
 ま
き
も
 
田
 ぐ
さ
 
毬
呵
斗
沖
ハ
ト
赴
 

ゴ
 ￥
 
0
0
 
～
 
碇
騨
 い
口
，
 
V
 の
（
 
鼠
 9
.
 き
目
 ・
「
浄
土
真
宗
と
福
音
主
義
 
神
 学
 

仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の
対
話
」
法
蔵
 館
 、
二
 0
0
0
 
年
 。
 

こ
の
第
三
回
ル
ー
ド
ル
フ
・
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
オ
ン
二
九
 九
九
年
五
月
一
で
は
、
「
信
仰
の
み
に
よ
っ
て
 

｜
。
 
念
仏
」
「
 

  

浬
架
 」
「
恩
寵
他
力
、
責
任
と
エ
ー
ト
ス
」
「
社
会
倫
理
の
 

現
在
的
諸
問
題
」
「
 
霊
 性
的
指
導
の
ロ
ユ
（
 u
 の
 コ
 の
 韻
轄
圭
の
 @
s
u
 
コ
 竺
 
「
折
り
と
瞑
想
 

の
の
す
の
（
Ⅰ
宮
の
臼
（
 

ハ
 （
 
@
o
 
コ
 」
の
六
つ
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
企
画
さ
れ
た
 
。
「
 神
 

阿
弥
陀
 ｜
 淫楽
」
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
「
浄
土
真
宗
 

」
に
つ
い
て
、
「
 浬
 

築
の
力
用
が
は
た
ら
く
世
界
を
人
間
に
語
り
告
げ
る
こ
と
 
は
、
 

そ
の
真
実
教
を
親
鸞
は
…
…
「
大
無
量
寿
経
」
に
聞
き
取
っ
 た
 」
 -
 
郭
 妻
 
幅
木
八
八
 

頁
 ）
と
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
筆
者
自
身
が
参
加
し
た
「
 祈
 り
と
瞑
想
の
の
 す
 の
 モ
ミ
 の
 
臼
 （
 注
 0
 コ
 」
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
筆
者
は
浄
 土
仏
教
に
お
け
る
 

心
 に
し
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
の
祈
り
の
特
徴
を
論
じ
、
仏
教
と
 
対
比
せ
し
め
た
。
筆
者
は
、
「
二
河
白
道
の
讐
 

楡
 」
等
を
手
が
 

 
 

仏
教
 
-
 
浄
土
真
三
 
%
 
 に
お
け
る
本
願
と
信
心
は
、
相
即
的
な
関
係
 に
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
祈
り
」
の
持
っ
て
い
る
 合
 一
方
向
性
）
と
は
 異
 

な
る
八
双
方
向
性
 マ
が
 見
い
な
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
報
告
を
 し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
「
祈
り
」
は
 、
茶
 ま
の
あ
た
り
に
 出
会
つ
て
い
る
 方
 

の
の
 
む
 の
 
コ
由
す
簗
 と
し
て
の
神
へ
の
語
り
か
け
）
で
あ
り
、
そ
の
（
 人
間
の
側
か
ら
の
 -
 「
祈
り
」
は
、
「
語
り
か
け
て
く
る
 
神
 」
 へ
 の
 応
答
で
あ
る
。
 
キ
 

リ
ス
ト
教
は
そ
の
よ
う
な
（
啓
示
の
宗
教
）
で
あ
る
。
他
方
、
浄
 
土
仏
教
に
お
け
る
「
二
河
白
道
の
讐
 楡
 」
に
お
い
て
、
西
へ
向
 か
っ
て
い
る
人
が
直
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マ メ 章   

" （ 信   
    直視 事態 

  は す 

節 。 不る 覚こ 

ム 
  
亡 丁 と 

教 ） （ 東 
の岸   
実 ら   
他動 
な め   
な西 

「 唯 
ル序か 

  
  
呼 
  

土田Ⅰ 

  
  
  
弗ヶ ル % 
ユ員 

    
  
  
招 
喚   
    十目 

  

  



し
た
。
ま
た
、
ダ
ビ
デ
に
詩
篇
を
与
え
た
」
 

ヨ
 コ
ー
ラ
ン
 ヒ
 藤
本
 

伴
 ・
池
田
 訳
 、
中
央
公
論
社
、
一
九
七
 0
 年
 、
一
三
二
頁
 -
 
。
 

一
リ
 
@
 
 
「
浄
土
真
宗
聖
典
」
註
釈
 
版
 、
三
九
一
頁
、
四
一
 
セ
頁
 。
 

一
花
一
同
、
四
一
三
頁
。
 

（
 
桝
 ）
 回
 、
五
六
九
頁
。
 

一
お
 
-
 同
、
五
六
九
頁
。
 

一
 
%
 ）
 回
 、
四
二
九
頁
。
 

一
町
 
-
 同
、
三
七
二
頁
。
 

一
 
0
0
 
）
拙
論
で
は
、
不
末
法
観
に
立
つ
信
仰
）
を
も
っ
ぱ
ら
浄
土
 
仏
教
に
お
い
て
考
察
し
た
。
日
蓮
の
仏
法
一
理
解
 -
 も
 
不
末
法
観
 に
 立
つ
信
仰
 マ
 で
あ
る
 

が
 、
言
及
で
き
な
か
っ
た
。
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
 

(502)  296 



に 世 

戦 界 
争 の グ 
暴 ロ 
力 l   
差 ル   
な ヴ 
ど   べ   
問 ッ 
題 ジ 

が 化 
頻 の 
繁 流 
に れ 
生 め 
じ 中 
る で よ 
う 諸 

ホ教 にな ゐ 
っ が 

て か 
き つ 

た て な 
さ く 

ら 出 
@"  し ふ ヱ瓦 

  

機会 環境 

な が 

ど 増 
人 え 
類   
に し 
土 ノ、 か 
通 も 

す そ 
る の 
諌 田 
題 会 
へ い 
の と 

応 と 

苔 も 

297 

り
 巻
く
状
況
に
大
き
な
変
化
を
認
め
、
そ
れ
に
実
践
的
 
に
 対
応
し
な
け
れ
 ば
 な
ら
な
い
と
い
う
問
題
意
識
が
そ
 こ
に
は
働
い
て
い
る
。
 

 
 

岩
田
文
昭
 

八
 論
文
要
旨
Ⅴ
現
代
の
宗
教
的
多
元
性
に
関
す
る
問
題
提
起
は
 、
た
ん
な
る
理
論
的
な
関
心
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
 倫
理
的
実
践
的
な
関
心
 

に
 基
づ
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
浄
土
真
宗
に
お
い
て
 
は
そ
れ
に
応
答
し
 
ぅ
る
 展
望
が
い
ま
だ
十
分
に
開
か
れ
て
は
い
 な
い
。
本
稿
の
目
的
 

は
 、
宗
教
的
多
元
性
の
間
 題
 に
対
し
て
、
倫
理
的
な
次
元
で
真
宗
 

が
 応
答
す
る
こ
と
に
は
原
理
的
困
難
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
 を 明
ら
か
に
す
る
と
 

と
も
に
、
さ
ら
に
そ
れ
に
応
答
し
 ぅ
る
 位
相
を
探
究
す
る
こ
と
に
 あ
る
。
本
稿
の
考
察
は
次
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
。
ま
ず
親
鸞
の
 
教
 説
を
考
察
し
、
 
親
 

鸞
の
排
他
主
義
的
な
教
 説
 に
は
 通
 仏
教
と
共
通
の
価
値
規
範
が
前
 捷
 さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
次
に
、
近
代
の
浄
土
真
宗
の
代
 
表
的
 思
想
家
で
あ
る
 

清
沢
満
之
の
諸
宗
教
理
解
の
理
論
的
枠
組
み
を
検
討
し
、
す
で
に
 
清
之
に
は
、
諸
宗
教
の
存
在
意
義
を
統
一
的
に
捉
え
る
理
論
的
 な
留
 が
 存
在
し
て
 

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
最
後
に
、
宗
教
的
倫
理
の
内
容
を
 
規
定
し
な
い
と
い
う
清
之
独
特
の
倫
理
観
の
内
容
を
解
明
し
、
 

そ
 こ
に
諸
宗
教
に
対
 

す
る
積
極
的
な
働
き
か
け
が
な
か
っ
た
理
由
を
指
摘
す
る
。
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
 
V
 
 排
他
主
義
、
悪
、
清
沢
満
之
、
宗
教
的
倫
理
 、
真
俗
二
諦
 

お
よ
そ
あ
ら
ゆ
る
宗
教
は
他
の
宗
教
，
宗
派
と
の
 関
わ
 り
の
中
で
、
成
立
し
展
開
し
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
今
 
日
 、
宗
教
的
多
元
性
 

0
 間
 題
 が
改
め
て
提
起
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
た
 ん
 な
る
理
論
上
の
関
心
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
は
な
 
ぃ
 。
現
代
の
宗
教
を
取
 

課
題
と
し
て
の
 

親
鸞
 と
 宗

教
的
多
元
性
 

満
 2
 



を
 迫
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
宗
教
的
多
元
性
の
 
問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
変
化
に
対
応
し
よ
う
と
す
る
 
思
 想
 潮
流
の
中
で
、
倫
理
 

的
 関
心
を
も
っ
て
論
じ
ら
れ
て
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

宗
教
的
多
元
性
の
問
題
に
対
す
る
積
極
的
な
取
り
組
み
 
は
、
 主
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
の
神
学
者
か
ら
生
じ
て
き
 
た
 。
そ
こ
か
ら
「
 宗
 

教
 問
対
話
」
の
よ
う
な
き
わ
め
て
実
践
的
な
課
題
も
提
 
起
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
「
宗
教
間
対
話
」
の
な
 
か
に
「
 ゐ
 
示
教
的
論
争
，
」
 

の
 影
を
認
め
、
 
う
 ち
に
潜
む
攻
撃
性
が
問
題
視
さ
れ
る
 こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
問
題
視
も
、
宗
教
 
的
 多
元
性
の
あ
る
べ
き
 

あ
り
方
を
開
示
し
よ
う
と
す
る
意
図
の
も
と
で
な
さ
れ
 
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
場
合
も
、
宗
教
的
多
元
性
の
 
意
味
を
積
極
的
に
捉
え
 

一
 
l
-
 

直
そ
う
と
し
て
い
る
点
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
宗
教
的
 
多
元
性
の
間
頭
 が
 キ
リ
ス
ト
教
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
 宗
教
に
共
通
し
た
新
た
 

な
 倫
理
的
問
題
と
し
て
生
じ
て
き
て
い
る
こ
と
に
、
 
日
 本
 で
正
面
か
ら
異
論
を
称
え
る
人
は
、
宗
教
学
者
は
無
 塞
柵
 の
こ
と
、
神
学
者
・
 

宗
学
者
に
お
い
て
も
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
 
 
 

神
学
者
の
側
か
ら
の
問
題
提
起
に
応
ず
る
よ
う
な
形
で
 
、
日
本
の
浄
土
教
に
お
い
て
も
、
と
く
に
浄
土
真
宗
の
 
立
場
に
拠
り
な
が
ら
 

こ
れ
に
応
答
す
る
人
も
現
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
こ
の
 
よ
う
な
応
答
の
試
み
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
い
で
あ
ろ
う
。
 

-
2
-
 
と
は
い
 

え
 、
キ
リ
ス
ト
教
神
学
で
問
題
に
さ
れ
て
い
る
状
況
に
 
比
べ
る
と
、
真
宗
に
お
け
る
議
論
は
、
そ
の
拡
が
り
に
 
お
い
て
も
、
ま
た
深
ま
 

り
に
お
い
て
も
、
活
況
を
呈
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
 
。
こ
こ
に
は
、
伝
統
仏
教
が
現
代
の
現
実
的
問
題
に
対
 
し
て
積
極
的
に
向
き
合
 

っ
て
い
な
い
と
い
う
一
般
的
問
題
も
看
 て
 取
る
こ
と
が
 で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
問
題
は
と
ど
ま
ら
な
 
い
 。
と
り
わ
け
真
宗
に
 

は
 倫
理
に
関
す
る
原
理
的
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
 
。
宗
教
的
多
元
性
と
い
う
観
点
か
ら
、
真
宗
の
特
色
を
 
考
察
す
る
と
と
も
に
、
 

真
宗
に
お
い
て
宗
教
的
多
元
性
を
問
題
と
し
う
る
位
相
 
を
 探
究
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

  



ま
ず
最
初
に
、
ジ
ョ
ン
・
ヒ
ツ
ク
の
枠
組
み
を
借
り
て
 
、
親
鸞
の
他
宗
教
・
他
宗
派
理
解
の
大
ま
か
な
像
を
描
 
き
、
真
宗
の
伝
統
的
 

な
他
 教
理
解
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

親
鸞
は
自
ら
が
立
脚
す
る
阿
弥
陀
仏
の
本
願
を
絶
対
的
 
な
も
の
と
し
て
お
り
、
そ
の
立
場
に
は
、
神
学
の
中
で
 
理
念
化
さ
れ
て
き
た
 

「
排
他
主
義
」
と
通
じ
る
面
が
あ
る
。
ヒ
ッ
ク
の
用
法
 に
 従
え
ば
、
排
他
主
義
と
は
、
救
い
を
一
つ
の
特
定
の
 
伝
統
に
限
定
す
る
た
 

一
 
3
 一
 

め
、
 
一
つ
の
特
定
集
団
に
救
い
を
限
定
し
 、
 他
を
救
い
 の
 領
域
か
ら
除
く
立
場
で
あ
る
。
仏
教
以
外
の
諸
宗
 
教
を
 
「
 偽
 」
と
規
定
し
 

て
 、
外
道
で
あ
る
と
一
括
し
て
排
除
す
る
親
鸞
は
 
、
排
 地
玉
義
者
と
し
て
の
色
彩
が
濃
い
。
親
鸞
は
、
「
 偽
と
 舌
口
 
ふ
は
、
 則
ち
六
十
二
 

一
 
4
-
 

見
 ・
九
十
五
種
の
邪
道
こ
れ
な
り
」
と
述
べ
、
諸
宗
教
 を
 宗
教
的
真
理
に
反
す
る
も
の
と
し
て
批
判
す
る
。
 

親
鸞
の
主
要
な
関
心
は
 、
 自
ら
の
立
脚
す
る
本
願
の
絶
 対
 性
を
開
示
す
る
こ
と
、
「
本
願
一
乗
海
を
按
ず
る
に
 、
円
融
満
足
 極
速
無
 

一
 
5
 一
 

碍
 絶
対
不
二
の
教
な
り
」
を
 閲
 明
に
す
る
こ
と
に
あ
り
 、
そ
の
関
心
は
主
に
自
己
の
内
側
に
向
か
っ
て
い
る
。
 
そ
し
て
、
他
宗
教
・
 他
 

宗
派
を
批
判
す
る
最
終
的
根
拠
も
、
他
力
に
帰
し
て
い
 
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
が
立
脚
す
る
 
根
拠
を
問
題
に
し
、
 

そ
 

祀
れ
を
絶
対
的
な
も
の
と
す
る
姿
勢
が
あ
る
ゆ
え
に
 
、
現
実
の
他
宗
教
・
他
宗
派
へ
の
批
判
が
生
じ
る
と
い
 
う
 構
造
に
な
っ
て
い
る
。
 

親
 

緩
鸞
は
 、
善
導
の
文
を
解
釈
し
っ
 っ
 、
根
本
の
問
題
 は
 自
力
を
た
の
む
こ
と
に
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
「
 聖
 道
 ・
外
道
に
お
も
む
き
て
、
 

教
 噴

鈴
 行を
修
し
、
 
鈴
 仏
を
念
ず
、
吉
日
良
辰
を
え
 も
 び
 、
右
相
祭
祀
を
こ
の
む
も
の
な
り
、
こ
れ
は
外
道
な
 
り
 、
こ
れ
ら
は
ひ
と
へ
に
 自
 

 
 

-
6
-
 

し
 

力
を
た
の
む
も
の
な
り
」
。
 

 
 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
神
学
で
い
う
排
他
主
義
と
ぴ
っ
た
り
と
 重
 な
る
わ
け
で
は
な
い
。
親
鸞
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親
鸞
の
「
排
他
主
義
」
 



方
便
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
聖
道
門
に
お
け
る
 
成
 仏
の
可
能
性
を
認
め
る
か
否
か
ほ
つ
い
て
は
、
真
宗
学
 
の
 内
部
で
も
必
ず
し
も
 

-
 
ユ
 
u
-
 

意
見
の
一
致
を
見
て
い
な
い
。
す
な
 ね
 ち
、
成
仏
が
 理
 誌
上
は
可
能
で
あ
る
が
、
現
実
の
人
間
に
お
い
て
実
際
 
上
は
不
可
能
と
す
る
 立
 

場
と
 、
理
論
上
も
不
可
能
と
考
え
る
立
場
と
に
分
か
れ
 
る
 。
た
だ
し
、
釈
迦
の
教
 説
 と
し
て
一
定
の
真
理
性
を
 認
め
る
こ
と
に
は
変
わ
 

-
9
 
一
 

り
は
な
い
。
さ
ら
に
、
浄
土
門
の
諸
 教
説
 に
関
し
て
は
 、
 ょ
り
積
極
的
意
義
が
与
え
ら
れ
る
。
親
鸞
は
自
ら
の
 
回
心
の
体
験
を
踏
ま
え
 

て
 、
宗
教
的
経
験
の
段
階
を
「
三
 顧
 転
入
」
と
し
て
類
 聖
化
し
て
表
現
し
た
が
、
「
 仮
 」
と
し
て
の
浄
土
門
の
 諸
教
説
は
 
「
真
実
」
 へ
 

の
道
程
の
段
階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
 
し
ろ
、
仏
教
内
部
の
宗
派
の
教
 
説
は
、
 「
お
 ほ
ょ
そ
、
 八
萬
 四
千
の
法
門
は
 、
 

 
 

み
な
こ
れ
浄
土
の
方
便
の
善
な
り
」
と
さ
れ
、
一
定
の
 
真
理
性
を
認
め
つ
つ
も
、
す
べ
て
方
便
と
み
な
さ
れ
 
真
宗
の
下
に
統
合
さ
れ
 

る
 。
 

親
鸞
に
包
括
主
義
的
側
面
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
仏
教
 
諸
派
に
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
神
祇
な
ど
に
も
及
ぶ
。
 
た
 と
え
ば
、
浄
土
和
讃
 

に
 収
め
ら
れ
て
い
る
現
世
利
益
和
讃
に
は
、
念
仏
を
唱
 
え
る
と
諸
天
善
神
に
護
念
さ
れ
る
と
 詠
 わ
れ
て
い
る
。
 こ
れ
は
、
神
祇
を
礼
拝
 

す
る
こ
と
を
積
極
的
に
勧
め
る
も
の
で
は
な
く
、
念
仏
 
0
 行
者
に
は
結
果
的
に
諸
天
善
神
に
護
念
が
な
さ
れ
る
 
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
 

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
限
定
し
た
条
件
下
で
は
 あ
る
も
の
の
、
日
本
の
神
祇
に
対
す
る
一
定
の
評
価
が
 
こ
こ
で
は
な
さ
れ
て
お
 

り
 、
神
祇
下
拝
を
基
本
と
し
つ
つ
も
、
真
宗
の
側
か
ら
 
神
祇
を
包
括
的
に
捉
え
る
可
能
性
が
そ
こ
に
胚
胎
し
て
 
い
ろ
。
そ
れ
ゆ
え
、
 す
 

-
7
 
一
 

れ
 聖
道
の
諸
 機
 、
浄
土
の
定
散
の
機
な
り
」
。
「
 
仮
 」
は
 
「
 真
 」
と
「
 偽
 」
に
対
す
る
言
葉
で
あ
り
、
真
実
に
到
 
る
ま
で
の
階
梯
と
な
る
 

と の の 
は た 居、 想 違う は め、 

ィム 仏   
数 数 あ 
内 内 く 

部 吉 に ま 

の の で 
寒 寒 仏 
脈 脈 教 
に な の 
立 批 伝 
御 判 統 
す し に 
る つ 悼 
人 つ さ 

な も す 
昼三 、 も 

道 そ の 
門 れ で 
も に あ 
浄 - り 

土 定   

  
め の 

  
  を 阪 義 「 持 を 

と つ 提     
日 ふ 親し 下 
は 鸞 て 
"  ヰま レ Ⅰ 

貝口 る 

ち 自   
こ ら そ 

  



 
 

し
こ
こ
で
は
三
毒
と
い
う
仏
教
の
一
般
的
相
対
的
「
 
悪
 」
と
阿
弥
陀
仏
の
本
願
と
い
う
絶
対
的
「
 善
 」
が
 対
 冒
 さ
れ
、
本
願
を
聞
 倍
 し
た
 

 
 

 
 

3
 

繭
人
 が
一
一
義
と
い
う
「
樺
を
好
ま
な
く
な
る
と
さ
 
れ
て
い
る
。
三
毒
と
い
う
「
 悪
 」
に
直
接
に
対
応
す
る
 相
対
的
「
 善
 」
に
つ
い
て
は
 

か
ひ
 を
き
き
は
じ
め
し
ょ
り
、
無
明
の
 ゑ
ひ
 も
や
 う
 

す
こ
し
 づ
 
）
さ
め
、
三
毒
を
も
す
こ
し
 づ
ュ
 
こ
の
ま
 
ず
し
て
、
阿
弥
陀
 

的
多
 

教
 

-
 
は
一
 

 
 

日
ホ
 

 
 

仏
 の
く
す
り
を
つ
ね
に
こ
の
み
め
す
 身
 と
な
り
て
お
は
 し
ま
し
 お
 ふ
て
 さ
ふ
ら
ふ
 ぞ
か
し
」
。
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 

-
 
Ⅱ
 -
 

で
に
親
鸞
に
お
い
て
も
地
敷
批
判
を
弱
め
る
契
機
が
潜
 在
し
て
い
た
と
も
い
え
よ
う
。
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
 
他
 教
 批
判
を
弱
め
る
契
機
 

が
あ
る
に
し
て
も
、
そ
こ
か
ら
宗
教
的
多
元
性
を
問
題
 
と
し
 え
る
積
極
的
な
応
答
が
出
て
く
る
こ
と
は
困
難
で
 あ
る
。
 

二
親
鸞
の
「
造
悪
無
碍
」
批
判
 

親
鸞
の
思
想
を
す
で
に
完
成
さ
れ
た
不
変
な
も
の
と
し
 
て
 捉
え
る
か
ぎ
り
、
宗
教
的
多
元
性
を
問
題
と
し
 
ぅ
る
 位
相
を
見
 ぃ
 だ
す
の
 

は
 容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
親
鸞
の
教
説
を
成
り
立
 
た
し
め
た
歴
史
的
背
景
へ
と
考
察
を
巡
ら
し
、
 他
 教
理
 解
の
意
味
を
捉
え
直
す
 

こ
と
を
試
み
て
み
た
い
。
 

そ
の
考
察
の
一
つ
の
手
掛
か
り
と
な
る
の
は
、
親
鸞
が
 
な
し
た
「
造
悪
無
碍
」
へ
の
批
判
で
あ
る
。
す
で
に
 
法
 %
 在
世
中
か
ら
念
仏
 

者
に
は
い
か
な
る
悪
も
さ
わ
り
が
な
い
の
で
、
思
う
ま
 
ま
に
悪
事
を
行
っ
て
よ
い
と
い
う
「
造
悪
無
碍
」
と
い
 
わ
れ
る
主
張
を
す
る
人
 

た
ち
が
現
れ
て
い
た
。
こ
れ
を
晩
年
の
親
鸞
は
批
判
し
 
て
い
る
。
親
鸞
が
造
悪
無
碍
の
徒
を
戒
め
る
の
は
、
 
か
 れ
ら
が
本
当
に
は
罪
悪
 

深
重
の
身
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
て
い
な
い
と
考
え
る
 
か
ら
で
あ
る
。
「
 
末
燈
紗
 」
に
は
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
 
と
い
う
薬
を
聞
 倍
 し
た
 

も
の
は
、
 
貧
欲
 ・
 唄
志
 ・
愚
痴
と
い
う
三
毒
を
好
む
と
 い
う
こ
と
は
な
い
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

 
 

「
も
と
は
無
明
の
さ
け
に
 
ゑ
ひ
 ふ
し
て
、
 
貧
欲
 ・
 唄
志
 ・
愚
痴
の
三
毒
を
の
み
こ
の
み
め
し
あ
ふ
て
 さ
ふ
ら
ふ
 つ
る
に
、
仏
の
ち
 

ア
亡
 



往
生
の
業
と
す
る
」
 

「
悪
を
つ
く
り
て
、
 

こ
と
を
制
止
す
る
た
め
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
し
か
 し
 、
親
鸞
は
こ
の
こ
と
を
述
べ
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
 
 
 

往
生
の
業
と
す
る
」
よ
う
な
人
は
親
鸞
に
と
っ
て
想
定
 
外
の
人
で
あ
る
。
「
 
末
燈
紗
 」
で
想
定
さ
れ
て
い
る
人
 ま
、
 

@
 

表
立
っ
て
窒
土
 ロ
及
 さ
れ
な
い
仕
方
で
は
あ
る
が
、
相
対
 的
 
「
 
善
 」
へ
と
向
か
う
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
 

い
う
ま
で
も
な
く
、
親
鸞
の
善
悪
の
捉
え
方
は
、
仏
教
 
の
 一
般
的
な
善
悪
 観
 と
は
異
な
る
。
浄
土
往
生
の
可
否
 に
は
、
一
般
的
な
 善
 

悪
は
問
題
と
な
ら
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
自
己
の
な
 
す
 自
力
の
善
に
よ
っ
て
往
生
で
き
る
と
考
え
る
立
場
 
が
 繰
り
返
し
批
判
さ
れ
 

る
 。
そ
の
た
め
、
 廃
悪
 修
善
を
な
せ
と
い
う
よ
う
な
 教
 説
は
直
接
に
は
提
示
さ
れ
な
い
。
し
か
し
、
 
通
 仏
教
の
 善
悪
 観
 と
ま
っ
た
く
 無
 

関
係
に
親
鸞
の
思
想
が
成
立
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
 
。
親
鸞
の
用
い
て
い
る
地
楡
を
使
え
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
 
本
願
と
い
う
薬
を
飲
む
 

こ
と
に
は
、
必
然
的
に
毒
が
毒
で
あ
り
恐
ろ
し
い
も
の
 
で
あ
る
と
い
う
こ
と
の
自
覚
を
伴
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
 
、
本
願
を
聞
 倍
 し
て
、
 

も
ろ
も
ろ
の
相
対
的
「
 悪
 」
を
避
け
よ
う
と
し
て
も
 避
 け
 え
ぬ
自
己
の
姿
が
知
ら
さ
れ
る
と
き
に
は
、
同
時
に
 
相
対
的
「
 善
 」
が
暗
黙
 

の
 内
に
対
照
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
本
願
の
絶
対
 
善
と
 と
も
に
自
己
の
「
 悪
 」
を
照
ら
し
出
す
よ
う
な
働
き
を
 な
し
て
い
る
。
い
い
か
 

え
れ
ば
、
親
鸞
の
説
く
「
 悪
 」
の
自
覚
に
は
、
 通
 仏
教
 の
 説
く
「
 善
 」
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
実
行
が
 
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
 

よ
う
な
形
で
、
い
わ
ば
否
定
媒
介
的
な
形
で
働
い
て
 
ぃ
 る
 。
結
論
的
な
こ
と
を
先
に
言
え
ば
、
真
宗
に
お
け
る
 
積
極
的
な
倫
理
形
成
が
 

困
難
で
あ
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
逆
説
的
な
形
に
お
い
 
て
の
み
、
宗
教
的
倫
理
に
関
わ
ら
ざ
る
を
え
な
 
い
 こ
と
 に
そ
の
原
因
が
あ
る
。
 

「
 
末
燈
妙
 」
で
述
べ
ら
れ
た
よ
う
な
 通
 仏
教
の
善
悪
 観
 と
の
微
妙
な
関
係
は
、
す
で
に
親
鸞
の
弟
子
た
ち
に
さ
 
え
 正
確
に
は
理
解
さ
 

れ
な
い
こ
と
が
あ
っ
た
。
「
歎
異
抄
」
の
著
者
も
そ
の
 一
 大
 で
あ
る
。
「
歎
異
抄
」
第
十
三
章
に
は
同
じ
よ
う
に
 「
く
す
り
あ
れ
ば
と
て
 

毒
 を
こ
の
む
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
親
鸞
の
言
葉
が
紹
介
 
さ
れ
て
し
る
コ
。
 

-
3
-
@
 
 

し
か
し
、
「
 末
燈
紗
 」
で
親
鸞
が
問
題
 に
し
て
い
た
事
柄
の
次
 

九
を
「
歎
異
 抄
 」
の
著
者
は
正
確
に
は
掴
ん
で
い
な
い
 。
「
歎
異
 抄
 」
は
、
こ
の
言
葉
を
た
ん
に
「
わ
ざ
と
こ
 
の
み
て
悪
を
つ
く
り
て
、
   



 
 

題
 に
応
答
し
う
る
 位
柑
 が
ど
こ
に
あ
る
の
か
探
究
し
て
 み
よ
う
。
親
鸞
の
思
想
の
歴
 

緩
 
空
性
が
問
題
に
さ
れ
る
と
き
、
一
般
的
に
、
特
定
 
0
 社
会
状
況
へ
の
批
判
を
親
鸞
の
思
想
と
本
質
的
に
結
 び
つ
く
と
解
さ
れ
、
被
支
配
 

教
 

噴
 
的
な
民
衆
に
救
 い
 を
も
た
ら
し
た
親
鸞
の
姿
を
強
 
謝
 し
て
捉
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
 他
 教
へ
の
 関
 わ
り
方
は
、
批
判
的
あ
る
い
 

 
 

 
 

れ
だ
け
が
親
鸞
の
思
想
の
歴
史
性
で
は
な
か
っ
た
。
 
親
 鸞
の
 
「
 
悪
 」
の
自
覚
は
 、
通
 

闘
 
仏
教
と
共
通
の
価
値
規
範
を
前
提
に
し
、
そ
の
「
 

排
他
主
義
」
も
諸
宗
教
・
宗
派
を
前
提
に
成
立
し
て
 

る
 。
そ
の
た
め
、
そ
の
前
提
   

一
仏
 
一
 

悪
 を
な
し
て
も
「
往
生
に
さ
は
り
な
し
と
ば
か
り
い
 
ふ
 を
き
き
て
、
あ
し
ざ
ま
に
 御
こ
ュ
ろ
え
 」
 た
 人
で
あ
る
 。
こ
の
よ
う
な
人
に
対
 

し
て
、
親
鸞
は
本
願
を
本
当
に
聞
 倍
 し
た
人
の
姿
を
教
 え
、
 正
し
い
信
心
の
日
常
生
活
の
中
で
の
現
れ
 
万
 、
「
 し
る
し
」
を
教
え
た
の
 

一
 
%
-
 

で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
間
接
的
な
形
 
で
 宗
教
的
倫
理
を
教
え
た
の
で
あ
る
。
親
鸞
に
お
い
て
 
は
 、
真
実
信
心
を
獲
 る
 

こ
と
が
第
一
義
で
あ
り
、
否
定
媒
介
的
な
形
で
前
提
 さ
 れ
て
い
る
 通
 仏
教
の
「
 善
 」
の
位
置
づ
け
は
、
実
際
に
 見
 過
ご
さ
れ
や
す
い
も
 

の
で
あ
る
が
、
親
鸞
の
「
 悪
 」
理
解
に
は
、
そ
れ
へ
の
 暗
黙
裡
の
対
照
が
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

親
鸞
が
当
時
の
仏
教
の
価
値
規
範
を
暗
黙
の
う
ち
に
 
前
 提
 と
し
て
い
た
こ
と
は
、
近
代
、
あ
る
い
は
ポ
ス
ト
 近
 代
の
仏
教
の
意
味
を
 

考
察
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
見
過
ご
す
こ
と
の
で
 
き
な
い
問
題
で
あ
る
。
そ
の
前
提
を
い
く
つ
か
列
挙
す
 
れ
ば
、
仏
典
に
真
理
が
 

説
か
れ
て
い
る
こ
と
、
自
他
と
も
に
仏
に
な
る
こ
と
が
 
究
極
の
「
 善
 」
で
あ
る
こ
と
な
ど
は
、
当
た
り
前
と
は
 
い
え
 通
 仏
教
と
共
通
の
 

規
範
で
あ
る
。
さ
ら
に
仏
教
の
一
般
的
な
善
悪
た
 と
え
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
親
鸞
が
肯
定
し
た
の
で
は
な
い
 
に
し
ろ
そ
れ
が
 思
 

想
 構
築
の
前
提
条
件
と
し
て
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
 
ば
 、
殺
生
・
 
楡
盗
 ・
邪
淫
な
ど
の
十
悪
と
そ
れ
を
な
さ
 な
 い
 十
善
、
五
逆
・
 
法
 

詰
 と
い
う
極
悪
、
六
波
羅
蜜
と
い
わ
れ
る
布
施
・
持
戒
 
・
忍
辱
・
精
進
・
禅
定
・
智
慧
と
い
う
実
践
徳
目
な
ど
 が
そ
う
で
あ
る
。
親
鸞
 

独
自
の
「
 悪
 」
解
釈
に
は
、
こ
の
よ
う
な
仏
教
の
価
値
 

 
 



真
宗
が
新
 

想
を
考
察
す
 

想
 家
で
あ
る
 

る
。
と
こ
ろ
 

な
か
っ
た
。
 

大
き
な
影
響
 

満
 2
 の
 思
 

ら
の
生
に
お
 た

に
 他
教
 と
関
わ
る
可
能
性
を
探
究
す
る
た
め
に
、
 
一
 人
の
近
代
の
思
想
家
、
清
沢
満
之
二
八
 - 
八
二
丁
一
九
 
0
 一
 
三
の
思
 

 
 

る
こ
と
に
す
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
清
沢
満
之
は
近
代
 
に
お
け
る
真
宗
の
思
想
的
意
義
の
解
明
に
取
り
組
ん
だ
 
最
初
の
田
 心
 

。
し
か
も
、
か
れ
の
思
想
に
は
宗
教
的
多
元
主
義
を
称
 
え
た
ヒ
ッ
ク
 と
 類
似
し
た
点
を
い
く
 
っ
か
 認
め
る
こ
 と
が
で
き
 

が
 、
そ
う
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
之
か
ら
は
 
諸
 宗
教
の
対
話
の
よ
う
な
問
題
は
積
極
的
に
打
ち
出
さ
れ
 
る
こ
と
は
 

清
之
の
思
索
は
、
近
代
に
お
け
る
真
宗
思
想
の
一
つ
の
 
モ
デ
ル
と
な
り
、
そ
の
後
の
思
想
家
に
も
、
ま
た
真
 &
 
ホ
教
団
に
も
 

を
 及
ぼ
し
て
い
る
だ
け
に
、
と
く
に
注
目
に
値
す
る
。
 

想
は
 、
一
言
で
い
っ
て
宗
教
哲
学
的
性
格
を
有
し
た
も
 
の
で
あ
り
、
か
れ
は
そ
の
哲
学
を
机
上
の
空
論
と
し
て
 
で
な
く
 自
 

い
て
生
き
ぬ
い
た
。
満
 2
 は
 、
自
己
の
あ
る
べ
き
あ
り
 方
を
問
う
と
い
う
仕
方
で
宗
教
を
問
う
て
い
る
の
で
あ
 
り
 、
さ
ら
 

" 一   一 

満
 2
 と
 宗
教
的
多
元
性
 

を
 欠
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
親
鸞
の
教
 説
は
 佳
景
の
 定
ま
 ら
な
い
も
の
と
な
る
。
ま
た
、
親
鸞
が
「
包
括
主
義
」
 
と
し
て
の
側
面
を
持
つ
 

の
も
、
か
れ
の
思
想
の
内
に
通
仏
教
の
思
想
を
組
み
込
 
ん
 で
 い
 る
結
果
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
親
鸞
の
思
想
が
 全
面
的
に
歴
史
的
条
件
 

に
 規
定
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
不
変
の
人
間
の
心
 
の
 真
実
が
語
ら
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
 
そ
 の
よ
う
な
思
想
も
ま
た
 

再
び
個
々
の
人
間
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
と
き
に
は
 
、
そ
の
人
間
を
と
り
ま
く
歴
史
的
状
況
の
中
で
の
相
対
 
的
な
善
悪
と
と
も
に
 捉
 

え
 直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
 0
 こ
の
 ょ
う
 に
 考
え
る
な
ら
、
真
宗
と
地
裁
と
に
共
通
す
る
前
提
と
し
 
て
の
価
値
規
範
の
問
題
 

へ
と
改
め
て
眼
差
し
が
向
け
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
 ろ
う
か
。
真
宗
に
お
い
て
宗
教
的
多
元
性
の
問
題
を
考
 
察
す
る
に
は
、
こ
の
場
 

面
 に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
私
に
は
思
わ
れ
 
る
 。
 

  



課題としての 宗教的多元性 

つ お る あ に   
あ 宙 か 珠 知 

が 

現出す 電 「 である て宗 い する」 言葉を ではな 人の間 

一 は 射 て と 

を 左 は く て 、 た る 
生 別   。 は 彼 入 る 

る み か 看 司 教 満 諸 

ち 人 し 一 得 な   己 の 特 仰 
の あ か 個 ざ る に で 色 も 

畢 り も の る も 
帰 あ が   

な 。 珠 珠 也 の 
り 右 の 也 と な 

  側 木 る 言命 @ ま、 @ こ 白 い ら 省 
道 の 体 さ 時 や ひ， し 己 う れ 票 
を み に れ に を に こ ろ を 

永 を 於 ど 先 知 帰 と 。 通 

め 見 ぃ 、 生 ら 由 つ は た し 
る て て 右 、 ざ た 、 だ て 

も 左 は 側 右 る   そ 念 し 獲 
0 例 是 と 手 也   の の 、 得 
往 な れ 左 に   て に べ 実 た 自 た そ さ 

意 知 一 例 時 余 い 基 て 験   已 め れ れ 
せ ら な と ち 既 こ づ い し 真 な に は た 
ざ ざ り は 給 に 更 述 た も 

る る     へ 神 は べ ん の 

何 人 手 白 8 を 宗学は っ > 。いて る示 る宅干 安 た「 す て な で 

  



か
ら
ず
と
」
一
葦
 -
5
0
5
l
5
0
 

の
 -
 
。
 

 
  
 

3
 

諸
宗
教
の
根
 抵
に
 共
通
す
る
も
の
を
認
め
る
考
え
方
は
 、
そ
の
主
著
と
で
も
い
う
べ
き
「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
 
二
八
九
二
年
刊
行
一
に
 

 
 
 
 
 
 

明
確
に
現
れ
て
い
る
。
満
 2
 は
 、
人
間
の
う
ち
に
あ
る
 
「
宗
教
心
」
に
宗
教
の
起
源
を
求
め
る
。
清
之
自
身
 が
 校
閲
し
手
を
加
え
た
ほ
 

「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
の
英
訳
で
は
、
宗
教
と
呼
ば
れ
る
 も
の
を
呼
び
起
こ
す
能
力
（
 
h
p
n
 

三
 （
し
ま
た
は
傾
き
 
6
 「
 0
 せ
 0
 コ
の
 
-
 
（
し
を
 人
 

間
は
生
得
的
に
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
が
「
宗
教
心
」
 
だ
 と
 説
明
し
て
い
る
 
目
ト
コ
 。
人
間
の
心
と
い
う
普
遍
 的
な
場
で
宗
教
を
捉
え
 

る
と
い
う
立
場
を
「
宗
教
哲
学
骸
骨
口
は
打
ち
出
し
た
 う
え
で
、
有
限
と
無
限
の
総
合
と
い
う
観
点
か
ら
宗
教
 が
 探
究
さ
れ
て
い
く
。
 

有
限
と
無
限
と
の
関
係
は
次
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
 る
 。
有
限
と
無
限
と
は
、
不
離
の
関
係
に
あ
る
。
一
方
 
で
は
、
万
物
は
み
な
 

有
限
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
万
物
 
は
そ
れ
ぞ
れ
さ
ま
ざ
ま
に
異
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
 
れ
に
限
定
さ
れ
限
界
が
 

あ
る
こ
と
で
成
立
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
万
 
物
 は
み
な
唯
一
の
無
限
に
よ
っ
て
包
括
さ
れ
て
い
る
 
と
も
い
え
る
。
そ
れ
ゆ
 

え
 、
万
物
全
体
が
唯
一
の
無
限
で
あ
り
、
無
限
が
そ
れ
 自
体
で
限
界
を
な
し
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
 
。
こ
の
有
限
と
無
限
と
 

の
 関
係
は
、
図
式
的
に
は
、
有
限
は
依
 立
 
・
相
対
・
 単
 

・
部
分
・
不
完
全
と
し
て
、
無
限
は
独
立
・
絶
対
・
 唯
一
・
全
体
・
完
全
 と
 

し
て
表
現
さ
れ
る
。
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
有
限
と
無
 限
 が
実
は
同
一
体
で
あ
っ
て
、
有
機
的
に
無
数
の
有
限
 
が
 集
ま
っ
て
無
限
の
 一
 

体
 を
な
し
て
い
る
と
す
る
点
で
あ
る
。
満
 2
 は
そ
れ
を
 
「
有
機
組
織
」
と
表
現
す
る
。
「
無
数
の
有
限
は
 、
相
 寄
り
て
、
無
限
の
一
体
 

を
 成
す
。
そ
の
状
態
を
有
機
組
織
と
舌
口
 

ふ
 」
 宮
 -
3
 。
 

「
有
機
組
織
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
「
万
物
一
体
」
と
 い
う
 思
考
は
、
す
で
に
哲
学
館
で
な
し
た
講
義
「
純
正
 
哲
学
」
の
実
在
論
の
 

中
で
表
明
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
生
涯
の
一
貫
し
た
 
主
 張
 と
な
っ
て
い
る
ニ
 
%
 よ
ミ
 
）
。
た
し
か
に
後
年
、
 
清
之
は
諸
宗
教
を
学
問
 

的
に
総
合
し
よ
う
と
し
た
「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
の
試
み
 
が
 不
十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
 

目
 
Ⅱ
 
0
 じ
 。
し
か
し
そ
れ
は
、
 

  



し
で
な
く
、
そ
の
「
現
象
」
が
異
な
る
と
明
言
し
 
、
 そ
の
違
い
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
信
仰
の
信
仰
た
る
要
性
（
本
体
）
は
一
様
な
り
と
 雄
 も
 、
そ
の
 顕
相
 
（
現
象
）
は
 萬
多
 無
数
な
る
も
の
な
り
 」
 -
 
づ
 -
@
&
0
 

の
）
。
 

課
題
 

ての宗教的多 

s@ 

    
ト 血 ,,@ 

  0 口     
    
ご 八 
」 九 
で 九 
満 年 

二月発 之は、 
行掲 信仰 

を 載 

  
  

酌ご こま f@ 、 

であるとし信仰のかれの主張の特徴 

的な 「本体」 占         
簡明 は同じ が 
で に 

あ 述 
る べ 

と ら 

す れ 
る て 
だ が 

け る 

  

元性 

学
問
を
主
と
す
る
態
度
を
反
省
し
た
も
の
で
あ
り
、
 
そ
 の
 哲
学
が
含
む
内
容
を
原
理
的
に
否
定
し
た
も
の
で
は
 
な
い
。
体
験
の
深
ま
り
 

と
と
も
に
、
自
身
の
か
つ
て
の
哲
学
を
自
己
化
し
て
 
ぃ
 っ
 た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
晩
年
の
精
神
主
義
に
関
 
す
る
講
話
で
も
次
の
よ
 

う
に
明
言
し
て
い
る
。
「
精
神
主
義
は
、
万
物
一
体
と
一
 

ム
 う
こ
と
を
、
一
の
信
念
と
す
る
と
云
う
て
も
宜
し
い
 
」
 一
 
V
-
@
 
の
 6
 一
 
。
 

こ
の
よ
う
な
有
限
と
無
限
と
の
関
係
を
も
と
に
し
て
、
 宗
教
、
と
く
に
自
力
と
他
力
、
聖
道
門
と
浄
土
門
の
内
 
容
 が
説
明
さ
れ
る
。
 

満
 2
 は
 、
有
限
が
無
限
へ
と
向
き
、
無
限
を
眺
め
る
の
 
三
一
つ
の
異
な
っ
た
仕
方
が
あ
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
 
一
 つ
は
 、
無
限
を
「
 因
 

性
 」
、
い
い
か
え
れ
ば
「
潜
勢
 態
 」
 C
o
 

（
の
 

コ
 （
守
下
㌧
 
と
 し
て
見
な
す
仕
方
で
あ
り
、
他
は
、
無
限
を
「
異
体
 
」
す
な
む
ち
「
現
実
態
」
 

す
 い
 （
 
ロ
 曲
目
（
 
さ
 
と
し
て
見
な
す
仕
方
で
あ
る
日
 -
 二
 %
 こ
 。
「
潜
勢
 態
 」
と
し
て
見
な
す
場
合
、
無
限
は
有
限
 
の
 内
部
に
あ
り
、
「
 現
 

実
態
」
の
場
合
に
は
無
限
は
す
で
に
顕
現
し
た
も
の
と
 
し
て
有
限
の
外
部
に
あ
る
。
す
る
と
、
有
限
と
無
限
と
 
の
 統
一
に
は
二
つ
の
方
 

法
 が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
有
限
が
そ
の
内
部
に
あ
る
（
 
潜
勢
態
と
し
て
の
 因
 ）
を
開
発
し
無
限
に
到
達
す
る
 場
合
と
、
 
へ
 現
実
態
と
し
 

て
の
 果
 ）
で
あ
る
外
部
の
無
限
が
有
限
を
摂
 別
 し
て
 無
 限
 に
到
達
せ
し
め
る
場
合
で
あ
る
。
い
つ
ま
で
も
な
く
 、
前
者
が
自
力
門
で
あ
 

り
 、
後
者
が
他
力
門
で
あ
る
。
満
 2
 は
こ
の
よ
う
な
 区
 別
を
認
め
っ
 っ
 も
、
い
ず
れ
に
も
「
無
限
力
 め
 活
動
に
 よ
り
て
、
有
限
が
進
み
 

て
 無
限
に
化
す
る
」
点
を
看
取
し
、
そ
れ
が
宗
教
の
要
 
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
ご
 ア
 
）
 
ぃ
一
 
。
 

満
 2
 が
 諸
宗
教
を
統
一
的
に
捉
え
、
さ
ら
に
諸
宗
教
の
 
違
い
に
つ
い
て
論
じ
る
の
も
、
こ
の
よ
う
な
実
在
論
に
 
基
づ
い
て
い
る
。
 
雑
 



る
も
の
も
の
の
、
「
宗
教
心
発
達
の
差
」
が
存
在
し
て
 い
る
と
ご
く
当
然
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
コ
コ
 
ど
 。
 こ
の
立
場
を
背
景
に
 、
 

満
 之
の
宗
教
観
の
背
景
に
は
、
進
化
論
的
立
場
が
あ
る
 
。
「
宗
教
哲
学
骸
骨
」
の
記
述
で
も
、
宗
教
心
は
本
性
 
に
お
い
て
同
一
で
あ
 

本
体
が
同
一
で
あ
っ
て
も
信
仰
の
現
象
が
多
様
な
の
は
 
、
結
局
の
と
こ
ろ
有
限
な
心
性
に
差
別
が
あ
る
こ
と
に
 
起
因
す
る
。
そ
の
差
別
 

が
こ
の
論
考
で
は
、
 知
 ・
 情
 ・
意
の
三
つ
の
側
面
で
 捉
 え
ら
れ
る
。
満
 2
 は
 、
仏
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
 ム
 0
 名
を
出
し
、
こ
れ
 

ら
に
宗
教
上
の
価
値
に
損
益
は
な
い
も
の
の
、
心
性
は
 有
限
で
あ
る
の
で
、
知
情
意
の
三
つ
の
側
面
が
一
挙
に
 
同
じ
よ
う
に
現
出
す
る
 

こ
と
は
で
き
な
い
と
述
べ
る
。
仏
教
の
信
仰
は
知
的
、
 
キ
リ
ス
ト
教
は
情
的
、
イ
ス
ラ
ム
は
意
的
の
面
が
各
々
 
の
 表
に
現
れ
、
他
の
二
 

面
は
存
在
す
る
も
の
の
裏
面
に
隠
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 
同
じ
こ
と
は
、
仏
教
内
部
に
、
さ
ら
に
浄
土
門
各
派
 
ほ
 つ
い
て
も
指
摘
さ
れ
 

る
 。
す
な
 ね
 ち
、
華
厳
天
台
は
知
的
、
浄
土
門
は
情
的
 、
律
宗
は
意
的
な
面
が
表
に
現
れ
、
浄
土
門
の
中
で
は
 
、
西
山
は
知
的
、
真
宗
 

は
 情
的
、
鎮
西
は
意
的
な
面
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
 

以
上
の
よ
う
に
、
三
つ
の
創
唱
宗
教
の
特
色
を
共
特
約
 
に
 示
し
て
か
ら
、
清
之
 は
 通
時
的
に
諸
宗
教
を
考
察
す
 る
 。
そ
こ
で
は
信
仰
 

の
 「
変
化
」
と
「
進
歩
」
と
が
区
別
さ
れ
る
。
た
と
え
 ぼ
 青
年
期
に
「
知
的
」
で
あ
っ
た
人
も
、
壮
年
時
は
「
 
意
的
 」
に
、
晩
年
に
は
 

「
 
情
的
 」
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
に
 応
じ
て
、
個
人
の
心
性
も
変
化
し
、
信
仰
が
変
わ
る
と
 
き
、
そ
れ
ら
は
信
仰
の
 

「
変
化
」
と
呼
ば
れ
る
。
「
変
化
」
と
い
う
語
に
は
価
値
 判
断
は
内
包
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
「
進
歩
」
に
は
 
そ
れ
が
含
意
さ
れ
る
。
 

清
之
 は
 、
「
幼
稚
な
る
信
仰
」
と
「
進
歩
せ
る
信
仰
」
と
 が
 存
在
す
る
こ
と
を
認
め
る
。
以
前
に
あ
っ
た
信
仰
 
を
 補
足
し
、
そ
れ
を
 ょ
 

り
 高
い
段
階
に
引
き
上
げ
る
よ
う
な
「
変
化
」
は
 
、
同
 時
に
「
進
歩
」
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
 
「
進
歩
」
の
内
容
は
ご
 

く
 簡
単
に
一
般
的
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
 
す
 な
 む
 ち
、
「
幼
稚
な
る
信
仰
」
の
特
色
は
、
「
比
較
的
 圭
角
多
く
し
て
衝
突
」
 

し
や
す
い
点
に
あ
る
と
さ
れ
、
「
進
歩
せ
る
信
仰
」
は
 、
 「
比
較
的
円
融
に
し
て
無
碍
な
る
」
点
に
求
め
ら
れ
て
 い
る
。
 

  



課題   教
 

咲
 
遠
点
に
目
を
向
け
た
 い
 。
 

%
 
 
い
だ
さ
れ
る
。
ま
た
、
ヒ
ッ
ク
自
身
の
理
論
の
検
 討
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
 
問
題
に
は
立
ち
入
ら
な
い
。
 

醸
 

こ
こ
で
は
た
だ
一
つ
の
こ
と
、
 

満
 2
 が
宗
教
的
多
 
元
 性
を
認
め
つ
つ
も
、
宗
教
間
対
話
へ
の
積
極
的
姿
勢
 を
 持
た
な
か
っ
た
と
い
う
 相
 

 
 

を
 指
摘
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
ヒ
ッ
ク
が
 
カ
ン
ト
の
「
物
自
体
」
と
「
現
象
」
と
の
関
係
を
か
れ
 
の
 多
元
主
義
の
ヒ
ン
ト
 

に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
清
之
の
有
機
体
説
の
発
想
の
 源
泉
は
ス
ペ
ン
 サ
 Ⅰ
 
へ
｜
 ゲ
ル
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
 あ
 る
い
は
 ロ
ソ
 チ
 ヱ
 に
 見
 

民
間
信
仰
や
神
祇
崇
拝
に
対
す
る
低
 
い
 評
価
が
下
さ
れ
 る
 。
雑
誌
「
仏
教
」
一
一
九
九
 
0
 年
 一
月
発
色
掲
載
の
「
 祈
 禧
は
迷
信
の
特
徴
な
 

り
 」
で
は
、
 
祈
 禧
を
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る
 
ヨ
臣
 0
0
.
 

串
 。
の
 
-
 
。
 

「
正
信
は
有
限
の
真
正
な
る
無
限
に
対
す
る
一
致
 と
云
 ふ
 可
く
、
迷
信
は
有
限
の
虚
妄
な
る
無
限
に
対
す
る
 
強
 合
と
云
ふ
 可
き
な
 

り
 。
之
を
其
の
顕
著
な
る
現
象
に
就
き
て
云
は
 
ゾ
、
正
 信
 に
は
 祈
禧
 な
く
、
迷
信
は
祈
薦
を
以
て
 、
 其
の
最
 

要
件
と
為
す
を
 

見
 

る
 」
 釜
 （
 -
 き
こ
 。
 

こ
の
文
を
読
む
限
り
、
個
人
的
な
 祈
 禧
は
無
論
の
こ
と
 、
国
民
あ
る
い
は
天
皇
の
た
め
の
 祈
 薦
も
容
認
す
る
 会
 

 
 

以
上
の
よ
う
な
清
之
の
諸
宗
教
理
解
に
は
ヒ
ッ
ク
 
と
規
 し
い
も
の
を
容
易
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ヒ
ッ
ク
 
は
 、
宗
教
的
経
験
を
 

可
能
に
す
る
「
 神
 的
実
在
」
「
真
実
在
」
を
要
請
す
る
 る
 ホ
教
実
在
論
を
主
張
し
て
お
り
、
諸
宗
教
が
究
極
的
実
 
在
 に
基
づ
き
、
し
か
も
 

そ
の
実
在
を
そ
の
ま
ま
直
接
に
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
 
な
い
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ヒ
ッ
ク
は
諸
宗
教
に
 
丑
 （
通
す
る
も
の
を
認
め
つ
 

-
 
れ
 -
 

つ
 、
同
時
に
そ
れ
ら
を
等
級
づ
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
 
る
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
両
者
の
間
 
に
は
い
く
つ
も
の
相
違
 

(515) 



の
 二
諦
 説
 に
は
、
変
化
・
深
化
が
認
め
ら
れ
る
が
、
 最
 終
 的
に
は
死
の
直
前
に
著
さ
れ
た
「
宗
教
的
道
徳
（
 
俗
 諦
 ）
と
普
通
道
徳
と
の
 

交
渉
」
二
九
 0
 三
年
、
 ま
 -
N
P
 

下
お
 コ
 に
も
っ
と
も
は
 っ
 

 
 

当
時
の
真
宗
学
者
の
大
多
数
は
、
真
宗
の
俗
諦
と
王
法
 仁
義
等
の
世
俗
的
倫
理
を
同
一
視
し
て
い
た
。
こ
れ
に
 
対
し
、
 満
 之
は
世
俗
 

的
 倫
理
と
俗
諦
と
を
区
別
す
る
。
世
俗
的
倫
理
は
 
、
た
 と
え
そ
の
善
の
基
準
が
判
明
で
は
な
く
て
も
、
ま
た
そ
 
の
 実
行
が
困
難
で
あ
っ
 

て
も
、
と
も
か
く
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 
つ
 ま
 り
 、
世
俗
的
倫
理
の
目
的
は
そ
の
実
行
に
あ
り
、
実
行
 
に
よ
っ
て
決
着
が
つ
け
 

ら
れ
る
と
清
之
は
考
え
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
 
俗
 諦
の
目
的
は
違
 う
 。
そ
れ
は
倫
理
的
行
為
を
な
す
能
力
 が
な
い
こ
と
を
感
知
さ
 

せ
る
点
に
あ
る
。
満
 2
 は
こ
う
明
言
す
る
。
「
真
宗
の
 俗
諦
の
目
的
は
如
何
な
る
点
に
あ
る
か
。
其
の
実
行
の
 
出
来
難
い
事
を
感
知
 せ
 

 
 

い
は
そ
れ
に
乗
り
か
か
る
形
で
真
俗
二
諦
の
論
理
を
提
 示
し
て
い
っ
た
中
で
、
清
之
の
二
諦
説
は
独
特
の
内
容
 を
 有
し
て
い
る
。
か
れ
 

四
滴
之
の
宗
教
的
倫
理
 

満
 2
 は
 、
宗
教
間
対
話
へ
と
積
極
的
に
向
か
う
こ
と
は
 

な
か
っ
た
し
、
ま
た
諸
宗
教
の
価
値
規
範
の
共
通
性
の
 

問
題
を
 、
 取
り
立
て
 

て
 論
じ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
諸
宗
教
を
 

巡
る
状
況
が
今
日
と
は
違
っ
て
い
る
と
い
う
外
的
状
況
 

も
 考
慮
さ
れ
な
け
れ
 
ば
 

な
ら
な
い
。
し
か
し
問
題
の
核
心
は
、
宗
教
的
倫
理
の
 

捉
え
方
に
関
す
る
原
理
的
問
題
に
あ
る
。
 
清
 之
の
宗
教
 的
 倫
理
の
内
容
を
明
ら
 

か
に
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
 

近
代
の
真
宗
の
宗
教
的
倫
理
の
問
題
は
、
真
俗
二
諦
 

説
 と
い
う
形
で
論
じ
ら
れ
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
「
真
諦
 

」
と
は
、
勝
義
 諦
 ・
 

第
一
義
 諦
 と
も
い
い
、
そ
の
意
味
は
多
様
に
解
釈
さ
れ
 

う
る
が
、
一
般
的
に
は
出
世
間
的
究
極
的
な
立
場
で
の
 

真
理
を
表
し
、
「
俗
諦
」
 

は
 世
俗
諦
と
し
て
、
真
諦
に
対
す
る
世
俗
的
相
対
的
立
 

場
 で
の
真
理
を
表
す
。
多
く
の
真
宗
の
学
者
が
、
天
皇
 

制
 国
家
を
支
え
、
あ
る
   



し
む
る
の
が
目
的
で
あ
る
」
 ヨ
 
㌧
 ト
ゅ
 
-
 。
俗
諦
の
意
味
 を
 、
そ
れ
が
実
行
で
き
る
か
否
か
に
で
な
く
、
信
心
を
 
獲
得
す
る
た
め
に
、
 

あ
 

る
い
は
信
心
の
有
り
難
み
を
深
め
る
と
こ
ろ
に
見
い
だ
 
す
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
真
俗
二
諦
は
表
裏
の
関
係
 
に
あ
り
、
両
者
は
別
物
 

で
は
な
い
と
い
う
。
「
俗
諦
の
教
は
、
つ
ま
り
真
諦
の
信
 心
を
裏
面
よ
り
感
知
せ
し
め
る
外
は
な
 
い
 の
で
あ
る
 。
即
ち
真
諦
の
積
極
的
 

に
 対
し
て
俗
諦
は
消
極
的
に
趣
味
を
有
す
る
こ
と
で
あ
 
る
 」
き
り
り
の
 一
 。
国
家
社
会
と
の
関
係
に
関
し
て
い
え
 
ば
 、
俗
諦
は
王
法
仁
義
 

等
を
教
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
宗
教
者
が
国
家
 
社
 会
 に
対
す
る
貢
献
は
、
真
諦
の
教
え
に
お
い
て
、
い
い
 
か
ぇ
 れ
ば
宗
教
固
有
の
 

場
所
に
お
い
て
な
す
べ
き
だ
と
説
く
。
 

「
よ
し
や
俗
諦
を
説
き
て
も
、
其
の
国
家
社
会
に
貢
献
 す
べ
き
所
は
其
の
宗
教
的
効
果
で
あ
る
べ
き
こ
と
は
 勿
ぬ
 柵
 で
あ
っ
て
 
、
此
 

は
 真
諦
の
教
を
説
く
時
は
 、
 其
に
よ
り
て
既
に
為
し
つ
 Ⅰ
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
・
・
・
・
・
・
中
略
・
・
・
・
・
・
宗
教
者
は
矢
 

張
 り
 宗
教
を
説
く
の
 

き
 詰
め
、
一
つ
の
明
確
な
立
場
へ
と
高
め
た
も
の
と
い
 

が
 本
分
で
あ
る
。
宗
教
者
の
本
分
を
尽
す
の
は
、
宗
教
 

え
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
に
注
目
す
べ
き
こ
 

的
 効
果
の
為
で
あ
る
」
 

ヨ
 3
2
5
 一
 
。
 

と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
 

国
家
体
制
と
距
離
を
取
り
、
宗
教
固
有
の
場
を
確
保
し
 
よ
う
と
し
た
点
に
満
之
の
二
諦
論
の
大
き
な
特
色
が
あ
 
る
 。
こ
の
よ
う
な
 宗
 

教
的
 倫
理
の
捉
え
方
は
、
満
 2
 独
自
の
も
の
で
あ
る
と
 は
い
え
、
宗
教
的
倫
理
に
逆
説
的
な
形
で
関
わ
っ
て
 
い
 る
 親
鸞
の
倫
理
観
を
突
 

%
 
 俗
諦
を
真
諦
の
裏
面
と
捉
え
る
こ
と
で
、
清
之
 
に
 お
い
て
は
、
宗
教
的
倫
理
の
内
容
規
定
が
欠
如
す
る
と
 
い
う
点
で
あ
る
。
 

多
 

「
真
宗
俗
諦
の
教
は
 
、
 其
の
実
行
が
出
来
る
と
 云
ふ
方
 が
 主
眼
で
は
な
く
て
、
其
の
実
行
の
出
来
ざ
る
こ
と
を
 感
知
せ
し
む
る
が
 

 
 

教
 

 
 

白
 
下
 

主
要
で
あ
る
か
ら
、
其
の
事
柄
は
決
し
て
具
に
之
を
列
 挙
す
る
必
要
も
な
け
れ
ば
、
其
の
事
柄
を
一
定
す
る
 
必
 要
ら
な
い
。
何
で
 

 
 

 
 

 
 

 
 

も
 構
は
ぬ
 、
 善
と
云
は
る
 ノ
 も
の
を
行
は
ん
と
し
て
 見
 る
が
よ
い
。
或
は
悪
と
云
は
る
 ュ
 も
の
を
作
さ
ざ
ら
ん
 と
し
て
見
る
が
よ
 

 
 

い
 
-
 
傍
点
は
論
者
二
 
安
 -
:
 
燵
ど
 。
 

課
題
 

  



理
の
内
容
に
関
与
し
な
い
態
度
と
一
体
に
な
り
、
さ
ら
 
に
 強
化
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
 

宗
教
的
倫
理
の
内
容
に
関
わ
ら
な
い
と
い
う
態
度
決
定
 
に
は
、
一
見
し
て
、
安
易
な
現
状
肯
定
に
陥
る
危
険
性
 
が
 感
じ
ら
れ
る
。
 だ
 

が
そ
れ
は
け
っ
し
て
清
之
の
た
れ
な
る
怠
慢
か
ら
生
じ
 
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
か
れ
の
生
涯
を
顧
 
み
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
 

う
 。
か
れ
は
、
学
士
と
し
て
の
世
俗
的
名
声
を
捨
て
、
 
羅
漢
の
如
き
制
欲
し
た
修
道
生
活
を
行
い
、
釈
迦
の
出
 
家
人
山
の
説
話
を
繰
り
 

返
し
自
己
に
問
い
返
す
よ
う
な
、
徹
底
し
た
否
定
的
 
生
 を
生
き
抜
い
た
。
か
れ
は
聖
道
門
の
修
行
者
に
近
い
よ
 
う
な
生
を
送
っ
て
き
た
 

の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
満
 2
 が
宗
教
的
倫
理
の
内
容
 を
 規
定
し
な
い
と
い
う
態
度
を
取
っ
た
こ
と
に
は
、
 
む
 し
ろ
伝
統
的
な
仏
教
の
 

価
値
規
範
の
不
安
定
さ
に
対
す
る
思
い
切
っ
た
決
別
の
 態
度
決
定
を
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
 

親
鸞
の
時
代
と
は
違
い
、
仏
教
的
価
値
規
範
は
も
は
や
 自
明
の
前
提
で
は
な
か
っ
た
。
仏
教
の
一
般
的
な
 
善
亜
 心
 
観
は
全
面
的
に
否
定
 

さ
れ
な
い
ま
で
も
、
か
つ
て
の
よ
う
な
影
響
力
を
有
し
 
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
多
く
の
 真
宗
学
者
は
、
王
法
 仁
 

義
 等
の
世
俗
的
倫
理
に
仏
教
倫
理
を
置
き
換
え
よ
う
と
 し
て
い
た
の
に
対
し
、
満
 2
 は
そ
の
よ
う
な
代
替
を
拒
 否
し
 、
真
宗
固
有
の
領
 

域
を
確
保
し
ょ
う
と
努
力
し
た
。
 満
 之
の
態
度
決
定
は
 、
宗
教
固
有
の
領
域
に
世
俗
的
な
も
の
が
介
入
す
る
 
ブ
 
」
と
を
防
ぐ
と
い
う
強
い
 

意
図
を
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
清
之
の
二
諦
論
の
根
本
 
に
は
、
そ
の
よ
う
な
志
が
あ
る
こ
と
を
捉
え
な
け
れ
ば
 
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
 

清
之
の
意
図
は
、
大
学
経
営
と
い
う
場
で
、
実
際
に
試
 

 
 

し
た
が
、
そ
の
目
的
 

は
 
「
学
生
を
し
て
、
他
力
信
心
を
獲
得
せ
し
む
る
」
 宙
 干
 の
の
の
）
こ
と
に
の
み
に
絞
ら
れ
た
。
宗
教
は
そ
れ
 
自
 体
 と
し
て
追
求
さ
れ
ね
 

ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
世
俗
の
あ
ら
ゆ
る
も
の
、
 
す
 な
 む
 ち
、
パ
ン
、
人
道
、
国
家
、
富
国
強
兵
、
功
名
 栄
達
な
ど
の
た
め
に
 存
 

  

満
 2
 
は
た
ん
に
宗
教
的
倫
理
の
内
容
に
無
関
心
で
あ
る
 と
い
う
よ
り
は
、
そ
の
内
容
を
規
定
し
な
い
と
い
う
 
意
 志
 が
看
 て
 取
れ
る
。
 

そ
 

 
 

 
 

3
 

も
そ
も
、
 

満
 之
は
信
仰
を
自
己
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
 自
己
の
内
側
に
関
心
を
向
け
て
い
た
が
、
そ
の
内
向
き
 
の
方
向
が
、
宗
教
的
 倫
 



課題としての 宗教的多 

い 対 さ 果 
だ 詰 れ を 
ろ と た 挙 
う し 世 げ 
か て 俗 た 

。 小 的 と 

充 倫 は 
公 理 い 
と の え 

、宗教 うだ い 領域に 

け お @ 
で ぃ 対 
な て 話 
く 、 の 

、 他 聞 

題を 真宗 宗教 

の と 本 
持 の 格 
つ 共 的 
意 存 に 
義 を 取 
を 認 り 

制 め 上 
限 よ げ 
し う る 

、 と ブ し 

そ す と 

れ る は 
が 実 な 
持 践 か 
つ が つ 

潜 回 た 在 ム自 ヒ ヒ 

的 に そ 
可 な こ 

能 る か 
性 に ら 

な す は 
も ぎ 、 
狭 な せ   
て 。 ぜ 

い そ い 

宗教 るの れは 

と区 では 宗教 

な 間 別 

313@ (519) 

し
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る
。
学
生
の
中
に
は
 
教
員
免
許
の
所
得
を
望
ん
だ
り
、
知
名
教
授
の
招
 
鵜
を
 欲
し
た
も
の
も
少
な
か
 

ら
ず
い
た
が
、
 
満
之
 は
こ
れ
を
き
っ
ぽ
り
と
拒
絶
し
た
 。
さ
ら
に
、
京
都
の
同
志
社
が
徴
兵
猶
予
の
特
典
を
え
 
る
た
め
に
、
文
部
省
の
 

行
政
指
導
に
従
っ
て
、
同
志
社
綱
領
の
一
部
を
変
更
し
 
、
「
基
督
教
 ヲ
以
テ
 徳
育
 ノ
 基
本
 ト
 馬
ス
」
と
い
う
 条
 頃
 を
同
中
学
校
に
適
用
 

一
 
%
 一
 

し
な
い
と
決
定
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
 
、
清
之
 は
 
「
吾
が
教
界
の
教
育
家
に
警
告
す
る
」
一
一
八
 
九
八
年
、
 モ
 こ
町
）
・
 

ポ
巳
 

と
い
う
小
論
を
著
わ
し
、
綱
領
の
削
除
を
決
定
し
た
 同
 志
 社
を
批
判
し
て
い
る
。
 

こ
の
よ
う
な
大
学
経
営
へ
の
関
わ
り
か
ら
、
国
家
体
制
 
か
ら
宗
教
の
自
律
性
を
守
ろ
う
と
す
る
一
貫
し
た
姿
勢
 
を
 読
み
取
る
こ
と
が
 

で
き
る
。
た
だ
し
、
宗
教
固
有
の
領
域
を
確
保
し
ょ
う
 
と
す
る
立
場
か
ら
の
社
会
的
実
践
は
、
大
学
経
営
と
い
 
う
よ
う
な
ご
く
狭
い
場
 

所
で
、
実
現
が
試
み
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
し
 
て
そ
れ
さ
え
、
挫
折
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
 
他
 0
 社
会
的
な
運
動
や
国
 

 
 

家
 の
問
題
に
満
 2
 は
 、
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
が
少
な
 か
っ
た
。
宗
教
的
倫
理
の
内
容
を
規
定
し
よ
う
と
し
な
 
い
と
い
う
か
れ
の
態
度
 

を
 鑑
み
れ
ば
、
そ
れ
は
当
然
の
こ
と
と
も
い
え
る
。
 
明
 確
 な
価
値
規
範
を
欠
い
た
ま
ま
、
社
会
的
運
動
に
関
わ
 
っ
て
も
詮
の
な
い
こ
と
 

で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
倫
理
的
関
心
を
も
っ
た
形
で
 
、
宗
教
的
多
元
性
の
間
 題
 が
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
の
も
 、
外
的
な
状
況
や
偶
然
 

的
な
問
題
で
は
な
く
、
か
れ
の
思
索
の
本
質
的
特
徴
に
 
そ
の
根
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
 清
 之
の
思
想
 的
 後
継
者
た
ち
も
、
 
近
 

%
 
 代
の
科
学
的
思
考
に
応
答
す
る
よ
う
な
仕
方
で
、
 浄
土
や
阿
弥
陀
仏
の
捉
え
方
を
深
め
、
ま
た
教
団
内
部
 
の
 改
革
に
は
そ
れ
な
り
の
 成
 



長
年
、
宗
教
間
対
話
の
実
践
 

ま
え
て
宗
教
間
対
話
を
試
み
る
 

臨
ま
ざ
る
を
得
ず
、
場
合
に
 ょ
 

宗
教
理
解
は
、
真
宗
の
伝
統
を
 

へ
の
考
察
も
な
さ
れ
て
い
た
。
 に

 尽
力
し
て
き
た
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
の
ジ
ェ
ー
 
ム
 ス
 ・
 W
.
 

ハ
イ
ジ
ッ
ク
は
 

、
 自
ら
の
体
験
を
踏
 

場
合
に
は
、
教
義
伝
統
に
固
執
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
 
う
 。
「
対
話
は
教
義
伝
統
に
対
し
て
選
択
的
に
 

-
 
刀
 -
 

っ
て
そ
の
伝
統
を
す
っ
か
り
淘
汰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 
い
 」
。
近
代
の
宗
教
哲
学
者
と
し
て
の
清
之
 の
 

継
承
し
つ
つ
も
、
教
義
に
囚
わ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
 
自
 白
 な
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
宗
教
的
多
元
性
 

宗
教
間
対
話
の
た
め
の
い
く
つ
か
の
条
件
は
す
で
に
 
有
 し
て
い
た
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
し
、
 宗
 

真
宗
の
「
 悪
 」
理
解
は
、
か
っ
て
の
仏
教
の
価
値
規
範
 が
弱
ま
り
、
否
定
さ
る
べ
き
前
提
が
存
在
し
な
く
な
っ
 
た
と
き
に
は
、
根
本
 

的
な
困
難
に
直
面
す
る
。
こ
の
困
難
は
、
 満
 之
の
時
代
 に
す
で
に
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
い
っ
 
そ
う
深
刻
な
も
の
と
な
 

っ
て
い
る
。
こ
の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
真
宗
 の
 
「
 
悪
 」
理
解
の
前
提
と
な
る
、
世
俗
的
倫
理
と
は
 
区
 別
さ
れ
る
宗
教
的
倫
理
 

が
高
形
成
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 
。
こ
の
よ
う
な
倫
理
形
成
は
、
宗
教
の
側
か
ら
の
要
求
 
を
も
と
に
し
て
生
じ
る
 

も
の
で
あ
り
、
研
究
者
の
側
か
ら
一
万
的
に
倫
理
を
規
 是
 す
る
な
ら
ば
、
不
自
然
さ
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
 
一
般
的
な
宗
教
的
倫
理
 

を
形
成
す
る
試
み
は
親
鸞
の
教
え
か
ら
直
接
に
導
か
れ
 
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
も
、
な
に
よ
り
も
そ
の
試
み
 
は
 矛
盾
を
苧
ん
だ
も
の
 

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
満
 2
 の
い
う
 よ
う
に
、
そ
れ
は
実
行
が
で
き
な
い
こ
と
を
感
知
す
る
 
が
た
め
に
実
行
さ
れ
る
 

と
い
う
性
格
を
有
す
る
か
ら
で
あ
る
。
新
た
な
宗
教
的
 倫
理
を
形
成
し
、
善
を
説
き
そ
れ
を
実
行
す
る
こ
と
を
 
勧
め
つ
つ
、
同
時
に
そ
 

れ
が
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
せ
よ
と
教
え
る
 
こ
と
は
、
あ
た
か
も
、
新
た
な
自
動
車
を
つ
く
り
、
 
そ
 の
 ア
ク
セ
ル
を
踏
み
つ
 

つ
 ブ
レ
ー
キ
を
踏
む
こ
と
で
、
自
己
の
無
力
さ
を
自
覚
 
さ
せ
る
よ
う
な
事
態
で
あ
る
。
し
か
し
、
宗
教
的
多
元
 
性
は
 、
そ
の
よ
う
な
 矛
 

盾
を
苧
 ん
で
い
る
位
相
に
お
い
て
本
当
の
意
味
で
問
題
 と
さ
れ
つ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

  



課題としての 宗教的多元性 

;
 
王
 

-
1
@
 
 た
と
え
ば
、
山
折
哲
雄
「
「
宗
教
的
対
話
」
の
虚
妄
性
 

「
宗
教
的
共
存
目
と
の
対
比
に
お
い
て
」
 

-
 南
山
宗
教
文
化
研
 究
 所
編
「
宗
教
と
文
化
」
 

人
文
書
院
、
一
九
九
四
年
 - 、
八
三
 ｜
 九
六
頁
参
照
。
 

（
 2
-
 

こ
の
よ
う
な
試
み
と
し
て
は
た
と
え
ば
、
南
山
宗
教
 文
 化
 研
究
所
編
「
浄
土
教
と
キ
リ
ス
ト
教
 ヒ
 春
秋
社
、
一
九
九
 0
 
年
や
ハ
ン
ス
ー
マ
ル
テ
ィ
 

 
 

リ
ス
ト
教
の
対
話
口
法
蔵
 館
 、
二
 0
0
0
 

年
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
 る
 。
 

（
 3
 ）
Ⅰ
 0
 ゴ
臣
 二
才
 オ
 ・
 セ
 r
G
 
ひ
 や
ま
ぬ
 隠
お
ミ
武
ぎ
浅
 
㌧
 ぎ
き
 ～
 
乙
ま
 
（
 
「
 0
 コ
宙
 0
 コ
 」
ま
 き
 ョ
ヨ
 ぃ
コ
，
 
-
 の
の
り
 
一
 -
 ロ
ロ
・
 
ぎ
 l
 毬
 ・
間
瀬
 啓
允
訳
ヨ
 下
散
多
元
主
義
宗
教
理
 

解
の
 パ
ラ
ダ
イ
ム
変
換
」
法
蔵
 館
 、
一
九
九
 0
 
年
 、
六
五
 ｜
 六
七
 頁
 。
 

（
 4
 一
 

「
親
鸞
日
本
思
想
体
系
Ⅱ
」
岩
波
書
店
、
一
九
 セ
 
一
年
 

一
 0
 八
頁
。
 

-
5
@
 
 「
親
鸞
日
本
思
想
体
系
 皿
 」
、
六
二
頁
。
 

 
 

一
 6
 ）
親
鸞
「
一
念
芳
念
文
意
」
 

宅
 定
本
親
鸞
聖
人
全
集
」
第
二
一
 
養
和
文
繍
、
法
蔵
 館
 、
一
九
七
三
年
）
、
一
四
一
 
｜
 
一
四
二
頁
。
 

 
 

 
 
 
 

一
 7
 ）
 
q
 親
鸞
日
本
思
想
体
系
Ⅱ
」
、
 

一
 0
 八
頁
。
 

 
 

-
8
 ）
普
賢
大
円
「
真
宗
 概
ぬ
遡
 
直
垂
 死
 、
一
九
五
 0
 
午
 、
ニ
セ
 ニ
 ー
ニ
セ
八
頁
参
照
。
 

 
 

 
 

-
9
 ）
親
鸞
 と
通
 仏
教
と
の
関
係
を
厳
密
に
論
じ
る
に
は
、
二
隻
 四
重
の
教
判
や
雑
行
論
を
は
じ
め
と
し
て
、
さ
ら
に
多
く
の
間
 
題
を
考
察
し
な
け
れ
ば
な
 

全 こ 代 倒 る 

体 の に か 硯 滴 
に 問 お ら 代 之 
ま 韻 い 課 の は 
で は て せ 思 、 

及た んんいれ 、 ら想宗 状教 
で に ま た 況 的 多元 いく 真ゐ 不 なお 斤 Ⅰ 串 、 に村 

も に 真 の 応 ， 性 
の の 宗 よ で を 
と み が う き 理 
居 、 に 積 で る 論 
わ 根 極 め よ 的 
れ ら 的 ろ う に 
る れ な が な 認 

。 る 存 、 応 め る地 もの 在意 実は 答は 平 で を @ ま 義を 真宗 課 
な 有 が 顕 す 
く す 前 と で 

、 る 捷 し に 

新 こ と て 開 
た と し 残 い 
な が て さ て     
的 る 仏 い   
倫 か 散 る し 

理 と の と カ ) 

な い 価 い し 
探 ぅ 値 わ   
究 問 規 ざ そ 
す 題 範 る   
べ と の を 多 
く 車 内 え 元 
課 な 容 な ，性 
せ り が い が 

ら 台 下 。 取 
れ っ 萌 そ り 

て て 確 の 立 
い い と 謀 て 

る る な 題 て 
現   っ は 問 
伏 そ て 一 題 

とされ の宗教 して、 いる現 見、外 

教
的
 倫
理
を
規
定
し
よ
う
と
し
な
い
 満
 之
の
思
想
か
ら
 は
そ
の
よ
う
な
実
践
を
導
き
だ
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
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茄
 ）
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
 W
.
 

ハ
イ
ジ
ッ
ク
「
宗
教
と
宗
教
の
対
話
 
ほ
 
つ
い
て
の
三
八
 
経
 三
一
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
編
「
宗
教
と
 宗
教
の
（
あ
い
だ
 ヱ
風
 

 
 

 
 3

 

媒
社
 、
二
 00
0
 

年
 一
、
三
七
一
 
｜
 三
七
二
頁
。
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 



識
の
間
に
か
な
り
の
等
質
性
統
一
性
が
あ
り
、
「
日
本
 教
 」
と
い
っ
て
よ
い
よ
う
な
宗
教
性
が
諸
宗
教
を
横
断
 
し
て
見
ら
れ
る
と
い
う
 

で
は
、
多
元
性
に
注
目
す
る
見
方
 と
 均
質
性
統
一
性
に
注
目
す
る
見
方
は
ど
こ
で
分
岐
 
す
 る
め
 だ
 る
ぅ
か
 。
 

319 

日
本
は
宗
教
的
に
き
わ
め
て
多
元
的
な
社
会
で
あ
る
と
 
い
う
見
方
が
あ
る
と
同
時
に
 、
 
実
は
あ
る
側
面
か
ら
 見
 る
と
国
民
の
宗
教
 意
 

㈲
 

 
 
 
 

唯
尭
 

、
 
走
 

島
薗
 

八
 論
文
要
旨
 V
 
 近
代
日
本
の
宗
教
は
多
元
的
に
併
存
し
て
い
る
 よ
う
だ
が
、
同
じ
精
神
風
土
を
分
か
ち
合
う
故
の
共
通
基
盤
が
 
あ
り
、
そ
の
多
数
派
に
 

反
す
る
も
の
は
広
が
り
に
く
い
よ
う
に
も
見
え
る
。
こ
の
多
元
性
 
と
 共
通
性
の
関
係
を
と
ら
え
る
た
め
に
は
、
戦
前
の
 一
 
・
国
家
 
神
 道
 」
体
制
が
ど
の
よ
 

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
を
正
確
に
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

と
 @
 
」
ろ
が
、
そ
も
そ
も
「
国
家
神
道
」
と
い
う
用
語
の
意
味
が
不
明
 

瞭
 で
あ
る
。
こ
れ
は
 

一
九
四
五
年
の
い
わ
ゆ
る
「
神
道
 
指
 ム
コ
」
に
お
い
て
、
こ
の
語
の
 矛
盾
し
た
用
法
が
見
ら
れ
、
そ
の
矛
盾
し
た
用
法
の
整
理
が
な
さ
 れず
に
そ
の
ま
ま
 

使
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
よ
る
。
狭
く
行
政
的
な
用
法
に
従
い
神
社
 
神
道
Ⅱ
国
家
神
道
と
す
る
と
意
味
は
明
確
に
な
る
が
、
「
神
道
」
 

を
 著
し
く
限
定
し
 

て
と
ら
え
る
結
果
を
招
く
。
村
上
重
 良 ら
に
よ
る
包
括
的
な
「
 
国
 家
 神
道
」
概
念
が
抱
え
る
困
難
を
克
服
し
つ
つ
、
広
い
意
味
で
 の
 
「
国
家
神
道
」
 概
 

念
を
鍛
え
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
作
業
を
通
じ
 て 、
近
代
日
本
の
宗
教
が
公
的
次
元
に
関
わ
る
国
家
神
道
と
主
 に 私
的
次
元
に
関
わ
 

る
 諸
宗
教
と
の
二
重
構
造
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
 にな
る
だ
ろ
う
。
 

八
 キ
ー
ワ
ー
ド
Ⅴ
国
家
神
道
、
神
道
指
令
、
神
社
神
道
、
天
皇
 崇
敬
、
宗
教
概
念
 

一
 

「
神
道
指
令
」
と
国
家
神
道
概
念
 

国
家
神
道
と
近
代
日
本
の
宗
教
構
造
 



よ
う
な
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
 

-
 
Ⅰ
 
U
-
 

一
九
四
五
年
一
二
月
一
五
日
に
連
合
国
軍
最
高
司
令
部
 
（
 
G
H
Q
 
）
に
よ
っ
て
発
せ
ら
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
神
道
 指
令
」
は
、
正
式
に
 

近
代
以
降
に
つ
い
て
こ
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
宗
教
 
制
度
に
つ
い
て
の
考
察
を
避
け
て
通
る
わ
け
に
は
い
 
か
な
い
。
宗
教
制
度
 

上
 、
信
教
の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
多
元
的
な
宗
教
の
共
 
存
 が
容
認
さ
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
ど
の
 
ょ
ぅ
 な
 枠
組
み
に
お
い
て
な
 

の
か
が
重
要
な
問
い
と
し
て
浮
上
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
 ら
で
あ
る
。
 

戦
前
の
日
本
は
「
国
家
神
道
」
体
制
の
下
に
あ
っ
た
 
と
 言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
信
教
の
自
由
は
限
定
さ
れ
た
 
も
の
で
し
か
な
く
、
 

す
べ
て
の
国
民
が
国
家
神
道
の
宗
教
性
に
服
す
る
こ
と
 

戦
後
の
宗
教
制
度
は
「
 国
 家
 神
道
の
解
体
」
の
上
 

に
 打
ち
立
て
ら
れ
た
。
そ
こ
で
全
面
的
な
信
教
の
自
由
 
が
 確
保
さ
れ
た
と
論
じ
ら
れ
る
。
で
は
、
日
本
に
お
け
 
る
 宗
教
的
多
元
性
の
あ
 

り
 方
は
、
戦
前
と
戦
後
で
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
に
な
 
っ
 た
の
だ
ろ
う
か
。
国
民
の
意
識
に
ま
で
立
ち
返
っ
て
 考
え
る
と
き
、
一
九
四
 

五
年
を
境
と
し
て
根
本
的
な
変
化
が
起
こ
っ
た
と
舌
口
 え
 る
め
 だ
 る
ぅ
か
 。
言
え
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
間
に
起
こ
 
っ
た
 宗
教
構
造
の
変
化
 

と
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
 

今
日
の
日
本
で
信
教
の
自
由
が
ど
の
よ
う
な
形
で
制
度
 
的
な
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
実
際
に
制
度
運
 
用
 が
な
さ
れ
て
い
る
 

か
ほ
 つ
い
て
は
、
多
く
の
側
面
か
ら
検
討
が
な
さ
れ
な
 け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
現
代
 
日
本
の
宗
教
の
多
元
性
 

が
ど
の
よ
う
な
形
で
存
在
し
て
お
り
、
今
後
、
ど
の
よ
 う
に
展
開
し
て
い
く
か
に
つ
い
て
の
よ
り
よ
い
見
通
し
 
を
 得
る
こ
と
が
で
き
る
 

よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
出
発
点
が
一
九
 
四
五
年
か
ら
四
六
年
に
か
け
て
、
占
領
軍
の
政
策
に
 
基
づ
い
て
実
行
さ
れ
た
 

「
国
家
神
道
の
解
体
」
に
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
 と
り
わ
け
「
神
道
指
令
」
と
 よ
 ぼ
れ
る
文
書
こ
そ
、
「
 国
家
神
道
の
解
体
」
の
 

路
線
を
定
め
、
現
代
日
本
の
宗
教
制
度
の
基
盤
を
形
 
づ
 く
っ
た
も
の
と
舌
口
え
る
だ
ろ
う
。
で
は
、
 
そ
 @
 
し
で
は
「
 国
家
神
道
」
と
は
ど
の
 

(526) 320 



国家神道と近代日本の 宗教構造 

 
 

日
本
政
府
 ノ
 法
令
ニ
佐
 テ
 宗
派
神
道
 或
 ハ
教
派
神
道
 ト
 区
別
セ
ラ
 ン
タ
ル
 

神
道
 ノ
 一
派
 即
チ
 国
家
神
道
乃
至
神
社
神
道
ト
シ
テ
 
一
 般
 
ニ
知
ラ
レ
タ
ル
非
宗
教
的
ナ
ル
国
家
的
祭
祀
ト
シ
テ
 類
別
セ
ラ
 レ
タ
ル
 

神
道
 ノ
 
一
派
（
国
家
神
道
 
或
 ハ
神
社
神
道
）
 
ヲ
指
 ス
モ
 ノ
デ
ア
ル
 

コ
弓
す
 

。
什
の
Ⅱ
 

ヨ
 の
片
ロ
 

占
 
①
の
 プ
 -
 
コ
叶
 
。
 毛
告
ゴ
 
-
 
コ
け
 
甘
の
日
の
が
 

目
 -
 
む
 m
 
 
。
ト
片
す
 

@
 
の
 隼
 @
 
日
の
り
 

ヱ
 つ
の
も
く
 

目
 -
 Ⅰ
の
 
ト
 
の
Ⅰ
 
日
 
。
 拝
 
す
が
 
甘
す
 
Ⅱ
㏄
 
臣
リ
ブ
 
0
 ヰ
の
 
プ
 日
日
。
ホ
く
ぺ
ら
 

か
か
 
a
 
 
め
 ～
 
き
ぎ
 0
 「
お
ミ
目
Ⅰ
 

㏄
 キ
へ
 
き
ぎ
 -
 ミ
 ゴ
は
ゴ
ヴ
せ
 
0
 ヨ
ユ
い
ト
 
㏄
。
ヰ
ひ
 

C
 小
片
す
の
Ⅰ
が
で
 

リ
コ
 
の
の
 
e
 の
。
 
づ
の
 
Ⅱ
 
コ
 ハ
り
の
 

コ
侍
 
オ
ハ
の
 
す
 の
の
 
コ
巨
 -
 
用
の
Ⅰ
。
コ
コ
 

9
 ヰ
の
 
隼
ヰ
 
Ⅱ
 0
 ヨ
 （
 
ぽ
 ㏄
Ⅱ
の
 
白
む
 
-
 
0
 臣
 。
円
の
㏄
 

ぃ
 曲
の
目
 
@
 
二
片
。
 

-
 
め
や
ま
か
も
め
 

臣
 Ⅰ
ミ
ぎ
。
Ⅰ
ヘ
ミ
。
 

オ
ぬ
め
 
⑧
 へ
お
 
～
 
0
@
 
 

が
コ
 
山
下
 曲
 ㏄
 ヴ
 の
の
 
コ
ぃ
 -
 
㏄
㏄
 
臼
 め
の
 
隼
 ㏄
 コ
 C
 コ
 。
Ⅰ
の
 

由
 g
-
O
 

目
の
 

コ
ゆ
由
 
0
 コ
が
 
-
 り
廷
 
写
り
 0
 コ
ミ
 

（
 
0
 コ
 -
 
せ
 ヰ
由
 
0
 ミ
コ
い
 
の
の
 

d
p
d
 

の
 

は
 
「
国
家
神
道
、
神
社
神
道
二
対
ス
ル
政
府
 ノ
 保
証
、
 支
援
、
保
全
、
監
督
 並
ニ
 弘
布
 ノ
 廃
止
二
関
ス
ル
 件
 」
 -
 
申
す
。
 
目
巳
 
。
 臣
 。
 ト
 Q
o
 
づ
 

㏄
Ⅰ
目
コ
）
 

e
 
二
片
が
 

-
 い
 つ
 0
 二
の
 
0
 Ⅱ
の
 
ゴ
 -
 
で
 ・
の
臣
で
つ
 

0
 Ⅰ
 
尹
呵
 e
 
Ⅰ
 
つ
 0
 
甘
け
り
廿
 

0
 目
 -
 の
 。
 コ
ド
 
Ⅰ
 
0
-
 
・
が
コ
色
 
0
 ガ
 の
の
コ
ム
 

臣
リ
ユ
 

。
 
コ
 。
比
の
づ
口
 

叶
 
㏄
の
 下
 @
 
コ
日
 
0
 
 
（
 
木
 。
 オ
ヰ
 
が
の
 圧
耳
 0
.
 

コ
三
口
 

ま
 （ 0 こ
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
用
い
ら
れ
て
 

い
る
「
国
家
神
道
」
と
「
神
社
神
道
」
と
は
、
同
じ
 
対
 象
を
指
し
て
い
る
よ
う
 

に
 受
け
取
れ
る
。
「
国
家
神
道
」
Ⅱ
「
神
社
神
道
」
の
国
 
家
 と
の
特
別
な
結
び
つ
き
を
廃
止
し
て
、
神
社
神
道
を
 

一
個
の
民
間
宗
教
団
体
 

と
し
て
遇
し
、
諸
宗
教
の
平
等
な
活
動
を
認
め
る
信
教
 
の
 自
由
の
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
こ
れ
が
、
神
道
 指
令
の
意
図
す
る
と
こ
 

ろ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
指
令
が
「
 
国
 家
 神
道
の
廃
止
」
と
「
信
教
の
自
由
の
確
立
」
に
関
す
 
る
 指
令
と
理
解
さ
れ
て
 

い
る
の
は
奇
妙
な
こ
と
で
は
な
い
。
現
在
の
日
本
の
み
 ホ
教
制
度
は
、
神
道
指
令
を
境
と
し
て
「
国
家
神
道
」
 
体
制
か
ら
「
信
教
の
自
 

由
 」
の
体
制
へ
と
移
行
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
 
で
あ
る
。
 

一
 
4
 一
 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
国
家
神
道
」
と
は
何
か
と
い
う
こ
 
と
が
、
実
は
明
確
で
は
な
い
。
一
方
で
、
こ
の
語
を
狭
 
く
 、
戦
前
の
神
社
 神
 

道
 が
国
家
と
特
別
の
結
び
つ
き
を
も
っ
て
い
た
こ
と
に
 
限
定
し
て
用
い
よ
う
と
す
る
用
法
が
あ
る
。
こ
の
用
法
 
は
神
道
 指
ム
 
下
の
中
に
 、
 

そ
の
典
拠
に
な
る
も
の
が
あ
る
。
神
道
指
令
の
あ
る
 
箇
 所
で
は
、
「
国
家
神
道
」
が
次
の
よ
う
に
定
義
づ
け
ら
 れ
て
い
る
か
ら
だ
。
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の
ゴ
 
@
 
二
億
 
0
.
 
之
 ㏄
 
由
 0
 二
の
 
-
 の
牙
 
@
 
二
目
 
0
 
0
 

Ⅱ
の
 

ア
 
ヱ
コ
の
の
 
プ
 @
 
コ
侍
 
。
 

他
方
、
「
国
家
神
道
」
と
い
う
語
を
明
治
維
新
か
ら
 敗
 戦
 ま
で
の
間
、
国
家
が
神
道
的
な
思
想
や
実
践
を
国
民
 
統
合
の
支
柱
と
し
て
 

用
い
て
き
た
、
そ
の
総
体
を
指
そ
う
と
す
る
用
法
も
あ
 
る
 。
こ
れ
は
右
に
引
用
し
た
定
義
と
は
明
ら
か
に
 
異
 な
る
も
の
で
、
「
国
家
 神
 

道
 」
を
広
義
に
用
い
よ
う
と
す
る
も
の
と
い
え
る
だ
 
る
 ぅ
 。
こ
れ
は
神
道
 指
ム
 下
の
定
義
に
反
す
る
用
法
と
理
解
 さ
れ
よ
 う
 。
し
か
し
、
 

実
は
、
神
道
 指
ム
 巾
の
な
か
で
は
、
こ
の
広
義
の
用
法
を
 支
持
す
る
か
に
思
わ
れ
る
用
 
い
 方
も
な
さ
れ
て
い
る
 。
な
ぜ
な
ら
、
「
国
家
 神
 

道
の
廃
止
」
と
い
う
主
旨
の
題
を
付
さ
れ
た
こ
の
文
書
 
の
 冒
頭
に
は
、
次
の
よ
う
に
、
そ
の
目
的
が
神
社
神
道
 
以
外
の
、
神
道
の
さ
ま
 

ざ
ま
な
側
面
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
宣
せ
ら
 
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 

国
家
指
定
 ノ
 宗
教
乃
至
祭
式
二
対
ス
ル
信
仰
 或
ハ
 信
仰
 告
白
 ノ
 
（
直
接
的
 或
 八
間
接
的
）
強
制
 ヨ
リ
 日
本
国
民
 ヲ
 解
放
ス
ル
恭
ニ
 

戦
争
犯
罪
、
敗
北
、
苦
悩
、
困
窮
 友
ビ
 現
在
 ノ
 悲
惨
 ナ
 ル
 状
態
 ヲ
 招
来
セ
ル
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
二
対
ス
ル
 強
 制
 約
 財
政
援
助
 ョ
 

リ
生
 ズ
ル
日
本
国
民
 ノ
 経
済
的
負
担
 ヲ
 取
り
除
ク
烏
 ニ
 神
道
 ノ
 教
理
 並
 ニ
信
仰
 ヲ
 歪
曲
シ
テ
日
本
国
民
 ヲ
欺
キ
 侵
略
戦
争
へ
誘
導
 

ス
ル
タ
メ
 
二
 意
図
 サ
 レ
タ
軍
国
主
義
的
立
ニ
過
激
 ナ
ル
 国
家
主
義
的
宣
伝
 
ニ
 利
用
ス
ル
ガ
 如
キ
コ
ト
ノ
再
ビ
起
 ル
コ
ト
ヲ
 
防
止
 ス
 

ル
浜
 ニ
 再
教
育
ニ
 
依
ツ
テ
 国
民
生
活
 ヲ
 更
新
 シ
 永
久
 ノ
 平
和
 反
 民
主
主
義
 ノ
 理
想
二
基
礎
 ヲ
置
ク
 新
日
本
建
設
 ヲ
 実
現
セ
シ
ム
 ル
 

計
画
二
対
シ
テ
日
本
国
民
 ヲ
 援
助
ス
ル
 為
 三
弦
ニ
方
 ノ
 指
ム
下
ヲ
発
ス
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道
 

3
 

 
 

神
 

3
 

略
 

狭
 い
 意
味
で
の
国
家
神
道
の
語
の
用
 い
 方
を
選
 ぶ
 論
者
は
多
い
。
つ
ま
り
、
神
社
神
道
と
教
派
神
道
が
 
分
け
ら
れ
、
後
者
を
宗
教
の
 

と 近代日本の宗教構造 

ら か い 

の を 用 
に 選 法 

  な ぶ の 

  つ 根 取 
て 処 方 

  
義 居、 わっ あ 下中 道   

の す 試 
で る み 
あ こ ら 

る と れ 
。 が て 

多 い 
い る 
  が 、     

の ど 
た ち 
め ら 
  か 

固 め 

寒 月 
神 法 
道 を 
と と 

い る 

う か 
用 は 
託 @@ 口 つ 
の き 

  
が て 
ま い 

す な 
き か 
す っ 
ね た 
か り   
に ど 

く ち 

い ら 

  

円
由
 0
 ㍉
伍
の
Ⅱ
 

曲
 
0
 で
Ⅰ
の
 

づ
 ⑦
コ
田
の
Ⅰ
 

e
 り
 /
 ハ
 
ロ
 
e
 コ
 c
e
o
 
叶
 ㎡
 
オ
 の
七
の
Ⅰ
 

く
 の
の
 
@
0
 
コ
 0
%
 
 

の
 プ
 @
 
コ
叶
 
。
 ヰ
 
二
の
 
0
 Ⅰ
 
せ
 ㏄
 コ
隼
す
 
㊥
 -
@
0
 

ヰ
の
 
@
 
コ
計
 
。
口
目
二
 
%
 
が
エ
 
の
 
什
 
ら
 ゆ
コ
口
目
 
宇
ヒ
が
 

コ
 9
%
0
 

下
が
目
㏄
 

廿
 
@
 
の
で
Ⅱ
 
0
 で
 麓
 m
 が
 コ
巨
ゆ
 
宙
の
の
 

-
 
的
コ
 
0
%
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0
 宙
の
 
-
 
仁
 巨
 の
 占
プ
の
 
Ⅰ
の
で
の
 

コ
 の
の
 
0
 
 
口
の
 
0
 づ
ぽ
ゆ
 
二
口
 -
 
の
ゆ
山
片
す
の
 

ヨ
 -
 
コ
侍
 
0
 
 
毛
が
Ⅱ
の
。
 

ト
の
幅
 
㏄
Ⅱ
の
の
の
 

-
0
 
コ
 -
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巨
 

Ⅰ
 
コ
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隼
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Ⅰ
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の
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（
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ゴ
の
 
Ⅰ
㏄
 
七
ド
コ
 
㏄
㏄
の
 
で
 の
 0
 つ
 -
 
の
 -
 
コ
リ
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の
曲
。
 

巨
 -
c
 
㏄
 口
 0
 臣
 0
 片
片
す
の
円
コ
㏄
 

ま
 0
 コ
 田
主
ヰ
㏄
 
什
 
0
 す
仁
 
目
安
コ
 
の
 ㏄
 コ
 0
4
 

円
Ⅰ
 

麓
 せ
 い
 コ
ヴ
 ㏄
の
 
0
 日
け
で
 
0
 コ
 

-
 
宙
の
が
 

-
 
の
 0
 Ⅰ
 つ
の
 
Ⅱ
で
㏄
 

廿
け
曲
 

-
 寸
の
が
 

い
 ㏄
 ゆ
コ
 
山
色
の
～
（
）
 

O
c
 

Ⅰ
㏄
 

い
 せ
、
 

こ
こ
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
四
つ
の
目
的
の
う
ち
、
第
二
 
の
 
「
強
制
的
財
政
援
助
」
と
い
う
の
は
、
確
か
に
神
社
 に
 対
す
る
財
政
援
助
 

を
 指
し
て
お
り
、
狭
い
意
味
の
国
家
神
道
の
概
念
、
 
す
 な
わ
ち
国
家
に
所
属
し
た
神
社
神
道
を
主
と
す
る
用
法
 
に
 合
致
す
る
。
と
こ
ろ
 

が
、
 他
の
目
的
は
必
ず
し
も
、
そ
れ
に
合
致
す
る
わ
け
 
で
は
な
い
。
も
っ
と
広
く
宗
教
的
な
国
家
祭
祀
や
「
 軍
 国
主
義
的
立
ビ
ニ
国
家
 

主
義
的
宣
伝
」
に
関
わ
る
神
道
的
な
も
の
が
問
題
と
さ
 
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
続
い
て
、
 

指
ム
コ
 
の
な
か
で
 
は
 公
的
 機
関
に
お
け
る
神
道
教
 

育
や
神
道
象
徴
が
禁
止
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
 
そ
 れ
ら
は
狭
い
意
味
で
の
国
家
神
道
の
う
ち
に
は
含
ま
れ
 
な
い
だ
ろ
う
。
 

こ
の
よ
う
に
「
神
道
指
令
」
は
国
家
神
道
の
語
の
 m
 法
 ほ
 つ
い
て
、
首
尾
一
貫
し
て
い
な
か
っ
た
。
狭
い
用
法
 と
 広
 い
 用
法
が
混
用
 

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
混
乱
は
国
 家
 神
道
を
め
ぐ
る
近
年
の
論
著
の
中
に
も
尾
を
引
い
て
 
い
る
 0
 狭
い
用
法
と
広
 



に
 関
わ
り
を
も
た
な
い
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
と
き
、
 
神
 社
と
 諸
宗
教
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
離
の
路
線
は
定
ま
っ
た
 
。
官
庁
の
制
度
と
し
て
 

は
 、
一
九
 

0
0
 

年
 、
内
務
省
に
神
社
局
が
設
置
さ
れ
、
 社
寺
 局
 が
宗
教
局
と
な
り
、
神
社
と
諸
宗
教
の
管
轄
が
 
切
り
離
さ
れ
た
こ
と
に
 

一
 
5
 一
 

よ
っ
て
、
国
家
神
道
の
制
度
が
確
立
し
た
こ
と
に
な
る
 。
こ
の
「
日
本
型
政
教
分
離
」
を
も
っ
て
成
立
し
た
、
 
国
家
所
属
の
神
社
の
あ
 

り
 方
を
「
国
家
神
道
」
と
よ
ぶ
の
が
狭
い
用
法
で
あ
る
 
 
 

狭
い
用
法
の
み
に
限
っ
て
国
家
神
道
の
語
を
用
い
る
べ
 
き
で
あ
る
と
明
確
に
主
張
し
て
い
る
の
は
、
草
津
 珍
彦
 
「
国
家
神
道
と
は
 何
 

だ
っ
た
の
か
」
で
あ
る
。
 

近
年
の
国
家
神
道
を
め
ぐ
る
論
著
の
多
く
は
、
こ
れ
ほ
 
ビ
 明
確
に
、
こ
の
制
度
論
的
な
狭
い
用
法
を
採
用
す
 
る
と
宣
し
て
は
い
な
 

指
ム
 
下
の
定
義
の
や
う
に
「
国
家
神
道
」
を
「
神
道
 ノ
一
 派
 」
を
指
す
と
す
れ
 ば
 、
日
本
国
民
の
間
に
悠
久
な
 歴
 史
を
有
す
る
 神
 

道
 の
 一
 短
期
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
 

し
か
し
、
米
人
も
御
用
日
本
人
も
、
そ
の
理
論
的
思
考
 
に
 欠
く
べ
か
ら
ざ
る
 @
 語
の
概
念
が
あ
い
ま
い
で
、
「
 国
家
神
道
」
の
 

語
 る
、
 時
に
よ
り
人
に
よ
っ
て
、
勝
手
し
だ
い
に
解
釈
 
し
て
み
 る
 。
は
な
は
だ
し
 い
 場
合
は
「
日
本
の
国
の
伝
 統
的
 精
神
を
重
ん
 

ず
る
全
宗
派
・
全
流
派
の
神
道
」
と
し
て
用
 
ゐ
 て
ゐ
る
 論
も
少
な
く
な
い
。
問
題
の
中
心
と
な
る
語
の
概
念
を
 
、
各
人
各
様
に
 、
 

ほ
し
い
ま
ま
に
乱
用
し
た
の
で
は
、
明
白
に
し
て
 
ロ
ジ
 力
 め
な
 理
論
も
、
史
観
史
論
も
成
立
す
る
は
ず
が
な
く
 
、
対
立
者
の
間
の
 

 
 

-
6
6
u
 

一
 

本
書
で
は
「
国
家
神
道
」
な
る
語
の
概
念
を
、
指
令
 
い
 ち
い
 の
公
式
用
語
を
基
礎
と
し
て
論
ず
る
。
 

  

一
部
と
し
て
、
仏
教
や
キ
リ
ス
ト
教
と
併
置
す
る
と
と
 も
に
、
前
者
を
非
宗
教
と
し
て
宗
教
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
 
か
 ら
は
ず
し
、
国
家
の
直
 

 
  

 

3
 

接
 管
理
の
も
と
に
置
こ
う
と
す
る
宗
教
制
度
を
こ
う
よ
 
ぶ
の
で
あ
る
。
一
八
八
二
年
、
神
官
の
教
導
職
兼
補
が
 廃
さ
れ
、
神
官
は
葬
儀
 



国家神道と近代日本の 宗教構造 

世
間
に
広
い
用
法
を
受
け
入
れ
さ
せ
る
役
割
を
果
た
し
 
て
き
た
と
理
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
村
上
 
は
 国
家
神
道
を
近
代
日
 

靱
 

 
  
 

 
 

本
の
思
想
・
宗
教
の
中
核
に
あ
っ
た
も
の
と
見
て
 
、
次
 の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

 
  

 

国
家
神
道
は
、
二
十
数
年
以
前
ま
で
、
わ
れ
わ
れ
日
本
 
国
民
を
支
配
し
て
い
た
国
家
宗
教
で
あ
り
、
宗
教
的
政
 
治
 的
制
度
で
あ
 

程
の
研
究
」
は
そ
の
よ
 い
 例
で
あ
る
。
 

本
書
が
直
接
目
指
す
研
究
の
目
的
は
、
国
家
神
道
と
呼
 
ば
れ
る
「
神
道
」
が
な
に
を
契
機
に
、
ど
の
よ
う
な
形
 
成
 過
程
を
へ
て
 

成
立
し
た
の
か
、
お
よ
び
そ
の
成
立
し
た
国
家
神
道
が
 
成
立
以
降
た
ど
っ
た
歴
史
的
展
開
の
実
態
は
い
か
な
る
 
も
の
で
あ
っ
た
の
 

か
、
ほ
 つ
い
て
、
個
々
の
現
象
や
事
例
・
時
期
を
対
象
 に
し
て
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
検
証
 
0
 対
象
と
な
る
の
 

は
 主
と
し
て
神
道
指
令
に
い
う
、
国
家
神
道
を
他
の
宗
 
派
 神
道
（
教
派
神
道
）
と
区
別
し
た
「
法
令
」
で
あ
り
 
、
行
政
で
あ
る
。
 

そ
れ
ゆ
え
、
木
室
 日
 で
は
国
家
神
道
の
も
う
一
方
の
検
討
 課
題
で
あ
る
思
想
的
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
 的
 側
面
に
っ
 ぃ
 て
は
主
た
る
検
証
 

 
 

 
 

こ
の
書
物
で
は
、
国
家
神
道
に
「
思
想
的
・
 ィ
 デ
オ
ロ
 ギ
｜
的
 側
面
」
が
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
 
よ
う
 で
あ
る
が
、
そ
れ
を
 取
 

り
 上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
の
は
「
序
説
」
の
こ
の
一
節
 
だ
け
の
こ
と
で
、
そ
の
後
は
こ
の
側
面
を
除
外
し
て
 
議
 論
 が
進
め
ら
れ
る
。
 そ
 

の
た
め
実
質
的
に
は
、
狭
い
意
味
で
の
「
国
家
神
道
の
 

 
 

-
-
 

O
 

こ
れ
ら
の
論
者
が
狭
い
用
法
を
選
ぶ
の
は
、
広
い
用
法
 
が
 近
代
の
神
道
の
あ
り
方
を
正
し
く
と
ら
え
て
い
な
い
 
と
 考
え
た
り
、
概
念
 

内
容
が
 荘
漠
と
 広
が
っ
て
し
ま
い
、
 暖
昧
 に
な
っ
て
し
 ま
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
批
判
の
対
象
と
し
て
も
 
つ
 と
も
よ
く
取
り
上
げ
 

ら
れ
の
は
、
宗
教
学
者
の
村
上
重
 良
 で
あ
る
が
、
そ
れ
 は
 彼
の
「
国
家
神
道
 ヒ
 二
九
七
 0
 ）
が
た
い
へ
ん
影
響
 力
 め
 大
き
な
書
物
で
、
 

し
か
し
、
実
質
的
に
は
狭
い
用
法
を
前
提
と
し
て
 
そ
の
範
囲
で
の
み
議
論
す
る
場
合
が
多
い
。
阪
本
是
丸
 
の
 
「
国
家
神
道
成
立
 過
 



が
 国
家
神
道
と
い
う
語
を
め
ぐ
る
学
問
的
理
解
の
現
状
 

草
津
 に
 代
表
さ
れ
る
狭
 い
 用
法
と
村
上
に
代
表
さ
れ
る
 

で
あ
る
。
そ
れ
は
「
神
道
指
令
」
 

広
い
 m
 法
が
対
立
し
、
う
ま
く
 

で
、
何
ら
か
の
解
決
が
要
請
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
 

こ
の
稿
は
国
家
神
道
の
用
法
を
め
 

か
み
あ
わ
ず
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
 

に
は
ら
ま
れ
て
い
た
混
乱
を
引
き
ず
る
も
の
 

ぐ
る
こ
の
よ
う
な
混
乱
を
脱
し
、
よ
り
明
確
 

の 公 の 
総 認 と 二 

国 憲 つ 

体 を教 宗とつ無畏 ら目条族つ集 け 教政 治国 家 裁 た 
神 の   家神 ，としえ、「 国 目 の１ 件 の 宗教 いで 団 へ 的制 道 す 明 
に み 治 

神 の ょ ず 維 
つ み 新 
て に か 
塞 い ら 

本 た 太 
る れ は を 然 民 民 的 る 平 

に ま 洋 
方 で 戦 
向 、 争   

で リ け く 敗 
ら 深 戦 

神 の に 結 と 団 を ね い に   
道 教 拡 び と の   て 影 い 

き 響 た 
た な ろ 
と 及 約   ぃ ぽ 八 
つ し O 
て た 年 

も 過日 。 間 " 

青本国 での家 
は 近 神 
な   代 道 

道 あ 、 編 家 集 字 ぃ 巴は は   
， 」 日 

さ の 統 は 社 わ と 本 
、 会 た 居 、 の 

想 宗     教 
右 不 @ ま 

、 であ教義割を 復 が一 宇 / 」 念で こと 祭 の   数 も 

@ こ と 

異る ナこ Ⅰ 亡 か よ し再 さし の三 は原文 括 ある国 によっ 祀 とし 体であ   
す   
る 国 
か 民   ぎ の 

、 は る へ た を り 生 
そ 、 も の 。 う 宗 的   活 
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国家神道と近代 

な
 用
語
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
 

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
 

-
 
は
一
 

村
上
の
用
法
は
、
「
多
様
な
宗
教
現
象
を
ひ
と
つ
の
 

濫
 の
な
か
に
追
い
た
て
る
よ
う
な
性
急
さ
が
感
じ
ら
れ
る
 

」
と
論
じ
た
の
は
 安
 

丸
 良
夫
で
あ
る
。
確
か
に
村
上
の
用
法
で
は
、
国
家
 

神
 道
 と
い
う
語
で
指
す
も
の
が
、
な
ぜ
ひ
と
ま
り
の
も
の
 

と
 見
な
し
つ
る
の
か
が
 

示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
が
窓
 

意
 的
に
集
 め
ら
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
見
え
る
。
広
い
意
味
で
の
 

国
家
神
道
と
い
う
概
念
 

が
 成
り
立
っ
根
拠
が
十
分
に
問
わ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
 

以
上
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
筆
者
は
国
家
神
道
の
広
い
 

る
 。
広
い
用
法
の
な
か
で
は
も
っ
と
も
立
ち
入
っ
た
 

議
 

用
法
を
鍛
え
直
す
と
い
う
道
を
選
び
た
い
。
近
代
国
民
 

論
を
展
開
し
て
い
る
村
 

国
家
の
形
成
と
密
接
 

上
の
場
合
す
ら
こ
う
し
た
状
態
な
の
で
、
広
い
用
法
を
 

採
用
す
る
論
者
た
ち
に
対
し
て
、
「
概
念
が
あ
い
ま
い
 

で
 」
、
「
勝
手
し
だ
い
に
 

解
釈
し
て
ゐ
る
」
と
す
る
 
葦
 津
の
論
駁
が
そ
れ
な
り
に
 
妥
当
な
も
の
と
受
け
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
他
方
、
葦
 
津
 の
よ
う
に
国
家
神
道
を
狭
い
用
 
法
 に
限
っ
て
し
ま
う
と
、
近
代
日
本
の
な
か
で
大
き
な
 

役
割
を
果
た
し
た
 
神
 

道
 的
な
も
の
の
多
く
の
部
分
が
そ
こ
か
ら
除
外
さ
れ
て
 

し
ま
う
。
「
教
派
神
道
」
宗
派
神
道
、
宗
教
神
道
）
に
 

対
し
て
「
国
家
神
道
」
 

（
神
社
神
道
）
が
並
べ
ら
れ
る
こ
と
に
 

ょ
 り
、
こ
の
両
者
 で
 近
代
神
道
の
王
な
も
の
が
つ
く
さ
れ
て
い
る
か
の
 

よ
 う
 に
受
け
止
め
ら
れ
 

か
れ
な
い
。
天
皇
へ
の
崇
敬
心
や
、
そ
の
 
祖
 と
さ
れ
る
 天
照
大
神
を
め
ぐ
る
宗
教
的
な
儀
礼
や
観
念
が
多
く
 
0
 人
々
に
植
え
つ
け
 ろ
 

 
 

 
 

  

和
 
つ
 い
た
 局
面
を
と
ら
え
る
た
め
の
代
替
案
が
提
示
 
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
有
力
な
代
替
 

案
は
存
在
し
て
い
な
い
。
 
そ
 

 
 

ぅ
 と
す
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
の
広
 
い
 意
味
の
用
法
が
多
く
 
0
 弱
点
を
含
ん
で
い
る
の
を
認
め
た
上
で
、
あ
ら
た
め
 

て
 広
い
意
味
で
の
国
家
 

神
道
の
概
念
を
再
検
討
し
て
用
 
い
 直
す
の
が
得
策
で
あ
 
ろ
う
。
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国
家
神
道
と
は
何
か
を
考
え
る
際
、
宗
教
行
政
と
い
う
 
観
点
か
ら
問
題
を
と
ら
え
る
と
い
う
や
り
方
が
定
着
し
 
て
い
る
。
草
津
 珍
彦
 

は
 降
の
 、
 狭
 い
 国
家
神
道
概
念
を
採
用
す
る
論
者
は
お
 し
な
べ
て
こ
の
立
場
を
と
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
に
は
 
、
国
家
神
道
と
は
宗
教
 

と
 国
家
の
関
係
に
関
わ
る
概
念
だ
と
い
う
考
え
が
あ
り
 
、
そ
の
場
合
、
宗
教
と
は
神
社
や
寺
院
、
神
官
や
僧
 
侶
な
ど
か
ら
な
る
「
 宗
 

教
 」
プ
ロ
パ
ー
の
施
設
や
人
的
組
織
を
も
っ
た
も
の
と
 
兄
 な
さ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
れ
は
「
神
道
 
指
ム
エ
 の
 背
後
に
見
え
隠
れ
す
る
 

「
宗
教
」
の
と
ら
え
方
で
も
あ
る
。
 

こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
と
る
際
、
「
宗
教
」
と
い
う
語
 の
 意
味
は
、
た
い
へ
ん
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
 
と
も
そ
れ
は
明
治
政
 

府
 が
制
度
に
定
着
さ
せ
た
「
宗
教
」
概
念
よ
り
は
広
い
 
。
一
八
八
二
年
に
神
官
と
教
導
職
が
分
離
さ
れ
、
神
道
 
の
な
か
で
神
社
と
教
派
 

が
 分
離
さ
れ
て
以
来
、
神
社
神
道
を
「
宗
教
」
と
は
 
見
 な
さ
ず
、
国
家
の
「
祭
祀
」
と
見
な
す
と
い
う
戦
略
が
 
採
用
さ
れ
た
。
こ
れ
は
 

諸
宗
教
に
対
し
て
、
形
の
上
で
信
教
の
自
由
を
与
え
な
 
が
ら
、
神
社
神
道
と
国
家
と
の
特
別
な
関
係
を
確
保
し
 
よ
 う
 と
し
た
と
こ
ろ
か
 

ら
 選
ぼ
れ
た
特
殊
な
制
度
だ
っ
た
。
現
在
、
こ
の
問
題
 
を
 論
じ
る
人
た
ち
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
神
社
神
道
 
が
 宗
教
で
あ
る
こ
と
を
 

三
 
宗
教
 
荻
義
 ）
、
治
教
、
祭
祀
 

に
 結
び
つ
い
て
、
国
家
や
天
皇
と
結
び
つ
 
い
た
 神
道
的
 な
 観
念
や
実
践
が
国
民
に
広
め
ら
れ
、
受
容
さ
れ
て
 
ぃ
 っ
た
 。
そ
れ
は
日
本
の
 

社
会
の
宗
教
配
置
（
宗
教
地
形
）
の
全
体
構
造
を
大
き
 
く
 変
え
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
維
新
以
後
、
広
 
い
 意
味
で
の
国
家
神
道
 

が
 形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
宗
教
構
造
 
は
 大
き
く
変
容
し
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
広
い
意
 
味
 で
の
国
家
神
道
の
概
 

念
 を
ど
の
よ
う
に
構
成
し
て
い
く
か
を
素
描
す
る
と
と
 
も
に
、
明
治
期
に
お
け
る
日
本
の
宗
教
構
造
の
変
容
を
 
国
家
神
道
概
念
を
用
い
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認
め
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
は
「
宗
教
」
の
語
を
敗
戦
 
前
の
制
度
よ
り
も
広
い
意
味
で
 m
 い
て
い
る
。
し
か
し
 、
敗
戦
前
の
宗
教
と
国
 

家
の
関
係
を
考
え
る
際
、
神
社
を
も
含
め
た
諸
宗
教
案
 
団
と
 、
国
家
の
宗
教
行
政
上
の
位
置
（
狭
い
意
味
で
 
の
 
「
政
教
関
係
」
）
か
ら
 

考
え
て
い
こ
う
と
す
る
と
い
う
点
で
は
、
な
お
た
い
へ
 
ん
 狭
い
「
宗
教
」
概
念
を
採
用
し
て
い
る
と
い
え
る
。
 

し
か
し
、
維
新
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
日
本
人
 
は
 、
そ
の
よ
う
な
「
宗
教
」
概
念
だ
け
を
基
礎
に
し
て
 
社
会
体
制
の
あ
り
方
 

や
 思
想
秩
序
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
 
っ
た
 。
儒
教
や
神
道
の
場
合
、
必
ず
し
も
特
定
化
さ
れ
 
た
 
「
宗
教
」
集
団
と
結
 

び
つ
か
な
く
て
も
、
人
々
の
帰
依
 り
 、
求
道
心
、
崇
敬
 心
を
引
き
出
し
、
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
側
面
が
大
 
き
い
。
神
道
、
儒
教
、
 

仏
教
を
「
三
教
」
と
見
る
見
方
は
早
く
か
ら
定
着
し
て
 
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
場
合
、
そ
れ
ら
が
宗
教
集
団
を
 備
え
た
教
え
と
い
う
 意
 

味
 で
、
三
つ
の
「
宗
教
」
と
し
て
見
ら
れ
て
い
た
か
ど
 
う
か
は
疑
問
が
あ
る
。
刃
の
由
 
雙
 0
 コ
の
 訳
語
と
し
て
の
 
「
宗
教
」
の
語
が
有
力
 

 
 

な
 制
度
的
概
念
と
な
っ
て
定
着
し
て
く
る
に
し
た
が
っ
 
て
 、
そ
れ
と
並
ん
で
「
 治
教
 」
や
「
教
学
」
「
皇
道
」
 と
い
っ
た
概
念
を
用
い
 

-
 
Ⅱ
 -
 

よ
う
と
す
る
考
え
方
が
興
隆
し
て
く
る
。
た
と
え
ば
「
 
治
教
 」
と
い
う
語
を
用
い
る
場
合
、
神
道
や
儒
教
は
「
 
宗
教
」
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
 

に
 属
す
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
「
 治
教
 」
に
属
す
る
と
す
 る
 立
場
で
あ
る
。
「
宗
教
」
よ
り
も
「
 教
 」
の
方
が
広
 い
 概
念
で
（
さ
ら
に
そ
 

 
 

 
 

 
 

ゆ
 
在
し
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
「
王
政
 復
 古
 」
は
神
武
創
業
の
始
源
に
立
ち
返
る
こ
と
で
あ
り
、
 
そ
れ
は
祭
政
一
致
の
あ
り
方
 

 
 

邱
を
復
興
す
る
こ
と
で
も
あ
る
と
い
う
観
念
で
あ
る
 
。
一
八
六
八
年
三
月
一
三
日
の
布
告
は
、
「
祭
政
一
致
 」
の
理
念
を
鮮
明
に
掲
げ
た
 

 
 

-
%
-
 

艇
 
も
の
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
 

ま
ず
 

あ
 そ
 
ば
 さ
れ
 

も
と
づ
か
せ
ら
れ
 

家
 

此
度
王
政
復
古
神
武
創
業
 ノ
始
 ニ
板
 為
基
 、
諸
事
 御
一
新
祭
政
一
致
 之
御
 制
度
ニ
脚
回
復
 被
遊
候
 ニ
村
 テ
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そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
 

そ
こ
で
一
八
七
二
年
、
教
部
省
と
大
教
院
に
諸
宗
教
・
 

諸
宗
派
が
集
ま
り
、
協
力
し
て
天
皇
を
中
心
と
す
る
 

国
 家
 建
設
に
協
力
す
る
 

と
い
う
体
制
に
転
換
し
た
。
諸
宗
教
・
諸
宗
派
は
国
家
 

か
ら
資
格
を
与
え
ら
れ
た
教
導
職
を
通
し
て
、
全
国
の
 

申
救
 院
 、
小
 数
 暁
を
 足
 

場
 と
し
、
「
第
一
条
敬
神
愛
国
 ノ
旨
ヲ
体
 ス
ベ
キ
車
 」
「
第
二
条
天
理
人
道
 ヲ
 明
二
ス
ベ
キ
車
」
「
第
三
条
 皇
上
 ヲ
 奉
戴
 シ
 朝
旨
 

ヲ
 遵
守
セ
シ
ム
 ベ
 キ
車
」
か
ら
な
る
「
三
条
の
教
則
」
 
を
 宣
布
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
は
「
政
教
 
一
致
」
、
あ
る
い
は
「
 

治
 

教
 」
「
宗
教
（
狭
義
）
」
合
同
協
力
の
路
線
で
あ
る
。
「
 

祭
 」
に
関
す
る
制
度
は
別
途
に
整
備
を
進
め
つ
つ
、
「
 

政
 敬
一
致
」
の
推
進
を
図
 

っ
 た
の
で
あ
る
。
 

 
 

あ
 ま
ね
 

砥
官
御
 再
興
 御
 造
立
 ノ
上
 、
追
々
 諸
祭
貧
 モ
田
 被
為
興
 儀
被
 
お
お
 
せ
 
仰
山
 

い
 
だ
さ
れ
 

候
 。
 

普
ク
 天
下
 之
 諸
神
社
・
神
主
，
 
禰
宜
・
 
ケ
 
・
神
部
 

お
お
せ
 

わ
 た
せ
ら
れ
 

二
至
近
、
向
後
石
神
祇
官
附
属
 ニ
被
仰
渡
 

こ
こ
で
は
、
神
社
は
何
よ
り
も
「
 祭
 」
に
関
わ
る
も
の
 と
 考
え
ら
れ
て
い
る
。
だ
が
、
「
 祭
 」
が
広
 い
 意
味
で
 の
 
「
宗
教
」
に
含
ま
れ
 

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
当
時
、
神
道
は
「
 
教
 」
 と
「
 祭
 」
の
双
方
、
あ
る
い
は
「
宗
教
（
狭
義
）
」
、
「
 

治
教
 」
、
「
祭
祀
」
の
一
一
一
 

領
域
に
関
わ
り
、
そ
の
 ょ
う
 な
も
の
と
し
て
近
代
国
家
 の
 支
柱
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
 

国
家
神
道
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
は
、
こ
の
よ
う
に
「
 教
 」
と
「
 祭
 」
の
双
方
に
関
わ
る
神
道
が
、
近
代
国
民
 国
家
の
制
度
の
な
か
 

に
 座
を
占
め
て
い
く
過
程
で
の
こ
と
で
あ
る
。
維
新
後
 
、
五
年
間
ほ
ど
の
最
初
期
の
宗
教
政
策
は
「
祭
政
教
 
一
 致 」
を
実
現
し
よ
う
と
 

す
る
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
間
に
神
道
に
唯
一
正
統
な
 
宗
 教
 と
し
て
の
地
位
を
与
え
、
そ
れ
を
国
民
に
宣
布
す
る
 
「
神
道
国
教
化
」
を
 
目
 

指
し
た
政
策
が
推
進
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
政
策
は
 
諸
宗
教
を
冷
遇
す
る
こ
と
に
つ
が
が
り
、
国
内
の
仏
教
 
勢
力
、
海
外
か
ら
の
 キ
 

リ
ス
ト
教
の
公
許
を
求
め
る
 士
 
p
 、
ま
た
近
代
国
家
と
し
 て
の
体
裁
を
整
え
る
と
と
も
に
、
国
民
の
自
発
的
参
加
 を
 取
り
つ
け
る
必
要
に
   



f
 
髄
 
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
 

 
 

け
ら
れ
た
神
社
神
道
は
、
ど
の
よ
う
な
宗
教
的
コ
ン
テ
 

ク
ス
ト
の
な
か
に
あ
っ
た
の
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す
な
わ
ち
神
道
の
な
か
の
宗
教
集
団
的
要
素
が
 、
 「
宗
教
（
狭
義
）
」
の
 側
 と
「
 治
教
 」
や
「
祭
祀
」
の
 側
 と

に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
く
㈱
 

 
 

 
 

ョ 木の宗教構造 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
政
教
一
致
」
の
路
線
も
ま
た
、
 短
 期
間
の
う
ち
に
挫
折
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
一
方
で
は
 
、
浄
土
真
宗
を
中
心
 

に
 仏
教
側
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
政
教
一
致
は
各
宗
教
 
各
 宗
派
が
独
自
の
宗
教
宗
派
と
し
て
人
々
を
教
化
し
て
い
 
く
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
 

だ
と
い
う
声
が
高
ま
る
。
こ
れ
は
文
明
国
家
に
と
っ
て
 
は
 、
欧
米
の
よ
う
な
信
教
自
由
の
体
制
が
ふ
さ
わ
し
い
 
の
だ
と
い
う
考
え
に
も
 

支
え
ら
れ
て
い
た
。
他
方
で
は
、
神
道
の
な
か
で
個
々
 
人
の
生
死
を
め
ぐ
る
問
題
に
力
点
を
置
き
、
個
人
の
教
 
化
を
目
指
す
人
々
と
、
 

国
家
の
統
合
に
関
わ
り
政
治
を
支
え
る
側
面
に
力
点
を
 
置
く
人
々
と
の
対
立
が
起
こ
り
 
宅
 祭
神
論
争
」
）
 
、
神
 道
 界
の
団
結
が
困
難
に
 

な
っ
て
く
る
。
神
道
の
な
か
で
も
「
宗
教
（
狭
義
）
」
を
 本
分
と
見
る
側
と
、
「
 治
教
 」
や
「
祭
祀
」
を
本
分
と
 す
る
側
と
が
分
裂
せ
ざ
 

る
を
え
な
く
な
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
一
八
八
二
年
 
の
神
官
と
教
導
職
の
分
離
へ
と
至
る
。
 

狭
い
意
味
で
の
「
国
家
神
道
」
が
成
立
す
る
の
は
、
 
こ
 の
よ
う
な
「
日
本
型
政
教
分
離
」
を
経
て
の
こ
と
で
あ
 
る
 。
こ
こ
で
重
要
な
 

の
は
、
こ
の
「
政
教
分
離
」
は
広
く
「
祭
政
教
一
致
」
 
を
目
指
し
て
き
た
体
制
全
体
の
一
部
で
起
こ
っ
た
 
と
 い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
山
ホ
 

教
 
（
狭
義
）
」
「
胎
教
」
「
祭
祀
」
の
 

三
 領
域
に
わ
た
っ
 て
 、
天
皇
を
中
心
と
す
る
国
家
の
精
神
的
支
え
を
形
成
 
し
て
 い
 こ
 う
 と
す
る
 方
 

針
は
 一
貫
し
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
な
か
で
諸
宗
教
案
 回
 、
す
な
わ
ち
「
宗
教
（
狭
義
）
」
に
ど
の
よ
う
な
 位
 置
を
与
え
て
い
け
ば
よ
 

い
の
か
、
明
確
な
方
針
が
立
っ
て
い
な
か
っ
た
。
一
八
 
八
二
年
に
至
る
宗
教
行
政
の
変
遷
は
こ
の
よ
う
な
「
 
ゐ
 
示
教
（
狭
義
）
」
に
安
定
 

し
た
制
度
的
地
位
を
付
与
す
る
ま
で
の
試
行
錯
誤
だ
っ
 
た
 。
そ
れ
は
ま
た
、
神
道
界
の
施
設
や
人
士
が
「
教
派
 
」
と
「
神
社
」
に
二
分
 

さ
れ
る
帰
結
を
も
も
た
ら
し
た
。
狭
義
の
「
国
家
神
道
 
」
の
成
立
は
、
こ
こ
で
筆
者
が
「
神
道
界
の
施
設
や
人
 
士
 」
と
よ
ん
だ
も
の
、
 



で
は
、
「
 
治
教
 」
 

容
と
 ②
形
式
と
に
 

ま
ず
、
①
こ
の
 

皇
を
聖
な
る
も
の
 

と
「
祭
祀
」
に
お
け
る
神
道
と
し
て
の
国
家
神
道
は
ど
 

の
よ
う
に
輪
郭
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
 

①
 内
 

分
け
て
述
べ
よ
う
。
 

意
味
で
の
国
家
神
道
は
 
、
 個
々
人
に
ど
の
よ
う
な
信
念
 
と
 実
践
を
促
す
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
国
家
神
道
 

は
天
 

と
し
、
日
本
の
国
土
や
神
々
や
精
神
伝
統
が
独
自
で
一
白
日
 

い
 価
値
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
し
、
国
家
が
主
導
権
を
 

も
っ
 

四 

国
家
神
道
と
は
何
か
 

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
「
 
治
教
 」
や
「
祭
祀
」
の
な
か
の
 
神
道
は
、
全
体
と
し
て
ど
の
よ
う
な
形
を
と
っ
て
い
た
 

の
 だ
ろ
う
か
。
 

こ
こ
で
は
「
宗
教
的
」
と
い
う
語
や
「
神
道
」
と
い
う
 

語
を
広
い
意
味
で
用
い
て
い
る
。
「
 

治
教
 」
や
「
祭
祀
 」
は
基
本
的
に
天
皇
 

崇
敬
と
神
道
一
加
え
て
儒
教
や
武
士
道
の
伝
統
）
を
 
中
 心
 に
構
成
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
近
代
日
本
の
国
 

家
を
支
え
る
も
の
で
あ
 

り
 、
そ
の
精
神
的
支
柱
と
な
る
べ
き
観
念
や
実
践
を
提
 

供
す
る
も
の
と
し
て
の
神
道
は
、
「
 

治
教
 」
や
「
祭
祀
 」
の
な
か
に
広
く
場
所
 

を
 占
め
て
い
る
。
神
社
神
道
は
そ
の
な
か
の
一
部
を
構
 

成
す
る
も
の
と
し
て
組
み
入
れ
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。
 

近
代
国
家
と
神
道
と
の
 

関
係
を
考
え
る
に
は
、
「
 
治
教
 」
や
「
祭
祀
」
の
全
体
 
を
 含
め
て
神
道
の
全
体
と
国
家
と
の
関
わ
り
を
問
題
に
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

宗
教
集
団
と
し
て
の
神
道
、
す
な
む
ち
「
神
社
神
道
」
 

と
「
教
派
神
道
」
は
、
「
宗
教
（
狭
義
）
」
、
「
 

治
教
 」
、
「
 
祭
祀
」
に
わ
た
る
神
道
 

の
 一
部
を
構
成
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
「
国
家
神
道
」
の
妻
 

叫
を
用
い
る
際
、
「
胎
教
」
や
「
祭
祀
」
の
全
体
に
及
ぶ
 

神
道
の
あ
り
方
を
指
す
 

方
が
、
日
本
の
宗
教
的
世
界
の
全
体
構
造
に
合
致
し
て
 

い
る
。
そ
こ
か
ら
、
神
社
神
道
だ
け
を
取
り
出
し
て
「
 

国
家
神
道
」
と
よ
ぶ
の
 

は
 、
か
っ
て
の
行
政
的
用
語
や
神
道
 
指
ム
 
下
の
定
義
に
 
惑
 お
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
し
、
宗
教
集
団
中
心
に
「
宗
教
 

」
を
定
義
す
る
の
も
 
近
 

代
 西
洋
的
な
宗
教
概
念
に
ひ
き
ず
ら
れ
た
狭
い
も
の
で
 

、
日
本
宗
教
の
実
情
を
理
解
す
る
上
で
適
切
で
は
な
い
 

の
で
あ
る
。
 

(538) 332 



 
 

広
い
意
味
で
の
神
道
の
実
践
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
 

こ
と
は
多
く
の
論
者
が
認
め
 

靱
 

 
 

 
 

-
 
Ⅳ
 一
 

雛
 

て
い
る
。
た
と
え
ば
、
国
里
 院
 大
軍
教
授
の
河
野
 省
三
は
一
九
二
 0
 
年
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

家
 

教
育
勅
語
は
 、
 申
す
ま
で
も
な
く
、
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
 を
 明
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
は
 、
 肇
国
以
来
今
日
 

 
 

 
 

り
 返
し
、
礼
拝
の
対
象
と
さ
れ
た
。
 

 
 

原敬構造 

て
、
 広
く
国
民
に
天
皇
崇
敬
や
国
民
道
徳
の
実
践
を
求
 
め
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
要
求
を
受
容
し
た
多
く
の
国
 
民
は
 、
天
皇
崇
敬
や
国
 

民
 道
徳
を
崇
高
な
義
務
と
信
じ
、
そ
の
実
践
に
は
げ
ん
 
だ
の
で
あ
る
。
 

で
は
、
②
こ
の
意
味
で
の
国
家
神
道
ほ
ど
の
よ
う
な
形
 
で
、
広
め
ら
れ
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
 
か
 。
一
方
で
は
、
 天
 

皇
と
 日
本
の
神
々
を
め
ぐ
る
祭
祀
や
儀
礼
シ
ス
テ
ム
が
 
、
他
方
で
は
、
天
皇
と
日
本
固
有
の
精
神
伝
統
を
め
 
ぐ
る
言
説
が
重
要
で
あ
 

る
 。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
広
め
る
場
と
し
て
、
学
校
・
 
軍
 隊
 ，
戦
争
・
祝
祭
日
・
イ
ベ
ン
ト
・
メ
デ
ィ
ア
（
新
聞
 
，
雑
誌
・
書
物
・
ラ
ジ
 

オ
 ）
な
ど
が
、
神
社
と
並
ん
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
 
た
 。
な
か
で
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
学
校
で
 
あ
る
。
学
校
に
お
け
る
 

国
家
神
道
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
家
神
道
の
実
態
 
は
か
な
り
明
確
に
見
え
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
 
が
 、
こ
れ
ま
で
の
国
家
 

神
道
に
関
す
る
叙
述
は
ほ
と
ん
ど
こ
の
課
題
を
取
り
上
 
。
け
て
こ
な
か
っ
た
 
0
 

明
治
中
期
以
降
の
学
校
、
と
く
に
全
国
民
が
学
ぶ
場
で
 
あ
っ
た
小
学
校
は
、
国
家
神
道
の
宣
布
と
受
容
の
場
 
と
 し
て
決
定
的
に
重
要
 

一
 
Ⅱ
 -
 

な
 地
位
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
期
の
初
等
教
 
育
は
 、
近
代
国
家
を
も
り
立
て
て
い
く
自
立
心
あ
る
国
 
民
を
育
て
る
と
い
う
 理
 

念
 と
と
も
に
、
い
や
そ
れ
以
上
に
、
学
校
教
育
こ
そ
「
 
治
教
 」
の
場
で
あ
り
、
天
皇
の
臣
民
と
し
て
、
聖
な
る
 
天
皇
と
歴
代
の
天
皇
が
 

伝
え
て
き
た
道
徳
を
国
民
に
身
に
つ
け
さ
せ
る
場
で
あ
 
る
と
考
え
ら
れ
た
。
一
八
九
 0
 年
に
制
定
さ
れ
た
教
育
 勅
語
は
、
大
日
本
帝
国
 

を
 支
え
る
「
 治
教
 」
の
核
心
と
な
る
べ
き
も
の
と
し
て
 構
想
さ
れ
、
事
実
、
そ
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
た
。
 
ま
た
、
教
育
勅
語
は
御
 

  



「
九
帖
 

和
奴
ホ
 

」
 

穏
滞
町
嗣
 
の
 雙
騰
 な
く
。
 
穏
浅
蛆
 
」
の
動
き
な
く
。
午
の
 

は
じ
め
に
曳
網
を
。
 

祭
 ま
す
こ
と
か
し
こ
け
れ
。
 

仲
 方
 の
 良
 く
さ
う
ち
 

に
 至
る
ま
で
、
国
家
発
展
の
中
心
と
な
り
、
国
民
活
動
 

の
 軌
範
と
な
っ
た
力
で
あ
っ
て
 
、
 其
を
明
か
に
さ
れ
た
 
教
育
勅
語
に
は
 日
 

本
 歴
史
そ
の
も
の
が
背
景
と
な
っ
て
を
 
る
 。
従
っ
て
 吾
 等
は
之
を
心
読
し
味
読
し
奉
っ
て
 
、
 強
い
深
い
 又
 貴
い
 所
の
聖
慮
を
体
認
 

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
此
の
皇
祖
皇
宗
の
遺
訓
を
心
 

血
を
以
て
味
 ひ
 奉
り
、
真
摯
堅
実
な
る
国
民
生
活
を
開
 
壊
 し
て
行
か
う
と
 

す
る
精
神
は
 、
 即
ち
我
が
神
道
で
あ
る
。
否
、
皇
祖
 
皇
 宗
の
遺
訓
こ
そ
、
取
も
直
さ
ず
神
道
の
淵
源
で
あ
り
、
 

中
心
の
流
な
の
で
 

あ
る
。
 

学
校
で
は
し
ば
し
ば
勅
語
奉
読
 
式
 が
行
わ
れ
た
が
、
 
そ
 れ
に
続
い
て
「
勅
語
奉
答
」
の
歌
が
歌
わ
れ
た
。
そ
の
 

歌
詞
は
天
皇
と
「
 日
 

の
本
の
国
の
教
」
へ
の
賛
美
と
崇
敬
の
念
を
喚
起
す
る
 

も
の
だ
っ
た
。
 

「
 
@
 ま
叫
 
奉
ゑ
ロ
 
」
 

あ
や
に
畏
き
天
皇
の
。
あ
や
に
尊
き
天
皇
の
。
あ
や
に
 

尊
く
畏
く
も
。
下
し
賜
へ
り
大
勅
語
。
 
是
ぞ
 め
で
た
き
 日
の
本
の
。
国
の
 

教
 の
 基
 な
る
。
 是
ぞ
 め
で
た
き
日
の
本
の
。
人
の
教
 

の
鏡
 な
る
。
あ
や
に
畏
き
天
皇
の
。
勅
語
の
ま
み
こ
と
に
勤
 

め
い
そ
 

し
 
て
 。
あ
や
に
尊
き
 

天
皇
の
。
大
御
心
に
答
へ
ま
つ
ら
む
。
 

-
 
勝
 安
房
作
歌
、
小
山
 

伊
 之
助
作
曲
）
 

教
育
勅
語
の
内
容
は
「
 治
教
 」
の
「
教
え
」
、
す
な
 
ゎ
 ち
 思
想
的
側
面
の
核
心
を
な
す
も
の
だ
が
、
勅
語
を
 
め
ぐ
る
崇
敬
儀
礼
は
 

「
胎
教
」
の
儀
礼
的
側
面
で
あ
り
、
「
祭
祀
」
に
も
連
な
 

る
も
の
で
あ
る
。
四
大
節
な
ど
の
祝
祭
日
に
子
供
は
 

学
校
に
赴
き
、
勅
語
 
奉
 

読
 、
宮
城
遥
拝
な
ど
の
儀
礼
を
行
い
、
唱
歌
を
歌
っ
た
 

。
一
月
三
日
の
元
始
祭
や
二
月
一
一
日
の
紀
元
節
の
唱
 

歌
を
例
に
あ
げ
て
お
こ
 

 
 

  



邱
 

と
は
何
か
を
考
え
る
場
合
に
、
天
皇
や
皇
族
が
ど
 
の
よ
う
な
神
道
儀
礼
、
す
な
わ
ち
「
皇
室
神
道
」
に
 関
 与

し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
 

 
 

 
 

 
 

遣
 

す
る
こ
と
は
確
か
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
し
か
 し
 、
国
民
生
活
に
と
っ
て
の
国
家
神
道
の
意
義
を
考
え
 
る
と
い
う
点
で
は
、
皇
室
 神
 

 
 

 
 

神
 

 
 

略
遣
 そ
の
も
の
を
見
て
い
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
 
る
 。
皇
室
神
道
そ
の
も
の
の
重
要
性
を
早
い
時
期
に
指
 
摘
 し
た
の
は
井
上
哲
次
郎
で
 

日本の庁 

広
義
の
国
家
神
道
論
者
も
取
り
」
 

 
 

上
げ
て
い
た
。
と
く
に
村
上
重
 良
は
 
「
天
皇
の
祭
祀
」
 

の
 究
明
に
多
大
な
貢
献
を
行
っ
た
。
国
家
神
道
 

造
 
神
道
の
「
祭
祀
」
の
重
要
な
部
分
を
な
す
も
の
で
 
あ
る
し
、
「
 治
教
 」
の
儀
礼
的
部
分
を
な
す
も
の
と
 見
 る
こ
と
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
 

 
 

構
成
要
素
で
あ
る
と
い
う
論
点
は
、
藤
谷
俊
雄
や
村
上
 
重
良
 の
よ
う
な
こ
れ
ま
で
の
 

 
 

と
よ
き
か
 

み
は
た
 

 
 %

 
き
。
長
閑
け
き
空
を
う
ち
仰
ぎ
。
豊
栄
の
 ほ
ろ
 日
の
 御
旗
。
た
て
）
祝
は
 ，
ぬ
家
 ぞ
な
 き
 。
 

@
 
木
重
 嶺
 作
歌
、
 芝
 暮
鐘
作
曲
 一
 

「
 紀
一
九
 

め
 

@
 
」
 

 
 

お
ほ
 み
よ
 

 
 

  

雲
に
谷
 ゆ
る
高
千
穂
の
。
高
根
お
ろ
し
に
草
も
木
も
。
 
な
び
き
ふ
し
け
ん
大
御
代
を
。
仰
ぐ
今
日
こ
そ
た
の
し
 

 
 

け
れ
。
 

海
原
な
せ
る
 埴
安
の
 。
池
の
が
も
よ
り
 猶
 ひ
ろ
き
。
 

め
 ぐ
 み
の
波
に
浴
み
し
世
を
。
あ
ふ
 ぐ
け
ふ
 
こ
そ
た
の
し
  
 

あ
ふ
 

天
津
ひ
つ
ぎ
の
高
み
く
ら
。
千
代
よ
ろ
ず
に
動
き
な
き
 
。
も
と
に
定
め
し
そ
の
か
み
を
。
仰
ぐ
 け
ふ
 こ
そ
た
の
 し
け
れ
。
 

よ
ろ
ず
 

み
は
し
ら
 

空
 に
か
 ゴ
 や
く
日
の
も
と
の
。
萬
の
国
に
た
ぐ
ひ
な
き
 。
国
の
御
 柱
 た
て
 し
 世
を
。
あ
ふ
 ぐ
け
ふ
 
こ
そ
た
の
し
 け
れ
。
 

二
 @
 
同
情
正
風
作
歌
、
伊
沢
修
二
作
曲
 
-
 

祝
祭
日
は
学
校
児
童
の
学
校
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
も
 
っ
 た
が
、
そ
の
影
響
は
も
ち
ろ
ん
そ
れ
に
と
ど
ま
る
も
 
の
で
は
な
い
。
明
治
 

維
新
か
ら
敗
戦
に
至
る
祝
祭
日
は
い
ず
れ
も
天
皇
に
 
関
 係
 が
深
い
も
の
で
あ
っ
た
り
、
宮
中
や
伊
勢
神
宮
で
の
 
神
道
儀
礼
と
結
び
つ
け
 

ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
祝
祭
日
に
加
え
て
、
天
皇
や
近
 
観
者
の
結
婚
や
死
に
関
わ
る
儀
礼
が
国
民
的
な
儀
礼
と
 
し
て
執
行
さ
れ
、
印
象
 

深
く
受
け
止
め
ら
れ
た
。
国
民
全
体
が
祝
う
ハ
レ
の
 
日
 の
ほ
と
ん
ど
が
、
皇
室
や
神
道
に
関
わ
る
も
の
だ
っ
た
 。
こ
れ
ら
も
ま
た
国
家
 



寒
行
事
を
主
た
る
場
と
し
た
、
国
家
神
道
と
い
う
領
域
 

を
 構
成
し
て
い
っ
た
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
。
 

宗
教
と
国
家
と
の
関
係
と
い
う
点
で
、
日
本
の
国
家
 

神
 道
 が
例
外
的
で
あ
る
と
見
た
の
は
村
上
重
 
良
 で
あ
る
。
 村
上
は
国
家
神
道
の
 

 
 

あ
る
が
、
井
上
は
皇
室
神
道
が
多
数
者
の
触
れ
え
な
 
い
 と
こ
ろ
で
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
を
指
摘
し
て
い
 
た
 。
し
か
し
、
皇
室
 神
 

道
は
実
は
国
民
の
儀
礼
世
界
や
天
皇
を
神
聖
祖
す
る
 
態
 度
 と
緊
密
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
 
、
祝
祭
日
や
国
民
的
 ィ
 

ベ
ン
ト
 や
 戦
争
の
際
に
、
あ
る
い
は
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
 
て
 広
め
れ
る
天
皇
 像
 に
よ
っ
て
国
民
の
心
の
奥
に
浸
透
 し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
 

@
 
キ
 
@
 
ハ
 
Ⅰ
。
 

天
皇
崇
敬
が
イ
ベ
ン
ト
や
メ
デ
ィ
ア
と
密
接
に
結
び
つ
 
け
ら
れ
て
広
め
ら
れ
た
こ
と
に
注
目
し
た
論
者
に
タ
カ
 
シ
 ・
フ
ジ
タ
 ニ
 が
い
 

 
 

の
国
民
国
家
で
並
行
し
て
展
開
し
た
「
近
代
国
家
の
ぺ
 
｜
 ジ
ェ
ン
ト
」
の
日
本
 

的
な
表
れ
と
見
て
い
る
。
ま
た
、
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
，
 
ア
 ン
ダ
ー
ソ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
世
界
に
輸
出
さ
れ
た
 ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
 諸
 

形
態
の
一
つ
と
し
て
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
と
ら
 え
る
と
と
も
に
、
一
般
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
宗
教
的
 
性
格
を
濃
厚
に
は
ら
む
 

「
想
像
の
共
同
体
」
の
営
み
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
 し
 
る
Ⅰ
。
 

-
2
-
@
 
 

こ
れ
ら
の
論
者
の
見
方
に
従
う
と
、
国
家
神
道
 
は
 一
九
世
紀
、
二
 0
 世
 

紀
 に
世
界
の
多
く
の
国
々
で
展
開
し
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
 ム
の
 一
つ
の
表
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
政
治
史
的
・
 政
治
思
想
史
的
に
は
 天
 

皇
制
 ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
と
ら
え
ら
れ
る
も
の
を
、
 少
 し
 角
度
を
か
え
て
、
宗
教
史
的
に
国
家
神
道
と
し
て
と
 
ら
え
直
す
こ
と
が
で
き
 

る
わ
け
で
あ
る
。
 

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
特
定
の
宗
教
的
伝
統
と
結
び
つ
か
 
ず
に
展
開
す
る
場
合
は
多
い
。
し
か
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
 
リ
 ズ
ム
 が
特
定
の
宗
教
 

的
伝
統
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
展
開
す
る
 場
ム
ロ
 
も
し
ば
 し
ば
存
在
す
る
。
日
本
の
場
合
は
近
代
の
ナ
シ
ョ
ナ
 
リ
 ズ
ふ
 と
神
道
と
の
関
係
 

が
き
わ
め
て
深
か
っ
た
。
し
か
も
、
政
府
が
積
極
的
に
 神
道
的
伝
統
の
力
を
利
用
し
ょ
う
と
し
、
民
間
の
宗
教
 
集
団
よ
り
も
教
育
や
国
 

(542) 336 



国家神道と五代日本の 宗教構造 

独
自
性
を
次
の
よ
う
な
表
現
で
強
調
し
て
い
る
。
 

国
家
神
道
は
、
世
界
の
宗
教
史
の
う
え
で
も
、
ほ
と
ん
 
ど
 類
例
の
な
い
特
異
な
国
教
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
 
近
 代
 天
皇
制
の
国
 

家
 権
力
の
宗
教
的
表
現
で
あ
り
、
神
仏
基
の
公
認
宗
教
 
の
う
え
に
君
臨
す
る
、
内
容
を
欠
い
た
国
教
で
あ
っ
た
 
。
国
家
神
道
は
 、
 

そ
の
意
味
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
圏
に
見
ら
 
れ
る
よ
う
な
、
世
界
宗
教
に
よ
っ
て
単
一
化
さ
れ
た
 
社
 会
 で
成
立
し
 、
歴
 

史
的
遺
制
と
し
て
現
在
も
つ
づ
い
て
い
る
国
教
制
度
と
 
は
 、
完
全
に
異
質
で
あ
つ
こ
 
一
，
 

ヰ
 
2
 
八
 
-
 
0
 

確
か
に
ま
っ
た
く
同
型
の
類
例
を
見
つ
け
る
の
は
困
難
 
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
宗
教
 
的
伝
統
と
結
び
つ
く
 
一
 

つ
の
あ
り
方
と
し
て
と
ら
え
る
な
ら
、
村
上
が
述
べ
る
 ほ
ど
「
特
異
」
で
あ
る
と
見
な
す
必
要
は
な
 
い
 だ
ろ
う
  
 

こ
こ
で
概
念
化
を
試
み
た
広
い
意
味
で
の
「
国
家
神
道
 
」
は
、
学
校
、
国
民
行
事
、
メ
デ
ィ
ア
、
神
社
な
ど
を
 
通
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
 

な
 機
会
に
さ
ま
ざ
ま
な
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
を
通
し
て
鼓
吹
 
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
を
ひ
と
ま
と
 
め
に
「
国
家
神
道
」
と
 

よ
 ぶ
の
が
適
切
か
ど
う
か
と
い
う
問
い
が
生
じ
る
だ
 
る
 う
 。
こ
の
問
い
に
ほ
二
つ
の
方
向
か
ら
答
え
る
こ
と
 
が
で
き
る
。
一
つ
に
は
 

「
宗
教
」
や
「
 0
0
 
教
 」
と
い
う
も
の
が
そ
も
そ
も
 明
 確
 な
輪
郭
を
も
っ
た
も
の
だ
け
を
指
す
も
の
と
考
え
る
 
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
 

と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
キ
リ
ス
ト
教
を
 
モ
 デ
ル
 と
し
た
近
代
西
洋
の
あ
る
用
法
に
ひ
き
づ
ら
れ
 
る
も
の
で
、
「
宗
教
」
 
や
 

「
神
道
」
の
語
を
あ
ま
り
に
狭
く
限
定
し
て
し
ま
う
こ
 と
に
な
る
。
 

他
方
、
こ
こ
で
国
家
神
道
と
 よ
ん
 で
 い
 る
も
の
は
、
「
 治
教
 」
と
「
祭
祀
」
と
い
う
側
面
か
ら
見
た
、
ま
た
 
日
 本
の
近
代
国
民
国
家
 

の
 精
神
的
支
柱
を
政
府
側
か
ら
構
築
し
よ
う
と
し
て
 
形
 づ
く
ら
れ
た
神
道
的
な
思
考
や
態
度
や
実
践
の
総
体
と
 
し
て
、
あ
る
ま
と
ま
り
 

田
 

 
 
 
 
 
 

を
も
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
日
本
の
伝
統
」
を
代
表
す
 
る
 
「
 道
 」
と
自
覚
さ
れ
て
も
い
た
。
物
的
人
的
組
織
 や
 教
義
や
教
規
な
ど
を
も
 

 
  

 

 
 

つ
 宗
教
集
団
と
比
べ
れ
ば
は
る
か
に
フ
ァ
ジ
ー
で
あ
る
 
と
は
い
え
、
あ
る
程
度
の
輪
郭
を
備
え
て
い
る
の
は
 
確
 か
で
あ
る
。
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の へ や高 

限 しょ 宗教 構 「祭祀」 

る 

え 

や 

  
  
とらえ 「宗教 

るこ （秋生 

我 ） と 
    
と 

合 ひ 「 治 
教 と 

」 つ 
や め 
「 利 
祭 点 
祀 は   
と一 し Ⅰ ） 2 
う 近 
二 世 

339@ (545) 

造
 
す
く
な
る
。
国
家
神
道
を
広
め
る
立
場
に
あ
っ
た
 

人
た
ち
は
、
民
心
の
安
定
と
国
家
の
富
強
に
有
用
で
あ
 

る
 限
り
で
は
、
諸
宗
教
 

諸
め
不
 

%
 
 派
を
好
意
的
に
迎
え
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
だ
か
 

ら
 必
ず
し
も
、
諸
宗
教
諸
宗
派
に
い
つ
も
警
戒
の
目
を
 

光
ら
せ
て
ば
か
り
い
た
と
い
 

ゆ
 
う
 わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
「
非
常
時
」
や
値
 

民
地
に
お
い
て
は
、
国
家
神
道
の
提
示
す
る
秩
序
を
維
 

持
す
る
た
め
に
、
強
圧
的
に
 

は
 、
あ
る
種
の
分
業
の
関
係
が
成
り
立
っ
て
い
た
と
も
 
い
え
る
だ
ろ
う
。
国
家
神
道
的
な
立
場
の
宣
布
に
 
携
 わ
る
人
も
 、
 多
く
の
場
 

合
 、
人
々
の
心
の
平
穏
を
維
持
す
る
上
で
は
自
ら
の
 
提
 供
 で
き
る
も
の
で
は
足
り
ず
、
諸
宗
教
諸
宗
派
が
提
供
 
す
る
教
え
や
実
践
や
共
 

同
体
に
委
ね
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
 
る
 。
個
人
の
心
の
平
安
の
領
分
で
は
諸
宗
教
に
依
存
し
 
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
 

ぃ
 だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
自
ら
の
領
分
で
意
図
的
に
反
抗
 
を
 受
け
た
り
、
治
安
を
脅
か
す
と
考
え
た
り
、
他
の
特
 
別
の
事
情
（
た
と
え
ば
 

戦
争
に
 よ
 る
「
非
常
時
」
の
切
迫
や
抵
抗
に
悩
ま
さ
れ
 る
 植
民
地
と
い
う
状
況
）
が
な
い
限
り
、
国
家
神
道
の
 
主
体
で
あ
る
国
家
自
身
 

が
 、
諸
宗
教
諸
宗
派
に
対
し
て
「
君
臨
す
る
」
と
い
う
 
ほ
ど
、
強
く
抑
圧
の
姿
勢
で
臨
む
必
要
は
な
か
っ
た
 
と
 考
え
ら
れ
る
。
 

従
来
の
国
家
神
道
を
め
ぐ
る
論
議
で
は
、
国
家
神
道
が
 
ど
れ
ほ
ど
優
位
な
地
位
を
与
え
ら
れ
、
諸
宗
教
が
ど
れ
 
ほ
ど
従
属
的
な
地
位
 

に
 甘
ん
じ
た
か
が
重
要
な
論
題
と
な
っ
た
。
村
上
重
 
良
 の
よ
う
な
広
い
国
家
神
道
概
念
を
と
る
論
者
は
、
国
家
 神
道
体
制
の
下
で
諸
宗
 

教
 、
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教
や
新
宗
教
 
一
 
民
衆
宗
教
）
 が
 抑
圧
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
 
葦
津
珍
 夢
や
安
元
良
夫
 

な
ど
は
神
社
参
拝
の
強
制
は
一
九
三
 0
 年
代
以
降
の
戦
 時
中
の
短
い
期
間
に
限
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
 
国
家
神
道
の
抑
圧
性
を
 

一
ぬ
 
一
 

誇
張
し
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
と
説
く
。
し
か
し
、
 
分
 業
を
内
包
し
た
二
重
構
造
と
い
う
視
点
を
と
る
と
、
 
，
 
」
の
問
題
は
も
っ
と
見
や
 



重
 構
造
は
実
は
、
近
代
以
前
か
ら
存
在
し
て
い
た
も
の
 

だ
っ
た
。
一
六
世
紀
に
信
長
・
秀
吉
・
家
康
ら
の
武
将
 

に
 2
6
 将
軍
権
力
が
成
 

立
し
、
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
の
 
一
援
 
勢
力
を
抑
圧
し
た
 
と
き
、
新
た
に
支
配
秩
序
を
聖
化
す
る
シ
ス
テ
ム
が
 

必
 要
 に
な
っ
た
。
一
六
世
 

紀
か
ら
 一
セ
 世
紀
に
か
け
て
、
将
軍
の
神
格
化
と
儒
教
 
や
 神
道
の
導
入
に
よ
っ
て
武
将
政
権
（
将
軍
権
力
）
の
 

聖
化
が
進
め
ら
れ
た
。
 

と
り
わ
け
朱
子
学
を
中
心
と
す
る
新
儒
教
に
よ
り
、
 

武
 モ
の
 「
 
忠
 」
の
秩
序
の
再
編
成
が
推
進
さ
れ
、
藩
校
や
 

塾
 に
よ
る
「
胎
教
」
 
の
 

教
育
の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
ま
た
、
将
軍
家
 

は
 東
照
宮
信
仰
を
初
め
と
す
る
儀
礼
の
秩
序
に
よ
り
 

聖
 化
さ
れ
、
諸
大
名
も
そ
 

れ
に
準
ず
る
忠
義
と
奉
公
の
対
象
と
し
て
崇
敬
さ
れ
て
 

い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
う
し
て
個
々
人
の
救
い
と
 

死
 生
の
超
越
を
志
向
す
る
 

仏
教
や
神
仏
留
ム
 
ロ
 の
諸
宗
教
諸
宗
派
の
上
位
に
、
世
俗
 
政
権
を
聖
化
し
、
秩
序
原
理
を
提
示
す
る
「
 

治
教
 」
と
 「
祭
祀
」
の
シ
ス
テ
ム
 

が
 重
な
る
二
重
構
造
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。
近
世
 

東
 ア
ジ
ア
的
な
宗
教
構
造
の
日
本
的
形
態
と
い
え
る
だ
 

る
  
 

近
代
の
国
家
神
道
と
諸
宗
教
諸
宗
派
の
二
重
構
造
は
 

、
 こ
の
近
世
的
な
二
重
構
造
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
る
。
 

上
下
の
倫
理
に
力
点
 

を
 置
い
た
世
俗
秩
序
聖
化
の
シ
ス
テ
ム
と
個
々
人
の
救
 

い
 や
生
死
に
関
わ
る
諸
宗
教
諸
宗
派
か
ら
な
る
二
重
構
 

造
 と
い
う
点
で
は
、
 
近
 

世
か
ら
近
代
へ
と
連
続
性
が
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
の
 

近
代
の
宗
教
構
造
は
国
家
神
道
を
生
成
さ
せ
る
，
」
と
に
 

よ
り
、
世
俗
秩
序
の
宗
 

教
的
 聖
化
の
シ
ス
テ
ム
を
著
し
く
肥
大
化
さ
せ
る
こ
と
 

に
な
っ
た
。
国
民
の
大
多
数
が
国
家
神
道
の
強
い
教
化
 

を
 受
け
、
そ
れ
を
積
極
 

的
に
学
び
、
 何
 ほ
ど
か
身
に
つ
け
、
日
常
生
活
の
な
か
 
に
 具
現
す
る
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
の
だ
っ
た
。
 
国
 民
 と
し
て
の
規
律
づ
け
 

が
 、
儒
教
や
神
道
の
伝
統
を
引
き
継
ぐ
、
世
俗
秩
序
の
 

聖
化
の
シ
ス
テ
ム
と
不
可
分
の
も
の
と
し
て
展
開
し
た
 

わ
け
で
あ
る
。
 

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
二
重
構
造
は
近
代
国
民
国
家
が
掲
げ
 

る
 、
信
教
の
自
由
と
諸
宗
教
へ
の
寛
容
と
い
う
理
念
を
 

部
分
的
に
受
容
し
た
 

結
果
で
も
あ
る
。
諸
宗
教
諸
宗
派
は
ま
が
り
な
り
に
も
 

信
教
の
自
由
を
保
証
さ
れ
、
自
律
的
な
宗
教
集
団
と
し
 

て
の
自
治
の
権
利
を
与
 

え
ら
れ
た
。
教
団
へ
の
干
渉
は
単
に
秩
序
安
定
を
求
め
 

る
 政
府
の
必
要
か
ら
で
は
な
く
、
正
当
な
近
代
法
的
理
 

由
 づ
け
を
必
要
と
す
る
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王
 
@
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 ）
「
日
本
教
」
の
語
を
用
い
た
の
は
、
山
本
 
セ
 平
で
あ
る
。
 
イ
ザ
ヤ
・
ベ
ン
ダ
サ
ン
の
名
で
刊
行
し
た
「
日
本
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
 
」
 
-
 山
本
書
店
、
一
九
 
セ
 

0
 年
 -
 以
来
、
「
日
本
教
 は
 つ
い
て
」
一
文
芸
春
秋
、
一
九
七
二
年
 
-
 、
「
日
本
教
徒
」
（
角
川
書
店
、
一
九
 
セ
 六
年
 -
 
な
ど
で
こ
の
 概
念
を
洗
練
さ
せ
て
 

い
つ
た
。
も
っ
と
も
ま
と
ま
っ
た
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
 
し
て
、
小
室
直
樹
と
の
共
著
「
日
本
教
の
社
会
学
」
 

一
 
講
談
社
、
 

一
九
八
一
年
 -
 も
 

あ
げ
て
お
こ
う
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
日
本
宗
教
の
根
底
を
み
よ
う
と
 す
る
議
論
も
数
多
く
提
示
さ
れ
た
が
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
 
、
梅
原
 猛
 
「
日
本
人
 

の
 
「
あ
の
世
」
 
観
 」
 -
 中
央
公
論
社
、
一
九
八
九
年
 - 、
 同
 
「
日
本
 人
の
魂
」
（
允
文
社
、
一
九
九
二
年
）
を
あ
げ
て
お
き
た
い
。
 

一
 方
 、
よ
り
学
問
的
 

な
形
で
は
、
た
と
え
ば
江
戸
時
代
に
日
本
の
「
国
民
的
宗
教
」
が
 
成
立
し
た
と
い
う
議
論
が
、
 

七
 0
 年
代
八
 0
 
年
代
を
代
表
す
る
 近
世
思
想
史
学
者
の
乃
 

 
 
 
 
 
 

一
人
で
あ
る
尾
藤
正
英
の
「
江
戸
時
代
と
は
な
に
か
日
本
史
 
上
の
近
世
と
近
代
目
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
）
で
示
さ
れ
て
 

い
る
。
 

 
  

 

（
 2
 ）
村
上
重
見
「
国
家
神
道
」
岩
波
書
店
、
一
九
 セ
 0
 
年
 、
 は
 こ
の
よ
う
な
見
方
を
と
る
代
表
的
な
著
作
で
あ
る
。
 

 
 

一
 3
 一
 
神
道
指
令
が
国
家
神
道
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
か
 、
ま
た
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
経
て
の
こ
と
だ
っ
た
か
 
ほ
 つ
い
て
の
詳
細
な
研
究
 

た
な
二
重
構
造
の
特
徴
で
あ
る
。
 

国
民
は
あ
る
面
で
は
よ
り
多
く
の
自
律
性
を
与
え
ら
れ
 
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
よ
り
直
接
的
に
政
治
秩
序
の
 
精
神
的
な
支
配
 

組
み
込
ま
れ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
中
間
的
 
な
 共
同
体
が
弱
体
化
し
、
国
家
と
い
う
集
合
体
の
権
力
 
が
よ
り
直
接
的
に
 

人
の
内
面
へ
と
浸
透
し
て
い
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
 
国
民
国
家
の
形
成
が
そ
の
よ
う
な
パ
ラ
ド
ク
シ
カ
ル
 
な
 作
用
を
及
ぼ
す
 

は
 、
も
ち
ろ
ん
日
本
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
 
。
神
道
指
令
に
 よ
 る
「
国
家
神
道
の
解
体
」
を
経
た
後
 の
 、
現
代
日
本
の
 

構
造
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
で
多
元
的
と
言
え
る
の
か
 
と
い
う
問
題
も
、
こ
の
よ
う
な
歴
史
認
識
を
踏
ま
え
て
 
考
察
し
て
い
く
 必
 

あ
る
。
「
国
家
神
道
の
解
体
」
の
後
に
も
、
日
本
の
宗
 教
の
二
重
構
造
が
完
全
に
「
解
体
」
し
て
し
ま
っ
た
 
ね
 け
で
は
な
く
、
 異
 

形
で
存
続
し
て
い
る
と
見
る
見
方
も
十
分
に
成
り
立
つ
 
は
ず
で
あ
る
。
 

な 要 宗 こ 個 ； 
る が 教 と 々 に 

も
の
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
諸
宗
教
諸
宗
派
 
が
 宗
教
集
団
と
し
て
の
自
律
性
を
拡
充
す
る
こ
と
が
で
 
き
た
と
い
う
の
も
、
 新
 



@
@
 

@
@
 

ハ
 
。
 

一
 
5
 一
 安
元
良
夫
「
神
々
の
明
治
維
新
Ⅱ
 ｜
 神
仏
分
離
と
廃
仏
殿
 釈
 」
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
、
二
 0
 八
頁
。
 

一
 
6
 ）
 葦
津
珍
彦
 
「
国
家
神
道
と
は
何
だ
っ
た
の
か
 
&
 神
社
新
報
 社
 、
一
九
八
セ
 年
 、
六
 ｜
セ
頁
 。
 

一
 
7
 一
 阪
本
、
前
掲
 注
 -
4
-
 
、
八
頁
。
 

一
 
8
-
 狭
い
意
味
で
「
国
家
神
道
」
の
語
を
用
い
て
い
る
研
究
者
 
と
し
て
、
新
田
は
 、
 他
に
、
安
見
良
夫
、
中
島
三
千
男
、
宮
地
 正
人
ら
を
あ
げ
て
い
る
。
 

（
 
9
-
 村
上
、
前
掲
洋
一
 
2
-
 
、
 i
 頁
 。
 

-
 
叩
 一
同
、
二
二
三
頁
。
 

寅
 ）
広
い
意
味
で
「
国
家
神
道
」
の
語
を
用
い
て
い
る
代
表
 的
な
研
究
者
に
は
村
上
以
前
に
藤
谷
俊
雄
が
お
り
与
国
家
神
道
 
の
 成
立
」
川
崎
 庸
 芝
地
 

「
日
本
宗
教
史
講
座
 
ヒ
 第
一
巻
、
三
一
書
房
、
一
九
五
九
年
一
、
最
 
近
の
新
し
い
試
み
と
し
て
、
菱
木
政
情
「
解
放
の
宗
教
へ
目
縁
 風
 出
版
、
一
九
九
 

八
年
、
が
あ
る
。
 

う
 -
 安
元
良
夫
 
円
 
近
代
天
皇
像
の
形
成
し
岩
波
書
店
、
一
九
九
 二
年
、
一
九
四
頁
。
 

寅
 ）
 
富
哩
 。
 コ
の
 訳
語
と
し
て
、
「
宗
教
」
の
語
が
定
着
す
る
 
ほ
 つ
い
て
は
多
く
の
行
金
曲
折
が
あ
っ
た
。
「
 
ゐ
 
示
教
」
に
狭
い
 壬
 面
 
義
を
与
え
よ
う
と
す
る
 

傾
向
が
有
力
に
な
る
経
過
に
つ
い
て
は
、
 島
薗
進
 「
日
本
に
お
け
 
る
 「
宗
教
 
 
概
念
の
形
成
 ｜
 井上
哲
次
郎
の
キ
リ
ス
ト
教
 批
 判
 を
め
ぐ
っ
て
」
 山
 

折
 哲
雄
・
長
田
俊
樹
 編
 
「
日
本
人
は
キ
リ
ス
ト
教
を
ど
の
よ
う
に
 
受
容
し
た
か
」
一
日
文
研
叢
書
一
七
一
国
際
日
本
文
化
研
究
 セ
 ン
ダ
ー
、
一
九
九
八
 

年
、
で
 論
じ
ら
れ
て
い
る
。
 

-
 
Ⅱ
 @
 
 
「
 
治
教
 」
と
い
う
語
は
、
一
八
七
 0
 年
の
「
大
教
宣
布
の
 詔
 」
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
が
、
そ
の
後
、
重
要
な
用
語
と
し
て
 政
 表
決
定
の
要
に
登
場
す
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一
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葦
津
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 前

掲
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 Ⅲ
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前
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小
池
淳
一
 

本
書
は
先
に
「
 神
 ・
 ム
 
・
王
権
の
中
里
二
九
九
八
年
二
月
、
 

法
蔵
 

館
 、
以
下
前
著
と
す
る
 -
 を
 世
に
問
う
た
筆
者
が
「
最
新
の
問
題
 意
識
に
 

基
づ
く
最
先
端
の
研
究
を
、
い
か
に
多
く
の
人
々
と
共
有
で
き
る
 か、
と
 

い
っ
た
試
み
と
し
て
」
 

-
 本
書
あ
と
が
き
、
二
二
六
頁
 -
 書
き
下
 ろ
さ
れ
 

た
も
の
で
あ
る
。
中
世
日
本
宗
教
史
は
鎌
倉
新
仏
教
の
位
置
づ
け
 をめ
ぐ
 

る
 研
究
や
顕
密
体
制
論
の
提
起
と
そ
の
検
討
な
ど
の
豊
か
で
重
厚
 な 蓄
積
 

を
 持
つ
上
に
同
時
代
の
説
話
研
究
が
次
々
と
刺
激
的
な
資
料
発
掘
 な
し
て
 

い
 る
こ
と
が
加
わ
り
、
新
た
な
中
世
 像
 が
描
か
れ
っ
 っ
 あ
る
 領
 域
 で
あ
 

る
 。
思
想
史
の
立
場
か
ら
筆
者
は
、
こ
の
課
題
に
果
敢
に
取
り
組
 んで
 
一
 

定
の
成
果
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
少
な
く
と
も
「
思
想
史
は
 
安
 男
 な
感
 

悪
文
に
過
ぎ
な
い
」
 

-
 所
著
、
四
六
 0
 貫
一
と
い
う
よ
う
な
評
価
 を
 遥
か
 

に
 越
え
る
優
れ
た
作
業
で
あ
る
。
 

本
書
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
「
神
仏
交
渉
論
へ
の
視
座
」
と
 エ
 ピ
ロ
ー
グ
 
「
 あ
 

6
 個
人
的
な
回
想
」
と
に
挟
ま
れ
た
五
章
か
ら
な
っ
て
お
り
、
 

一
 、
二
一
、
 

佐
藤
弘
大
著
 

「
ア
マ
テ
ラ
ス
の
変
貌
 

中
世
神
仏
交
渉
史
の
視
座
 

法
蔵
錦
二
 0
0
0
 年
 八
月
三
 0
 日
刊
 

四
六
判
 
二
 二
七
頁
二
四
 0
0
 円
 

書
評
と
紹
介
 

五
章
が
三
節
ず
つ
、
 
ニ
 、
四
章
が
四
節
ず
つ
で
組
み
立
て
ら
れ
て
 い
る
。
 

極
め
て
 整
殊
 
と
し
た
構
成
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
論
述
は
丁
寧
で
、
 

読
む
者
 

を
 故
意
に
惑
わ
せ
た
り
、
表
現
に
酔
う
よ
う
な
箇
所
は
全
く
と
い
 っ
て
よ
 

い
ほ
ど
見
い
だ
せ
な
い
。
重
要
な
論
占
の
提
示
は
繰
り
返
し
行
わ
 
れ
て
お
 

 
 

場
合
に
よ
っ
て
は
く
ど
い
と
感
じ
る
読
者
も
い
る
の
で
は
な
い
か
 
 
 

と
 思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
さ
ら
に
巻
末
に
は
「
 註 お
よ
び
康
史
 
料
 」
と
 

し
て
引
用
し
た
史
料
の
原
文
と
出
典
負
数
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
 

こ
れ
も
 

周
到
な
本
作
り
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
 

そ
の
内
容
は
プ
ロ
ロ
ー
グ
に
お
い
て
「
 神
｜
仏
 と
い
う
二
分
法
を
 
前
提
 

と
し
、
両
者
の
習
合
と
離
反
の
距
離
を
測
定
し
よ
う
と
す
る
 従
 来
 の
 研
 

究
 」
は
「
神
仏
そ
の
も
の
の
歴
史
的
な
変
容
に
、
ど
れ
ほ
ど
の
 
任
 意
 を
払
 

っ
て
き
た
で
あ
ろ
う
か
」
二
五
頁
 -
 
と
疑
問
を
呈
す
る
こ
と
か
 ら
 始
め
 

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
大
き
な
意
味
で
は
神
仏
交
渉
 
史
を
 
「
同
時
 代
 の
 社
 

会
 と
思
想
状
況
総
体
の
中
で
両
者
の
関
係
性
の
変
化
を
読
み
解
  
 

く
 」
一
一
六
頁
 一
 
こ
と
で
あ
り
、
「
精
神
の
全
体
史
を
叙
述
し
よ
う
 

と
い
う
 

試
み
」
（
同
質
 -
 な
の
で
あ
る
。
 

第
一
章
「
 崇
る
 神
か
ら
罰
す
る
神
へ
」
で
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
 け
て
 

不
可
測
の
意
志
を
場
当
た
り
的
に
押
し
つ
け
る
 へ
 命
ず
る
 神
 ）
 は
 特
定
の
 

基
準
に
照
ら
し
て
厳
格
な
応
報
を
下
す
（
応
え
る
 
神
 ）
へ
と
変
貌
 し
た
、
 

と
 述
べ
ら
れ
て
い
る
 
@
0
 

貞
 -
 。
機
能
面
か
ら
す
れ
ば
、
 

崇
る
 
こ
と
か
 

ら
 罰
す
る
こ
と
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
。
伝
統
的
な
静
態
的
な
 
神
の
 イ
 

メ
ー
ジ
で
は
な
く
、
刻
々
と
変
容
す
る
神
と
い
う
 
視
 占
の
提
示
が
 
こ
こ
で
 

U
 

 
 
 
 
 
 

は
行
わ
れ
て
い
る
。
 

第
二
章
「
（
日
本
の
仏
）
の
誕
生
」
で
は
そ
れ
を
も
た
ら
し
た
の
 は
仏
め
 

 
 

教
 的
な
世
界
観
の
普
及
と
そ
の
中
へ
の
日
本
の
神
舐
の
組
み
入
れ
 であ
る
 



と
い
う
指
摘
が
行
わ
れ
、
仏
の
世
界
は
「
衆
生
の
救
済
を
司
る
 
他
 界
 浄
土
 

の
仏
と
 、
賞
罰
の
 力
 を
行
使
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
人
々
を
そ
れ
ら
 
 
 

結
縁
さ
せ
よ
う
と
す
る
此
土
の
仏
、
と
い
う
二
重
構
造
を
な
す
 」
 -
 
八
四
 

貞
一
と
す
る
。
あ
る
い
は
冥
界
の
構
造
を
分
析
す
る
な
か
で
「
 
他
 界
 に
あ
 

っ
て
来
世
・
 次
 生
の
救
済
を
事
と
す
る
仏
を
（
救
う
神
）
、
此
土
 

に
あ
っ
 

て
 賞
罰
を
司
る
神
仏
を
（
怒
る
神
）
と
定
義
す
る
」
 

-
 セ
セ
頁
 ）
  
 

分
類
の
方
が
明
快
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
筆
者
は
こ
こ
で
 
変
  
 

け
る
神
仏
を
そ
れ
ぞ
れ
と
ら
え
る
視
座
を
提
示
し
た
の
で
あ
る
。
 

第
三
章
「
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
変
容
」
で
は
以
上
の
前
提
を
受
け
て
 
中
世
 

的
 世
界
観
と
し
て
、
十
二
世
紀
を
転
機
と
し
て
此
土
 ｜ 彼
岸
、
 す
 な
わ
ち
 

「
現
世
安
穏
 ｜
 後
生
善
処
の
信
仰
に
対
応
す
る
二
つ
の
神
仏
の
世
 界 が
あ
 

っ
た
 。
こ
う
し
た
二
つ
の
神
仏
の
世
界
の
併
存
と
、
そ
の
独
白
の
 
共
存
の
 

構
造
」
 
二
 
二
五
頁
）
が
あ
っ
た
と
し
、
そ
れ
が
中
世
人
の
 コ
ス
 モ
ロ
 ジ
 

１
 0
 特
色
と
し
て
い
る
。
筆
者
は
こ
れ
を
「
重
層
的
な
冥
界
の
 コ
 ス
 モ
ロ
 

シ
ー
」
一
同
 頁
 ）
と
も
言
っ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
コ
ス
モ
ロ
 ジ
ー
を
 

別
の
角
度
か
ら
検
証
す
る
た
め
に
、
日
本
の
神
タ
の
中
心
と
さ
れ
 
る
天
昭
 

大
神
の
位
置
づ
け
に
視
点
を
移
し
て
い
く
。
 

第
四
章
「
変
貌
す
る
ア
マ
テ
ラ
ス
」
で
は
古
代
か
ら
中
世
に
か
け
 
て
天
 

照
 大
神
が
「
日
本
国
主
」
と
い
う
最
高
の
神
格
で
あ
る
と
い
う
 
主
 張
 が
表
 

現
 と
し
て
見
え
る
こ
と
、
 
崇
り
 神
と
し
て
の
性
格
が
消
失
す
る
こ
 と
、
さ
 

ら
に
天
皇
家
の
み
の
祭
神
か
ら
国
民
 神
 
@
 
の
用
語
は
評
者
に
は
 
い
さ
さ
 

か
 安
易
な
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
 -
 へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
を
 
指
摘
し
 

二
三
四
 ｜
一
 三
八
頁
 -
 、
こ
う
し
た
転
変
は
仏
教
的
世
界
観
の
 な
か
で
 

は
 
「
粟
散
国
」
た
る
日
本
の
神
と
し
て
天
照
大
神
が
位
置
づ
け
る
 

れ
る
に
 

過
ぎ
ず
、
決
し
て
冥
界
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
頂
点
に
引
き
上
げ
る
 
 
 

は
な
い
こ
と
を
述
べ
て
い
る
二
四
四
 
｜
 
一
四
六
頁
 て
神
 ・
 仏
 ・
世
界
 

観
及
び
そ
の
象
徴
的
神
格
の
検
討
を
踏
ま
え
て
最
後
に
行
わ
れ
る
 の
は
鎌
田
 
6
 

 
 

倉
 新
仏
教
を
取
り
上
げ
、
そ
の
意
義
を
再
考
す
る
こ
と
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

第
五
章
「
日
本
を
棄
て
去
る
神
」
で
は
鎌
倉
新
仏
教
の
意
義
を
考
 
え
る
 

際
の
座
標
軸
と
し
て
、
前
章
ま
で
に
述
べ
て
き
た
中
世
の
神
仏
の
 コ
ス
モ
 

ロ
ジ
ー
を
用
い
て
、
そ
の
特
徴
を
指
摘
し
て
い
く
。
こ
こ
で
は
 
法
 然
や
親
 

鸞
 、
日
蓮
ら
が
「
神
仏
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の
頂
点
に
あ
る
仏
を
 一
 仏
 に
限
 

足
 し
、
そ
の
主
宰
 力
 を
圧
倒
的
に
強
化
し
た
こ
と
」
二
六
九
頁
 -
 、
「
 他
 

界
 の
一
仏
が
、
此
土
に
た
い
し
て
直
接
影
響
力
を
行
使
す
る
こ
と
 
に
よ
っ
 

て
 、
そ
の
意
志
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
」
二
七
一
頁
 -
 、
「
 頂
占
 の
 一
仏
 

に
 対
す
る
一
切
の
仲
介
を
排
し
た
直
接
の
帰
依
を
説
い
て
い
る
 
こ
と
」
 

二
七
四
頁
 一
 が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
き
ら
に
日
蓮
が
説
い
た
と
 され
る
 

「
善
神
 捨
国
 」
の
理
念
も
中
世
的
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
不
可
分
に
関
 
 
 

そ
う
し
た
思
想
界
の
動
向
を
背
景
と
し
て
形
成
さ
れ
た
と
す
る
 一
一
八
六
 

頁
 -
 。
 

以
上
の
叙
述
を
ふ
ま
え
て
エ
ピ
ロ
ー
グ
で
は
筆
者
の
幼
少
時
か
ら
 
の
経
 

験
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
本
書
が
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
 
た
 背
景
 

と
し
て
、
現
代
の
精
神
状
況
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
根
源
に
潜
む
 
問
題
を
 

さ
ぐ
る
た
め
に
冥
界
と
の
つ
き
あ
い
方
を
探
る
必
要
性
を
自
伝
的
 
な
 筆
致
 

ヱ
 詰
っ
て
い
る
。
 

「
本
書
は
概
説
書
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
専
門
の
研
究
書
で
あ
 る
 。
」
 

二
三
六
頁
 -
 と
す
る
著
者
の
鮮
 
列
 な
宣
旨
 ロ
は
 前
著
に
引
き
続
い
 
て
、
申
 

世
に
お
け
る
神
仏
の
様
相
の
研
究
を
従
来
の
神
仏
習
合
と
い
う
 
視
 占
か
ら
 

神
仏
の
関
係
 史
 、
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
へ
と
昇
華
さ
せ
た
と
い
う
自
信
 に
 基
づ
 

く
も
の
で
あ
ろ
う
。
確
か
に
本
書
は
中
世
世
界
に
お
け
る
 
神
 、
 仏
 、
コ
ス
 



書評 

モ
ロ
 ジ
 
Ⅰ
そ
の
中
核
に
位
置
す
る
ア
マ
テ
ラ
ス
、
そ
れ
に
よ
っ
 
て
見
直
 

さ
れ
る
鎌
倉
新
仏
教
の
意
義
に
つ
い
て
整
然
と
従
来
の
研
究
の
間
 
題
 点
を
 

指
摘
し
、
相
互
の
関
連
を
示
し
な
が
ら
、
新
た
な
問
題
提
起
を
行
 
っ
て
 
い
 

る
 。
ゆ
え
に
こ
の
書
物
を
正
し
く
受
け
止
め
る
た
め
に
は
、
こ
の
 
提
起
を
 

そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
展
開
さ
れ
た
ぬ
 

柵
 理
 の
 組
 

み
 立
て
そ
の
も
の
を
検
証
し
、
中
世
に
お
け
る
神
と
仏
の
問
題
を
 
読
者
の
 

ひ
と
り
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
実
証
的
に
検
討
し
直
す
 
こ
と
が
 

求
め
ら
れ
よ
 
う
 。
宗
教
史
を
専
門
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
評
者
に
 と
っ
て
 

は
こ
の
課
題
は
い
さ
さ
か
 
重
 過
ぎ
る
の
だ
が
、
 
ニ
、
 三
の
点
を
指
 摘
 し
て
 

書
評
の
責
を
果
た
す
こ
と
と
し
た
い
。
 

本
書
の
達
成
 占
 
と
し
て
重
要
な
の
は
宗
教
者
の
思
想
や
教
義
理
解
 
、
解
 

説
 に
閉
じ
籠
も
る
こ
と
な
く
、
多
様
な
 

史
 資
料
を
博
捜
し
、
 
丁
ぬ
 早
 に
読
み
 

解
く
こ
と
で
、
従
来
の
思
想
史
の
資
料
的
な
自
閉
を
軽
や
か
に
 
超
 え
て
い
 

る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
筆
者
の
作
業
の
特
徴
と
し
て
、
前
著
に
 
続
い
て
 

起
請
文
に
対
す
る
注
目
（
第
三
章
 は
む
 
は
斬
新
な
も
の
で
、
 
，
 
」
う
し
た
 

当
時
の
宗
教
を
め
ぐ
る
無
意
識
も
し
く
は
意
識
未
満
の
認
識
を
す
 
く
い
 上
 

げ
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
 

前
箸
 で
 
コ
 ス
 モ
ロ
 

中
世
人
に
広
く
共
有
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
」
 

-
 
面
 著
四
 0
 
一
頁
）
 

ジ
ー
の
間
頭
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
な
か
で
起
請
文
を
見
い
だ
し
て
 

と
い
つ
 

い
っ
た
 

過
程
二
聖
三
四
八
頁
以
下
）
は
ス
リ
リ
ン
グ
な
も
の
で
あ
っ
た
 が
、
本
 

書
 で
も
そ
う
し
た
知
見
は
生
か
さ
れ
、
確
認
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
 
る
 。
 

た
だ
し
、
前
著
で
は
こ
う
し
た
資
料
に
即
し
て
提
出
さ
れ
た
 
コ
ス
 
モ
ロ
 

ジ
ー
と
い
う
概
念
は
「
同
時
代
の
人
々
に
階
層
を
問
わ
ず
共
有
さ
 
れ
て
ぃ
 

た
 」
（
 前
著
 三
七
二
頁
 -
 と
か
「
 -
 
浄
土
の
概
念
が
 
-
 生
活
者
を
も
 
含
め
た
 

た
 表
現
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
誰
に
と
っ
て
の
コ
ス
モ
ロ
 
ジ
  
 

か
 、
と
い
っ
た
視
点
が
意
識
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
本
書
で
 は
あ
た
 

か
も
自
明
の
こ
と
で
あ
る
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
誰
に
と
っ
て
の
 
、
ど
う
 

い
つ
た
状
況
下
で
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
で
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
 
ぎ
謝
 さ
 

れ
な
い
。
 

前
箸
 で
示
さ
れ
た
中
世
世
界
全
体
を
覆
う
と
い
っ
た
 
説
  
 

ず
し
も
充
分
で
は
な
い
が
、
筆
者
は
本
書
で
は
そ
う
し
た
コ
ス
モ
 
 
 

と
い
う
危
う
い
概
念
を
一
人
歩
き
さ
せ
す
ぎ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
 
う
に
 思
 

わ
れ
る
。
こ
の
語
を
使
わ
ず
と
も
類
似
の
視
角
や
視
 
占
に
 基
づ
い
 て
 行
わ
 

れ
て
き
て
い
る
関
連
領
域
で
の
研
究
成
果
と
の
す
り
合
わ
せ
は
 
ム
 「
後
、
十
 

分
 に
行
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
冒
頭
に
も
 
触
れ
た
 

説
話
研
究
に
お
け
る
注
釈
に
関
わ
る
資
料
や
宮
廷
儀
礼
に
お
い
て
 
の
 具
体
 

的
な
実
践
に
見
い
だ
せ
る
神
仏
関
係
は
ど
う
い
っ
た
位
相
で
理
解
 
を
す
る
 

べ
き
な
の
か
、
興
味
深
い
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
 
る
 。
 

コ
ス
モ
ロ
 ジ
 Ⅰ
宇
宙
観
、
世
界
観
と
い
っ
た
枠
組
み
は
、
そ
れ
 自
体
 

設
定
す
る
に
費
や
す
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
膨
大
で
、
措
定
し
え
た
達
成
 
感
は
大
 

き
な
も
の
が
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
を
意
識
し
な
い
ま
ま
に
 
甘
態
的
 に
 扱
っ
 

て
 考
察
の
盲
 占
 
と
し
て
し
ま
う
よ
う
な
危
険
性
が
伴
う
 
キ
 
そ
れ
を
  
 

は
 枠
組
み
を
構
成
す
る
細
部
へ
の
普
段
の
検
証
の
ま
な
ざ
し
と
、
 

枠
組
み
 

自
体
を
相
対
化
す
る
よ
う
な
視
座
の
確
立
で
あ
ろ
う
。
枠
組
み
は
 
常
に
揺
 

れ
 動
く
も
の
で
あ
り
、
唯
一
無
二
の
超
越
的
な
も
の
で
は
あ
り
 
得
  
 

で
あ
る
。
以
下
、
本
書
に
お
け
る
民
俗
学
的
な
知
見
の
使
用
と
説
 
話
 資
料
 

の
 扱
い
に
つ
い
て
気
に
な
る
占
を
挙
げ
て
細
部
の
検
証
の
一
端
 
と
し
た
 

 
 

 
 

 
 

 
  
 

本
書
三
七
 ｜
 三
八
頁
で
円
本
朝
世
紀
 
ヒ
の
 記
事
を
引
き
、
御
霊
が
  
 

に
さ
ら
に
疾
疫
防
止
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
と
し
て
い
る
が
、
 

疫
神
 

か
仰
 

 
 

ら
 疾
疫
防
止
の
神
へ
の
転
化
に
つ
い
て
の
説
明
は
十
分
で
は
な
い
 
こ
こ
 



で
は
木
で
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
丹
で
彩
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
「
 
相
対
 安
 

置
 」
と
さ
れ
る
こ
と
か
ら
一
対
三
体
一
の
神
で
あ
ろ
う
こ
と
に
 
つ
い
て
 

の
 考
察
が
加
え
ら
れ
た
と
し
た
ら
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
 
民
俗
 研
 

究
 が
と
り
あ
げ
て
き
た
道
祖
神
 -
 近
年
の
成
果
と
し
て
神
野
善
治
 「
人
形
 

道
祖
神
 

｜
 境界
神
の
原
 像
 」
一
九
九
六
、
を
挙
げ
得
る
 -
 と
の
 差
異
と
 

同
質
と
を
意
識
す
る
こ
と
は
神
の
性
格
と
そ
れ
が
参
加
す
る
 コ
ス
 モ
ロ
 ジ
 

１
を
考
え
る
上
で
も
重
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
民
俗
研
究
上
の
 
知
見
が
 

い
さ
さ
か
無
自
覚
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
か
ら
気
に
な
る
 
の
は
、
 

一
 0 
四
頁
に
お
い
て
恐
山
を
「
も
と
も
と
は
民
間
信
仰
の
聖
地
 で
あ
っ
 

た
 」
と
述
べ
る
部
分
も
同
様
で
あ
る
。
「
民
間
信
仰
」
の
「
聖
地
 
」
と
は
 

い
っ
た
い
い
か
な
る
概
念
を
想
定
し
て
い
る
の
か
、
い
さ
さ
か
 
不
 審
 で
あ
 

る
 。
 

説
話
資
料
の
援
用
が
果
敢
に
な
さ
れ
る
な
か
で
、
第
六
天
魔
王
の
 
国
議
 

り
 神
話
に
言
及
す
る
一
三
五
頁
で
は
「
神
祇
官
」
を
書
物
と
し
 て
い
る
 

が
 、
こ
の
説
話
は
含
ま
れ
て
い
る
説
話
集
は
数
多
く
存
在
す
る
だ
 

本
 で
引
用
す
る
こ
と
も
異
見
が
あ
る
だ
ろ
う
。
同
じ
箇
所
で
説
話
 

け
で
は
 

を
 要
約
 

な
く
、
こ
こ
で
「
書
物
」
と
し
て
 ヨ
 神
祇
官
」
を
提
示
す
る
こ
と
 は
ふ
さ
 

わ
し
い
か
ど
う
か
 
-
 弥
永
信
美
「
第
六
天
魔
王
と
中
世
日
本
の
 創
造
 神
 

話
 」
「
弘
前
大
学
園
 史
 研
究
」
 
一
 0
 四
 、
一
 0
 
五
号
、
一
九
九
八
 、
な
ど
 

を
 参
看
の
こ
と
 
-
 。
こ
の
内
容
が
中
世
に
広
く
流
布
す
る
こ
と
を
 説
く
際
 

に
 
「
そ
つ
し
に
よ
み
て
、
人
に
も
、
き
か
せ
 

へ
 か
ら
す
 、
こ
 ）
 ろ
 あ
ら
ん
 

大
に
 、
 き
か
す
 
へ
し
 」
 -
 
「
あ
っ
た
の
し
む
 ひ
 」
の
末
文
）
と
さ
れ
 
る
も
の
 

が
、
 例
え
ば
「
沙
石
集
」
所
載
の
も
の
に
ま
さ
る
資
料
的
意
義
が
 
ど
こ
に
 

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
説
話
研
究
上
で
の
知
見
か
ら
す
れ
ば
、
五
二
 
｜
 五
三
 

真
 に
お
け
る
「
江
談
抄
 
ヒ
の
 
「
 
巻
 第
三
具
備
入
唐
の
間
の
事
」
 
を
 類
従
 

紹
介
す
る
な
か
で
「
ク
リ
ヤ
ー
」
と
い
っ
た
語
を
使
う
こ
と
も
 
賛
 否
 が
分
 

 
 

 
 

か
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
 

3
 

前
 著
に
対
す
る
多
く
の
賛
辞
と
批
判
 
-
 本
誌
七
三
巻
一
号
、
「
 
日
 本
志
 

 
 

想
 史
学
 ヒ
 
三
一
号
、
「
文
芸
研
究
」
一
四
六
集
な
ど
 

-
 は
、
そ
こ
 
か
ら
 発
 

展
 提
起
さ
れ
た
本
書
に
向
け
て
も
そ
の
ま
ま
当
て
は
ま
る
も
の
の
 
よ
う
に
 

思
わ
れ
る
。
本
書
は
学
術
的
に
は
、
前
著
の
な
か
の
資
料
と
し
て
 
か
 り
 起
韮
萌
 

文
の
発
見
、
方
法
と
し
て
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
の
抽
出
を
大
き
な
 
武
 器
 と
し
 

な
が
ら
、
改
め
て
筆
者
の
姿
勢
を
明
確
に
打
ち
出
し
た
刺
激
的
な
 
化
石
皿
 で
 

あ
る
。
筆
者
の
作
業
は
思
想
史
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
て
日
本
ぁ
 

示
教
の
 研
 

究
 に
大
き
な
喫
を
打
ち
込
ん
だ
も
の
と
い
え
 

よ
 う
。
そ
の
姿
勢
 か
 ら
 学
ぶ
 

べ
き
も
の
は
き
わ
め
て
多
大
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
一
読
を
お
 

す
す
め
 

し
な
が
ら
、
確
認
し
て
拙
い
評
を
閉
じ
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
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 館
 a
 お
の
 
の
め
さ
 ぎ
ぶ
 緊
束
あ
隠
 蒔
 ぎ
ま
め
ぎ
 簿
 ～
 
の
 
め
 -
 
以
下
 J
J
R
S
 

と
略
 

記
 -
 に
発
表
さ
れ
た
欧
米
の
日
本
宗
教
研
究
者
に
よ
る
 
九
篇
の
ョ
 珊
文
が
、
 

日
本
語
に
翻
訳
さ
れ
、
日
本
の
一
般
読
者
に
向
け
て
刊
行
さ
れ
た
 
 
 

R
S
 
は
、
南
山
宗
教
文
化
研
究
所
が
編
集
刊
行
す
る
、
日
本
宗
教
 に
 関
す
 

る
 英
文
の
専
門
学
術
雑
誌
で
あ
る
。
年
二
回
発
行
の
う
ち
一
号
を
 テ
ー
マ
 

設
定
さ
れ
た
特
集
号
に
あ
て
、
主
要
な
研
究
動
向
に
周
到
な
目
配
 り
を
し
 

な
が
ら
、
国
内
研
究
者
に
よ
る
成
果
を
英
語
で
海
外
に
紹
介
し
、
 

ま
た
 海
 

外
の
研
究
者
に
よ
る
論
文
を
収
録
す
る
こ
と
で
、
国
内
外
の
日
本
 宗
教
研
 

究
の
動
向
を
橋
渡
し
す
る
と
い
う
貴
重
な
事
業
を
地
道
に
積
み
重
 ねて
こ
 

ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
 

本
書
は
、
 J
J
R
S
 

の
堀
編
集
長
で
あ
る
ポ
ー
ル
・
 

L
.
 
ス
ワ
ン
  
 

氏
と
 、
特
集
号
の
ゲ
ス
ト
・
エ
デ
ィ
タ
ー
と
し
て
、
ま
た
数
本
の
 論文
の
 

執
筆
者
と
し
て
同
誌
に
貢
献
し
て
こ
ら
れ
た
 林 惇
氏
が
、
一
九
八
 

一
年
か
 

ら
 
一
九
八
九
年
に
か
け
て
同
誌
に
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
な
か
か
ら
 

、
海
外
 

の
 研
究
者
が
執
筆
し
た
も
の
で
、
「
日
本
宗
教
の
研
究
生
の
流
れ
 に
模
 さ
 

黒
崎
浩
行
 

叢
書
・
現
代
世
界
と
宗
教
 2
 

法
蔵
錦
二
 0
0
0
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 九
月
三
 0
 日
刊
 

A
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 判
 

三
 0
 二
頁
三
六
 0
0
 円
 

ポ
ー
ル
・
 

L
.
 

ス
ワ
ン
ソ
ン
、
 

林
淳
編
 

「
異
文
化
か
ら
見
た
日
本
宗
教
の
世
界
」
 

編
者
序
文
 

ス
ワ
ン
ソ
ン
、
 

林
 

1
 
 
日
本
宗
教
の
現
在
 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
 
ド
 
・
 C
.
 

祭
場
と
し
て
の
近
代
工
場
 

バ
ー
ド
ウ
ェ
ル
・
ス
ミ
ス
 

水
子
供
養
に
お
け
る
死
と
の
直
面
 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
徒
と
祖
先
の
関
係
 

 
 
 
 
 
 

Ⅱ
歴
史
の
中
の
日
本
宗
教
 

ロ
イ
ヤ
ル
・
タ
イ
ラ
ー
 

蛆
 

現
世
主
義
的
日
本
人
観
を
疑
う
 

 
 

宗
教
史
研
究
の
進
む
べ
き
方
向
 

ニ
ー
ル
・
マ
ク
マ
Ⅱ
ノ
ン
 

し
 、
か
っ
興
味
深
く
読
む
こ
と
の
で
き
る
論
文
」
（
編
集
後
記
、
 

三
 O
O
 

頁
 -
 を
 精
選
し
、
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
翻
訳
は
編
者
の
両
 
氏
 の
ほ
 

か
 、
奥
山
 倫
明
 氏
、
木
村
 登
次
氏
 、
山
中
 弘
 氏
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
 
ド
 
 
 

ド
氏
 、
渡
辺
宇
瓦
が
担
当
し
て
い
る
。
 

本
書
の
刊
行
の
ね
ら
い
は
、
編
者
序
文
に
次
の
よ
う
に
表
明
さ
れ
 て
い
 

る
 。
ま
ず
、
こ
れ
ま
で
広
く
読
ま
れ
て
き
た
欧
米
人
に
よ
る
日
本
 入
講
 の
 

な
か
で
、
宗
教
に
触
れ
た
も
の
が
少
な
い
と
い
う
状
況
が
あ
る
 。
そ
こ
 

で
、
日
本
人
の
生
活
・
行
動
を
ヴ
ェ
ー
ル
の
よ
う
に
覆
っ
て
い
な
 がら
 る
 

ま
り
意
識
さ
れ
な
い
神
と
仏
の
世
界
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
そ
の
 さ
い
、
 

欧
米
人
を
規
準
に
し
て
日
本
人
の
特
殊
性
を
ほ
の
た
り
け
な
し
た
 り
す
る
 

よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
人
類
共
通
の
経
験
と
し
て
「
宗
教
」
を
 
見
る
ま
 

な
ざ
し
か
ら
の
分
析
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
。
 

以
下
で
は
、
収
録
さ
れ
た
 
九
 篇
の
論
文
の
概
要
を
紹
介
し
、
そ
れ
 ら
に
 

込
め
ら
れ
て
い
る
編
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
、
簡
単
に
推
察
 し
て
み
 

こ
 
十
八
 

Ⅰ
。
 

レ
 

本
書
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
 



ド
 ・
 C
.
 

ル
イ
ス
「
祭
場
と
し
て
の
近
代
工
場
」
は
 

、
関
 

両
地
方
の
あ
る
大
規
模
な
合
成
繊
維
工
場
で
行
わ
れ
て
い
る
宗
教
 
儀
礼
に
 

つ
い
て
の
事
例
研
究
で
あ
る
。
こ
の
工
場
は
 

、
 他
の
多
く
の
日
本
 の
 工
場
 

と
 同
様
に
、
「
安
全
第
一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
る
が
、
 

そ
 れ
に
 関
 

達
 し
て
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ど
の
 
よ
う
な
 

特
色
の
あ
る
儀
礼
が
行
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
そ
の
儀
礼
に
参
加
 
す
る
こ
 

と
が
工
場
の
従
業
員
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
 

 
 

て
 調
査
し
、
分
析
を
加
え
て
い
る
。
元
日
、
仕
事
始
め
、
初
午
 
祭
 、
 盆
 、
 

仕
事
納
め
、
地
鎮
祭
な
ど
の
一
般
的
な
儀
礼
、
こ
の
工
場
の
み
で
 
行
わ
れ
 

る
 山
の
神
例
祭
な
ど
の
神
道
式
の
儀
礼
の
ほ
か
に
、
工
場
で
起
こ
 っ
た
災
 

害
な
ど
を
契
機
に
始
ま
っ
た
、
仏
教
式
の
追
悼
、
祈
願
儀
礼
が
あ
 
る
 。
 

こ
れ
ら
の
儀
礼
の
参
加
者
が
そ
の
効
果
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
と
 
い
 ,
 
っ
 

質
問
に
対
し
、
そ
の
回
答
と
社
内
で
の
地
位
と
の
間
に
相
関
が
あ
 った
と
 

い
う
。
「
儀
礼
に
効
果
は
な
い
」
と
す
る
見
解
を
も
つ
の
は
地
位
 
が
高
 い
 

ほ
う
に
多
く
、
「
神
々
の
加
護
が
あ
り
、
何
ら
か
の
効
果
が
あ
る
 
」
と
 答
 

え
た
の
は
地
位
の
低
い
ほ
う
に
多
か
っ
た
。
そ
の
原
因
に
は
、
 

古
 参
の
役
 

山
王
信
仰
に
お
け
る
舌
口
語
の
キ
ュ
ー
ビ
ズ
ム
 

ア
ラ
ン
 
G
.
 ク
ラ
パ
ー
ル
 

Ⅲ
日
本
宗
教
に
お
け
る
象
徴
と
解
釈
 

 
 

救
わ
れ
る
 蛇
と
 救
う
 蛇
 

  

洞
窟
と
胎
蔵
界
 

 
 

バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
 ザ
 ・
フ
ュ
ー
チ
 ャ
｜
 

 
 

編
者
解
題
 

ス
ワ
ン
ソ
ン
、
 林
 

編
集
後
記
 

員
は
ビ
 自
分
た
ち
の
祈
願
の
効
果
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
綴
ム
 

%
 を
経
験
 

 
 

し
て
き
た
こ
と
、
役
職
者
で
な
い
人
は
、
会
社
に
と
っ
て
よ
り
 
「
重
要
㏄
 

な
 」
儀
礼
の
存
在
に
つ
い
て
知
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
 、
と
す
㈹
 

 
 
 
 
 
 

る
 。
 

こ
う
し
て
、
日
本
社
会
で
は
産
業
化
の
進
展
の
な
か
で
宗
教
性
が
 
衰
退
 

す
る
と
い
う
世
俗
化
の
仮
説
が
斥
け
ら
れ
、
む
し
ろ
工
業
化
に
伴
 
,
 
ワ
 w
 
火
生
口
 

な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
「
安
全
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
宗
教
儀
礼
が
 
、
 非
宗
 

教
 的
な
対
策
と
補
完
し
あ
い
な
が
ら
増
大
し
て
い
る
、
と
結
論
づ
 
 
 

る
 。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
儀
礼
に
お
い
て
代
表
者
と
し
て
参
加
す
 
る
 人
々
 

は
 、
儀
礼
自
体
の
効
果
に
つ
い
て
懐
疑
的
で
あ
り
、
そ
こ
に
儀
礼
 
の
統
ム
口
 

機
能
を
重
視
す
る
よ
う
な
社
会
学
的
分
析
は
適
用
で
き
な
い
、
 

と
 す
る
。
 

・
ス
ミ
ス
「
水
子
供
養
に
お
け
る
死
と
の
直
面
」
 

@
 
Ⅰ
 
@
@
 

よ
、
 

お
も
に
仏
教
寺
院
で
行
わ
れ
て
い
る
水
子
供
養
の
儀
礼
を
、
そ
れ
 
を
と
り
 

ま
く
社
会
的
・
宗
教
的
な
全
体
状
況
の
な
か
で
と
ら
え
な
お
そ
 
う
  
 

試
み
で
あ
る
。
中
絶
、
流
産
、
死
産
と
い
う
事
態
、
ま
た
そ
れ
を
 
経
験
し
 

た
 女
性
た
ち
の
悲
嘆
、
憤
り
、
罪
悪
感
に
、
水
子
供
養
と
い
う
 
儀
 礼
 の
 過
 

程
 を
と
お
し
て
当
人
や
社
会
が
ど
 

う
 向
き
合
っ
て
い
る
の
か
、
 

そ
 の
 複
雑
 

に
 絡
み
合
っ
た
様
相
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

ま
ず
社
会
状
況
と
し
て
、
日
本
で
は
女
性
が
利
用
で
き
る
産
児
制
 
 
 

選
択
肢
は
ご
く
わ
ず
か
で
あ
り
、
そ
の
な
か
で
中
絶
が
最
も
有
力
 
現
 さ
れ
 

て
い
る
。
さ
ら
に
学
校
や
家
庭
で
は
性
の
話
題
が
タ
ブ
ー
 
祝
 さ
れ
 、
適
切
 

な
 情
報
が
与
え
ら
れ
な
い
ま
ま
望
ま
な
い
妊
娠
を
す
る
率
が
高
い
 
 
 

が
っ
て
日
本
社
会
は
妊
娠
も
中
絶
も
望
ま
な
い
女
性
に
対
し
て
 
手
  
 

乏
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
 

中
絶
を
体
験
し
た
女
性
が
多
く
抱
く
感
情
と
は
喪
失
の
悲
し
み
 で
あ
 



書評と   

り
 、
水
子
供
養
は
そ
の
悲
し
み
に
向
き
合
う
も
の
だ
が
、
死
者
の
 
霊
を
慰
 

め
る
こ
と
で
、
そ
の
体
験
を
受
け
入
れ
る
癒
し
の
過
程
と
な
っ
て
 
 
 

だ
が
そ
の
感
情
は
、
い
ら
だ
ち
や
憤
り
、
あ
る
い
は
「
強
迫
的
な
 
自
己
 呵
 

生
貝
」
と
い
っ
た
、
日
本
社
会
の
な
か
で
自
分
た
ち
が
置
か
れ
た
 

状
 況
 に
起
 

回
 し
、
そ
れ
に
矛
先
を
向
け
た
も
の
を
も
含
ん
で
い
る
。
こ
う
し
 
た
 事
態
 

 
 

@
@
 」
 

と
 名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
と
し
、
そ
れ
に
対
処
す
る
手
段
と
し
て
 
の
 
「
 
修
 

復
の
儀
礼
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
水
子
供
養
の
背
景
に
あ
る
宗
教
 
的
な
 
コ
 

ス
 モ
ロ
ジ
ー
、
と
り
わ
け
「
地
蔵
」
の
 

、
 生
と
死
の
境
界
に
い
る
 
救
済
者
 

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
に
注
目
す
る
。
 

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
 
ド
 ・
リ
ー
ド
「
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
祖
先
の
関
係
」
は
 

 
 

米
か
ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
 
イ
ズ
ム
 

が
 、
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
祖
先
に
 
対
す
る
 

意
識
や
態
度
を
焦
点
に
す
え
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
非
キ
リ
ス
ト
 
教
徒
へ
 

の
 小
規
模
 
-
 
約
四
五
 0
 名
 -
 の
 ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
も
と
に
 

考
察
し
 

て
い
る
。
 

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
・
非
キ
リ
ス
ト
教
 
徒
と
 

い
う
区
分
に
加
え
て
、
仏
壇
の
有
 

軸
が
 、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
 
 
 

本
 的
変
容
を
問
 う
 上
で
注
目
に
値
す
る
差
異
を
生
み
出
し
て
い
る
 こ
と
が
 

発
見
さ
れ
る
。
ま
ず
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
家
に
は
仏
壇
が
必
ず
 
あ
り
、
 

キ
リ
ス
ト
教
徒
の
家
に
仏
壇
が
あ
る
は
ず
は
な
い
、
と
い
う
 
ス
テ
 レ
オ
タ
 

イ
 ブ
 が
否
定
さ
れ
る
。
そ
の
う
え
で
、
「
死
者
を
思
 

う
時
 」
、
「
 
家
 庭
内
の
 

宗
教
用
品
」
、
「
祖
先
と
の
親
近
感
」
、
「
仏
壇
と
遺
影
」
、
「
墓
参
り
 」
、
「
 
天
 

皇
嗣
に
対
す
る
態
度
」
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
一
 
仏
壇
 あ
 

り
 -
 
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
仏
壇
な
し
）
 
、
 非
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
仏
壇
 あ
り
Ⅰ
 

非
キ
リ
ス
ト
教
徒
（
仏
壇
な
し
）
と
い
う
 四
 グ
ル
ー
プ
の
間
で
の
 
差
異
が
 

明
ら
か
に
な
る
。
そ
の
特
徴
を
ま
と
め
る
と
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
 -
 
仏
壇
 あ
 

り
 -
 と
キ
リ
ス
ト
教
徒
 

-
 
仏
壇
な
し
 
-
 と
で
は
、
教
会
へ
の
出
席
 や
聖
書
 

を
 読
む
頻
度
な
ど
の
、
「
一
般
的
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
 
当
 然
 と
さ
 

れ
る
行
為
」
に
つ
い
て
は
類
似
し
て
い
る
の
に
対
し
、
仏
教
へ
の
 
信
仰
、
 

盆
や
彼
岸
に
死
者
を
思
 う
 割
合
、
神
棚
や
位
牌
な
ど
が
家
に
あ
る
 封
入
ロ
 
、
 

初
 宮
参
り
や
墓
参
り
を
す
る
割
合
と
い
っ
た
、
「
日
本
文
化
に
お
 い
て
 当
 

殊
 と
さ
れ
る
行
為
」
に
つ
い
て
は
相
違
し
て
い
る
。
し
か
も
後
者
 
の
 相
違
 

ほ
 つ
い
て
は
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
一
仏
壇
あ
り
）
 

と
 非
キ
リ
ス
 ト
 教
徒
 

-
 
仏
壇
な
し
一
と
の
間
に
み
ら
れ
る
相
違
と
近
似
し
て
い
る
。
 

つ
 ま
り
、
 

日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
変
容
は
 
、
仏
壇
 

の
 有
益
に
よ
る
祖
先
祭
祀
の
パ
タ
ー
ン
の
差
異
に
対
応
し
て
生
じ
 て
い
る
 

こ
と
が
わ
か
る
。
 

・
タ
イ
ラ
ー
「
現
世
主
義
的
日
本
人
観
を
疑
 

う
 」
は
 、
 日
本
 

人
の
宗
教
・
文
化
が
「
現
世
肯
定
的
」
だ
と
す
る
通
説
を
再
検
証
 
し
、
そ
 

れ
が
日
本
人
の
後
進
性
の
評
価
を
伴
っ
て
い
る
状
況
を
批
判
し
て
 
い
る
。
 

中
村
元
の
「
現
象
 即
 実
在
論
」
と
、
田
村
芳
朗
が
 天
 ム
コ
本
覚
 
思
相
 巴
 に
み
 

た
 
「
絶
対
肯
定
の
思
想
」
は
、
日
本
人
が
そ
こ
か
ら
高
い
理
想
を
 

求
め
る
 

こ
と
が
な
く
、
煩
悩
を
そ
の
ま
ま
肯
定
し
、
た
ん
な
る
 
放
培
に
陥
 
っ
て
 し
 

ま
う
と
い
う
評
価
を
伴
っ
て
い
た
。
著
者
は
こ
れ
に
対
す
る
反
証
 
を
 挙
げ
 

て
い
く
。
「
金
葉
和
歌
集
」
に
収
録
さ
れ
た
平
安
後
期
の
貴
族
 
出
 身
 の
 僧
 

偕
行
尊
の
和
歌
に
読
み
取
れ
る
即
身
成
仏
へ
の
希
求
。
能
の
「
 ぬ
 」
「
 阿
 

 
 

古
屋
 松
 」
「
山
姥
」
に
物
語
ら
れ
た
、
「
あ
り
の
ま
ま
の
自
然
」
と
 

「
 
今
質
一
 

+
 

的
な
自
然
」
と
の
相
違
の
明
確
化
と
融
合
へ
の
努
力
。
吉
野
と
能
 

 
 

駆
け
に
典
型
的
な
、
山
岳
修
行
の
行
程
と
行
法
に
み
ら
れ
る
、
 

苦
 行
 を
経
 



た
 来
世
・
他
界
へ
の
超
越
。
性
空
上
人
が
遊
女
に
普
賢
菩
薩
を
重
 
ね
て
 見
 

た
こ
と
の
前
提
に
あ
っ
た
厳
し
い
参
籠
修
行
。
こ
れ
ら
は
、
田
村
 
芳
朗
が
 

本
覚
思
想
の
歴
史
的
発
展
の
四
段
階
に
挙
げ
た
う
ち
、
最
終
的
な
 「
顕
在
 

的
 相
即
論
」
で
は
な
く
、
二
段
階
め
の
「
内
在
的
相
即
論
」
に
あ
 
て
は
ま
 

る
と
す
る
。
つ
ま
り
、
真
理
・
仏
性
は
事
象
の
な
か
に
可
能
態
と
 
し
て
 潜
 

ん
で
お
り
、
個
別
の
状
況
と
の
間
に
は
一
定
の
距
離
や
緊
張
が
あ
 
り
、
そ
 

の
 距
離
に
橋
を
架
け
る
努
力
が
必
然
的
だ
と
さ
れ
て
い
た
、
と
い
 
う
の
で
 

あ
る
。
 

ニ
ー
ル
・
マ
ク
マ
リ
ン
「
宗
教
史
研
究
の
進
む
べ
き
方
向
」
は
 

、
 近
代
 

以
前
を
扱
う
日
本
宗
教
史
研
究
が
課
題
と
す
る
四
つ
の
テ
ー
マ
に
 
つ
い
て
 

の
 見
解
を
 、
 主
に
天
台
宗
の
事
例
を
踏
ま
え
な
が
ら
示
し
、
従
来
 0
 日
本
 

人
 お
よ
び
西
洋
人
に
 
よ
 る
研
究
が
な
ぜ
そ
の
 
ょ
う
 な
見
方
を
見
過
 
ご
し
て
 

い
た
の
か
を
析
出
す
る
。
 

第
一
に
、
仏
教
と
神
道
と
は
中
世
末
期
以
前
、
教
義
・
儀
礼
・
 

度
の
 

い
ず
れ
に
つ
い
て
も
融
合
し
て
お
り
、
互
い
に
機
能
的
に
組
み
込
 
ま
れ
て
 

い
 た
、
と
す
る
。
第
二
に
、
宗
教
的
な
制
度
、
儀
礼
、
教
義
は
同
 
時
代
の
 

社
会
に
お
け
る
他
の
部
門
、
と
り
わ
け
政
治
、
経
済
の
発
展
に
対
 
応
 、
連
 

関
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
を
、
宗
論
の
勝
敗
の
要
因
、
教
団
に
お
 
け
る
 得
 

度
 
・
受
戒
者
の
確
保
、
平
安
時
代
の
密
教
儀
礼
の
発
展
と
有
力
 

氏
 族
 の
 権
 

力
 強
化
と
の
関
連
な
ど
に
よ
り
例
証
す
る
。
第
三
に
、
制
度
、
 

儀
 礼
 、
 教
 

義
の
重
要
性
を
比
較
し
た
場
合
、
教
義
よ
り
も
儀
礼
を
重
視
し
た
 
と
み
る
 

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
儀
礼
の
目
的
は
「
此
岸
的
」
で
あ
っ
た
 
、
と
 す
る
。
 

第
四
に
、
宗
教
と
政
治
と
の
関
係
は
、
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
形
 
成
 に
お
 

い
て
大
陸
伝
来
の
仏
教
、
道
教
、
儒
教
の
概
念
が
象
徴
と
し
て
 
使
 崩
 さ
れ
 

た
こ
と
が
あ
り
、
制
度
に
お
い
て
は
七
世
紀
か
ら
十
世
紀
に
か
け
 
て
 拡
大
 

す
る
寺
社
勢
力
の
存
在
が
あ
る
。
朝
廷
は
こ
れ
を
統
制
し
ょ
う
 
と
 し
た
が
 

 
 

失
敗
し
、
黒
田
俊
雄
が
「
権
門
体
制
論
」
と
し
て
モ
デ
ル
化
し
た
 よ
う
に
的
 

政
治
力
・
経
済
力
・
軍
事
力
を
そ
な
え
た
一
つ
の
権
力
プ
ロ
ッ
ク
 
が
 成
立
 

 
 
 
 
 
 

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

こ
う
し
た
日
本
宗
教
史
の
課
題
に
対
す
る
見
方
は
、
従
来
の
研
究
 
者
か
 

ら
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
と
し
、
そ
こ
に
潜
む
歴
史
叙
述
上
の
間
 
題
 を
そ
 

れ
ぞ
れ
指
摘
し
て
い
く
。
第
一
の
、
仏
教
と
神
道
の
融
合
が
見
過
 

が
分
離
、
自
律
化
さ
れ
た
と
い
う
文
脈
が
あ
る
こ
と
、
近
代
西
洋
 

て
き
た
点
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
が
一
方
の
伝
統
に
し
か
関
心
を
 

い
 こ
と
、
支
配
エ
リ
ー
ト
の
神
道
の
み
を
神
道
一
般
と
み
な
す
 
研
 

い
る
が
、
そ
も
そ
も
中
世
末
期
に
支
配
エ
リ
ー
ト
の
目
的
の
た
め
 

ご
さ
れ
 

究
 者
が
 

も
た
な
 

0
 々

下
呂
 

軟
 

に
 神
道
 

概
念
の
区
分
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
第
二
の
 
、
 政
治
・
 

経
済
の
発
展
と
の
連
関
が
無
視
さ
れ
る
背
景
に
は
、
研
究
の
専
 間
分
化
 

と
 、
そ
の
な
か
で
大
思
想
の
系
譜
を
中
心
に
追
う
あ
ま
り
、
さ
ま
 
。
さ
ま
な
 

影
響
の
相
互
浸
透
を
見
逃
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
第
三
の
 
、
 儀
礼
が
 

軽
視
さ
れ
教
義
が
重
視
さ
れ
る
傾
向
に
は
、
西
洋
人
の
日
本
宗
教
 に 対
す
 

る
 関
心
 ｜
 癒
し
を
求
め
て
 
｜
と
 、
西
洋
の
字
問
の
影
響
を
受
け
て
 合
理
主
 

義
的
 ・
実
証
主
義
的
な
考
え
に
立
っ
た
日
本
人
の
、
儀
礼
は
教
 義
 の
 表
 

現
 ・
実
演
で
あ
る
と
い
う
誤
っ
た
想
定
が
あ
る
と
い
う
。
第
四
の
 

、
宗
教
 

と
 政
治
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
宗
教
と
世
俗
と
を
分
離
す
べ
き
 
だ
と
い
 

う
観
 占
か
ら
、
「
な
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
事
柄
の
リ
ス
ト
」
と
 
し
て
 研
 

究
 が
重
ね
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
る
。
総
じ
て
、
日
本
人
の
研
 
究
 者
に
 

お
い
て
は
、
西
洋
の
学
問
の
多
大
な
影
響
、
古
代
・
中
世
日
本
の
 
宗
教
 制
 

度
 が
民
衆
の
抑
圧
者
で
あ
っ
た
と
い
う
前
提
、
凝
然
の
「
八
宗
 
綱
 要
 」
 な
 

ど
の
古
典
的
資
料
や
近
世
の
排
 仏
 論
な
ど
に
含
ま
れ
る
見
方
の
踏
 襲
 、
明
 



書評と   

治
 期
の
神
仏
分
離
と
国
家
神
道
に
よ
る
伝
統
の
再
編
成
を
い
ま
も
 
な
お
 受
 

け
 入
れ
て
い
る
こ
と
が
、
こ
う
し
た
問
題
を
生
み
出
し
て
い
る
 、
と
さ
 

ね
 、
そ
の
こ
と
は
現
在
、
日
本
で
も
西
洋
で
も
共
通
了
解
と
な
り
 つ
っ
 あ
 

る
 、
と
結
ん
で
い
る
。
 

ア
ラ
ン
・
 

G
.
 

グ
ラ
パ
ー
ル
「
山
王
信
仰
に
お
け
る
言
語
の
 キ
ュ
  
 

ズ
ム
」
は
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
し
た
比
叡
山
の
口
伝
集
成
の
ひ
 と
つ
、
 

「
日
吉
本
記
仁
の
構
造
を
読
み
解
こ
 
う
 と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 
そ
 の
 解
釈
 

に
 先
立
ち
、
次
の
三
つ
の
議
論
を
確
認
す
る
。
一
つ
め
は
、
比
叡
 
出
 に
お
 

け
る
神
社
と
寺
院
と
の
結
合
で
あ
る
。
 

天
 ム
ロ
宗
は
特
定
の
貴
族
の
 家
系
、
 

す
な
わ
ち
藤
原
氏
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ
こ
で
必
然
的
に
社
 
ム
 
ム
 ・
政
治
 

的
な
要
因
に
根
ざ
し
た
神
社
祭
儀
と
も
結
び
つ
い
た
の
で
あ
り
、
 

ま
た
 朝
 

廷
か
ら
み
た
重
要
性
も
得
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。
神
仏
の
 
縞
ム
 ロ
 
は
 

本
地
車
 迩
説
 に
も
と
づ
き
、
言
語
的
連
結
の
技
法
が
、
は
じ
め
は
 
土
日
出
 

戸
序
忙
 

よ
っ
て
 、
 次
に
図
像
的
な
パ
ズ
ル
に
お
い
て
発
達
し
、
複
雑
化
し
 てい
っ
 

た
 。
二
つ
め
は
、
 
天
 ム
ロ
思
想
に
お
け
る
「
一
心
三
観
」
、
あ
る
い
 
ま
 
@
 
「
 
 
 
三
 

諦
 」
の
瞑
想
技
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
偏
執
を
取
り
除
く
た
め
の
 
方
法
と
 

し
て
、
「
 竪
 」
・
「
 
横
 」
・
「
横
竪
不
二
」
の
「
 破
法
遍
 」
が
述
べ
る
 ね
 、
 こ
 

の
 縦
と
横
と
い
う
構
造
が
比
叡
山
の
地
理
や
「
山
王
」
の
文
字
に
 もあ
ら
 

わ
れ
て
い
る
と
す
る
。
三
つ
の
は
本
覚
論
と
の
か
か
わ
り
で
あ
る
 
。
本
覚
 

論
は
天
台
宗
の
秘
密
の
口
伝
に
お
い
て
成
功
し
た
が
、
そ
れ
は
 
土
 着
 の
 伝
 

統
 と
の
共
鳴
に
よ
つ
て
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
神
と
仏
菩
薩
 
と
 の
 結
び
 

つ
き
に
か
か
わ
る
法
華
経
の
解
釈
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
っ
た
 

。
こ
れ
 

ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、
「
日
吉
本
記
 
ヒ
 0
 回
文
と
ア
ナ
グ
ラ
ム
の
 
構
造
を
 、
 

読
者
が
味
わ
う
技
量
に
似
た
感
覚
と
と
も
に
提
示
し
て
い
る
。
 

マ
イ
ケ
ル
・
ケ
ル
シ
ー
「
救
わ
れ
る
 

蛇
と
 救
う
 蛇
 」
は
、
仏
教
と
 
神
道
 

と
の
最
初
の
接
触
の
と
き
に
起
こ
っ
た
衝
突
、
対
立
の
あ
り
よ
う
 
を
、
仏
 

教
 説
話
に
登
場
す
る
蛇
の
性
格
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
を
題
材
に
論
 じ
て
い
 

る
 。
仏
教
伝
来
前
の
神
話
的
資
料
で
は
、
蛇
は
神
が
姿
を
変
え
た
 
も
の
で
 

あ
り
、
人
間
に
、
と
り
わ
け
農
耕
と
女
性
に
危
害
を
お
 
よ
ぽ
す
と
 
い
う
 持
 

徴
 を
も
っ
て
い
た
。
一
方
「
日
本
霊
異
記
し
と
「
今
昔
物
語
集
」
 

で
は
、
 

外
部
か
ら
僧
侶
や
女
性
に
危
険
を
も
た
ら
す
蛇
が
 、 思
の
自
覚
や
 
徳
 の
 積
 

み
 重
ね
と
い
っ
た
内
面
の
回
心
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
、
と
い
う
 
イ
  
 

が
 描
か
れ
る
。
し
か
し
危
険
も
そ
こ
か
ら
の
脱
出
も
内
面
か
ら
 
発
 す
る
も
 

の
と
い
う
考
え
が
加
わ
り
、
現
世
に
執
着
し
す
ぎ
た
人
間
が
来
世
 
で
 蛇
に
 

な
り
、
供
養
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
と
い
う
形
に
な
る
。
神
話
的
な
 
モ
チ
ー
 

フ
と
 仏
教
的
な
モ
チ
ー
フ
は
説
話
 集
 編
者
に
よ
っ
て
融
合
し
、
 
カ
 で
は
な
 

く
 慈
悲
と
知
恵
に
よ
る
救
済
が
 蛇
 自
身
と
危
害
の
犠
牲
者
の
双
方
 に
 与
え
 

ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
、
非
日
常
的
な
出
来
事
が
回
心
を
 
導
く
と
 

い
う
考
え
か
ら
、
仏
菩
薩
の
化
身
と
し
て
の
救
済
す
る
 
蛇
 と
い
う
  
 

シ
 に
ま
で
至
る
。
 

 
 

行
わ
 

れ
て
い
る
修
験
道
の
洞
窟
 登
拳
 儀
礼
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
が
女
性
と
 男
桂
 に
 

と
っ
て
異
な
る
経
験
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
そ
れ
を
 
手
が
か
 

り
に
宗
教
学
の
方
法
論
的
な
考
察
を
加
え
て
い
る
。
ア
ジ
ア
の
 
洞
 窟
 儀
礼
 

は
 全
般
に
「
子
宮
回
帰
」
に
よ
っ
て
再
生
す
る
こ
と
を
主
要
な
 モ チ
ー
フ
 

と
し
て
い
る
が
、
奈
良
県
に
あ
る
大
峰
山
頂
の
奥
の
院
を
登
る
 
修
 験
道
儀
 

礼
 で
は
、
洞
窟
が
胎
蔵
界
 
尋
奈
 羅
を
表
象
す
る
も
の
と
し
て
、
 

十
 界
を
遍
 

 
 
 
 

摩
 し
て
即
身
成
仏
す
る
こ
と
が
最
終
目
標
と
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
 
の
 儀
礼
 

の
 意
味
は
女
性
と
男
性
と
で
は
異
な
っ
て
お
り
、
男
性
は
再
生
   

と
 、
女
性
は
自
己
回
帰
を
経
験
す
る
。
そ
の
理
由
は
、
女
性
と
男
 
 
 



的
 構
造
の
差
異
を
主
張
す
る
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
研
究
に
求
め
ら
れ
る
 
。
公
的
 

な
人
間
関
係
を
離
れ
て
母
親
か
ら
の
完
全
な
受
容
を
求
め
る
「
 
結
 ム
ロ
へ
 
の
 

衝
動
」
は
、
男
性
も
女
性
も
も
っ
て
い
る
が
、
男
性
に
と
っ
て
は
 
そ
れ
が
 

い
っ
た
ん
拒
絶
し
た
対
象
で
あ
る
異
性
へ
の
「
対
立
物
の
一
致
」
 

で
あ
る
 

の
に
対
し
、
女
性
は
自
分
自
身
が
す
で
に
完
成
し
た
形
で
備
え
て
 
い
る
性
 

的
 原
理
へ
の
「
根
源
へ
の
回
帰
」
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
 

こ
こ
で
 

示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
女
性
に
関
す
る
既
存
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
 
を
 追
認
 

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
宗
教
学
者
が
儀
礼
の
意
味
を
理
解
し
ょ
う
 
と
す
る
 

と
き
、
公
的
な
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
要
約
す
る
作
業
だ
け
で
は
 十
 公
 で
な
 

く
 、
参
加
者
の
心
的
構
造
の
差
異
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 
な
れ
、
 

と
い
う
方
法
論
的
な
主
張
で
あ
る
。
 

イ
ア
ン
・
リ
ー
ダ
ー
「
バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
 

ザ
 ・
フ
ュ
ー
チ
ャ
 
丁
 よ
、
 

@
 

現
代
日
本
の
宗
教
に
多
く
見
ら
れ
る
伝
統
回
帰
の
イ
メ
ー
ジ
に
 つ い
て
、
 

そ
の
表
現
方
法
と
目
的
を
分
析
し
た
論
考
で
あ
る
。
一
九
八
三
年
 
 
 

さ
れ
た
、
比
叡
山
東
塔
の
再
建
を
記
録
し
た
映
画
は
、
復
興
と
 
ノ
  
 

ジ
ア
 の
イ
メ
ー
ジ
が
描
か
れ
、
外
来
の
も
の
に
見
え
る
現
代
性
 
と
 、
理
想
 

の
 伝
統
と
の
対
比
が
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
 
は
 日
本
 

の
 大
衆
的
な
宗
教
書
や
宗
教
団
体
の
宣
伝
広
告
に
き
ま
っ
て
か
ら
 
れ
る
と
 

し
 、
巡
礼
 
-
 
四
国
遍
路
 -
 ほ
 つ
い
て
の
文
献
や
そ
の
現
代
の
様
態
 

、
 墓
の
 

広
告
、
伝
統
仏
教
教
団
が
発
行
す
る
出
版
物
を
検
討
し
て
い
く
。
 

そ
こ
で
 

は
 、
現
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
悪
や
不
安
が
調
和
的
な
過
去
へ
の
回
帰
 
に
よ
っ
 

て
解
決
さ
れ
る
、
と
い
う
形
に
の
つ
と
っ
て
ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
の
 
イ
  
 

が
 表
現
さ
れ
る
。
そ
れ
に
は
、
伝
統
仏
教
教
団
の
場
合
で
あ
れ
ば
 
檀
家
か
 

ら
の
経
済
的
・
社
会
的
な
援
助
が
絶
た
れ
る
の
を
防
ぐ
と
い
う
 
実
 礫
土
 の
 

理
由
が
あ
る
と
同
時
に
、
精
神
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
 
取
 り
 戻
し
 

 
 
 
 
 
 

以
上
、
各
論
文
の
概
要
を
見
て
き
た
が
、
編
者
序
文
に
表
明
さ
れ
 

 
 

行
 の
ね
ら
い
が
明
瞭
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
す
ぐ
に
読
み
取
 
れ
る
だ
 

ろ
 う
 。
そ
れ
ら
を
三
点
に
わ
け
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
 

ま
ず
、
日
本
人
の
行
動
を
論
じ
る
さ
い
に
、
優
位
と
さ
れ
る
世
俗
 
的
な
 

価
値
観
の
表
面
を
覆
っ
て
い
る
宗
教
へ
の
ま
な
ざ
し
が
必
要
な
の
 
は
な
ぜ
 

か
 、
ま
た
ど
の
よ
う
な
意
味
で
そ
う
な
の
か
、
と
い
う
点
に
つ
い
 
て
は
、
 

ル
イ
ス
論
文
と
ス
ミ
ス
論
文
が
そ
の
回
答
に
な
っ
て
い
る
。
前
者
 
は
 現
代
 

日
本
の
最
先
端
の
産
業
集
団
の
な
か
で
さ
え
宗
教
儀
礼
が
息
づ
い
 
て
い
る
 

こ
と
を
人
類
学
的
調
査
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
 
は
 現
代
 

日
本
人
の
行
動
を
宗
教
の
側
面
か
ら
だ
け
、
そ
の
 ェ
 キ
セ
ン
ト
リ
 
ッ
ク
 な
 

世
界
観
・
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
を
抽
出
し
て
論
じ
れ
ば
す
む
と
い
う
 
姿
 勢
 で
は
 

な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
か
ら
な
る
総
体
的
な
文
脈
の
な
か
で
 
批
 判
 的
に
 

考
察
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
、
と
り
わ
け
後
者
の
 
ス
，
 .
 
ス
 論
文
 

が
 提
案
し
て
い
る
。
 

次
に
、
「
日
本
人
の
宗
教
を
仏
教
 
か
 神
道
か
で
代
弁
さ
せ
る
の
で
 は
な
 

く
、
 
神
と
仏
が
共
存
し
混
じ
り
あ
っ
た
ヴ
ェ
ー
ル
と
し
て
 描
 」
 -
 
編
者
 序
 

文
 、
五
頁
）
い
た
も
の
が
多
く
収
録
さ
れ
て
お
り
、
逆
に
一
宗
派
 
や
 
一
組
 

師
な
ど
を
専
門
に
論
じ
た
も
の
が
除
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
 
 
 

し
た
ん
に
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
の
宗
教
史
と
し
て
神
仏
習
合
が
描
か
 
れ
た
と
 

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
と
り
わ
け
て
ク
マ
リ
ン
論
文
が
、
従
来
「
 
仏
教
 か
 

神
道
か
」
と
い
う
形
で
二
つ
の
宗
教
伝
統
を
独
立
的
に
描
い
て
き
 
た
 宗
教
 

史
 研
究
に
対
し
て
批
判
の
メ
ス
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
 
む
よ
う
 

つ
つ
現
代
性
に
適
応
し
よ
う
と
す
る
手
段
と
も
な
っ
て
い
る
こ
と
 
が
 明
ら
 

 
 

 
 3

 

か
に
な
る
。
 



書評と紹介 

発体 
展で 
す あ 
る る 

" し J 
と J 
を R 
願 S 
っ が   
や 巳 
ま 本 
な人 
ぃ研 

。 究 
者 
  
も   
層 
注 
目 
  
ね 、 

  
  
  

お
そ
ら
く
、
本
書
は
一
般
の
書
店
や
図
書
館
で
、
日
本
の
宗
教
に
 
関
心
 

を
も
つ
多
く
の
市
民
が
手
に
と
り
、
ま
た
学
校
の
授
業
用
の
 
り
｜
 デ
ィ
ン
 

グ
ス
 と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
さ
い
、
 

本
 書
 に
あ
 

ら
 わ
さ
れ
た
日
本
宗
教
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
提
起
が
広
く
 
社
ム
 ム
 に
 

共
有
さ
れ
、
そ
れ
を
前
提
と
し
た
議
論
が
さ
ら
に
一
般
社
会
か
ら
 
研
究
者
 

へ
の
要
請
と
し
て
フ
ィ
ー
ド
バ
ツ
 

ク
 さ
れ
る
、
と
い
っ
た
相
互
 
作
 用
 が
深
 

め
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
、
期
待
し
た
い
 

"
 ま
た
、
本
書
を
生
み
出
 
し
た
 母
 

に
 、
日
本
宗
教
史
研
究
へ
の
反
省
的
な
論
点
が
そ
こ
に
織
り
込
ま
 
れ
て
ぃ
 

る
 。
 

最
後
に
、
欧
米
人
を
基
準
に
し
た
日
本
宗
教
論
で
は
な
く
、
全
人
 
類
が
 

共
通
に
経
験
す
る
現
象
で
あ
る
「
宗
教
」
に
つ
い
て
の
、
日
本
を
 
 
 

ル
ド
 と
し
た
分
析
、
と
い
う
ね
ら
れ
だ
が
、
こ
の
 
視
占
 
も
す
べ
て
 の
 論
文
 

が
 共
有
し
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
儀
礼
の
参
加
当
事
者
に
よ
る
 
経
 験
 の
 意
 

味
の
差
異
を
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
知
見
の
導
入
に
よ
っ
て
指
摘
し
 
 
 

デ
ー
カ
ー
論
文
 
や
 、
日
本
人
の
伝
統
回
帰
に
つ
い
て
、
今
日
的
に
 
は
 フ
 ァ
 

ン
ダ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
研
究
に
連
な
る
よ
う
な
問
題
提
起
を
あ
ら
わ
 
 
 

｜
ダ
｜
 論
文
が
と
く
に
顕
著
な
よ
う
に
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
 
論
 又
 は
 い
 

ず
れ
も
、
方
法
論
と
課
題
設
定
の
双
方
に
わ
た
っ
て
 、 広
く
宗
教
 
を
め
ぐ
 

る
 考
察
、
議
論
に
資
す
る
よ
う
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
明
確
に
示
 
さ
れ
て
 

い
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
、
も
と
も
と
専
門
誌
に
収
録
さ
れ
た
 
論
 文
 で
あ
 

る
と
い
う
出
自
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
の
か
も
し
れ
な
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本
書
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
正
教
の
受
容
 -
 
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
公
の
 
洗
礼
 

-
 九
八
八
年
こ
か
ら
現
代
二
九
九
 0 年
 -
 ま
で
の
正
教
の
歴
 史
 を
扱
 

っ
て
お
り
、
序
章
か
ら
二
章
ま
で
が
書
き
下
ろ
し
、
三
章
か
ら
 
五
 章
 ま
で
 

は
 書
き
下
ろ
し
に
 
既
 世
論
考
二
つ
を
加
え
た
も
の
、
終
章
は
書
き
 下
ろ
し
 

と
既
 山
論
考
の
部
分
的
引
用
と
な
っ
て
い
る
。
図
版
や
写
真
も
多
 {
 、
社
旗
 

者
 層
と
し
て
は
一
般
読
者
も
対
象
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
 

本
 重
目
 
の
タ
 

イ
ト
ル
が
「
ロ
シ
ア
正
教
典
目
で
は
な
く
、
「
ロ
シ
ア
・
キ
リ
ス
 

ト
 敦
史
 口
 

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
近
年
の
著
者
の
王
関
心
が
、
キ
リ
ス
ト
 教
 が
な
 

ぜ
 
・
ど
の
よ
う
に
土
着
化
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
た
め
だ
ろ
う
 

。
著
者
 

は
 、
「
世
界
の
諸
宗
教
運
動
の
類
型
化
」
を
今
後
の
仕
事
と
し
て
 
位
置
づ
 

け
て
お
り
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
土
着
化
を
ひ
と
つ
 の類
型
 

と
し
て
と
り
あ
げ
る
と
い
う
姿
勢
が
タ
イ
ト
ル
に
反
映
さ
れ
て
い
 るっ
 

本
書
は
、
教
会
指
導
者
と
民
衆
と
い
う
二
つ
の
 視 占
か
ら
ロ
シ
ア
 
正
教
 

U
 

 
 

史
 が
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
ロ
シ
ア
正
教
の
教
会
史
的
側
面
と
「
 
民
 衆
 」
 の
 

信
仰
と
の
相
克
を
、
著
者
の
こ
れ
ま
で
の
研
究
や
、
諸
研
究
の
成
 

 
 

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
た
だ
、
著
者
の
関
心
が
キ
リ
ス
 ト 教
の
 

井
上
ま
ど
か
 

散
文
 館
 

一
九
九
九
年
九
月
二
 
0
 日
刊
 

四
六
判
 

二
 二
夫
十
一
八
頁
二
五
 
0
0
 円
 

黒
川
 畑
文
著
 

「
ロ
シ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
典
 

土
着
と
服
従
と
復
活
 



序
章
「
ギ
リ
シ
ア
正
教
の
歴
史
と
神
学
」
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
 
や
 プ
ロ
 

テ
ス
タ
ン
ト
と
い
う
 他
 教
派
と
は
異
な
る
、
正
教
の
独
自
的
性
 格
 を
歴
 

史
 、
神
学
、
イ
コ
ン
（
聖
像
画
 -
 の
 三
つ
の
 観
 占
か
ら
明
ら
か
に
 
 
 

る
 。
本
章
は
、
概
説
書
や
イ
コ
ン
に
関
す
る
図
像
学
的
研
究
成
果
 
を
 基
盤
 

に
し
て
お
り
、
四
章
以
降
に
比
べ
る
と
入
門
書
的
な
語
り
と
な
 っ
て
 い
 

る
 。
王
に
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
正
教
の
神
学
的
相
違
 占
は
 
つ
い
て
 述
べ
る
 

ね
 、
 他
 三
脈
と
の
教
理
比
較
表
も
付
さ
れ
て
い
る
。
 

第
一
章
「
ギ
リ
シ
ア
正
教
の
受
容
」
で
は
、
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
の
 洗
礼
 

-
 
九
八
八
年
 -
 か
ら
、
キ
エ
フ
に
移
さ
れ
た
ロ
シ
ア
 荷 主
教
 座
の
 設
置
 き
 

で
 
-
 十
二
世
紀
 -
 を
 主
に
白
石
治
朗
、
・
中
村
喜
和
両
氏
の
研
究
成
 
果
 を
も
 

と
に
概
説
し
て
い
る
。
こ
こ
で
著
者
は
、
ロ
シ
ア
 
府
 三
教
 と
ギ
リ
  
 

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ポ
リ
ス
給
主
教
の
関
係
に
つ
い
て
論
じ
、
 

キ
 エ
フ
の
 

土
着
化
に
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
「
民
衆
」
の
正
教
信
仰
に
み
ら
 
れ
る
、
 

国
家
・
教
会
に
対
す
る
「
抵
抗
」
に
注
目
し
よ
う
と
す
る
 
視
占
と
 が
 交
錯
 

し
 、
全
章
を
通
し
て
み
る
と
記
述
と
し
て
微
妙
な
揺
れ
が
あ
る
よ
 
う
に
も
 

感
じ
ら
れ
た
。
ま
た
入
門
書
的
語
り
一
専
門
外
の
一
般
読
者
を
想
 
定
 し
た
 

語
り
）
と
研
究
論
考
的
語
り
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
適
切
で
あ
る
か
に
 つい
て
 

疑
問
が
残
っ
た
。
そ
れ
は
、
入
門
書
に
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
 
研
 発
動
向
 

を
 紹
介
し
つ
つ
、
従
来
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
た
 
占
 等
を
指
摘
 す
る
 研
 

究
 概
説
書
に
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
著
者
の
研
究
成
果
を
一
般
に
 
公
開
す
 

る
 著
作
に
す
る
の
か
、
と
い
う
編
集
 側
と
 執
筆
者
側
と
の
方
針
の
 
食
い
違
 

い
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
で
は
、
本
書
の
各
章
の
概
 
略
 を
追
 

っ
た
 後
で
、
幾
つ
か
の
章
の
内
容
を
概
略
し
、
そ
れ
に
対
す
る
 
評
 者
の
 コ
 

メ
ン
ト
を
付
す
こ
と
に
し
た
い
。
 

ロ
シ
ア
店
主
教
が
ほ
 
ほ
 完
全
な
独
立
を
享
受
し
て
い
た
こ
と
を
 確
 誌
 し
て
 

 
  

 
 
 

い
る
。
 

第
二
章
「
苦
難
の
中
の
教
ム
 
ニ
 
で
は
、
王
に
十
二
世
紀
か
ら
十
五
 

世
紀
 

を
 扱
っ
て
お
り
、
キ
エ
フ
公
国
の
衰
退
、
モ
ン
ゴ
ル
占
領
下
の
 
正
 教
会
、
 

特
に
十
四
世
紀
以
降
の
修
道
院
の
発
展
と
、
 

ヘ
 シ
カ
 ス
ム
 、
ま
た
 十
五
世
 

紀
 以
降
の
修
道
院
内
の
二
つ
の
潮
流
、
所
有
派
 -
 コ
 シ
フ
派
 -
 と
 非
所
有
 

源
 
-
 
清
廉
派
 -
 を
 概
略
し
て
い
る
。
修
道
院
に
つ
い
て
は
、
主
要
 な
 修
道
 

院
の
歴
史
概
略
が
な
さ
れ
て
い
る
。
所
有
派
と
非
所
有
派
に
つ
 い て
は
、
 

教
会
１
国
家
の
緊
密
な
関
係
を
重
視
す
る
所
有
派
の
勝
利
が
そ
の
 
後
の
正
 

教
会
と
国
家
の
関
係
を
決
定
し
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
 

第
三
章
「
発
展
す
る
教
会
」
で
は
、
十
五
世
紀
中
葉
か
ら
目
草
 
ム
 五
議
 ハ
リ
 

開
催
二
五
五
一
年
一
、
モ
ス
ク
ワ
荷
主
教
の
総
主
教
座
へ
の
 昇
 格
二
 

五
八
九
年
 -
 、
教
会
書
の
訂
正
事
業
 
-
 
十
六
 ｜
 十
七
世
紀
）
を
 経
 て
、
ニ
 

｜
 コ
ン
の
 総
 三
教
就
任
二
六
五
二
ま
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
 

百
草
合
 

議
を
機
に
、
い
わ
ゆ
る
異
端
思
想
と
呼
べ
る
も
の
が
、
反
体
制
的
 
傾
向
を
 

強
め
て
い
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
十
七
世
紀
に
至
る
 ま
で
の
 

様
々
な
異
端
思
想
家
・
そ
の
運
動
の
概
観
し
、
そ
の
担
い
手
の
社
 
会
 階
層
 

を
 明
ら
か
に
し
て
い
る
。
 

-
 こ
の
「
異
端
思
想
家
」
 
ら
ほ
 つ
い
て
 の
 参
照
 

文
献
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
 
-
 こ
こ
で
は
、
ロ
シ
ア
正
教
会
が
総
 三
教
 座
 

獲
得
と
、
国
家
統
一
し
た
モ
ス
ク
ワ
公
国
を
基
盤
に
、
権
威
主
義
 
 
 

武
王
 義
 化
し
て
い
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
 

第
四
章
「
教
会
の
分
裂
」
で
は
、
ま
ず
、
ニ
ー
コ
ン
の
典
礼
改
革
 -
 一
 

六
五
三
 ｜
 五
六
 -
 と
そ
れ
へ
の
反
発
に
よ
り
発
生
し
た
初
期
分
離
 
派
 と
そ
 

の
 連
動
を
概
観
し
、
分
離
派
教
徒
は
 、
 担
い
手
 
-
 
農
民
、
町
人
、
 
下
級
 聖
 

職
者
）
、
そ
の
社
会
的
性
格
 

一
 封
建
制
度
・
国
教
会
批
判
 一
 と
い
，
 
フ
 占
で
、
 



書評     

以
上
で
各
章
の
概
略
を
見
て
き
た
が
、
四
章
以
降
が
著
者
の
研
究
 
成
果
 

が
も
つ
と
も
反
映
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
第
四
章
第
五
節
「
 
分
離
派
 

教
徒
と
ビ
ザ
ン
ツ
」
の
内
容
に
言
及
し
、
コ
メ
ン
ト
し
た
上
で
終
 
章
 ・
 全
 

体
の
コ
メ
ン
ト
に
移
り
た
い
。
 

こ
の
節
二
二
九
 ｜
 一
四
九
頁
）
で
は
、
分
離
派
教
徒
に
関
す
る
 
先
行
 

研
究
の
見
解
を
概
略
し
た
つ
え
で
、
特
に
 J.
H
.
 
ビ
 リ
ン
グ
ト
  
 

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
が
分
離
派
教
徒
に
影
響
を
与
え
た
と
い
う
見
解
 を
と
り
 

十
五
・
十
六
世
紀
の
い
わ
ゆ
る
異
端
運
動
や
、
そ
の
後
の
農
民
戦
 
争
 
・
 コ
 

サ
ッ
ク
の
 乱
 と
共
通
 占
 が
み
ら
れ
る
と
指
摘
し
た
上
で
、
本
章
の
 正
眼
で
 

あ
る
、
分
離
派
と
ビ
ザ
ン
 ッ
 の
関
係
を
分
析
し
、
考
察
し
て
い
 る
 
-
 
後
 

述
 -
 。
 

第
五
章
「
服
従
す
る
教
会
」
で
は
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
 -
 一
六
八
 一
一
 
｜
 

一
七
二
五
在
位
 -
 以
降
の
諸
改
革
と
分
離
派
政
策
の
変
遷
、
そ
し
 て
 分
離
 

派
 教
徒
の
活
動
に
つ
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
分
離
派
に
つ
い
て
は
 
、
そ
の
 

信
徒
 故
 、
社
会
階
層
、
道
徳
観
、
教
養
、
経
済
活
動
な
ど
多
面
に
 わた
る
 

検
討
が
行
わ
れ
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
理
論
を
用
い
、
分
離
派
の
道
徳
 
に
は
 禁
 

欲
的
 職
業
倫
理
が
見
出
せ
る
も
の
の
、
「
呪
術
か
ら
の
解
放
」
と
 いう
 -
 
西
ま
 

素
 が
見
当
た
ら
な
い
と
し
て
、
経
済
活
動
と
し
て
は
、
「
宗
教
的
 
少
数
者
 

の
 営
利
活
動
」
に
合
致
す
る
と
結
論
し
て
い
る
。
 

終
章
「
沈
黙
か
ら
復
活
へ
」
で
は
、
主
に
ソ
ビ
エ
ト
政
権
下
か
ら
 
現
代
 

ま
で
の
正
教
典
 
と
 、
ロ
シ
ア
正
教
 史
 を
ふ
ま
え
た
上
で
、
宗
教
 運
 動
 の
 理
 

念
 型
の
提
示
、
キ
リ
ス
ト
教
土
着
化
の
力
学
の
分
析
を
行
っ
て
 い
 る
 O
 こ
 

れ
は
、
著
者
が
あ
と
が
き
で
述
べ
て
い
る
よ
 う に
、
世
界
の
諸
宗
 
教
 運
動
 

の
類
型
化
・
理
論
化
を
目
指
し
た
モ
デ
ル
で
あ
る
。
 

  定 い を はい   
道ク 読産そ 三井 杭 網元 解 際の標点 農 こ 有数 い 充分 と に 
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院
の
土
地
所
有
と
教
会
の
財
産
所
有
へ
の
反
対
と
い
う
「
抵
抗
」
 

に
つ
な
 

が
っ
た
と
間
接
的
に
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
他
方
で
、
分
離
派
 
教
 徒
に
お
 

け
る
 ビ
ザ
ン
ツ
 的
 要
素
に
つ
い
て
は
、
以
下
に
み
る
よ
う
に
、
「
 

抵
抗
の
 

伝
統
」
と
い
う
要
素
の
分
析
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
 

本
節
で
 

言
わ
れ
る
「
ビ
ザ
ン
ツ
 
的
 要
素
」
の
外
延
が
 
暖
昧
 に
な
っ
て
お
り
 
、
ま
た
 

結
論
部
分
に
つ
い
て
も
疑
問
が
残
る
 
-
 
後
述
 -
 。
以
下
で
当
該
の
 分
離
派
 

教
徒
に
つ
い
て
の
著
者
の
分
析
を
み
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
 

著
者
は
ロ
シ
ア
に
お
け
る
ビ
ザ
ン
 ツ
 へ
の
影
響
を
考
察
す
る
う
え
 
で
、
 

ロ
シ
ア
の
修
道
院
が
ビ
ザ
ン
 
ツ
 の
ア
ト
ス
 山
 修
道
院
に
類
似
の
生
 活
 を
送
 

っ
て
い
る
か
と
い
う
点
に
任
目
し
て
い
る
。
そ
し
て
上
記
の
共
同
 
体
 を
形
 

成
し
た
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
、
ビ
ザ
ン
 ツ
 の
影
響
、
正
確
に
舌
口
 え
 ば
、
ァ
 

ト
ス
 山
 修
道
院
生
活
形
態
の
影
響
を
み
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
 
 
 

プ
 の
う
ち
、
資
料
的
制
約
か
ら
、
非
所
有
派
と
分
離
派
教
徒
の
土
 

 
 

外
的
構
造
や
生
活
形
態
し
か
分
析
対
象
に
は
で
き
な
い
、
と
こ
と
 
わ
っ
た
 

う
え
で
、
こ
の
後
者
、
分
離
派
教
徒
に
み
ら
れ
る
ビ
ザ
ン
ツ
胸
裏
 
素
 の
 考
 

察
 に
主
眼
を
置
い
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
共
同
体
を
形
成
し
た
 
グ
  
 

ほ
 つ
い
て
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
 
的
 要
素
が
教
会
や
国
家
へ
の
「
抵
抗
」
 

精
神
と
 

な
っ
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
共
同
体
の
構
造
 
と
い
，
 
フ
 

点
 の
み
か
ら
、
ビ
ザ
ン
 
ツ
 か
ら
ロ
シ
ア
へ
の
継
承
を
論
じ
て
い
る
 

o
 こ
 

白
 で
ま
ず
、
著
者
が
何
を
も
っ
て
「
ビ
ザ
ン
ツ
 
的
 要
素
」
と
し
て
 
 
 

  

次
に
、
こ
の
ビ
ザ
ン
 
ツ
と
 分
離
派
教
徒
の
間
の
影
響
関
係
を
探
る
 作
業
 

に
お
い
て
、
著
者
は
ア
ト
ス
 
山
 修
道
院
生
活
形
態
と
分
離
派
教
徒
 の
 生
活
 

形
態
を
分
析
対
象
と
し
て
と
り
あ
げ
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
分
析
 
段
階
に
 

非
所
有
派
を
媒
介
さ
せ
る
。
つ
ま
り
、
非
所
有
派
の
ニ
ー
ル
・
 

ソ
  
 

キ
ー
は
ア
ト
ス
 
山
 修
道
院
と
同
じ
生
活
形
態
・
共
同
体
を
形
成
 し
た
た
 

め
 、
非
所
有
派
に
は
ビ
ザ
ン
 

ッ
 の
要
素
が
み
ら
れ
る
、
と
前
提
 し
  

 

高
沢
と
分
離
派
教
徒
と
の
生
活
形
態
、
外
的
共
同
体
構
造
が
類
似
 
 
 

 
 

れ
ば
、
分
離
派
教
徒
に
ビ
ザ
ン
 

ッ
 の
影
響
が
み
ら
れ
る
と
言
 い
得
 る
、
と
 

著
者
は
考
え
て
い
る
よ
 う
 で
あ
る
。
著
者
の
分
析
作
業
は
非
所
有
 
派
 と
分
 

離
 派
の
外
的
共
同
体
構
造
一
ス
キ
ッ
ト
を
中
心
と
し
た
共
同
体
内
 
の
 建
物
 

の
 構
成
一
や
生
活
規
定
が
い
か
に
類
似
し
て
い
る
か
、
と
い
う
 
占
 に
 集
約
 

し
て
い
る
。
著
者
は
こ
こ
で
、
分
離
派
の
共
同
体
が
形
成
さ
れ
た
 
 
 

グ
 地
方
 と
 レ
ー
ク
 サ
 地
方
を
と
り
あ
げ
、
両
者
が
非
常
に
似
た
 、
 共
同
体
 

構
成
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
構
成
が
、
非
所
有
派
 
と
 類
似
し
 

て
い
る
と
分
析
し
た
。
 

こ
こ
で
問
題
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
ビ
ザ
ン
 

ツ
 の
分
離
派
教
徒
へ
 
の
影
 

響
 関
係
を
見
る
際
に
、
な
ぜ
非
所
有
派
を
媒
介
さ
せ
な
け
れ
ば
な
 
ら
な
い
 

の
か
、
そ
の
必
然
性
に
つ
い
て
の
舌
口
 
及
 が
み
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
 る
 o
 ま
 

た
 も
し
そ
れ
を
前
提
と
す
る
な
ら
 ぼ
 、
そ
の
前
段
階
の
作
業
と
し
 て
、
ア
 

ト
ス
 山
 修
道
院
と
非
所
有
派
の
外
的
構
造
の
比
較
を
提
示
す
る
べ
 きで
は
 

な
い
の
か
。
ビ
ザ
ン
 
ツ
 の
非
所
有
派
へ
の
影
響
に
つ
い
て
著
者
は
 

、
 先
に
 

述
べ
た
 
へ
 シ
カ
ス
ム
の
継
承
と
い
う
占
の
ほ
か
に
は
、
非
所
有
派
 
で
 ア
ト
 

ス
山
修
道
院
で
の
滞
在
経
験
も
あ
る
ニ
ー
ル
が
、
ス
キ
ッ
ト
 
と
教
 会
 の
ま
 

わ
り
に
散
在
す
る
独
居
室
と
い
う
小
集
団
を
創
設
し
た
と
い
う
 
占
 を
 指
摘
 

し
て
、
ア
ト
ス
山
で
の
生
活
と
「
同
じ
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
 一
 
生
活
現
 

定
は
 つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
が
、
そ
れ
と
ア
ト
ス
 

山
 修
道
院
と
 
の
 影
響
 

関
係
は
書
か
れ
て
い
な
い
㍉
分
離
派
の
外
的
共
同
体
構
造
に
っ
 い
て
は
、
 

ヴ
ィ
ー
グ
地
方
と
レ
ー
ク
ザ
地
方
の
共
同
体
構
造
の
図
版
を
各
々
 
掲
載
し
 

て
い
る
一
方
、
こ
の
前
提
と
さ
れ
て
い
る
、
ア
ト
ス
 
山
 修
道
院
と
 非
所
有
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派
の
外
的
共
同
体
構
造
に
つ
い
て
は
、
そ
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
 
に
は
 記
 
-
 

述
 が
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
著
者
は
こ
の
主
題
に
つ
 いて
 既
 

に
 論
文
を
発
表
し
て
お
り
 
-
 一
九
八
二
年
Ⅰ
本
書
で
は
古
代
か
 ら
 現
代
 

ま
で
 傭
撤
 す
る
た
め
、
十
分
な
紙
幅
が
割
け
な
い
と
い
う
事
情
も
 
勿
論
 あ
 

る
 だ
ろ
う
。
が
、
以
上
の
占
に
つ
い
て
は
、
読
者
の
混
乱
を
招
く
 
の
で
は
 

な
い
か
と
危
惧
さ
れ
る
占
で
も
あ
る
。
 

次
に
、
こ
の
第
五
節
の
著
者
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
分
離
派
教
徒
は
 
、
ニ
 

｜
 コ
ン
典
礼
改
革
を
端
緒
に
教
会
と
国
家
に
「
抵
抗
」
 

し
 、
そ
の
 

改
革
で
 

導
入
さ
れ
た
ビ
ザ
ン
ツ
 的
 要
素
を
拒
否
し
た
が
、
「
 
-
 
」
う
い
っ
た
 抵
抗
の
 

伝
統
は
、
ビ
ザ
ン
 
ツ
 に
そ
の
起
源
が
あ
り
、
ロ
シ
ア
民
衆
に
受
け
 
 
 

た
と
考
え
ら
れ
る
」
二
四
九
頁
 -
 と
い
う
。
し
か
し
こ
の
「
 抵
 抗
 の
 伝
 

統
 」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
場
合
の
「
ロ
シ
ア
民
衆
」
 

の
範
時
 

は
 何
だ
ろ
う
か
。
分
離
派
教
徒
も
「
ロ
シ
ア
民
衆
」
に
含
ま
れ
る
 
の
だ
と
 

す
れ
ば
、
上
で
述
べ
た
 よ
う
 
に
、
著
者
は
外
的
共
同
体
構
造
に
 つ
い
て
 

は
 、
ビ
ザ
ン
ツ
 
的
 要
素
が
分
離
派
教
徒
に
み
ら
れ
る
と
い
う
結
論
 に
 達
し
 

て
い
る
が
、
そ
れ
を
ビ
ザ
ン
 ッ
 起
源
の
「
抵
抗
の
伝
統
」
の
 継
 承
 で
あ
 

 
 

ま
た
 さ
 

ら
に
、
こ
の
「
抵
抗
の
伝
統
」
を
 へ
 シ
カ
ス
ム
 
と
 同
定
す
る
の
 で
あ
れ
 

ば
、
ヘ
 シ
カ
ス
ム
の
「
清
貧
・
 
謙
 卑
の
理
想
」
二
三
五
頁
 
-
 が
  
 

よ
う
に
社
会
運
動
 

宅
 抵
抗
」
 -
 に
 結
び
つ
い
て
い
っ
た
の
か
、
 

を
 詳
細
に
 

分
析
・
検
討
す
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
他
宗
派
、
他
宗
教
と
の
比
較
 ・
類
型
 

化
に
つ
な
が
る
と
評
者
に
は
思
わ
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
占
に
つ
い
 
て
は
、
 

上
述
の
よ
う
に
 
へ
 シ
カ
ス
ム
の
伝
統
に
は
「
抵
抗
の
概
念
」
が
あ
 

る
と
 間
 

接
 的
に
述
べ
る
の
み
二
三
四
 
｜
一
 三
五
頁
）
で
あ
る
の
は
、
 
残
 念
 に
思
 

わ
れ
る
。
 

終 意味教がしてでのの認「復 教 レ と、 @ よ、 各々 抗 、 著 の疑 め、 理念 範 の ペク 発表 著 は つて て、 レ % ズ ま木 @ 亘 関 連 
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量
 ・
数
値
を
基
準
に
す
る
の
か
、
基
準
 

点
 は
ど
こ
に
置
か
れ
る
の
 
だ
ろ
う
 

か
 ま

た
宗
教
運
動
の
性
格
の
理
念
型
と
し
て
、
一
、
支
配
的
儀
礼
 的
、
 

二
 、
合
理
的
主
知
的
、
三
、
復
古
的
倫
理
的
、
四
、
神
秘
的
反
 
知
 性
的
の
 

四
つ
を
あ
げ
、
一
の
支
配
的
儀
礼
的
宗
教
運
動
へ
の
反
発
と
し
て
 
生
じ
る
 

の
が
二
と
四
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
運
動
の
両
極
端
を
形
成
し
て
い
 

る
、
と
 

い
う
三
 0
 六
頁
）
。
本
書
で
挙
げ
ら
れ
た
宗
教
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
 

 
 

ル
ー
プ
は
、
こ
の
合
理
的
主
知
的
宗
教
運
動
と
神
秘
的
反
知
性
的
 
宗
教
 運
 

動
 に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
「
ム
ロ
 
埋
的
ノ
 非
合
理
的
」
 
 
 

区
分
が
ど
の
よ
う
な
占
に
お
い
て
「
ム
ロ
 
理
的
 Ⅰ
非
合
理
的
」
な
の
 
か
 明
ら
 

か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
著
者
は
ウ
ェ
ー
バ
ー
の
カ
リ
ス
マ
論
を
 
、
 こ
の
 理
 

金
型
に
も
適
用
し
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
、
価
値
合
理
性
Ⅰ
目
的
 
合
理
性
 

と
い
う
概
念
が
想
定
さ
れ
て
い
る
の
か
、
い
な
い
の
か
自
体
も
評
 
者
に
は
 

看
取
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
「
合
理
性
」
概
念
と
も
関
わ
 っ
て
く
 

る
が
、
 
ニ
 、
 四
 各
々
の
別
の
組
み
合
わ
せ
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
 O
 
つ
ま
 

り
 、
「
合
理
的
反
知
性
的
」
「
神
秘
的
知
性
的
」
と
い
う
宗
教
運
動
 

は
 考
え
 

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
で
は
と
り
あ
げ
ら
れ
て
れ
な
い
が
、
 

ロ
シ
ア
 

に
お
け
る
十
八
世
紀
の
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
 

や
 、
二
十
世
紀
初
頭
の
 
知
識
人
 

ら
に
よ
る
宗
教
復
興
運
動
は
ど
の
よ
う
に
類
型
化
で
き
る
だ
ろ
う
 
カ
 

ま
た
、
復
古
的
倫
理
的
宗
教
運
動
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
の
 
ケ
｜
 ス
と
 

し
て
は
分
離
派
教
徒
と
さ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
 
ば
 、
こ
の
 運
 勤
 は
 、
 

支
配
的
儀
礼
的
宗
教
運
動
と
代
替
Ⅰ
並
存
可
能
だ
と
し
て
お
り
、
 

意
 亡
心
 
の
 

力
 を
中
心
と
し
た
 
準
ヵ
 リ
ス
マ
 的
 支
配
の
、
知
的
階
級
を
中
心
と
 

し
た
 上
 

層
階
級
に
属
す
る
者
を
担
い
手
と
す
る
運
動
だ
と
い
う
。
し
か
し
 
、
第
五
 

章
の
叙
述
に
 
よ
 れ
 ば
 、
分
離
派
教
徒
は
識
字
 力
 を
は
じ
め
と
し
て
 
古
代
 ス
 

ラ
 ブ
 語
の
理
解
な
ど
教
育
水
準
は
高
か
っ
た
が
、
近
代
的
教
育
を
 
受
け
る
 

 
 

こ
と
を
拒
否
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
 
知
的
 階
 

㏄
 

級
を
中
心
と
し
た
上
層
階
級
」
と
い
う
著
者
自
身
の
担
い
手
の
規
 
定
 と
矛
 

 
 

盾
 は
し
な
い
な
る
 
ぅ
か
 。
む
し
ろ
著
者
が
想
定
し
て
い
る
復
古
的
 
倫
理
的
 

宗
教
運
動
と
い
う
の
は
、
諸
教
派
を
含
め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
ひ
と
 
つ
の
 運
 

動
 と
し
て
考
え
た
場
合
の
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
存
在
様
態
を
指
 
し
て
い
 

る
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
の
は
誤
っ
た
推
測
で
あ
ろ
う
か
。
 

ま
た
全
体
を
通
し
て
、
正
教
の
性
格
に
つ
い
て
典
型
的
な
叙
述
が
 
、
叢
 

曙
 さ
れ
る
こ
と
な
く
幾
つ
か
の
箇
所
で
み
ら
れ
る
占
に
引
っ
か
か
 
り
を
 感
 

じ
 ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
「
思
弁
的
・
形
而
上
的
 ・
瞑
想
 

的
な
東
側
の
教
会
」
と
い
う
傾
向
が
「
し
だ
い
に
…
 -
 
中
略
・
 評
 者
 -
 

確
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
」
（
序
章
・
一
八
頁
 

-
 と
い
う
表
現
 
や
、
ロ
 

シ
ァ
 正
教
は
「
伝
統
的
」
「
彼
岸
的
」
「
集
団
的
」
（
終
章
・
 

二
 0
 五
頁
 -
 

と
の
性
格
づ
け
で
あ
る
。
こ
う
し
た
典
型
的
な
性
格
づ
け
に
対
し
 
て
、
著
 

者
は
問
い
直
し
や
詳
述
を
行
っ
て
は
い
な
い
。
（
確
か
に
正
教
の
 
存
在
 様
 

態
 は
こ
う
し
た
表
現
に
よ
り
し
 ぼ
 し
ば
叙
述
さ
れ
て
き
た
ご
た
 だ
、
む
 

し
ろ
そ
の
よ
う
な
ヴ
ェ
イ
 
ル
 を
か
け
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
 

か
ら
こ
 

そ
 、
宗
教
研
究
者
と
し
て
は
、
そ
う
し
た
表
現
を
用
い
る
こ
と
に
 
対
し
て
 

問
い
返
し
が
な
さ
れ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
も
感
じ
ら
れ
 
た
 。
 持
 

に
 終
章
で
、
宗
教
運
動
の
類
型
を
ロ
シ
ア
正
教
の
ケ
ー
ス
と
し
て
 
論
じ
る
 

際
に
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
 

さ
ら
に
、
長
期
に
わ
た
っ
て
、
政
治
支
配
の
な
か
に
宗
教
が
組
み
 
込
ま
 

れ
る
と
い
う
公
的
宗
教
の
性
格
を
も
つ
ロ
シ
ア
正
教
の
場
合
、
 

そ
 う
し
た
 

存
在
形
態
の
間
 ぃ
 直
し
の
 視
占
 
を
お
さ
え
た
論
述
が
な
さ
れ
る
 必
 要
 が
あ
 

る
の
で
は
な
い
か
。
舌
口
 い
 換
え
れ
ば
、
「
ロ
シ
ア
・
キ
リ
ス
ト
教
 

史
 し
と
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と
し
て
、
い
わ
ぬ
 
る
 
セ
ク
ト
と
呼
ぼ
れ
、
従
来
「
異
端
」
と
さ
れ
 て
き
た
 

諸
宗
派
や
分
離
派
教
徒
だ
け
で
な
く
、
た
と
え
ば
外
国
人
官
僚
の
 
居
住
地
 

域
 に
お
け
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
や
カ
ト
リ
ッ
ク
の
勢
力
へ
の
 
視
占
 
が
 組
み
 

込
ま
れ
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
 

疑
問
占
を
中
心
に
述
べ
て
き
た
が
、
本
書
の
よ
う
に
正
教
を
キ
リ
 
 
 

教
 、
さ
ら
に
は
宗
教
運
動
の
類
型
化
の
考
察
対
象
と
し
て
、
他
我
 
派
 ・
 他
 

宗
教
と
比
較
す
る
研
究
は
評
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。
 ヤ
 
ロ
ス
ラ
 

フ
 
・
ペ
リ
カ
ン
は
「
キ
リ
ス
ト
教
 
史
ヒ
の
 宗
教
運
動
の
考
察
に
お
 
 
 

正
教
も
分
析
対
象
と
し
て
含
め
て
い
る
が
、
日
本
で
は
訳
書
が
な
 
 
 

章
 に
み
ら
れ
る
著
者
の
壮
大
な
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
に
 
、
 頭
が
下
 が
る
ば
 

か
り
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
分
離
派
教
徒
に
つ
い
て
は
、
 

中
 村
 喜
和
 

氏
を
中
心
と
し
た
著
作
・
論
考
が
出
版
・
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
 

広
く
 キ
 

リ
ス
ト
敦
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
て
比
較
の
観
点
か
ら
分
析
す
る
 
と
い
，
 っ
 

立
場
は
著
者
を
哨
 矢
 と
す
る
の
で
は
な
い
か
。
分
離
派
教
徒
研
究
 
か
ら
、
 

ロ
シ
ア
の
ポ
グ
ロ
ム
研
究
へ
、
そ
し
て
世
界
の
諸
宗
教
の
運
動
の
 
類
型
化
 

へ
と
歩
を
進
め
る
著
者
の
壮
大
な
企
図
に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
非
常
 に
 大
き
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吉
田
京
子
 

本
書
は
、
一
九
八
二
 
｜
 八
三
年
、
そ
の
十
年
後
の
一
九
九
三
１
元
 四
年
 

の
 二
度
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
お
け
る
長
期
現
地
 
調
査
に
 

基
づ
い
た
、
 
北
 ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
聖
者
信
仰
の
今
日
的
状
況
 
報
 上
ロ
 
、
て
仁
 

び
 、
人
類
学
的
分
析
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
著
者
自
身
 の
 言
葉
 

に
よ
る
と
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
南
部
ジ
ェ
リ
ー
ド
地
方
の
一
ナ
 
ツ
メ
ヤ
 シ
 農
村
 

セ
 ダ
ダ
村
に
お
け
る
聖
者
崇
拝
を
中
心
と
し
た
村
民
の
宗
教
生
活
 の、
十
 

年
 以
上
の
歳
月
に
わ
た
る
変
容
過
程
を
描
い
た
「
民
族
誌
」
と
 
位
 置
 づ
け
 

ら
れ
て
い
る
。
 

い
わ
ゆ
る
「
公
的
イ
ス
ラ
ー
ム
 

六
 
「
大
文
字
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
で
 
ヰ
き
 

@
@
 
、
 

本
や
石
、
仏
像
な
ど
、
 
神
 ア
ッ
ラ
ー
以
外
の
も
の
 

-
 
被
造
物
 -
 を
 崇
拝
 対
 

象
 と
す
る
偶
像
崇
拝
は
、
多
神
教
同
様
厳
し
く
批
判
さ
れ
、
否
定
 
さ
れ
る
 

べ
き
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
の
聖
者
信
仰
 
と
 は
、
神
 

と
 
一
対
一
で
向
き
合
い
、
修
行
を
通
じ
て
神
と
一
体
化
す
る
 

-
 
」
と
 を
目
指
 

し
た
 ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
基
礎
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
神
と
の
合
一
の
 
境
地
に
 

達
し
、
現
世
的
日
常
世
界
に
戻
っ
て
き
た
ス
ー
フ
ィ
ー
は
 
、
 神
の
 友
 
（
 
ワ
 

リ
よ
 
と
し
て
特
別
な
恩
寵
 

-
 バ
 ラ
カ
 -
 を
神
か
ら
賜
り
、
そ
れ
 
を
 奇
蹟
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噴
水
恵
子
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リ
カ
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ラ
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史
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と
い
う
形
で
表
す
こ
と
が
で
き
る
と
言
わ
れ
る
。
フ
リ
ー
の
周
囲
 
 
 

｜
 フ
ィ
ー
の
修
行
道
に
励
む
入
道
者
が
弟
子
と
し
て
集
ま
り
、
 

ワ
  
 

名
声
が
高
ま
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
ワ
リ
ー
の
も
つ
 バ
ラ
カ
 の
 恩
 恵
 に
あ
 

や
か
ろ
う
と
す
る
の
は
こ
の
よ
う
な
特
別
な
修
行
者
に
限
ら
ず
、
 

一
般
 民
 

衆
も
神
の
友
と
し
て
の
ワ
リ
ー
に
敬
意
と
尊
敬
の
念
を
抱
く
の
が
 
通
常
で
 

あ
る
。
至
高
の
存
在
と
し
て
の
神
に
直
接
語
り
か
け
、
日
々
の
 
生
 活
の
子
 

細
 な
不
満
や
要
求
を
ぶ
っ
け
る
「
大
そ
れ
た
」
行
動
を
と
る
 
代
わ
  
 

よ
り
身
近
な
頼
り
に
な
る
存
在
と
し
て
の
ワ
リ
ー
に
相
談
や
祈
願
 
成
就
を
 

行
う
の
で
あ
る
。
ワ
リ
ー
の
死
後
に
は
聖
者
廓
が
造
ら
れ
、
死
後
 
も
 継
続
 

す
る
 バ
ラ
ヵ
 の
 力
 を
頼
り
、
大
勢
の
人
々
が
廟
を
訪
れ
、
様
々
な
 現世
 利
 

益
の
成
就
、
獲
得
を
祈
願
す
る
。
 

こ
の
よ
う
な
形
態
で
の
聖
者
信
仰
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
公
式
教
義
 
で
あ
 

る
 偶
像
崇
拝
禁
止
の
教
え
に
抵
触
す
る
と
み
な
さ
れ
が
ち
で
あ
る
 
が
、
実
 

際
は
 、
民
衆
レ
ベ
ル
の
宗
教
信
仰
生
活
、
俗
習
の
主
要
部
分
と
し
 て
イ
ス
 

ラ
ー
ム
文
化
圏
の
広
範
囲
で
み
ら
れ
る
。
特
に
 
、
北
 ア
フ
リ
カ
の
 
 
 

ブ
 地
域
に
お
け
る
聖
者
信
仰
は
、
地
域
固
有
の
歴
史
と
密
接
に
結
 
び
つ
い
 

た
 独
自
性
の
高
い
も
の
で
あ
り
、
同
地
域
の
民
族
 
史
 、
社
会
史
、
 
イ
ス
ラ
 

１
ム
史
を
語
る
際
に
必
要
不
可
欠
の
も
の
と
い
え
る
。
 

本
書
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
 一
 地
方
 村
 に
お
け
る
聖
者
信
仰
の
実
態
 
調
査
 

報
告
に
と
ど
ま
ら
ず
、
「
便
宜
的
」
に
複
数
の
概
念
を
仮
定
し
 
、
 そ
れ
に
 

基
づ
い
て
聖
者
信
仰
を
通
じ
て
看
取
さ
れ
る
ム
ス
リ
ム
の
現
実
的
 
宗
教
生
 

活
の
全
体
像
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。
つ
ま
り
、
聖
者
信
仰
が
 
宗
 教
生
活
 

の
 独
立
的
 
一
 形
態
と
し
て
解
剖
学
的
に
調
査
分
析
さ
れ
る
の
で
は
 よ
、
 

/
 く
 

宗
教
生
活
の
別
の
位
相
区
分
で
あ
り
、
「
様
々
な
生
活
面
に
お
い
 
て
 通
過
 

儀
礼
と
も
密
接
に
関
連
し
 、
 或
い
は
、
公
的
な
部
分
を
司
る
「
 モ
 ス
ク
 中
 

ふ
め
 イ
ス
ラ
ー
ム
三
及
び
、
よ
り
広
域
的
共
有
性
を
と
も
な
っ
 た
 
「
 
ム
 

 
 

ス
リ
ム
の
習
俗
的
信
仰
し
と
共
存
、
並
立
す
る
も
の
と
し
て
相
対
 
的
に
 捉
 

㏄
 

え
ら
れ
る
。
本
書
は
、
観
念
的
教
条
的
信
仰
の
す
そ
野
に
広
が
る
 
現
実
的
 

 
 

信
仰
実
践
と
し
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
を
 、
 様
々
な
構
成
要
素
が
有
機
 的
に
絡
 

み
 合
い
複
合
的
な
形
で
実
在
す
る
も
の
と
し
て
捉
え
よ
う
と
試
み
 るも
の
 

で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
圏
に
お
け
る
人
類
学
調
査
に
関
す
る
 
数
少
な
 

ぃ
 本
格
的
な
研
究
書
、
学
術
書
で
あ
る
と
同
時
に
、
イ
ス
ラ
ー
ム
 
宗
教
 文
 

化
の
実
態
を
広
く
紹
介
す
る
と
い
う
占
で
も
興
味
深
い
も
の
で
あ
 
る
 。
 

内
容
構
成
は
、
著
者
に
よ
る
問
題
設
定
と
研
究
の
位
置
づ
け
、
 

研
 究
に
 

お
け
る
仮
説
設
定
に
始
ま
り
、
順
を
お
っ
て
、
そ
れ
に
対
応
す
る
 
形
で
の
 

当
該
 村
 に
お
け
る
宗
教
生
活
の
詳
細
な
調
査
報
告
、
事
例
紹
介
、
 

分
析
 評
 

価
 が
続
く
。
以
下
に
そ
の
卓
立
て
を
示
す
。
 

序
章
問
題
の
所
在
 

 
 

従
来
の
研
究
と
問
題
の
設
定
 

2
 
 
分
析
概
念
の
設
定
と
聖
者
信
仰
 

3
 
 
国
家
と
ジ
ェ
リ
ー
ド
地
方
と
調
査
 地
セ
 ダ
ダ
 村
 

4
 
 
論
文
構
成
と
調
査
の
概
要
 

第
一
章
 

セ
 ダ
ダ
村
の
聖
者
信
仰
の
成
立
と
そ
の
発
展
 

1
 
 
聖
者
誕
生
以
前
の
村
と
イ
ス
ラ
ー
ム
化
 

2
 
 
ア
ラ
ブ
化
と
聖
者
信
仰
の
成
立
 

3
 
 
同
村
の
滅
亡
 
と
 聖
者
を
中
心
と
し
た
新
村
落
の
形
成
 

4
 
 
聖
者
の
子
孫
集
団
の
全
盛
期
と
ス
ー
フ
ィ
ー
教
団
の
活
動
 

第
二
章
独
立
以
降
の
国
家
権
力
の
浸
透
と
聖
者
の
子
孫
集
団
の
 勢
力
 

衰
退
 

1
 
 
ハ
ブ
ス
制
度
廃
止
等
の
諸
改
革
と
 

ザ
 ー
ウ
ィ
 ヤ
 の
財
産
 没
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2
 
「
モ
ス
ク
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
国
家
化
 

3
 
 普
通
教
育
の
普
及
と
マ
ド
ラ
サ
の
教
育
機
能
の
剥
奪
 

第
三
章
今
日
の
宗
教
的
実
践
の
舞
台
と
宗
教
生
活
の
現
状
 

1
 
 村
の
生
活
空
間
の
構
成
 

2
 
 村
社
会
の
構
造
 

3
 
 村
の
生
活
リ
ズ
ム
と
四
つ
の
 暦
 

4
 
 村
の
宗
教
生
活
の
現
状
 ｜
 二
つ
の
位
相
 

第
四
章
聖
者
信
仰
の
宗
教
的
象
徴
体
系
 

1
 
 村
の
聖
者
た
ち
の
人
物
像
 

2
 
 聖
者
に
ま
つ
わ
る
奇
蹟
 譚
 

第
五
章
聖
者
を
め
ぐ
る
儀
礼
実
践
の
現
状
 

@
 
 状
況
儀
礼
と
し
て
の
聖
者
 廟
 参
詣
 

2
 
 人
生
儀
礼
に
み
る
聖
者
 廟
 参
詣
 

3
 
 農
耕
儀
礼
・
収
穫
 祭
 と
し
て
の
聖
者
 
廟
 参
詣
 祭
 

4
 
 ア
ー
シ
ュ
ー
ラ
ー
の
行
事
と
聖
者
の
祝
祭
 

終
章
聖
者
信
仰
の
位
相
を
変
え
て
い
く
も
の
 

1
 
 「
聖
者
信
仰
」
と
「
モ
ス
ク
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
」
 

 
 

「
習
俗
的
信
仰
」
の
位
相
 

2
 
 今
後
の
聖
者
信
仰
の
位
相
 ｜
 ひ
と
つ
の
展
望
 

が
 付
録
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
 

れ
る
と
と
も
に
、
 

尚
 、
あ
と
が
き
に
加
え
、
索
引
、
参
考
文
献
、
グ
ロ
ッ
サ
リ
ー
が
 

2
 
 ジ
ェ
リ
ー
ド
地
方
の
王
 
な
 イ
ス
ラ
ー
ム
聖
者
 

 
 

3
 

チ
ュ
ニ
ジ
ア
お
よ
び
ジ
ェ
リ
ー
ド
地
方
と
 セ
 ダ
ダ
村
の
歴
史
 年
表
 

け
さ
 

                            場自そか概   
363@ (569) 



力
 に
関
し
て
は
、
「
公
的
」
「
大
文
字
の
」
と
さ
れ
る
よ
う
な
イ
ス
 

ラ
ー
ム
 

の
 立
場
か
ら
も
積
極
的
な
関
与
、
肯
定
的
評
価
が
存
在
す
る
。
 

従
っ
て
、
た
と
え
便
宜
的
な
も
の
で
あ
れ
、
特
に
終
章
に
お
け
る
 
最
終
 

的
 評
価
に
お
い
て
は
か
な
り
固
定
的
に
弁
別
さ
れ
て
い
る
「
モ
ス
 
ク
 中
心
 

の
 イ
ス
ラ
ー
ム
」
と
「
聖
者
信
仰
」
と
い
う
位
相
区
分
に
疑
問
を
 
感
じ
ざ
 

る
を
え
な
い
。
人
類
学
が
習
俗
的
、
土
着
的
生
活
習
慣
、
慣
習
が
 
顕
著
に
 

み
ら
れ
る
よ
う
な
場
所
の
実
地
調
査
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
こ
で
 
日
常
生
 

活
を
営
む
民
衆
、
一
般
信
徒
の
有
様
が
「
テ
ク
ス
ト
上
か
ら
知
ら
 
れ
る
 建
 

前
 」
と
ど
の
よ
う
に
異
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
現
状
は
い
か
な
る
 
 
 

を
 追
究
す
る
学
問
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
区
分
は
凝
の
も
  
 

だ
ろ
う
が
、
本
書
に
関
す
る
限
り
、
「
モ
ス
ク
中
心
の
イ
ス
ラ
ー
 

採
 集
団
の
権
威
が
失
墜
し
、
金
曜
モ
ス
ク
に
国
が
指
定
し
た
 47
 ム

 」
と
 

 
 

「
聖
者
信
仰
」
と
の
区
分
は
、
と
も
に
村
人
の
現
実
生
活
に
お
け
 

る
 宗
教
 

的
 実
践
で
あ
る
と
い
う
占
で
は
、
対
立
、
相
違
す
る
も
の
で
は
な
 いと
 考
 

え
ら
れ
る
。
 

ま
た
、
多
元
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
の
複
合
性
を
主
張
す
る
場
合
で
も
 
、
上
 

述
の
二
つ
を
対
立
 
頃
 、
 別
 位
相
と
し
て
分
け
る
意
義
が
ど
れ
ほ
ど
 の
 有
効
 

性
 を
も
つ
の
か
疑
問
で
あ
る
。
著
者
は
、
村
民
の
宗
教
実
践
生
活
 
 
 

ュ
 ニ
ジ
ア
独
立
を
契
機
と
し
た
変
化
に
敏
感
に
反
応
し
て
い
る
。
 

チ
ュ
ニ
 

ジ
ア
独
立
を
契
機
に
、
そ
れ
ま
で
宗
教
的
権
威
の
中
心
で
あ
っ
た
 
聖
者
 子
 

権
威
を
も
ち
、
そ
れ
ま
で
宗
教
、
信
仰
の
中
心
の
場
で
あ
っ
た
 
ザ
  
 

ヤ
や
 マ
ド
ラ
サ
が
国
の
建
設
し
た
モ
ス
ク
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
た
 

。
著
者
 

は
 、
聖
者
子
孫
集
団
の
権
威
失
墜
の
原
因
を
国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 
と
し
て
 

の
 
「
公
的
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
村
へ
の
流
入
と
み
て
い
る
。
そ
し
て
 

、
こ
れ
 

ら
の
状
況
変
化
は
、
「
社
会
的
レ
ベ
ル
」
に
お
け
る
「
聖
者
 信
  
 

「
モ
ス
ク
中
心
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
、
「
聖
者
 

信
仰
」
 

 
 

の
 
「
文
化
的
レ
ベ
ル
」
は
、
独
立
後
も
「
土
着
」
の
宗
教
実
践
面
 

と
と
も
㏄
 

 
 

に
 連
綿
と
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
と
分
析
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

こ
の
よ
う
な
宗
教
生
活
の
社
会
的
変
化
は
非
常
に
興
味
深
い
も
の
 で
あ
に
 

る
が
、
こ
の
分
析
概
念
を
通
じ
た
分
析
、
結
論
付
け
は
不
的
確
で
 
あ
る
と
 

感
じ
る
。
分
析
概
念
の
適
用
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
、
宗
教
権
威
と
活
 
動
場
と
 

い
う
外
面
的
変
化
が
、
聖
者
信
仰
そ
の
も
の
の
衰
退
、
危
機
の
 
ょ
 う
に
 捉
 

え
ら
れ
、
「
聖
者
信
仰
」
か
ら
「
モ
ス
ク
中
心
の
イ
ス
ラ
ー
ム
ヘ
 

」
と
い
 

う
 大
雑
把
な
結
論
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
 

舌
ロ
 
い
 換
え
れ
ば
、
分
析
概
念
の
設
定
に
お
い
て
、
特
に
「
 耽 三
考
 信
  
 

の
 概
念
設
定
に
多
少
の
問
題
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
 
。
序
章
 

に
お
い
て
「
聖
者
信
仰
」
は
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
 
内
容
 自
 

体
は
 、
ス
ー
フ
ィ
ズ
ム
に
端
を
発
し
た
聖
者
の
奇
蹟
か
ら
の
恩
恵
 
、
現
世
 

利
益
を
求
め
る
信
仰
と
い
う
、
ご
く
一
般
的
な
も
の
で
説
明
さ
  
 

る
 。
そ
の
一
方
で
、
そ
の
中
心
的
担
い
手
が
「
聖
者
の
子
孫
集
団
 
」
と
 非
 

常
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
大
文
字
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
 

に
 対
抗
 

す
る
も
の
と
し
て
の
「
聖
者
信
仰
」
は
、
「
民
衆
」
の
も
の
と
 

考
 え
ら
れ
 

る
の
が
通
常
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
「
聖
者
信
仰
」
の
内
容
を
設
 
定
 し
た
 

場
合
に
は
、
担
い
手
は
あ
く
ま
で
も
人
々
、
民
衆
と
さ
れ
る
べ
き
 
で
あ
ろ
 

う
 。
し
か
し
な
が
ら
、
本
論
で
は
、
独
立
を
契
機
と
し
た
聖
者
 
子
 採
 集
団
 

の
 権
威
問
題
が
重
要
視
さ
れ
た
た
め
、
「
聖
者
信
仰
」
が
「
聖
者
 
子
孫
 集
 

団
 」
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
「
モ
ス
ク
中
心
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
 
担
 ぃ
 手
で
 

あ
る
「
イ
マ
ー
ム
」
と
対
立
す
る
本
書
固
有
の
特
殊
な
分
析
概
念
 
に
な
っ
 

て
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
で
は
、
こ
の
二
つ
の
異
な
る
「
聖
者
 
信
 仰
 」
 が
 

不
用
意
に
混
同
さ
れ
、
時
に
「
民
衆
の
イ
ス
ラ
ー
ム
」
に
な
り
 、
「
聖
者
 



書評と紹介 

子
孫
集
団
の
特
殊
な
イ
ス
ラ
ー
ム
」
に
限
定
さ
れ
る
な
ど
、
や
や
 
窓
意
的
 

に
 意
味
内
容
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
 

聖
者
子
孫
集
団
の
支
配
権
の
縮
小
、
物
理
的
生
活
状
況
の
変
化
に
 
よ
っ
 

て
 
「
聖
者
信
仰
」
が
影
響
を
受
け
て
い
る
の
は
確
実
で
あ
る
が
 

果
 た
し
 

て
 
「
 @
 
者
子
孫
集
団
の
で
は
な
く
 -
 村
民
の
聖
者
信
仰
」
に
 独
  
 

と
 以
後
で
ど
の
程
度
の
本
質
的
変
容
が
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
 
か
 。
 今
 
+
 

書
の
貴
重
な
現
地
調
査
報
告
は
、
「
村
民
の
聖
者
信
仰
」
が
社
会
 
的
 権
威
 

の
 変
化
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
独
立
以
降
も
 セ
 ダ
ダ
 村
 固
有
の
宗
教
 
形
態
と
 

し
て
十
分
機
能
し
、
存
続
し
て
い
る
こ
と
を
的
確
に
証
明
す
る
も
 
の
で
あ
 

ろ
う
 -
 
。
 

評
者
の
見
解
で
は
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
独
立
に
よ
っ
て
変
化
し
た
の
は
 「
和
正
 

着
信
仰
」
で
は
な
く
、
セ
ダ
ダ
村
の
村
民
の
宗
教
生
活
に
お
け
 る
 
「
 公
 

的
 」
部
分
で
あ
り
、
「
私
的
」
部
分
は
時
代
の
変
化
の
影
響
を
受
 
け
な
が
 

ら
も
独
特
の
形
で
保
持
さ
れ
て
い
る
よ
 う に
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
 
、
思
想
 

研
究
の
立
場
か
ら
は
、
こ
の
宗
教
の
「
私
的
」
部
分
こ
そ
が
「
 聖
者
 信
 

仰
 」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
さ
ら
に
外
面
的
「
 
仕
ふ
 ム
的
 レ
ベ
 

ル
 」
「
文
化
的
レ
ベ
ル
」
と
い
う
区
分
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
 
と
は
 思
 

わ
れ
な
い
。
「
聖
者
信
仰
」
の
指
導
者
は
聖
者
子
孫
集
団
で
あ
ろ
 
，
カ
 

つ
 Ⅰ
 ,
 

そ
の
実
際
の
中
心
的
担
い
手
 は
 参
詣
を
行
い
マ
ド
ラ
サ
に
通
う
 民
 衆
 で
あ
 

る
 。
「
モ
ス
ク
を
中
心
と
す
る
イ
ス
ラ
ー
ム
」
の
指
導
者
は
 
イ
マ
 １
ム
で
 

あ
ろ
う
が
、
そ
の
実
際
の
中
心
的
担
い
手
は
、
モ
ス
ク
で
礼
拝
し
 
公
立
学
 

校
 に
通
 う
 民
衆
で
あ
る
。
本
書
に
紹
介
さ
れ
た
興
味
深
い
報
告
 
事
 例
 を
考
 

察
す
れ
ば
、
「
民
衆
イ
ス
ラ
ー
ム
」
は
独
立
以
後
形
を
変
化
さ
せ
 
な
が
ら
 

も
 、
そ
の
土
地
固
有
の
文
化
や
「
聖
者
崇
拝
」
の
形
態
を
保
持
し
 つつ
 維
 

持
さ
れ
て
い
る
と
い
う
結
論
で
十
分
で
あ
り
、
あ
え
て
人
類
学
的
 
対
立
唄
 

的
 位
相
区
分
に
基
づ
く
結
論
を
す
る
ま
で
も
な
く
、
本
書
の
目
的
 
は
 十
分
 

達
せ
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
 

365 (571) 



0
 
 ヨ
 小
数
研
究
」
編
集
委
員
会
 

日
時
二
 0
0
 

一
年
六
月
二
三
日
工
）
一
四
時
 

@
 
一
八
時
 

場
所
学
士
会
館
本
館
 

出
席
者
声
名
定
道
、
薄
井
 
篤
干
 、
小
池
淳
一
、
佐
藤
憲
昭
、
下
 田
正
 

%
 、
関
一
敏
、
竹
村
 牧
男
 、
深
澤
 英
隆
 、
松
村
一
男
 

議
事
 

一
 、
刊
行
報
告
 

三
 二
八
号
論
文
四
本
、
書
評
 
一
セ
本
 。
 

一
 、
編
集
方
針
 

・
三
三
 0
 号
二
 二
月
刊
行
予
定
 
-
 以
降
の
投
稿
論
文
に
対
す
る
 

背
読
者
 

0
 国
際
委
員
会
イ
ン
フ
ラ
関
係
小
委
員
会
 

日
時
二
 0
0
 
一
年
六
月
一
六
日
工
 -
 一
二
時
 
@
 
一
五
時
 

  

出
席
者
阿
部
美
哉
、
荒
木
美
智
雄
、
金
井
新
 
三
 、
月
水
昭
男
、
 宮
家
 

準
 

議
事
 

一
、
 
I
A
H
R
 
二
 O
0
 五
年
東
京
大
会
に
つ
い
て
 

同
本
委
員
よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
 へ
イ
ゼ
 で
の
 I
A
H
R
 理
事
会
の
 %
 台
 

を
 受
け
た
。
ま
た
、
金
井
新
三
委
員
を
学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
責
任
 
者
と
 

す
る
こ
と
を
決
定
し
、
こ
の
こ
と
を
ア
ン
テ
ス
ー
 AH
R
 会
長
に
 用
木
 

委
員
か
ら
通
知
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

.<&> 
云 

報 

0
 国
際
委
員
会
イ
ン
フ
ラ
関
係
小
委
員
会
 

日
時
二
 0
0
 

一
年
七
月
 

セ
 日
工
 -
 一
二
時
 @
 
一
二
一
時
 

場
所
国
軍
 院 大
学
第
一
会
議
室
 

出
席
者
阿
部
美
哉
、
荒
木
美
智
雄
、
金
井
新
三
、
月
 
本
 昭
男
、
 宮
家
 

準
 

0
 日
本
宗
教
学
会
賞
選
考
委
員
会
 

日
時
二
 0
0
 

一
年
七
月
七
日
 

釜
 ）
一
一
時
三
 0
 分
 @
 
一
 三
時
 三
 O
 

分
 

場
所
 國
 串
焼
大
学
常
磐
 松
 三
一
号
館
神
道
第
一
研
究
室
 

出
席
者
宇
都
宮
輝
夫
、
大
貫
 
降
 、
大
村
英
昭
、
加
藤
智
見
、
Ⅲ
 崎
信
 

定
 、
鈴
木
岩
戸
 

議
事
 

一
 、
委
員
長
選
出
 

互
選
に
よ
り
川
崎
信
定
氏
を
委
員
長
に
選
出
し
た
。
 

Ⅰ
審
査
に
つ
い
て
 

候
補
作
品
に
つ
い
て
論
議
し
、
分
担
 -
 
主
査
・
 副
査
 ）
な
ら
び
に
 
審
査
 

万
法
、
日
程
等
を
決
定
し
た
。
 

を
 決
定
し
、
書
評
 本
 お
よ
び
評
者
候
補
を
選
定
し
た
。
 

6
 

・
来
年
度
の
特
集
号
三
三
二
一
号
、
二
 
0
0
 

二
年
九
月
刊
行
予
定
 
）
の
 テ
 

㏄
 

 
 

１
％
 
と
 執
筆
候
補
者
を
決
定
し
た
。
 

 
 

 
 

 
  
 

テ
ー
マ
「
生
活
の
宗
教
」
と
し
て
の
仏
教
 

・
会
員
よ
り
問
い
合
わ
せ
の
あ
っ
た
「
英
語
で
の
論
文
投
稿
」
に
 

つ
い
て
 

は
 、
従
来
通
り
、
日
本
語
の
み
と
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
 



0
 常
務
理
事
会
 

日
時
二
 0
0
 

一
年
七
月
七
日
一
十
 

-
 一
 三
時
 @
 
一
四
時
 

場
所
 
國
寧
院
 
大
学
常
磐
 松 二
号
館
大
会
議
室
 

出
席
者
阿
部
美
哉
、
荒
木
美
智
雄
、
大
村
英
昭
、
金
井
新
 
三
 、
 島
薗
 

進
 、
田
島
照
久
、
田
丸
 徳
善
 、
土
屋
 博
 、
中
村
 廣
 治
郎
、
藤
 

井
 正
雄
、
宮
家
 準
 、
月
水
昭
男
 @
A
H
R
 

理
事
一
 

議
事
 

一
 、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
審
査
委
員
候
補
者
推
薦
に
つ
い
て
 

前
回
常
務
理
事
会
で
決
定
し
た
科
研
 費
 審
査
委
員
候
補
者
を
日
本
 学
術
 

会
議
宗
教
学
研
究
連
絡
委
員
会
に
推
薦
し
た
。
同
委
員
会
か
ら
，
 

」
れ
を
 

そ
の
ま
ま
承
認
し
、
学
術
会
議
学
術
体
制
常
置
委
員
会
に
答
申
し
 
た
旨
 

0
 通
知
を
受
け
取
っ
た
と
の
報
告
が
宮
家
宗
教
学
研
 
連
 委
員
長
 よ
 り
あ
 

っ
た
 。
 

一
 、
 I
A
H
R
 理
事
会
報
告
 

荒
木
国
際
委
員
長
か
ら
、
五
月
二
五
日
・
二
六
日
に
オ
ラ
ン
ダ
の
   

ゼ
で
 行
わ
れ
た
 

I
A
H
R
 

理
事
会
で
、
 

二
 0
0
 

五
年
の
東
京
大
ム
 

ム
 0
 日
 

報
 

程
 が
三
月
二
四
日
 
ト
三
 0
 日
と
決
定
し
た
こ
と
な
ど
の
報
告
が
な
 さ
れ
 

 
 

ム
 
%
 

0
 
理
事
会
 

日
時
二
 00
 

一
年
七
月
七
日
工
 -
 一
四
時
 @
 

一
六
時
三
 
0
 
分
 

場
所
 
國
阜
院
 大
学
常
磐
 松 二
号
館
大
会
議
室
 

出
席
者
安
藤
谷
正
彦
、
阿
部
美
哉
、
荒
木
美
智
雄
、
池
上
長
 正
 、
井
 

上
 順
孝
、
宇
都
宮
輝
夫
、
大
村
英
昭
、
小
田
淑
子
、
加
藤
智
 

見
、
金
井
新
三
、
川
崎
信
定
、
佐
藤
憲
昭
、
島
 薗進
 、
鈴
木
 

右
目
、
田
島
照
久
、
田
丸
 徳
善
 、
土
屋
 博
 、
鶴
岡
 賀
雄
 、
中
 

付
庸
治
郎
、
西
山
茂
、
花
岡
水
子
、
藤
井
正
雄
、
星
野
英
 

紀
 、
宮
家
 準
 、
宮
田
元
、
池
澤
優
 
-
 情
報
化
 委
 @
 昂
 、
大
久
 

保
 雅
行
・
野
村
暢
清
 -
 久
留
米
大
学
 -
 

議
事
 

一
 、
第
六
 0
 
国
学
術
大
会
発
表
者
の
承
認
 

開
催
 校
 が
準
備
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
原
案
を
検
討
し
、
個
人
研
究
 
発
表
 

二
セ
 
一
名
を
承
認
し
た
。
 

 
  
 

一
 、
新
入
会
員
に
つ
い
て
 

 
 

 
 
 
 

別
記
 二
 
二
人
の
入
会
が
承
認
さ
れ
た
。
 

 
  

 

一
、
 I
A
H
R
 

理
事
会
報
告
 

 
 

前
記
常
務
理
事
会
報
告
に
同
じ
。
 

議
事
 

一
、
 

I
A
H
R
 

二
 O
0
 

五
年
東
京
大
会
に
つ
い
て
 

l
A
H
R
 

の
実
行
委
員
会
を
九
月
一
四
日
 

｜
 
一
六
日
の
久
留
米
大
 
学
の
 

学
術
大
会
の
際
に
立
ち
上
げ
て
、
そ
こ
で
全
体
の
テ
ー
マ
な
ど
に
 つ
、
 
Ⅰ
 

て
 審
議
す
る
こ
と
に
し
、
そ
の
こ
と
を
会
長
名
で
 I
A
H
R
 

ア
ン
 

テ
ス
 

会
長
に
連
絡
す
る
こ
と
に
し
た
。
 

一
 、
日
本
学
術
会
議
宗
教
学
研
究
連
絡
委
員
会
報
告
 

同
会
議
委
員
に
 
l
A
H
R
 

二
 O
0
 
五
年
東
京
大
会
実
行
委
員
会
と
 

し
て
 

加
わ
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
、
金
井
新
三
庶
務
委
員
会
委
員
長
 @
 
A
H
 

R
 学
術
プ
ロ
グ
ラ
ム
担
当
一
を
同
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
 
出
 席
し
 

て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
 

旨
 、
宮
家
宗
教
学
研
 連
 委
員
長
 
よ
り
 

報
告
が
あ
っ
た
。
 



一
 、
池
澤
情
報
化
委
員
よ
り
、
情
報
化
委
員
会
の
活
動
に
つ
い
て
 
 
 

報
告
が
あ
っ
た
。
 

，
ヨ
 示
教
研
究
」
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
つ
い
て
 

文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
の
助
成
を
受
け
、
二
年
度
目
の
事
業
 
を
開
 

婚
 し
た
。
今
年
度
は
二
三
八
 @ 
二
八
三
号
ま
で
の
三
千
デ
ー
タ
を
 
 
 

し
 、
総
数
一
万
二
千
件
の
半
分
を
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
 

作
成
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
 
C
D
 
や
 F
D
 
で
は
な
く
、
ホ
ー
ム
 
ペ
｜
 ジ
上
 

で
 検
索
機
能
を
つ
け
て
公
開
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。
 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ン
開
設
に
つ
い
て
 

国
立
情
報
学
研
究
所
の
下
 np
 

宙
の
ま
。
の
 

o
n
@
 
の
計
 
ピ
エ
 。
 ヨ
 の
そ
ぎ
お
の
 
上
に
 

開
設
す
る
。
和
文
ぺ
 
ー
 ジ
の
公
開
は
八
月
頃
の
予
定
 -
 
学
術
大
 ム
 ム
チ
Ⅰ
 
通
 

知
 ）
。
英
文
ぺ
 
ー
 ジ
は
会
則
の
英
訳
を
理
事
会
に
提
出
し
、
承
認
 さ
れ
 

て
か
ら
と
な
る
。
 

和
文
 ぺ
｜
 バ
ン
プ
陣
で
Ⅰ
Ⅰ
 ミ
ミ
ミ
の
 0
 の
・
 
コ
ま
 
・
 
a
c
.
 
ざ
 Ⅰ
 
ざ
 Ⅱ
の
 
て
 ナ
コ
 
宙
め
 
Ⅹ
 オ
侍
巴
づ
 

 
 

英
文
ぺ
 ー
 ジ
 

ぎ
 （
 
や
 ミ
ま
老
老
 の
 
o
n
.
 

日
 @
.
a
c
.
 

甘
 て
ざ
「
 
史
ぎ
監
 x
 。
の
・
 

ぎ
 Ⅱ
 臣
 

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
「
お
知
ら
せ
」
の
 
枠
 を
設
 

誰
が
ど
の
よ
う
に
し
て
情
報
を
収
集
・
編
集
・
掲
載
 す
る
 

か
 、
権
限
と
仕
事
量
に
関
し
て
は
未
決
定
。
「
会
員
業
績
」
の
 
掲
 載
に
 

関
し
て
も
同
様
の
問
題
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
 ば な
ら
な
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State Shinto and the Structure of Religions 
in Modern Japan 

SHIMAZANO Susumu 

One may say that religions have been coexisting pluralistically in 
modern Japan. But others may say that there is a common ethos among 
the majority groups so that it has been difficult for minority religions to 
spread among the population. To  clarify the relationship between the 
seeming plurality and commonality, it is important to know exactly what 
the pre-war State Shinto system was. The term "State Shinto," however, 
is used by scholars very ambiguously. This is because in the Shinto 
Directive of 1945 the term is used with different meanings, and the result- 
ing confusions have not been dealt with adequately. When the term is used 
in the narrow sense, to refer to Shrine Shinto, the meaning seems to be 
clear, but then Shinto is understood in a very limited way. I propose to 
define the term in a broader way, similar to but overcoming the difficulties 
contained in Murakami Shigeyoshi's inclusive usage of the term. Through 
this work of refinement of the concept of the State Shinto, we can 
understand that modern Japanese religions are composed of a double 
structure consisting of State Shinto in the public dimension, and various 
religions in the private dimension. 

xiv (577) 



Problematic Religious Plurality : 
Shinran and Manshi 

IWATA Fumiaki  

Ethical or practical concerns rather than theoretic ones have spurred 
modern attempts to pursue religious pluralism. Shin Buddhism has not yet 
offered its perspective on the subject. This paper will show that Shin 
Buddhism naturally averts from tackling the ethical aspects of religious 
pluralism ; and that there may possibly be some aspects in Shin Buddhism 
that can respond on this matter. This article runs as  follows : by apprais- 
ing Shinran's doctrines, his exclusivism must be explained in relation to  
general Buddhist axiology. Next, investigations on Kiyozawa Manshi, by 
focusing on his paradigmatic approaches to other religions, will clearly 
show that Manshi entertained his own viewpoints that other religions 
should be accepted a s  they are. Finally, particular ethics and problematic 
principles of modern Shin Buddhism will be examined by pointing out that 
Manshi's own ethics had motivated his attitudes towards other religions. 

(578) xiii 



,,Religionsdialog" fiir den Reinen Land Buddhismus 
in der gegenwartigen ,,pluralistischen" Situation 

In der gegenwartigen ,,pluralistischen" Situation der Religionen interes- 
sieren sich Christen sehr fur den Inter-religiosen Dialog. Wie ist es denn 
bei Buddhisten? 

Auf der Ebene des Dialogs ,,Buddhismus und Christentum" findet man 
einen Kontrast zwischen einer ,,Erleuchtungsreligion" und einer 
,,Offenbarungsreligion". Fur den Buddhisten bedeutet es eine Begegnung 
mit einer ,,monotheistischen" Religion. Und dabei findet man besonders 
auf der Ebene des Dialogs von Jodoshinshu und Christentum Kontraste, 
wie etwa ,,Glauben in der Endzeit" und ,,Glauben im Eschaton". 

Das Christentum ist diejenige Religion, die ihre Offenbarungsbotschaft 
Gottes noch mit einem neuen Glaubensinhalt kennzeichnet, namlich, Jesus 
von Nazareth sei ,,Christos-Messiah". Wer bei Jesus ,,Besonderest' 
findet, der bekennt sich als ,,Christ". Jodoshinshu ist der Buddhismus vom 
Reinen Land, der besonders von Shinran (1173-1262) unter Honens 
Schulern ausgepragt ist. Die Charakeristik oder das ,,Besondereu von 
Jodoshinshu ist die ,,Andere Krafti' von Amida-Buddha, die die Wahrheit 
fur die schlechtest-geborenen Menschen in der ,,Letzten Dharma-Zeit 
(mappol " sein wiirde. 

Um diese beiden ,,Besonderheitenl', namlich, ,,Jesus-Christos (Mes- 
siah) im Eschaton" und ,,Amida-Hingabe in der Endzeit" genug zu erkla- 
ren, mussen so vie1 verschiedene Begriffe benutzt werden. In der Verglei- 
chung von beiden mochte ich iiber das ,,Besondere" von Jodoshinshii 
nachdenken. 



Religious Pluralism and Islam 

SHIOJIRI Kazuko 

John Hick's religious pluralism can be criticized on various points, but 
it is still effective for studying the religious dialogue between Islam and 
Christianity. In this paper I undertake a comparative study on Hick and 
Nasr through analysis of Religious Pluralism in Christian and Islamic 
Philosophy by Adnan Aslan. While in Hick religious varieties are derived 
from information transformed into religious experiences, that is the 
human encounter with the Real or the Ultimate Reality, in Nasr religion 
is the terrestrial manifestation of the Eternal Order that has been sent 
down to this world from God. 

Here I regard post-modern phenomena in Islam in the context of 
"religious revivalism," and I examine the necessity for understanding and 
recognizing the traditions and uniqueness of Islam. 

Islam, though it is human, secular, and practical, as an external form is 
composed of the eternal God's words that refuse human commitment from 
the very beginning. Nasr indicates that Muhammad should be compared 
to the Prophet-King, not to Jesus, Son of God, and the universal charac- 
ter of this type of figure as both a spiritual leader and a political leader at 
the same should be recognized. The fundamental creeds, such as the 
incarnation of Jesus and the acceptance of Qu'an of Muhammad, are 
understood as human response to the Reality in Hick, but as the Divine 
formulation in Nasr. Hick says that the pluralistic re-interpretation of 
these creeds should be recognized as equally effective however different 
they may be. Such an attempt should be meaningful for investigating 
religious pluralism for Islam. 

It is important to recognize the diversity of religions and analyze the 
confrontation and friction between Christianity and Islam. The work of 
finding the differences, as well as the similarity, between the two religions 
would open the path to the horizon of a mutual understanding for peaceful 
religious dialogue in our day. 



Religious Pluralism in Modern Theology : 
A Trend of Secular Society in the Age of Globalization 

KOHARA Katsuhiro 

From the beginning of its history, Christianity has been related to 
religious pluralism. Its dominance was noticeable for a long period in 
Europe from the age of Constantine, but in this age of secularization, 
Christianity is again confronting the issue of religious pluralism and 
attempting to probe for a new understanding. A "theology of religion" is 
one response to the situation in providing some answer to the question 
regarding Christianity's understanding of other religions and of its own in 
relationships to the others. It is the purpose of this writer to put some 
light on this situation by use of typology such as exclusivism, inclusivism, 
and pluralism and place a focus on the "people" involved in each typology 
in order to avoid self-sufficiency of each and keep a relational perspective. 
The writer desires to clarify an insight into contemporary theological 
efforts such as the liberation and feminist theologies in search for issues 
which may arise in the future, as religious pluralism may be a more 
prevalent trend in the age of globalization. 



Christian Thought and the Plurality of Religions 

ASHINA Sadamichi 

The primary aim of this paper is to place the problems of religious 
plurality, which are attracting much attention in recent years, in the 
context of the history of modern Christian thought. By the time of the 
Reformation and wars of religion, the plurality of confessions or denomi- 
nations was fixed within modern Christianity. As we can confirm in ~ b e r  
die Religion by Schleiermacher, this historical situation of denominational 
plurality brought about new theories of religion which include the follow- 
ing three themes-criticisms of religion in the Enlightenment, philosophy 
of religion as the philosophical reinterpretation of positive religions, and 
mutual toleration of religions or denominations. By seeing the contempo- 
rary discussions about religious plurality in light of this modern situation 
of Christianity, how will we be able to understand the plurality of religions 
in which Christianity in Asia is situated? On the one hand, this situation 
requires Christianity in Asia to tackle actively the problems which it 
shares with other religions. On the other hand, however, it is a new 
self-understanding of Christianity itself that we should find out in Asian 
Christianity, such as the ashram movements in Indian Christianity. 



Contemporary Issues in Religious Studies : 
The Understanding of Religions in 
a Religiously Pluralistic Context 

SAWAI Y oshitsugu 

The methods of religious studies, such as its frameworks and concepts, 
that were derived from Western contexts, are now being reexamined in 
the context of religious pluralism. In this article I will clarify the main 
characteristics of religious studies in the present day. Then I will explore 
the fundamental issues of the meaning of "understanding" in religious 
studies. In particular, I shall focus on reinterpreting Rudolf Otto's reli- 
gious theories from modern semantic perspectives. 

Otto's so-called "the holy" (das Heilige) possesses a double structure of 
meaning which consists of the non-rational and rational dimensions. 
Between both levels of meaning, he places an interpretative sign called an 
Zdeogramm, which seems to be the concept of the holy but is never its 
conception. The understanding of religions must proceed beyond the level 
of its superficial meaning to that of its deeper meaning. Historians of 
religion will find an important perspective by developing Otto's theory of 
the holy from the standpoint of semantic hermeneutics, which should be 
useful for the contemporary study of religions. 



Can Religions Which Have Their Own Systems Succeed in 
"Interreligious Dialogue" : Interreligious Dialogue as  
Deepening the Self-understanding of Each Religion 

HOSHIKAWA Keiji 

"Doctrines" are very important elements when we study interreligious 
dialogue. J. Hick and P. J. Griffiths' opposing views concerning "doctrine" 
are interesting and suggest an important point: whether or not the 
believers of each religion who are participating in interreligious dialogue 
should preserve their religious doctrines as they are or they should "down- 
grade" them. We will first follow this point. Next, we will trace J. B. 
Cobb Jr.'s discussion, which seems to sublate the opposing views. But his 
discussion itself might conceive a contradiction, so we will examine this 
from the perspective of Wittgensteinian Fideism. This examination will 
show that each religion has its own system which consists of its own 
unique "rules" or "a set of rules." Here we refer to G. A. Lindbeck's 
argument which understands a religion or a set of doctrines as a system 
of "rules" based on L. Wittgenstein's philosophy. Lindbeck's argument 
still cannot solve the following fundamental question: if each religion 
engaging in interreligious dialogue has its own rules, can the dialogue 
succeed? Under the present condition, we had better not expect too much 
of interreligious dialogue. It can only deepen the self-understanding of 
each religion. This is, however, never a trivial result, but a great one. 
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Dialogue, An Abused Metaphor : 
Toward Critical Comparative Religion 

FUJIWARA Satoko 

This article critically examines recent discussions within the study of 
religion which are centered upon the word "dialogue." This is not to deny 
the idea or the ethics of dialogue itself. This term, it seems to me, has 
been abused too much in the discourse of religious studies so that the 
problems which are supposed to be solved through dialogue are, rather, 
left more confused than ever. I will first focus upon inter-religious 
dialogue and argue that the theory which is truly necessary for inter- 
religious dialogue is, actually, not that of dialogue itself. I will next 
question the self-definition of the discipline, in particular, that of compara- 
tive religion by means of the metaphor of dialogue. I will point out the ill 
effects of this self-understanding and present the idea of comparative 
religion as a critical enterprise. By "critical" I mean not simply the 
popular Orientalist critique of ethnocentrism and imperialism within 
religious studies, but also a particular mode of comparative method that 
is not shared by area studies. Through this re-definition I will attempt, so 
to speak, to empower the theoretically-weak discipline in this post- 
modern, post-colonial situation without resorting to the essentialist notion 
of religion. 



Religious Pluralism, Soteriological Internalism, 
Church-State Separation : A Religious-Phenomenological 

Investigation of the Toleration Principle of J. Locke 

KANAI Shinji 

The principle of separation of Church and State, established in 17th 
century England by John Locke and others, was possible only with the 
great paradigm change in Christian thought, namely from eschatology to 
soteriology, from millenarianism to two-kingdoms-of-God (two-swords-of- 
God) theory. The change was illustrated by the rejection of millenar- 
ianism as seditious by emerging modernizing society, and the choice of 
individualistic soteriological religiosity as the only adequate partner for 
society, which was on the way to a decisive separation of church and state. 
But this was not without problems ; rather, it was a serious new setting 
for Christianity based firmly on biblical eschatology. Another difficulty 
was the ethicization of religion also strongly required by the modernizing 
society of 17th century England. This paper analyses and explains this 
very significant process by the religious-phenomenological method. 



Postmodern Pluralistic Society and Its Religiosity 

UTSUNOMIYA Teruo 

Traditional societies and religions have faced harsh criticism from the 
perspective of modern secularism, and consequently seems to have been 
eroded by it. Now as we move towards the so-called postmodern times, 
it may well be asked what will be the nature of the coming society and its 
religion? We can answer this question only by knowing how modern 
society has emerged and by looking a t  the direction indicated by the 
historical vector of modern society. By looking at the history of mankind, 
we can find that it has consistently moved from a society where its 
members resemble one another to a society where many of its sectors 
differentiate and its members differ from one another. This direction of 
change is not likely to be altered in the future. Thus religion will definitely 
lose its position as the "sacred canopy" of society even though this does 
not seem to be the case when considering many revivals occurring within 
various religions around the world. On the other hand, a new faith 
common to society will emerge from the plurality of society itself. In a 
pluralistic society, this new faith will be the worship of individual human 
beings as sacred. This paper aims to clarify the character of this religion 
and to identify the sociological ground and necessity of its emergence. 



Conditions of "Postmodern Religiosity"? : 
Simmel and Cupitt on Religion 

FUKASAWA Hidetaka 

Throughout the 1990s, discussions on the relationship between religion 
and the postmodern centered their attention chiefly on how postmoder- 
nity/postmodernization relates to the change of religion in our times. 
Needless to say, no unanimous answer to  the question has been found. In 
this article I do not attempt to use concepts such as postmodern or 
postmodernity directly as analytical terms, nor do I try to answer the 
question : what is "postmodern religion/religiosity". Instead, I take up 
two thinkers: Georg Simmel, who is said to be the precursor of post- 
modernism, and Don Cupitt, who proclaims openly "post-Christianity" or 
"postmodern religion". By examining and comparing the religious visions 
of these two thinkers, I want to demonstrate the continuity and the change 
in the last hundred years of a religiosity which, if one will, could possibly 
be called "postmodern religiosity". 
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An Essay on Religious Studies 
for a Widely Integrated Earthly Humanity 

SHIMADA Yoshihi to 

Religious studies in the 21st century faces the question of the role of 
religion on a planet where humanity is widely integrated and where the 
whole earth has become their 'home'. The first step of human evolution 
was the spread and socio-cultural diversification of human beings around 
the earth. The second step was, in contrast, the integration into various 
'worlds' or local 'civilizations'. And now the third step has begun: the 
integration of civilizations into a planet-wide civilization. The Western 
idea of humanity has, however, been dominated by a highly abstract idea 
of universal humanity, that of Man (or Homme in French), which is 
supposed to be behind the particular human cultures and societies, and on 
which modern sciences concerning humanity, a s  well a s  the political idea 
of humanism, has been founded. The  idea of earthly humanity a s  the 
totality of particular human beings spread around the earth and their 
socio-cultural products is wanting. Now it is urgent t o  reconsider the 
history of human beings from this point of view, and to think about how 
various human cultures or civilizations and groups can be integrated. It 
is especially important to  consider how the 'world' religions (which have 
successfully integrated relatively primitive cultures) can now be recon- 
ciled, and can contribute to  the creation of a new 'religion' adapted to  a 
planet-wide, integrated humanity. 



Globalization and Religion 

ABE Yoshiya 

Approaches to religion in essays on globalization are summarized in 
three groups as  regards their positions on modernization and post- 
modernization. Walkrsteinian and Giddensian approaches disregard 
religion as an essential element of globalization by characterizing modern- 
ization in terms of Capitalistic unification of the world and the 
intensification of reflexibility. Robertson's approach, on the other hand, 
clearly identifies the role of religion as a theme of globalization. Global- 
ization and modernity are related in the former approaches, while the 
latter considers globalization predates modernity. 




